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書
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の
關
係 
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…
…
…
…
１
６
４ 

 
 

三
、
漢
や
魏
晉
の
時
期
の
宇
宙
論
に
お
け
る
『
枕
中
書
』
の
位
置
づ
け
…
…
…
…
…
…
１
６
６ 

 
 

四
、「
枕
中
書
」
に
お
け
る
鷄
子
の
比
喩 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
７
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五
、「
枕
中
書
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見
え
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の
距
離 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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１
７
１ 

 
 

六
、「
枕
中
書
」
の
成
立
時
期
と
作
者 
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
７
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七
、
結
語
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…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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１
７
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…
１
８
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序 

論 

 
一
、
先
行
研
究 

 

（
一
）
靈
寶
經
研
究
の
發
端 

中
國
の
歴
史
上
實
在
し
て
い
た
儒
・
佛
・
道
三
敎
の
一
つ
と
し
て
の
「
道
敎
」
と
は
三
洞
四
輔
部

の
經
典
に
基
づ
く
「
敎
」(
１)
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
三
洞
部
の
洞
玄
部
靈

寶
經
で
あ
る
。
三
洞
説
・
三
寶
説
な
ど
數
多
く
道
敎
の
敎
理
は
靈
寶
經
が
唱
え
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

靈
寶
經
の
研
究
は
道
敎
研
究
に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
多
く
の
研

究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。 

二
十
世
紀
の
前
半
に
は
、Éd

o
u
ard

 C
h
av

an
n
es

氏
や
陳
國
符
氏
や
福
井
康
順
氏
な
ど
を
代
表
と
す

る
歐
・
中
・
日
の
學
者
は
現
代
學
問
の
方
法
で
道
敎
經
典
を
研
究
し
は
じ
め
、
靈
寶
經
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
九
一
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
のÉ

d
o
u
ard

 
C

h
av

an
n
es

氏
は
唐
代
の
靈
寶
經
典
『
太
上
靈
寶
玉
匱
明

眞
大
齋
言
功
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
〇
）
を
翻
譯
し
、
そ
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
投
龍
簡
の
儀
式
を
紹
介

し
た
（
２
）。
そ
れ
が
靈
寶
經
研
究
の
發
端
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

一
九
四
九
年
、
陳
國
符
氏
は
著
作
『
道
藏
源
流
考
』
（
３
）
で
、
五
符
經
や
靈
寶
經
の
成
立
と
内

容
を
概
説
し
、
今
の
靈
寶
經
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
劉
宋
の
陸
修
靜
が
更
に

そ
れ
を
修
訂
し
て
以
來
世
に
流
行
し
は
じ
め
た
と
指
摘
す
る
。 

一
九
五
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
のH

en
ri 

M
asp

ero

氏
の
著
書
『
道
敎
：
不
死
の
探
究
』（
４
）
で
は
、

靈
寶
經
を
信
奉
し
て
い
た
集
團
の
存
在
や
靈
寶
經
の
も
っ
と
も
舊
い
も
の
は
三
世
紀
ま
で
遡
る
も

の
で
あ
っ
て
、
『
度
人
經
』
は
四
・
五
世
紀
の
境
目
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
年
、
福

井
康
順
氏
は
論
文
「
靈
寶
經
の
研
究
」（
５
）
を
發
表
し
、
靈
寶
經
を
『
抱
朴
子
』
に
見
え
る
古
靈

寶
經
と
廣
靈
寶
經
と
四
注
本
靈
寶
度
人
經
と
道
藏
本
六
一
卷
度
人
經
の
大
靈
寶
經
と
に
分
類
し
、
東

晉
末
の
葛
巢
甫
・
王
靈
期
や
劉
宋
の
陸
修
靜
が
廣
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

廣
靈
寶
經
と
は
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。 

一
九
六
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
の

M
ax

 
K

alten
m

ark

氏
は
靈
寶
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
考
察
す
る
論

文
を
發
表
し
た
（
６
）。 

一
九
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
のM

ich
el S

trick
m

an
n

氏
は
論
文
「
茅
山
に
お
け
る
啓
示
―
道
敎
と
貴

族
社
會
―
」
で
は
、
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
靈
寶
經
を
造
構
し
た
こ
と
が
王
靈
期
の
上
淸
經
の
創
作
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
指
摘
し
、
更
に
次
の
年
に
道
藏
の
中
で
は
も
っ
と
も
長
い
靈
寶
經
で
あ
る

『
度
人
經
』
に
關
す
る
論
文
を
發
表
し
た
（
７
）。 

一
九
七
四
年
、
大
淵
忍
爾
氏
は
敦
煌
資
料
Ｐ
二
八
六
一
と
Ｐ
二
二
五
六
か
ら
、
梁
・
宋
文
明
の
『
通

門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
劉
宋
・
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
を
發
見
し
た
（
８
）
。
そ
こ
に
は
三
十
二

卷
の
早
期
の
靈
寶
經
の
題
目
が
記
さ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
道
藏
に
收
め
て
い
る
數
多
く

の
靈
寶
經
か
ら
劉
宋
の
時
期
に
存
在
し
て
い
た
靈
寶
經
を
選
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
以
來
、
靈
寶
經
の
研
究
は
大
き
な
進
展
を
遂
げ
、
道
敎
經
典
研
究
に
お
い
て
は
も
っ
と
も

注
目
さ
れ
る
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
た
。
因
み
に
、
「
靈
寶
經
目
」
の
校
正
に
關
し
て
は
、
後

に
小
林
正
美
氏
や
王
卡
氏
や
劉
屹
氏
の
研
究
が
擧
げ
ら
れ
る
（
９
）。 

今
の
研
究
者
の
著
作
で
は
、
道
藏
に
收
め
て
い
る
ほ
か
の
洞
玄
部
靈
寶
經
と
區
別
す
る
た
め
に
、

「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
劉
宋
の
時
期
に
存
在
し
て
い
た
靈
寶
經
は
、
よ
く
古
靈
寶
經
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
小
稿
の
研
究
對
象
と
な
る
靈
寶
經
は
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
古
靈
寶
經
で
あ
る
。 
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（
二
）
靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
に
關
す
る
研
究 

陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
と
對
應
す
る
道
藏
本
の
靈
寶
經
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
、
そ
れ
ら
の
靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
は
研
究
者
の
關
心
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
九
八
三
年
、
ア
メ
リ
カ
の

S
tep

h
en

 
R

.B
o
k
en

k
am

p

氏
は
論
文“S

o
u
rces 

o
f 

L
in

g
-p

ao
 

S
crip

tu
res”

（
１
０
）
を
發
表
し
、
東
晉
末
の
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
頃
に
葛
巢
甫
が
「
靈

寶
經
目
」
に
載
せ
る
殆
ど
の
靈
寶
經
を
作
っ
た
と
主
張
す
る
。B

o
k
en

k
am

p

氏
の
考
え
はK

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

氏
やIsab

elle R
o
b
in

et

氏
や
神
塚
淑
子
氏
や
王
承
文
氏
や
蕭
登
福
氏
な
ど
多
數
の
研
究
者

に
支
持
さ
れ
、
靈
寶
經
が
葛
巢
甫
を
中
心
に
作
ら
れ
た
と
い
う
見
解
は
學
界
の
通
説
と
な
っ
た
（
１

１
）
。 

大
淵
忍
爾
氏
は
、
四
〇
五
年
か
ら
四
一
〇
年
ま
で
の
閒
に
葛
巢
甫
が
靈
寶
經
の
舊
目
に
載
せ
る
全

て
の
舊
經
を
造
構
し
た
と
指
摘
し
、
新
經
の
作
者
に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
葛
巢
甫
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
１
２
）。 

一
方
、
日
本
の
小
林
正
美
氏
は
六
朝
時
代
の
道
敎
に
一
貫
し
て
存
在
す
る
道
流
に
着
目
し
て
、
靈

寶
經
の
思
想
と
道
流
と
の
關
係
を
考
察
し
、
靈
寶
經
の
作
者
に
關
し
て
通
説
と
異
な
る
見
解
を
發
表

し
た
。
一
九
八
二
年
、
小
林
正
美
氏
は
論
文
「
劉
宋
に
お
け
る
靈
寶
經
の
形
成
」
と
「
靈
寶
赤
書
五

篇
眞
文
の
思
想
と
成
立
」
を
發
表
し
、
葛
巢
甫
が
作
っ
た
も
の
は
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
及
び
そ
れ
を

載
せ
る
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天

書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
（
１
３
）。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
靈
寶
經
の
作
者
は

葛
巢
甫
で
あ
る
と
斷
言
で
き
な
い
の
は
、「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
は
基
本
的
に
は

元
始
系
靈
寶
經
と
仙
公
系
靈
寶
經
か
ら
な
る
が
、
こ
の
二
種
類
の
靈
寶
經
に
は
葛
巢
甫
の
時
代
に
存

在
し
て
い
な
い
思
想
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

具
體
的
に
い
え
ば
、
小
林
正
美
氏
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
元
始
系
靈
寶
經
で
は
大
乘
主
義

の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
中
國
に
お
け
る
大
乘
主
義
の
興
起
は
鳩
摩
羅
什
が
大
乘
佛
典
を
翻
譯
し
は

じ
め
た
以
後
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
鳩
摩
羅
什
が
長
安
に
到
着
す
る
弘
始
三
年
（
四
〇
一
）
前
に
、

東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
頃
に
大
乘
主
義
の
影
響
が
見
え
る
元
始
系
靈

寶
經
を
作
る
は
ず
は
な
い
。
ま
た
、
仙
公
系
靈
寶
經
で
は
三
洞
説
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
靈
寶
經
の

三
洞
説
で
は
洞
眞
部
の
上
淸
經
は
淸
微
天
の
天
寶
君
、
洞
玄
部
の
靈
寶
經
は
禹
餘
天
の
靈
寶
君
、
洞

神
部
の
三
皇
經
は
太
赤
天
の
神
寶
君
の
説
い
た
經
典
と
見
な
し
、
こ
れ
ら
の
經
典
に
「
三
天
」
の
天

書
と
し
て
特
別
な
價
値
を
置
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
洞
説
は
「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
す
る
天
師

道
改
革
派
が
「
三
天
」
の
觀
念
に
基
づ
い
て
形
成
し
た
思
想
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
劉
宋
初
め
の

天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
の
影
響
が
見
え
る
仙
公
系
靈
寶
經
の
編
纂
者
は
劉
宋
初
期
の
天
師
道
の

道
士
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
１
４
）。
一
九
九
八
年
、
ア
メ
リ
カ
の

S
tep

h
en

 
E

sk
ild

sen

氏
は
著

書
（
１
５
）
で
小
林
正
美
氏
の
説
に
贊
同
の
意
を
表
明
し
た
。 

近
年
、
劉
屹
氏
は
、
靈
寶
經
の
元
始
舊
經
（
元
始
系
靈
寶
經
）
が
仙
公
新
經
（
仙
公
系
靈
寶
經
）

よ
り
先
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
學
界
の
定
説
に
疑
問
を
持
ち
、
仙
公
新
經
（
仙
公
系
靈
寶

經
）
の
ほ
う
が
先
に
編
纂
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。
更
に
、
劉
屹
氏
は
四
〇
〇
年
頃
に
葛
巢
甫
が
仙
公

新
經
を
作
り
、
四
二
〇
年
頃
に
天
師
道
が
元
始
舊
經
を
作
り
始
め
た
と
し
て
い
る
（
１
６
）。 

ま
た
、
小
林
正
美
に
よ
れ
ば
、
一
つ
の
靈
寶
經
で
は
新
舊
の
内
容
が
混
在
す
る
場
合
が
多
く
、
思

想
上
の
違
い
か
ら
そ
の
異
な
る
部
分
の
成
立
經
緯
を
推
測
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
及
び
そ
れ
を
載
せ
る
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
は
元
始
系
靈
寶
經
『
元
始
五
老

赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
よ
り
早
く
成
立
し
、
元
始
系
靈
寶
經
『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』

（
Ｈ
Ｙ
三
一
八
）
で
は
、「
三
寶
大
有
金
書
」
な
ど
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
に
關
係
す
る
部
分

は
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
三
卷
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
（
Ｈ

Ｙ
三
八
八
）
の
内
容
も
、
異
な
る
時
期
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
１
７
）
。 
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更
に
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
七
）
の
成
立
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

劉
屹
氏
は
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
南
朝
本
で
は
な
く
、
「
五
眞
人
頌
」
や
虚
皇
天

尊
の
神
格
な
ど
の
内
容
は
後
に
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
（
１
８
）
。
更
に
、
鄭
燦
山
氏
は
齋
法
儀
禮

で
は
、
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
後
に
「
太
上
智
慧
經
讚
」・「
五
眞
人
頌
」・
「
禮
經
三
首
呪
」
な
ど
の
内

容
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
經
典
の
實
用
性
を
高
め
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
内
容
は
唐
代
頃
に

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
加
え
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
（
１
９
）。 

 

（
三
）
靈
寶
經
の
思
想
の
源
流
に
關
す
る
研
究 

靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
に
關
し
て
は
定
説
の
な
い
状
況
が
續
い
て
い
る
な
か
、
靈
寶
經
の
思

想
の
源
流
に
關
す
る
研
究
が
進
ん
で
き
た
。B

o
k
en

k
am

p

氏
は
、
前
掲
論
文“S

o
u

rces o
f L

in
g
-p

ao
 

S
crip

tu
res”

で
は
、
既
に
葛
氏
の
傳
統
や
東
晉
の
上
淸
經
や
大
乘
佛
典
は
葛
巢
甫
が
作
っ
た
靈
寶
經

の
思
想
に
影
響
を
與
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
更
に
、
靈
寶
經
の
思
想
に
は
天
師
道
の
要
素
も
注
目

さ
れ
る
の
で
、
次
に
、
佛
敎
・
上
淸
經
・
天
師
道
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
、
靈
寶
經
の
思
想
の
源

流
に
關
す
る
研
究
を
見
て
み
た
い
。 

靈
寶
經
に
見
え
る
佛
敎
の
觀
念
や
思
想
な
ど
に
關
し
て
は
、
早
く
も
福
井
康
順
氏
が
、
前
掲
論
文

「
靈
寶
經
の
研
究
」
で
は
靈
寶
經
に
は
佛
敎
の
思
想
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

一
九
八
〇
年
、Z

ü
rch

er

氏
は
後
漢
か
ら
六
世
紀
ま
で
の
百
以
上
の
道
書
に
見
え
る
佛
敎
の
影
響

を
檢
討
し
、
靈
寶
經
に
佛
敎
の
影
響
が
多
く
見
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
２
０
）。
そ
の

論
文
は
後
の
靈
寶
經
研
究
者
に
大
き
な
影
響
を
與
え
、
佛
敎
經
典
と
の
關
係
は
靈
寶
經
の
成
立
や
思

想
の
形
成
を
考
察
す
る
時
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

B
o
k
en

k
am

p

氏
は
、
前
掲
論
文“S

o
u
rces o

f L
in

g
-p

ao
 S

crip
tu

res”

で
早
期
の
靈
寶
經
と
江
南
の

漢
譯
佛
典
と
の
關
係
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
修
靜
と
佛
敎
經
典
と
の
關
係
に
つ
い
て
も
研
究

し
て
い
る
（
２
１
）。 

小
林
正
美
氏
は
前
掲
論
文
「
劉
宋
に
お
け
る
靈
寶
經
の
形
成
」
で
は
、
元
始
系
靈
寶
經
は
佛
敎
の

大
乘
主
義
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
更
に
靈
寶
經
に
お
け
る
大
乘
の
思
想
と

「
十
方
」
の
觀
念
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
た
。
ま
た
、
道
敎
の
終
末
論
に
關
す
る
論
文
で
は
、
佛

敎
に
由
來
す
る
靈
寶
經
の
劫
の
觀
念
を
考
察
し
た
（
２
２
）
。 

山
田
利
明
氏
は
、
靈
寶
經
に
載
せ
る
齋
法
儀
禮
を
中
心
に
、
佛
敎
の
大
乘
思
想
と
の
繋
が
り
に
つ

い
て
考
察
し
た
（
２
３
）。 

吉
岡
義
豐
氏
は
、
著
作
『
道
敎
經
典
史
論
』
で
は
敦
煌
資
料
Ｐ
二
四
四
〇
と
道
藏
本
『
太
上
無
極

大
道
自
然
眞
一
五
稱
符
上
經
』
（
Ｈ
Ｙ
六
七
一
）
を
對
校
し
、
敦
煌
本
で
は
佛
敎
用
語
が
そ
の
ま
ま

で
あ
る
が
、
道
藏
本
は
意
識
的
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
敦
煌
本
の
ほ
う
が
も
と
の
姿
で
あ
ろ
う
と
指

摘
し
て
い
る
（
２
４
）
。
そ
の
論
文
の
啓
發
を
受
け
た
尾
崎
正
治
氏
は
、
敦
煌
本
と
道
藏
本
『
太
上

洞
玄
靈
寶
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
佛
敎
用
語
と
道
敎
用
語
の
使
用
に
お
け
る

違
い
を
考
察
し
た
（
２
５
）
。
前
田
繁
樹
氏
も
、
靈
寶
經
の
敦
煌
本
と
道
藏
本
の
相
違
に
お
け
る
佛

敎
の
要
素
を
考
察
し
た
（
２
６
）。
ほ
か
に
は
、
池
平
紀
子
氏
は
敦
煌
資
料
Ｓ
二
四
三
八
前
半
の
「
辟

穀
諸
法
」
に
つ
い
て
、
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
中
の
辟
穀
法
を
元
に
し
て
、
ほ
か
の
道
敎
文
獻
の

辟
穀
法
や
佛
敎
的
な
辟
穀
法
を
加
え
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
２
７
）
。 

神
塚
淑
子
氏
は
、『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
Ｈ
Ｙ
九
七
）
と
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
定

志
通
微
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
五
）
を
中
心
に
、
靈
寶
經
に
見
え
る
本
生
譚
は
佛
敎
の
本
生
譚
の
模
倣
で

あ
る
と
指
摘
す
る
（
２
８
）
。 

王
承
文
氏
は
、
敦
煌
本
「
靈
寶
威
儀
經
訣
上
」
と
敦
煌
本
「
太
極
左
仙
公
請
問
經
」
を
中
心
に
、

靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
に
見
え
る
佛
弟
子
の
存
在
な
ど
、
靈
寶
經
と
佛
敎
の
關
係
を
考
察
し
た
（
２

９
）。
ま
た
、
靈
寶
經
と
華
嚴
經
と
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
（
３
０
）
。 
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呂
鵬
志
氏
は
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
が
三
九
七
年
頃
に
成
立
し
た
漢
譯
佛
典
『
增

一
阿
含
經
』
を
參
照
し
て
道
敎
の
六
月
齋
・
十
日
齋
を
最
初
に
唱
え
た
と
指
摘
す
る
（
３
１
）。 

劉
屹
氏
は
、
靈
寶
經
の
最
高
神
で
あ
る
元
始
天
尊
と
佛
陀
の
關
係
を
考
察
し
た
（
３
２
）。 

謝
世
維
氏
は
、
靈
寶
經
に
お
け
る
天
書
の
觀
念
や
梵
音
の
觀
念
の
成
立
を
中
心
に
、
佛
敎
と
の
關

係
を
考
察
し
た
（
３
３
）
。 

次
に
、
靈
寶
經
と
東
晉
の
上
淸
經
と
の
關
係
に
關
す
る
研
究
を
見
て
み
た
い
。 

S
trick

m
an

n

氏
は
、
前
掲
論
文
「
茅
山
に
お
け
る
啓
示
―
道
敎
と
貴
族
社
會
―
」
で
、
葛
巢
甫
が

靈
寶
經
を
造
構
し
た
こ
と
が
、
王
靈
期
が
上
淸
經
の
僞
經
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。 

上
淸
經
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
るR

o
b
in

et 

氏
は
、
上
淸
經
に
關
す
る
研
究
で
靈
寶
經
と

の
思
想
上
の
繋
が
り
と
相
違
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
（
３
４
）。 

小
林
正
美
氏
は
、
前
掲
論
文
「
上
淸
經
と
靈
寶
經
の
終
末
論
」
で
、
上
淸
經
と
靈
寶
經
に
見
え
る

終
末
に
關
す
る
内
容
の
相
違
と
關
連
を
考
察
し
た
。 

大
淵
忍
爾
氏
は
、
『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
上
淸
經
と
靈
寶
經
を

考
察
し
た
（
３
５
）。 

神
塚
淑
子
氏
は
、
上
淸
經
の
研
究
に
お
い
て
、
靈
寶
經
と
上
淸
經
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
中
核
と

な
る
部
分
を
保
持
し
つ
つ
も
、
兩
者
の
閒
で
の
攝
取
・
融
合
が
行
わ
れ
、
六
朝
時
代
の
道
敎
の
思
想

や
儀
禮
の
進
展
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
概
説
し
た
（
３
６)
。
後
に
、
神
塚
淑
子
氏
は
研
究
の
中
心

を
靈
寶
經
に
移
し
、
靈
寶
經
に
見
え
る
上
淸
經
に
由
來
す
る
神
格
や
七
世
父
母
の
功
德
の
考
え
を
考

察
し
た
（
３
７
）。 

謝
世
維
氏
は
、
天
書
の
觀
念
や
仙
公
系
靈
寶
經
に
記
さ
れ
て
い
る
傳
授
の
系
譜
を
中
心
に
、
靈
寶

經
と
上
淸
經
と
の
關
係
を
考
察
し
た
が
（
３
８
）
、
そ
の
見
解
は
基
本
的
に
は
神
塚
淑
子
氏
の
説
と

一
致
す
る
。 

次
に
、
靈
寶
經
と
天
師
道
と
の
關
係
に
關
す
る
研
究
を
見
て
み
た
い
。 

小
林
正
美
氏
の
、
靈
寶
經
と
天
師
道
の
關
係
に
關
す
る
研
究
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は

「
三
天
」
の
思
想
と
靈
寶
經
の
關
係
で
あ
る
。
小
林
正
美
氏
の
前
掲
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
三
洞
説
は

「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
す
る
天
師
道
改
革
派
が
「
三
天
」
の
觀
念
に
基
づ
い
て
形
成
し
た
思
想
で

あ
り
、
三
洞
説
を
形
成
し
た
劉
宋
の
天
師
道
改
革
派
は
葛
氏
道
か
ら
攝
取
し
た
元
始
系
靈
寶
經
を
模

倣
し
て
、
仙
公
系
靈
寶
經
を
編
纂
し
た
。
元
嘉
八
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
最
初
期
の
仙
公
系
靈
寶
經
と

し
て
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）
や
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』

が
あ
る
。『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
に
は
「
正
一
眞
人
三
天
法
師
」
、『
洞
玄
靈
寶

玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
「
正
一
眞
人
無
上
三
天
法
師
張
天
師
」
と
い
う
張
道
陵
の
稱
號
が
見
え
る
の

で
、
こ
れ
ら
が
「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
す
る
天
師
道
改
革
派
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
小
林
正
美
氏
は
劉
宋
初
め
の
「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
す
る
天
師

道
改
革
派
は
上
章
儀
禮
に
基
づ
い
て
、
指
敎
齋
法
と
い
う
齋
法
儀
禮
を
考
案
し
、
そ
の
指
敎
齋
法
は

そ
の
後
に
形
成
さ
れ
る
靈
寶
齋
法
を
含
む
諸
齋
法
の
原
型
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
３
９
）
。 

「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
す
る
劉
宋
天
師
道
が
仙
公
系
靈
寶
經
を
作
っ
た
と
い
う
小
林
氏
の
説
に

對
し
て
、B

o
k
en

k
am

p

氏
や
王
承
文
氏
や
神
塚
淑
子
氏
は
仙
公
系
靈
寶
經
の
作
者
や
信
奉
者
が
靈
寶

派
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

B
o
k
en

k
am

p

氏
は
、『
太
上
無
極
大
道
自
然
眞
一
五
稱
符
上
經
』
や
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威

儀
諸
經
要
訣
』
を
考
察
し
て
、
こ
の
よ
う
な
靈
寶
經
は
天
師
道
の
信
者
に
對
し
て
靈
寶
の
敎
義
に
改

宗
さ
せ
る
た
め
に
靈
寶
派
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
説
を
出
し
た
（
４
０
）。
ま
た
、B

o
k
en

k
am

p

氏
は
靈
寶
經
に
見
え
る
天
師
道
の
「
合
氣
」
を
考
察
し
た
（
４
１
）。 

王
承
文
氏
は
著
作
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
で
は
、
靈
寶
經
に
見
え
る
天
師
張
道
陵
や
六
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月
齋
・
十
日
齋
戒
の
時
節
齋
や
黄
赤
の
道
に
對
す
る
批
判
や
齋
官
制
度
な
ど
を
研
究
し
た
（
４
２
）。

王
承
文
氏
に
よ
れ
ば
、「
古
靈
寶
經
は
天
師
道
の
敎
主
張
道
陵
を
靈
寶
經
の
傳
授
者
の
一
人
に
作
り

上
げ
、
靈
寶
經
の
敎
法
は
天
師
道
の
敎
法
の
革
新
で
あ
る
と
し
、
靈
寶
の
敎
法
は
天
師
道
の
敎
法
を

包
攝
し
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
」（
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
八
二
七
頁
）

と
い
う
。 

神
塚
淑
子
氏
は
、
葛
仙
公
と
天
師
張
道
陵
と
靑
童
君
を
中
心
に
靈
寶
經
と
天
師
道
の
關
係
を
考
察

し
て
、Bo

k
en

k
am

p
氏
と
王
承
文
氏
の
説
を
支
持
し
、
小
林
正
美
氏
の
説
に
反
論
し
て
い
る
（
４
３
）
。 

ほ
か
に
は
、
劉
宋
の
天
師
道
が
積
極
的
に
靈
寶
經
の
儀
禮
を
取
り
入
れ
た
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
天
師

道
の
儀
禮
に
お
け
る
「
靈
寶
化
」
に
注
目
す
る
研
究
者
も
い
る
。
呂
鵬
志
氏
は
、
劉
宋
天
師
道
の
經

典
で
あ
る
『
旨
敎
經
』
と
靈
寶
經
の
關
係
を
考
察
し
た
。
そ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
指
敎
齋
法
は
靈
寶

齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
天
師
道
の
齋
法
で
あ
り
、『
旨
敎
經
』
に
見
え
る
六
月
齋
・
十
日
齋
戒

な
ど
の
時
節
齋
の
觀
念
も
靈
寶
經
の
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
由
來
す
る
と
い
う
（
４

４
）。 

 

（
四
）
靈
寶
經
の
敎
理
と
内
容
に
關
す
る
研
究 

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
靈
寶
經
の
敎
理
と
内
容
に
關
す
る
研
究
は
、
主
に
天
文
の
觀
念
・
天
界
説
・

終
末
論
・
三
洞
説
・
神
格
・
儀
禮
・
戒
律
・
法
職
や
法
位
・
五
行
思
想
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究
を
概
説
し
て
み
た
い
。 

靈
寶
經
で
は
、
天
文
の
觀
念
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
天
文
は
人
閒
が
作
っ
た
も
の
で
は

な
い
と
さ
れ
る
。
天
文
の
觀
念
に
關
し
て
、
王
承
文
氏
や
呂
鵬
志
氏
や
謝
世
維
氏
の
研
究
が
擧
げ
ら

れ
る
（
４
５
）。 

道
敎
の
天
界
説
に
關
し
て
は
、
麥
谷
邦
夫
氏
は
、
道
敎
の
天
界
説
を
三
天
・
九
天
系
天
界
説
、
五

天
・
三
十
二
天
系
天
界
説
・
三
十
六
天
系
天
界
説
に
分
類
し
て
、
特
に
靈
寶
經
に
見
え
る
天
界
説
の

成
立
と
展
開
を
考
察
し
た
（
４
６
）
。
ま
た
、
蕭
登
福
氏
や
曾
召
南
氏
や
垣
内
智
之
氏
に
も
靈
寶
經

の
天
界
説
に
關
す
る
考
察
が
あ
る
（
４
７
）
。 

 

靈
寶
經
の
終
末
論
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
氏
の
前
掲
論
文
「
上
淸
經
と
靈
寶
經
の
終
末
論
」
以

外
に
、
李
豐
楙
氏
も
關
連
す
る
論
文
を
發
表
し
た
（
４
８
）
。 

道
敎
の
經
典
は
三
洞
四
輔
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
三
洞
説
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
陳
國
符

氏
や
福
井
康
順
氏
や
吉
岡
義
豐
氏
は
、
三
洞
説
を
陸
修
靜
が
五
世
紀
前
半
に
考
案
し
た
思
想
で
あ
る

と
指
摘
す
る
（
４
９
）。
小
林
正
美
氏
は
、
三
洞
説
は
劉
宋
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
に
基
づ
い

て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
劉
宋
天
師
道
の
道
士
の
編
纂
し
た
仙
公
系
靈
寶
經
に
唱
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
陸
修
靜
は
三
洞
説
の
考
案
者
と
し
て
も
っ
と
も
妥
當
な
人
物
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
５

０
）。
大
淵
忍
爾
氏
は
、
三
洞
の
觀
念
は
葛
巢
甫
が
作
っ
た
元
始
舊
經
に
既
に
存
在
し
て
お
り
、
靈

寶
經
の
編
纂
の
一
つ
重
要
な
目
的
は
三
洞
の
觀
念
を
實
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
５
１
）
。

B
o
k
en

k
am

p

氏
や
王
承
文
氏
も
、
葛
巢
甫
が
作
っ
た
靈
寶
經
で
は
既
に
三
洞
説
が
記
さ
れ
て
お
り
、

陸
修
靜
は
三
洞
説
の
考
案
者
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
（
５
２
）
。
ま
た
、
劉
屹
氏
は
靈
寶
經
に
見
え

る
三
洞
を
檢
討
し
、
仙
公
諸
經
は
元
始
諸
經
よ
り
先
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
仙
公

諸
經
に
見
え
る
洞
玄
靈
寶
經
と
は
、
實
は
十
卷
ぐ
ら
い
の
仙
公
諸
經
を
指
し
、
元
始
諸
經
は
含
ま
れ

て
い
な
い
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
説
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
新
し
い
見
解
を
示
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

仙
公
諸
經
で
は
靈
寶
經
の
價
値
を
説
く
時
に
、
元
始
舊
經
の
よ
う
に
靈
寶
經
を
最
高
の
經
典
と
し
て

評
價
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
５
３
）
。 

靈
寶
經
に
見
え
る
神
格
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
最
高
神
で
あ
る
元
始
天
尊
に
つ
い

て
は
、
福
永
光
司
氏
や
小
林
正
美
氏
や
神
塚
淑
子
氏
や
劉
屹
氏
な
ど
の
研
究
が
擧
げ
ら
れ
る
（
５
４
）
。

神
塚
淑
子
氏
は
佛
敎
・
上
淸
經
・
天
師
道
と
の
繋
が
り
か
ら
葛
仙
公
の
神
格
を
考
察
し
た
（
５
５
）。
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ほ
か
に
は
、
王
承
文
氏
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
を
中
心
に
、
道
敎
の
三
淸
の
神

格
の
成
立
を
考
察
し
た
（
５
６
）。
謝
世
維
氏
に
は
、
天
眞
皇
人
や
太
極
眞
人
を
は
じ
め
と
す
る
五
眞

人
に
關
す
る
研
究
が
あ
る
（
５
７
）。 

靈
寶
經
の
儀
禮
に
つ
い
て
は
、S

ch
ip

p
er

氏
の
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
の
「
醮
祝
の
儀
」
と

『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
）
卷
下
の
「
元
始
靈
寶
五
帝
醮
祭
招
眞
玉
訣
」

と
の
比
較
研
究
（
５
８
）
、
山
田
利
明
氏
の
靈
寶
齋
法
の
内
容
や
思
想
的
基
盤
や
『
度
人
經
』
の
誦

經
儀
の
形
成
に
關
す
る
研
究
（
５
９
）、
小
林
正
美
氏
の
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
に
關
す
る
研
究

が
擧
げ
ら
れ
る
（
６
０
）。
ま
た
、P

atrick
 

S
ig

w
alt

氏
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度
五
鍊
生
尸
妙
經
』

（
Ｈ
Ｙ
三
六
九
）
に
載
せ
て
い
る
「
五
方
煉
度
眞
文
」
を
用
い
る
葬
式
の
儀
禮
を
考
察
し
た
（
６
１
）。

呂
鵬
志
氏
は
、
上
元
金
籙
簡
文
を
中
心
に
靈
寶
經
の
儀
禮
を
檢
討
し
た
（
６
２
）
。 

靈
寶
經
の
戒
律
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
義
豐
氏
の
靈
寶
經
に
見
え
る
十
戒
に
關
す
る
一
連
の
研
究
が

そ
の
始
ま
り
で
あ
り
、
そ
の
後
、
楠
山
春
樹
氏
も
各
靈
寶
經
に
お
け
る
十
戒
の
内
容
の
相
違
を
考
察

し
た
（
６
３
）。 

靈
寶
經
の
法
職
や
法
位
に
關
す
る
研
究
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。S

ch
ip

p
er

氏
と
福
井
文
雅
氏
の

論
文
で
は
、
都
講
の
職
能
と
起
源
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
６
４
）
。
楠
山
春
樹
氏
は
靈
寶
經

に
見
え
る
道
士
の
法
位
で
あ
る
淸
信
弟
子
を
考
察
し
た
（
６
５
）
。 

ほ
か
に
は
、
靈
寶
經
に
見
え
る
五
行
思
想
に
關
す
る
研
究
も
あ
る
。
黃
坤
農
氏
は
『
元
始
五
老
赤

書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
と
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
見
え
る
五
行
の
思
想
を
考
察
し
た

（
６
６
）。
蕭
登
福
氏
の
論
文
「
道
敎
五
方
三
界
諸
天
「
氣
數
」
説
探
源
」
で
は
、
三
十
二
天
と
五

方
天
の
關
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
文
は
主
に
五
方
天
の
氣
數
の
由
來
を
議
論
す
る
も
の

で
あ
り
、
五
行
の
思
想
に
關
す
る
議
論
が
多
い
（
６
７
）。
ま
た
、
陳
昭
吟
氏
は
博
士
論
文
で
は
、『
太

上
靈
寶
五
符
序
』
を
中
心
に
靈
寶
經
の
諸
天
の
結
構
と
五
行
思
想
の
關
係
を
考
察
し
た
（
６
８
）。 

 

（
五
）
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
に
關
す
る
研
究 

陸
修
靜
は
道
敎
史
上
の
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
り
、『
陸
先
生
道
門
科
略
』（
Ｈ
Ｙ
一

一
一
九
）
や
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
六
八
）
を
見
れ
ば
、
彼
が
「
三
天
」
の
思
想
を
信

奉
す
る
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
６
９
）
。
靈
寶
經
の
成
立
と
傳
授

に
お
い
て
も
、
陸
修
靜
が
重
要
な
役
を
擔
っ
て
お
り
、
そ
の
事
跡
（
７
０
）
に
よ
っ
て
、
福
井
康
順

氏
は
彼
を
孔
子
の
儒
敎
に
お
け
る
地
位
と
比
擬
さ
れ
（
７
１
）
、
吉
岡
義
豐
氏
は
佛
敎
史
上
に
お
け

る
道
安
に
も
比
肩
す
べ
き
者
で
あ
る
と
す
る
（
７
２
）。 

こ
れ
ま
で
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
に
關
す
る
研
究
は
主
に
二
つ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
が
、
一
つ
は
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
陸
修
靜
が
整
理
し
た
靈
寶
經

の
齋
法
儀
禮
や
傳
授
儀
で
あ
る
。 

陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
關
す
る
研
究
は
數
多
く
あ
る
が
（
７
３
）、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、

陸
修
靜
が
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
に
「
靈
寶
經
目
」
、
泰
始
七
年
（
四
七
一
）
に
「
三
洞
經
書
目

録
」
を
作
っ
た
が
、『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
「
靈
寶
經
目
」
を
元
嘉
十
四
年
の
經
目
と
す
る
か
、

そ
れ
と
も
泰
始
七
年
の
「
三
洞
經
書
目
録
」
に
お
け
る
「
靈
寶
經
目
」
と
す
る
か
、
見
解
が
分
か
れ

て
い
る
。 

陸
修
靜
の
元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶
經
目
序
」
の
「
十
部
舊
目
、
出
者
三
分
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、

三
十
六
卷
の
元
始
舊
經
の
う
ち
、
當
時
出
世
し
た
（
世
閒
に
現
れ
た
）
の
は
僅
か
に
十
分
の
三
、
即

ち
十
一
卷
で
あ
る
が
、『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
「
靈
寶
經
目
」
を
見
る
と
、
三
十
六
卷
の
元
始

舊
經
の
う
ち
二
十
一
卷
が
既
に
出
世
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
林
正
美
氏
は
、
元
嘉
十
四
年
か
ら
泰

始
七
年
ま
で
の
閒
に
增
え
た
十
卷
或
い
は
十
一
卷
の
元
始
舊
經
は
、
陸
修
靜
と
そ
の
周
邊
の
道
士
が

編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
７
４
）。 
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し
か
し
、B

o
k
en

k
am

p

氏
や
大
淵
忍
爾
氏
や
王
承
文
氏
な
ど
多
く
の
通
説
を
支
持
す
る
研
究
者
は

十
分
の
三
は
十
分
の
六
の
誤
寫
で
あ
り
、『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
「
靈
寶
經
目
」
は
元
嘉
十
四

年
の
「
靈
寶
經
目
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
（
７
５
）。 

近
年
、
劉
屹
氏
は
「
十
部
舊
目
、
出
者
三
分
」
の
記
載
は
信
用
す
べ
き
で
あ
り
、
「
靈
寶
經
目
」

に
記
さ
れ
て
い
る
五
十
五
卷
の
眞
經
と
僞
經
の
う
ち
、
出
世
し
た
元
始
舊
經
は
十
卷
あ
り
、
仙
公
新

經
も
十
卷
あ
り
、
僞
經
は
三
十
五
卷
あ
っ
て
、
そ
の
僞
經
の
目
録
は
『
通
門
論
（
擬
）
』
で
言
及
さ

れ
て
い
る
三
十
五
卷
の
僞
目
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
三
洞
經
書
目
録
」
が
編
纂
さ
れ
た

泰
始
七
年
ま
で
に
、
出
世
し
た
元
始
舊
經
の
數
は
二
十
一
卷
に
增
え
た
。
更
に
、
梁
・
宋
文
明
の
『
通

門
論
』
が
編
纂
さ
れ
た
六
世
紀
の
半
ば
頃
に
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
上
品
大
戒
』
が
作
ら
れ
、
出

世
し
た
元
始
舊
經
の
數
は
二
十
二
卷
に
な
っ
た
。
六
世
紀
の
末
に
な
る
と
、
北
周
の
通
道
觀
の
道
士

は
殘
り
の
「
未
出
」
と
さ
れ
た
元
始
舊
經
を
「
在
世
」
と
記
し
た
と
い
う
（
７
６
）
。 

李
靜
氏
は
、
博
士
論
文
「
古
上
淸
經
史
若
干
問
題
的
考
辨
」
で
は
、
上
淸
經
の
經
目
に
お
け
る
「
未

出
」
の
意
味
を
檢
討
し
、
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
で
の
「
未
出
」
と
さ
れ
る
經
典
は
實
際
に
存
在

し
な
い
の
で
は
な
く
、
僞
經
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶

經
目
」
以
前
に
、
三
十
六
卷
の
元
始
舊
經
と
十
九
卷
の
仙
公
系
靈
寶
經
は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
指

摘
す
る
（
７
７
）。 

南
朝
に
お
け
る
靈
寶
經
の
齋
法
儀
禮
や
傳
授
儀
を
集
大
成
す
る
者
は
陸
修
靜
で
あ
る
の
で
、
そ
れ

に
注
目
す
る
研
究
者
も
少
な
く
な
い
。 

山
田
利
明
氏
は
、
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
を
中
心
に
、
陸
修
靜
の
修
齋
の
思
想
、
ま
た

陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
齋
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
四
）
に
記
さ
れ
て
い
る
法
職
を
考

察
し
た
（
７
８
）。 

王
承
文
氏
は
、
陸
修
靜
の
『
太
上
靈
寶
衆
簡
文
』
（
Ｈ
Ｙ
四
一
〇
）
に
お
け
る
投
龍
簡
の
儀
式
や

『
洞
玄
靈
寶
齋
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
の
内
容
は
古
靈
寶
經
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
７
９
）。
ま
た
、
呂
鵬
志
氏
は
、
陸
修
靜
が
金
籙
齋
・
黄
籙
齋
・
明
眞
齋
・
三
元
齋
・
八
節
齋
・

自
然
齋
と
い
う
六
種
の
靈
寶
齋
法
を
述
べ
、
唐
の
佛
敎
側
が
そ
れ
を
陸
修
靜
の
創
作
と
し
て
批
判
し

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
靈
寶
齋
法
は
古
靈
寶
經
の
元
始
舊
經
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
太
極
眞

人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
も
元
始
舊
經
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
８
０
）
。
こ
の
よ
う
に
、
王
承
文
氏
と
呂
鵬
志
氏
は
陸
修
靜
が
整
理
し
た
儀
禮
は
古
靈
寶
經
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
斷
定
し
て
い
る
。 

ほ
か
に
は
、F

ran
ciscu

s V
erellen

氏
や
鄭
燦
山
氏
も
、
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
齋
説
光
燭
戒
罰
燈

祝
願
儀
』
に
關
す
る
研
究
を
行
っ
た
（
８
１
）。 

靈
寶
經
に
傳
授
儀
に
つ
い
て
は
、
丸
山
宏
氏
は
、
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
を
考
察

し
た
（
８
２
）。 

 

二
、
問
題
の
所
在 

 

周
知
の
よ
う
に
、
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
靈
寶
經
は
陸
修
靜
自
ら
整
理
し
て
選
別
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
靈
寶
經
の
編
者
は
陸
修
靜
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
先
述
し

た
如
く
、
こ
れ
ま
で
の
靈
寶
經
研
究
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
整
理
し
た
靈
寶
經
は
基
本
的
に

は
東
晉
末
の
隆
安
年
閒
頃
に
葛
巢
甫
の
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
陸
修
靜
は
靈
寶
經
の
作
者
で
は
な
く
、

た
だ
僞
經
か
ら
葛
巢
甫
が
殘
し
た
眞
經
を
選
別
し
た
だ
け
で
あ
る
。
劉
屹
氏
は
、
葛
巢
甫
が
作
っ
た

靈
寶
經
は
仙
公
系
靈
寶
經
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
は
劉
宋
以
後
の
天
師
道
の
道
士
に
編
纂
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
の
、
陸
修
靜
が
自
ら
そ
れ
ら
の
元
始
系
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
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と
い
う
結
論
ま
で
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
唯
一
小
林
正
美
氏
は
、
元
嘉
十
四
年
か
ら
泰
始
七
年
ま

で
の
閒
に
、
陸
修
靜
或
い
は
彼
を
中
心
と
す
る
天
師
道
の
道
士
が
十
卷
ぐ
ら
い
の
元
始
系
靈
寶
經
を

編
纂
し
た
と
指
摘
す
る
。
陸
修
靜
が
元
始
系
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
と
い
う
小
林
正
美
氏
の
考

え
は
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
を
見
て
い
く
上
で
重
要
な
指
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

靈
寶
經
研
究
の
通
説
で
は
、
靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
を
推
測
す
る
に
は
、
『
眞
誥
』
卷
十
九

の
「
葛
巢
甫
造
構
靈
寶
、
風
敎
大
行
。」
（
十
一
ｂ
）
と
い
う
記
載
を
も
っ
と
も
重
視
し
て
い
る
が
、

し
か
し
陶
弘
景
の
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
は
「
陸
（
修
靜
）
既
敷
述
眞
文
赤
書
・
人
鳥
五
符
等
」
（
二

ｂ
）
と
い
う
記
載
も
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の

經
典
を
敷
述
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
眞
誥
』
卷
二
十
の
記
載
に
關
し
て
一
般
的
に
は
、
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』

な
ど
の
靈
寶
經
を
人
々
に
傳
授
し
た
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
（
８
３
）
が
、
そ
の
解
釋
は
誤
り
で
あ
ろ

う
。「
敷
述
」
と
は
、
敷
演
・
撰
述
の
意
味
で
あ
り
、『
眞
誥
』
卷
二
十
で
は
、
既
存
の
經
典
に
基
づ

い
て
新
し
い
經
典
を
編
纂
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
８
４
）
。
つ
ま
り
、
陶
弘
景
は
陸
修
靜
が
從
來

の
經
典
を
利
用
し
て
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
經
典
を
敷
演
し
た
と
記
し
て
い
る
。 

さ
て
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
と
は
ど
の
よ
う
な
經
典
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
か
。
梁
の
武
帝
末
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一

一
七
）
卷
四
の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
に
は
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
經
典
名
を
「
太

上
洞
玄
靈
寶
五
篇
眞
文
赤
書
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
梁
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
眞
誥
』
で

の
『
眞
文
赤
書
』
は
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
を
指
す
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
靈
寶
五

符
は
傳
授
の
途
上
で
、
幾
つ
か
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
五
符
經
を
生
じ
た
が
、
『
人
鳥
五
符
』
は

五
符
經
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
陶
弘
景
が
『
眞
文
赤
書
』
と
『
人
鳥
五
符
』
の
二
つ
の
經
典
名
し
か
擧

げ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
に
「
等
」
の
字
が
あ
る
の
で
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
經
典
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
陶
弘
景
が
い
う
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
經
典
は
、
み
な
陸
修
靜
の
「
靈

寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
眞
文
赤
書
』
は
即
ち
「
靈
寶
經

目
」
に
元
始
系
靈
寶
經
の
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
相
當

し
、『
人
鳥
五
符
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に
新
經
の
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
『
太
上
洞
玄
靈
寶
天
文

五
符
經
序
』
に
相
當
す
る
か
ら
で
あ
る
。
陶
弘
景
が
そ
の
二
つ
の
經
典
を
代
表
と
し
て
擧
げ
て
、
陸

修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
小
稿
は
『
眞
誥
』
卷
二
十
の
記
載
に
着
目
し
、
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
の
成

立
の
經
緯
を
考
察
し
て
、
陸
修
靜
が
實
際
に
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
こ
と
を
檢
證
し
た
い
。
ま

た
、
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
以
外
に
も
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
靈
寶
經
は
存
在
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
が
、
『
眞
誥
』
に
は
そ
の
經
典
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
小
稿
で
は
ま
ず
斷
言

を
避
け
た
い
。
た
だ
し
、
北
宋
『
崇
文
總
目
』
な
ど
の
史
料
で
は
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を

作
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
載
せ
る
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成

立
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。 

次
に
、
小
稿
の
構
成
を
述
べ
て
お
く
。
小
稿
は
『
眞
文
赤
書
』
の
研
究
・
『
人
鳥
五
符
』
の
研
究
・

『
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
研
究
と
い
う
三
篇
か
ら
な
り
、
各
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
三
章
（
補
論
を
含
む
）
で

あ
る
。 

第
一
篇
第
一
章
に
で
は
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
成
書
を
中
心
に
陸
修
靜
と
靈

寶
經
の
關
係
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
三
卷
本
の
道
藏
本
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
は
「
靈

寶
經
目
」
で
二
卷
本
と
さ
れ
る
南
朝
本
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
を
檢
討
し
、
そ
し
て
敎
理
と
歴
史
と

い
う
二
つ
の
角
度
か
ら
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
と
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
の
關
係
を

明
ら
か
に
し
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
な
か
の
陸
修
靜
以
前
に
存
在
し
て
い
た
部
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分
と
陸
修
靜
が
新
た
に
作
っ
た
部
分
と
を
仕
分
け
す
る
。
更
に
、
陸
修
靜
が
作
っ
た
部
分
に
お
け
る

思
想
、
特
に
三
天
と
六
天
の
觀
念
・
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
・
元
始
天
尊
の
神
格
の
成
立
を
考
察

し
、
そ
れ
が
劉
宋
天
師
道
の
思
想
と
經
典
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
す
る
。
陸
修
靜
が

葛
巢
甫
の
作
っ
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文

天
書
經
』
を
敷
述
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
と
推
測

で
き
る
。
ま
た
、
泰
始
七
年
の
「
靈
寶
經
目
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
に
「
已
出
」
と
さ
れ
る
元
始
系
靈

寶
經
の
編
纂
は
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
の
「
靈
寶
經
目
」
以
前
と
以
後
の
二
つ
の
段
階
に
行
わ
れ

た
が
、
二
段
階
を
經
て
成
立
し
た
靈
寶
經
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
經
典
で
あ
る
の
か
を
經
典
の
内
容
か
ら

推
測
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
の
三
十
六
卷
の
元
始
舊
經
の
經
目
は
ど
の

よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

第
一
篇
第
二
章
で
は
、
祕
篆
文
で
書
か
れ
て
い
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
釋
文
を

校
正
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
ず
、
「
靈
寶
五
篇

眞
文
」
の
内
容
を
知
る
に
は
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
な
ど
に
載
せ
る
釋
文
に
よ
る
し

か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
版
本
の
釋
文
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
特
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
内
容

を
解
釋
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
で
は
、
釋
文
の
内
容
は
ほ
か
の

版
本
と
の
相
違
が
多
く
、
字
數
さ
え
一
致
し
て
い
な
い
。
釋
文
だ
け
を
見
て
も
、
ど
の
版
本
の
釋
文

が
祕
篆
文
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
内
容
を
正
確
に
傳
え
て
い
る
の
か
を
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
各
版
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
と
釋
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
校
正
す
れ
ば
、

も
っ
と
も
正
確
な
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
「
靈

寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
の
問
題
を
檢
討
し
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
載
せ
る
六
六
八

字
の
釋
文
は
陸
修
靜
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

第
一
篇
の
補
論
で
は
、
天
師
道
經
典
の
『
旨
敎
經
』
の
成
書
と
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ

で
『
旨
敎
經
』
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
小
稿
の
議
論
を
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
經
典
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
見
え
る
六
月
齋
・
十
日
齋

な
ど
の
時
節
齋
の
内
容
は
『
旨
敎
經
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
同
じ
文
章
が
兩
經
典
に
見

え
る
の
で
、『
旨
敎
經
』
の
編
纂
の
時
期
や
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
編
纂
を
考
察

す
る
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
補
論
で
言
及
さ
れ
て
い
る
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
や
塗
炭

齋
法
も
、
天
師
道
と
靈
寶
經
の
關
係
を
研
究
す
る
に
は
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
更
に
、
『
旨
敎
經
』

と
『
太
眞
科
』
の
關
係
に
關
す
る
議
論
は
、
第
二
篇
第
二
章
の
「
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
研
究
」
に
お

い
て
も
參
照
さ
れ
る
。 

第
二
篇
第
一
章
で
は
、『
人
鳥
五
符
』
の
成
書
と
内
容
を
考
察
す
る
。
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」

に
は
『
人
鳥
五
符
』
と
呼
ば
れ
る
經
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
『
人
鳥
五
符
』
の
内
容
を
究
明

し
て
、
そ
れ
が
劉
宋
の
時
に
存
在
し
て
い
た
靈
寶
經
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
す
る
。
『
玄
覽
人
鳥
山
經

圖
』
（
Ｈ
Ｙ
四
三
四
）
や
北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
に
は
『
人

鳥
五
符
』
の
一
部
の
内
容
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
兩
者
の
内
容
と
收
め
ら
れ
て
い
る
人
鳥
山
の
眞

形
圖
は
一
致
し
て
い
な
い
。
兩
者
の
い
ず
れ
が
舊
い
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、

『
人
鳥
五
符
』
が
成
立
し
た
後
に
、
ほ
か
の
道
敎
經
典
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
與
え
た
の
か
に
つ
い

て
論
じ
る
。 

第
二
篇
第
二
章
で
は
、『
人
鳥
五
符
』
に
記
さ
れ
て
い
る
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
供
養
す
る
醮
祭
の

儀
式
（
小
稿
で
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
呼
ぶ
）
を
考
察
す
る
。
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
の
「
醮

祝
の
儀
」
な
ど
の
從
來
の
醮
祭
の
儀
式
と
異
な
り
、「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
は
劉
宋
天
師
道
の
齋
法
の

影
響
が
見
え
、
醮
祭
と
齋
法
の
二
つ
の
儀
禮
が
融
合
し
た
實
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
融
合
と
は
、

醮
祭
と
齋
法
が
連
續
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
醮
祭
に
齋
法
の
儀
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
儀
式
に
は
從
來
の
方
士
が
作
っ
た
醮
祭
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
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る
の
で
、
新
型
醮
祭
と
い
え
よ
う
。
こ
の
新
型
醮
祭
の
内
容
の
特
徴
を
見
て
、
そ
し
て
そ
の
儀
禮
の

構
造
と
そ
の
儀
式
の
成
立
の
經
緯
を
檢
討
す
る
と
と
も
に
、
『
人
鳥
五
符
』
に
お
け
る
人
鳥
山
の
眞

形
圖
に
關
す
る
部
分
は
劉
宋
初
期
頃
に
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
陸
修
靜
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
檢
證
す
る
。 

第
二
篇
の
補
論
で
は
、
道
敎
の
齋
法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
觀
念
の
成
立
と
展
開
を
考
察
す
る
。

『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
）
卷
三
四
や
『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
四
注
』（
Ｈ
Ｙ

八
七
）
卷
四
九
に
は
、
歩
虚
の
前
に
命
魔
の
儀
式
が
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
「
命
魔
呪
」
の
出

典
を
「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
『
人
鳥
五
符
』
で
は
、
人
鳥
山
の
眞
形

圖
に
關
す
る
内
容
以
外
に
、
「
命
魔
呪
」
の
内
容
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
人
鳥
五
符
』

に
「
命
魔
呪
」
が
入
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
命
魔
の
觀
念
の
成
立
或
い
は
歩
虚
の
前
に
命
魔

の
儀
式
を
行
う
理
由
な
ど
を
考
察
し
て
か
ら
解
明
し
た
い
。 

第
三
篇
第
一
章
で
は
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
が
注
目
さ
れ
る
。
北
宋
『
崇

文
總
目
』
な
ど
の
史
料
で
は
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
が
、
「
昇
玄
歩

虚
章
」
は
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
に
相
當
し
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
て
い
る
の

で
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
靈
寶
經
の
一
つ
で
あ
る
か
否
か
を
檢
證

し
た
い
。
ま
た
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
『
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
道

藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
そ
の
ま
ま
で
は
な

く
、
唐
代
の
頃
に
「
太
上
智
慧
經
讚
」
な
ど
の
内
容
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
に
お
い

て
は
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
の
問
題
を
檢
討
し
、
更
に
各
道
書
の
引
文
を

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
な
ど
の
内
容
は

劉
宋
の
頃
に
成
立
し
た
仙
公
系
靈
寶
經
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

第
三
篇
第
二
章
で
は
、
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
儀
式
で
あ
る
靈
寶
歩
虚
を
考
察
す
る
。
靈
寶
歩
虚
に

使
わ
れ
て
い
る
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
中
心
的
内
容
で
あ
り
、
靈
寶

歩
虚
の
成
立
と
上
淸
經
の
歩
罡
や
佛
敎
の
繞
佛
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
梁
末
か
ら
唐

初
の
頃
に
成
立
し
た
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
二
〇
）
で
は
洞

玄
齋
法
を
行
う
時
に
梵
音
で
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
歌
う
よ
う
規
定
す
る
が
、
道
敎
に
お
け
る
梵
音
の

成
立
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
實
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
推
測
す
る
。

最
後
に
、
道
敎
音
樂
の
研
究
に
お
け
る
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
檢
討
す
る
。 

第
三
篇
の
補
論
で
は
、
い
わ
ゆ
る
葛
洪
「
枕
中
書
」
の
眞
僞
を
論
じ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
「
枕
中

書
」
の
眞
僞
に
つ
い
て
の
論
文
が
幾
つ
か
あ
る
が
、
ま
だ
定
説
が
な
い
。
「
枕
中
書
」
に
は
玉
京
山

の
上
に
元
始
天
王
が
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
玉
京
山
の
觀
念
と
深
い
關
係
の
あ
る
『
洞
玄
靈

寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
を
は
じ
め
と
す
る
靈
寶
經
の
成
立
の
經
緯
を
研
究
す
る
に
は
、
貴
重
な
資
料
と

も
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
補
論
で
は
、
『
晉
書
』
天
文
志
に
記
さ
れ
て
い
る
葛
洪
の
宇
宙
觀
と
「
枕
中

書
」
の
宇
宙
論
を
比
較
し
な
が
ら
、
「
枕
中
書
」
は
葛
洪
の
眞
作
で
は
な
く
、
僞
作
で
あ
る
こ
と
を

檢
證
す
る
。 

 

三
、
研
究
方
法 

 

こ
れ
ま
で
の
靈
寶
經
に
は
、
基
本
的
に
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
歷
史
研
究
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
敎
理
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
歷
史
研
究
と
敎
理
研
究
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
兩
者

に
は
密
切
な
關
係
が
あ
り
、
歷
史
研
究
に
お
い
て
は
、
經
典
の
作
者
と
成
書
の
時
期
を
考
察
す
る
場

合
に
は
、
經
典
の
敎
理
の
内
容
と
形
成
に
關
す
る
議
論
は
避
け
ら
れ
な
い
。
敎
理
の
研
究
に
お
い
て
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は
、
敎
理
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
關
連
す
る
歷
史
の
事
實
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
に
、
實
際
の
研
究
で
は
歷
史
研
究
と
敎
理
研
究
と
の
區
別
は
、
主
に
そ
の
考
察
の
對
象
と
目

的
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。
小
林
正
美
氏
や
大
淵
忍
爾
氏
や
王
承
文
氏
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
研
究
者
の
研
究
は
靈
寶
經
と
そ
の
思
想
の
成
立
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
歷
史
研

究
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
具
體
的
な
方
法
に
關
し
て
は
、
小
林
正
美
氏
は
思
想
史
の
研

究
法
を
取
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
研
究
者
の
研
究
方
法
で
は
一
部
宗
敎
學
の
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
敎
理
を
主
と
す
る
研
究
者
は
少
な
く
、
靈
寶
經
に
お
け
る
神
聖
經
典
の
作
成
方
法
に
注
目

す
る
謝
世
維
氏
が
そ
の
代
表
者
の
一
人
と
い
え
る
。 

小
稿
は
歷
史
研
究
に
お
け
る
思
想
史
の
研
究
方
法
を
基
本
的
な
研
究
方
法
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

靈
寶
經
の
歷
史
研
究
は
敎
理
研
究
の
基
礎
で
あ
り
、
か
つ
歷
史
研
究
の
成
果
は
も
っ
と
も
客
觀
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
道
敎
史
研
究
に
お
い
て
は
、
舊
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
と
新

パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
（
８
５
）
と
い
う
二
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
あ
る
。
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
、
つ

ま
り
小
林
正
美
氏
が
思
想
史
の
研
究
方
法
に
よ
っ
て
唱
え
た
新
し
い
道
敎
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
合

理
性
が
既
に
檢
證
さ
れ
た
の
で
、
小
稿
は
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
を
研
究
の
基
盤
に
し
て
、
靈
寶
經

の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

具
體
的
な
研
究
方
法
を
い
う
と
、
通
説
の
研
究
者
と
比
べ
る
と
、
小
稿
の
研
究
方
法
に
は
次
の
三

つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
靈
寶
經
の
編
纂
と
傳
授
を
考
察
す
る
時
に
、
虚
構
の
道
派
で
あ
る
靈

寶
派
の
觀
念
を
用
い
ず
、
議
論
の
對
象
を
歷
史
上
實
在
し
て
い
た
道
派
と
人
と
に
限
定
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
經
典
の
作
者
や
成
書
の
時
期
を
推
測
す
る
際
に
、
史
料
の
記
載
と
經
典
の
思
想
の
形
成
經

緯
と
い
う
二
つ
の
角
度
か
ら
檢
討
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
嚴
密
な
文
獻
批
判
の
方
法
を
用
い
て
道
藏

本
を
檢
討
し
、
經
典
本
來
の
姿
と
そ
の
變
容
の
經
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の

理
由
を
説
明
し
て
み
た
い
。 

第
一
の
方
法
と
し
て
選
擇
す
る
虚
構
の
道
派
で
あ
る
靈
寶
派
の
觀
念
を
用
い
な
い
こ
と
の
理
由

が
以
下
の
三
點
で
あ
る
。 

ま
ず
、
靈
寶
派
と
上
淸
派
の
觀
念
を
議
論
の
な
か
に
取
り
入
れ
る
と
、
論
理
上
の
循
環
に
陷
る
恐

れ
が
あ
る
と
い
う
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。 

從
來
、
晉
以
後
の
道
敎
の
研
究
に
お
い
て
は
、
上
淸
派
（S

h
an

g
q

in
g
 

S
ch

o
o

l

）
と
靈
寶
派

（L
in

g
b
ao

 
S

ch
o
o
l

）
の
觀
念
を
用
い
る
傾
向
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
觀
念

は
歷
史
觀
念
で
は
な
く
、
上
淸
經
と
靈
寶
經
の
編
纂
者
と
信
奉
者
の
呼
び
名
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一

九
五
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
頃
に
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る(

８
６)

。 

特
定
の
經
典
の
名
で
命
名
さ
れ
る
道
派
の
存
在
は
、
研
究
の
初
期
段
階
で
は
、
か
な
り
便
利
な
設

定
で
あ
る
が
、
方
法
論
上
大
き
な
缺
陷
を
伴
っ
て
い
る
。
學
問
研
究
の
方
法
論
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
方
法
は
論
點
先
取
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
靈
寶
經
の
編
纂
や
傳
授
と
關
わ

っ
た
人
た
ち
を
靈
寶
派
と
呼
ぶ
と
い
う
設
定
か
ら
出
發
す
れ
ば
、
最
終
的
に
は
、
靈
寶
經
の
編
纂
者

と
信
奉
者
は
靈
寶
派
で
あ
る
と
い
う
結
論
し
か
得
ら
れ
な
い
。
も
し
、
通
説
に
靈
寶
派
と
い
う
觀
念

を
こ
の
觀
念
の
定
義
の
内
容
と
置
き
換
え
れ
ば
、
靈
寶
經
を
編
纂
し
て
傳
授
し
た
人
た
ち
は
靈
寶
經

を
編
纂
し
て
傳
授
し
て
い
た
と
い
う
循
環
に
陷
る
ほ
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
靈
寶
經
は
靈
寶
派
が

編
纂
し
て
傳
授
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
、
或
い
は
靈
寶
經
は
そ
の
編
纂
以
後
靈
寶
派
の
な
か
で

傳
授
さ
れ
て
き
た
と
い
う
説
は
永
遠
に
反
證
さ
れ
得
な
い
。
反
證
さ
れ
得
な
い
の
は
、
そ
れ
が
正
確

な
見
解
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
が
た
だ
論
理
上
の
循
環
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
靈
寶
派

が
靈
寶
經
を
編
纂
し
た
と
い
う
説
よ
り
、
葛
巢
甫
が
殆
ど
の
靈
寶
經
を
編
纂
し
た
、
或
い
は
陸
修
靜

が
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
と
い
う
よ
う
な
、
反
證
に
開
か
れ
た
説
の
ほ
う
が
歷
史
研
究
に
お
け

る
意
味
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。 

靈
寶
派
と
上
淸
派
の
觀
念
を
用
い
な
い
こ
と
の
二
つ
目
の
理
由
は
、
靈
寶
派
と
上
淸
派
を
「
派
」
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と
判
定
す
る
基
準
は
實
に
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
點
に
存
す
る
。 

靈
寶
經
の
編
纂
と
傳
授
に
お
い
て
は
、
葛
洪
か
ら
葛
巢
甫
ま
で
の
葛
氏
一
族
を
中
心
と
す
る
道
流

（
葛
氏
道
）（
８
７
）
が
存
在
し
て
い
て
、
劉
宋
以
前
の
い
わ
ゆ
る
靈
寶
派
は
葛
氏
道
の
別
稱
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
葛
巢
甫
以
前
の
葛
氏
一
族
で
は
、
靈
寶
經

だ
け
で
は
な
く
、
三
皇
内
文
や
五
嶽
眞
形
圖
な
ど
多
く
の
道
書
が
傳
え
ら
れ
、
靈
寶
經
と
い
え
る
も

の
は
、
靈
寶
五
符
を
代
表
と
す
る
一
部
の
經
典
に
過
ぎ
ず
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
靈
寶
經
を
特
別
に

重
視
し
て
い
な
か
っ
た
葛
巢
甫
以
前
の
葛
氏
の
道
流
を
「
靈
寶
派
」
と
呼
ぶ
の
は
妥
當
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。 

葛
巢
甫
以
後
の
劉
宋
期
に
な
る
と
、
そ
の
葛
氏
の
道
流
の
活
動
や
人
物
に
關
す
る
記
載
は
殆
ど
見

え
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
三
天
内
解
經
』
の
頃
か
ら
、
劉
宋
の
天
師
道
は
靈
寶
經
を
自
派
の

經
典
と
し
て
受
け
入
れ
、
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
陸
修
靜
は
靈
寶
經
の
主
な
整
理
者
と
傳
授
者
に
な

っ
た
。
葛
洪
か
ら
葛
巢
甫
ま
で
の
五
斗
米
道
か
ら
獨
立
し
た
靈
寶
經
典
の
傳
授
が
中
斷
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
葛
氏
の
道
流
は
劉
宋
の
天
師
道
に
攝
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
安
易
に
虚
構
の
靈
寶
派
の
觀
念
を
使
う
と
、
劉
宋
以
後
に
な
っ
て
も
、
靈
寶
經
は
靈
寶

派
で
傳
授
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
劉
宋
期
に
お
け
る
天
師
道
の
信
仰
の
多
樣
化
と
い
う
歴
史
の
流
れ

を
見
逃
す
恐
れ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
劉
宋
天
師
道
は
「
三
天
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
仙
公
系
靈
寶
經

で
は
三
洞
説
を
唱
え
て
、
洞
神
部
三
皇
經
・
洞
玄
部
靈
寶
經
・
洞
眞
部
上
淸
經
を
自
派
の
經
典
と
し

て
信
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
天
師
道
の
道
士
は
位
階
の
昇
進
に
合
わ
せ
て
順
番
に
傳
授
さ
れ
る

（
８
８
）。
こ
の
よ
う
に
、
南
朝
に
お
け
る
靈
寶
經
の
信
奉
者
た
ち
は
、
ほ
ぼ
全
員
天
師
道
の
道
士

で
あ
り
、
彼
ら
は
靈
寶
經
以
外
に
は
正
一
の
經
籙
、
洞
神
部
の
經
典
や
洞
眞
部
の
經
典
を
も
信
奉
し

て
い
た
の
で
、「
靈
寶
」
だ
け
で
そ
の
「
派
」
を
名
付
け
る
の
は
適
切
と
は
い
え
な
い
。 

ま
た
、
上
淸
經
の
研
究
で
は
（
８
９
）、
東
晉
中
期
の
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
か
ら
梁
・
陶
弘
景
及

び
そ
の
弟
子
な
ど
の
上
淸
經
の
編
纂
と
傳
授
に
關
與
し
た
者
た
ち
を
上
淸
派
と
呼
ぶ
が
、
上
淸
派
が

歷
史
觀
念
で
は
な
い
の
で
、
不
都
合
な
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
王
靈
期
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
上
淸

經
の
僞
經
を
作
っ
た
者
を
上
淸
派
と
見
る
べ
き
か
ど
う
か
は
容
易
に
斷
定
で
き
な
い
。
も
し
歷
史
上

の
役
割
か
ら
す
れ
ば
、
王
靈
期
を
上
淸
派
と
見
る
べ
き
だ
が
、
上
淸
派
の
代
表
人
物
で
あ
る
陶
弘
景

が
王
靈
期
を
僞
經
の
作
者
と
し
て
強
く
批
判
し
た
。
特
に
、
後
世
の
上
淸
經
の
傳
授
の
系
譜
に
も
、

王
靈
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
王
靈
期
が
上
淸
經
を
作
っ
た
こ
と
は
道
派
の
一
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
た
だ
の
個
人
的
行
爲
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
靈
寶

派
の
人
物
と
さ
れ
て
い
る
陸
修
靜
が
唐
の
李
渤
の
「
眞
系
」
と
い
う
上
淸
經
の
傳
授
の
系
譜
に
も
記

さ
れ
て
い
る
が
、
彼
を
陶
弘
景
と
同
じ
よ
う
な
上
淸
派
の
人
物
と
見
る
べ
き
か
ど
う
か
は
更
に
斷
定

し
難
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
で
、
實
際
に
は
、
今
の
上
淸
經
研
究
で
は
、
現
存
の
上
淸
經

で
は
ど
の
部
分
が
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
の
作
で
あ
る
か
、
ど
の
部
分
が
王
靈
期
の
作
で
あ
る
か
な
ど

が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
道
派
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
實
在
し
て
い
た
人
の
レ
ベ
ル
で
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

三
つ
目
の
理
由
は
、
上
淸
派
と
靈
寶
派
の
觀
念
は
、
特
定
の
經
典
は
特
定
の
道
派
と
對
應
し
て
い

る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
實
際
の
道
敎
に
お
い
て
は
、
特
定
の
經
典
は
特
定
の
天
師
道

の
道
士
の
位
階
と
對
應
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
點
に
存
す
る
。 

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
道
敎
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
唐
代
の
道
敎
に
關
し
て
は
、
長

い
閒
に
唐
代
の
道
敎
に
は
上
淸
派
・
靈
寶
派
・
洞
神
派
・
正
一
派
な
ど
多
數
の
道
派
が
存
在
す
る
と

信
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
小
林
正
美
氏
は
そ
れ
ら
の
觀
念
は
歴
史
的
に
實
在
せ
ず
、
唐
代
の
道
敎
に
は

天
師
道
と
い
う
一
つ
の
道
派
し
か
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
三
洞
四
輔
部
の
經
典
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

道
派
が
信
奉
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
天
師
道
の
異
な
る
法
位
の
道
士
に
授
け
る
も
の
で
あ
る
こ

と
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
９
０
）。
そ
れ
以
來
、
唐
代
以
後
の
道
敎
研
究
で
は
、
特
定
の
經
典
の
名
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で
命
名
さ
れ
る
道
派
の
觀
念
は
次
第
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
南
朝
の
道
敎
を
考
察
す
る
時
に
、
上
淸
派
や
靈
寶
派
の
觀
念
は
ま
だ
一
般
的
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
梁
の
頃
に
、
天
師
道
の
道
士
で
は
な
い
陶
弘
景
の
存
在
は
、
獨
自
の
傳
授
を
行
う
上

淸
派
が
存
在
し
て
い
た
證
據
と
も
い
え
る
が
、
靈
寶
派
の
存
在
の
證
據
は
見
當
た
ら
な
い
。
も
し
南

朝
の
道
敎
で
は
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
靈
寶
派
が
あ
っ
て
、
唐
代
に
な
る
と
突
然
消
滅
し
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
消
滅
の
理
由
と
經
緯
を
な
ぜ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐

代
の
道
敎
に
關
し
て
、
實
在
し
な
い
上
淸
派
・
靈
寶
派
・
洞
神
派
な
ど
の
道
派
が
考
案
さ
れ
た
の
は
、

特
定
の
經
典
と
對
應
す
る
道
派
が
存
在
す
る
と
い
う
誤
っ
た
考
え
が
前
提
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

南
朝
の
道
敎
に
お
け
る
靈
寶
派
と
い
っ
た
道
派
の
觀
念
も
同
じ
誤
っ
た
考
え
に
由
來
す
る
も
の
で

あ
る
。
唐
代
の
道
敎
に
お
い
て
は
、
通
説
の
方
法
論
は
既
に
破
綻
し
た
の
で
、
筆
者
は
、
南
朝
の
道

敎
を
考
察
す
る
時
に
も
特
定
の
經
典
の
名
で
命
名
さ
れ
る
道
派
の
觀
念
を
用
い
な
い
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
實
際
に
は
、
南
朝
の
天
師
道
で
は
、
靈
寶
經
な
ど
の
經
典
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

現
れ
た
靈
寶
道
士
と
は
、
靈
寶
派
と
い
う
道
派
で
は
な
く
、
從
來
の
正
一
道
士
よ
り
身
分
の
高
い
位

階
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
梁
の
武
帝
末
年
頃
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
（
Ｈ
Ｙ
一

一
一
七
）
卷
四
に
收
め
ら
れ
て
い
る
「
法
次
儀
」
か
ら
も
、
三
洞
四
輔
部
の
經
典
が
編
纂
さ
れ
る
に

つ
れ
、
道
敎
で
は
異
な
る
道
派
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
天
師
道
の
道
士
の
位
階
の
上
下
を
表

す
法
位
が
考
案
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

靈
寶
派
の
觀
念
は
定
着
し
て
か
ら
僅
か
四
十
年
に
過
ぎ
ず
、
全
て
の
研
究
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

わ
け
で
も
な
い
の
で
、
そ
れ
を
使
わ
な
け
れ
ば
南
朝
の
道
敎
の
歴
史
を
語
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
虚
構
の
觀
念
に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
と
、
閒
違
っ
た
解
釋
を
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
道
敎
研
究
で
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
中
國
の
儒
・
佛
・
道
三
敎

の
觀
念
の
「
敎
」
と
は
、
聖
人
の
敎
え
の
意
味
で
あ
る
が
、
い
ま
の
研
究
者
は
そ
れ
を
宗
敎
と
捉
え

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
更
に
、
宗
敎
學
の
視
點
か
ら
、
道
敎
と
い
う
宗
敎
の
定
義
を
考
案
し
、

或
い
は
五
斗
米
道
を
道
敎
の
始
ま
り
と
す
る
の
は
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
敎
は
虚
構
の
も

の
で
あ
り
、
中
國
の
歴
史
上
實
在
し
て
い
た
三
敎
の
一
つ
の
「
道
敎
」
は
四
六
〇
年
代
頃
に
成
立
し

た
こ
と
が
小
林
正
美
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
９
１
）。 

も
ち
ろ
ん
、
天
師
道
や
葛
氏
道
の
よ
う
な
道
派
に
は
、
明
白
な
敎
團
組
織
或
い
は
經
典
の
傳
授
の

系
譜
が
存
在
し
て
い
た
の
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
方
法
論
上
の
問
題
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
道
派
の

存
在
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
道
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
實
在
し
な
い
道
派
の
觀
念
を
用
い
る
こ
と
に
反
對
す
る
の
で
あ
る
。
南
朝
以
後

に
は
い
わ
ゆ
る
靈
寶
派
の
敎
團
組
織
或
い
は
經
典
の
傳
授
の
系
譜
が
存
在
し
な
い
の
で
、
靈
寶
派
の

觀
念
で
南
朝
以
後
の
靈
寶
經
の
編
纂
と
傳
授
を
説
明
す
る
の
は
、
現
代
人
の
考
え
に
よ
る
歴
史
に
對

す
る
解
釋
に
過
ぎ
ず
、
具
體
的
な
歴
史
の
事
實
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

以
上
の
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
靈
寶
派
の
觀
念
を
用
い
な
い
。 

第
二
に
、
經
典
の
作
者
や
成
書
の
時
期
を
推
測
す
る
際
に
、
史
料
の
記
載
と
經
典
の
思
想
の
形
成

の
經
緯
と
い
う
二
つ
の
角
度
か
ら
檢
討
す
る
理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。 

靈
寶
經
研
究
の
通
説
で
は
、『
眞
誥
』
卷
十
九
で
の
葛
巢
甫
が
靈
寶
經
を
造
構
し
た
と
い
う
史
料

を
根
據
と
し
て
靈
寶
經
の
編
纂
者
や
成
立
時
期
を
決
め
、
更
に
そ
れ
に
よ
っ
て
靈
寶
經
の
思
想
の
成

立
を
考
察
す
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
史
料
の
記
載
と
經
典
に
見
え
る
思
想
形
成
の
經
緯
と
い
う
二

つ
の
角
度
か
ら
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
を
考
察
す
る
。 

經
典
に
お
け
る
思
想
の
形
成
の
經
緯
か
ら
經
典
の
成
立
年
代
や
作
者
を
推
測
す
る
と
い
う
研
究

方
法
は
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
で
は
既
に
實
踐
さ
れ
て
お
り
、
小
林
正
美
氏
は
そ
れ
に
よ
っ
て
「
大

道
家
令
戒
」
の
成
書
年
代
（
９
２
）
な
ど
に
つ
い
て
通
説
と
異
な
る
結
論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
小
稿

は
、『
眞
誥
』
卷
二
十
の
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
や
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶
經
を
敷
述
し
て
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い
た
と
い
う
記
載
に
基
づ
い
て
、
更
に
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
と
思
わ
れ
る
靈
寶
經
に
お
け
る
思
想
、

特
に
觀
念
・
神
格
・
儀
式
な
ど
の
形
成
の
經
緯
を
考
察
し
、
二
重
の
方
法
で
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』

や
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶
經
を
敷
述
し
た
こ
と
を
檢
證
す
る
。 

『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
本
來
一
つ
の
經
典
に
は
、
樣
々
な
符
や
仙
術

な
ど
を
載
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
後
の
人
が
そ
の
一
部
の
内
容
を
獨
立
す
る
經
典
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
、
更
に
別
に
經
典
名
を
考
案
す
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
從
來
の
經
典
を
利
用
し
て
新
し
い

經
典
を
敷
演
す
る
の
は
靈
寶
經
の
編
纂
に
お
い
て
基
本
的
な
手
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、

陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』・『
人
鳥
五
符
』
を
敷
述
し
た
經
緯
、
ま
た
陸
修
靜
が
原
本
の
『
太
上
洞
玄

靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
改
竄
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

現
在
、
上
淸
經
研
究
に
お
い
て
は
、
上
淸
經
の
敷
演
の
經
緯
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
道
藏
本
上
淸

經
で
は
、
ど
の
部
分
が
東
晉
の
中
期
の
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
の
作
で
あ
る
か
、
ど
の
部
分
が
王
靈
期

の
作
で
あ
る
か
、
或
い
は
南
朝
の
道
士
が
作
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
靈
寶
經
の
研
究
に
お
い
て
は
、
葛
巢
甫
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
を
參
照
し
て
『
靈
寶
赤
書
五

篇
眞
文
（
假
）
』
を
は
じ
め
と
す
る
靈
寶
經
を
造
構
し
、
陸
修
靜
は
更
に
そ
れ
を
敷
演
し
て
『
眞
文

赤
書
』・『
人
鳥
五
符
』
を
敷
述
し
た
經
緯
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
陸
修
靜
が

敷
述
し
た
靈
寶
經
の
内
容
は
今
後
の
靈
寶
經
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
に
な
ろ
う
。 

最
後
に
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
の
靈
寶
經
研
究
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
は
道
藏
本
の
靈

寶
經
に
基
づ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
實
際
に
は
、
多
く
の
道
藏
本
の
靈
寶
經
は
南
朝
本
そ
の

ま
ま
で
は
な
く
、
道
藏
本
に
對
す
る
文
獻
批
判
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
小
稿
の
考
察
の

對
象
と
な
る
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。 

 

 

注 

 

（
１
）
儒
・
佛
・
道
三
敎
の
「
敎
」
の
觀
念
の
意
味
と
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎

史
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
三
篇
補
論
「
三
敎
交
渉
に
お
け
る
「
敎
」

の
觀
念
」、
小
林
正
美
「
東
晉
・
南
朝
に
お
け
る
「
佛
敎
」
と
「
道
敎
」
の
稱
呼
の
成
立
と
貴

族
社
會
」（
渡
邉
義
浩
編
第
二
回
日
中
學
者
中
國
古
代
史
論
壇
論
文
集
『
魏
晉
南
北
朝
に
お
け

る
貴
族
制
の
形
成
と
三
敎
・
文
學
―
―
歴
史
學
・
思
想
史
・
文
學
の
連
携
に
よ
る
―
―
』
所
收
、

東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
を
參
照
。 

（
２
）É

d
o
u
ard

 C
h
av

an
n
es, “L

e jet d
es d

rag
o
n
s,” in

 M
ém

o
ires C

o
n
cern

a
n
t l'A

sie O
rien

ta
le 3

, 

P
aris, 1

9
1
9
, p

p
.5

3
-2

2
0
. 

（
３
）
陳
國
符
『
道
藏
源
流
考
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
十
二
月
增
訂
版
）
六
二
～
七

〇
頁
を
參
照
。 

（
４
）H

en
ri M

asp
ero

, L
e ta

o
ïsm

e (M
éla

n
g
es p

o
sth

u
m

es su
r les relig

io
n
s et l'h

isto
ire d

e la
 

C
h
in

e, v
o
l. 2

), P
aris: C

iv
ilistatio

n
s d

u
 S

u
d
, 1

9
5
0
.

マ
ス
ぺ
ロ
著
、
勝
川
義
雄
譯
『
道
敎
：
不

死
の
探
究
』（
東
京
：
東
海
大
學
出
版
社
、
一
九
六
六
年
六
月
）
七
二
～
七
三
頁
を
參
照
。 

（
５
）
福
井
康
順
「
靈
寶
經
の
研
究
」（『
東
洋
思
想
研
究
』
四
、
一
九
五
〇
年
五
月
）
を
參
照
。
そ

の
論
文
は
後
に
若
干
修
正
さ
れ
て
、
『
福
井
康
順
著
作
集
』
第
二
卷
（
京
都
：
法
藏
館
、
一
九

八
七
年
）
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
６
）M
ax

 K
alten

m
ark

, “L
in

g
-p

ao
: n

o
te su

r u
n
 term

e d
u
 tao

ïsm
e relig

ieu
x

,” in
 M

éla
n

g
es 

p
u
b
liés p

a
r l’In

stitu
t d

es H
a
u
tes É

tu
d
es C

h
in

o
ises, v

o
l. II, P

aris, 1
9
6

8
, p

p
.5

5
9

-5
8
8

. 

（
７
）M

ich
el 

S
trick

m
an

n
, 

“T
h
e 

M
ao

 
S

h
an

 
R

ev
elatio

n
s: 

T
ao

ism
 

an
d

 
th

e 
A

risto
cracy

”, 

T
'o

u
n
g
-P

a
o
, 6

3
, 1

9
7
7
, p

p
.1

-6
4
. 

宮
川
尚
志
・
安
倍
道
子
共
譯
ミ
シ
ェ
ー
ル=

ス
ト
リ
ッ
ク
マ

ン 

「
茅
山
に
お
け
る
啓
示
―
道
敎
と
貴
族
社
會
―
」
（
酒
井
忠
夫
編
『
道
敎
の
總
合
的
研
究
』
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所
收
、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
七
年
三
月
）、M

ich
el S

trick
m

an
n

, “T
h

e L
o
n
g
est T

ao
ist 

S
crip

tu
res,” H

isto
ry o

f R
elig

io
n

s, 1
7
: 3

/4
, 1

9
7
8
, p

p
.3

3
1

-3
5

4
. 

ま
た
、
中
國
語
譯
司
馬
虚
「
最

長
的
道
經
」（『
法
國
漢
學
』
第
七
輯
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
８
）Ō

fu
ch

i N
in

ji, “O
n
 K

u
 L

in
g
-p

a
o
-ch

in
g

,” in
 A

cta
 A

sia
tica

 2
7

, 1
9
7

4
, p

p
.3

3
-5

6
. 

「
靈
寶
經

目
」
の
整
理
は
、
ま
た
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
七
年
十

一
月
）
七
六
～
八
〇
頁
を
參
照
。
敦
煌
資
料
Ｐ
二
八
六
一
と
Ｐ
二
二
五
六
は
、
大
淵
忍
爾
『
敦

煌
道
經
・
圖
錄
篇
』（
岡
山
：
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
二
月
）
七
二
五
～
七
三
四
頁
を
參
照
。 

（
９
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
四
〇
～
一
四
四
頁
、
王
卡
「
敦
煌
道
經
校
讀
三
則
」

（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
三
輯
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一

九
九
八
年
）
三
、「
靈
寶
經
目
」
再
校
讀
、
劉
屹
「
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目
錄
」
研
究
」（『
文
史
』、

北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
第
二
輯
）
を
參
照
。 

（
１
０
）S

tep
h
en

 R
. B

o
k
en

k
am

p
, “S

o
u
rces o

f th
e L

in
g
-p

ao
 S

crip
tu

res,” in
 M

. S
trick

m
an

n
,ed

., 

T
a
n
tric a

n
d
 T

a
o
ist S

tu
d
ies in

 h
o
n
o
u
r o

f R
.A

.S
tein

 (B
ru

x
elles: In

stitu
t B

elg
e d

es H
au

tes 

É
tu

d
es C

h
in

o
ises, 1

9
8
3
) , v

o
l.2

, p
p
.4

3
4

-4
8
6
. 

（
１
１
）Kristo

fer S
ch

ip
p
er , “P

u
rity

 an
d
 S

tran
g
ers: S

h
iftin

g
 B

o
u
n
d

aries in
 M

ed
iev

al T
ao

ism
,” 

T
o
u
n
g
-P

a
o

, 8
0
, 1

9
9
4
, p

p
.6

1
-8

1
. Isab

elle R
o
b
in

et, H
isto

ire d
u
 ta

o
ïsm

e : d
es o

rig
in

es a
u
 

X
IV

e 
siècle, 

P
aris: 

L
es 

E
d
itio

n
s 

d
u
 

C
erf, 

1
9

9
1
.T

ran
slated

 
b
y

 
P

h
y
llis 

B
ro

o
k
s. 

T
a
o
ism

:G
ro

w
th

 o
f a

 R
elig

io
n

, S
tan

fo
rd

 U
n
iv

ersity
 P

ress, 1
9

9
7

. 

神
塚
淑
子
『
六
朝
道
敎
思

想
の
研
究
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
九
年
二
月
）
第
一
篇
第
五
章
「
上
淸
經
と
靈
寶
經
」
、

王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）、
蕭
登

福
『
六
朝
道
敎
靈
寶
派
研
究
』
（
臺
北
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
第
一
編
第

二
章
「
東
晉
靈
寶
派
源
起
及
葛
巢
甫
所
傳
二
十
九
種
靈
寶
經
之
存
佚
」
を
參
照
。 

（
１
２
）
大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
第
二
章
「
靈
寶
經
の
基
礎
的
研
究
」
を
參
照
。
ま

た
、
舊
經
の
成
立
年
代
は
四
〇
五
年
か
ら
四
一
〇
年
ま
で
の
閒
で
あ
る
と
い
う
推
定
に
つ
い
て

は
、
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
一
〇
二
頁
を
參
照
。 

（
１
３
）
小
林
正
美
「
劉
宋
に
お
け
る
靈
寶
經
の
形
成
」（
『
東
洋
文
化
』
六
二
號
、
東
京
大
學
東
洋

文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
三
月
。
同
氏
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
所
收
）、「
靈
寶
赤
書
五

篇
眞
文
の
思
想
と
成
立
」（『
東
方
宗
敎
』
六
〇
號
、
日
本
道
敎
學
會
、
一
九
八
二
年
十
月
。
同

氏
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
１
４
）
小
林
正
美
「
劉
宋
・
南
齊
期
の
天
師
道
の
敎
理
と
儀
禮
」
（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋

法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
、
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
、
及
び
小
林
正

美
「
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
の
妥
當
性
の
檢
證
」（『
東
方
宗
敎
』
百
十
四
號
、
日
本
道
敎
學
會
、

二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
「
三
、
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
の
形
成
（
二
）
三
洞
説
の
形
成
と
仙
公

系
靈
寶
經
の
編
纂
」
を
參
照
。 

（
１
５
）S

tep
h
en

 E
sk

ild
sen

, A
sceticism

 in
 E

a
rly T

a
o
ist R

elig
io

n
, S

tate U
n
iv

ersity
 o

f N
ew

 

Y
o
rk

 P
ress,1

9
9
8

. 

（
１
６
）
劉
屹
「「
元
始
系
」
和
「
仙
公
系
」
靈
寶
經
的
先
後
問
題
―
―
以
「
古
靈
寶
經
」
中
的
「
天

尊
」
和
「
元
始
天
尊
」
爲
中
心
」（『
敦
煌
學
』
第
二
七
輯
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）、
及
び
「「
元

始
舊
經
」
與
「
仙
公
新
經
」
的
先
後
問
題
―
―
以
「
篇
章
所
見
」
古
靈
寶
經
爲
中
心
」（『
首
都

師
範
大
學
學
報
』、
二
〇
〇
九
年
三
期
）、
劉
屹
「
古
靈
寶
經
出
世
論
―
―
以
葛
巢
甫
和
陸
修
靜

爲
中
心
」(

『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第
十
二
卷
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
七

月)

を
參
照
。 
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（
１
７
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
「『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思

想
と
成
立
」、
第
二
篇
第
一
章
「『
九
天
生
神
章
經
』
」、
第
一
篇
第
一
章
「『
太
上
靈
寶
五
符
序
』

の
形
成
」
を
參
照
。 

（
１
８
）
劉
屹
「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄
歩
虚
章
』
的
演
變
」（F

lo
rian

 C
.R

eiter ed
., F

o
u

n
d
atio

n
s o

f 

D
ao

ist R
itu

al: A
 B

erlin
 S

y
m

p
o
siu

m
, H

arrasso
w

itz V
erlag

, 2
0
0

9
, p

p
.1

8
9

-2
0

5
.

） 

（
１
９
）
鄭
燦
山
『
六
朝
隋
唐
道
敎
文
獻
論
考
』（
臺
北
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
二
〇
一
二
年
二
月
）

第
一
章
「
六
朝
道
經
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
經
文
年
代
考
證
」
を
參
照
。 

（
２
０
）E

rik
 

Z
ü
rch

er, 
“B

u
d
d
h
ist 

In
flu

en
ce 

o
n
 

E
arly

 
T

ao
ism

：A
 

S
crip

tu
ral 

E
v
id

en
ce

,” 

T
'o

u
n
g
-P

a
o

, 6
6
, 1

9
8
0
, p

p
. 8

4
-1

4
7
. 

（
２
１
）S

tep
h
en

 R
. B

o
k
en

k
am

p
, “L

u
 X

iu
jin

g
, B

u
d
d
h
ism

, an
d

 th
e F

irst D
ao

ist C
an

o
n
,” in

 

S
co

tt 
P

earce, 
A

u
d

rey
 

S
p
iro

 
an

d
 

P
atiricia 

E
b
rey

 
ed

., 
C

u
ltu

re 
a
n
d
 

P
o
w

er 
in

 
th

e 

R
eco

n
stitu

tio
n
 

o
f 

th
e 

C
h
in

ese 
R

ea
lm

 
(C

am
b
rid

g
e: 

H
arv

ard
 

U
n
iv

ersity
 

P
ress, 

2
0

0
1
), 

p
p
.1

8
1

-1
9
9
. 

（
２
２
）
小
林
正
美
「
上
淸
經
と
靈
寶
經
の
終
末
論
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
七
六
號
、
一
九
八
九

年
十
二
月
。
同
氏
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
２
３
）
山
田
利
明
「
靈
寶
經
と
大
乘
思
想
」（『
東
洋
大
學
中
國
哲
學
文
學
科
紀
要
』
六
號
、
一
九

九
八
年
）、
ま
た
山
田
利
明
『
六
朝
道
敎
儀
禮
の
研
究
』（
東
京
：
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
一

月
）
第
二
篇
第
二
章
「
靈
寶
齋
の
思
想
的
基
盤
」
を
參
照
。 

（
２
４
）
吉
岡
義
豐
『
道
敎
經
典
史
論
』（
東
京
：
道
敎
刊
行
會
、
一
九
五
五
年
九
月
。『
吉
岡
義
豐

著
作
集
』
第
三
卷
、
東
京
：
五
月
書
房
、
一
九
八
八
年
十
月
）
十
頁
を
參
照
。 

（
２
５
）
尾
崎
正
治
「
六
朝
古
道
經
に
關
す
る
一
考
察
―
六
朝
末
～
初
唐
に
お
け
る
佛
道
論
爭
の
一

問
題
」（『
集
刊
東
洋
學
』
三
十
六
號
、
東
北
大
學
中
國
文
史
哲
研
究
會
、
一
九
七
六
年
十
一
月
）

を
參
照
。 

（
２
６
）
前
田
繁
樹
『
初
期
道
敎
經
典
の
形
成
』
（
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）
附
編

第
一
章
「
敦
煌
本
」
と
「
道
藏
本
」
の
差
異
に
つ
い
て
―
古
「
靈
寶
經
」
を
中
心
と
し
て
を
參

照
。 

（
２
７
）
池
平
紀
子
「
ス
タ
イ
ン
二
四
三
八
に
見
え
る
佛
敎
の
服
餌
辟
穀
法
受
容
に
つ
い
て
―
『
太

上
靈
寶
五
符
序
』
と
の
關
連
を
中
心
に
―
」(

麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
續
編
』、
京
都
大

學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月)

を
參
照
。 

（
２
８
）
神
塚
淑
子
「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
本
生
譚
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
國
中
世
社
會
と
宗
敎
』
、

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
○
○
二
年
四
月
）
を
參
照
。 

（
２
９
）
王
承
文
前
揭
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
二
章
「
從
敦
煌
本
古
靈
寶
經
兩
部
佚
經

論
中
古
早
期
道
佛
關
係
」
を
參
照
。 

（
３
０
）
王
承
文
「
古
靈
寶
經
與
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
等
佛
經
關
係
考
釋
」
（
『
文
史
』
、
北
京
：

中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
第
三
期
）
を
參
照
。 

（
３
１
）
呂
鵬
志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）
」（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八

十
本
第
三
分
册
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
三
七
六
～
三
七
九
頁
を
參
照
。 

（
３
２
）
劉
屹
「
中
古
道
敎
神
學
體
系
的
建
構
與
發
展
―
―
以
元
始
天
尊
的
「
至
尊
性
」
和
「
佛
陀

化
」
爲
中
心
」（『
東
方
文
化
』
第
四
二
卷
一
・
二
期
、
香
港
大
學
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
を

參
照
。 

（
３
３
）
謝
世
維
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
（
臺
北
：
臺
灣
商
務
印
書
館
、

二
〇
一
〇
年
十
一
月
）
第
二
章
「
聖
典
與
傳
譯
：
道
敎
經
典
中
的
「
翻
譯
」
」
を
參
照
。 

（
３
４
）Isab

elle R
o
b
in

et, L
a
 révéla

tio
n
 d

u
 S

h
a
n
g
q
in

g
 d

a
n

s l'h
isto

ire d
u

 ta
o
ïsm

e, P
aris: É

co
le 

F
ran

çaise d
'E

x
trêm

e-O
rien

t, 1
9
8
4
. 
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（
３
５
）
大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
第
四
章
「
無
上
祕
要
と
そ
の
周
邊
五
、
上
淸
經
と

靈
寶
經
―
そ
の
社
會
と
の
關
わ
り
方
を
中
心
に
」
を
參
照
。 

 
(

３
６)
神
塚
淑
子
前
掲
『
六
朝
道
敎
思
想
の
研
究
』
第
一
篇
第
五
章
「
上
淸
經
と
靈
寶
經
」
を
參

照
。 

（
３
７
）
神
塚
淑
子
「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
』、
京
都

大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
を
參
照
。 

（
３
８
）
謝
世
維
前
掲
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
第
一
章
「
天
文
與
出
世
：

道
敎
經
典
建
構
模
式
」、
及
び
第
四
章
「
系
譜
與
融
合
：
太
極
五
眞
人
頌
」
を
參
照
。 

（
３
９
）
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
」（
小
林

正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
４
０
）S

tep
h
en

 R
. B

o
k
en

k
am

p
, “T

h
e S

alv
atio

n
 o

f L
ao

zi: Im
ag

es o
f th

e S
ag

e in
 th

e L
in

g
b
ao

 

S
crip

tu
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e G
e X

u
an

 P
reface, an

d
 th

e
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ao
 B

o
d
u
o

 S
tele o

f 4
9

6
C

.E
.” 

（
李
焯
然 

陳
萬

成
主
編
『
道
苑
繽
紛
錄
』、
香
港
：
商
務
印
書
館
、
二
○
○
二
年
）p

p
. 2

8
7

-3
1
4

. 

ま
た
、
田
中

文
雄 

テ
リ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ン
編
『
道
敎
と
共
生
思
想
』（
東
京
：
大
河
書
房
、
二
〇
〇
九
年

十
月
）
四
「
轉
經
―
古
靈
寶
派
の
宣
敎
方
法
」
を
參
照
。 

（
４
１
）
柏
夷
（S

tep
h
en

 R
. B

o
k
en

k
am

p

）「
天
師
道
婚
姻
儀
式
「
合
氣
」
在
上
淸
、
靈
寶
學
派
的

演
變
」
（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
六
輯
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書

店
、
一
九
九
九
年
四
月
）
を
參
照
。 

（
４
２
）
王
承
文
前
揭
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
四
章
「
古
靈
寶
經
對
漢
晉
天
師
道
敎
法

的
整
合
及
其
分
界
」、
及
び
第
五
章
「
敦
煌
本
洞
玄
靈
寶
三
元
威
儀
自
然
眞
經 

第
二
節 

古

靈
寶
經
的
齋
官
制
度
與
天
師
道
及
佛
敎
的
關
係
」、
及
び
同
氏
「
東
晉
南
朝
之
際
道
敎
對
民
閒

巫
道
的
批
判
―
―
以
天
師
道
和
古
靈
寶
經
爲
中
心
」（
『
中
山
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』、
二

〇
〇
一
年
第
四
期
）
を
參
照
。 

（
４
３
）
神
塚
淑
子
前
掲
「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
葛
仙
公
」
に
お
け
る
「
四
、
仙
公
と
天
師
張
道

陵
と
靑
童
君
」
を
參
照
。 

（
４
４
）
呂
鵬
志
『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
第
七
章

「
東
晉
末
劉
宋
初
融
攝
天
師
道
、
佛
敎
和
方
士
傳
統
的
靈
寶
科
儀
」、
及
び
呂
鵬
志
「
天
師
道

旨
敎
齋
考
（
上
篇
・
下
篇
）」（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
十
本
第
三
・
四

分
册
、
二
〇
〇
九
年
九
月
・
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
４
５
）
王
承
文
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
六
章
第
三
節
「
靈
寶
「
天
文
」
的
宗
敎

神
學
淵
源
及
其
在
中
古
道
敎
經
敎
體
系
中
的
重
大
意
義
」、「
靈
寶
「
天
文
」
信
仰
と
古
靈
寶
經

敎
義
の
展
開
」（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
編
『
中
國
宗
敎
文
獻
研
究
』
所
收
、
京
都
：
臨

川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、
呂
鵬
志
「
早
期
道
敎
的
天
書
觀
」（
郭
武
主
編
『
道
敎
敎
義
與

現
代
社
會
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
謝
世
維

前
掲
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
第
一
章
「
天
文
與
出
世
：
道
敎
經
典
建

構
模
式
」
を
參
照
。 

（
４
６
）
麥
谷
邦
夫
「
道
敎
に
お
け
る
天
界
説
の
諸
相
―
道
敎
敎
理
の
體
系
化
の
試
み
と
の
關
連
で

―
」（『
東
洋
學
術
研
究
』
第
二
十
七
卷
别
册
、
一
九
八
七
年
十
一
月
）
を
參
照
。 

（
４
７
）
蕭
登
福
「
漢
魏
六
朝
道
敎
之
天
界
説
（
上
）・（
下
）
」
（『
東
方
雜
誌
』
二
三
：
二
・
三
、

一
九
八
九
年
）
、
曾
召
南
「
三
十
六
天
説
是
怎
樣
形
成
的
」
（
『
中
國
道
敎
』
、
中
國
道
敎
協
會
、

一
九
九
三
年
第
三
期
）
、
垣
内
智
之
「
道
敎
に
お
け
る
九
天
説
と
そ
の
周
邊
」(

麥
谷
邦
夫
編
『
三

敎
交
涉
論
叢
續
編
』、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月)

を
參
照
。 



18 
 

（
４
８
）
李
豐
楙
「
六
朝
道
敎
的
終
末
論
：
末
世
、
陽
九
百
六
與
劫
運
説
」（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家

文
化
研
究
』
第
九
輯
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
の
「（
四
）
靈
寶
經
派
的

劫
運
説
」
を
參
照
。 

（
４
９
）
陳
國
符
前
掲
『
道
藏
源
流
考
』
一
～
二
頁
、
福
井
康
順
『
道
敎
の
基
礎
的
硏
究
』（
東
京 : 

理
想
社
、
一
九
五
二
年
五
月
。
『
福
井
康
順
著
作
集
』
第
一
卷
所
收
、
京
都
：
法
藏
館
、
一
九

八
七
年
）
一
六
四
～
一
七
〇
頁
、
吉
岡
義
豐
前
掲
『
道
敎
經
典
史
論
』
（『
吉
岡
義
豐
著
作
集
』

第
三
卷
）
二
二
～
二
六
頁
を
參
照
。 

（
５
０
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
二
篇
第
一
章
「『
九
天
生
神
章
經
』 

四
、
序

の
前
半
部
と
「
三
洞
説
」
の
成
立
」
、
小
林
正
美
「
三
洞
四
輔
與
「
道
敎
」
的
成
立
」（
陳
鼓
應

主
編
『
道
家
文
化
硏
究
』
第
十
六
輯
所
收
）、
及
び
小
林
正
美
前
掲
「
劉
宋
・
南
齊
期
の
天
師

道
の
敎
理
と
儀
禮
」
の
「
三
、
三
洞
説
」
を
參
照
。 

（
５
１
）
大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
第
一
章
「
道
藏
成
立
史
序
説 

三 

三
洞
・
三
藏
・

三
乘
」
を
參
照
。 

（
５
２
）S

tep
h
en

 R
. B

o
k
en

k
am

p
, “L

u
 X
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g
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u
d
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d
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o
n

”
. 

王
承

文
「
道
敎
「
三
洞
」
學
説
的
思
想
淵
源
」（『
中
國
哲
學
史
』
、
二
〇
〇
二
年
第
四
期
）、
同
氏
「
敦

煌
古
靈
寶
經
與
道
敎
「
三
洞
經
書
」
和
「
三
乘
」
考
論
」（
『
敦
煌
學
輯
刊
』、
二
〇
〇
三
年
第

一
期
）
、
及
び
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
三
章
「
古
靈
寶
經
的
「
三
洞
」
思
想

與
東
晉
南
朝
之
際
道
敎
的
整
合
」
を
參
照
。 

（
５
３
）
劉
屹
「
古
靈
寶
經
中
的
「
三
洞
説
」
」（
慶
賀
饒
宗
頤
先
生
九
五
華
誕
敦
煌
學
國
際
學
術
研

討
會
、
莫
高
窟
敦
煌
研
究
院
、
二
〇
一
〇
年
八
月
八
～
十
一
日
） 

（
５
４
）
福
永
光
司
「
昊
天
上
帝
と
天
皇
大
帝
と
元
始
天
尊
―
儒
敎
の
最
高
神
と
道
敎
の
最
高
神
」

（
『
道
敎
思
想
史
研
究
』
、
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
九
月
）
、
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝

道
敎
史
研
究
』
一
六
五
～
一
六
七
頁
、
神
塚
淑
子
「
天
尊
像
・
元
始
天
尊
像
の
成
立
と
靈
寶
經
」

（『
名
古
屋
大
學
中
國
哲
學
論
集
』
第
六
號
、
二
〇
〇
七
年
）、
神
塚
淑
子
「
元
始
天
尊
を
め
ぐ

る
三
敎
交
渉
」(

前
掲
麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
續
編
』
所
収)

、
劉
屹
『
神
格
與
地
域
：

漢
唐
閒
道
敎
信
仰
世
界
研
究
』（
上
海
：
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
第
二
章
「
中

古
經
敎
道
敎
的
主
神
與
輔
神
研
究 

第
一
節 

道
敎
主
神
元
始
天
尊
神
格
的
确
立
」
を
參
照
。 

（
５
５
）
神
塚
淑
子
前
掲
「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
葛
仙
公
」
を
參
照
。 

（
５
６
）
王
承
文
「
論
中
古
時
期
道
敎
「
三
淸
」
神
靈
體
系
的
形
成
―
―
以
敦
煌
本
『
靈
寶
眞
文
度

人
本
行
妙
經
』
爲
中
心
的
考
察
」（『
中
山
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』、
二
〇
〇
八
年
第
二
期
）

を
參
照
。 

（
５
７
）
謝
世
維
前
揭
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
第
三
章
「
傳
授
與
敍
事
：

天
眞
皇
人
的
淵
源
與
流
變
」、
及
び
第
四
章
「
系
譜
與
融
合
：
太
極
五
眞
人
頌
」
を
參
照
。 

（
５
８
）
ク
リ
ス
ト
フ
ャ
・
シ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p

er

）
作
、
山
田
利
明
譯
「
靈
寶
科
儀
の

展
開
」
（
酒
井
忠
夫
・
福
井
文
雅
・
山
田
利
明
編
集
『
日
本
・
中
國
の
宗
敎
文
化
の
研
究
』
所

收
、
東
京
：
平
河
出
版
社
、
一
九
九
一
年
九
月
）
を
參
照
。 

（
５
９
）
山
田
利
明
前
掲
『
六
朝
道
敎
儀
禮
の
研
究
』
第
二
篇
「
道
敎
儀
禮
の
諸
相
」
を
參
照
。 

（
６
０
）
小
林
正
美
「
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想

史
的
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
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）P
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p
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2
4

-3
7
2
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（
６
２
）
呂
鵬
志
前
掲
『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』
第
七
章
「
東
晉
末
劉
宋
初
融
攝
天
師
道
、
佛
敎
和

方
士
傳
統
的
靈
寶
科
儀
」
を
參
照
。 
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（
６
３
）
吉
岡
義
豐
「
敦
煌
本
十
戒
經
に
つ
い
て
」
（『
塚
本
博
士
頌
壽
記
念
：
佛
敎
史
學
論
集
』、

塚
本
博
士
頌
壽
記
念
會
、
一
九
六
一
年
二
月
）、「
佛
敎
十
戒
思
想
の
中
國
的
受
容
」（『
宗
敎
研

究
』
一
六
八
號
、
日
本
宗
敎
學
會
、
一
九
六
一
年
六
月
）
、「
佛
敎
の
影
響
に
よ
る
道
敎
戒
の
形

成
―
特
に
十
戒
十
二
可
從
戒
を
中
心
と
し
て
―
」（『
日
本
佛
敎
學
會
年
報
』
、
日
本
佛
敎
學
會
、

一
九
六
七
年
三
月
）、
及
び
楠
山
春
樹
「
道
敎
に
お
け
る
十
戒
」（『
道
家
思
想
と
道
敎
』、
東
京
：

平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
年
七
月
）
を
參
照
。 

（
６
４
）K

＝M

＝
シ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer S

ch
ip

p
er

）
作
、
福
井
重
雅
譯
「「
都
講
」
の
職
能
に
關
す

る
二
、
三
の
考
察
」
（
酒
井
忠
夫
編
『
道
敎
の
總
合
的
研
究
』
所
收
）
、
福
井
文
雅
「「
都
講
」

の
職
能
と
起
源
―
中
國
・
イ
ン
ド
交
渉
の
一
接
點
―
」（『
高
僧
傳
の
研
究
：
櫛
田
博
士
頌
壽
記

念
』
所
收
、
東
京
：
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
三
年
六
月
）
を
參
照
。 

（
６
５
）
楠
山
春
樹
「
淸
信
弟
子
考
―
道
士
の
階
級
に
關
す
る
一
試
論
―
」（『
中
國
の
宗
敎
・
思
想

と
科
學
：
牧
尾
良
海
博
士
頌
壽
記
念
論
集
』、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
八
四
年
六
月
）
を

參
照
。 

（
６
６
）
黃
坤
農
「
道
敎
五
行
空
閒
初
探
：
以
眞
文
赤
書
爲
例
」
（
『
「
宗
敎
與
心
靈
改
革
研
討
會
」

論
文
集
』、
高
雄
：
高
雄
道
德
院
、
一
九
九
八
年
）、
及
び
「『
赤
書
玉
篇
』
與
『
赤
書
玉
訣
』

中
的
五
行
思
想
」（『
輔
仁
宗
敎
研
究
』
二
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
參
照
。 

（
６
７
）
蕭
登
福
「
道
敎
五
方
三
界
諸
天
「
氣
數
」
説
探
源
」（『
成
大
宗
敎
與
文
化
學
報
』
第
一
期
、

二
〇
〇
一
年
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
６
８
）
陳
昭
吟
「
早
期
道
經
諸
天
結
構
研
究
―
―
以
道
藏
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
爲
中
心
」（
山

東
大
學
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）
を
參
照
。 

（
６
９
）
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
）
九
一
頁
を
參
照
。

ま
た
、
陳
國
符
前
掲
『
道
藏
源
流
考
』
三
三
六
頁
を
參
照
。 

（
７
０
）
陸
修
靜
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
陳
國
符
前
掲
『
道
藏
源
流
考
』
三
八
～
四
四
頁
、
卿
希
泰

主
編
『
中
國
道
敎
史
』（
成
都
：
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
修
訂
版
）
第
一
卷
四
六
五

～
四
八
七
頁
、
吉
岡
義
豐
前
掲
『
道
敎
經
典
史
論
』（
『
吉
岡
義
豐
著
作
集
』
第
三
卷
）
第
一
編

第
二
章
「
陸
修
靜
と
六
朝
道
經
目
録
」、
及
び
大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
第
一
章

「
道
藏
成
立
史
序
説 

附 

陸
修
靜
に
つ
い
て
」
、
吉
川
忠
夫
「
佛
道
論
爭
の
な
か
の
陸
修
靜
」

（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
號
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
７
１
）
福
井
康
順
「
葛
氏
道
の
研
究
」（
『
東
洋
思
想
研
究
』
五
、
一
九
五
四
年
七
月
。
前
掲
『
福

井
康
順
著
作
集
』
第
二
卷
所
收
）
五
六
頁
を
參
照
。 

（
７
２
）
吉
岡
義
豐
前
掲
『
道
敎
經
典
史
論
』
（『
吉
岡
義
豐
著
作
集
』
第
三
卷
）
十
八
頁
を
參
照
。 

（
７
３
）
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
關
す
る
先
行
研
究
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
劉
屹
前
掲
「
敦
煌

本
「
靈
寶
經
目
錄
」
硏
究
」
を
參
照
。 

（
７
４
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
四
六
～
一
四
七
頁
を
參
照
。 

（
７
５
）S

tep
h
en

 R
. B

o
k
en

k
am

p
, E

a
rly D

a
o
ist S

crip
tu

res (B
erk

eley
: U

n
iv

ersity
 o

f C
alifo

rn
ia 

P
ress, 1

9
9
7
), p

p
. 3

9
6

-3
9
7
, n

. 1
7
-1

8
. 

大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
八
六
頁
、
王
承

文
「
敦
煌
本
「
太
極
左
仙
公
請
問
經
」
考
論
」（
前
掲
『
道
家
文
化
硏
究
』
第
十
三
輯
所
收
）
、

ま
た
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
三
章
第
二
節
「
敦
煌
本
「
太
極
左
仙
公
請
問
經
」

考
論
」
を
參
照
。 

（
７
６
）
劉
屹
前
掲
「
古
靈
寶
經
出
世
論
―
―
以
葛
巢
甫
和
陸
修
靜
爲
中
心
」
、
同
氏
「
古
靈
寶
經

「
未
出
一
卷
」
研
究
」（『
中
華
文
史
論
叢
』、
二
〇
一
〇
年
第
四
輯
）、
及
び
同
氏
前
掲
「
敦
煌

本
「
靈
寶
經
目
錄
」
研
究
」
を
參
照
。 

（
７
７
）
李
靜
「
古
上
淸
經
史
若
干
問
題
的
考
辨
」（
復
旦
大
學
博
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年
）
第
四

章
「
陸
修
靜
與
晉
末
宋
初
道
敎
經
書
的
傳
承
」
を
參
照
。 
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（
７
８
）
山
田
利
明
前
掲
『
六
朝
道
敎
儀
禮
の
研
究
』
第
二
篇
「
道
敎
儀
禮
の
諸
相 

第
一
章 

道

敎
に
お
け
る
齋
法
の
成
立 

２
陸
修
靜
の
修
齋
の
思
想
」、
及
び
補
説
「『
靈
寶
齋
説
燈
祝
願
儀
』

配
役
考
」
を
參
照
。 

（
７
９
）
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
五
章
「
敦
煌
本
洞
玄
靈
寶
三
元
威
儀
自
然
眞
經

與
晉
唐
道
敎
科
儀 

第
四
節 

古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
投
龍
簡
儀
的
形
成
和
發
展
」
を
參
照
。 

（
８
０
）
呂
鵬
志
「
靈
寶
六
齋
考
」
（
道
敎
國
際
學
術
研
討
會
研
究
報
告
、
香
港
中
文
大
學
、
二
〇

〇
九
年
十
一
月
）
を
參
照
。 

（
８
１
）
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ヴ
ェ
レ
レ
ン
（F

ran
ciscu

s 
V

erellen

）
「
儀
禮
の
あ
か
り
―
陸
修
靜

の
齋
に
お
け
る
影
響
」（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
編
『
中
國
宗
敎
文
獻
研
究
』
所
收
）、
鄭

燦
山
前
掲
『
六
朝
隋
唐
道
敎
文
獻
論
考
』
第
二
章
「
南
朝
道
士
陸
修
靜
論
靈
寶
齋
儀
之
著
作
考
」

を
參
照
。 

（
８
２
）
丸
山
宏
「
陸
修
靜
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
初
探
」
（
第
一
屆
道
敎
仙
道
文
化
國
際
研

討
會
、
高
雄
：
中
山
大
學
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）
を
參
照
。 

（
８
３
）
陳
國
符
氏
は
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
で
の
『
眞
文
赤
書
』
と
『
人
鳥
五
符
』
を
重
視
し
、『
眞

文
赤
書
』
と
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
隸
書
で
書
か
れ
て
い

る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
で
あ
り
、『
人
鳥
五
符
』
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
と
異
な
る
散
逸
し

た
靈
寶
經
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
陳
國
符
前
掲
『
道
藏
源
流
考
』
六
八
頁
を
參
照
。
ま
た
、
卿

希
泰
主
編
『
中
國
道
敎
史
』（
第
一
卷
四
三
七
頁
）
で
は
、
陸
修
靜
が
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と

『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶
經
を
敎
授
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
大
淵
忍
爾
氏
は
そ
の
『
眞
誥
』

卷
二
十
の
記
載
に
よ
っ
て
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
宣
布
者
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
大
淵
忍

爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
六
二
頁
を
參
照
。 

（
８
４
）
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中

心
に
―  

四
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
」
を
參
照
。 

（
８
５
）
小
林
正
美
氏
が
唱
え
た
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
「
新
パ
ラ

ダ
イ
ム
道
敎
史
の
妥
當
性
の
檢
證
」
を
參
照
。 

（
８
６
）
一
九
四
一
年
、
吉
岡
義
豐
氏
は
著
書
『
道
敎
の
實
態
』（
興
亞
宗
敎
協
會
刊
、『
吉
岡
義
豐

著
作
集
』
別
卷
所
收
、
東
京
：
五
月
書
房
、
一
九
九
〇
年
二
月
）
で
は
、
茅
山
道
の
觀
念
が
見

え
る
が
、
そ
れ
は
後
の
上
淸
派
の
觀
念
の
原
型
で
あ
る
。
因
み
に
、
そ
の
書
で
は
靈
寶
派
の
存

在
に
言
及
し
て
い
な
い
。
一
九
五
二
年
、
窪
德
忠
氏
の
「
道
敎
の
宗
派
と
そ
の
源
流
（
要
旨
）」

（
『
宗
敎
研
究
』
一
三
一
號
）
で
は
、
上
淸
派
の
觀
念
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く

も
っ
と
も
早
い
時
期
の
上
淸
派
の
觀
念
の
用
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
靈
寶
派
に
關
し
て
は
、
一

九
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
マ
ス
ぺ
ロ
氏
の
著
書
『
道
敎
：
不
死
の
探
究
』
で
は
、
靈
寶
經
を
信

奉
し
て
い
た
集
團
の
存
在
を
指
摘
し
、
一
九
六
六
年
の
川
勝
義
雄
氏
の
日
本
語
譯
版
で
は
、
靈

寶
の
道
士
や
靈
寶
グ
ル
ー
プ
と
翻
譯
さ
れ
て
い
る
が
、
後
の
靈
寶
派
の
觀
念
の
原
型
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
の
大
淵
忍
爾
氏
の
マ
ス
ぺ
ロ
氏
の
著
書
の
書
評
（『
東
方
宗
敎
』
第
三
一
號
所
收
）

に
は
、
靈
寶
グ
ル
ー
プ
を
靈
寶
經
派
と
表
現
し
て
い
る
。
一
九
六
九
年
、
吉
岡
義
豐
は
『
歷
史

敎
育
』（
十
七
の
三
）
に
載
せ
る
「
道
敎
敎
團
の
系
譜
」（『
吉
岡
義
豐
著
作
集
』
第
二
卷
所
收
、

東
京
：
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
九
月
）
で
は
、
道
敎
の
敎
團
の
系
譜
を
概
説
し
、
そ
こ
の
中

で
上
淸
派
と
靈
寶
派
の
觀
念
が
使
わ
れ
て
い
る
。R

o
b
in

et

氏
前
掲
一
九
八
四
年
の
著
書

L
a
 

révéla
tio

n
 d

u
 S

h
a
n
g
q
in

g
 d

a
n
s l'h

isto
ire d

u
 ta

o
ïsm

e

で
は
、
上
淸
と
靈
寶
と
い
う
二
つ
の
敎

派
（éco

le

）
の
比
較
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
上
淸
派
以
外
に
は
、
茅
山
道
（
福
井
康
順
氏
）

や
茅
山
派
道
敎
（
宮
川
尚
志
氏
）
や
上
淸
經
派
な
ど
の
別
稱
が
あ
り
、
靈
寶
派
以
外
に
は
葛
氏

道
（
福
井
康
順
氏
と
小
林
正
美
氏
。
た
だ
し
、
靈
寶
派
と
は
内
容
上
の
違
い
が
あ
る
）
や
靈
寶

經
派
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。
上
淸
派
と
靈
寶
派
の
觀
念
は
一
般
的
に
定
着
し
た
の
は
一
九
八
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〇
年
代
以
後
で
あ
る
。
現
在
の
研
究
者
の
上
淸
派
と
靈
寶
派
の
觀
念
に
對
す
る
理
解
に
つ
い
て

は
、
神
塚
淑
子
氏
は
、「
上
淸
經
の
作
成
に
關
與
し
そ
れ
を
奉
じ
た
人
々
を
上
淸
派
と
呼
ぶ
の

と
同
樣
に
、
靈
寶
經
の
作
成
に
關
與
し
そ
れ
を
奉
じ
た
人
々
を
總
稱
し
て
靈
寶
派
と
呼
ぶ
方
が
、

自
然
で
あ
っ
て
わ
か
り
や
す
い
…
…
上
淸
派
と
靈
寶
派
は
そ
れ
ぞ
れ
經
典
の
作
成
や
傳
授
を

通
じ
て
思
想
的
に
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
天
師
道
は
敎
團
的
な
組

織
と
し
て
の
名
稱
で
あ
っ
て
、
あ
る
場
合
に
は
上
淸
派
と
靈
寶
派
の
共
通
分
母
的
な
性
格
を
持

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。」（
神
塚
淑
子
前
掲
『
六
朝
道
敎
思
想
の
研
究
』
二

九
三
～
二
九
四
頁
）
と
あ
る
。
因
み
に
、
靈
寶
派
の
觀
念
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
は
次
の
よ
う

に
擧
げ
ら
れ
る
。Isab

elle 
R

o
b
in

et, 
“T

h
e 

L
in

g
b
ao

 
sch

o
o
l,” 

in
 

T
a
o
ism

: 
G

ro
w

th
 

o
f 

a
 

R
elig
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n

, 
p
p
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4
9
-1

8
3
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am

ad
a 

T
o
sh

iak
i, 

“T
h
e 

L
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g
b
ao

 
sch

o
o
l,” 

in
 

L
iv

ia 
K

o
h
n
 

ed
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D
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H
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 an
d
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n
: B

rill, 2
0
0
0
, p

p
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2
5

-2
5
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ま
た
蕭
登
福
前
掲
『
六

朝
道
敎
靈
寶
派
研
究
』
を
參
照
。
た
だ
し
、
今
の
靈
寶
經
研
究
に
お
い
て
は
、
靈
寶
派
の
觀
念

を
否
定
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
現
れ
て
き
た
。
謝
世
維
前
揭
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈

寶
經
典
研
究
』
四
一
～
四
五
頁
、
ま
た
一
七
一
～
一
七
三
頁
を
參
照
。
ま
た
、
上
淸
派
（
茅
山

派
道
敎
）
の
觀
念
を
問
題
視
す
る
前
田
繁
樹
氏
の
論
文
が
あ
る
。
前
田
繁
樹
「
所
謂
「
茅
山
派

道
敎
」
に
關
す
る
諸
問
題
」（『
中
國
―
―
社
會
と
文
化
』
第
二
號
、
一
九
八
七
年
六
月
。
同
氏

前
掲
『
初
期
道
敎
經
典
の
形
成
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
８
７
）
福
井
康
順
氏
は
學
術
用
語
と
し
て
の
葛
氏
道
と
い
う
道
派
の
觀
念
を
考
案
し
た
が
、
そ
れ

が
魏
晉
江
南
の
葛
玄
・
葛
洪
の
道
派
の
呼
び
名
で
あ
り
、
靈
寶
經
と
對
應
し
て
い
る
靈
寶
派
の

觀
念
と
は
異
な
る
發
想
で
考
案
さ
れ
た
の
で
、
靈
寶
派
の
觀
念
の
よ
う
な
論
點
先
取
り
の
問
題

が
な
い
。
ま
た
、
葛
氏
道
の
觀
念
は
小
林
正
美
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
者
に
使
わ
れ

て
い
る
。
葛
氏
道
の
觀
念
に
つ
い
て
は
、
福
井
康
順
前
掲
「
葛
氏
道
の
研
究
」
を
參
照
。 

（
８
８
）
天
師
道
の
道
士
の
位
階
と
受
法
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道

敎
と
天
師
道
』（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
第
二
章
「
天
師
道
に
お
け
る
受
法

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
」
を
參
照
。 

（
８
９
）
上
淸
派
の
研
究
の
歷
史
と
現
状
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』

前
言
を
參
照
。 

（
９
０
）
小
林
正
美
前
掲
『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』
を
參
照
。
道
士
の
法
位
に
つ
い
て
は
、
ま
た

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ッ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p

er

）
作
、
福
井
文
雅
譯
「
敦
煌
文
書
に

み
え
る
道
士
の
法
位
階
梯
に
つ
い
て
」（
講
座
敦
煌
４
『
敦
煌
と
中
國
道
敎
』
所
收
、
東
京
：

大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
９
１
）
小
稿
注
（
１
）
を
參
照
。 

（
９
２
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
二
篇
第
四
章
「「
大
道
家
令
戒
」」
を
參
照
。 
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第
一
篇 

『
眞
文
赤
書
』
の
研
究 

第
一
章 

陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に
― 

 

一
、
序 

言 

 

敦
煌
資
料
の
梁
・
宋
文
明
の
『
通
門
論
（
擬
）』
（
Ｐ
二
八
六
一
・
Ｐ
二
二
五
六
）
（
１
）
に
載

せ
る
劉
宋
の
陸
修
靜
（
四
〇
六
～
四
七
七
）
の
「
靈
寶
經
目
」
で
は
、
冒
頭
の
部
分
に
脱
落
が
あ
る

が
、
梁
の
武
帝
末
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
）（
２
）

卷
四
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
を
參
照
す
れ
ば
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
、
以

下
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
と
略
す
）
は
元
始
系
靈
寶
經
の
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
經
典
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
い
う
祕
篆
文
で
書
か

れ
て
い
る
眞
文
は
、
靈
寶
經
で
は
も
っ
と
も
重
要
な
天
文
で
あ
る
。
從
來
の
通
説
で
は
、
梁
・
陶
弘

景
『
眞
誥
』
（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
十
九
で
の
葛
巢
甫
が
靈
寶
を
造
構
し
た
と
い
う
記
載
か
ら
、
こ

の
元
始
系
靈
寶
經
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
３
）。
し
か
し
、
實
際
に
は
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
と
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」

は
、
思
想
上
の
違
い
が
あ
っ
て
、
前
者
が
自
分
自
身
を
救
濟
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
で

は
他
人
を
救
濟
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
明
ら
か
に
佛
敎
の
大
乘
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
、

佛
敎
で
大
乘
主
義
が
起
こ
る
前
の
東
晉
隆
安
年
閒
に
編
纂
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
（
４
）。
つ
ま

り
、
葛
巢
甫
が
作
っ
た
も
の
は
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
及
び
そ
れ
を
載
せ
る
經
典
と
し
て
の
『
靈
寶
赤

書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
５
）。 

さ
て
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
い
つ
頃
ま
た
誰
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
陶
弘

景
の
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
は
「
陸
（
修
靜
）
既
敷
述
眞
文
赤
書
・
人
鳥
五
符
等
」（
二
ｂ
）
と
あ
り
、

こ
こ
で
の
『
眞
文
赤
書
』
は
元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
指
す
の
で
、
陸
修
靜
が
『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
を
敷
述
し
た
と
陶
弘
景
は
指
摘
し
て
い
る
。 

「
敷
述
」
と
は
敷
演
・
撰
述
の
意
味
で
あ
る
の
で
、
陸
修
靜
が
從
來
の
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』

に
基
づ
い
て
元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
は
、

ま
ず
元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
内
容
と
構
造
を
分
析
し
て
、
陸
修
靜
が
新
た
に
作

っ
た
内
容
を
推
測
し
、
更
に
、
そ
れ
ら
の
部
分
に
お
け
る
概
念
の
成
立
を
考
察
し
て
、
そ
の
作
者
が

劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
す
る
。
も
し
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
劉
宋
天
師

道
の
道
士
が
編
纂
し
た
部
分
が
あ
れ
ば
、『
眞
誥
』
卷
二
十
に
見
え
る
陸
修
靜
が
『
元
始
赤
書
眞
文

經
』
を
敷
述
し
た
と
い
う
記
載
を
信
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

更
に
、
陶
弘
景
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
も
の
は
『
眞
文
赤
書
』
と
『
人
鳥
五
符
』
だ
け

で
は
な
く
、
ほ
か
の
靈
寶
經
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
を
敷
述
し
、
更
に
「
靈

寶
經
目
」
を
編
纂
し
た
經
緯
を
考
察
し
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

二
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
内
容
と
構
造 

 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
内
容
と
構
造
を
考
察
す
る
前
に
、
道
藏
本
と
陸
修
靜
の
時
期
に
存
在
し

て
い
た
南
朝
本
と
は
一
致
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
藏
本
『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
は
上
・
中
・
下
の
三
卷
本
で
あ
る
が
、「
靈
寶
中
盟
經
目
」
で
は
、「
太
上
洞
玄
靈
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寶
五
篇
眞
文
赤
書
上
下
二
卷
」（
八
ａ
）
と
記
し
て
い
る
。「
靈
寶
中
盟
經
目
」
の
靈
寶
經
の
卷
數
は

陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
元
始
系
靈
寶
經
の
卷
數
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

南
朝
本
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
上
下
の
二
卷
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

卷
數
は
二
卷
か
ら
三
卷
に
增
え
た
と
は
い
え
、
道
藏
本
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
内
容
は
南
朝
本

と
同
じ
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
北
周
武
帝
末
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ

Ｙ
一
一
三
〇
）
で
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
か
ら
の
引
用
が
數
多
く
見
え
る
が
、
道
藏
本
三
卷
の
内

容
は
そ
こ
に
見
え
る
。
例
え
ば
、
卷
十
七
・
十
九
・
二
四
・
二
六
で
は
、
道
藏
本
卷
上
の
内
容
が
引

用
さ
れ
て
お
り
、
卷
二
六
で
は
道
藏
本
卷
中
の
内
容
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
卷
九
で
は
道
藏
本
卷
中

の
末
と
卷
下
の
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。『
無
上
祕
要
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
は
、

殆
ど
南
朝
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
道
藏
本
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
南
朝
本
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。 

『
無
上
祕
要
』
卷
二
六
で
は
、
道
藏
本
卷
中
の
冒
頭
の
「
太
上
洞
玄
靈
寶
召
伏
蛟
龍
虎
豹
山
精
八

威
策
文
」
か
ら
の
内
容
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
引
文
の
最
後
に
「
右
出
洞
玄
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
經

下
」（
十
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、
道
藏
本
卷
中
以
下
は
南
朝
本
の
卷
下
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
特
に
、

道
藏
本
で
は
、
卷
中
の
末
に
は
六
月
齋
に
關
す
る
内
容
で
あ
り
、
卷
下
の
初
め
か
ら
十
日
齋
に
關
す

る
内
容
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
そ
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
内
容
は
二
卷
に
分
か
れ
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
道
藏
本
卷
中
と
卷
下
は
南
朝
本
の
卷
下
に
相
當
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
道
藏
本
『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
眞
文
赤
書
』
で
あ
る
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。 

『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
作
者
は
葛
巢
甫
で
あ
り
、『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
の
編
纂
者
は
陸
修
靜
で
あ
る
が
、
次
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
『
元
始
赤
書
眞
文

經
』
の
關
係
を
見
て
み
た
い
。 

元
始
系
靈
寶
經
で
は
、
天
文
の
觀
念
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
天
文
は
人
閒
が
作
っ
た
も

の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（
７
）。
梁
・
宋
文
明
の
『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
陸
修
靜
が
説
い
た
靈

寶
經
の
十
二
類
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
天
文
と
は
即
ち
自
然
天
書
八
會
の
文
で
あ
り
、
全
部
千
百
九
字

が
あ
り
、
六
六
八
字
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」、
二
五
六
字
の
「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
、
六
三
字
の
「
眞

一
食
五
芽
天
文
」、
一
二
三
字
の
音
解
が
な
い
天
文
か
ら
な
る
（
８
）。 

天
文
と
し
て
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
由
來
に
つ
い
て
は
、『
元
始
赤

書
眞
文
經
』
に
は
、 

元
始
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
篇
眞
文
生
於
元
始
之
先
、
空
洞
之
中
。
天
地
未
根
、
日
月
未
光
。
…
…

天
地
得
之
而
分
判
、
三
景
得
之
而
發
光
。
靈
文
鬱
秀
、
洞
暎
上
淸
、
發
乎
始
靑
之
天
、
而
色
無

定
方
。
文
勢
曲
折
、
不
可
尋
詳
。
元
始
鍊
之
於
洞
陽
之
館
、
冶
之
於
流
火
之
庭
、
鮮
其
正
文
、

瑩
發
光
芒
、
洞
陽
氣
赤
、
故
號
赤
書
。
…
…
元
始
登
命
、
太
眞
按
筆
、
玉
妃
拂
筵
、
鑄
金
爲
簡
、

刻
書
玉
篇
。
五
老
掌
錄
、
祕
於
九
天
靈
都
之
宮
。 

 
   

   
 
   

  
 
 

（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
宇
宙
が
開
か
れ
る
前
に
現
れ
た
が
、
ま
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
天
地
が
開
闢
さ
れ
た
後
に
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
始
靑
天
で
輝
い
て
い
た
。

つ
ま
り
、
天
文
で
あ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
宇
宙
や
元
始
天
尊
よ
り
先
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
の

後
、
元
始
天
尊
が
洞
陽
の
館
に
眞
文
を
錬
り
、
そ
れ
が
赤
い
光
を
放
し
て
い
た
の
で
、
赤
書
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
元
始
天
尊
と
太
眞
た
ち
が
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
を
記
録
し
、
そ

れ
を
金
簡
の
上
に
刻
み
、
九
天
靈
都
の
宮
（
紫
微
宮
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
）
に
保
管
し
た
と
い

う
。 

  

東
晉
中
期
の
上
淸
經
や
東
晉
末
頃
に
成
立
し
た
三
卷
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
（
Ｈ
Ｙ
三
八
八
）

（
９
）
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
原
本
の
天
文
は
人
閒
の
世
界
に
存
在
す
る
經
典
に
載
せ
る
場
合
、

必
ず
そ
の
天
文
の
由
來
や
傳
授
の
系
譜
と
、
そ
の
使
い
方
や
授
度
儀
に
關
す
る
内
容
が
あ
っ
て
、「
靈

寶
五
篇
眞
文
」
だ
け
を
一
つ
の
獨
立
す
る
經
典
と
し
て
傳
授
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
そ
の
た
め
に
、
葛
巢
甫
は
經
典
と
し
て
の
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
を
編
纂
し
、
そ
の

後
、
陸
修
靜
が
そ
れ
を
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
意
味
で
、

「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
と
の
關
係
は
、「
靈
寶
五
符
」
と
『
太
上
靈
寶
五
符

序
』
と
の
關
係
に
類
似
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
で
は
、
序
の
中
で
「
靈

寶
五
符
」
の
由
來
や
傳
授
の
系
譜
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
佛
典
の
編
纂

手
法
を
模
倣
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
經
典
全
體
は
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
な
ど
の
神
格
に
説
敎
し
た

經
緯
と
内
容
で
構
成
さ
れ
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
説
敎
の
内
容
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上
の
次
の
記
載
か
ら
も
確
認
で
き
る
。 

是
時
上
聖
太
上
大
道
君
・
高
上
玉
帝
・
十
方
至
眞
、
…
…
上
詣
上
淸
太
玄
玉
都
寒
靈
丹
殿
紫
微

上
宮
、
建
天
寶
羽
服
、
詣
元
始
天
尊
金
闕
之
下
、
請
受
元
始
靈
寶
赤
書
玉
篇
眞
文
。
於
是
天
尊

命
引
衆
眞
入
太
空
金
臺
玉
寶
之
殿
九
光
華
房
。
…
…
（
天
尊
曰
）
玄
科
有
禁
、
不
得
便
傳
。
君

自
可
詣
靈
都
紫
微
上
宮
、
視
天
音
於
金
格
、
取
俯
仰
於
神
王
也
。
然
後
當
使
得
備
天
文
、
以
總

御
元
始
之
天
也
。
於
是
太
上
大
道
君
、
衆
眞
同
時
退
齋
三
月
、
詣
靈
都
宮
、
受
俯
仰
之
格
。
乃

知
天
眞
貴
重
、
難
可
即
開
、
還
乃
更
詣
元
始
天
尊
、
諮
以
禁
戒
之
儀
。 

 
 (

五
ａ
～
七
ａ) 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
上
道
君
・
高
上
玉
帝
な
ど
の
天
眞
た
ち
が
元
始
天
尊
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」

の
傳
授
を
求
め
た
時
に
、
元
始
天
尊
は
そ
の
ま
ま
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
を
出
す
の
で
は
な
く
、
太
上

道
君
ら
に
自
ら
紫
微
宮
に
經
典
を
取
り
に
行
く
よ
う
に
い
っ
た
。
こ
れ
は
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
が

元
始
天
尊
よ
り
も
先
に
存
在
し
て
い
た
天
文
で
あ
り
、
傳
授
に
嚴
し
い
制
限
が
あ
り
、
輕
々
し
く
人

に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
太
上
道
君
ら
は
三
か
月
齋
戒
を
行
い
、
紫

微
宮
に
行
っ
て
、
そ
れ
で
も
傳
授
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
元
始
天
尊
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
、

傳
授
の
儀
禮
や
戒
律
な
ど
を
聞
い
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
元
始
天
尊

が
太
上
道
君
に
對
す
る
説
敎
の
經
緯
と
内
容
を
記
す
も
の
で
あ
り
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
説
敎
の

内
容
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
以
外
に
も
ほ
か
の
多
く
の
内
容
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
そ
の
經
典
全
體
の
構
成
を
見
て
み
た
い
。
卷
上
は
主
に
次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
に
、
天
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
緣
起
を
述
べ
る
序
。
第
二
に
、
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
な

ど
の
天
眞
に
對
す
る
説
敎
の
經
緯
。
第
三
に
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
本
文
。
第
四
に
、
元
始
五
老

靈
寶
官
號
。
第
五
に
、
五
帝
眞
符
。
卷
下
は
主
に
次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
る
。
第
一
に
、「
太
上

洞
玄
靈
寶
召
伏
蛟
龍
虎
豹
山
精
八
威
策
文
」
な
ど
の
符
。
第
二
に
、
元
始
五
老
三
元
符
命
。
第
三
に
、

六
月
齋
と
十
日
齋
な
ど
の
時
節
齋
。
第
四
に
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
德
福
・
念
報
・
恩
功
。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に
共
通
す
る
内
容
が
多
く
、
例
え
ば
、
「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
は
「
靈
寶
五
符
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
考
案
さ
れ
、
元
始
五
老
靈
寶
官
號
は
『
太
上
靈

寶
五
符
序
』
卷
上
で
の
靈
寶
五
帝
官
將
號
に
由
來
し
、
更
に
太
上
洞
玄
靈
寶
召
伏
蛟
龍
虎
豹
山
精
八

威
策
文
・
九
天
太
素
陽
生
符
・
三
天
太
玄
陰
生
符
・
九
天
玉
眞
長
安
神
飛
符
な
ど
の
符
の
原
型
も
『
太

上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
に
見
え
る
。
ま
た
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
玉
訣
を
載
せ
る
『
太
上
洞
玄
靈

寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
、
以
下
『
玉
訣
妙
經
』
と
略
す
）
で
も
、『
太
上
靈
寶
五
符
序
』

に
由
來
す
る
内
容
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
眞
一
食
五
芽
天
文
」
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
の
「
皇

人
太
上
眞
一
經
諸
天
名
」
に
由
來
し
、「
元
始
靈
寶
五
帝
醮
祭
招
眞
玉
訣
」
も
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』

卷
下
の
「
醮
祝
の
儀
」
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
（
１
０
）
。
そ
れ
ら
の
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に

原
型
の
あ
る
も
の
は
、
み
な
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
一
緖
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

葛
巢
甫
が
作
っ
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
に
は
既
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
作
者
は
陸

修
靜
で
は
な
い
と
推
測
す
る
。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
と
『
玉
訣
妙
經
』
は
と
も
に
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
を
參
照
し
て
編
纂
さ

れ
た
が
、
兩
者
に
は
重
要
な
違
い
が
あ
る
。
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
、
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
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に
對
す
る
説
敎
の
經
緯
と
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
玉
訣
妙
經
』
で
の
本
文
は
「
道
は
言
ふ
」

か
ら
始
ま
る
内
容
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
太
上
道
君
が
説
敎
の
神
格
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

葛
巢
甫
が
作
っ
た
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
な
ど
の
符
と
關
連
す
る
儀
禮
な
ど
の
内
容
は
全
部
『
靈
寶
赤

書
五
篇
眞
文
（
假
）』
に
收
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
（
１
１
）、『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）』

は
「
道
は
言
ふ
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
元
始
赤
書
眞
文

經
』
で
は
、
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
に
對
し
て
説
敎
し
た
と
い
う
新
し
い
説
話
が
考
案
さ
れ
、
「
道

は
言
ふ
」
が
削
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
『
玉
訣
妙
經
』
で
は
、
元
始
天
尊
が
唐
突
に
經
典

の
冒
頭
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
太
上
道
君
の
説
敎
を
記
す
經
典
と
し
て
變
わ
り
が
な
い
の
で
、
陸
修
靜

が
新
た
に
入
れ
た
内
容
は
元
始
天
尊
の
神
格
以
外
に
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

陸
修
靜
が
『
玉
訣
妙
經
』
に
載
せ
る
正
確
な
七
七
二
字
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
六
六
八
字

の
も
の
に
改
竄
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
（
１
２
）
、
陸
修
靜
に
多
少
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
葛
巢
甫
が
作
っ
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
と
比
べ
て
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た

元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
少
な
く
と
も
次
の
三
箇
所
の
内
容
は
陸
修
靜
が
作
っ

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
三
天
と
六
天
の
支
配
の
交
代
と
經
典
の
出
世
と
の
關
係
を

説
く
箇
所
、
第
二
に
、
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
に
説
敎
し
た
説
話
、
第
三
に
、
六
月
齋
や
十
日
齋
な

ど
の
時
節
齋
の
部
分
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
三
箇
所
に
お
け
る
概
念
の
成
立
を
考
察
し
、
そ
れ
が
劉

宋
の
天
師
道
の
思
想
と
經
典
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
檢
證
し
て
み
た
い
。 

 

三
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
見
え
る
諸
觀
念 

 

（
一
）
三
天
と
六
天 

劉
宋
の
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
（
１
３
）
で
は
、
三
天
と
六
天
の
交
代
は
そ
の
中
心
的
な
考

え
の
一
つ
で
あ
る
。
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
も
、
そ
の
考
え
が
見
え
る
が
、
劉
宋
天
師
道
の
「
三

天
」
の
思
想
の
影
響
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

仙
公
系
靈
寶
經
で
は
、
六
天
の
概
念
が
見
え
る
が
、
基
本
的
に
は
魔
の
象
徵
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
が
（
１
４
）
、
劉
宋
の
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
で
は
、
六
天
を
魔
の
象
徵
と
し
て
考
え
て
は

い
な
い
の
で
、
仙
公
系
靈
寶
經
に
見
え
る
六
天
の
概
念
は
直
接
に
「
三
天
」
の
思
想
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
、
三
天
と
六
天
の
支
配
の

交
代
と
經
典
の
出
世
と
の
關
係
が
説
か
れ
て
い
る
。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上
に
は
、 

今
三
天
盩
運
、
六
天
道
行
。
雜
法
開
化
、
當
有
三
萬
六
千
種
道
、
以
釋
來
者
之
心
。
此
法
運
訖
、

三
龍
之
後
、
庚
子
之
年
、
雜
氣
普
消
、
吾
眞
道
乃
行
。
今
且
可
相
付
當
録
於
上
館
、
未
得
行
於

下
世
。 

 
 
 
 

                      
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
六
ｂ
） 

元
始
天
尊
が
太
上
道
君
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
を
説
敎
し
た
時
に
、
い
ま
三
天
の
運
行
が
滯
り
、

六
天
の
道
が
行
わ
れ
る
の
で
、
三
龍
の
後
の
庚
子
の
年
、
雜
氣
が
消
え
た
後
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」

を
世
閒
に
傳
え
る
べ
き
と
い
う
。
こ
の
三
天
と
六
天
の
支
配
の
交
代
に
よ
っ
て
庚
子
の
年
以
後
に
經

典
が
出
世
す
べ
き
と
い
う
豫
言
は
、
陸
修
靜
元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶
經
目
序
」
に
も
載
せ
ら
れ
て
お

り
、「
三
天
」
の
思
想
を
背
景
に
考
案
さ
れ
た
の
で
、
そ
こ
に
見
え
る
三
天
と
六
天
の
觀
念
は
「
三

天
」
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
推
測
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
ず
「
三
天
」
の
思
想
の

成
立
を
簡
單
に
述
べ
、
そ
し
て
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上
に
見
え
る
三
天
と
六
天
の
觀
念
は
「
三

天
」
の
思
想
を
背
景
に
書
か
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

東
晉
の
隆
安
三
年
（
三
九
九
）
末
、
五
斗
米
道
の
信
者
で
あ
る
孫
恩
と
盧
循
は
叛
亂
を
起
こ
し
、

そ
れ
が
東
晉
崩
壞
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
劉
裕
は
孫
恩
と
盧
循
の
叛
亂
を
鎭
壓
し
、
更
に
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桓
玄
や
劉
毅
な
ど
の
ほ
か
の
地
方
勢
力
を
破
り
、
元
熙
二
年
（
四
二
〇
）
に
劉
宋
政
權
を
作
っ
た
。

從
來
の
東
晉
の
五
斗
米
道
の
信
者
た
ち
は
、
劉
宋
政
權
の
鎭
壓
を
免
れ
る
た
め
に
、
自
主
的
に
敎
理

の
改
革
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
從
來
の
五
斗
米
道
と
い
う
呼
び
名
を
捨
て
（
１
５
）
、
信
奉
す
る
道

法
を
正
一
盟
威
の
道
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
劉
宋
の
正
一
盟
威
の
道
の
思
想
と
、
そ
れ
ま
で
の
五
斗

米
道
と
の
最
大
の
區
別
は
、
新
ら
た
に
考
案
さ
れ
た
「
三
天
」
の
思
想
で
あ
る
。「
三
天
」
の
思
想

は
劉
宋
初
期
の
天
師
道
の
道
士
徐
氏
の
『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
に
體
系
的
に
説
か
れ

て
い
る
が
（
１
６
）、
そ
こ
で
は
靈
寶
經
の
出
世
を
劉
裕
政
權
の
成
立
の
靈
瑞
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。 

劉
氏
漢
帝
、
乃
是
龍
精
之
子
。
大
聖
遺
體
、
應
傳
二
十
四
君
、
四
百
餘
年
。
…
…
劉
氏
之
胤
、

有
道
之
體
、
絶
而
更
續
。
天
授
應
圖
、
中
嶽
靈
瑞
二
十
二
璧
、
黃
金
一
䴵
以
證
本
姓
。
九
尾
狐

至
、
靈
寶
出
世
、
甘
露
降
庭
、
三
角
牛
到
、
六
鍾
靈
形
、
巨
獸
雙
象
來
儀
、
人
中
而
食
。
房
廟

之
祇
、
一
皆
罷
廢
、
治
正
以
道
、
蕩
除
故
氣
。
此
豈
非
太
上
之
信
乎
。
宋
帝
劉
氏
、
是
漢
之
苗

冑
、
恆
使
與
道
結
縁
、
宋
國
有
道
多
矣
。 

 
 
 
 
 
 
 
   

 
  

 
 

（
五
ａ
～
九
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
漢
の
王
室
の
劉
氏
は
龍
精
の
子
で
あ
り
、
劉
裕
は
そ
の
漢
の
劉
氏
の
後
裔
と
見

ら
れ
、
皇
帝
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
政
權
の
正
統
性
を
あ
ら
わ
す
應
圖
・

中
嶽
靈
瑞
二
十
二
璧
・
黃
金
一
餠
・
九
尾
狐
・
靈
寶
・
甘
露
・
三
角
牛
・
六
鍾
靈
形
・
巨
獸
雙
象
な

ど
の
樣
々
な
靈
瑞
が
世
に
現
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
靈
瑞
は
『
宋
書
』
卷
二
七
福
瑞
志
に
も
記
さ

れ
て
い
る
が
（
１
７
）
、「
靈
寶
出
世
」
は
劉
宋
の
天
師
道
が
新
た
に
考
案
し
た
靈
瑞
で
あ
り
、
靈
寶

經
が
世
に
出
現
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
１
８
）。 

劉
宋
の
時
期
に
お
け
る
靈
寶
經
の
出
世
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
『
雲
笈
七
籤
』
（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）

卷
四
に
載
せ
る
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
序
」
に
は
、 

迨
於
開
皇
已
後
、
上
皇
元
年
、
元
始
下
敎
、
大
法
流
行
、
衆
聖
演
暢
、
修
集
雜
要
、
以
備
十
部

三
十
六
帙
、
引
導
後
學
、
救
度
天
人
。
上
皇
之
後
、
六
天
運
行
、
衆
聖
幽
昇
、
經
還
大
羅
。 

（
四
ｂ
） 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
始
天
尊
が
説
敎
し
た
後
に
、
六
天
の
統
治
に
入
り
、
元
始

系
靈
寶
經
は
全
部
大
羅
天
に
回
收
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
説
は
ま
さ
に
先
に
擧
げ
た
『
元
始
赤
書
眞

文
經
』
卷
上
の
内
容
と
一
致
す
る
の
で
、
陸
修
靜
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
そ
の
續
き

に
は
、 按

經
言
、
承
唐
之
後
四
十
六
丁
亥
、
其
閒
先
後
庚
子
之
年
、
殀
子
續
黨
於
禹
口
亂
群
、
塡
尸
於

越
川
。
強
臣
稱
覇
、
弱
主
西
播
。
龍
精
之
後
、
續
祚
之
君
、
罷
除
僞
主
、
退
翦
逆
民
、
衆
道
勢

訖
、
此
經
當
行
。 

 
                    

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（
五
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
庚
子
の
年
の
叛
亂
が
鎭
壓
さ
れ
、
龍
精
の
後
・
續
祚
の
君
で
あ
る
劉
裕
が
新
し
い
政
權
を

作
っ
た
後
に
、
元
始
系
靈
寶
經
が
世
に
出
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
東
晉

の
滅
亡
か
ら
劉
宋
政
權
の
成
立
ま
で
の
歷
史
が
、
靈
寶
經
の
出
世
の
背
景
と
さ
れ
て
い
る
。
庚
子
の

年
と
は
、
晉
の
安
帝
の
隆
安
四
年
（
四
〇
〇
）
を
指
し
、
「
殀
子
續
黨
」
と
は
、
隆
安
三
年
（
三
九

九
）
末
に
會
稽
で
叛
亂
を
起
こ
し
た
孫
恩
を
指
す
。
そ
の
後
の
「
強
臣
稱
覇
」
と
は
、
元
興
元
年
（
四

〇
二
）
に
東
晉
の
大
將
桓
玄
も
朝
廷
は
孫
恩
の
叛
亂
に
よ
っ
て
統
治
力
が
弱
く
な
っ
た
時
に
、
叛
亂

を
起
こ
し
た
こ
と
を
指
す
。
桓
玄
は
そ
の
後
、
劉
裕
・
劉
毅
に
敗
れ
、
劉
裕
の
勢
力
は
叛
亂
を
鎭
壓

す
る
う
ち
に
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
王
位
に
對
す
る
野
望
も
出
て
き
て
、
劉
毅
や
司
馬
休
之
を
敗
っ

た
後
に
、
晉
の
恭
帝
を
退
位
さ
せ
、
劉
宋
政
權
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
逆
民
と
は
孫
恩
・

桓
玄
な
ど
叛
亂
を
起
こ
し
た
人
を
指
し
、
僞
主
と
は
晉
の
恭
帝
を
指
す
。  

因
み
に
、「
靈
寶
經
目
序
」
で
は
「
經
に
言
ふ
」
と
見
え
る
が
、
そ
の
經
典
は
『
上
淸
三
天
正
法

經
』
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
（
１
９
）。
た
だ
し
、『
上
淸
三
天
正
法
經
』
で
は
劉
裕
の
政
權
が
豫
言

さ
れ
て
い
る
が
、
靈
寶
經
の
出
世
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
陸
修
靜
は
『
三
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天
内
解
經
』
と
『
上
淸
三
天
正
法
經
』
の
兩
方
を
參
照
し
な
が
ら
、
「
靈
寶
經
目
序
」
を
書
い
た
よ

う
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
に
よ
り
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上
で
は
、
三
天
と
六
天
の
觀
念
は
、
庚
子
の
年

の
豫
言
や
經
典
の
出
世
と
一
緖
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
劉
宋
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
の

影
響
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
に
は
「
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
、
道
中
之
道
。
」
（
五
ｂ
）

と
あ
り
、
劉
宋
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
で
唱
え
た
道
法
の
呼
び
名
で
あ
る
正
一
盟
威
の
道
が
記

さ
れ
て
い
る
。
更
に
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
十
五
日
の
部
分
に
「
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大

道
」
の
神
格
が
見
え
る
が
、
「
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
」
と
は
劉
宋
の
天
師
道
で
の
最
高
の
神

格
で
あ
る
（
２
０
）
。
こ
の
二
點
か
ら
も
、
そ
れ
と
關
連
す
る
部
分
の
作
者
は
「
三
天
」
の
思
想
を

信
奉
し
て
い
る
劉
宋
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

（
二
）
六
月
齋
と
十
日
齋 

六
月
齋
や
十
日
齋
の
觀
念
は
劉
宋
初
期
の
天
師
道
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
２
１
）
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、『
三
洞
珠
囊
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
一
）
卷
五
に
引
か
れ
て
い
る
四
二
〇
年
代
前

半
に
成
立
し
た
劉
宋
初
期
の
天
師
道
經
典
『
太
眞
科
』（
２
２
）
に
は
、 

科
曰
、
凡
一
年
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
、
此
六
月
應
齋
。
又
一
月
之
中
、

一
日
・
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
八
日
・
二
十
九

日
・
三
十
日
、
此
十
日
名
曰
十
直
齋
、
皆
天
神
下
降
、
精
修
得
福
也
。 

 
 

 
 

（
九
ｂ
） 

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
の
六
月
は
齋
月
で
あ
り
、

一
日
・
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
八
日
・
二
十
九
日
・

三
十
日
は
齋
日
で
あ
る
。 

道
敎
經
典
で
は
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
は
基
本
的
に
一
緖
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
兩
者
の

成
立
の
時
期
も
ほ
ぼ
同
時
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
は
、
同
一
の
經
典
に
由

來
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
最
初
に
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
を
記
す
經
典
と
し
て
、

『
旨
敎
經
』
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分

か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
二
つ
の
經
典
の
成
立
年
代
に
關
す
る
見
解
の
違
い
に
由
來
す
る
。 

『
旨
敎
經
』
を
早
期
の
五
斗
米
道
の
敎
法
と
見
て
、
三
國
或
い
は
西
晉
に
成
立
し
た
と
主
張
す
る

意
見
が
あ
る
（
２
３
）
一
方
で
、『
旨
敎
經
』
が
劉
宋
初
期
の
天
師
道
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
反
論
す
る
意
見
も
あ
る
（
２
４
）。
ま
た
、
從
來
の
通
説
で
は
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
が
東
晉
末

頃
に
葛
巢
甫
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
は
、
劉
宋
初
期
の
陸
修
靜
に
敷
述
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。『
旨
敎
經
』
を
三
國
或
い
は
西
晉
に
成
立
し
た
經
典
と
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
は
『
旨
敎
經
』
に
由
來
す
る
こ
と
と
な
る
（
２
５
）。
も
し
、『
旨

敎
經
』
を
劉
宋
初
期
に
成
立
し
た
經
典
と
見
て
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
作

っ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
由
來
す

る
こ
と
と
な
る
（
２
６
）。 

 

筆
者
は
、『
旨
敎
經
』
は
『
三
天
内
解
經
』
以
後
、『
太
眞
科
』
以
前
の
四
二
三
年
頃
に
編
纂
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
（
２
７
）。
ま
た
こ
の
後
に
述
べ
る
如
く
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
の
元
始
天
尊

の
神
格
は
四
二
〇
年
代
前
半
に
成
立
し
た
『
太
眞
科
』
に
由
來
し
て
お
り
、
そ
の
成
立
は
四
二
〇
年

代
後
半
で
あ
る
の
で
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
お
け
る
六
月
齋
や
十
日
齋
な
ど
の
時
節
齋
の
部
分

は
『
旨
敎
經
』
を
參
照
し
て
書
か
れ
た
と
推
測
す
る
。
以
下
、
そ
の
理
由
を
記
し
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
、
六
月
齋
や
十
日
齋
な
ど
の
時
節
齋
の
内
容
は
前
の
「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
や
ほ
か
の
神
符
と
は
あ
ま
り
思
想
的
な
繋
が
り
が
な
い
が
、
『
旨
敎
經
』
は
旨
敎
齋
と

い
う
齋
法
儀
禮
を
記
す
經
典
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
六
月
齋
や
十
日
齋
の
觀
念
が
記
さ
れ
て
い
る
の
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は
よ
り
合
理
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 
特
に
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
の
十
日
齋
の
部
分
に
、
卷
上
の
内
容
と
矛
盾
す
る
箇
所
が
あ

る
。『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上
に
は
、 

五
帝
眞
符
、
以
元
始
同
生
。
舊
文
今
祕
於
玄
都
紫
微
宮
。
侍
眞
五
帝
・
神
官
五
億
萬
人
、
諸
天

皆
一
月
三
朝
眞
文
。 

 
    

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
三
九
ａ
） 

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
眞
た
ち
は
月
に
三
回
玉
京
山
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る
元
始
舊
經

を
朝
禮
す
る
と
い
う
。 

そ
れ
に
對
し
て
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
に
は
、 

元
始
靈
寶
西
北
天
大
聖
衆
・
至
眞
尊
神
・
無
極
大
道
上
帝
・
眞
皇
老
人
、
常
以
月
一
日
上
會
靈

寶
玄
都
西
北
玉
山
紫
微
上
宫
、
奉
齋
朝
天
文
。
…
…
（
以
下
省
略
）    

 
  
 
 
    

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。
天
眞
た
ち
は
十
齋
日
に
、
つ
ま
り
月
に
十
回
元
始
舊
經
を
朝
禮
す
る
と
い
う
。 

天
眞
た
ち
は
月
に
元
始
舊
經
を
朝
禮
す
る
回
數
に
つ
い
て
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』（
Ｈ

Ｙ
一
四
二
七
）
に
は
、 

其
（
玉
京
山
）
山
林
宮
室
、
皆
列
諸
天
聖
衆
名
籍
、
諸
大
聖
帝
王
・
高
仙
眞
人
無
鞅
數
衆
、
一

月
三
朝
其
上
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。
天
眞
た
ち
は
月
に
三
回
元
始
舊
經
が
保
管
さ
れ
て
い
る
玉
京
山
に
朝
禮
す
る
と
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
が
説
い
て
い
る
月
に
十
回
元
始
舊
經
を
朝
禮
す
る
と
い
う

考
え
は
ほ
か
の
靈
寶
經
に
見
え
な
い
の
で
、
恐
ら
く
十
日
齋
の
た
め
に
新
た
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。 

次
の
『
旨
敎
經
』
の
逸
文
か
ら
も
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
が
『
旨
敎
經
』
を
參
照
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
七
八
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

問
曰
、
又
云
靈
照
無
形
、
出
於
眇
莽
、
何
以
知
□
□
靈
照
。 

答
曰
、
注
云
眇
莽
莽
内
幽
冥
。
幽
冥
者
、
至
寂
之
□
也
。
旨
敎
經
曰
、
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
。

故
智
照
之
源
、
生
於
眇
莽
幽
冥
之
内
也
。 

そ
の
答
え
で
は
、『
旨
敎
經
』
か
ら
「
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
」
の
一
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
２

８
）。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
で
は
、
『
旨
敎
經
』
の
「
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
」
の
一
句
は
次
の

よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
原
。
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
、
道
中
之
道
。    

 
   

 
 
  

（
五
ｂ
） 

こ
こ
で
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
が
『
旨
敎
經
』
か
ら
「
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
（
原
）」
の
一
句
を

引
用
し
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
如
く
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
お
け
る
「
正
一
盟
威
太
上
無
爲

大
道
」
の
觀
念
は
劉
宋
天
師
道
が
信
奉
す
る
道
法
の
呼
び
名
で
あ
り
、
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
が
『
旨

敎
經
』
を
引
用
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
２
９
）。 

さ
て
、
な
ぜ
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
劉
宋
の
天
師
道
の
敎
法
と
靈
寶
經
を
結
び
つ
け
、
天
師
道
が
説
い
た
六
月

齋
や
十
日
齋
の
觀
念
に
神
聖
性
を
與
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

『
三
天
内
解
經
』
が
編
纂
さ
れ
た
劉
宋
初
期
か
ら
、
天
師
道
で
は
靈
寶
經
を
自
派
の
經
典
と
し
て

受
け
入
れ
る
動
き
が
既
に
現
れ
て
い
た
。
天
師
道
の
敎
法
を
靈
寶
經
に
關
連
づ
け
る
こ
と
が
、
陸
修

靜
の
よ
う
な
從
來
の
靈
寶
經
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
天
師
道
の
道
士
た
ち
の
仕
事
と
な
っ
た
。『
旨
敎
經
』

と
靈
寶
經
の
な
か
に
は
、
そ
の
よ
う
な
例
は
ほ
か
に
も
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
歴
史
上
、
『
旨

敎
經
』
に
載
せ
る
指
敎
齋
法
は
靈
寶
齋
法
の
原
型
で
あ
る
が
（
３
０
）
、
敎
理
上
、
天
師
が
考
案
し

た
指
敎
齋
法
は
天
上
の
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陸
修
靜
の
『
洞

玄
靈
寶
五
感
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
六
八
）
の
靈
寶
齋
法
の
條
に
は
、
指
敎
齋
法
が
記
さ
れ
て
い
る
（
３

１
）。
つ
ま
り
、
靈
寶
經
の
編
纂
が
進
む
に
つ
れ
、
劉
宋
の
天
師
道
は
天
書
で
あ
る
靈
寶
經
に
自
派
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の
觀
念
や
儀
式
の
神
聖
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
六
月
齋
と
十
日
齋
の
場
合
も
、
天

師
道
に
考
案
さ
れ
た
後
に
、
そ
れ
に
神
聖
性
を
與
え
る
た
め
に
、
陸
修
靜
が
元
始
系
靈
寶
經
の
『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
３
２
）
。 

も
ち
ろ
ん
、
『
旨
敎
經
』
や
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
よ
り
先
に
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
を
説
く

經
典
が
存
在
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
現
存
の
資
料
に
お
い
て
は
、
最
初
に
六
月
齋
と
十

日
齋
の
觀
念
を
説
く
の
は
『
旨
敎
經
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
七
八
に

記
さ
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』
の
逸
文
が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
が
直
接
に
『
旨
敎
經
』
を
參
照
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

因
み
に
、
六
月
齋
と
十
日
齋
以
外
に
、『
旨
敎
經
』
で
は
甲
子
日
齋
・
庚
申
日
齋
・
本
命
日
齋
・

八
節
日
齋
・
三
元
日
齋
・
三
會
日
齋
・
五
臘
日
齋
な
ど
の
時
節
齋
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
『
元
始
赤

書
眞
文
經
』
で
は
三
元
日
齋
・
三
會
日
齋
・
五
臘
日
齋
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
３
３
）
。
三

元
日
齋
・
三
會
日
齋
は
劉
宋
天
師
道
の
敎
法
と
關
係
深
い
時
節
齋
で
あ
り
、
五
臘
日
齋
も
『
三
天
内

解
經
』
で
は
「
唯
聽
五
臘
吉
日
、
祠
家
親
宗
祖
父
母
」（
六
ａ
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
劉
宋
の
天
師

道
の
重
要
な
時
節
齋
で
あ
る
が
、
世
俗
の
齋
日
で
あ
る
た
め
に
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
省
略

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

道
藏
本
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
二
卷
本
『
眞
文
赤
書
』
で
あ
る
が
、
二
卷

本
で
あ
れ
ば
、
卷
下
の
内
容
は
非
常
に
長
い
も
の
と
な
る
が
、
時
節
齋
の
部
分
を
除
け
ば
、
内
容
と

分
量
か
ら
し
て
も
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
二
卷
本
と
し
て
妥
當
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
時
節

齋
の
部
分
は
陸
修
靜
が
後
に
加
え
た
内
容
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

（
三
）
元
始
天
尊 

先
に
述
べ
た
如
く
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
、
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
な
ど
の
神
格
に
「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
を
授
け
た
經
緯
と
内
容
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
元
始
天
尊
と
い
う
神
格
は
（
３
４
）
、

元
始
系
靈
寶
經
で
は
最
高
の
神
格
で
あ
る
が
、
東
晉
中
期
の
上
淸
經
な
ど
劉
宋
以
前
に
成
立
し
た
道

書
に
は
こ
の
神
格
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
で
、
劉
宋
以
後
に
現
れ
た
神
格
で
あ
ろ
う
。 

ま
ず
、
元
始
系
靈
寶
經
に
見
え
る
元
始
天
尊
の
神
格
が
ど
の
よ
う
な
神
格
で
あ
る
か
を
見
て
み
た

い
。
元
始
系
靈
寶
經
の
『
太
上
靈
寶
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
二
三
）
や
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智

慧
罪
根
上
品
大
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
七
）
で
は
元
始
系
靈
寶
經
の
劫
運
觀
が
體
系
的
に
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
道
書
で
の
終
末
論
の
劫
運
觀
と
比
べ
る
と
、
元
始
天
尊
の
登
場
や
龍
漢
・
延
康
・

赤
明
・
開
皇
・
上
皇
の
五
劫
説
が
そ
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。 

例
え
ば
、『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』
に
は
、 

天
尊
告
太
上
道
君
曰
、
龍
漢
之
時
、
我
爲
無
形
常
存
之
君
、
出
世
敎
化
。
…
…
我
過
去
後
、
天

地
破
壞
、
…
…
混
沌
元
期
、
號
爲
延
康
。
逮
至
赤
明
開
光
、
天
地
復
位
、
始
有
陰
陽
、
人
民
備

足
、
而
有
死
生
。
我
又
出
世
、
號
無
名
之
君
、
以
靈
寶
敎
化
、
度
諸
天
人
。
…
…
吾
過
去
後
、

一
劫
之
周
、
天
地
又
壞
、
復
無
光
明
。
五
劫
之
中
、
幽
幽
冥
冥
、
三
氣
混
沌
、
乘
運
而
生
。
逮

至
開
皇
、
靈
寶
眞
文
開
通
三
象
、
天
地
復
位
、
五
文
煥
明
、
日
月
星
宿
、
於
是
朗
曜
、
四
時
五

行
、
陰
陽
而
生
。
我
於
始
靑
天
中
、
號
元
始
天
尊
、
開
張
法
敎
、
成
就
諸
天
。
…
…
至
上
皇
元

年
、
諸
天
男
女
、
形
改
純
樸
、
心
漸
怠
壞
。
恐
至
凋
落
、
正
敎
不
全
。
是
故
、
我
身
國
國
之
造
、

成
就
諸
心
。
我
過
去
後
、
半
劫
之
中
、
來
生
男
女
、
心
當
破
壞
、
轉
相
疑
貳
、
不
信
經
敎
。
…

…
今
説
是
經
、
爲
諸
來
生
、
以
度
可
度
、
善
心
之
人
、
明
受
諦
聽
、
深
憶
我
言
。
太
上
道
君
、

稽
首
受
命
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

            
     

 
   

 
 

(

十
一
ｂ
～
十
四
ａ) 

と
あ
る
。
長
文
で
あ
る
が
、
要
約
し
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
龍
漢
の
劫
に
、

元
始
天
尊
が
無
形
常
存
の
君
と
名
乘
り
、
世
閒
に
現
れ
て
一
切
を
敎
化
し
た
。
そ
の
後
、
宇
宙
が
崩

壞
し
て
、
延
康
の
劫
に
入
っ
た
。
そ
し
て
赤
明
の
劫
に
な
る
と
、
宇
宙
の
秩
序
が
戻
り
、
元
始
天
尊
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が
無
名
の
君
と
稱
し
、
再
び
世
閒
に
現
れ
て
一
切
を
敎
化
し
た
。
そ
の
後
、
宇
宙
が
再
び
崩
壞
し
た
。

開
皇
の
劫
に
な
る
と
、
宇
宙
の
秩
序
が
戻
り
、
元
始
天
尊
が
元
始
天
尊
と
稱
し
て
説
敎
し
た
。
そ
し

て
、
半
劫
の
後
に
、
上
皇
元
年
に
な
る
と
、
人
々
が
墮
落
し
始
め
た
こ
と
を
憂
い
、
元
始
天
尊
は
ま

た
各
國
を
ま
わ
っ
て
人
を
救
濟
し
、
太
上
道
君
に
説
敎
し
た
と
い
う
。
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
罪
根

上
品
大
戒
經
』
で
は
、
右
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

右
の
よ
う
な
元
始
系
靈
寶
經
に
記
さ
れ
て
い
る
元
始
天
尊
の
神
格
や
各
劫
で
異
な
る
名
稱
で
出

世
し
て
度
人
し
た
と
い
う
説
話
は
、
四
二
〇
年
代
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
劉
宋
の
天
師
道
經
典
で
あ
る

『
太
眞
科
』
に
載
せ
る
元
始
天
尊
の
説
話
に
由
來
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
『
雲
笈
七
籤
』
卷
二
に
引

用
さ
れ
て
い
る
『
太
眞
科
』
に
は
、 

    

太
眞
科
云
、
混
洞
之
前
、
道
氣
未
顯
、
於
恍
莽
之
中
、
有
無
形
象
天
尊
、
謂
無
象
可
察
也
。
後

經
一
劫
、
乃
有
無
名
天
尊
、
謂
有
質
可
睹
、
不
可
名
也
。
又
經
一
劫
、
乃
生
元
始
天
尊
、
謂
有

名
有
質
、
爲
萬
物
之
初
始
也
。
極
道
之
宗
元
、
挺
生
乎
自
然
、
壽
無
億
之
數
、
不
始
不
終
、
永

存
綿
綿
。
消
則
爲
氣
、
息
則
爲
人
。
不
無
不
有
、
非
色
非
空
。
居
上
境
爲
萬
天
之
元
、
居
中
境

爲
萬
化
之
根
、
居
下
境
爲
萬
帝
之
尊
。
無
名
可
宗
、
強
名
曰
道
。 

  
 
   

  
 
 

(

四
ａ) 

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
が
混
沌
す
る
状
態
に
あ
る
時
に
、
「
無
形
象
天
尊
」
が
存
在
し
て

お
り
、
一
劫
の
後
に
、「
無
名
天
尊
」
が
現
れ
、
更
に
一
劫
が
經
つ
と
、「
元
始
天
尊
」
が
現
れ
、
萬

物
の
始
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
「
元
始
天
尊
」
と
は
即
ち
道
で
あ
る
と
い
う
。 

 

元
始
系
靈
寶
經
に
載
せ
る
元
始
天
尊
の
説
話
と
比
べ
る
と
、
兩
者
の
い
ず
れ
か
が
、
成
立
時
期
の

早
い
方
を
參
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
太
眞
科
』
に
載
せ
る
元
始
天
尊
の
説
話
の

ほ
う
が
早
く
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
に
、『
太
眞
科
』

に
見
え
る
元
始
天
尊
が
靈
寶
經
と
は
ま
だ
無
關
係
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、『
太
眞
科
』
に
見
え
る

元
始
天
尊
が
出
世
し
て
人
を
救
濟
す
る
と
い
う
よ
う
な
佛
敎
大
乘
主
義
の
影
響
が
見
え
な
い
こ
と
。

第
三
に
、『
太
眞
科
』
で
は
、
劫
の
觀
念
が
あ
る
も
の
の
、
元
始
系
靈
寶
經
が
説
い
て
い
る
龍
漢
な

ど
の
五
劫
の
名
は
ま
だ
見
え
な
い
こ
と
。
第
四
に
、『
太
眞
科
』
で
の
元
始
天
尊
は
道
で
あ
る
が
、

元
始
系
靈
寶
經
で
は
道
は
太
上
道
君
で
あ
り
、
元
始
天
尊
が
そ
れ
よ
り
地
位
の
高
い
神
格
で
あ
る
の

で
、
加
上
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
元
始
系
靈
寶
經
の
元
始
天
尊
の
ほ
う
が
後
に
考
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
。
更
に
、『
太
眞
科
』
で
は
、
上
淸
經
に
關
す
る
内
容
は
少
な
く
な
い
が
、
靈
寶
經
の
存
在

は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
３
５
）。
よ
っ
て
、『
太
眞
科
』
で
の
元
始
天
尊
の
説
話
は
元
始

系
靈
寶
經
に
由
来
す
る
の
で
は
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
う
す
る
と
、
靈
寶
經
が
『
太
眞
科
』
か
ら
元
始
天
尊
の
説
話
を
取
り
入
れ
、
元
始
天
尊
を
元
始

舊
經
を
傳
授
す
る
最
高
の
神
格
と
し
て
太
上
道
君
の
上
に
置
き
、
更
に
龍
漢
な
ど
の
五
劫
の
名
を
考

案
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
が
元
始
系
靈
寶
經

に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

通
説
で
は
、
元
始
系
靈
寶
經
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
實

際
に
は
そ
の
な
か
に
佛
敎
の
大
乘
主
義
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
成
立
時
期
は
東
晉
末
の
隆

安
年
閒
以
前
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
後
に
述
べ
る
如
く
、
四
二
〇
年
代
に
な
っ
て

は
じ
め
て
、
天
師
道
が
佛
敎
の
大
乘
主
義
が
唱
え
た
一
切
を
救
濟
す
る
と
い
う
考
え
を
理
解
し
、『
三

天
内
解
經
』
に
佛
敎
の
大
乘
主
義
の
思
想
を
取
り
入
れ
、
更
に
『
太
眞
科
』
の
元
始
天
尊
と
い
う
神

格
を
一
切
を
救
濟
す
る
最
高
の
神
格
と
し
て
靈
寶
經
に
入
れ
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
元

始
系
靈
寶
經
に
元
始
天
尊
の
神
格
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
に
は
ま
だ
存
在
し
て

お
ら
ず
、
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
が
四
二
〇
年
代
後
半
以
後
靈
寶
經
に
入
れ
た
神
格
で
あ
る
。 

  

以
上
の
よ
う
に
、
元
始
系
靈
寶
經
に
お
け
る
元
始
天
尊
の
神
格
は
『
太
眞
科
』
に
由
來
す
る
が
、

『
太
眞
科
』
に
見
え
な
い
五
劫
説
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
ず
、
五
劫
の
觀
念
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
に
は
、 
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元
始
自
然
赤
書
玉
篇
眞
文
、
開
明
之
後
、
各
付
一
文
安
鎭
五
嶽
。
舊
本
封
於
玄
都
紫
微
宮
。
衆

眞
侍
衞
、
置
立
玄
科
、
有
俯
仰
之
儀
。
至
五
劫
周
末
、
乃
傳
太
上
大
道
君
。 

 
 

（
十
五
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
始
舊
經
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、

五
劫
の
末
に
、
太
上
道
君
に
授
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
序
」

に
は
「
一
劫
之
周
、
又
復
改
運
、
遂
積
五
劫
。」(

『
雲
笈
七
籤
』
卷
四
、
四
ｂ)

と
あ
っ
て
、
そ
こ

で
も
五
劫
の
觀
念
が
見
え
る
。 

 

元
始
系
靈
寶
經
で
は
、
劫
の
名
稱
と
し
て
は
龍
漢
・
延
康
・
赤
明
・
開
皇
・
上
皇
の
五
つ
に
見
え

る
の
で
、
そ
れ
が
五
劫
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
推
測
は
後
の
靈
寶
經
關
係
の
經
典
か
ら
も
確

認
で
き
る
。
例
え
ば
、
唐
・
閭
丘
方
遠
『
太
上
洞
玄
靈
寶
大
綱
鈔
』
（
Ｈ
Ｙ
三
九
三
）
に
は
、 

大
道
既
分
離
爲
五
行
、
流
爲
五
劫
。
每
至
劫
終
劫
初
、
大
聖
出
世
、
垂
敎
説
經
、
以
度
天
人
。

所
謂
五
劫
者
、
龍
漢
木
劫
、
赤
明
火
劫
、
延
康
金
劫
、
開
皇
水
劫
、
上
皇
土
劫
。
皆
周
而
復
始 

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
五
劫
と
は
龍
漢
・
延
康
・
赤
明
・
開
皇
・
上
皇
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。 

 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
、
大
小
劫
と
は
大
小
陽
九
と
大
小
百
六
を
指
す
が
、
こ
の
陽
九
と
百

六
と
い
う
觀
念
は
前
漢
・
劉
歆
『
三
統
曆
』
に
由
來
し
、
東
晉
初
期
に
成
立
し
た
原
本
『
太
上
靈
寶

五
符
序
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
劫
と
し
て
の
陽
九
と
百
六
は
道
敎
經
典
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
（
３
６
）。
元
始
系
靈
寶
經
に
見
え
る
龍
漢
・
延
康
・
赤
明
・
開
皇
・
上
皇
と
い
う
五
劫
説
は
、

大
小
劫
と
し
て
の
大
小
陽
九
と
大
小
百
六
の
後
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
の
編

纂
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
四
二
〇
年
代
後
半
以
後
に
成
立
し
た
劫
運
觀
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

四
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係 

 

靈
寶
經
研
究
の
通
説
で
は
、
靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
を
推
測
す
る
に
は
、
『
眞
誥
』
卷
十
九

の
「
葛
巢
甫
造
構
靈
寶
、
風
敎
大
行
。」（
十
一
ｂ
）
と
い
う
記
載
が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、

葛
巢
甫
が
造
構
し
た
「
靈
寶
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
葛
巢
甫
が
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
を
造
構
し
た
と
い
う
の
は
、

あ
く
ま
で
も
現
在
の
研
究
者
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
『
眞
誥
』
卷
二
十
で
は
、
靈
寶
經
の
成
立
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
重
要
な
記
載
が

あ
る
。 楊

書
靈
寶
五
符
一
卷
、
本
在
句
容
葛
粲
閒
。
泰
始
某
年
、
葛
以
示
陸
先
生
。
陸
既
敷
述
眞
文
赤

書
・
人
鳥
五
符
等
、
敎
授
施
行
已
廣
、
不
欲
復
顯
出
奇
迹
。
因
以
絹
物
與
葛
請
取
、
甚
加
隱
閉
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
楊
（
羲
）
書
靈
寶
五
符
」
は
も
と
も
と
葛
粲
の
所
に
あ
り
、
葛
粲
は
こ
の
「
楊

書
靈
寶
五
符
」
を
陸
修
靜
に
見
せ
た
が
、
陸
修
靜
は
既
に
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の

經
典
を
敷
述
し
て
い
た
の
で
、「
楊
書
靈
寶
五
符
」
に
抵
抗
を
感
じ
、
絹
を
出
し
て
そ
れ
と
交
換
し
、

隱
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

從
來
の
研
究
で
は
、
卷
二
十
の
記
載
に
關
し
て
は
、
一
般
的
に
は
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人

鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶
經
を
人
々
に
傳
授
し
て
い
た
と
解
釋
さ
れ
て
い
る
（
３
７
）
が
、
そ
の
解
釋

は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

「
敷
述
」
と
は
、
敷
演
・
撰
述
の
意
味
で
あ
る
。
『
三
國
志
』
蜀
書
卷
十
五
楊
戲
傳
に
載
せ
る
贊

秦
子
勅
に
は
、「
司
農
性
才
、
敷
述
允
章
、
藻
麗
辭
理
、
斐
斐
有
光
。」
（
３
８
）
と
あ
っ
て
、
秦
子

勅
が
書
い
た
文
章
が
素
晴
ら
し
い
と
贊
美
す
る
の
を
見
れ
ば
、
「
敷
述
」
と
は
明
ら
か
に
文
章
を
撰

述
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、『
眞
誥
』
卷
二
十
で
は
、
陸
修
靜
が
經
典
の
全
て
の
内
容
を
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作
っ
た
の
で
は
な
く
、
既
存
の
經
典
に
基
づ
い
て
新
し
い
經
典
を
編
纂
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
、
敷
述
の
「
敷
」
の
字
の
意
味
に
注
目
し
た
い
。
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶

齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
の
經
典
名
に
關
し
て
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
の
『
無
上
黃
籙
大
齋
立
成
儀
』
（
Ｈ

Ｙ
五
〇
八
）
卷
十
六
に
は
、「
太
極
眞
人
演
經
文
而
著
齋
戒
威
儀
之
訣
、
陸
天
師
摭
經
訣
而
撰
齋
謝

戒
罰
之
儀
。」（
二
十
ａ
）
と
あ
っ
て
、
太
極
眞
人
が
天
上
の
靈
寶
經
の
内
容
に
基
づ
い
て
齋
戒
威
儀

の
要
訣
を
編
纂
し
、
陸
修
靜
が
更
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
齋
謝
戒
罰
の
科
儀
を
作
っ
た
と
い
う
。
『
太

極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
の
經
典
名
に
お
け
る
「
敷
」
の
字
は
敷
演
の
意
味
で
あ
り
、

『
眞
誥
』
卷
二
十
に
お
け
る
敷
述
の
意
味
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
敷
演
の
用
例
に
つ

い
て
は
、『
三
國
志
』
魏
書
卷
二
十
五
に
は
、
「
自
古
帝
王
所
以
神
明
其
政
、
變
民
耳
目
。
故
三
春

稱
王
、
明
三
統
也
。
於
是
敷
演
舊
章
、
奏
而
改
焉
。
」
（
３
９
）
と
あ
り
、
『
晉
書
』
卷
九
十
五
鳩

摩
羅
什
傳
に
は
「
羅
什
雅
好
大
乘
、
志
在
敷
演
。
常
歎
曰
、
吾
若
著
筆
作
大
乘
阿
毗
曇
、
非
迦
旃
子

比
。」
（
４
０
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
敷
述
の
同
義
語
と
し
て
の
敷
演
と
は
、
從
來
の
も

の
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
を
意
味
し
、
從
來
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
傳
授
す
る
と
い
う
意

味
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

梁
の
武
帝
末
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
卷
四
の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」

に
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
經
典
名
が
「
太
上
洞
玄
靈
寶
五
篇
眞
文
赤
書
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
同
じ
梁
の
陶
弘
景
の
『
眞
誥
』
で
の
『
眞
文
赤
書
』
と
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
指
す
に

違
い
あ
る
ま
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
や
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）』
は

葛
巢
甫
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
眞
文
赤
書
』
と
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

作
っ
た
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

ま
た
、
『
人
鳥
五
符
』
と
は
、
劉
宋
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
か
ら
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
ま
で

の
閒
に
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
經
典
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
４
１
）
。
靈
寶
五
符
は
傳
授
の
途
上
で
、

幾
つ
か
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
五
符
經
を
生
じ
た
が
、
『
人
鳥
五
符
』
は
五
符
經
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る
。
陶
弘
景
が
『
眞
誥
』
の
中
で
「
楊
書
靈
寶
五
符
」
や
「
人
鳥
五
符
」
と
い
う
表
現

を
取
っ
た
の
も
、
楊
羲
が
残
し
た
五
符
經
と
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
五
符
經
と
區
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

陶
弘
景
が
陸
修
靜
の
敷
述
し
た
五
符
經
を
「
人
鳥
五
符
」
と
呼
ぶ
の
は
、
陸
修
靜
が
人
鳥
山
の
眞
形

圖
に
關
す
る
内
容
を
東
晉
末
期
の
三
卷
本
の
五
符
經
（
道
藏
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に
相
當
す
る
）

に
加
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
陶
弘
景
が
『
眞
文
赤
書
』
と
『
人
鳥
五
符
』
の
二
つ
の
經
典
名
し
か
擧

げ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
に
「
等
」
の
字
が
あ
る
の
で
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
經
典
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
陶
弘
景
が
い
う
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
經
典
は
、
み
な
陸
修
靜
の
「
靈

寶
經
目
」
に
載
せ
る
靈
寶
經
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
眞
文
赤
書
』
は
即
ち
元
始
系
靈
寶
經
の

一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
相
當
し
、
『
人
鳥
五
符
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に

お
け
る
新
經
の
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
『
太
上
洞
玄
靈
寶
天
文
五
符
經
序
』
に
相
當
す
る
（
４
２
）

か
ら
で
あ
る
。
陶
弘
景
は
そ
の
二
つ
の
經
典
を
代
表
と
し
て
擧
げ
て
、
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に

載
せ
る
靈
寶
經
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

陸
修
靜
は
元
嘉
十
四
年
に
「
靈
寶
經
目
」
を
編
纂
し
、
當
時
の
五
十
五
卷
の
靈
寶
經
を
選
別
し
、

眞
經
と
認
め
ら
れ
た
も
の
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
陸
修
靜
が
「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ

る
靈
寶
經
の
編
者
で
あ
る
こ
と
は
閒
違
い
な
い
が
、
陸
修
靜
が
自
ら
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
こ

と
が
あ
ろ
う
か
。
ま
た
陶
弘
景
は
、「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
靈
寶
經
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
も
の
、

つ
ま
り
從
來
の
靈
寶
經
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
歴
史
の
事
實
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

「
靈
寶
經
目
序
」
で
は
、
陸
修
靜
は
靈
寶
經
の
僞
經
が
橫
行
す
る
狀
況
を
見
て
、
僞
經
を
作
っ
た
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者
を
強
く
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
陸
修
靜
が
絶
對
僞
經
を
作
ら
ず
、
た
だ
經
典
の
眞
僞
を

選
別
し
た
だ
け
と
い
う
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
『
眞
誥
』
で
陸
修
靜
が
上
淸
經

を
僞
造
す
る
王
靈
期
と
同
じ
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經

を
僞
造
す
る
人
を
批
判
す
る
の
は
、
恐
ら
く
自
分
が
敷
述
し
た
靈
寶
經
を
世
に
賣
り
込
む
た
め
で
あ

ろ
う
。
あ
る
意
味
で
、
最
初
に
一
連
の
靈
寶
經
を
造
構
し
た
葛
巢
甫
は
東
晉
中
期
頃
に
上
淸
經
を
作

っ
た
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
に
相
當
し
、
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
を
敷
演
し
た
陸
修
靜
は
從
來
の

上
淸
經
を
利
用
し
て
僞
經
を
作
っ
た
王
靈
期
に
相
當
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
無
論
、
實
際
に
は
陸
修

靜
が
靈
寶
經
を
敷
述
し
た
時
に
、
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
だ
け
で
な
く
、
當
時
流
布
し
て
い
た

僞
經
も
參
照
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

陶
弘
景
の
『
眞
誥
』
で
は
、
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
が
殘
し
た
眞
經
の
傳
授
の
系
譜
や
當
時
の
僞
經

の
情
況
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
對
照
的
に
、
陸
修
靜
は
彼
の
持
っ
て
い
る
靈
寶
經

が
誰
か
ら
授
か
っ
た
も
の
な
の
か
、
或
い
は
自
分
の
師
は
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一
切

言
及
し
な
い
。
も
し
、
陸
修
靜
が
葛
巢
甫
の
靈
寶
經
を
そ
の
ま
ま
復
元
す
る
た
め
に
靈
寶
經
を
整
理

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
自
分
が
葛
巢
甫
か
ら
靈
寶
經
の
眞
經
を
授
か
っ
た
こ
と
、
或
い
は
自
分
が

葛
巢
甫
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
つ
ま
り
葛
巢
甫
の
こ
と
を
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
「
靈
寶
經
目
序
」
に
は
「
新
舊
五
十
五
卷
、
學
士
宗
竟
（
「
稟
」
）
（
４
３
）
、
鮮
有
甄
別
。

余
先
未
悉
、
亦
是
求
者
一
人
。
既
加
尋
覽
、
甫
悟
參
差
。
」
（
五
ａ
～
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
陸
修
靜
が

自
分
も
靈
寶
經
を
求
め
る
一
人
の
學
士
に
過
ぎ
ず
、
最
初
は
靈
寶
經
の
眞
僞
を
分
別
す
る
能
力
を
持

っ
て
い
な
か
っ
た
と
素
直
に
述
べ
て
い
る
。
も
し
、
陸
修
靜
が
陶
弘
景
の
よ
う
に
最
初
か
ら
い
わ
ゆ

る
眞
經
を
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
世
閒
の
五
十
五
卷
の
經
典
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
眞
僞
を
判
斷

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
初
か
ら
眞
僞
が
混
雜
す
る
靈
寶
經
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
場
合
は
、
そ

の
後
の
選
別
は
自
分
の
判
斷
に
よ
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。 

實
際
に
は
、
陸
修
靜
は
靈
寶
經
だ
け
で
は
な
く
、
當
時
の
上
淸
經
を
積
極
的
に
收
集
し
た
こ
と
も

あ
る
（
４
４
）
。
た
だ
し
、
陸
修
靜
の
經
典
は
明
白
な
傳
授
の
系
譜
が
な
く
、
絹
を
出
し
て
經
典
と

交
換
す
る
と
い
う
よ
う
な
い
わ
ば
不
正
な
手
段
で
經
典
を
入
手
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、

陸
修
靜
は
自
分
の
師
に
つ
い
て
何
も
い
わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
「
楊
書
靈
寶
五
符
」
の
例
の

よ
う
に
、
陸
修
靜
は
ほ
か
の
人
が
持
っ
て
い
る
經
典
を
排
除
し
、
自
己
が
敷
述
し
た
經
典
の
み
を
傳

授
さ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
陸
修
靜
の
經
典
の
整
理
や
傳
授
は
陶
弘
景

と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
お
り
、
陸
修
靜
が
傳
授
し
た
靈
寶
經
は
葛
巢
甫
の
時
期
の
靈
寶
經
そ
の
ま

ま
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
こ
で
劉
宋
の
天
師
道
が
靈
寶
經
を
取
り
入
れ
、
更
に
陸
修
靜
が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
は
じ

め
と
す
る
元
始
系
靈
寶
經
を
敷
述
し
た
經
緯
を
見
て
み
た
い
。
劉
宋
成
立
直
後
に
編
纂
さ
れ
た
天
師

道
經
典
で
あ
る
『
三
天
内
解
經
』
卷
下
に
は
、「
大
乘
之
學
、
當
怡
心
恬
寂
、
思
眞
注
玄
、
外
若
空

虚
、
内
若
金
城
、
香
以
通
氣
。
口
以
忘
言
、
慈
心
衆
生
、
先
念
度
人
、
後
自
度
身
。
」
（
三
ａ
～
ｂ
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
三
天
内
解
經
』
は
度
人
を
重
視
す
る
大
乘
主
義
の
影
響
を
受
け
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
大
乘
主
義
は
靈
寶
經
で
は
な
く
、
佛
敎
に
由
來
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
大
乘
の
修
行
に
つ
い
て
は
、『
三
天
内
解
經
』
に
は
「
道
士
大
乘
學
者
、

則
常
思
身
中
眞
神
形
象
、
衣
服
綵
色
、
導
引
往
來
、
如
對
神
君
。
無
暫
時
有
輟
、
則
外
想
不
入
、
神

眞
來
降
、
心
無
多
事
。
」（
四
ｂ
）
や
「
大
乘
之
學
、
受
氣
守
一
、
寶
爲
身
資
」
（
五
ａ
）
と
あ
り
、

存
思
や
守
一
な
ど
東
晉
の
上
淸
經
が
重
視
す
る
道
術
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
靈
寶
經
特
有
の
修
行
へ

の
言
及
が
見
え
な
い
。
ま
た
、
『
三
天
内
解
經
』
で
は
沙
門
や
佛
法
は
小
乘
の
類
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
か
ら
『
三
天
内
解
經
』
の
作
者
は
佛
敎
を
意
識
し
て
そ
れ
を
書
い
た
こ
と
を
伺
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
『
三
天
内
解
經
』
に
見
え
る
大
乘
主
義
は
佛
敎
に
由
來
す
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。 
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四
二
〇
年
代
初
期
の
天
師
道
は
既
に
佛
敎
の
大
乘
主
義
を
受
け
入
れ
、
更
に
靈
寶
經
を
自
派
の
經

典
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
當
時
流
布
し
て
い
た
靈
寶
經
は
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
も

の
で
あ
り
、
大
乘
主
義
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
元
始
系
靈
寶
經
は
ま
た
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
『
三
天
内
解
經
』
で
は
靈
寶
經
と
大
乘
主
義
を
尊
ぶ
傾
向
が
確
立
し
た
の
で
、
そ
の

後
の
四
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
は
大
乘
經
典
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

始
め
た
。『
太
眞
科
』
に
お
け
る
元
始
天
尊
は
一
切
を
救
濟
す
る
最
高
の
神
格
と
し
て
靈
寶
經
に
入

れ
ら
れ
、
元
始
天
尊
は
五
劫
に
亙
っ
て
元
始
舊
經
を
説
敎
し
て
人
を
救
濟
す
る
と
い
う
説
話
が
天
師

道
の
道
士
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
。
そ
の
説
話
に
基
づ
い
て
、
陸
修
靜
は
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶

經
を
元
始
系
靈
寶
經
に
敷
述
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
、
陸
修
靜
を
中
心
と
す
る
天
師
道
の
道
士
に
お
け
る
元
始
系
靈
寶
經
の
敷
述
は
二
つ
の
段

階
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
陸
修
靜
の
元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶
經
目
序
」
に
は
「
十
部
舊
目
、
出
者
三

分
」（
４
５
）
と
あ
っ
て
、
出
世
し
た
元
始
舊
經
は
三
十
六
卷
の
十
分
の
三
に
過
ぎ
ず
、
即
ち
十
一

卷
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
泰
始
七
年
の
「
靈
寶
經
目
」
に
な
る
と
、
出
世

し
た
元
始
舊
經
は
二
十
一
卷
に
增
え
た
。
無
論
、
陸
修
靜
の
十
分
の
三
の
數
字
は
嚴
密
に
計
算
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
大
過
な
か
ろ
う
。 

四
四
〇
年
前
後
に
書
か
れ
た
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
）（
４
６
）
の

「
太
上
靈
寶
授
度
儀
表
」
に
よ
れ
ば
、
當
時
陸
修
靜
に
眞
經
と
認
定
さ
れ
た
新
經
と
舊
經
は
合
わ
せ

て
三
十
五
卷
あ
る
が
、
泰
始
七
年
の
「
靈
寶
經
目
」
に
お
け
る
新
經
と
舊
經
が
合
計
三
十
五
卷
或
い

は
三
十
六
卷
と
い
う
記
載
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
が
成
立

す
る
前
の
四
四
〇
年
前
後
に
出
世
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
元
始
舊
經
は
二
十
一
卷
に
增
え
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
增
え
た
十
卷
の
元
始
舊
經
の
う
ち
、
二
卷
は
仙
公
系
靈
寶
經
『
太
上
洞
玄
靈
寶

眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』（
４
７
）
と
『
太
上
無
極
大
道
自
然
眞
一
五
稱
符
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
六
七
一
）
と

對
應
し
て
お
り
、
も
う
一
卷
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と
對
應
し
て
い
る
。
南
朝
本
『
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
唐
の
初
期
頃
に
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
と
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

（
４
８
）
が
、
そ
の
南
朝
本
は
特
殊
な
經
典
で
あ
り
、
典
型
的
な
元
始
系
靈
寶
經
で
は
な
く
、
仙
公

系
靈
寶
經
で
も
な
く
、
太
上
道
君
が
説
い
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
形
式
上
舊
い
よ
う
に
見
せ
か
け

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
經
典
は
元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶
經
目
」
で
は
、
元
始
舊
經
と
對
應
し

て
お
ら
ず
、
後
に
出
世
し
た
元
始
舊
經
の
數
が
足
り
な
い
の
で
、
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
殘
り
の
七
卷
は
、
元
嘉
十
四
年
以
後
に
敷
述
さ
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
と
對
應

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
う
す
る
と
、「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
の
敷
述
は
二
つ

の
段
階
が
あ
っ
て
、
四
二
〇
年
代
後
半
か
ら
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
ま
で
に
、
十
二
卷
の
元
始
舊

經
と
對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
が
敷
述
さ
れ
、
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
か
ら
四
四
〇
年
前
後
ま
で

に
七
卷
の
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
が
敷
述
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
二

段
階
を
經
て
成
立
し
た
元
始
系
靈
寶
經
の
内
容
の
多
く
は
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
に
既
に
存

在
し
て
い
て
、
元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
舊
目
に
は
對
應
す
る
舊
經
の
經
典
名
は
既

に
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。 

さ
て
、
第
一
段
階
と
第
二
段
階
に
敷
述
さ
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
は
ど
の
經
典
で
あ
ろ
う
か
。
元
始

系
靈
寶
經
の
内
容
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
第
一
段
階
に
敷
述
さ
れ
た
の
は
次
の
十
一
卷
の
元
始
舊
經
と

對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
で
あ
る
（
４
９
）
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
眞
文
赤
書
」
一
卷
：『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』 

「
赤
書
玉
訣
」
二
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』 

「
九
天
生
神
章
」
一
卷
：『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
一
八
） 

「
諸
天
内
音
玉
字
」
一
卷
：『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
（
Ｈ
Ｙ
九
七
） 
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「
威
儀
自
然
」
二
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
金
籙
簡
文
三
元
威
儀
自
然
眞
一
經
』 

「
明
眞
科
」
一
卷
：『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』
（
Ｈ
Ｙ
一
四
〇
〇
） 

「
本
業
上
品
」
一
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
（
５
０
） 

「
無
量
度
人
上
品
」
一
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
無
量
度
人
上
品
妙
經
』（
５
１
） 

「
諸
天
靈
書
度
命
」
一
卷
：『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』 

第
二
段
階
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
次
の
七
卷
の
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
で
あ
ろ
う
。 

「
空
洞
靈
章
」
一
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
空
洞
靈
章
』 

「
智
慧
上
品
大
戒
」
三
卷
の
二
卷
：
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
經
』
と
『
太
上
洞

眞
智
慧
上
品
大
誡
』（
Ｈ
Ｙ
一
七
七
） 

「
智
慧
定
志
通
微
」
一
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
定
志
通
微
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
五
） 

「
滅
度
五
練
生
尸
」
一
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度
五
錬
生
尸
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
六
九
） 

「
三
元
戒
品
」
一
卷
：『
太
上
洞
玄
靈
寶
三
元
品
戒
功
德
輕
重
經
』
（
５
２
） 

「
二
十
四
生
圖
」
一
卷
：『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
） 

こ
こ
で
は
、
第
一
段
階
に
編
纂
さ
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
を
『
赤
書
眞
文
天
書
經
』
な
ど
と
認
定
す

る
理
由
に
つ
い
て
簡
單
に
説
明
し
て
み
た
い
。 

「
眞
文
赤
書
」
と
「
赤
書
玉
訣
」
は
元
始
舊
經
で
は
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

記
す
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
や
『
玉
訣
妙
經
』
は
當
然
第
一
段
階
に
敷
述
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。「
九

天
生
神
章
」
で
重
視
さ
れ
て
い
る
九
天
の
觀
念
は
、『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
で
は
見
ら
れ
る
が
、
後

の
元
始
系
靈
寶
經
で
は
六
天
・
三
天
・
三
十
二
天
な
ど
の
觀
念
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
九

天
の
觀
念
を
重
視
す
る
『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』
は
比
較
的
に
早
く
成
立
し
た
經
典
で
あ

ろ
う
。『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
で
は
、
三
十
二
天
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

『
太
上
洞
玄
靈
寶
空
洞
靈
章
』
の
も
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
（
５
３
）、『
元
始
無

量
度
人
上
品
妙
經
』
や
『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度
五
錬
生
尸
妙
經
』
に
も
「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
は
早
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。『
太
上
洞
玄
靈
寶
金
籙
簡
文
三
元
威
儀
自
然
眞
一
經
』
と
對
應
す
る
「
威
儀
自
然
」、

即
ち
黃
金
二
籙
は
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
で
は
數
箇
所
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

容
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
の
で
、
第
一
段
階
に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
洞

玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』
に
載
せ
る
儀
禮
は
、
靈
寶
齋
法
の
金
籙
齋
法
や
黄
籙
齋
法
の

原
型
で
あ
り
、
齋
法
儀
禮
を
載
せ
る
元
始
系
靈
寶
經
と
し
て
は
成
立
の
時
期
が
早
い
も
の
と
推
測
さ

れ
る
（
５
４
）。『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
で
は
、
阿
丘
會
と
南
極
尊
神
の
本
行
因
緣

が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
元
始
系
靈
寶
經
の
『
玉
訣
妙
經
』
卷
下
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
が
『
玉
訣
妙
經
』
よ
り
先
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。『
太
上
洞
玄
靈
寶
無
量
度
人
上
品
妙
經
』
で
は
、『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
に
共

通
す
る
内
容
が
多
く
、
特
に
最
後
「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
作
者

と
成
書
の
時
期
は
『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
に
近
い
と
推
測
さ
れ
る
。
『
太
上
諸
天
靈
書

度
命
妙
經
』
で
は
、
『
太
眞
科
』
を
參
照
し
、
初
め
て
元
始
天
尊
が
各
劫
に
出
世
し
て
人
を
救
濟
し

た
こ
と
を
詳
し
く
記
し
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
經
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
靈

寶
經
目
序
」
も
そ
れ
を
參
照
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
第
一
段
階
に
編
纂
さ
れ
た
經
典

で
あ
ろ
う
。 

陸
修
靜
が
元
嘉
十
四
年
に
「
靈
寶
經
目
」
を
編
纂
し
て
か
ら
、
靈
寶
經
の
傳
授
は
既
に
陸
修
靜
を

は
じ
め
と
す
る
天
師
道
の
道
士
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
第
二
段
階
に
作
ら
れ
た

元
始
系
靈
寶
經
の
作
者
は
當
然
陸
修
靜
を
中
心
と
す
る
天
師
道
の
道
士
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
５
５
）。 

元
嘉
十
四
年
の
「
靈
寶
經
目
」
と
泰
始
七
年
の
「
靈
寶
經
目
」
を
比
べ
る
と
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
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數
が
減
り
、
元
始
系
靈
寶
經
の
數
が
增
え
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
５
６
）
。
こ
の
傾
向

か
ら
、
天
師
道
の
道
士
が
一
部
の
仙
公
系
靈
寶
經
を
元
始
系
靈
寶
經
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
段
階
に
作
ら
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
は
仙
公
系
靈
寶
經
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
作

ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
が
あ
る
が
、
第
一
段
階
に
作
ら
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
で
も
仙
公
系
靈

寶
經
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
段
階
に
作
ら
れ
た
元
始
系
靈
寶
經

は
簡
單
に
そ
の
違
い
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
じ
道
流
が
作
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま
り
、
葛
巢
甫
が
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
の
よ
う
な
元
始
系
靈
寶
經
の
原
型
と
な
る
靈

寶
經
を
造
構
し
、
陸
修
靜
を
は
じ
め
と
す
る
天
師
道
の
道
士
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
元
始
赤
書
眞
文

經
』
の
よ
う
な
元
始
系
靈
寶
經
を
敷
述
し
た
と
推
測
で
き
る
。 

「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
靈
寶
經
だ
け
で
は
な
く
、
元
始
舊
經
で
あ
る
十
部
妙
經
の
經
目
、
つ
ま

り
舊
目
も
陸
修
靜
に
改
め
ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
靈
寶
經
目
」
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
舊
目
を
葛
巢
甫
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
陸
修
靜
が
陶
弘
景
の
よ
う
に

從
來
の
經
典
や
經
目
を
忠
實
に
復
元
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
既
に
述
べ
た

如
く
、
彼
が
目
録
に
載
せ
て
い
る
靈
寶
經
や
經
目
を
葛
巢
甫
が
授
け
た
そ
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
つ
ま
り
、
「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
舊
目
は
陸
修
靜
が
當
時
存
在
し
て
い
た
舊

目
や
靈
寶
經
の
經
典
名
に
基
づ
い
て
最
終
的
に
編
纂
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
元
始
舊
經
で
あ
る
十
部
妙
經
の
經
目
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
言
い
換
え
れ

ば
、
何
を
も
っ
て
そ
の
經
典
名
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
主
に
「
靈
寶
經
目
」
に
記

さ
れ
て
い
る
新
經
、
具
體
的
に
い
う
と
、
東
晉
末
期
に
成
立
し
た
三
卷
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
と

劉
宋
初
期
頃
に
存
在
し
て
い
た
仙
公
系
靈
寶
經
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

三
卷
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
の
實
際
の
成
立
年
代
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
經
典
で

は
一
番
早
い
の
で
、
葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
、
及
び
劉
宋
の
天
師
道
が
敷
述
し
た
靈
寶
經
の
思

想
の
源
流
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
で
は
、
既
に
次
の
よ
う
な
天
書
の
概
念
が
見
え
る
。 

更
撰
眞
靈
之
玄
要
、
集
天
宮
之
寶
書
、
差
次
品
第
、
分
別
所
修
行
。
五
色
定
其
方
面
、
名
其
帝

號
太
上
。
本
名
爲
靈
寶
五
符
天
文
、
藏
於
玄
臺
之
中
、
堅
石
之
碽
、
古
紅
切
隱
於
苗
山
之
岫
、

萬
年
一
出
、
以
示
不
朽
。
其
一
通
書
以
南
和
丹
繒
、
隱
齋
於
蒙
籠
之
丘
、
訖
封
以
金
英
之
函
、

印
以
玄
都
之
章
、
命
川
澤
水
神
以
付
震
水
洞
室
之
君
、
須
三
千
之
會
、
當
傳
與
水
師
傅
伯
長
。

其
石
碽
之
文
、
乃
待
大
劫
一
至
、
而
宣
之
耳
。 

 
 
 
 
 

 
   

  
   

 
 
 

（
六
ｂ
） 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
靈
寶
五
符
は
本
來
天
宮
の
玄
臺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
寶
書
で
あ
り
、
後
に
一
部
が

蒙
籠
の
丘
に
隱
さ
れ
、
大
劫
の
時
に
出
世
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
靈
寶
五
符
が
天
宮
に
保
管
さ

れ
て
い
る
經
典
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
の
人
が
十
部
妙
經
の
經
目
を
作
る
時
に
、
『
太
上
靈
寶
五

符
序
』
の
内
容
を
參
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
載
せ
る
内
容
と
對
應
す
る
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る

十
部
妙
經
の
經
典
の
名
を
考
案
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
や
『
玉
訣
妙
經
』
で
は
、
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に
共

通
す
る
内
容
が
多
く
、『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
か
ら
の
着
想
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
太

上
靈
寶
五
符
序
』
が
そ
の
舊
目
に
お
け
る
經
典
名
の
由
來
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

更
に
、
舊
目
に
載
せ
る
「
諸
天
内
音
玉
字
」
の
經
典
名
は
、
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
に
載
せ

る
「
皇
人
太
上
眞
一
經
諸
天
名
」
に
由
來
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
に
、

「
皇
人
太
上
眞
一
經
諸
天
の
名
」
で
あ
れ
、
「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
で
あ
れ
、
み
な
祕
篆
文
で
書

か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
、「
皇
人
太
上
眞
一
經
諸
天
の
名
」
は
皇
人
が
黃
帝
軒
轅
に
授
け
た

も
の
で
あ
り
、「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
も
天
眞
皇
人
が
注
解
し
て
太
上
道
君
に
授
け
て
い
る
の
で
、

神
格
か
ら
も
兩
者
の
密
接
な
關
係
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
（
５
７
）。 

  

ほ
か
に
は
、
舊
目
に
載
せ
る
「
未
出
」
と
記
さ
れ
て
い
る
經
典
名
の
な
か
で
も
、
『
太
上
靈
寶
五
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符
序
』
の
内
容
の
啓
發
を
受
け
て
考
案
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
大
小

劫
」
や
「
八
威
召
龍
經
」
や
「
導
引
三
光
日
月
星
」
や
「
藥
品
」
や
「
芝
品
」
の
經
典
名
が
擧
げ
ら

れ
る
。
大
小
劫
の
觀
念
や
八
威
召
龍
策
文
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
卷
下
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
導

引
三
光
日
月
星
は
卷
上
の
「
夏
禹
授
鍾
山
眞
人
食
日
月
星
の
法
」
を
、
藥
品
と
芝
品
は
卷
中
の
草
木

の
處
方
を
連
想
さ
せ
る
。 

次
に
、
次
の
六
つ
の
舊
目
に
お
け
る
經
典
名
は
、
劉
宋
初
期
頃
存
在
し
て
い
た
仙
公
系
靈
寶
經
の

經
典
名
を
參
照
し
て
考
案
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
一
に
「
智
慧
上
品
大
戒
」
の
經
典
名
は
仙
公

系
靈
寶
經
の
『
太
上
消
魔
寶
身
安
志
智
慧
本
願
大
戒
上
品
』
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
「
靈
寶
經

目
」
に
載
せ
る
仙
公
系
靈
寶
經
の
經
典
名
に
お
け
る
消
魔
の
觀
念
（
５
８
）
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
そ

の
經
は
本
來
上
淸
經
の
色
が
強
か
っ
た
早
期
の
靈
寶
經
で
あ
り
、
現
本
で
は
上
淸
經
の
内
容
が
少
な

い
の
は
、
陸
修
靜
に
そ
の
内
容
が
削
除
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

更
に
、
舊
目
の
「
二
十
四
生
圖
」
と
對
應
す
る
の
は
元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖

經
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
第
二
段
階
に
敷
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
上
無
極

大
道
自
然
眞
一
五
稱
符
上
經
』
卷
下
で
は
既
に
二
十
四
生
圖
に
關
す
る
内
容
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

の
仙
公
系
靈
寶
經
に
載
せ
る
醮
祭
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
靈
寶
齋
法
な
ど
靈
寶
經
の
儀
禮
の
色
が
薄

い
の
で
、
第
二
段
階
に
編
纂
さ
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』
よ
り
早
く
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
舊
目
で
の
二
十
四
生
圖
と
い
う
經
典
名
は
『
太
上
無
極
大
道
自

然
眞
一
五
稱
符
上
經
』
卷
下
に
由
來
す
る
で
あ
ろ
う
。 

ほ
か
に
は
、
舊
目
の
「
法
輪
罪
福
」
と
「
自
然
五
稱
文
」
の
二
つ
の
經
典
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仙
公

系
靈
寶
經
で
あ
る
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
と
『
太
上
無
極
大
道
自
然
眞
一
五
稱
符

上
經
』
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
舊
目
で
「
未
出
」
と
さ
れ
る
「
宿
命
因
緣
」
や
「
衆
聖
難
」
の
經
典
名
は
、
恐
ら
く
『
太

上
洞
玄
靈
寶
本
行
因
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
七
）、
つ
ま
り
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
仙
公
系

靈
寶
經
の
『
仙
人
請
問
本
行
因
緣
衆
聖
難
經
』
の
經
典
名
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
宿
命
因

緣
」
や
「
衆
聖
難
」
と
對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
が
ま
だ
存
在
し
て
お
ら
ず
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
仙

人
請
問
本
行
因
緣
衆
聖
難
經
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
舊
目
で
の
經
典
名
は
當
時
既
存
の
仙

公
系
靈
寶
經
の
經
典
名
を
參
照
し
て
考
案
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
と
仙
公
系
靈
寶
經
の
例
か
ら
、
靈
寶
經
の
新
經
が
先
に
存
在
し
て
お
り
、

新
經
か
ら
の
着
想
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
が
あ
り
、
陸
修
靜
が
最
終
的
に
決
め
た
舊
目

に
お
け
る
經
典
名
は
必
ず
し
も
新
經
の
經
典
名
よ
り
先
に
確
立
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
に
、
筆
者
は
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
の
舊
目
は
、
當
時
存
在
し
て
い
た
新
經
を
參
照
し

て
最
終
的
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。 

 

五
、
結
語 

 以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
陸
修
靜
は
東
晉
末

の
葛
巢
甫
が
作
っ
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
に
基
づ
い
て
敷
述
さ
れ
た
靈
寶
經
で
あ
る
。

こ
の
推
定
は
、
史
料
の
記
載
と
經
典
の
思
想
形
成
の
經
緯
と
い
う
二
つ
の
角
度
か
ら
檢
證
で
き
る
。

史
料
の
證
據
は
、『
眞
誥
』
卷
二
十
で
の
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
や
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶

經
を
敷
述
し
た
と
い
う
記
載
で
あ
り
、
更
に
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
見
え
る

三
天
と
六
天
の
觀
念
や
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
や
元
始
天
尊
の
神
格
の
形
成
の
經
緯
を
考
察
し
、

そ
れ
が
天
師
道
の
思
想
や
經
典
に
由
來
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
二
重
の
方
法
に
よ
っ
て
陸
修
靜

が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
敷
述
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
の
例
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
本
來
一
つ
の
經
典
に
は
、
樣
々
な
符
や
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仙
術
な
ど
が
載
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
後
の
人
が
そ
の
一
部
の
内
容
を
獨
立
す
る
經
典
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
、
更
に
獨
立
す
る
經
典
名
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
從
來
の
經
典
を
利
用
し
て

新
し
い
經
典
を
敷
演
す
る
と
い
う
こ
と
は
靈
寶
經
の
編
纂
に
お
い
て
基
本
的
な
手
法
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
陸
修
靜
は
ま
さ
に
そ
の
手
法
で
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
は
じ
め
と
す
る
數
多
く
の
靈
寶
經

を
敷
述
し
、「
靈
寶
經
目
」
の
舊
目
を
編
纂
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陸
修
靜
は
た
だ

葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
を
選
別
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
實
際
に
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
こ

と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
こ
と
か
ら
、
靈
寶
經
の
思
想
か
ら
そ
の
成
立
の
經
緯
を
分
析

し
、
陸
修
靜
が
作
っ
た
部
分
を
選
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

注 

 

（
１
）
梁
・
宋
文
明
の
『
通
門
論
（
擬
）』
に
關
す
る
研
究
は
、
小
稿
序
論
「
一
、
先
行
研
究
（
一
）

靈
寶
經
研
究
の
發
端
」
を
參
照
。 

（
２
）
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道
敎

と
天
師
道
』
（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
第
二
章
「
天
師
道
に
お
け
る
受
法
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
」
注
（
１
１
）
を
參
照
。 

（
３
）
小
稿
序
論
「
一
、
先
行
研
究
（
二
）
靈
寶
經
の
作
者
と
成
立
時
期
に
關
す
る
研
究
」
を
參
照
。 

（
４
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
一
篇
第
三

章
「
靈
寶
經
の
形
成
」
を
參
照
。 

（
５
）
葛
巢
甫
が
東
晉
の
太
元
末
或
い
は
隆
安
年
閒
頃
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
そ
れ
を
載
せ
る
經
典

『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
を
作
成
し
た
が
、
そ
の
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）』
は
元

始
系
靈
寶
經
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
な
い
。
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一

篇
第
二
章
「『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思
想
と
成
立
」、
及
び
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
」
を

參
照
。 

（
６
）
『
無
上
祕
要
』
に
見
え
る
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
引
文
の
整
理
は
、
蕭
登
福
『
六
朝
道
敎

靈
寶
派
研
究
』（
臺
北
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
九
五
三
～
九
六
〇
頁
を
參

照
。 

（
７
）
靈
寶
經
に
見
え
る
天
文
の
觀
念
は
、
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
（
北
京
：
中

華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
第
六
章
第
三
節
「
靈
寶
「
天
文
」
的
宗
敎
神
學
淵
源
及
其
在

中
古
道
敎
經
敎
體
系
中
的
重
大
意
義
」、
呂
鵬
志
「
早
期
道
敎
的
天
書
觀
」（
郭
武
主
編
『
道
敎

敎
義
與
現
代
社
會
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、

謝
世
維
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』（
臺
北
：
臺
灣
商
務
印
書
館
、
二
〇

一
〇
年
）
第
一
章
「
天
文
與
出
世
：
道
敎
經
典
建
構
模
式
」
を
參
照
。 

（
８
）「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
正
確
な
字
數
は
六
七
二
字
、「
眞
一
食
五
芽
天
文
」
の
正
確
の
字
數
は

六
四
字
、
音
解
の
な
い
天
文
は
一
二
二
字
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生

圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
の
九
六
字
の
祕
篆
文
で
書
か
れ
て
い
る
三
篇
の
「
三
部
八
景
玉
文
」

と
元
始
系
靈
寶
經
『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度
五
鍊
生
尸
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
六
九
）
の
十
六
字
の
祕

篆
文
で
書
か
れ
て
い
る
「
靈
寶
黃
帝
鍊
度
五
仙
安
靈
鎭
神
中
元
天
文
」
を
指
す
。
小
稿
第
一
篇

第
二
章
「
祕
篆
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正 

三
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
の

問
題
」
を
參
照
。 

（
９
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
一
章
「
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
の
形
成
」

を
參
照
。 

（
１
０
）『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
や
『
玉
訣
妙
經
』
で
の
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に
共
通
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
「『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
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の
思
想
と
成
立 

六 

靈
寶
五
符
と
五
篇
眞
文
」
を
參
照
。 

（
１
１
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
二
八
頁
を
參
照
。 

（
１
２
）
小
稿
第
一
篇
第
二
章
「
祕
篆
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正 

三
、
「
靈
寶
五
篇

眞
文
」
の
字
數
の
問
題
」
を
參
照
。 

（
１
３
）
劉
宋
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
三

篇
第
二
章
「
劉
宋
期
の
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
と
そ
の
形
成
」、
及
び
小
林
正
美
「
劉
宋
・

南
齊
期
の
天
師
道
の
敎
理
と
儀
禮
」（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』

所
收
、
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）「
三
、
三
洞
説
」
を
參
照
。 

（
１
４
）
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）
に
は
、「
應

成
仙
道
者
、
世
世
莫
知
其
源
、
巍
巍
至
尊
、
非
鬼
神
所
見
、
唯
六
天
大
魔
王
、
來
奉
承
經
師
爾
、

上
三
天
司
直
仙
官
監
察
之
矣
。」（
二
十
ａ
）
と
あ
る
。
そ
こ
に
は
一
般
の
鬼
神
よ
り
地
位
が
高

い
六
天
大
魔
王
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
五
六
の
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太

上
太
極
太
虚
上
眞
人
演
太
上
靈
寶
威
儀
洞
玄
眞
一
自
然
經
訣
（
擬
）
』
に
は
、「
道
欲
時
時
威
制

魔
王
官
屬
、
三
界
鬼
神
、
使
役
六
天
。」
と
あ
る
。
神
格
で
あ
る
「
道
」
は
、
常
に
魔
王
及
び

そ
の
官
屬
・
三
界
の
鬼
神
を
制
壓
し
、
魔
王
の
象
徴
で
あ
る
六
天
を
使
役
す
る
と
い
う
。 

（
１
５
）
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
徐
氏
が
編
纂
し
た
『
三
天
内
解
經
』
で
は
、
「
今
有
奉
五
斗
米
道

者
、
又
有
奉
無
爲
旛
花
之
道
及
佛
道
、
此
皆
是
六
天
故
事
、
悉
已
被
廢
。
」
（
七
ａ
）
と
あ
り
、

五
斗
米
道
が
無
爲
旛
花
の
道
や
佛
道
と
と
も
に
廢
止
さ
れ
た
六
天
の
故
事
と
見
ら
れ
て
い
る

の
で
、
劉
宋
に
な
る
と
、
五
斗
米
道
の
呼
び
名
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
を
見
て

も
、
劉
宋
以
後
五
斗
米
道
と
呼
ば
れ
る
道
流
が
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
１
６
）『
三
天
内
解
經
』
に
載
せ
る
「
三
天
」
の
思
想
の
内
容
は
、
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』（
東

京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
）
第
二
章
第
一
節
「
天
師
道
の
成
立
と
そ
の
思
想 

一
「
三

天
」
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
１
７
）『
宋
書
』
卷
二
七
福
瑞
志
に
は
、「
晉
安
帝
義
熙
初
、
帝
始
康
晉
亂
、
而
興
覇
業
焉
。
廬
江

霍
山
常
有
鐘
聲
十
二
。
帝
將
征
關
・
洛
、
霍
山
崩
、
有
六
鐘
出
、
制
度
精
奇
、
上
有
古
文
書
一

百
六
十
字
。
冀
州
有
沙
門
法
稱
將
死
、
語
其
弟
子
普
嚴
曰
、
嵩
皇
神
告
我
云
、
江
東
有
劉
將
軍
、

是
漢
家
苖
裔
、
當
受
天
命
。
吾
以
三
十
二
璧
、
鎭
金
一
餠
、
與
將
軍
爲
信
。
三
十
二
璧
者
、
劉

氏
卜
世
之
數
也
。
普
嚴
以
告
同
學
法
義
。
法
義
以
十
三
年
七
月
、
於
嵩
髙
廟
石
壇
下
得
玉
璧
三

十
二
枚
、
黃
金
一
餠
。
漢
中
城
固
縣
水
際
、
忽
有
雷
聲
、
俄
而
岸
崩
、
得
銅
鐘
十
二
枚
。」（
『
宋

書
』、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
、
七
八
四
頁
）
と
あ
る
。 

（
１
８
）
小
林
正
美
氏
は
、
初
め
て
こ
の
『
三
天
内
解
經
』
に
見
え
る
「
靈
寶
出
世
」
は
元
始
系
靈

寶
經
が
世
に
出
現
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』

第
一
篇
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
三
元
始
系
靈
寶
經
の
成
立
（
６
）
元
始
系
靈
寶
經
の
成
書
年

代
」
を
參
照
。 

（
１
９
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
四
三
四
～
四
三
五
頁
を
參
照
。 

（
２
０
）
小
林
正
美
前
掲
『
中
國
の
道
敎
』
第
二
章
第
一
節
「
天
師
道
の
成
立
と
そ
の
思
想 

一
「
三

天
」
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
２
１
）
六
月
齋
や
十
日
齋
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
補
論
「
『
旨
敎
經
』
の
成
立
と
内

容 

五
、
六
月
齋
と
十
日
齋
」
を
參
照
。 

（
２
２
）『
太
眞
科
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』（
東
京
：
創
文

社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
第
五
章
「
太
眞
科
と
そ
の
周
邊
」
を
參
照
。 

（
２
３
）
前
揭
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
三
五
九
頁
を
參
照
。 

（
２
４
）
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」（
小
林

正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）
注
（
８
）
を
參
照
。 
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（
２
５
）
王
承
文
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
四
章
第
二
節
「
古
靈
寶
經
的
定
期
齋
戒

和
「
齋
直
」
與
天
師
道
」
を
參
照
。 

（
２
６
）
呂
鵬
志
氏
は
、『
旨
敎
經
』
に
見
え
る
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』

に
由
來
す
る
と
主
張
す
る
。
呂
鵬
志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）
」
（『
中
央
研
究
院
歷
史
語

言
研
究
所
集
刊
』
第
八
十
本
第
三
分
册
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）「
肆
、『
旨
敎
經
』
中
的
時
節
齋
」

を
參
照
。 

（
２
７
）『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
補
論
「
『
旨
敎
經
』
の
成
立
と
内
容

二
、『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
」
を
參
照
。 

（
２
８
）
王
承
文
氏
と
呂
鵬
志
氏
は
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
七
八
が
『
旨
敎
經
』
か
ら
「
冥
寂
玄
通
、

大
智
慧
源
。
故
智
照
之
源
、
生
於
眇
莽
幽
冥
之
内
也
。
」
の
一
句
を
引
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
が
、「
故
」
の
字
の
後
は
論
者
の
答
え
で
あ
り
、『
旨
敎
經
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
。
王

承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
三
六
七
頁
、
呂
鵬
志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）
」

附
錄
一
「
『
旨
敎
經
』
的
輯
稿
」
を
參
照
。 

（
２
９
）
呂
鵬
志
は
『
旨
敎
經
』
に
見
え
る
「
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
」
の
一
句
は
『
元
始
赤
書
眞

文
經
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
智
慧
と
い
う
語
は
佛
敎
の
影
響
を

受
け
た
靈
寶
經
が
作
ら
れ
た
前
に
は
道
敎
の
經
典
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
呂
鵬
志
前

掲
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）」
五
二
一
頁
を
參
照
。
し
か
し
、
神
塚
淑
子
氏
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
東
晉
の
上
淸
經
で
は
既
に
智
慧
消
魔
の
觀
念
が
唱
え
ら
れ
た
の
で
、
呂
鵬
志
氏
の
主
張

は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
神
塚
淑
子
『
六
朝
道
敎
思
想
の
研
究
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九

九
九
年
二
月
）
第
一
篇
第
四
章
「
魔
の
觀
念
と
消
魔
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
３
０
）
指
敎
齋
法
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―

指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」
を
參
照
。 

（
３
１
）
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
補
論
「
『
旨
敎
經
』
の
成
立

と
内
容 

三
、
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
」
を
參
照
。 

（
３
２
）
呂
鵬
志
氏
は
『
旨
敎
經
』
に
見
え
る
六
月
齋
と
十
日
齋
の
内
容
は
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』

に
由
來
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
は
、『
猶
龍
傳
』（
Ｈ
Ｙ
七
七
三
）

卷
五
に
は
、
「
老
君
又
授
天
師
歲
六
齋
月
十
齋
大
法
、
皆
披
靈
寶
五
篇
經
自
然
天
書
大
字
、
爲

旨
要
妙
經
一
卷
。」（
三
ｂ
～
四
ａ
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
太
上
老
君
が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を

披
露
し
、
天
師
に
は
六
月
齋
や
十
日
齋
の
法
が
授
け
ら
れ
、
『
旨
要
妙
經
』
が
作
ら
れ
た
と
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
佛
敎
の
影
響
を
全
面
的
に
受
け
る
經
典
は
靈
寶
經
で
あ
り
、
天

師
道
や
ほ
か
の
敎
派
（
上
淸
、
三
皇
、
洞
淵
）
の
經
典
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
猶

龍
傳
』
の
内
容
は
敎
理
上
の
説
話
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
經
典
編
纂
の
歷
史
を
推
測
す
る
根
據
に

は
な
ら
な
い
。
次
に
、
東
晉
の
中
期
の
上
淸
經
で
は
、
既
に
佛
敎
か
ら
多
く
の
觀
念
を
取
り
入

れ
、
靈
寶
經
だ
け
が
佛
敎
の
影
響
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
劉
宋
初
期
に
編
纂
さ
れ
た

『
旨
敎
經
』
に
佛
敎
の
影
響
が
見
え
て
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

（
３
３
）
六
月
齋
と
十
日
齋
以
外
に
時
節
齋
に
關
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
王
承
文
前
掲
『
敦
煌
古

靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
三
六
九
～
三
七
五
頁
を
參
照
。 

（
３
４
）
元
始
天
尊
と
い
う
神
格
に
つ
い
て
は
、
福
永
光
司
「
昊
天
上
帝
と
天
皇
大
帝
と
元
始
天
尊

―
儒
敎
の
最
高
神
と
道
敎
の
最
高
神
」（
『
道
敎
思
想
史
研
究
』
、
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
八

七
年
九
月
）、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
六
五
～
一
六
七
頁
、
神
塚
淑
子
「
天
尊
像
・

元
始
天
尊
像
の
成
立
と
靈
寶
經
」（『
名
古
屋
大
學
中
國
哲
學
論
集
』
第
六
號
、
二
〇
〇
七
年
）
、

神
塚
淑
子
「
元
始
天
尊
を
め
ぐ
る
三
敎
交
渉
」(

麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
續
編
』、
京
都

大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月)

、
劉
屹
『
神
格
與
地
域
：
漢
唐
閒
道
敎
信
仰
世

界
研
究
』（
上
海
：
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
第
二
章
「
中
古
經
敎
道
敎
的
主
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神
與
輔
神
研
究 

第
一
節 

道
敎
主
神
元
始
天
尊
神
格
的
确
立
」
を
參
照
。 

（
３
５
）『
太
眞
科
』
で
は
靈
寶
經
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
劉

宋
・
南
齊
期
の
天
師
道
の
敎
理
と
儀
禮
」
（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的

研
究
』
所
收
）「
三
、
三
洞
説
」
を
參
照
。 

（
３
６
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
四
〇
六
～
四
〇
七
頁
を
參
照
。 

（
３
７
）
陳
國
符
氏
は
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
で
の
『
眞
文
赤
書
』
と
『
人
鳥
五
符
』
を
重
視
し
、『
眞

文
赤
書
』
と
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
隸
書
で
書
か
れ
て
い

る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
で
あ
り
、『
人
鳥
五
符
』
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
と
異
な
る
散
逸
し

た
靈
寶
經
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
陳
國
符
『
道
藏
源
流
考
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三

年
十
二
月
增
訂
版
）
六
八
頁
を
參
照
。
ま
た
、
卿
希
泰
主
編
『
中
國
道
敎
史
』
（
成
都
：
四
川

人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
修
訂
版
）
で
は
、
陸
修
靜
が
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
『
人
鳥
五
符
』

な
ど
の
靈
寶
經
を
人
々
に
傳
授
し
た
と
あ
る
（
第
一
卷
四
三
七
頁
）。
ま
た
、
大
淵
忍
爾
氏
は

そ
の
『
眞
誥
』
卷
二
十
の
記
載
に
よ
っ
て
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
宣
布
者
で
あ
る
と
説
明
し
て

い
る
。
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
六
二
頁
を
參
照
。 

（
３
８
）『
三
國
志
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
一
〇
八
五
頁
に
よ
る
。 

（
３
９
）『
三
國
志
』
七
一
二
頁
に
よ
る
。 

（
４
０
）『
晉
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
二
五
〇
二
頁
に
よ
る
。 

（
４
１
）
陸
修
靜
が
劉
宋
元
嘉
八
年
か
ら
元
嘉
十
四
年
ま
で
の
閒
に
『
人
鳥
五
符
』
を
敷
述
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
二
篇
第
一
章
「
『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
と
そ
の
影
響
」
を
參
照
。 

（
４
２
）
一
つ
の
經
典
に
は
、
大
抵
幾
つ
か
の
呼
稱
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
靈
寶
經
目
」
に
見
え
る

「
太
上
洞
玄
靈
寶
天
文
五
符
經
序
」
や
『
無
上
祕
要
』
卷
四
に
見
え
る
「
洞
玄
五
符
經
」
は
み

な
『
人
鳥
五
符
』
に
相
當
す
る
。
小
稿
第
二
篇
第
一
章
「
『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
と
そ
の
影
響

二
、『
人
鳥
五
符
』」
を
參
照
。 

（
４
３
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
八
二
頁
を
參
照
。 

（
４
４
）
陸
修
靜
が
上
淸
經
を
收
集
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
第

一
章
「
道
藏
成
立
史
序
説
、
附 

陸
修
靜
に
つ
い
て 

２
上
淸
經
と
の
關
係
」
を
參
照
。 

（
４
５
）
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
お
け
る
「
出
者
三
分
」
は
「
出
者
六
分
」
の
閒
違
い
で
あ
る

と
主
張
す
る
研
究
者
が
多
い
。
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
關
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、

小
稿
序
論
「
一
、
先
行
研
究
」
を
參
照
。 

（
４
６
）
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
。

小
林
正
美
は
は
じ
め
に
四
五
三
年
頃
に
作
ら
れ
た
と
指
摘
し
た
。
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研

究
』
一
八
〇
～
一
八
一
頁
を
參
照
。
し
か
し
、
後
に
小
林
正
美
氏
は
元
嘉
十
七
年
（
四
四
〇
）

以
前
と
修
正
し
た
。
小
林
正
美
「
唐
代
道
敎
に
お
け
る
大
洞
三
景
弟
子
と
大
洞
法
師
の
法
位
の

形
成
」（『
東
方
學
』
第
百
十
五
輯
、
東
方
學
會
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
の
注
（
１
８
）
を
參
照
。

な
お
、
大
淵
忍
爾
は
四
四
四
年
前
後
に
作
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經

典
』
六
九
～
七
一
頁
を
參
照
。
劉
屹
氏
は
四
三
七
年
頃
に
作
ら
れ
た
と
指
摘
す
る
。
劉
屹
「
古

靈
寶
經
出
世
論
―
―
以
葛
巢
甫
和
陸
修
靜
爲
中
心
」（『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第
十
二
卷
、
上
海
：

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
七
五
頁
を
參
照
。
「
太
上
靈
寶
授
度
儀
表
」
で
は
、
そ

の
成
立
時
期
に
關
し
て
、「
從
叨
竊
以
來
一
十
七
年
」
と
あ
る
が
、「
叨
竊
」
と
は
不
當
に
物
を

入
手
す
る
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
靈
寶
經
を
授
か
っ
た
こ
と
を
い
う
で
あ
ろ
う
。
陸
修
靜
が
元

嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
の
「
靈
寶
經
目
」
を
作
る
十
年
前
頃
最
初
の
靈
寶
經
を
授
か
っ
て
、『
太

上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
が
そ
の
十
七
年
後
の
四
四
〇
年
前
後
に
作
ら
れ
た
と
推
測
し
て
大
過
な

か
ろ
う
。 

（
４
７
）『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
は
、
道
藏
本
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
勸
誡
法
輪
妙
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經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
六
）・『
太
上
玄
一
眞
人
説
勸
誡
法
輪
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
八
）・『
太
上
玄
一
眞

人
説
三
途
五
苦
勸
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
五
）・『
太
上
玄
一
眞
人
説
妙
通
轉
神
入
定
經
』（
Ｈ
Ｙ
三

四
七
）
か
ら
な
る
。 

（
４
８
）
小
稿
第
三
篇
第
一
章
「
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
」
を
參
照
。 

（
４
９
）
以
下
元
始
舊
目
の
テ
キ
ス
ト
は
、
基
本
的
に
は
『
中
華
道
藏
』
（
北
京
：
華
夏
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
一
月
）
第
五
册
に
載
せ
る
『
靈
寶
經
義
疏
（
擬
）
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の

二
箇
所
を
修
正
し
た
い
。
ま
ず
、
元
始
舊
經
の
「
赤
書
玉
訣
」
の
卷
數
に
つ
い
て
は
、
『
元
始

赤
書
眞
文
經
』
に
は
、「
有
十
部
妙
經
三
十
六
卷
。
玉
訣
二
卷
、
以
立
要
用
、
悉
封
紫
微
上
宮
。
」

（
十
五
ａ
～
ｂ
）
と
あ
り
、
更
に
『
玉
訣
妙
經
』
卷
下
に
は
「
太
上
道
君
登
命
赤
帝
靈
童
開
九

霜
玉
笈
七
色
之
藴
、
出
靈
寶
赤
書
玉
訣
二
卷
以
付
南
極
。」（
四
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、
二
卷
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
部
妙
經
の
第
二
部
か
ら
第
九
部
ま
で
合
わ
せ
て
三
十
三
卷
が
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
第
一
部
は
三
卷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
「
赤
書
玉
訣
」
は
二
卷
が
あ
れ

ば
、「
眞
文
赤
書
」
は
一
卷
し
か
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
因
み
に
、「
靈
寶
經
目
」
に
は
「
右
元

始
舊
經
紫
微
金
格
目
三
十
六
卷
、
二
十
一
卷
已
出
。
今
分
成
二
十
三
卷
。
」
と
あ
っ
て
、
元
始

舊
經
と
對
應
す
る
出
世
し
た
經
典
は
二
卷
多
く
な
る
。
そ
れ
は
、
一
卷
の
元
始
舊
經
の
「
眞
文

赤
書
」
は
元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
上
下
二
卷
に
收
め
ら
れ
、
更
に
一
卷
の
元

始
舊
經
の
「
諸
天
内
音
玉
字
」
は
元
始
系
靈
寶
經
の
『
太
上
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
上
下
二
卷

に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
靈
寶
經
目
」
で
は
、「
智
慧
上
品
大
戒
三
卷
」
か
ら

「
智
慧
定
志
通
微
一
卷
」
ま
で
は
文
字
の
脱
落
が
多
く
、
元
始
系
靈
寶
經
で
の
「
太
上[

洞
玄]

靈
寶
長
夜
九
幽
府
玉
匱
明
眞
科
一
卷
」
と
對
應
す
る
元
始
舊
目
の
箇
所
に
は
「
明
眞
科
一
卷
」

を
補
う
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
劉
屹
氏
は
第
五
篇
目
に
は
『
明
眞
科
』
を
補
う
べ
き
と
指
摘
す

る
。
劉
屹
「
古
靈
寶
經
「
未
出
一
卷
」
硏
究
」（
『
中
華
文
史
論
叢
』
、
二
〇
一
〇
年
四
期
）
を

參
照
。
ま
た
、
元
始
系
靈
寶
經
の
經
典
名
は
道
藏
本
に
よ
る
が
、
道
藏
本
の
な
い
『
太
上
洞
玄

靈
寶
空
洞
靈
章
』
や
『
太
上
洞
玄
靈
寶
金
籙
簡
文
三
元
威
儀
自
然
眞
一
經
』
や
『
太
上
洞
玄
靈

寶
無
量
度
人
上
品
妙
經
』
の
經
典
名
は
「
靈
寶
經
目
」
に
よ
る
。 

（
５
０
）
元
始
系
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
は
、
敦
煌
資
料
Ｐ
三
〇
二
二

Ｖ
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
大
よ
そ
復
元
で
き
る
。
因
み
に
、
南
宋
・
蒋
叔
輿
『
無
上
黄
籙
大
齋

立
成
儀
』
卷
一
「
齋
壇
安
鎭
經
目
」
で
は
本
來
「
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
」
の
箇

所
に
「
洞
玄
靈
寶
金
眞
法
輪
誡
業
本
行
上
品
妙
經
」
と
記
さ
れ
、
そ
れ
が
『
太
上
洞
玄
靈
寶
誡

業
本
行
上
品
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
五
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
誡
業
本
行

上
品
妙
經
』
で
は
元
一
天
尊
と
い
う
神
格
が
金
眞
法
輪
誡
業
を
説
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
原
本

の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
が
散
逸
し
た
後
に
、
穴
埋
め
た
め
に
作
ら
れ
た
僞

經
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

（
５
１
）『
太
上
洞
玄
靈
寶
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
』
の
内
容
は
、
道
藏
本
『
元
始
無
量
度
人
上

品
妙
經
四
注
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
）
に
よ
る
。
ま
た
、
葉
貴
良
『
敦
煌
本
「
太
上
洞
玄
靈
寶
無
量
度

人
上
品
妙
經
」
輯
校
』、
成
都
：
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
參
照
。 

（
５
２
）『
太
上
洞
玄
靈
寶
三
元
品
戒
功
德
輕
重
經
』
は
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
三
元
品
戒
功
德
輕
重
經
』

（
Ｈ
Ｙ
四
五
六
）
と
『
太
上
大
道
三
元
品
誡
謝
罪
上
法
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
七
）
か
ら
な
る
。 

（
５
３
）『
太
上
洞
玄
靈
寶
空
洞
靈
章
』
と
『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
と
の
關
係
に
つ
て

い
は
、
謝
世
維
前
掲
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
第
五
章
「
音
誦
與
救
度
：

太
上
洞
玄
靈
寶
空
洞
靈
章 

六
、『
空
洞
靈
章
』
與
其
他
經
典
的
關
係
」
を
參
照
。 

（
５
４
）
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」
（
小

林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
５
５
）
小
林
正
美
氏
は
、
元
嘉
十
四
（
四
三
七
）
年
か
ら
泰
始
七
年
（
四
七
七
）
ま
で
の
閒
に
增
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え
た
十
卷
或
い
は
十
一
卷
の
元
始
舊
經
は
、
陸
修
靜
と
そ
の
周
邊
の
道
士
が
編
纂
し
た
も
の
で

あ
る
と
推
測
す
る
。
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
四
六
～
一
四
七
頁
を
參
照
。 

（
５
６
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
六
八
頁
を
參
照
。 

（
５
７
）
天
眞
皇
人
の
神
格
に
つ
い
て
は
、
謝
世
維
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』

第
三
章
「
傳
授
與
故
事
：
天
眞
皇
人
的
淵
源
與
流
變
」
を
參
照
。 

（
５
８
）
東
晉
の
上
淸
經
で
は
、
病
氣
の
治
療
と
昇
仙
を
目
的
と
し
、
藥
や
符
や
守
一
な
ど
を
手
段

と
し
て
、
魔
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
消
魔
の
觀
念
が
あ
る
。
神
塚
淑
子
前
掲
『
六
朝
道
敎
思
想

の
研
究
』
第
一
篇
第
四
章
「
魔
の
觀
念
と
消
魔
の
思
想
」
を
參
照
。 
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第
二
章 

祕
篆
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正 

 

一
、
序
言 

 

 

劉
宋
の
陸
修
靜
（
四
〇
六
～
四
七
七
）
の
「
靈
寶
經
目
」
に
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
元
始
系

靈
寶
經
の
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
（
Ｈ
Ｙ
二
二
、
以
下
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
と
略

す
）
で
は
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」、
及
び
そ
れ
を
載
せ
る

『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
が
東
晉
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
に

作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
１
）
。
そ
し
て
、
劉
宋
の
陸
修
靜
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
を
敷
述
し
た
と
思
わ
れ
る
（
２
）。  

「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
ま
た
元
始
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
・
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
・
五
篇
眞
文
な
ど

と
呼
ば
れ
、
そ
の
呪
力
に
よ
っ
て
十
方
に
い
る
一
切
の
人
民
が
救
濟
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
作
者
や
成
立
年
代
や
思
想
な
ど
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、
そ
の
本
文
の
内
容
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
い
な
い
。
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
本

文
は
祕
篆
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
祕
篆
文
の
意
味
を
直
接
に
解
讀
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。 

「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
楷
書
で
書
か
れ
た
そ
の
釋
文
を
參
照
す

る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
各
版
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
特
に
「
靈

寶
五
篇
眞
文
」
の
内
容
を
解
釋
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ

三
五
二
、
以
下
『
玉
訣
妙
經
』
と
略
す
）
で
は
、
そ
の
釋
文
の
内
容
は
ほ
か
の
版
本
と
の
相
違
が
多

く
、
字
數
さ
え
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
に
よ
っ
て
「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
の
校
正
が
行
わ
れ
た
が
（
３
）
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
ど
の
釋
文
が
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五

篇
眞
文
」
の
内
容
を
正
確
に
傳
え
て
い
る
か
を
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
各
版
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
と
釋
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
校
正
す
れ
ば
、

も
っ
と
も
正
確
な
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
稿
は
祕
篆

文
に
よ
っ
て
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
校
正
し
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
次
の
經
典
に
見
え
る
。 

一
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上 

二
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
七
、
唐
・
杜
光
庭
）
卷
五
四 

三
『
靈
寶
領
敎
濟
度
金
書
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
六
、
林
靈
眞
編
、
以
下
『
濟
度
金
書
』
と
略
す
）
下

卷
二
七
一 

四
『
高
上
玉
皇
本
行
集
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
、
張
良
校
正
、
以
下
『
本
行
集
經
』
と
略
す
）
卷
中 

五
『
太
上
靈
寶
淨
明
飛
仙
度
人
經
法
』（
Ｈ
Ｙ
五
六
三
、
以
下
『
飛
仙
度
人
經
法
』
と
略
す
）

卷
三 

六
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
一
、
王
契
眞
纂
、
以
下
王
氏
『
靈
寶
大
法
』
と
略
す
）

卷
十
五 

七
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
二
、
金
允
中
纂
、
以
下
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
と
略
す
）

卷
十
八 

八
『
太
上
靈
寶
衆
簡
文
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
〇
、
陸
修
靜
撰
、
以
下
『
衆
簡
文
』
と
略
す
） 

因
み
に
、『
衆
簡
文
』
に
は
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
毎
篇
の
前
の
四
分
の
一
の
内
容
し
か
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
經
典
の
價
値
を
考
え
て
、
收
錄
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 

ま
た
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
は
次
の
經
典
に
見
え
る
。 
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１
『
玉
訣
妙
經
』
卷
上 

２
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
、
陸
修
靜
撰
、
以
下
『
靈
寶
授
度
儀
』
と
略
す
） 

３
『
無
上
祕
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
卷
二
四 

４
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
五
四 

５
『
濟
度
金
書
』
下
卷
第
二
七
一 

６
『
本
行
集
經
』
卷
中 

７
『
飛
仙
度
人
經
法
』
卷
三 

８
王
氏
『
靈
寶
大
法
』
卷
十
五 

９
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
卷
十
六 

で
は
、
各
版
本
の
「
東
方
靑
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
の
Ａ
段
の
前
半
（
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
各
篇
の

呼
び
名
は
經
典
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
小
稿
で
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
上
の
呼
び
名
に
よ
る
。

ま
た
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
每
篇
は
四
段
に
分
け
ら
れ
、
小
稿
で
は
そ
れ
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と

表
記
す
る
）
を
例
と
し
て
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
と
釋
文
と
の
對
應
關
係
を
檢
證
し
て
み

た
い
。
各
版
本
の
祕
篆
文
の
整
理
表
に
記
さ
れ
て
い
る
番
號
は
、
前
記
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」

を
載
せ
て
い
る
經
典
の
番
號
と
同
じ
で
あ
る
。
以
下
の
表
で
も
同
じ
で
あ
る
。 

 

 

              

 

 

こ
の
表
を
見
る
と
、
各
版
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
從
っ
て
、
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
釋
文
を
校
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

各
版
本
の
釋
文
に
異
な
っ
た
字
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
使
っ
て
校
正
し
た
い
。

ま
ず
、
そ
の
字
に
該
當
す
る
各
版
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
を
比
較
し
、
各
版
本
の
祕
篆

文
は
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
次
に
、
ほ
か
の
箇
所
に
見
え
る
釋
文
で
同
じ
文
字
の
祕

篆
文
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
釋
文
の
文
字
と
祕
篆
文
の
文
字
と
の
類
似
度
に
よ
っ
て
正
し
い
字
を

決
定
す
る
。 

 

以
下
、
こ
の
方
法
を
用
い
て
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
校
正
し
て
み
た
い
。
小
稿
の
校
正
は
、

誤
字
の
少
な
い
『
無
上
祕
要
』
卷
二
四
に
載
せ
て
い
る
『
洞
玄
赤
書
經
』
の
釋
文
を
底
本
と
し
（
４
）、

既
に
指
摘
さ
れ
た
明
白
な
閒
違
い
を
省
略
し
、
ま
た
、
異
體
字
（
「
炁
」
と
「
氣
」、「
無
」
と
「
无
」、

靑方東帝靈寶赤書玉篇  Ａ 

八 七 六 五 四 三 二 一 内

容 

        

東 

方 

九 

炁 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

始 

皇 

靑 

天 
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「
姦
」
と
「
奸
」
、「
祅
」
と
「
妖
」
な
ど
）
も
基
本
的
に
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
孤
字
の
場
合
は
、

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
祕
篆
文
を
省
略
し
、
底
本
に
從
う
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、

「
玉
」
の
よ
う
な
同
じ
字
に
數
多
く
の
用
例
が
あ
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
三
箇
所
の
祕
篆
文
だ
け

を
擧
げ
る
。 

二
、
祕
篆
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正 

 
 

 
 

（
一
）
東
方
靑
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇 

Ａ
東
方
九
炁
、
始
皇
靑
天
、
碧
霞
鬱
壘
、
中
有
老
人
、
總
校
圖
録
、
攝
炁
擧
仙
。 

Ｂ
歳
星
輔
肝
、
角
亢
鎭
眞
、
氐
房
心
尾
、
四
景
迴
旋
、
箕
主
七
辰
、
正
斗
明
輪
、
承
炁
捕
非
、

掃
除
災
羣
。 

Ｃ
東
山
神
呪
、
攝
召
九
天
、
赤
書
符
命
、
制
會
酆
山
、
束
魔
送
鬼
、
所
誅
無
蠲
、
悉
詣
木
宮
、

敢
有
稽
延
。 

Ｄ
下
制
東
河
、
溟
海
水
神
、
大
劫
洪
災
、
蛟
龍
負
身
、
水
府
開
道
、
通
徑
百
千
、
上
帝
赤
文
、

風
火
無
閒
。 

東
Ａ
２
３
（
「
東
方
靑
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
Ａ
段
第
２
３
字
を
指
す
。
以
下
の
表
記
の
方
法
も
同

じ
で
あ
る
）
は
、「
擧
」
に
作
る
。
『
玉
訣
妙
經
』
に
、「
降
」
に
作
る
。
北
Ａ
３
６
も
「
擧
」
（『
玉

訣
妙
經
』
に
は
ま
た
「
降
」
に
作
る
）
で
あ
り
、
こ
の
字
の
形
は
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。
一

方
、「
降
」
は
ほ
か
の
箇
所
に
見
え
な
い
の
で
、
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、『
玉
訣
妙
經
』
以

外
の
版
本
に
は
み
な
「
擧
」
に
作
る
の
で
、
そ
れ
が
正
し
い
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

    

  

 

（
表
：
東
―
１
） 

東
Ｂ
２
１
は
、「
正
」
に
作
る
。『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、「
玉
」
に
作
る
。「
正
」
は
、
南
Ｂ
２
９
・

中
Ｂ
２
６
・
西
Ｃ
７
に
も
見
え
、
ほ
か
の
箇
所
の
「
正
」
の
字
の
祕
篆
文
を
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
字

の
形
は
「
正
」
と
同
じ
で
あ
る
た
め
に
、「
正
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
の
「
玉
」

は
、
南
Ａ
７
・
中
Ａ
３
１
・
中
Ｄ
４
３
・
西
Ｃ
３
・
北
Ａ
３
９
・
北
Ｄ
１
９
に
見
え
る
が
、
字
の
形

は
東
Ｂ
２
１
と
大
分
異
な
っ
て
い
る
。 

           

 
 

 
 

（
表
：
東
―
２
） 

北
Ａ
３
６ 

東
Ａ
２
３ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  

五 

  

六 

  

七 

  
八 

西
Ｃ
７ 

中
Ｂ
２
６ 

南
Ｂ
２
９ 

東
Ｂ
２
１ 

位  

置 

    

一 

 

缺 

 

 

二 

    

三 

    

四 

    

五 

    

六 

    

七 

缺 缺 缺 缺 八 
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（
表
：
東
―
３
） 

東
Ｄ
２
２
は
、
「
徑
」
に
作
る
。
『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
逕
」
に
作
る
。
底
本
に
從
う
こ
と
に
す
る
。

「
逕
」
は
、
ま
た
南
Ｄ
２
７
に
見
え
、
二
字
は
同
義
で
あ
る
が
、
字
の
形
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
統

一
し
な
い
こ
と
に
す
る
。 

 

 

 
 
 
 
 
 

     
（
表
：
東
―
４
） 

東
Ｄ
２
５
は
、
「
上
」
に
作
る
。
『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、「
靑
」
に
作
る
。「
上
」
は
、
ま
た
南
Ａ
１

５
・
南
Ｄ
１
９
・
中
Ａ
６
・
中
Ａ
３
５
・
中
Ｄ
７
・
西
Ａ
２
５
・
西
Ａ
４
７
・
西
Ｄ
１
１
・
北
Ａ
３
３
・

北
Ａ
４
７
に
も
見
え
、
東
Ｄ
２
５
の
字
の
形
と
一
致
し
て
い
る
。
一
方
の
「
靑
」
は
、
北
Ａ
２
５
に
も

見
え
る
が
、
東
Ｄ
２
５
の
字
と
異
な
る
の
で
、「
上
」
に
作
る
。 

   

       

（
表
：
東
―
５
） 

   

 

 
 

（
表
：
東
―
６
） 

中
Ｄ
４
３ 

中
Ａ
３
１ 

南
Ａ
７ 

位  

置 

   

一 

   

二 

   

三 

  

 

四 

   

五 

   

六 

 

  

七 

缺 

  

八 

南
Ｄ
２
７ 

東
Ｄ
２
２ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  

五 

  

六 

  
七 

缺 缺 八 

中
Ａ
６ 

南
Ａ
１
５ 

東
Ｄ
２
５ 

位  

置 

   一 

   

二 

   

三 

   

四 

   

五 

   

六 

   

七 

  

缺 八 

北
Ａ
２
５ 

位  

置 

 

一 

 

二 

 

三 

 

四 

 

五 

 

六 

 

七 

 

八 
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（
二
）
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇 

Ａ
南
方
丹
天
、
赤
帝
玉
堂
、
中
有
大
神
、
號
曰
赤
皇
、
上
炎
流
煙
、
三
炁
勃
光
、
神
仙
受
命
、

應
會
太
陽
。 

Ｂ
熒
惑
輔
心
、
井
鬼
守
房
、
柳
星
張
翼
、
抗
御
四
郷
、
軫
總
七
宿
、
迴
轉
天
常
、
召
運
促
會
、

正
道
驛
行
。 

Ｃ
赤
文
命
靈
、
北
攝
酆
山
、
束
送
魔
宗
、
斬
滅
邪
根
、
符
敎
所
討
、
明
列
罪
原
、
南
山
神
呪
、

威
伏
八
方
、
羣
妖
滅
爽
、
萬
試
摧
亡
。 

Ｄ
南
河
水
帝
、
太
伯
龍
王
、
神
呪
流
行
、
普
掃
不
祥
、
洪
水
飛
災
、
上
召
蛟
龍
、
開
除
水
逕
、

千
道
萬
通
、
敢
有
干
試
、
攝
送
火
宮
、
赤
書
所
告
、
莫
有
不
從
。 

南
Ａ
３
０
は
、「
會
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』・『
無
上
祕
要
』・『
靈
寶
授
度
儀
』
な
ど
の
早
期
の

經
典
に
は
、
み
な
「
運
」
に
作
る
が
、『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
な
ど
の
版
本
に
は
、「
會
」
に
作
る
。「
會
」

は
、
ま
た
東
Ｃ
１
４
・
南
Ｂ
２
８
・
中
Ｄ
１
０
に
も
見
え
る
。
「
運
」
は
、
南
Ｂ
２
６
・
中
Ａ
３
４

に
見
え
る
。
南
Ａ
３
０
は
ほ
か
の
箇
所
の
「
會
」
の
祕
篆
文
と
一
致
し
、
「
運
」
の
祕
篆
文
と
一
致

し
て
い
な
い
の
で
、
「
會
」
が
正
し
い
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
、
南
Ｂ
中
の
「
召
運
促
會
」
の
一
句

に
は
、「
運
」
と
「
會
」
は
同
時
に
現
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
字
の
形
は
異
な
り
、
南
Ａ
３
０
は
「
會
」

と
一
致
し
て
い
る
。 

             

（
表
：
南
―
１
） 

 

        

 

（
表
：
南
―
２
）   

 

中
Ｄ
１
０ 

南
Ｂ
２
８ 

東
Ｃ
１
４ 

南
Ａ
３
０ 

位  

置 

 

 

  

一 

    

二 

    

三 

    

四 

    

五 

    

六 

    
七 

缺 缺 缺 

 

八 

中
Ａ
３
４ 

南
Ｂ
２
６ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  

五 

  

六 

  

七 

 

缺 八 
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南
Ｂ
１
３
は
、「
抗
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
統
」
に
作
る
。
ま
た
、『
濟
度
金
書
』
な

ど
に
は
、「
亢
」
に
作
る
。「
抗
」
や
「
統
」
や
「
亢
」
は
、
ほ
か
の
箇
所
に
は
見
え
ず
、
底
本
に
從

っ
て
「
抗
」
に
作
る
。 

南
Ｃ
１
か
ら
南
Ｃ
４
ま
で
は
、「
赤
文
命
靈
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、
こ
の
四
字
は
南
Ｂ

の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
版
本
の
祕
篆
文
で
は
こ
の
四
字
は
基
本
的
に
は
南
Ｃ
の
冒
頭

に
あ
る
。
た
だ
し
、
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
で
は
、
そ
れ
が
南
Ｂ
の
最
後
に
置
か
れ
、
王
氏
『
靈
寶
大

法
』
で
は
、
こ
の
四
字
は
缺
如
し
て
い
る
。
こ
の
四
字
を
南
Ｂ
の
最
後
に
置
く
と
、
南
Ｂ
の
對
句
が

崩
れ
る
の
で
、「
赤
文
命
靈
」
を
南
Ｃ
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
問
題
は
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
（
５
）、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
の
問
題
と
の
關
わ
り
が
あ
る
の
で
、
後
に
詳
し
く
討

論
し
た
い
。 

 

 

 

 

  

     

 
 

 
 

 
 

（
表
：
南
―
３
）  

南
Ｃ
１
３
か
ら
南
Ｃ
１
６
ま
で
は
、「
斬
滅
邪
根
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、
こ
の
四
字
は

缺
如
し
て
い
る
。
ま
た
、『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
「
斬
滅
邪
原
」
に
作
る
。
各
版
本
の
祕
篆
文
で
は
、

王
氏
『
靈
寶
大
法
』
と
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
を
除
き
、
こ
の
四
字
の
祕
篆
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
根
」

は
、
中
Ｂ
１
６
に
も
見
え
る
。「
原
」
は
、
南
Ｃ
２
４
に
見
え
る
。
西
Ｄ
に
は
、「
斬
滅
邪
源
」
の
四

字
が
見
え
る
の
で
、
『
靈
寶
授
度
儀
』
の
「
斬
滅
邪
原
」
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
次
の
南
Ｃ
３
２
に
關
す
る
分
析
に
よ
れ
ば
、
南
Ｄ
３
２
の
「
源
」
は
南
Ｃ
１
６
と
は
別
字
で
あ
り
、

南
Ｃ
１
３
か
ら
南
Ｃ
１
６
ま
で
は
「
斬
滅
邪
源
」
で
は
な
い
。
更
に
、
南
Ｃ
１
６
は
南
Ｃ
２
４
と
明

ら
か
に
同
じ
字
で
は
な
い
た
め
、「
原
」
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
。
南
Ｃ
１
６
は
中
Ｂ
１
６
の
「
根
」

に
よ
り
似
て
い
る
の
で
、「
根
」
の
ほ
う
が
正
し
い
と
推
測
す
る
。 

   

      

  
 

 

（
表
：
南
―
４
） 

南
Ｃ
４ 

南
Ｃ
３ 

南
Ｃ
２ 

南
Ｃ
１ 

位  

置 

    

一 

    

二 

    

三 

    
四 

    

五 

缺 缺 缺 缺 六 

  

  

七 

缺 缺 缺 缺 八 

南
Ｃ
１
６ 

南
Ｃ
１
５ 

南
Ｃ
１
４ 

南
Ｃ
１
３ 

位  

置 

    

一 

    

二 

    

三 

    

四 

    

五 

缺 缺 缺 缺 六 

缺 缺 缺 缺 七 

缺 缺 缺 缺 八 
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（
表
：
南
―
５
） 

南
Ｃ
２
０
は
、「
討
」
に
作
る
。『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、「
誅
」
に
作
る
。「
誅
」
は
東
Ｃ
２
２
に

見
え
、「
討
」
は
こ
の
一
箇
所
に
し
か
見
え
な
い
。「
誅
」
は
こ
の
字
の
形
と
か
な
り
異
な
る
た
め
に
、

「
討
」
に
す
る
。 

  

       

（
表
：
南
―
６
） 

南
Ｃ
２
４
は
、「
原
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
源
」
に
作
る
。「
源
」
は
、
中
Ｄ
１
６
・

西
Ｄ
３
２
に
も
見
え
る
。
中
Ｄ
の
「
河
源
」
の
「
源
」
は
西
Ｄ
の
「
邪
源
」
の
「
源
」
と
基
本
的
に

は
似
て
い
る
が
、
南
Ｃ
２
４
の
形
は
こ
の
兩
者
と
か
な
り
異
な
り
、
こ
の
字
は
「
源
」
で
は
な
く
、

「
原
」
で
あ
ろ
う
。 

   

      

（ （
表
：
南
―
７
）     

南
Ｃ
２
４ 

中
Ｂ
１
６ 

南
Ｃ
１
６ 

位  

置 

  

 

一 

 

缺 

 

二 

   

三 

   

四 

   

五 

  

缺 六 

  

缺 七 

缺 缺 缺 八 

東
Ｃ
２
２ 

南
Ｃ
２
０ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  

五 

  

六 

  

七 

缺 缺 八 

西
Ｄ
３
２ 

中
Ｄ
１
６ 

南
Ｃ
２
４ 

位  

置 

   

一 

   

二 

   

三 

   

四 

   

五 

  

 

六 

   

七 

缺 缺 缺 八 
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南
Ｃ
３
１
と
南
Ｃ
３
２
は
、「
八
方
」
に
作
る
。
『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
「
萬
方
」
に
作
る
。
『
玉

訣
妙
經
』
に
は
「
百
千
」
に
作
る
。「
八
」
は
、
西
Ｄ
５
・
北
Ａ
２
３
に
見
え
る
。「
萬
」
は
、
南
Ｃ

３
７
・
中
Ａ
３
９
・
中
Ｄ
２
７
・
西
Ｃ
１
１
・
北
Ｃ
２
１
に
見
え
る
。
「
方
」
は
、
東
Ａ
２
・
南
Ａ

２
・
西
Ａ
２
・
北
Ａ
２
に
見
え
る
。
「
百
千
」
は
東
Ｄ
２
３
・
東
Ｄ
２
４
に
見
え
る
。
祕
篆
文
の
形

を
比
較
す
る
と
、
南
Ｃ
３
１
は
よ
り
「
八
」
に
近
い
と
考
え
ら
れ
、
南
Ｃ
３
２
は
閒
違
い
な
く
「
方
」

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
南
Ｃ
３
１
・
南
Ｃ
３
２
は
東
Ｄ
２
３
・
東
Ｄ
２
４
と
の
違
い
が
明
白
な
の

で
、「
百
千
」
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

 

         

（
表
：
南
―
８
）  

           

 

（
表
：
南
―
９
）           

北
Ａ
２
３ 

西
Ｄ
５ 

南
Ｃ
３
１ 

位  

置 

   

一 

   

二 

   
三 

  

 

四 

   

五 

   

六 

  

 

七 

缺 缺 缺 八 

中
Ｄ
２
７ 

中
Ａ
３
９ 

南
Ｃ
３
７ 

位  

置 

   

一 

   

二 

   

三 

   

四 

   

五 

   

六 

   

七 

缺 

 

缺 八 
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（
表
：
南
―
１
０
）  

      

 

 
 

（
表
：
南
―
１
１
） 

南
Ｄ
２
１
か
ら
南
Ｄ
２
４
ま
で
は
、「
上
召
蛟
龍
」
に
作
る
。『
無
上
祕
要
』
や
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』

な
ど
に
は
、「
上
召
蛟
龍
」
に
作
り
、『
玉
訣
妙
經
』
と
『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、「
止
蛟
召
龍
」
に

作
る
。
と
こ
ろ
が
、
實
際
の
祕
篆
文
を
見
る
と
、
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
と
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
以
外

に
、
各
版
本
に
は
「
上
蛟
召
龍
」
と
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
上
」
は
東
Ｄ
２
５
・
南
Ａ
１
７
・
中

Ａ
６
・
中
Ａ
３
５
・
中
Ｄ
７
・
中
Ｄ
２
９
・
西
Ａ
２
５
・
西
Ａ
４
７
・
西
Ｄ
１
１
・
西
Ｄ
２
７
・
北

Ａ
３
３
（
表
：
東
―
５
を
參
照
）。
比
較
す
る
と
、
南
Ｄ
２
１
は
「
上
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。「
止
」
は
ほ
か
の
箇
所
に
見
え
な
い
。「
召
」
は
、
東
Ｃ
６
・
南
Ｂ
２
５
・
中
Ｄ
５
・
西
Ａ
４

６
・
西
Ｃ
１
０
・
西
Ｄ
１
３
に
見
え
る
。「
蛟
龍
」
は
、
東
Ｄ
１
３
・
東
Ｄ
１
４
や
北
Ｄ
９
・
北
Ｄ

１
０
に
見
え
る
。「
召
龍
」
は
中
Ｄ
５
・
中
Ｄ
６
に
見
え
る
。
南
Ｄ
２
２
と
南
Ｄ
２
４
は
、
東
Ｄ
１

３
・
東
Ｄ
１
４
や
北
Ｄ
９
・
北
Ｄ
１
０
に
見
え
る
「
蛟
」
と
「
龍
」
の
字
に
近
い
。
更
に
、
南
Ｄ
２

３
と
南
Ｄ
２
４
の
二
字
は
、『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
や
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
を
除
き
、
そ
の
形
は
中
Ｄ

５
・
中
Ｄ
６
の
「
召
龍
」
に
十
分
近
い
と
は
い
え
な
い
が
、
多
く
の
版
本
の
南
Ｄ
２
３
は
、
ほ
か
の

箇
所
の
「
召
」
に
よ
り
似
て
い
て
、
「
蛟
」
で
あ
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
。
も
し
、
各
版
本
の
祕
篆

文
に
從
え
ば
、
こ
の
四
字
は
「
上
蛟
召
龍
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
が
、
小
稿
で
は
、
意
味
を
配
慮
し
、

「
上
召
蛟
龍
」
に
作
る
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
ほ
か
の
箇
所
（
東
Ｄ

と
北
Ｄ
）
で
は
「
蛟
龍
」
が
一
つ
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
靈

寶
五
篇
眞
文
」
の
祕
篆
文
の
亂
れ
が
わ
か
る
。 

  

西
Ａ
２ 

南
Ａ
２ 

東
Ａ
２ 

南
Ｃ
３
２ 

位  

置 

    

一 

   

 

二 

  

  

三 

    

四 

 

   

五 

 

  

 

六 

    

七 

   

缺 八 
東
Ｄ
２
４ 

東
Ｄ
２
３ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  

五 

  

六 

  

七 

缺 缺 八 
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（
表
：
南
―
１
２
）     

 

 

 

     

  

 
 

 

   

 

（
表
：
南
―
１
３
） 

        

南
Ｄ
２
４ 

南
Ｄ
２
３ 

南
Ｄ
２
２ 

南
Ｄ
２
１ 

位  
置 

    一 

    二 

    

三 

    

四 

    

五 

    

六 

    七 

缺 缺 缺 缺 八 

西
Ｄ
１
３ 

西
Ｃ
１
０ 

西
Ａ
４
６ 

南
Ｂ
２
５ 

東
Ｃ
６ 

位  

置 

 

    

一 

     

二 

   

  

三 

     

四 

     五 

  

   六 

     

七 

缺 缺 

 

缺 缺 八 
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（
表
：
南
―
１
４
）  

  

  

    

  

  

  

（
表
：
南
―
１
５
）         

 

南
Ｄ
２
４ 

南
Ｄ
２
２ 

北
Ｄ
１
０ 

北
Ｄ
９ 

東
Ｄ
１
４ 

東
Ｄ
１
３ 

位  

置 

      

一 

      

二 

      

三 

   

 

  

四 

      

五 

   

 

  

六 

      七 

缺 缺 缺 缺 缺 缺 八 

南
Ｄ
２
４ 

南
Ｄ
２
３ 

中
Ｄ
６ 

中
Ｄ
５ 

位  

置 

    

一 

    

二 

    三 

    四 

    

五 

    六 

    

七 

缺 缺 缺 缺 八 
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（
三
）
中
央
黃
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇 

 
 

Ａ
中
央
總
靈
、
黃
上
天
元
、
始
生
五
老
、
中
皇
高
尊
、
攝
炁
監
眞
、
總
領
羣
仙
、
典
録
玄
圖
、

宿
簡
玉
文
、
催
運
上
炁
、
普
告
萬
神
。 

Ｂ
鎭
星
輔
脾
、
徊
度
北
元
、
魁
 
主
非
、
截
邪
斬
根
、
 
䰢
魓
 
、
掃
穢
除
氛
、
魒
正
玄
斗
、

明
度
天
關
、
九
天
符
命
、
金
馬
驛
傳
。 

Ｃ
勑
攝
北
帝
、
遏
塞
鬼
門
、
剪
除
不
祥
、
莫
有
當
前
。 

Ｄ
中
山
神
呪
、
召
龍
上
雲
、
制
會
黄
河
、
九
水
河
源
、
不
得
怠
縱
、
善
惡
悉
分
、
千
妖
萬
姦
、

上
對
帝
君
、
莫
有
干
試
、
太
陽
激
焚
、
赤
書
玉
字
、
宣
告
普
聞
。 

中
Ａ
１
４
は
、
「
皇
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
「
黃
」
に
作
る
。
「
皇
」
は
東
Ａ
６
・
南
Ａ

１
６
・
西
Ａ
２
９
・
北
Ａ
１
４
に
見
え
る
。
「
黃
」
は
中
Ｄ
１
１
に
見
え
る
。
祕
篆
文
を
比
較
す
る

と
、
こ
の
字
は
「
皇
」
の
形
と
一
致
し
、「
黃
」
と
か
な
り
異
な
る
の
で
、「
皇
」
に
作
る
。 

  

 

 

 
 

      

 

 

   
 
   

 
 

（
表
：
中
―
１
） 

  

 

   

 

  
 
   

 
    

 
  

（
表
：
中
―
２
） 

中
Ａ
１
７
か
ら
Ａ
３
２
ま
で
は
、「
攝
炁
監
眞
、
總
領
羣
仙
、
典
録
玄
圖
、
宿
簡
玉
文
」
に
作
る
。

『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
に
は
、
「
黃
中
總
氣
、
統
攝
無
窮
、
鎭
星
土
輝
、
流
鍊
神
宮
」
に
作
る
が
、
ほ

か
の
各
版
本
の
祕
篆
文
に
よ
る
と
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
の

こ
の
部
分
に
該
當
す
る
祕
篆
文
も
ほ
か
の
版
本
の
祕
篆
文
と
一
致
し
、
「
攝
炁
監
眞
、
總
領
群
仙
、

典
録
玄
圖
、
宿
簡
玉
文
」
に
作
る
。
ま
た
、
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
で
は
、
そ
の
十
六
字
の
後
に
中
Ｂ

の
部
分
が
缺
如
し
て
お
り
、
直
接
に
中
Ｃ
に
繋
が
る
の
で
、
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
に
は
文
章
の
亂
れ

が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
て
、
「
黃
中
總
氣
、
統
攝
無
窮
、
鎭
星
土
輝
、
流
鍊
神
宮
」
の
十
六
字

は
な
ぜ
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
混
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
實
は
、
そ
の

十
六
字
は
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
五
七
の
「
中
方
玉
文
」
と
同
じ
で
あ
り
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度

五
鍊
生
尸
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
六
九
）
の
十
六
字
の
祕
篆
文
で
書
か
れ
て
い
る
「
靈
寶
黃
帝
鍊
度
五
仙

安
靈
鎭
神
中
元
天
文
」
（
以
下
「
中
元
天
文
」
と
略
す
）
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
表
：
中
―

西
Ａ
２
９ 

南
Ａ
１
６ 

東
Ａ
６ 

中
Ａ
１
４ 

位  

置 

    

一 

    

二 

    

三 

    

四 

    
五 

  

  

六 

 

 

  

七 

    

八 

中
Ｄ
１
１ 

位  

置 

 

一 

 

二 

 

三 

 

四 

 

五 

 

六 

 

七 

缺 八 
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７
を
參
照
。）
た
だ
し
、『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
五
七
の
「
中
方
玉
文
」
で
は
、「
鎭
星
土
輝
」
と
「
流

鍊
神
宮
」
の
二
句
が
逆
轉
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

  

 

     

   

（
表
：
中
―
３
） 

            

 

 
 

（
表
：
中
―
４
） 

    

  

    

 

 

 

（
表
：
中
―
５
）  

中
Ａ
２
０ 

中
Ａ
１
９ 

中
Ａ
１
８ 

中
Ａ
１
７ 

位  

置 

    

一 

  

  二 

    

三 

    四 

    

五 

    

六 

    

七 

    

八 
中
Ａ
２
４ 

中
Ａ
２
３ 

中
Ａ
２
２ 

中
Ａ
２
１ 

位  

置 

    一 

    二 

    三 

    

四 

    

五 

    六 

    七 

    
八 

中
Ａ
２
８ 

中
Ａ
２
７ 

中
Ａ
２
６ 

中
Ａ
２
５ 

位  

置 

    一 

    二 

    三 

    

四 

    

五 

    六 

   

 

七 

    八 
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（
表
：
中
―
６
） 

 

            

 

（
表
：
中
―
７
）  

中
Ａ
３
３
は
、
「
催
」
に
作
る
。『
無
上
祕
要
』
に
は
、「
推
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の
箇

所
に
見
え
ず
、
底
本
に
從
っ
て
「
催
」
に
作
る
。 

中
Ａ
３
５
は
、「
上
」
に
作
る
。『
無
上
祕
要
』
に
は
、「
促
」
に
作
る
。「
上
」
は
、
ま
た
東
Ｄ
２

５
・
南
Ａ
１
７
・
中
Ａ
６
・
中
Ａ
３
５
・
中
Ｄ
７
・
中
Ｄ
２
９
・
西
Ａ
２
５
・
西
Ａ
４
７
・
西
Ｄ
１

１
・
西
Ｄ
２
７
・
北
Ａ
３
３
（
表
：
東
―
５
を
參
照
。）
に
見
え
る
。「
促
」
は
、
南
Ｂ
２
７
に
見
え

る
。
祕
篆
文
の
形
か
ら
、
こ
の
字
は
「
促
」
と
異
な
っ
て
、
「
上
」
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
「
上
」

に
作
る
。『
無
上
祕
要
』
の
「
推
運
促
炁
」
は
恐
ら
く
南
Ｂ
の
「
召
運
促
會
」
の
影
響
を
受
け
た
の

で
あ
ろ
う
。 

      

中
Ａ
３
２ 

中
Ａ
３
１ 

中
Ａ
３
０ 

中
Ａ
２
９ 

位  

置 

    

一 

    

二 

    

三 

    

四 

    

五 

    

六 

    

七 

    

八 

流 

鍊 

神 

宮 

鎭 

星 

土 

輝 

統 

攝 

無 

窮 

黃 

中 

總 

氣 

 

    

中 

方 

玉 

文 

    

中 

元 

天 

文 
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（
表
：
中
―
８
） 

 

中
Ｂ
１
６
は
、「
根
」
に
作
る
。『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、「
姧
」
に
作
る
。
底
本
に
よ
っ
て
、「
根
」

に
決
定
す
る
。
「
根
」
は
、
ま
た
南
Ｃ
１
６
に
見
え
る
。
『
靈
寶
授
度
儀
』
の
「
姧
」
は
、「
姦
」
の

異
體
字
で
あ
り
、「
姦
」
は
中
Ｄ
２
８
に
見
え
る
。
祕
篆
文
の
形
か
ら
、
こ
の
字
は
「
根
」
の
形
に

よ
り
近
く
、「
姦
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
の
で
、「
根
」
に
作
る
。 

  

      

 

（
表
：
中
―
９
） 

 

      

（
表
：
中
―
１
０
）  

中
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
１
６
ま
で
は
、「
勑
攝
北
帝
、
遏
塞
鬼
門
、
剪
除
不
祥
、
莫
有
當
前
」
に
作
る
。『
皇

經
集
註
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
八
）
卷
五
に
は
、
「
中
黃
總
炁
、
統
攝
無
窮
、
鎭
星
吐
輝
、
流
鍊
神
宮
」

（
二
九
ａ
）
と
あ
っ
て
、
續
い
て
「
勑
攝
北
帝
、
遏
塞
鬼
門
、
翦
除
不
祥
、
莫
有
當
前
」
（
二
九
ａ
）

と
あ
る
。
十
六
字
餘
る
の
で
、
『
皇
經
集
註
』
の
「
中
央
黃
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
の
字
數
は
百
六
十

字
に
な
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 

中
Ｄ
１
９
は
、
「
怠
」
に
作
る
。『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、
「
殆
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の

箇
所
に
見
え
ず
、
底
本
に
よ
っ
て
、「
怠
」
に
決
定
す
る
。 

 

  

南
Ｂ
２
７ 

中
Ａ
３
５ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  

五 

  

六 

  七 

缺 

 

八 

南
Ｃ
１
６ 

中
Ｂ
１
６ 

位  

置 

  

一 

 

缺 二 

  

三 

  

四 

  

五 
缺 

 

六 

缺 

 
七 

缺 缺 八 

中
Ｄ
２
８ 

位  

置 

 

一 

 

二 

 

三 

 

四 

 

五 

 

六 

 

七 

缺 八 
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（
四
）
西
方
白
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇 

Ａ
西
方
素
天
、
白
帝
七
門
、
金
靈
皓
映
、
太
華
流
氛
、
白
石
峨
峨
、
七
炁
氤
氲
、
上
有
始
生
、

皇
老
大
神
、
總
領
肺
炁
、
主
校
九
天
、
檢
定
圖
錄
、
制
召
上
仙
。 

Ｂ
太
白
檢
肺
、
奎
婁
守
魂
、
胃
昴
畢
觜
、
主
制
七
關
、
參
總
斗
魁
、
受
符
北
元
。 

Ｃ
赤
書
玉
字
、
九
天
正
文
、
攝
召
萬
炁
、
普
歸
帝
君
。 

Ｄ
西
山
神
呪
、
八
威
七
傳
、
符
水
上
龍
、
召
山
送
雲
、
在
所
校
録
、
同
到
帝
門
、
輔
衞
上
眞
、

斬
滅
邪
源
、
若
有
不
祥
、
截
以
金
關
、
赤
書
符
命
、
風
火
驛
傳
。 

西
Ａ
２
３
と
Ａ
２
４
は
、「
氤
氲
」
に
作
る
。『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、
「
烟
煴
」
に
作
る
。
底
本

に
よ
っ
て
、「
氤
氲
」
に
決
定
す
る
。「
煙
」
は
、
南
Ａ
２
０
に
見
え
、『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
「
烟
」

に
作
る
。
南
Ａ
２
０
と
西
Ａ
２
３
と
は
同
じ
字
で
あ
り
、「
氤
氲
」
と
「
烟
煴
」
と
の
意
味
も
同
じ

で
あ
る
の
で
、
底
本
に
從
う
こ
と
に
す
る
。 

 

          

 
（
表
：
西
―
１
） 

西
Ｄ
１
７
か
ら
Ｄ
２
０
ま
で
は
、「
在
所
校
錄
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
「
在
此
授
得
」
に

作
る
。『
無
上
祕
要
』
に
は
「
在
此
校
録
」
に
作
る
。「
所
」
は
、
ま
た
東
Ｃ
２
１
・
南
Ｃ
１
９
・
南

Ｄ
４
３
・
北
Ａ
３
５
に
見
え
る
。「
校
」
は
東
Ａ
１
８
・
西
Ａ
３
８
に
見
え
る
。「
錄
」
は
東
Ａ
２
０
・

中
Ａ
２
６
・
西
Ａ
４
４
に
見
え
る
。「
得
」
は
、
中
Ｄ
１
８
に
見
え
る
。「
此
」
と
「
授
」
は
ほ
か
の

箇
所
に
見
え
な
い
。
祕
篆
文
を
見
る
と
、
西
Ｄ
１
８
は
「
所
」
で
あ
り
、
西
Ｄ
１
９
は
「
校
」
で
あ

る
と
確
定
で
き
る
が
、
西
Ｄ
２
０
は
ほ
か
の
箇
所
の
「
錄
」
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
「
得
」
と
も
一

致
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
底
本
に
よ
っ
て
、「
錄
」
に
決
定
す
る
。 

 

            
 

（
表
：
西
―
２
） 

南
Ａ
２
０ 

西
Ａ
２
４ 

西
Ａ
２
３ 

位  

置 

   

一 

   二 

   

三 

   

四 

 

  

五 

 

  
六 

   

七 

   

八 

西
Ｄ
２
０ 

西
Ｄ
１
９ 

西
Ｄ
１
８ 

西
Ｄ
１
７ 

位  

置 

    一 

    二 

    三 

    

四 

    

五 

    

六 

    七 

缺 缺 缺 缺 八 
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（
表
：
西
―
３
） 

 

          

 
 

 
 
 

 
 
 

（
表
：
西
―
４
） 

 

         

 
 

 
 
 

（
表
：
西
―
５
） 

 

 

     

 
 

 
 

    

                                              
   

 
    

 
   

  
 
 

（
表
：
西
―
６
） 

北
Ａ
３
５ 

南
Ｄ
４
３ 

南
Ｃ
１
９ 

東
Ｃ
２
１ 

位  

置 

    

一 

    

二 

    

三 

    

四 

    

五 

    

六 

 

   

七 

 

缺 缺 缺 八 

西
Ａ
３
８ 

東
Ａ
１
８ 

位  

置 

  

一 

  

二 

  

三 

  

四 

  
五 

  

六 

  

七 

  

八 

西
Ａ
４
４ 

中
Ａ
２
６ 

東
Ａ
２
０ 

位  

置 

   

一 

  

 二 

   

三 

   

四 

  

 

五 

   

六 

   

七 

   

八 

中
Ｄ
１
８ 

位  

置 

 

一 

 

二 

 

三 

 

四 

 

五 

 

六 

 

七 

缺 八 
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（
五
）
北
方
黑
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇 

Ａ
北
方
玄
天
、
五
炁
徘
徊
、
中
有
黑
帝
、
雙
皇
太
微
、
總
領
符
命
、
仙
鍊
八
威
、
靑
裙
羽
䙱
、

龍
文
鳳
衣
、
上
帝
所
擧
、
制
到
玉
階
。 

Ｂ
北
辰
輔
腎
、
斗
牛
衞
扉
、
女
虚
危
室
、
豁
落
四
開
、
璧
總
七
星
、
執
凶
紏
非
、
却
災
掃
穢
、

明
道
洞
輝
。 

Ｃ
北
山
神
呪
、
激
陽
起
雷
、
流
鈴
煥
落
、
玃
天
振
威
、
北
酆
所
部
、
萬
妖
滅
摧
。 

Ｄ
九
河
傾
訖
、
鳥
母
群
飛
、
蛟
龍
通
道
、
水
陌
洞
開
、
赤
文
玉
書
、
驛
龍
風
馳
。 

北
Ａ
２
８
は
、
「
䙱
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
褐
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の
箇

所
に
見
え
ず
、
底
本
及
び
意
味
に
よ
っ
て
、「
䙱
」
に
作
る
。 

北
Ａ
３
６
は
、「
擧
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
降
」
に
作
る
（
表
：
東
―
１
を
參
照
。）。 

北
Ａ
３
８
は
、「
到
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
列
」
に
作
る
。「
到
」
は
西
Ｄ
２
２
に
見

え
る
。「
列
」
は
、
南
Ｃ
２
２
に
見
え
る
。「
到
」
と
「
列
」
は
字
形
が
似
て
い
る
の
で
、
各
版
本
の

祕
篆
文
を
見
て
も
、「
到
」
と
「
列
」
を
容
易
に
區
別
で
き
な
い
が
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
見
え

る
「
到
」
と
「
列
」
は
明
ら
か
に
違
う
の
で
、「
到
」
に
決
定
す
る
。 

          

（
表
：
北
―
１
） 

北
Ｂ
１
７
は
、
「
璧
」
に
作
る
。
『
靈
寶
授
度
儀
』
に
は
、
「
辟
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の

箇
所
に
見
え
ず
、
底
本
に
從
っ
て
「
璧
」
に
作
る
。 

北
Ｄ
４
は
、「
訖
」
に
作
る
。
『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
竭
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の
箇
所

に
見
え
ず
、
底
本
本
に
從
っ
て
「
訖
」
に
作
る
。 

北
Ｄ
５
は
、「
鳥
」
に
作
る
。
『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
烏
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の
箇
所

に
見
え
ず
、
底
本
に
從
っ
て
「
鳥
」
に
作
る
。 

北
Ｄ
１
４
は
、
「
陌
」
に
作
る
。『
玉
訣
妙
經
』
に
は
、「
脈
」
に
作
る
。
こ
の
二
字
は
ほ
か
の
箇

所
に
見
え
ず
、
底
本
に
從
っ
て
「
陌
」
に
作
る
。 

 

三
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
の
問
題 

 

以
上
、
祕
篆
文
の
分
析
を
通
し
て
、
も
っ
と
も
正
確
な
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
を
得
た
。
と

こ
ろ
が
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
に
關
し
て
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
六
七
二
字
と
し
、『
玉

訣
妙
經
』
で
は
六
六
八
字
と
す
る
。
こ
れ
は
個
別
の
字
の
相
違
よ
り
も
っ
と
重
大
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
こ
の
相
違
は
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
關
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
二
つ
の
經
典
の
閒
に
生
じ
た

問
題
で
あ
る
の
で
、
討
論
す
る
必
要
が
あ
る
（
６
）
。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
六
七
二
字
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
、
祕
篆
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、『
玉
訣
妙
經
』
の
六
六
八
字
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
そ
の
釋
文
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
「
靈

南
Ｃ
２
２ 

西
Ｄ
２
２ 

北
Ａ
３
８ 

位  

置 

   

一 

   

二 

   

三 

   

四 

   

五 

   

六 

  

 
七 

缺 缺 

 

八 
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寶
五
篇
眞
文
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
違
い
は
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
は
一
五
二
字
で
あ
る
が
、『
玉
訣

妙
經
』
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
一
四
八
字
で
あ
る
。 

『
無
上
祕
要
』
卷
二
四
に
は
『
洞
玄
赤
書
經
』
か
ら
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
や
そ
の
釋
文
の

解
釋
を
引
用
し
て
い
る
。 

右
三
十
二
字
、
主
九
天
神
仙
圖
籙
宿
名
。
學
仙
道
士
、
常
以
本
命
・
甲
子
・
立
夏
之
日
、
朱
書

三
十
二
字
於
白
刺
上
、
記
姓
名
年
月
於
刺
下
、
投
靈
山
之
嶽
。
九
年
仙
官
到
、
身
得
飛
仙
。 

…
… 

右
三
十
二
字
、
主
召
星
官
、
正
天
分
度
。
諸
以
南
方
星
宿
越
錯
、
有
諸
災
異
、
當
朱
書
靑
紙
上
、

露
於
中
庭
、
三
日
三
夜
、
夕
夕
依
別
呪
、
訖
刻
書
三
十
二
字
於
赤
石
上
、
埋
南
方
。
天
災
自
消
、

星
宿
復
位
。 

…
… 

右
四
十
字
、
主
制
北
酆
、
正
鬼
氣
行
。
以
此
法
黃
書
赤
木
刺
上
、
以
文
向
東
北
、
而
依
呪
文
。

三
行
此
法
、
鬼
精
自
滅
、
萬
魔
束
形
、
宜
精
心
行
之
。 

…
… 

右
四
十
八
字
、
主
南
海
水
帝
。
大
運
交
期
、
洪
水
四
出
、
召
蛟
龍
水
神
事
。
遇
此
災
及
度
大
水
、

皆
黃
書
四
十
八
字
於
靑
紙
上
、
依
別
呪
、
以
投
水
中
、
身
自
得
過
、
水
官
奉
迎
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
ｂ
～
十
一
ａ
） 

こ
れ
に
よ
る
と
、「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
の
字
數
は
一
五
二
字
（
三
二
・
三
二
・
四
十
・
四

八
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
擧
げ
ら
れ
た
『
洞
玄
赤
書
經
』
の
釋
文
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』

の
祕
篆
文
と
對
應
す
る
六
七
二
字
の
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、『
無
上
祕
要
』
卷
二
六
靈
寶
符
效
品
で
は
、『
洞
玄
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
經
下
』
を
引

用
し
、「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

上
三
十
二
字
、
書
九
天
洞
陽
之
館
、
主
九
天
神
仙
圖
籙
金
名
。 

其
下
三
十
六
字
、
書
三
炁
丹
臺
、
主
召
星
官
、
明
度
數
、
正
天
分
。 

其
下
三
十
二
字
、
制
北
酆
、
正
鬼
炁
。 

其
下
四
十
八
字
、
主
南
海
水
帝
。
大
運
交
周
、
洪
水
四
出
、
召
蛟
龍
水
神
事
、
題
於
西
南
陽
正

玉
闕
。 

合
一
百
四
十
八
字
、
皆
南
方
梵
寶
昌
陽
丹
靈
眞
老
君
自
然
之
書
。 

 
 

 
 

 
 

（
二
ａ
） 

こ
れ
に
よ
る
と
、「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
は
一
四
八
字
（
三
二
・
三
六
・
三
二
・
四
八
）
と

な
る
。
各
段
の
字
數
も
、『
玉
訣
妙
經
』
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
『
玉
訣
妙
經
』
の
六
六

八
字
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
對
應
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

以
上
、
そ
の
字
數
に
よ
っ
て
判
斷
す
れ
ば
、『
無
上
祕
要
』
卷
二
四
の
『
洞
玄
赤
書
經
』
は
『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
を
指
し
、
卷
二
六
の
『
洞
玄
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
經
下
』
は
『
玉
訣
妙
經
』
を
指

す
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
釋
文
に
對
す
る
解
釋
に
よ
る
と
、
『
無
上
祕
要
』
卷
二
四
は
『
玉
訣
妙

經
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
卷
二
六
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、

『
無
上
祕
要
』
が
編
纂
さ
れ
た
北
周
時
期
、
二
つ
の
版
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

陸
修
靜
の
『
靈
寶
授
度
儀
』
に
載
せ
て
い
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」

の
釋
文
は
『
玉
訣
妙
經
』
の
一
四
八
字
の
釋
文
で
は
な
く
、
一
五
二
字
の
正
確
な
釋
文
で
あ
る
。
し

か
し
、
「
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
表
」
に
は
「
臣
敢
以
嚚
瞑
、
竊
按
金
黃
二
籙
・
明
眞
・
玉
訣
・
眞

一
自
然
經
訣
」
（
二
ａ
）
と
あ
り
、
玉
訣
と
は
明
ら
か
に
『
玉
訣
妙
經
』
を
指
す
の
で
、
陸
修
靜
の

「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
釋
文
は
『
玉
訣
妙
經
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

で
は
、
な
ぜ
『
靈
寶
授
度
儀
』
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
を
參
照
し
な
が
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ら
、
正
確
な
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
の
釋
文
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
、
恐
ら
く
陸
修
靜
が
『
靈
寶
授
度
儀
』
を
書
い
た
時
の
『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
は
ま
だ
正
確
な
も

の
で
あ
り
、
後
に
誤
り
が
生
じ
、
ず
っ
と
直
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
し
陸
修
靜
が
見
た

『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
が
閒
違
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、『
靈
寶
授
度
儀
』
で
正
確
な
釋
文
を
記
す
こ

と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

梁
・
宋
文
明
の
『
通
門
論
（
擬
）』
で
は
、
陸
修
靜
の
靈
寶
經
の
十
二
類
に
關
す
る
解
説
が
載
せ

ら
れ
て
お
り
、
「
第
一
經
本
源
、
自
然
天
書
八
會
之
文
、
凡
一
千
一
百
九
字
。
其
六
百
六
十
八
字
、

是
三
才
之
原
根
、
生
天
立
地
、
開
化
人
神
、
萬
物
之
根
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
六
六
八
字
の
自
然

天
書
八
會
の
文
は
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
相
當
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
陸
修
靜
は
「
靈
寶
五
篇

眞
文
」
を
六
六
八
字
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。 

『
靈
寶
授
度
儀
』
は
四
四
〇
年
前
後
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
（
７
）
、
陸
修
靜
の
靈
寶
經
の

十
二
類
の
分
類
は
い
つ
頃
成
立
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
靈
寶
經
目
」
や
『
靈
寶
授
度
儀
』

に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
後
に
考
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
靈
寶
授
度
儀
』
編
纂
後
に
、
本
來
正
確
な
『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
が
改
竄
さ
れ
、

六
六
八
字
と
な
っ
た
。
陸
修
靜
は
十
二
類
の
分
類
を
説
明
す
る
時
に
、
改
竄
さ
れ
た
『
玉
訣
妙
經
』

に
よ
っ
て
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
を
六
六
八
字
と
記
し
て
い
る
。『
靈
寶
授
度
儀
』
で
は
、「
靈

寶
五
篇
眞
文
」
の
總
字
數
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
陸
修
靜
が
そ
の
總
數
を
數
え
閒
違
え
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
如
く
、
『
無
上
祕
要
』
や
『
玉
訣
妙
經
』
で
は
六
六
八
字
の
も
の
が
實
際
に

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
陸
修
靜
の
計
算
ミ
ス
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

或
い
は
、
陸
修
靜
の
前
に
既
に
二
つ
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
各

版
本
の
祕
篆
文
で
は
、
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
の
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
は
一
四
八
字
本
で
あ

り
、
ま
た
王
氏
『
靈
寶
大
法
』
の
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
は
一
四
四
字
本
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
外
は
、
み
な
一
五
二
字
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
氏
『
靈
寶
大
法
』
以
前
、
正
確
な
六
七
二
字
の
祕

篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
み
が
存
在
し
て
お
り
、
改
竄
さ
れ
た
六
六
八
字
の
祕
篆
文
の
「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
六
六
八
字
の
も
の
は
、
閒
違
っ
た
「
靈
寶
五

篇
眞
文
」
の
釋
文
の
版
本
で
あ
る
。 

以
上
か
ら
、
『
靈
寶
授
度
儀
』
が
編
纂
さ
れ
た
四
四
〇
年
前
後
の
『
玉
訣
妙
經
』
で
は
六
七
二
字

の
正
確
な
釋
文
が
載
せ
て
い
た
が
、
靈
寶
經
の
十
二
類
の
分
類
に
關
す
る
解
説
が
書
か
れ
た
頃
に
な

る
と
、
『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
が
道
藏
本
と
同
じ
よ
う
な
六
六
八
字
の
も
の
に
改
竄
さ
れ
た
と
推
測

す
る
。
陸
修
靜
は
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
を
六
六
八
字
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
で
、『
玉
訣

妙
經
』
の
六
六
八
字
の
釋
文
は
陸
修
靜
に
改
竄
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

陸
修
靜
は
『
靈
寶
授
度
儀
』
の
後
に
、『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
を
改
竄
し
、
そ
し
て
十
二
類
の
解
説

で
は
改
竄
し
た
字
數
を
記
し
た
と
考
え
る
の
が
、
も
っ
と
も
妥
當
で
あ
る
。 

實
際
の
『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
陸
修
靜
の
靈
寶
經
の
十
二
類
の
解
説
に
お
い
て
は
、
自
然

天
書
八
會
の
文
の
字
數
に
關
す
る
誤
っ
た
記
載
や
曖
昧
な
記
載
は
ほ
か
に
も
あ
る
。「
靈
寶
五
篇
眞

文
」
と
「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
の
後
に
、「
其
六
十
三
字
、
是
五
方
元
精
名
號
、
服
御
求
仙
、
練

神
化
形
、
白
日
昇
騰
之
法
。
餘
一
百
二
十
三
字
、
闕
無
音
解
。
」
と
あ
る
。
そ
の
六
三
字
の
天
文
と

は
、『
玉
訣
妙
經
』
卷
下
に
載
せ
る
「
眞
一
食
五
芽
天
文
」
を
指
す
が
、
實
際
の
『
玉
訣
妙
經
』
を

見
れ
ば
、
そ
の
正
確
な
字
數
は
六
四
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
千
百
九
字
の
自
然
天
書

八
會
の
文
で
は
、
音
解
の
な
い
文
字
は
一
二
三
字
と
記
し
て
い
る
が
、
計
算
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

一
二
二
字
の
誤
り
で
あ
る
。
更
に
、
陸
修
靜
が
そ
の
一
二
二
字
は
音
解
が
な
い
と
あ
る
が
、
元
始
系

靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
の
九
六
字
の
祕
篆
文
で
書
か
れ
て
い

る
三
篇
の
「
三
部
八
景
玉
文
」
と
元
始
系
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度
五
鍊
生
尸
妙
經
』
の
十

六
字
の
祕
篆
文
で
書
か
れ
て
い
る
「
靈
寶
黃
帝
鍊
度
五
仙
安
靈
鎭
神
中
元
天
文
」
を
指
し
（
８
）、
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そ
の
釋
文
が
經
典
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
音
解
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
自
然

天
書
八
會
の
文
の
正
確
な
字
數
は
一
一
一
四
字
（
六
七
二
・
二
五
六
・
六
四
・
一
二
二
）
で
あ
る
こ

と
が
推
測
で
き
る 

靈
寶
經
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
數
字
の
閒
違
い
や
曖
昧
な
數
字
の
意
味
を
推
測
で
き
る
の
で
、
陸
修

靜
が
當
然
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
陸
修
靜
は
靈
寶
經
の
十
二
類
の
解
説
に
お
い
て
天

文
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
避
け
た
い
よ
う
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

『
玉
訣
妙
經
』
を
は
じ
め
と
す
る
道
敎
經
典
で
は
、
六
七
二
字
の
正
確
な
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞

文
」
を
載
せ
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
六
六
八
字
の
閒
違
っ
た
釋
文
を
記
す
の
は
、
「
靈
寶
五
篇
眞

文
」
の
内
容
を
一
般
の
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
（
９
）
。
祕
篆
文
は
天
文
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
道
士
が
そ
れ
を
勝
手
に
變
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
釋
文
は
一
般
の
人

で
も
讀
め
る
隸
書
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
變
え
る
だ
け
で
、
天
文
の
内
容
の
漏
れ
を
防
ぐ

こ
と
は
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、『
玉
訣
妙
經
』
卷
下
に
載
せ
る
「
眞
一
食
五
芽
天
文
」
の
字

數
が
六
三
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
十
二
類
の
解
説
に
お
い
て
意
圖
的
に
改
竄

し
た
記
載
を
記
す
こ
と
が
わ
か
る
。
實
際
に
は
、
師
か
ら
經
典
を
授
け
た
時
に
は
、
「
靈
寶
五
篇
眞

文
」
の
正
確
な
釋
文
が
口
訣
と
し
て
弟
子
に
敎
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四
、
結
語 

 

以
上
、
祕
篆
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正
を
行
い
、
も
っ
と
も
正
確
な
「
靈
寶
五
篇
眞

文
」
を
得
た
。
さ
ら
に
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
の
問
題
の
由
來
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
祕
篆

文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
解
讀
は
、
數
多
く
の
祕
篆
文
を
含
ん
で
い
る
靈
寶
經
の
研
究
に
重
要
な

價
値
が
あ
る
こ
と
を
い
う
ま
で
も
な
く
、
祕
篆
文
は
解
讀
で
き
る
道
敎
獨
自
の
文
字
で
あ
り
、
こ
れ

に
關
す
る
研
究
は
道
敎
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
學
の
研
究
に
も
新
た
な
可
能
性
を
示
し
た
も
の

と
も
い
え
よ
う
。 

さ
ら
に
、『
玉
訣
妙
經
』
の
釋
文
が
陸
修
靜
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
陸
修
靜
が
「
靈

寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係

や
靈
寶
經
の
内
容
の
變
容
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
啓
發
を
與
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

注 

 

（
１
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
一
篇
第
二

章
「『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思
想
と
成
立
」
を
參
照
。 

（
２
）
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心

に
―
」
を
參
照
。 

（
３
）
釋
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
一
〇
六
～

一
〇
九
頁
、
ま
た
黃
坤
農
「『
眞
文
赤
書
』
研
究
―
以
『
赤
書
玉
篇
』
與
『
赤
書
玉
訣
』
爲
主

的
考
察
―
」（
輔
仁
大
學
碩
士
論
文
、
中
國
宗
敎
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
二
～
七
十
頁
を

參
照
。 

（
４
）
小
林
正
美
氏
は
『
無
上
祕
要
』
卷
二
四
に
載
せ
て
い
る
『
洞
玄
赤
書
經
』
か
ら
引
用
さ
れ
て

い
る
釋
文
が
も
っ
と
も
原
本
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
近
い
と
指
摘
す
る
。
小
林
正
美
『
六
朝

道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
「
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思
想
と
成
立 

二
、
五
篇
眞
文

の
本
文
」
を
參
照
。 

（
５
）
小
林
正
美
氏
は
「
南
方
赤
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
に
お
け
る
文
書
の
亂
れ
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
「
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思
想
と
成
立
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二
、
五
篇
眞
文
の
本
文
」
を
參
照
。
ま
た
、
呂
鵬
志
氏
の
論
文
で
は
小
林
氏
の
説
の
妥
當
性
が

檢
證
さ
れ
て
い
る
。
呂
鵬
志
「
攝
召
北
酆
鬼
魔
赤
書
玉
訣
與
靈
寶
五
篇
眞
文
―
―
『
太
上
洞
玄

靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
校
讀
拾
遺
」（『
宗
敎
學
研
究
』
、
二
〇
一
〇
年
第
四
期
）
を
參
照
。 

（
６
）「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
二

章
「『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思
想
と
成
立 

二
、
靈
寶
五
篇
眞
文
の
本
文
」
、
呂
鵬
志
前
掲

「
攝
召
北
酆
鬼
魔
赤
書
玉
訣
與
靈
寶
五
篇
眞
文
―
―
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
校
讀

拾
遺
」
を
參
照
。 

（
７
）『
靈
寶
授
度
儀
』
の
編
纂
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の

關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に
―
」
注
（
４
６
）
を
參
照
。 

（
８
）
王
承
文
氏
は
こ
の
一
二
二
字
は
、『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』
に
載
せ
る
九
六
字
の
三
篇

の
「
三
部
八
景
玉
文
」
と
八
景
籙
五
方
魔
王
姓
諱
符
名
を
指
す
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
八
景

籙
五
方
魔
王
姓
諱
符
名
は
十
字
で
あ
る
の
で
、
殘
り
の
十
六
字
の
天
文
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

王
承
文
「
古
靈
寶
經
中
「
天
文
」
和
「
符
圖
」
的
釋
讀
與
研
究
」
（
『
「
道
敎
研
究
的
新
視
野
：

道
敎
與
中
國
文
化
及
社
會
的
關
係
」
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、
香
港
中
文
大
學
、
二
〇
〇

九
年
十
一
月
）
を
參
照
。 

（
９
）
呂
鵬
志
氏
は
六
七
二
字
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
が
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
『
玉
訣
妙
經
』
の

六
六
八
字
の
釋
文
は
眞
文
の
内
容
を
漏
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
意
圖
的
に
改
竄
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
呂
鵬
志
前
掲
「
攝
召
北
酆
鬼
魔
赤
書
玉
訣
與
靈
寶
五
篇
眞
文
―
―
『
太
上

洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
校
讀
拾
遺
」
を
參
照
。 
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補
論 

『
旨
敎
經
』
の
成
立
と
内
容 

 

一
、
序
言 

 

『
旨
敎
經
』
は
指
敎
齋
法
（
１
）
や
靈
寶
齋
法
（
２
）
の
成
立
と
は
深
い
關
係
が
あ
る
。
ま
た
、

六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
も
『
旨
敎
經
』
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）。 

道
藏
で
は
『
旨
敎
經
』
が
收
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
『
道
藏
闕
經
目
錄
』
卷
下
に
は
「
正
一
法
文
天

師
旨
敎
經
二
卷
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
『
旨
敎
經
』
に
相
當
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
原
本
の
『
旨
敎

經
』
が
散
逸
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
知
る
に
は
、
ほ
か
の
經
典
に
載
せ
る
逸
文
に
よ
る
し
か
な
い
。

『
旨
敎
經
』
の
逸
文
は
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
七
八
や
唐
・
朱
法
滿
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
（
Ｈ
Ｙ
四

六
三
）
卷
八
の
齋
月
鈔
と
齋
日
鈔
の
二
條
及
び
卷
九
の
坐
起
の
一
條
、『
太
平
御
覽
』
卷
六
六
七
な

ど
に
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
北
宋
・
賈
善
翔
が
編
纂
し
た
『
猶
龍
傳
』
（
Ｈ
Ｙ
七
七
三
）
の
度
漢
天

師
篇
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
旨
要
妙
經
』
は
、『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
に
引
か
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』

の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
『
旨
要
妙
經
』
は
即
ち
『
旨
敎
經
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ

る
（
４
）。 

更
に
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
四
五
九
に
は
『
天
師
指
敎
經
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、 

淨
意
潔
五
内
、
攝
情
修
齋
直
、
身
固
殊
金
剛
、
壽
命
終
無
極
。 

と
あ
る
。
こ
の
文
章
が
道
藏
本
『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』（
Ｈ
Ｙ
七
九
八
）
に
も
見
え
る
の
で
、

『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』、
及
び
そ
れ
と
一
緖
に
使
わ
れ
て
い
る
『
正
一
指
敎
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
七

九
七
）
で
は
『
旨
敎
經
』
の
内
容
が
殘
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
道
藏
本
『
正
一
指
敎

齋
儀
』
と
『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
に
關
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
二
つ
の
經
典
で
は
唐
の

道
士
に
改
竄
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
っ
て
、
南
朝
本
そ
の
ま
ま
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る

（
５
）。 

小
稿
で
は
『
旨
敎
經
』
の
逸
文
を
利
用
し
て
、
そ
の
成
立
時
期
を
考
察
し
、
更
に
『
旨
敎
經
』
に

載
せ
る
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
や
塗
炭
齋
法
と
の
關
係
を
明
ら
か
に
し
、
最
後
に
六
月
齋
と
十
日
齋

の
觀
念
の
成
立
の
經
緯
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

二
、『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期 

 

『
旨
敎
經
』
が
天
師
道
の
經
典
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
主
に
二
つ
の
見
解
が
あ
る
。
一
つ
は
、『
旨
敎
經
』
を
早
期
の
五
斗
米
道
の
敎
法
と
見

て
、
三
國
或
い
は
西
晉
に
成
立
し
た
と
主
張
す
る
も
の
（
６
）
、
も
う
一
つ
は
、『
旨
敎
經
』
が
劉
宋

初
期
の
天
師
道
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
（
７
）
。
そ
の
よ
う
な
見
解
の
違
い
が
あ
る

の
で
、『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
ず
、
『
旨
敎
經
』
が
成
立
す
る
上
限
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
も
し
『
旨
敎
經
』
が
三
國
或

い
は
西
晉
の
時
期
に
成
立
し
て
お
り
、
張
道
陵
或
い
は
張
魯
の
作
で
あ
る
な
ら
れ
ば
、
五
斗
米
道
の

信
徒
の
閒
に
廣
く
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
劉
宋
初
期
に
成
立
し
た
南
朝
天
師
道

の
經
典
『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
や
北
魏
の
寇
謙
之
が
編
纂
し
た
『
老
君
音
誦
誡
經
』（
Ｈ

Ｙ
七
八
四
）
で
は
、
『
旨
敎
經
』
或
い
は
そ
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
指
敎
齋
法
と
六
月
齋
や
十
日
齋

の
觀
念
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
は
、『
旨
敎
經
』
が
劉
宋
以
前
に
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

因
み
に
、
東
晉
末
に
成
立
し
た
五
斗
米
道
の
經
典
で
あ
る
『
女
靑
鬼
律
』
卷
三
に
は
「
旨
敎
」
の
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言
葉
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
『
旨
敎
經
』
を
指
す
も
の
で
は
な
い
（
８
）
。
旨
敎
の
用
例
は
、『
晉
書
』

卷
三
十
七
范
陽
康
王
綏
傳
で
の
「
張
方
受
其
指
敎
、
爲
國
效
節
。」（
９
）
の
一
句
に
も
あ
る
。
そ
こ

に
見
え
る
指
敎
と
は
、
無
論
敎
え
の
意
味
で
あ
り
、
『
旨
敎
經
』
の
意
味
で
は
な
い
。
特
に
『
女
靑

鬼
律
』
の
内
容
を
見
て
も
、『
旨
敎
經
』
に
よ
る
内
容
が
殆
ど
な
い
の
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

「
旨
敎
」
の
言
葉
を
『
旨
敎
經
』
と
見
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。 

『
旨
敎
經
』
の
成
立
の
上
限
を
更
に
嚴
密
に
推
定
す
る
際
は
、
次
の
『
三
天
内
解
經
』
で
の
一
箇

所
の
比
喩
が
注
目
さ
れ
る
。『
三
天
内
解
經
』
卷
下
に
は
、 

能
修
長
齋
者
、
則
合
道
眞
、
不
犯
禁
戒
也
。
故
天
師
遺
敎
、
爲
學
不
修
齋
直
、
㝠
㝠
如
夜
行
不

持
火
燭
。
此
齋
直
、
應
是
學
道
之
首
。 

       
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
ｂ
） 

と
あ
り
、
一
方
、『
太
平
御
覽
』
卷
六
六
七
（
１
０
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』
に
は
、 

奉
道
不
齋
戒
、
如
無
燭
夜
行
、
失
道
自
苦
耳
。 

と
あ
り
、『
三
天
内
解
經
』
と
同
じ
比
喩
が
見
え
る
。 

『
三
天
内
解
經
』
卷
下
に
は
天
師
遺
敎
と
あ
る
の
で
、
こ
の
比
喩
は
『
旨
敎
經
』
か
ら
引
用
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
１
１
）
が
、
こ
こ
で
の
天
師
遺
敎
と
は
、
た
だ
の
權
威
付
け
を
す

る
た
め
の
表
現
で
あ
り
、
經
典
名
の
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
も
し
『
旨
敎
經
』
か
ら
の
引
用
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
三
天
内
解
經
』
の
作
者
が
「
旨
敎
經
云
」
、
或
い
は
「
旨
敎
」
の
言
葉
を
使

わ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、『
三
天
内
解
經
』
卷
下
は
齋
直
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
長
齋

や
散
齋
の
觀
念
し
か
見
え
ず
、
『
旨
敎
經
』
が
説
い
て
い
る
六
月
齋
や
十
日
齋
の
觀
念
に
言
及
さ
れ

て
い
な
い
。
も
し
『
三
天
内
解
經
』
が
『
旨
敎
經
』
を
參
照
し
た
の
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
旨
敎
經
』
の

内
容
で
あ
る
指
敎
齋
法
或
い
は
六
月
齋
や
十
日
齋
の
觀
念
に
觸
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
『
旨
敎
經
』
に
見
え
る
「
奉
道
不
齋
戒
、
如
無
燭
夜
行
、
失
道
自
苦
耳
。
」
の
一
句
は
、
『
三

天
内
解
經
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
劉
宋
の
天
師
道
の
改
革
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
「
三
天
」
の
思
想
を
唱
え
た
『
三
天
内
解
經
』
は
強
い
影
響
力
を
持
ち
、『
雲
笈
七
籤
』（
Ｈ

Ｙ
一
〇
二
六
）
卷
三
七
で
も
、『
三
天
内
解
經
』
か
ら
そ
の
比
喩
が
引
か
れ
て
い
て
、『
三
天
内
解
經
』

で
説
か
れ
て
い
る
こ
の
比
喩
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、『
三
天
内
解
經
』

で
の
比
喩
を
取
り
入
れ
た
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
は
、
早
く
と
も
『
三
天
内
解
經
』
が
編
纂
さ
れ

た
四
二
〇
年
代
初
期
以
後
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

次
に
、
『
旨
敎
經
』
の
成
立
の
下
限
を
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
元

始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
、
以
下
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』

と
略
す
）
で
あ
る
。
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
七
八
に
は
、 

問
曰
、
又
云
靈
照
無
形
、
出
於
眇
莽
、
何
以
知
□
□
靈
照
。 

答
曰
、
注
云
眇
莽
莽
内
幽
冥
。
幽
冥
者
、
至
寂
之
□
也
。
旨
敎
經
曰
、
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
。

故
智
照
之
源
、
生
於
眇
莽
幽
冥
之
内
也
。 

と
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
旨
敎
經
』
か
ら
「
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
源
」
の
一
句
が
引
か
れ
て
い
る
（
１

２
）
。 

そ
の
一
句
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下
に
も
次
に
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
原
。
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
、
道
中
之
道
。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

（
五
ｂ
） 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
眞
文
赤
書
』
に
相
當
し
、
卷
下
の
時
節
齋
の
部
分

は
陸
修
靜
が
新
た
に
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
四
二
〇
年
代
後
半
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
１
３
）
。

そ
う
す
る
と
、『
旨
敎
經
』
は
遲
く
と
も
四
二
〇
年
代
後
半
に
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

更
に
、『
三
洞
珠
囊
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
一
）
卷
一
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
四
二
〇
年
代
前
半
頃
に
成

立
し
た
『
太
眞
科
』（
１
４
）
に
は
、 

救
解
父
母
師
君
同
道
大
灾
病
厄
、
齋
官
露
壇
大
謝
、
闌
格
散
發
泥
額
、
禮
三
十
二
天
、
齋
中
奏

子
午
章
、
苦
到
必
感
。 

 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 

（
二
三
ｂ
） 
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と
あ
る
、
そ
の
續
き
の
割
注
に
は
「
依
旨
敎
塗
炭
齋
法
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
『
旨
敎
經
』
か
ら

の
引
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、『
三
洞
珠
囊
』
卷
五
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
太
眞
科
』
に
は
、 

科
曰
、
凡
一
年
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
、
此
六
月
應
齋
。
又
一
月
之
中
・

一
日
・
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
八
日
・
二
十
九

日
・
三
十
日
、
此
十
日
、
名
曰
十
直
齋
。
皆
天
神
下
降
、
精
修
得
福
也
。 

 
 
 
 

（
九
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
の
六
月
齋
や
十
日
齋
の
説
も
同
じ
『
旨
敎
經
』
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

『
太
眞
科
』
は
四
二
〇
年
代
前
半
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
『
旨
敎
經
』
の
成
立
の
下

限
は
四
二
〇
年
代
前
半
頃
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、『
旨
敎
經
』
は
『
三
天
内
解
經
』
以
後
、『
太

眞
科
』
以
前
の
四
二
三
年
頃
に
成
立
し
た
と
見
れ
ば
大
過
な
か
ろ
う
。 

 

三
、
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法 

 

陸
修
靜
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
六
八
）
の
靈
寶
齋
法
の
條
に
は
、
指
敎
齋
法
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

其
九
法
、
指
敎
之
齋
。
以
淸
素
爲
貴
。
祭
酒
籙
生
共
應
用
、
隨
巨
細
無
。
苦
時
遭
饑
、
食
唯
菜
蔬
。
向
王
之

菜
、
則
不
得
啖
。
中
食
之
後
、
水
不
過
齒
。
思
經
念
道
、
不
替
須
臾
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
七
ａ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
指
敎
齋
法
が
靈
寶
齋
法
の
一
つ
で
あ
る
。
敎
理
上
、
指
敎
齋
法
は
天
師
張
道
陵
が

考
案
し
た
齋
法
と
さ
れ
て
お
り
、
靈
寶
齋
法
は
天
書
の
靈
寶
經
に
載
せ
る
齋
法
と
さ
れ
る
が
、
指
敎

齋
法
は
な
ぜ
靈
寶
齋
法
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
と
の

關
係
を
、
敎
理
と
歷
史
の
二
つ
の
角
度
か
ら
考
察
し
た
い
。 

『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
卷
四
七
で
は
、『
洞
玄
請
問
上
經
』
と
い
う
經
典
名
で
仙
公

系
靈
寶
經
の
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷
上
（
１
５
）
を
引
い
て
、
靈
寶
齋
法
と
『
旨
敎
經
』
の
關

係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

高
上
老
子
曰
、
夫
道
家
所
先
、
莫
近
於
齋
。
齋
法
甚
多
、
大
同
小
異
。
其
功
德
重
者
、
唯
太
上

靈
寶
齋
、
但
世
希
能
學
之
矣
。
學
之
者
皆
大
乘
之
士
、
前
世
積
慶
所
鍾
、
去
仙
近
也
。
又
有
三

天
齋
法
、
與
靈
寶
相
似
。 

仙
公
曰
、
三
天
齋
者
是
三
天
法
師
所
受
之
法
、
名
曰
旨
敎
經
、
抑
亦
其
次
。
但
天
書
弘
妙
、
非

世
賢
可
思
、
能
究
之
者
皆
上
仙
眞
人
、
玄
同
於
太
上
者
也
。
故
中
仙
及
天
人
莫
有
窺
其
文
旨
矣
。

徒
見
而
不
知
、
復
何
所
言
哉
。      

  
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

高
上
老
子
と
葛
仙
公
に
よ
れ
ば
、
道
家
の
齋
法
儀
禮
で
は
靈
寶
齋
法
（
太
上
靈
寶
齋
）
が
一
番
價

値
が
高
く
、
大
乘
の
士
が
學
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、
三
天
齋
法
は
靈
寶
齋
法
に
類
似
し
、
三
天
法
師
張

道
陵
が
授
け
る
法
で
あ
り
、
そ
の
齋
法
は
『
旨
敎
經
』
に
載
せ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

指
敎
齋
法
が
本
來
三
天
齋
法
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、『
旨
敎
經
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
後
に
指
敎

齋
法
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
本
行
宿
緣
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
）、
即
ち
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷

下
（
１
６
）
に
は
、
太
極
眞
人
高
上
法
師
は
次
の
よ
う
に
説
く
。 

輪
轉
學
道
、
莫
先
乎
齋
。
齋
者
、
莫
過
靈
寶
。
其
法
高
妙
、
不
可
宣
於
世
凡
流
之
人
、
常
傳
諸

有
宿
世
功
德
之
子
。
自
無
前
生
重
緣
、
不
令
見
之
、
遇
見
亦
不
好
、
皆
有
本
願
而
然
也
。
故
不

可
強
訓
矣
。
萬
劫
以
來
、
仙
聖
口
訣
相
傳
、
祕
而
不
書
。
吾
被
太
上
命
令
、
授
仙
公
之
子
、
善

書
之
焉
。
此
法
饒
益
一
切
求
道
之
士
也
。
雖
劫
數
運
周
、
是
經
不
易
矣
。
道
與
世
隆
、
德
隨
化

興
。
聖
人
難
値
、
道
亦
難
見
、
經
亦
難
聞
、
聖
世
難
遭
、
賢
人
難
遇
也
。
故
非
有
善
功
之
人
、

不
得
預
斯
會
矣
。
昔
正
一
眞
人
學
道
時
、
受
靈
寶
齋
、
道
成
後
、
謂
此
齋
尊
重
、
乃
撰
靈
寶
五

稱
文
、
中
出
齋
法
、
爲
旨
敎
經
、
大
同
小
異
、
亦
次
本
經
齋
法
也
。
太
乙
齋
法
、
於
此
大
齋
玄

之
玄
矣
。
敎
初
學
小
乘
之
階
級
耳
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
五
ａ
～
六
ａ
） 
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
極
眞
人
高
上
法
師
が
太
上
の
命
令
を
受
け
、
靈
寶
齋
法
を
葛
仙
公
に
授
け
、
靈

寶
齋
法
を
撰
述
し
て
、
道
を
求
め
る
人
に
授
け
る
よ
う
に
敎
え
た
。
本
來
靈
寶
齋
法
を
載
せ
る
經
典

は
天
書
で
あ
り
、
數
劫
を
經
て
も
、
そ
の
内
容
は
變
わ
ら
な
い
が
、
過
去
に
お
い
て
は
仙
聖
た
ち
が

口
で
傳
授
さ
れ
て
き
た
が
、
經
典
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
靈
寶
齋
法
を
載
せ
る
天
上
界

の
經
典
と
は
、
即
ち
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
、

以
下
『
敷
齋
經
』
と
略
す
）
に
お
い
て
太
極
眞
人
が
葛
仙
公
に
授
け
た
靈
寶
齋
法
を
記
す
天
上
界
の

經
典
で
あ
ろ
う
。
昔
、
正
一
眞
人
（
張
道
陵
）
が
道
を
學
ぶ
時
に
、
曾
て
靈
寶
齋
法
を
見
た
が
、
靈

寶
齋
法
は
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
輕
く
人
に
見
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
「
靈
寶
五
稱

文
」
を
書
き
、
そ
の
中
の
齋
法
に
關
す
る
部
分
は
獨
立
し
た
『
旨
敎
經
』
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は

靈
寶
齋
法
に
似
て
い
る
が
、
天
書
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
よ
り
劣
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
太
乙
齋
法

と
は
初
心
者
に
敎
え
る
小
乘
の
齋
法
で
あ
る
、
と
い
う
。 

陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
で
は
、
太
乙
齋
法
が
靈
寶
齋
法
の
一
つ
で
あ
り
、
指
敎
齋
法
の

後
に
配
當
さ
れ
て
い
る
。『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
に
は
、 

其
八
法
、
太
一
之
齋
。
以
恭
肅
爲
首
。
皆
契
同
潔
巳
、
勵
志
施
爲
、
唯
法
不
雜
異
學
、
跪
拜
揖
讓
同
法
、
磬

折
盡
節
也
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

              
     

 
   

 
  

 
 
 
 

（
七
ａ
） 

と
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
敎
理
上
、
靈
寶
齋
法
は
本
來
天
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
齋
法
で
あ
り
、
指
敎
齋
法

は
天
師
張
道
陵
が
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
治
官
の
た
め
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
指
敎
齋
法

が
靈
寶
齋
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
で
は
、
太
乙

齋
法
が
靈
寶
齋
法
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
も
、
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷
下
に
よ
れ
ば
、
太
乙
齋
法

で
は
靈
寶
齋
法
の
玄
妙
の
部
分
が
殘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
天
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
靈
寶
齋
法
と
、
葛
仙
公
が
敷
演
し
た
「
靈
寶

齋
法
」
と
い
う
二
つ
の
靈
寶
齋
法
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
正
一
論
』（
Ｈ
Ｙ
一
二

一
八
）（
１
７
）
に
は
、 

難
曰
、
按
前
來
説
、
靈
寶
齋
儀
起
於
葛
氏
、
指
敎
齋
法
出
自
天
師
。    

 
  

（
四
ｂ
～
五
ａ
） 

と
あ
る
。『
正
一
論
』
で
い
う
葛
氏
（
葛
玄
）
に
始
ま
る
靈
寶
齋
儀
と
は
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
敷

齋
經
』
に
載
せ
る
太
極
眞
人
が
説
敎
し
、
葛
玄
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
「
靈
寶
齋
法
」
を
指
し
、
天

書
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。 

敎
理
上
、
指
敎
齋
法
は
天
師
張
道
陵
が
天
上
界
の
靈
寶
經
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
っ

た
と
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
天
上
界
の
靈
寶
經
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
靈
寶
齋
法
は
虚
構
の
も
の
で
あ

り
、『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
太
極
眞
人
が
説
敎
し
た
「
靈
寶
齋
法
」
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
、
『
無
上
黃
籙
大
齋
立
成
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
）
卷
十
六
に
は
、「
太
極
眞
人
演
經
文
而

著
齋
戒
威
儀
之
訣
、
陸
天
師
摭
經
訣
而
撰
齋
謝
戒
罰
之
儀
。
」（
二
十
ａ
）
と
あ
っ
て
、
太
極
眞
人
が

天
上
の
靈
寶
經
に
記
さ
れ
て
い
る
齋
戒
に
基
づ
い
て
齋
戒
威
儀
の
要
訣
（「
靈
寶
齋
法
」）
を
編
纂
し
、

陸
修
靜
が
更
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
齋
謝
戒
罰
の
科
儀
を
作
っ
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
歴
史
上
、
指
敎

齋
法
は
『
敷
齋
經
』
に
見
え
る
太
極
眞
人
が
説
敎
し
た
「
靈
寶
齋
法
」
よ
り
古
く
、
も
っ
と
も
早
く

成
立
し
た
齋
法
で
あ
り
、『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
齋
法
」
は
指
敎
齋
法
に
由
來
す
る
の
で
あ

る
（
１
８
）。 

『
正
一
論
』
で
は
、
指
敎
齋
法
と
靈
寶
經
を
修
行
す
る
大
乘
道
士
の
關
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。 

難
曰
、
竊
聞
議
者
所
説
、
旨
敎
齋
者
、
天
師
以
敎
治
官
而
巳
。
此
是
小
乘
之
法
、
非
靈
寶
道
士

之
所
宜
修
。 

答
曰
、
天
師
所
説
云
、
吾
以
此
法
敎
治
官
道
民
、
令
免
灾
厄
、
爲
後
世
種
民
。
種
民
之
許
、
寧

忘
道
士
。
道
士
之
儔
、
孰
非
治
官
。
治
官
不
修
種
民
、
焉
度
十
苦
八
難
。 

 
 
 
 
(

三
ｂ) 
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
人
は
、
指
敎
齋
法
は
天
師
が
治
官
の
た
め
に
作
っ
た
、
小
乘
の
法
で
あ
り
、

大
乘
の
靈
寶
道
士
が
指
敎
齋
法
を
實
行
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
二
つ
注
意
す

べ
き
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、「
吾
以
此
法
敎
治
官
道
民
、
令
免
灾
厄
、
爲
後
世
種
民
」
と
い
う

『
旨
敎
經
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
よ
れ
ば
、
天
師
が
治
官
道
民
を
種
民
に
す
る
た
め
に

指
敎
齋
法
を
唱
え
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
指
敎
齋
法
は
東
晉
の
上
淸
經
の
終
末
論
（
１
９
）
を

背
景
に
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
道
士
は
全
員
治
官
で
あ
る
の
で
、
當
然
指
敎
齋
法

を
行
う
べ
き
だ
と
説
く
こ
と
で
あ
る
。
通
説
で
は
、
靈
寶
經
を
編
纂
し
て
信
奉
し
て
い
た
の
は
靈
寶

派
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
の
答
え
に
よ
れ
ば
、
當
時
の
い
わ
ゆ
る
靈
寶
道
士
は
全

員
天
師
道
の
道
士
で
あ
り
、
天
師
道
か
ら
獨
立
す
る
靈
寶
派
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

靈
寶
經
の
新
經
の
『
敷
齋
經
』
で
は
、
葛
仙
公
が
敷
演
し
た
「
靈
寶
齋
法
」
は
、
紫
微
宮
に
保
管

さ
れ
て
い
る
天
書
の
元
始
舊
經
に
載
せ
る
齋
法
の
模
倣
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
敎
理
上
、
葛
仙
公
が

敷
演
し
た
「
靈
寶
齋
法
」
は
天
師
張
道
陵
が
作
っ
た
指
敎
齋
法
を
模
倣
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
歴
史
上
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
敷
齋
經
』
を
作
っ
た
人
は
劉
宋
の
天
師
道
の
信
者
で
あ
る
の

で
、
そ
こ
に
載
せ
る
「
靈
寶
齋
法
」
が
天
師
道
の
指
敎
齋
法
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

さ
て
、
敎
理
上
、
指
敎
齋
法
が
天
書
の
靈
寶
經
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
い

う
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
歴
史
上
、
靈
寶
齋
法
が
指
敎
齋
法
に
由
來
し
、
兩
者
の
構
造

は
似
て
い
る
部
分
が
多
い
か
ら
で
あ
り
、
敎
理
上
、
天
師
張
道
陵
が
天
書
の
靈
寶
經
に
載
せ
る
靈
寶

齋
法
を
模
倣
し
て
指
敎
齋
法
を
作
っ
た
と
あ
る
の
は
、
歴
史
上
、
靈
寶
齋
法
は
指
敎
齋
法
に
由
來
す

る
こ
と
を
隱
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
劉
宋
初
期
の
『
三
天
内
解
經
』
か
ら
は
、
天
師
道
が
靈
寶

經
を
自
派
の
經
典
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
を
決
め
、
仙
公
系
靈
寶
經
を
編
纂
し
、
靈
寶
經
と
天
師

張
道
陵
と
の
關
係
を
説
く
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
（
２
０
）。
靈
寶
經
と
天
師
張
道
陵
と
の
繋
が
り
が

あ
れ
ば
、
天
師
道
が
靈
寶
經
を
自
派
の
經
典
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四
、
指
敎
齋
法
と
塗
炭
齋
法 

 

『
正
一
論
』
に
は
、「
答
曰
、
旨
敎
齋
法
及
塗
炭
謝
儀
共
出
一
卷
」（
二
ｂ
）
と
あ
り
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
指
敎
齋
法
と
塗
炭
謝
儀
が
一
卷
と
し
て
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
一
卷
の
經
典
と
は
即
ち
『
旨

敎
經
』
で
あ
ろ
う
。『
洞
眞
太
上
八
素
眞
經
修
習
功
業
妙
訣
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
〇
）
に
は
、「
第
一
救

急
治
病
、
承
用
天
師
旨
敎
法
。
人
三
元
方
謝
、
乞
生
丐
活
、
自
縳
泥
額
。
塗
炭
之
法
、
竝
在
旨
敎
之

中
。」（
三
ａ
）
と
あ
っ
て
、
治
病
の
時
に
使
わ
れ
て
い
る
塗
炭
の
法
が
『
旨
敎
經
』
に
記
さ
れ
て
あ

る
と
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
『
旨
敎
經
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
に
、
陸
修
靜
の
『
靈
寶
五
感

文
』
で
は
、
指
敎
齋
法
が
靈
寶
齋
法
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
三
元
塗
炭
齋
が
靈
寶
齋
法
に

入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
指
敎
齋
法
と
塗
炭
齋
法
の
關
係
を
見
て
み
た
い
。 

塗
炭
齋
法
の
原
型
は
張
魯
の
時
に
既
に
成
立
し
て
お
り
、
早
期
の
五
斗
米
道
の
儀
式
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
西
南
部
の
少
數
民
族
の
黃
土
を
顏
に
塗
る
風
俗
に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
２
１
）
。
し

か
し
、
早
期
の
五
斗
米
道
で
は
、
齋
法
と
し
て
の
塗
炭
齋
法
が
な
く
、
塗
炭
齋
法
の
原
型
は
治
病
法

と
し
て
の
上
章
の
儀
式
の
一
環
で
あ
る
。 

北
魏
・
寇
謙
之
『
老
君
音
誦
誡
經
』
に
は
、 

老
君
曰
、
道
民
家
有
疾
病
、
告
歸
到
宅
、
師
先
令
民
香
火
在
靖
中
、
民
在
靖
外
。
西
向
散
發
、

叩
頭
謝
寫
。
 
違
罪
過
、
令
使
皆
盡
、
未
有
藏
匿
、
求
乞
原
赦
。
若
過
一
事
不
盡
、
意
不
實
、

心
不
信
法
、
章
奏
何
解
。            

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
十
六
ａ
） 

と
あ
る
。
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
上
章
の
儀
式
で
は
、
塗
炭
の
法
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
齋
法
で

は
な
く
て
、
治
病
法
の
上
章
の
儀
式
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
『
旨
敎
經
』
が

南
朝
の
天
師
道
の
道
士
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
魏
の
寇
謙
之
が
齋
法
の
觀
念
を
持
っ
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て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 
さ
て
、
劉
宋
に
成
立
し
た
『
旨
敎
經
』
で
は
、
指
敎
齋
法
の
後
に
塗
炭
の
法
を
行
う
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
指
敎
齋
法
が
上
章
の
儀
式
に
由
來
し
（
２
２
）
、
塗
炭
の
法
は
上
章
の
儀

式
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
指
敎
齋
法
が
成
立
し
た
後
に
、
上
章
の
代
わ
り
に
指
敎
齋
法
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
塗
炭
の
法
が
行
わ
れ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。 

二
つ
の
齋
法
儀
禮
が
續
け
て
行
わ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、『
旨
敎
經
』
で
は
、
指
敎
齋

法
の
後
に
行
わ
れ
る
塗
炭
の
法
は
齋
法
儀
禮
で
は
な
く
、
懺
悔
の
儀
式
で
あ
る
謝
儀
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、『
正
一
論
』
に
は
、 

難
曰
、
聖
人
設
敎
、
情
無
彼
此
、
何
忌
靈
寶
淸
齋
、
旨
敎
塗
炭
謝
邪
。 

答
曰
、
指
敎
齋
法
及
塗
炭
謝
儀
、
共
出
一
卷
經
中
。
聖
人
豈
容
應
令
修
天
師
之
謝
、
而
不
修
天

師
之
齋
。
若
其
齋
可
略
、
其
謝
可
換
充
靈
寶
闕
者
、
恐
不
但
天
師
不
許
、
深
非
葛
君
之
意
。 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
あ
る
人
が
、
聖
人
は
平
等
に
敎
を
設
け
た
が
、
な
ぜ
靈
寶
齋
法
で
は
淸
齋
が
行
わ
れ
て
お

り
、
指
敎
齋
法
で
は
塗
炭
謝
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
と
質
問
す
る
。
確
か
に
、
潔
淨
を
重
視
す
る

淸
齋
と
泥
の
中
で
轉
ぶ
塗
炭
の
謝
儀
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
や
り
方
で
あ
り
、
こ
の
違
い
は
何
に
起

因
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の
質
疑
に
對
し
て
論
者
が
、
指
敎
齋
法
と
塗
炭
謝
儀
と
は
一
卷
の
經

典
（『
旨
敎
經
』）
に
載
せ
る
の
で
、
指
敎
齋
法
は
塗
炭
謝
儀
と
一
緖
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

答
え
た
。
こ
こ
で
は
、
塗
炭
齋
法
で
は
な
く
、
塗
炭
謝
儀
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
塗
炭
の

法
本
來
の
自
虐
の
形
で
謝
罪
す
る
と
い
う
特
徴
が
窺
え
よ
う
。 

更
に
、
『
旨
敎
經
』
に
載
せ
る
塗
炭
謝
儀
と
葛
仙
公
（
葛
玄
）
が
敷
演
し
た
「
靈
寶
齋
法
」
と
の

關
係
に
つ
い
て
は
、『
正
一
論
』
に
は
、 

難
曰
、
塗
炭
儀
所
説
云
、
悉
如
靈
寶
法
。
推
之
斯
言
、
可
得
兼
用
。 

答
曰
、
塗
炭
法
者
、
由
群
生
咎
障
既
深
、
非
大
功
不
釋
、
宿
對
根
宻
、
非
塗
炭
不
解
。
結
考
不

解
、
則
學
仙
不
成
、
厄
世
不
度
。
天
師
以
漢
安
元
年
十
月
十
五
曰
、
下
旨
敎
於
陽
平
山
、
以
敎

衆
官
、
令
入
仙
目
、
王
・
趙
修
之
、
卒
登
上
道
。
當
爾
之
時
、
塗
炭
之
謝
巳
行
、
而
靈
寶
齋
儀

未
敷
、
唯
五
符
而
巳
、
豈
得
兼
行
。
推
年
檢
事
、
足
明
爲
謬
斯
、
乃
造
作
支
流
、
穿
鑿
眞
文
、

足
此
數
字
、
欲
令
張
葛
二
敎
俱
同
一
、
用
信
不
足
、
有
不
信
矣
。 

  
 
 
 
 

（
三
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
あ
る
人
が
、
塗
炭
謝
儀
の
内
容
は
「
靈
寶
齋
法
」
に
似
て
い
る
の
で
、
塗
炭
謝
儀
を
「
靈

寶
齋
法
」
と
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
質
問
す
る
。
こ
れ
に
對
し
、
天
師
張
道
陵
は
漢
安
元
年

に
『
旨
敎
經
』
を
作
り
、
塗
炭
謝
儀
は
罪
の
深
い
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

當
時
に
は
「
靈
寶
齋
法
」（『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
齋
法
」
）
は
ま
だ
太
極
眞
人
に
敷
演
さ
れ
、

葛
仙
公
（
葛
玄
）
に
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
靈
寶
經
も
五
符
（
靈
寶
五
符
）
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

塗
炭
謝
儀
と
「
靈
寶
齋
法
」
は
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
論
者
が
答
え
て
い
る
。 

『
正
一
論
』
で
は
、
塗
炭
謝
儀
の
作
法
は
『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
齋
法
」
に
似
て
い
る
と

あ
る
が
、
劉
宋
以
前
の
五
斗
米
道
の
塗
炭
の
法
は
そ
れ
ほ
ど
「
靈
寶
齋
法
」
に
似
て
い
る
と
は
い
え

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
旨
敎
經
』
に
な
る
と
、
塗
炭
謝
儀
が
指
敎
齋
法
の
構
造
を
取
り
入
れ
た

が
、「
靈
寶
齋
法
」
は
指
敎
齋
法
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ
た
の
で
、
塗
炭
謝
儀
と
「
靈
寶
齋
法
」
と

は
構
造
上
通
じ
る
部
分
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
『
旨
敎
經
』
の
塗
炭
謝
儀
が
「
靈
寶

齋
法
」
と
は
構
造
上
通
じ
る
部
分
が
あ
る
の
は
、
塗
炭
謝
儀
が
「
靈
寶
齋
法
」
を
模
倣
し
て
書
か
れ

た
か
ら
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
周
の
『
無
上
祕
要
』
卷
五
十
塗
炭
齋
品
に
な
る
と
、
塗

炭
齋
法
の
儀
式
は
『
無
上
祕
要
』
卷
四
八
の
靈
寶
齋
宿
啓
儀
と
一
致
す
る
部
分
が
多
く
、
當
時
の
塗

炭
齋
法
は
靈
寶
齋
法
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、『
旨
敎
經
』
に
載
せ
る
塗
炭
謝
儀
は
齋
法
の
構
造
を
取
り
入
れ
た
の
で
、
上
章

の
時
に
行
わ
れ
て
い
た
懺
悔
の
儀
式
で
あ
る
塗
炭
謝
儀
は
、
後
に
獨
立
す
る
齋
法
で
あ
る
塗
炭
齋
法
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に
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
三
洞
珠
囊
』
卷
一
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
太
眞
科
』
で
は
、「
救
解
父
母
師

君
同
道
大
灾
病
厄
、
齋
官
露
壇
大
謝
、
闌
格
散
發
泥
額
、
禮
三
十
二
天
、
齋
中
奏
子
午
章
、
苦
到
必

感
。」
（
二
三
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
『
老
君
音
誦
誡
經
』
の
記
載
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、

そ
の
續
き
の
割
注
に
は
「
依
旨
敎
塗
炭
齋
法
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
太
眞
科
』
が
成
立
し
た
四
二

〇
年
代
前
半
頃
に
は
旨
敎
塗
炭
齋
法
の
觀
念
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
旨
敎
塗
炭
齋
法

と
い
う
觀
念
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
が
一
つ
の
齋
法
で
は
な
く
、
連
續
的
に
行
わ
れ
る
指
敎
齋

法
と
塗
炭
謝
儀
の
略
稱
で
あ
ろ
う
。
當
時
の
塗
炭
謝
儀
は
ま
だ
齋
法
と
し
て
單
獨
に
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

な
お
、
塗
炭
謝
儀
を
獨
立
す
る
齋
法
に
し
た
人
は
陸
修
靜
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
元
嘉
三
十
年

（
四
五
三
）
頃
に
編
纂
さ
れ
た
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
（
２
３
）
で
は
九
つ
の
靈
寶
齋
法

の
後
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

又
曰
三
元
塗
炭
之
齋
。
以
苦
節
爲
功
、
上
解
億
曾
道
祖
無
數
劫
來
宗
親
門
族
及
已
身
家
門
無
鞅

數
罪
、
拯
拔
憂
苦
、
濟
人
危
厄
、
其
功
至
重
、
不
可
稱
量
。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
七
ｂ
） 

こ
こ
で
は
、
三
元
塗
炭
齋
と
い
う
罪
を
犯
し
た
祖
先
や
人
の
厄
苦
を
救
濟
し
た
齋
法
が
記
さ
れ
て
い

る
。
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
に
よ
れ
ば
、
天
師
張
道
陵
が
天
上
の
靈
寶
齋
法
を

模
倣
し
て
作
っ
た
の
は
指
敎
齋
法
（
三
天
齋
法
）
の
み
で
あ
り
、
塗
炭
齋
法
を
靈
寶
齋
法
に
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
で
は
獨
立
す
る
三
元
塗
炭
齋
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
陸
修
靜
も
自
ら
三
元
塗
炭
齋
を
實
踐
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
雲
笈
七
籤
』

卷
五
經
敎
相
承
部
の
宋
廬
山
簡
寂
陸
先
生
の
一
條
に
は
、 

及
天
子
不
豫
、（
陸
修
靜
）
請
事
塗
炭
之
齋
、
是
夜
卿
雲
紛
郁
、
聖
日
乃
廖
。 
 
   

 

（
六
ｂ
） 

と
あ
る
。
陸
修
靜
は
宋
明
帝
が
病
氣
に
な
っ
た
時
に
、
塗
炭
齋
法
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
病
氣
治

療
は
、
五
斗
米
道
で
行
わ
れ
て
い
た
上
章
儀
禮
の
主
な
目
的
で
あ
り
、
ま
た
後
の
塗
炭
齋
法
の
目
的

で
も
あ
る
。 

 

五
、
六
月
齋
と
十
日
齋 

 

六
月
齋
と
は
一
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
の
六
月
は
齋
月
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、

十
日
齋
と
は
一
日
・
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
八
日
・

二
十
九
日
・
三
十
日
は
齋
日
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
四
二
三
年
頃
に
成
立
し
た
『
旨
敎
經
』
で
は
そ

の
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
が
唱
え
た
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
の
四
二
〇
年

代
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
『
太
眞
科
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
更
に
、
そ
の
天
師
道
が
考
案
し
た
觀
念

に
神
聖
性
を
與
え
る
た
め
に
、
陸
修
靜
は
『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
月
齋
と
十
日
齋
な
ど
の
時
節
齋

の
觀
念
を
自
分
が
敷
述
し
た
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
、
『
旨
敎
經
』
の
唱
え
る
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
の
成
立
、
及
び
靈
寶
經
に
お
け
る
六
月

齋
と
十
日
齋
の
觀
念
の
受
容
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。 

 

（
一
）
六
月
齋 

『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
月
齋
の
觀
念
の
由
來
に
關
し
て
は
、
佛
敎
の
歳
三
齋
や
東
晉
の
上
淸
經

の
幾
月
（
奇
月
）
の
觀
念
が
注
目
さ
れ
る
。 

中
國
佛
敎
で
の
歳
三
齋
と
は
、
三
長
齋
月
で
あ
る
正
月
・
五
月
・
九
月
に
、
八
齋
戒
を
受
持
し
、

殺
生
を
止
め
、
非
行
を
愼
み
、
不
過
中
食
を
守
る
こ
と
を
指
す
。
イ
ン
ド
佛
敎
の
布
薩
で
は
、
三
長

齋
月
の
觀
念
が
な
い
の
で
（
２
４
）、
歳
三
齋
は
中
國
で
成
立
し
た
觀
念
で
あ
ろ
う
（
２
５
）。 

西
晉
・
竺
法
護
譯
『
普
曜
經
』
卷
八
に
は
、 
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宮
人
大
小
咸
受
戒
法
、
月
六
齋
・
歳
三
齊
、
奉
持
不
懈
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
正
三
、
五
三
六
ｃ
） 

と
あ
る
。
歳
三
齊
（
齋
）
の
觀
念
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
具
體
な
時
閒
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
な

い
。 『

弘
明
集
』
卷
十
三
に
載
せ
る
東
晉
の
郗
超
（
三
三
六
～
三
七
七
）
の
『
奉
法
要
』
に
は
、 

已
行
五
戒
便
修
歳
三
月
六
齋
。
歳
三
齋
者
、
正
月
一
日
至
十
五
日
、
五
月
一
日
至
十
五
日
、
九

月
一
日
至
十
五
日
。
月
六
齋
者
、
月
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・
三

十
日
。 

 
                

 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

（
大
正
五
二
、
八
六
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
晉
郗
超
の
時
に
佛
敎
で
は
歳
三
齋
の
時
閒
は
一
月
・
五
月
・
九
月
の

前
半
と
具
體
的
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
宋
初
期
の
『
旨
敎
經
』
が
六
月

齋
を
唱
え
る
前
に
、
佛
敎
で
は
歳
三
齋
の
觀
念
は
既
に
定
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

道
敎
の
六
月
齋
で
は
佛
敎
の
三
月
齋
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
六
月
齋
に
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
東
晉
の
上
淸
經
の
幾
月
（
奇
月
）
の
觀
念
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。 

梁
・
陶
弘
景
の
『
眞
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
九
恊
昌
期
第
一
に
は
、 

    

又
曰
、
數
澡
洗
、
每
至
甲
子
當
沐
。
不
爾
、
當
以
幾
月
旦
使
人
通
靈
浴
。
不
患
數
、
患
人
不
能

耳
。
蕩
鍊
尸
臭
、
而
眞
炁
來
入
。
右
玄
師
所
勅
使
施
用
。
右
十
條
幷
長
史
寫
。（
十
三
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
東
晉
の
興
寧
年
閒
靈
媒
楊
羲
が
許
謐
（
許
長
史
）
に
開
示
し
た
上
淸
經
（
２
６
）
で
は
幾

月
に
沐
浴
齋
戒
す
べ
き
と
い
う
考
え
が
見
え
る
。
ま
た
『
登
眞
隱
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
一
）
卷
中
に
は
、

「
數
沐
浴
、
每
至
甲
子
當
沐
。
不
爾
、
當
幾
月
旦
使
人
通
靈
」（
五
ｂ
）
の
一
句
は
引
か
れ
て
お
り
、

陶
弘
景
の
割
注
に
は
、 

幾
月
、
即
奇
月
也
。
謂
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
也
。  

  
   

 

（
五
ｂ
）    

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
幾
月
は
奇
月
、
即
ち
奇
數
の
月
で
あ
る
。 

更
に
、
幾
月
に
沐
浴
齋
戒
を
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、『
洞
眞
太
上
太
霄
琅
書
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
四
一
）

卷
五
の
太
眞
九
科
第
十
五
に
は
、 

長
齋
月
、
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
、
一
年
六
月
。
月
皆
用
奇
、
因
陽
之

盛
、
建
陰
之
功
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 

（
九
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
と
い
う
一
年
の
六
齋
月

で
は
、
陽
が
強
す
ぎ
る
の
で
、
陰
功
を
立
つ
必
要
が
あ
り
、
こ
の
六
月
を
齋
月
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
月
齋
の
原
型
は
佛
敎
の
歳
三
齋
で
あ
る
が
、
六
齋
月
に
な

っ
た
の
は
東
晉
の
上
淸
經
の
幾
月
（
奇
月
）
の
考
え
の
啓
發
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

次
に
、
靈
寶
經
に
お
け
る
六
月
齋
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
し
す
る
。
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
卷
八

に
引
か
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』
に
は
、 

    

此
六
齋
月
、
上
三
天
令
天
帝
太
一
使
者
、
司
察
天
下
人
過
失
、
此
日
能
齋
、
令
除
十
苦
、
拜
謁

太
上
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            
 
   

 
  

 
   

  
 
 

 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
六
齋
月
の
閒
に
、
上
三
天
が
天
帝
太
一
使
者
に
命
じ
て
、
地
上
の
世
界
に
降
臨
し
て
、
人

閒
の
過
失
を
監
察
さ
せ
る
と
い
う
。
『
猶
龍
傳
』
卷
五
に
引
か
れ
て
い
る
『
旨
要
妙
經
』
の
内
容
も

右
の
文
と
基
本
的
に
一
致
す
る
の
で
、
そ
れ
が
『
旨
敎
經
』
に
載
せ
る
六
齋
月
に
關
す
る
内
容
で
あ

る
に
違
い
な
い
。 

更
に
、『
道
門
經
法
相
承
次
序
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
〇
）
卷
下
の
六
齋
月
の
解
釋
に
は
、 

正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
、
上
三
天
令
天
帝
太
一
・
日
月
星
宿
・
三
官
考

召
、
司
察
天
下
罪
過
、
以
上
白
三
天
考
召
之
。
若
能
修
此
歳
中
六
齋
之
法
、
令
除
十
苦
八
難
、

得
免
厄
伐
。
拜
謁
太
上
、
三
尸
去
、
可
得
長
生
不
老
。 

 
 
 

 
 
 

（
十
一
ｂ
～
十
二
ａ
） 

と
あ
る
。『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
卷
八
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』
と
同
じ
上
三
天
の
神
格
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
『
旨
敎
經
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
こ
こ
で
佛
敎
に
由

來
す
る
十
苦
や
八
難
の
觀
念
が
見
え
る
の
で
、『
旨
敎
經
』
が
佛
敎
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
確
認
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で
き
る
。 

靈
寶
經
で
は
、『
敷
齋
經
』
の
冒
頭
に
は
、 

太
極
眞
人
曰
、
…
…
靈
寶
經
有
大
法
、
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
、
是
歳

六
齋
月
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
 
   

 
    

 
   

  
 
 

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
齋
法
」
の
原
型
は
『
旨
敎
經
』
に
載
せ
る
指
敎
齋
法
で
あ

る
の
で
、
そ
こ
で
の
歳
六
齋
月
の
觀
念
も
『
旨
敎
經
』
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た

如
く
、『
敷
齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
は
實
際
に
は
指
敎
齋
法
に
由
來
す
る
が
、『
太
極
左
仙
公
請
問

經
』
で
は
指
敎
齋
法
が
天
上
界
の
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、

『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
歳
六
齋
月
は
實
際
に
は
『
旨
敎
經
』
に
由
來
す
る
が
、
敎
理
上
、
天
上
界
の

靈
寶
經
に
載
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

元
始
系
靈
寶
經
で
は
、『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
〇
〇
、
以
下
『
明

眞
科
』
と
略
す
）
に
お
い
て
、
最
初
に
六
齋
月
が
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
齋
戒
籙
』（
Ｈ
Ｙ
四

六
四
）
に
載
せ
る
『
明
眞
科
』
の
引
文
に
は
、 

明
眞
科
云
、
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・
十
一
月
、
一
歳
六
齋
月
、
能
修
齋
、
上
三

天
帝
令
太
一
使
者
除
人
十
苦
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
八
ｂ
） 

と
あ
る
。『
明
眞
科
』
で
は
、
五
斗
米
道
の
傳
統
の
上
三
天
（
帝
）
の
神
格
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
元

始
赤
書
眞
文
經
』
に
お
け
る
元
始
五
老
の
神
格
で
は
な
い
の
で
、
『
明
眞
科
』
が
參
照
し
て
い
た
の

は
『
旨
敎
經
』
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
至
言
緫
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
七
）
卷
一
や
『
雲
笈
七

籤
』
卷
三
七
で
も
、
以
上
の
『
明
眞
科
』
か
ら
の
引
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
道
藏
本
『
明

眞
科
』
に
は
、 

飛
天
神
人
曰
、
九
幽
玉
匱
拔
度
死
魂
罪
對
上
品
。
常
以
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・

十
一
月
、
一
年
六
月
、
月
一
日
・
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四

日
・
二
十
八
日
・
二
十
九
日
・
三
十
日
・
一
月
合
十
日
、
及
八
節
日
・
甲
子
日
・
庚
申
日
、
於

家
中
庭
安
一
長
燈
、
令
髙
九
尺
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
（
十
七
ａ
） 

と
あ
る
。「
上
三
天
帝
令
太
一
使
者
、
除
人
十
苦
」
の
一
句
が
見
え
な
い
の
は
、
恐
ら
く
道
藏
本
の

該
當
す
る
箇
所
が
削
除
さ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
明
眞
科
』
に
載
せ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」

の
救
度
國
土
帝
王
の
法
と
救
度
地
獄
鬼
魂
の
法
は
そ
れ
ぞ
れ
後
の
金
籙
齋
法
と
黄
籙
齋
法
の
原
型

で
あ
る
が
、
救
度
國
土
帝
王
の
法
で
は
發
爐
が
行
わ
れ
、
救
度
地
獄
鬼
魂
の
法
で
は
自
摶
が
行
わ
れ

る
が
、
そ
れ
が
天
師
道
の
指
敎
齋
法
や
塗
炭
謝
儀
の
作
法
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
『
旨
敎

經
』
を
參
照
し
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
月
齋
の
觀

念
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。 

そ
し
て
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
中
の
卷
末
に
は
、 

元
始
靈
寶
五
老
尊
神
・
諸
天
帝
皇
・
妙
行
眞
人
、
常
以
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・

十
一
月
、
一
歳
六
會
於
太
上
三
天
靈
都
宮
元
陽
紫
微
之
臺
、
集
筭
天
元
、
推
校
運
度
、
諸
天
各

下
天
帝
太
乙
使
者
・
日
月
星
宿
・
三
部
三
官
、
考
召
五
嶽
四
瀆
・
河
海
大
神
、
周
行
天
下
、
紏

察
功
過
、
搜
擇
種
人
。
當
此
之
月
、
天
下
地
上
、
莫
不
振
肅
、
執
齋
持
戒
、
尊
奉
天
眞
。
學
者

以
其
月
、
隨
科
修
齋
、
功
記
三
官
五
帝
、
列
名
上
天
。
六
年
、
克
得
拜
謁
太
上
、
七
祖
皆
昇
福

堂
、
神
靈
祐
護
、
萬
災
不
干
。 

と
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、『
旨
敎
經
』
で
は
神
格
で
あ
る
上
三
天
が
天
帝
太
一
使
者

を
命
令
す
る
と
あ
る
が
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
元
始
靈
寶
五
老
尊
神
・
諸
天
帝
皇
・
妙
行
眞

人
が
天
帝
太
乙
使
者
を
命
令
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
五
斗
米
道
の
傳
統
の
神

格
で
あ
る
上
三
天
は
靈
寶
經
の
神
格
で
あ
る
元
始
五
老
な
ど
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
上
三

天
の
神
格
が
見
え
る
『
明
眞
科
』
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
な
く
、
『
旨
敎
經
』
を
參
照
し
た

こ
と
か
ら
、『
明
眞
科
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
に
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
中
の
最
後
の
六
齋
月
の
部
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分
は
ま
だ
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
六
月
齋
の
觀
念
は
『
旨
敎
經
』
に
唱
え
ら
れ
た
後
に
、
ま
ず
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
敷

齋
經
』
が
そ
れ
を
取
り
入
れ
、
そ
の
後
齋
法
儀
禮
を
載
せ
る
『
明
眞
科
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
更

に
陸
修
靜
は
そ
れ
を
敷
演
し
て
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
加
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
靈
寶
經
の
敎

理
に
よ
れ
ば
、
『
敷
齋
經
』
の
歳
六
齋
月
の
説
は
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
歴
史
上
の
事
實
で
は
な
い
。
例
え
ば
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』

に
通
じ
る
内
容
が
あ
る
場
合
に
は
、
敎
理
上
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、
新
經
と
さ
れ
る
『
太
上
靈
寶
五
符

序
』
の
内
容
は
元
始
系
靈
寶
經
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
よ
る
が
、
實
際
の
歴
史
は
明
ら
か
に
逆

で
あ
り
、
敎
理
上
の
經
典
の
新
舊
は
歴
史
上
の
成
立
の
順
番
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

（
二
）
十
日
齋 

道
敎
十
齋
日
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
も
の
の
（
２
７
）
、

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
は
陸
修
靜
が
四
二
〇
年
後
半
以
後
に
敷
述
し
た
經
典
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
十
日
齋
の
成
立
の
經
緯
を
推
測
す
る
時
に
誤
り
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
筆
者
の
經
典
の
成
立
年
代
の
推
定
に
基
づ
い
て
十
日
齋
の
成
立
の
經
緯
を
論
じ
て
み
た
い
。 

道
敎
の
十
日
齋
と
佛
敎
六
日
齋
と
の
關
係
を
考
察
す
る
に
は
、
ま
ず
、
兩
者
の
閒
に
は
相
互
に
影

響
す
る
關
係
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
敎
の
十
齋
日
と
は
、
每
月
の
一
日
・

八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
八
日
・
二
十
九
日
・
三
十
日

を
指
す
が
、
佛
敎
の
六
齋
日
と
は
、
每
月
の
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
・

三
十
日
を
指
す
。
十
齋
日
と
六
齋
日
と
は
、
六
日
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
、
偶
然
に
同
じ
で
あ
る
可

能
性
は
な
い
の
で
、
兩
者
の
中
、
先
に
成
立
し
た
も
の
に
由
來
す
る
に
違
い
な
い
。 

佛
敎
の
六
日
齋
は
早
期
イ
ン
ド
佛
敎
の
布
薩
と
は
密
接
な
關
係
が
あ
り
、
三
國
呉
の
支
謙
（
二
二

三
～
二
二
五
）
譯
の
『
佛
説
齋
經
』
を
は
じ
め
、
數
多
く
の
三
國
や
晉
の
佛
經
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
道
敎
の
十
日
齋
の
影
響
を
受
け
て
考
案
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
２
８
）。 

 

次
に
、
佛
敎
側
や
道
敎
側
の
資
料
を
參
照
し
な
が
ら
、
六
日
齋
が
十
日
齋
に
な
っ
て
、
道
敎
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
經
緯
を
考
察
す
る
。 

早
期
の
イ
ン
ド
佛
敎
に
お
い
て
は
、
布
薩
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のU

pava
s
atha

）
が
あ
る
が
、

中
國
に
傳
來
し
た
時
に
齋
・
長
靜
・
長
養
・
增
長
な
ど
と
漢
譯
さ
れ
て
い
る
。
布
薩
は
、
比
丘
の
布

薩
と
信
者
の
布
薩
の
二
種
が
あ
り
、
比
丘
や
比
丘
尼
の
布
薩
は
半
月
に
一
回
行
い
、
信
者
の
布
薩
は

半
月
に
三
回
行
う
が
、
そ
れ
が
一
か
月
の
六
日
齋
で
あ
る
。
布
薩
を
行
う
時
に
、
信
者
は
集
ま
っ
て
、

自
分
の
罪
を
懺
悔
す
る
。
六
齋
日
以
外
に
、
神
變
月
（
２
９
）
の
時
に
、
八
齋
戒
を
守
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
。 

最
初
の
六
日
齋
の
記
載
は
、
三
國
呉
・
支
謙
が
譯
し
た
『
佛
説
齋
經
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

佛
問
維
耶
、
沐
浴
何
早
。
對
曰
、
欲
與
諸
婦
俱
受
齋
戒
。
佛
言
、
齋
有
三
輩
、
樂
何
等
齋
。
維

耶
長
跪
言
、
願
聞
何
謂
三
齋
。
佛
言
、
一
爲
牧
牛
齋
。
二
爲
尼
犍
齋
。
三
爲
佛
法
齋
。
…
…
佛

法
齋
者
、
道
弟
子
月
六
齋
之
日
受
八
戒
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
大
正
一
、
九
一
一
ａ
） 

こ
こ
で
佛
法
齋
で
あ
る
六
日
齋
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
具
體
的
な
日
付
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
三
國
呉
・
康
僧
會
が
譯
し
た
『
六
度
集
經
』
に
は
「
以
正
月
奉
六
齋
、
精
進
無
倦
。
」（
大

正
三
、
三
五
ａ
）
と
あ
り
、
六
齋
日
に
言
及
し
て
い
る
が
、
具
體
的
な
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

最
初
に
六
齋
日
の
日
付
を
記
す
の
は
、
西
晉
・
法
立
と
法
炬
が
譯
し
た
『
大
樓
炭
經
』
卷
四
忉
利

天
品
第
九
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、  

佛
言
十
五
日
有
三
齋
。
何
等
爲
三
。
齋
月
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
、
是
爲
三
。 

云
何
爲
月
八
日
齋
。
月
八
日
齋
時
、
四
王
告
使
者
、
言
往
案
行
四
天
下
。
…
… 

十
四
日
齋
云
何
。
十
四
日
齋
時
、
四
天
王
自
告
太
子
、
四
布
案
行
天
下
。
…
… 
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云
何
爲
十
五
日
齋
。
十
五
日
齋
時
、
四
天
王
躬
身
自
下
、
四
布
案
行
天
下
。 

（
大
正
一
、
二
九
八
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
半
月
の
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
は
齋
日
で
あ
り
、
一
か
月
と
す
れ
ば
、

即
ち
月
の
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
二
十
三
日
・
二
十
九
日
と
三
十
日
が
齋
日
で
あ
る
。
六
日
齋

の
説
は
、
西
晉
の
『
大
樓
炭
經
』
で
は
完
全
に
成
立
し
た
が
、
當
時
の
五
斗
米
道
で
は
十
日
齋
の
觀

念
は
ま
だ
考
案
さ
れ
て
い
な
い
。 

更
に
、
右
の
文
の
後
に
、
四
天
王
と
六
齋
日
と
の
關
係
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
八
日
に
、

四
天
王
は
使
者
を
遣
り
て
世
閒
を
巡
視
さ
せ
、
十
四
日
に
、
四
天
王
は
太
子
に
命
じ
て
、
世
閒
を
巡

視
さ
せ
、
十
五
日
に
、
四
天
王
は
自
ら
世
閒
を
巡
視
す
る
と
い
う
。
後
秦
の
佛
陀
耶
舍
と
竺
佛
念
が

譯
し
た
『
長
阿
含
經
』
の
忉
利
天
品
第
八
や
東
晉
末
の
瞿
曇
僧
伽
提
婆
が
譯
し
た
『
增
一
阿
含
經
』

卷
十
六
に
は
同
樣
の
内
容
が
見
え
る
。 

四
二
七
年
頃
に
成
立
し
た
僞
經
の
『
佛
説
四
天
王
經
』
（
３
０
）
は
、
『
大
樓
炭
經
』
或
い
は
『
長

阿
含
經
』
の
忉
利
天
品
の
抄
出
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
最
初
に
六
齋
日
或
い
は
四
天
王
及
び

太
子
・
使
者
た
ち
が
世
閒
に
降
り
る
こ
と
を
記
載
す
る
佛
經
で
は
な
い
。
『
佛
説
四
天
王
經
』
で
は

道
敎
の
影
響
が
見
え
る
が
、
六
齋
日
や
四
天
王
に
關
す
る
部
分
は
基
本
的
は
佛
敎
の
從
來
の
説
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。 

後
秦
の
鳩
摩
羅
什
が
譯
し
た
『
大
智
度
論
』
第
十
三
で
は
、
次
の
『
四
天
王
經
』
の
内
容
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。 

問
曰
、
何
以
故
、
六
齋
日
受
八
戒
修
福
德
。
答
曰
、
是
日
惡
鬼
逐
人
欲
奪
人
命
、
疾
病
凶
衰
令

人
不
吉
。
…
…
如
四
天
王
經
中
佛
説
、
月
六
齋
日
使
者
、
太
子
及
四
天
王
、
自
下
觀
察
衆
生
。 

 
 
 
 

（
大
正
二
五
、
一
六
〇
ａ
） 

鳩
摩
羅
什
が
引
用
し
た
原
本
の
『
四
天
王
經
』
に
は
道
敎
の
影
響
が
見
え
ず
、
現
本
に
お
け
る
道
敎

に
近
い
内
容
は
恐
ら
く
智
嚴
が
翻
譯
し
た
時
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
３
１
）。
も
ち
ろ
ん
、

『
四
天
王
經
』
が
道
敎
の
十
齋
日
の
觀
念
の
由
來
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
よ
り

早
く
存
在
し
て
い
た
『
大
樓
炭
經
』
や
『
長
阿
含
經
』
や
『
增
一
阿
含
經
』
に
見
え
る
六
齋
日
や
四

天
王
の
説
話
が
道
敎
に
影
響
を
與
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
道
敎
側
は
ど
の
佛
典
を

參
照
し
た
か
は
容
易
に
斷
定
で
き
な
い
。 

『
三
天
内
解
經
』
卷
下
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
劉
宋
の
天
師
道
は
佛
敎
の
影
響
を
受
け
、
齋

直
を
重
視
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、『
旨
敎
經
』
で
初
め
て
十
日
齋
を
唱
え
た
。『
要
修
科
儀

戒
律
鈔
』
卷
八
に
引
か
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』
に
は
、 

旨
敎
經
曰
、
一
日
北
斗
下
。
八
日
北
斗
司
殺
鬼
下
。
十
四
日
太
一
使
者
下
。
十
五
日
天
帝
下
。

天
帝
下
者
、
日
月
星
宿
諸
官
俱
下
。
十
八
日
天
一
下
。
二
十
三
日
太
一
八
神
使
者
下
。
二
十
四

日
北
辰
下
。
二
十
八
日
下
太
一
下
。
二
十
九
日
中
太
一
下
。
三
十
日
上
太
一
下
。
太
一
下
者
、

日
月
五
星
・
二
十
八
宿
・
璇
璣
玉
衡
・
七
星
北
斗
・
司
命
・
司
録
・
司
罰
・
司
殺
・
大
聖
尊
神
・

妙
行
眞
人
・
天
帝
大
王
俱
下
。
當
此
之
日
、
天
神
地
祇
、
莫
不
傾
悚
、
周
行
天
下
、
伺
人
善
惡
。

其
日
有
執
心
精
進
、
不
違
經
敎
、
親
敬
守
戒
、
誦
經
行
道
、
遠
宣
法
敎
、
太
一
歡
喜
、
益
其
筭

祿
、
度
著
左
契
、
刻
名
玉
籙
、
拜
爲
眞
人
。
其
日
若
殺
生
詐
欺
淫
盜
、
罵
辱
道
士
、
訾
毀
經
敎
、

太
一
大
怒
、
減
其
筭
祿
、
度
著
右
契
、
下
名
三
官
、
稱
爲
罪
人
。 

 
 

 
 

（
四
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。『
道
門
經
法
相
承
次
序
』
卷
下
で
は
、
十
日
齋
の
注
釋
に
「
天
師
敎
諸
男
女
官
、
爲
道
當

修
月
中
十
直
。」（
十
二
ａ
）
と
あ
る
が
、
そ
の
續
き
の
文
は
右
の
文
と
同
じ
で
あ
り
、
み
な
『
旨
敎

經
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
は
、
『
猶
龍
傳
』
卷
五
に
引
か
れ
て
い
る
『
旨
敎
經
』
の
十

日
齋
の
部
分
は
、
右
の
文
よ
り
短
い
が
、
日
付
と
對
應
す
る
神
格
が
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
四
二
三
年
頃
に
成
立
し
た
『
旨
敎
經
』
で
は
、
右
の
文
に
見
え
る
十
日
齋
の
内
容
が
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
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陸
修
靜
は
『
旨
敎
經
』
か
ら
十
日
齋
の
觀
念
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
卷
下

で
は
次
の
よ
う
に
敷
演
さ
れ
て
い
る
。 

元
始
靈
寶
西
北
天
大
聖
衆
・
至
眞
尊
神
・
無
極
大
道
・
上
帝
・
眞
皇
老
人
・
常
以
月
一
日
、
上

會
靈
寶
玄
都
西
北
玉
山
紫
微
上
宮
、
奉
齋
朝
天
文
、
校
地
上
人
鬼
功
過
。
其
日
勑
北
斗
下
、
與

三
官
考
召
・
四
部
剌
奸
、
周
行
天
下
、
糾
察
兆
民
、
條
列
善
惡
、
輕
重
上
言
。
其
日
有
奉
修
齋

直
、
不
犯
科
律
、
三
官
除
罪
、
列
名
玄
都
、
萬
神
衞
護
、
得
爲
種
民
。
犯
惡
爲
非
、
移
名
地
官
。 

元
始
靈
寶
北
天
大
聖
衆
、
…
…
常
以
月
八
日
上
會
靈
寶
玄
都
北
上
玉
山
陰
元
臺
…
…
其
日
勑
北

斗
司
殺
鬼
下
…
… 

元
始
靈
寶
東
北
天
大
聖
…
…
常
以
月
十
四
日
、
上
會
靈
寶
玄
都
玉
山
通
陽
靑
微
宮
…
…
其
日
勑

太
乙
使
者
下
…
… 

元
始
靈
寶
東
天
大
聖
衆
・
至
眞
尊
神
・
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
・
無
上
玄
老
・
太
上
老
君
・

太
上
丈
人
・
皇
上
老
君
・
皇
上
丈
人
・
靑
靈
上
眞
・
天
帝
君
・
天
帝
丈
人
・
太
帝
君
・
太
帝
丈

人
・
九
老
仙
都
君
・
九
氣
丈
人
・
百
千
萬
重
道
氣
・
千
二
百
官
君
・
太
淸
玉
陛
下
…
…
常
以
月

十
五
日
、
上
會
靈
寶
太
玄
都
玉
山
靑
華
玉
陛
宮
…
…
其
日
天
帝
自
下
。
天
帝
自
下
者
、
日
月
星

宿
・
天
上
天
下
地
上
地
下
五
嶽
四
瀆
河
海
神
靈
、
莫
不
慘
然
俱
下
。 

元
始
靈
寶
東
南
天
大
聖
衆
…
…
常
以
月
十
八
日
、
上
會
靈
寶
太
玄
都
玉
京
山
洞
靈
元
陽
之
館
…

…
其
日
勑
太
乙
八
神
使
者
下
…
… 

元
始
靈
寶
南
天
大
聖
衆
…
…
常
以
月
二
十
三
日
、
上
會
靈
寶
太
玄
都
玉
山
洞
靈
丹
臺
…
…
其
日

勑
天
一
下
…
… 

元
始
靈
寶
西
南
天
大
聖
衆
…
…
常
以
月
二
十
四
日
、
上
會
靈
寶
太
玄
都
玉
京
朱
宮
…
…
其
日
勑

北
辰
下
…
… 

元
始
靈
寶
西
天
大
聖
衆
…
…
常
以
月
二
十
八
日
、
上
會
靈
寶
太
玄
都
玉
京
金
闕
七
寶
宮
…
…
其

日
太
一
下
…
… 

元
始
靈
寶
下
元
天
大
聖
衆
…
…
常
以
月
二
十
九
日
、
上
會
髙
皇
天
太
玄
都
玉
京
黃
房
…
…
其
日

遣
中
太
乙
下
…
… 

元
始
靈
寶
上
元
天
大
聖
衆
…
…
冥
寂
玄
通
、
大
智
慧
原
。
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
、
道
中
之

道
…
…
常
以
月
三
十
日
、
上
會
靈
寶
太
玄
都
玉
京
七
寶
紫
微
宮
…
…
其
日
遣
上
太
一
下
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
ａ
～
七
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
旨
敎
經
』
に
お
け
る
十
齋
日
と
對
應
す
る
神
格
は
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
も

同
樣
に
對
應
し
て
現
れ
（
３
２
）、
更
に
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
靈
寶
經
の
神
格
で
あ
る
元
始

靈
寶
西
北
天
大
聖
衆
な
ど
の
神
格
が
新
た
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
十
五
日
と
三
十
日
の
部
分
に
は
注
目
す
べ
き
點
が
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
、「
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
」
な
ど
の
神
格
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
太
淸
玄
元
上
三
天
無

極
大
道
」
と
は
、「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
す
る
劉
宋
の
天
師
道
の
最
高
の
神
格
で
あ
り
（
３
３
）
、

そ
れ
ら
の
神
格
は
指
敎
齋
法
で
の
四
方
朝
に
見
え
る
神
格
と
一
致
し
て
い
る
（
３
４
）
。
も
う
一
つ

は
、「
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
」
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
劉
宋
天
師
道
の
「
三
天
」
の

思
想
で
唱
え
た
信
奉
す
る
道
法
の
呼
び
名
で
あ
る
「
正
一
盟
威
の
道
」
で
あ
る
。
こ
の
二
點
か
ら
は
、

そ
の
十
日
齋
の
部
分
の
編
纂
者
は
「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
し
て
い
る
劉
宋
天
師
道
の
道
士
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
更
に
、
『
眞
誥
』
卷
二
十
の
陸
修
靜
が
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
敷
述
し
た

と
い
う
記
載
に
よ
れ
ば
、
劉
宋
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
陸
修
靜
が
こ
の
十
日
齋
の
部
分
を
『
元
始
赤

書
眞
文
經
』
に
入
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

因
み
に
、『
旨
敎
經
』
で
は
、
十
齋
日
と
十
方
と
の
關
係
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、『
元
始
赤
書
眞

文
經
』
で
は
十
日
齋
は
十
方
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
靈
寶
經
に
お
け
る
十
方
の
觀
念
は
佛
敎
の
大
乘

主
義
（
３
５
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
陸
修
靜
が
『
旨
敎
經
』
か
ら
十
齋
日
の
觀
念
を
取
り
入
れ
た
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時
に
、
靈
寶
經
で
の
十
方
の
觀
念
と
結
び
つ
い
て
解
釋
し
た
と
推
測
す
る
。 

 
六
、
結
語 

 

以
上
の
考
察
に
よ
り
、『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
や
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
や
塗
炭
齋
法
と
の
關

係
や
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
の
成
立
の
經
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

『
旨
敎
經
』
で
は
『
三
天
内
解
經
』
の
比
喩
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
指
敎
齋
法
が
『
太
眞
科
』

に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
旨
敎
經
』
は
『
三
天
内
解
經
』
以
後
、『
太
眞
科
』
以
前
の
四
二

三
年
頃
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

敎
理
上
は
指
敎
齋
法
が
天
書
の
靈
寶
經
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
上
靈
寶
齋
法
は
指
敎
齋
法
に
由
來
す
る
こ
と
を
隱
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

『
旨
敎
經
』
で
は
、
指
敎
齋
法
と
と
も
に
塗
炭
謝
儀
が
載
せ
て
い
る
。
そ
の
塗
炭
謝
儀
と
は
、
五
斗

米
道
で
は
上
章
の
時
に
行
う
謝
罪
の
儀
式
で
あ
り
、
指
敎
齋
法
の
影
響
を
受
け
て
、
齋
法
の
構
造
を

取
り
入
れ
て
、
獨
立
す
る
齋
法
で
あ
る
塗
炭
齋
法
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
月
齋
の
觀
念
は
、
佛
敎
の
歳
三
齋
や
東
晉
の
上
淸
經
の
幾
月
（
奇
月
）

の
觀
念
の
啓
發
を
受
け
て
考
案
さ
れ
、
ま
た
、
十
日
齋
は
佛
敎
の
六
日
齋
に
由
來
す
る
と
推
測
さ
れ

る
。
六
月
齋
と
十
日
齋
の
觀
念
は
『
旨
敎
經
』
で
唱
え
ら
れ
た
後
に
、
ま
ず
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
敷

齋
經
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
『
明
眞
科
』
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
最
後
陸
修
靜
が
そ
れ
を

詳
し
く
解
説
し
て
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
に
加
え
た
。『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
十
五
日
と
三
十

日
の
部
分
に
は
、「
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
」
や
「
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
」
と
い
う
劉
宋

の
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
に
由
來
す
る
神
格
や
觀
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
劉
宋
の
天
師
道
の
道

士
で
あ
る
陸
修
靜
が
そ
の
十
日
齋
の
部
分
の
作
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

  

注 

 

（
１
）
指
敎
齋
法
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋

法
の
成
立
と
構
造
―
」（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
、
東

京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
を
參
照
。 

（
２
）
靈
寶
齋
法
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」
（
小
林
正
美
編
著
『
道

敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
３
）
王
承
文
氏
は
道
敎
の
六
月
齋
・
十
日
齋
の
觀
念
は
『
旨
敎
經
』
に
由
來
す
る
と
主
張
す
る
。

王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
第
四

章
第
二
節
「
古
靈
寶
經
的
定
期
齋
戒
和
「
齋
直
」
與
天
師
道
」
を
參
照
。
し
か
し
、
既
に
小
林

正
美
氏
は
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
に
關
す
る
推
定
は
誤
り
で

あ
る
。
小
稿
の
注
（
６
）
を
參
照
。 

（
４
）『
旨
敎
經
』
の
逸
文
に
つ
い
て
は
、
呂
鵬
志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）」（『
中
央
研
究
院

歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
十
本
第
三
分
册
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
附
錄
一
「
『
旨
敎
經
』

的
輯
稿
」
を
參
照
。 

（
５
）
呂
鵬
志
氏
は
、『
正
一
指
敎
齋
儀
』
に
載
せ
る
六
職
齋
官
の
第
一
の
官
職
は
、
唐
の
以
前
に

法
師
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、『
正
一
指
敎
齋
儀
』
で
は
唐
以
後
の
高
功
と
い
う
呼
び
名
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
で
は
唐
代
の
行
政
單
位
で
あ
る
州
縣

鄉
里
が
使
わ
れ
て
お
り
、
更
に
唐
で
流
行
し
て
い
た
道
場
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、

唐
の
道
士
に
改
竄
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
呂
鵬
志
前
掲
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上

篇
）」
三
八
〇
頁
を
參
照
。 
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（
６
）
王
承
文
氏
は
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
を
三
國
或
い
は
西
晉
と
し
て
い
る
。
王
承
文
『
敦
煌

古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
第
四
章
第
二
節
「
古
靈
寶
經
的
定
期
齋
戒
和
「
齋
直
」
與
天
師
道
」

を
參
照
。
王
承
文
氏
の
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
に
關
す
る
推
定
は
誤
り
で
あ
る
と
小
林
正
美

氏
に
指
摘
さ
れ
た
。
小
林
正
美
前
揭
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立

と
構
造
―
」
注
（
８
）
を
參
照
。 

（
７
）
小
林
正
美
氏
は
、
指
敎
齋
法
に
は
劉
宋
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
の
影
響
が
見
え
る
の
で
、

劉
宋
初
期
の
天
師
道
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
因
み
に
、
小
林
正
美
氏

の
論
文
は
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
で
は
な
く
、
指
敎
齋
法
の
成
立
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」
を
參
照
。

ま
た
、
呂
鵬
志
氏
は
、
指
敎
齋
法
は
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
天
師
道
の
齋
法
で
あ
る

の
で
、
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
は
四
〇
〇
年
か
ら
四
三
七
年
ま
で
の
東
晉
末
や
劉
宋
初
期
で

あ
る
と
推
定
す
る
。
呂
鵬
志
前
掲
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
下
篇
）
」
五
二
五
～
五
三
三
頁
を
參

照
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
指
敎
齋
法
は
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

呂
氏
の
説
は
誤
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
旨
敎
經
』
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

（
８
）
王
承
文
氏
は
前
掲
著
書
で
は
、
東
晉
末
に
成
立
し
た
五
斗
米
道
の
經
典
で
あ
る
『
女
靑
鬼
律
』

卷
三
に
見
え
る
「
吾
受
太
上
旨
敎
」
の
旨
敎
を
『
旨
敎
經
』
と
解
釋
す
る
が
、
小
林
正
美
氏
は

太
上
旨
敎
と
は
そ
の
一
句
の
前
に
あ
る
二
十
二
條
の
道
律
禁
忌
を
指
し
、
太
上
敎
勑
と
同
じ
意

味
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立

と
構
造
―
」
注
（
８
）
を
參
照
。 

（
９
）『
晉
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
一
一
〇
〇
頁
に
よ
る
。 

（
１
０
）
影
印
本
『
太
平
御
覽
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
二
月
初
版
、
一
九
九
五
年
十

月
版
）
二
九
七
六
頁
に
よ
る
。 

（
１
１
）
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
四
〇
六
～
四
〇
七
頁
を
參
照
。 

（
１
２
）
王
承
文
氏
と
呂
鵬
志
氏
は
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
七
八
が
『
旨
敎
經
』
か
ら
「
冥
寂
玄
通
、

大
智
慧
源
。
故
智
照
之
源
、
生
於
眇
莽
幽
冥
之
内
也
。
」
の
一
句
を
引
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
が
、「
故
」
の
字
の
後
は
論
者
の
答
え
で
あ
り
、『
旨
敎
經
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
。
王

承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
三
六
七
頁
、
呂
鵬
志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）
」

附
錄
一
「
『
旨
敎
經
』
的
輯
稿
」
を
參
照
。 

（
１
３
）
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
を
敷
述
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修

靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に
―
」
を
參
照
。 

（
１
４
）『
太
眞
科
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』（
東
京
：
創
文

社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
第
五
章
「
太
眞
科
と
そ
の
周
邊
」
を
參
照
。 

（
１
５
）
道
藏
に
は
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
が
收
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
敦
煌
資
料
Ｓ
一
三
五
一

で
は
「
太
極
左
仙
公
請
問
經
卷
上
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
『
無
上
祕
要
』
卷
四
七
に
引
か
れ

て
い
る
『
洞
玄
請
問
上
經
』
の
内
容
は
そ
れ
と
一
致
す
る
の
で
、
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷

上
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
１
６
）
道
藏
本
『
太
上
洞
玄
靈
寶
本
行
宿
縁
經
』
は
即
ち
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷
下
と
考
え

ら
れ
る
。Ō

fu
ch

i N
in

ji, “O
n
 K

u
 L

in
g
-p

a
o
-ch

in
g

,” in
 A

cta
 A

sia
tica

 2
7

, 1
9

7
4

, p
p

.3
3

-5
6
. 

（
１
７
）
『
正
一
論
』
に
つ
い
て
は
、
唐
の
成
立
と
い
う
説
が
あ
る
。K

risto
fer 
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た
だ
し
、『
正
一
論
』
に
見
え
る
思
想
は
あ

ま
り
唐
代
以
後
の
道
敎
の
思
想
が
見
え
な
い
の
で
、
靈
寶
と
正
一
と
の
關
係
を
取
り
上
げ
る

『
正
一
論
』
は
南
朝
頃
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 
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（
１
８
）
小
林
正
美
前
揭
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」
を

參
照
。 

（
１
９
）
道
敎
の
終
末
論
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一

九
九
〇
年
十
一
月
）
第
三
篇
第
一
章
「
道
敎
の
終
末
論
」
を
參
照
。 

（
２
０
）
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
編
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
」
を
參
照
。 

（
２
１
）
塗
炭
齋
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
山
田
明
廣
「
塗
炭
齋
考
―
陸
修
靜
の
三
元
塗
炭
齋
を
軸
と

し
て
―
」（『
東
方
宗
敎
』
第
百
號
、
日
本
道
敎
學
會
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
を
參
照
。 

（
２
２
）
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」
を
參
照
。 

（
２
３
）
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の

齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
三
八
頁
を
參
照
。 

（
２
４
）
イ
ン
ド
佛
敎
の
布
薩
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰
『
原
始
佛
敎
の
研
究
：
敎
團
組
織
の
原
型
』

（
東
京
：
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
七
月
）
四
一
六
～
四
三
四
頁
を
參
照
。 

（
２
５
）
呂
鵬
志
前
掲
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）」
三
七
六
頁
を
參
照
。 

  

（
２
６
）『
眞
誥
』
で
は
經
典
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
上
淸
經
の
『
洞
眞

西
王
母
寶
神
起
居
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
八
）
に
見
え
る
。 

（
２
７
）
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
主
に
三
つ
の
代
表
的
な
意
見
が
あ
る
。
第
一
は
、
道
敎
の
十
日
齋
は

佛
敎
の
六
日
齋
の
模
倣
で
あ
り
、『
洞
玄
靈
寶
太
上
六
齋
十
直
聖
紀
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
一
）、『
太

上
洞
玄
靈
寶
業
報
因
緣
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
六
）、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』、『
明
眞
科
』、『
旨
敎
經
』、

『
洞
玄
靈
寶
諸
天
世
界
造
化
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
一
）
な
ど
の
道
經
に
記
さ
れ
て
い
る
十
日
齋
は
、

佛
敎
の
『
佛
説
四
天
王
經
』
に
由
來
す
る
と
指
摘
す
る
。M

ich
el S

o
y
m

ié

氏“L
es d

ix
 jo

u
rs d

e 

jeû
n
e d

u
 tao

ïsm
”

（『
吉
岡
博
士
還
曆
紀
念
道
敎
研
究
論
集
』
所
收
、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一

九
七
七
年
）
を
參
照
。
第
二
は
、『
旨
敎
經
』
は
三
國
或
い
は
西
晉
に
成
立
し
、『
元
始
赤
書
眞

文
經
』
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
に
作
ら
れ
、
こ
の
二
つ
の
經
典
は
四
二
七
年
に
成
立
し
た
『
佛
説

四
天
王
經
』
よ
り
早
く
成
立
し
た
の
で
、
道
敎
の
十
日
齋
は
『
佛
説
四
天
王
經
』
の
六
日
齋
の

影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
『
佛
説
四
天
王
經
』
の
六
日
齋
は
『
旨
敎
經
』
或
い
は
『
元
始

赤
書
眞
文
經
』
の
十
日
齋
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。
王
承
文
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐

道
敎
』
第
四
章
第
二
節
「
古
靈
寶
經
定
期
齋
戒
和
「
齋
直
」
與
天
師
道
」
を
參
照
。
第
三
は
、

六
日
齋
が
初
期
の
イ
ン
ド
佛
敎
で
は
既
に
存
在
し
て
お
り
、
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
が
三
九
七

年
頃
成
立
し
た
漢
譯
佛
典
『
增
一
阿
含
經
』
を
參
照
し
て
、
道
敎
の
十
日
齋
を
唱
え
、
そ
し
て

『
旨
敎
經
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
呂
鵬
志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）」

三
七
六
～
三
七
九
頁
を
參
照
。 

（
２
８
）
王
承
文
氏
は
、『
道
藏
闕
經
目
錄
』
卷
上
の
『
太
上
洞
神
三
皇
上
元
六
直
齋
儀
』
の
經
典

名
に
は
六
直
齋
の
觀
念
が
見
え
る
が
、『
旨
敎
經
』
の
十
日
齋
や
佛
敎
六
日
齋
の
原
型
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
同
氏
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』
三
九
六
頁
を
參
照
。
し
か
し
、
鄭

隱
や
葛
洪
の
時
期
に
な
っ
て
も
、
三
皇
内
文
し
か
な
く
、
漢
末
に
『
太
上
洞
神
三
皇
上
元
六
直

齋
儀
』
と
い
う
經
典
が
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
經
は
恐
ら
く
三
洞
説
が
確

立
し
た
劉
宋
以
後
に
、
洞
神
部
の
經
典
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
２
９
）
神
變
月
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
説
が
あ
り
、
五
か
月
、
三
か
月
、
或
い
は
布
薩
日

の
前
後
の
一
日
・
十
三
日
・
七
日
・
九
日
を
い
う
。
原
始
佛
敎
の
布
薩
に
つ
い
て
は
、
平
川
彰

前
掲
『
原
始
佛
敎
の
研
究
：
敎
團
組
織
の
原
型
』
第
二
節
「
在
家
信
者
の
あ
り
方 

四 

信
者

の
布
薩 

八
齋
戒
」
を
參
照
。 

（
３
０
）『
佛
説
四
天
王
經
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
望
月
信
亨
『
佛
敎
經
典
成
立
史
論
』（
京

都
：
法
藏
館
、
一
九
六
四
年
三
月
）
三
九
四
頁
を
參
照
。 

（
３
１
）
望
月
信
亨
『
佛
敎
經
典
成
立
史
論
』
三
九
四
頁
を
參
照
。 
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（
３
２
）
道
藏
本
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
、
十
八
日
と
對
應
す
る
神
格
は
太
乙
八
神
使
者
、
二

十
三
日
と
對
應
す
る
神
格
は
天
一
で
あ
り
、『
旨
敎
經
』
の
記
載
は
そ
れ
と
逆
で
あ
る
が
、『
無

上
祕
要
』
卷
九
に
引
か
れ
て
い
る
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
内
容
は
『
旨
敎
經
』
と
一
致
す
る

の
で
、
道
藏
本
が
閒
違
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』

三
六
七
頁
を
參
照
。 

（
３
３
）
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
）
第
二
章
「
道
敎
の

成
立 

第
一
節 
天
師
道
の
成
立
と
そ
の
思
想 

一
「
三
天
」
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
３
４
）『
正
一
指
敎
齋
儀
』
に
は
、「
太
淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
・
太
上
老
君
・
太
上
丈
人
・
天

帝
君
・
天
帝
丈
人
・
九
老
仙
都
君
・
九
炁
丈
人
等
百
千
萬
重
道
炁
・
千
二
百
官
君
・
泰
淸
玉
陛

下
。」（
二
ａ
～
ｂ
）
と
あ
る
。 

（
３
５
）
靈
寶
經
に
見
え
る
十
方
の
觀
念
と
佛
敎
の
大
乘
主
義
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美

『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成 

三
、
元
始
系
靈
寶
經
の
形
成 

（
４
）

靈
寶
經
の
大
乘
思
想
と
「
十
方
」
」
を
參
照
。 
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第
二
篇 

『
人
鳥
五
符
』
の
研
究 

第
一
章 

『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
と
そ
の
影
響 

 

 

一
、
序
言 

 

梁
・
陶
弘
景
の
『
眞
誥
』
（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
二
十
に
は
「
陸
（
修
靜
）
既
敷
述
眞
文
赤
書
・

人
鳥
五
符
等
」（
二
ｂ
）
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人

鳥
五
符
』
な
ど
の
經
典
を
敷
述
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
眞
文
赤
書
』
と
は
『
元
始
五
老
赤
書

玉
篇
眞
文
天
書
經
』
（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
を
指
す
が
（
１
）
、
『
人
鳥
五
符
』
と
は
一
體
ど
の
經
典
で
あ

る
か
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
『
眞
文
赤
書
』
は
靈
寶
經
で
あ
り
、
ま
た
『
人
鳥
五
符
』

の
經
典
名
は
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
（
Ｈ
Ｙ
三
八
八
、
以
下
『
五
符
序
』
と
略
す
）
を
想
像
さ
せ
る

の
で
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
を
考
え
る
上
で
、
『
人
鳥
五
符
』
は
重
要
な
價
値
が
あ
る
に
違
い

な
い
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
こ
の
『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
と
そ
の
影
響
を
考
察
し
た
い
。 

 

二
、
『
人
鳥
五
符
』 

 『
人
鳥
五
符
』
に
關
し
て
、
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
は
、 

楊
書
靈
寶
五
符
一
卷
、
本
在
句
容
葛
粲
閒
。
泰
始
某
年
、
葛
以
示
陸
先
生
。
陸
既
敷
述
眞
文
赤

書
・
人
鳥
五
符
等
、
敎
授
施
行
已
廣
、
不
欲
復
顯
出
奇
迹
。
因
以
絹
物
與
葛
請
取
、
甚
加
隱
閉
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
楊
（
羲
）
書
靈
寶
五
符
」
は
元
々
葛
粲
の
所
に
あ
り
、
葛
粲
は
こ
の

「
楊
書
靈
寶
五
符
」
を
陸
修
靜
に
見
せ
た
が
、
陸
修
靜
は
既
に
『
眞
文
赤
書
』
や
『
人
鳥
五
符
』
な

ど
の
經
典
を
敷
述
し
て
い
た
の
で
、
「
楊
書
靈
寶
五
符
」
に
抵
抗
を
感
じ
、
絹
を
出
し
て
そ
れ
と
交

換
し
、
隱
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

『
眞
誥
』
に
見
え
る
「
人
鳥
五
符
」
は
果
し
て
一
つ
の
經
典
な
の
か
、
或
い
は
二
つ
の
獨
立
し
た

經
典
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
異
議
が
あ
る
（
２
）
の
で
、
ま
ず
こ
の
問
題
を
檢
討

し
た
い
。 

北
周
の
武
帝
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
に
は
、
「
洞
玄
五
符
經
」
と

い
う
經
典
名
で
當
時
の
五
符
經
を
引
用
す
る
部
分
が
四
箇
所
あ
る
（
３
）
。
そ
の
な
か
の
三
箇
所
は

道
藏
本
『
五
符
序
』
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
以
外
に
、
卷
四
の
一
箇
所
に
、 

太
上
曰
、
人
鳥
山
是
天
地
之
生
根
、
元
氣
之
所
因
、
人
求
其
域
、
靈
仙
仰
其
神
、
於
是
朝
致
五

嶽
、
使
役
海
神
。
右
出
洞
玄
五
符
經
。    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

（
八
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
鳥
山
は
天
地
の
生
根
で
あ
り
、
元
氣
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
靈
寶
五
符
と
人
鳥
山
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
「
洞
玄
五
符
經
」
は
、
即
ち
一
つ
の
經
典
と
し

て
の
『
人
鳥
五
符
』
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
（
一
一
六
二
～
一
二
二
三
）
編
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
〇

八
）
卷
三
四
や
『
靈
寶
無
量
度
人
上
經
大
法
』
（
Ｈ
Ｙ
二
一
九
）
卷
四
九
に
は
、
「
靈
寶
五
符
人
鳥

經
」
の
經
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
十
七
や
『
道
門
通
敎
必

用
集
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
六
）
卷
九
に
も
、「
五
符
人
鳥
經
」（
七
ｂ
）
と
い
う
經
典
が
見
え
る
。
後
に

述
べ
る
如
く
、「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」
や
「
五
符
人
鳥
經
」
は
「
命
魔
呪
」（「
人
鳥
山
經
呪
」
）（
４
）

の
出
典
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
『
人
鳥
五
符
』
は
一
つ
の
經
典
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。 
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『
人
鳥
五
符
』
の
人
鳥
と
は
人
鳥
山
を
指
す
が
、
人
鳥
山
は
道
敎
に
お
け
る
傳
説
の
山
の
一
つ
で

あ
る
（
５
）
。
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
内
篇
（
Ｈ
Ｙ
一
一
七
七
）
及
び
ほ
か
の
劉
宋
以
前
の
道
書
に
は
、

人
鳥
山
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
は
な
い
（
６
）
。
梁
・
宋
文
明
『
通
門
論
（
擬
）
』
（
Ｐ
二
八
六

一
・
Ｐ
二
二
五
六
）
（
７
）
に
は
、
靈
寶
經
が
本
文
・
神
符
・
玉
訣
・
靈
圖
な
ど
の
十
二
品
に
分
類

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
第
四
部
靈
圖
と
第
九
部
衆
術
に
「
人
鳥
」
の
名
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
「
人
鳥
」
と
い
う
經
典
は
人
鳥
山
を
説
く
經
典
で
あ
ろ
う
。 

 

『
通
門
論
（
擬
）
』
の
第
四
部
靈
圖
に
は
、 

圖
以
傳
有
、
書
以
傳
無
。
無
者
、
言
之
與
理
、
無
有
形
迹
、
定
志
卷
等
之
例
是
也
。
有
者
、
形

之
與
迹
、
八
景
及
人
鳥
之
例
是
也
。 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
人
鳥
」
と
は
形
と
迹
を
持
つ
靈
圖
の
よ
う
で
あ
る
。
「
八
景
」
と
は
、

即
ち
當
時
實
在
し
て
い
た
元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
に

載
せ
る
三
部
八
景
二
十
四
圖
を
指
し
て
い
る
の
で
、
「
人
鳥
」
も
當
時
實
在
し
て
い
た
經
典
の
靈
圖

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

ま
た
、
第
九
部
衆
術
に
は
、 

又[

誦]

大
洞
諸
經
及
人
鳥
山
、
不
須[

服]

御
而
得
雲
轝
迎
者
、
其
身
亦
已
化
、
又
上
詣
朱
陵
受

練
也
。 

と
あ
り
、
「
人
鳥
山
」
と
い
う
經
典
を
大
洞
諸
經
と
竝
べ
て
高
く
評
價
し
て
い
る
。
「
人
鳥
山
」
を

讀
誦
す
れ
ば
、
た
と
え
服
御
し
な
く
て
も
、
雲
轝
が
迎
え
に
來
て
、
人
を
白
日
飛
昇
さ
せ
る
と
い
う
。

こ
こ
に
い
う
「
人
鳥
山
」
と
い
う
經
典
は
第
四
部
靈
圖
に
見
え
る
「
人
鳥
」
を
載
せ
る
經
典
で
あ
ろ

う
。 右

の
『
通
門
論
（
擬
）
』
の
記
載
か
ら
、
「
人
鳥
山
」
と
い
う
經
典
に
は
以
下
の
三
つ
の
特
徴
の

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
靈
寶
經
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
十
二
類
の
靈
圖
に
屬
し

て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
の
經
典
を
讀
誦
す
れ
ば
、
金
丹
を
服
さ
な
く
て
も
、
人
を
天
界
に
上
昇

さ
せ
る
效
果
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

道
藏
本
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
（
Ｈ
Ｙ
四
三
四
）
（
８
）
は
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
と
そ
れ
を
解
説

す
る
經
か
ら
な
り
、
洞
玄
部
靈
圖
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
な
か
に
元
始

天
王
や
十
方
天
尊
（
９
）
な
ど
の
靈
寶
經
の
代
表
的
な
觀
念
が
見
え
る
の
で
、
洞
玄
部
の
靈
寶
經
に

分
類
す
る
の
は
妥
當
で
あ
る
。
更
に
、
靈
圖
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
靈
圖
と
し
て
の

人
鳥
山
の
眞
形
圖
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
は
「
人
鳥
山
」

と
い
う
經
典
の
第
一
と
第
二
の
特
徴
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
は
、 

有
此
山
形
及
書
文
備
者
、
便
得
仙
度
遊
宴
崑
崙
、
能
讀
此
書
萬
徧
、
修
行
不
負
文
言
、
天
帝
君

即
遣
使
雲
車
羽
蓋
來
迎
之
也
。
不
須
服
御
丹
液
、
無
勞
導
引
屈
伸
。
精
之
不
休
、
自
獲
昇
天
矣
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
右
の
第
九
部
衆
術
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
「
人
鳥
山
」
と
い
う
經
典
の
第
三
の
特

徴
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

更
に
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
は
、 

太
上
曰
、
人
鳥
山
之
形
質
、
是
天
地
人
之
生
根
、
元
氣
之
所
因
、
妙
化
之
所
用
。
聖
眞
求
其
域
、

仙
靈
仰
其
神
、
…
…
於
是
朝
致
五
嶽
、
使
役
八
溟
。 

 
  

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
一
ｂ
） 

と
あ
る
。
先
擧
げ
た
『
無
上
祕
要
』
卷
四
「
洞
玄
五
符
經
」
の
箇
所
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
無
上

祕
要
』
が
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
こ
の
内
容
を
要
約
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
北
周
時
代
の
「
洞
玄
五
符
經
」
に
は
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
が
靈
寶
經
と
し
て
、
梁
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
『
通
門
論
（
擬
）
』
の
「
靈
寶
經
目
」
や
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
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（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
）
卷
四
の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
の
な
か
に
、
「
人
鳥
」
と
い
う
語
を
も
つ
經
典
が

一
つ
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
北
周
の
『
無
上
祕
要
』
や
唐
の
『
一
切
道
經
音
義
妙
門
由
起
』

（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
五
）
な
ど
の
道
敎
の
類
書
に
も
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
經
典
名
が
見
當
た
ら
な

い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。 

靈
寶
五
符
に
關
し
て
は
、
早
く
も
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
内
篇
卷
十
一
仙
藥
篇
に
「
乃
佩
老
子
入
山

靈
寶
五
符
」
（
三
ａ
）
と
あ
る
の
で
、
靈
寶
五
符
は
山
に
入
る
時
に
使
っ
た
護
符
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
卷
十
九
遐
覽
篇
に
「
鄭
君
言
、
符
出
於
老
君
、
皆
天
文
也
。
」
（
七
ａ
）
と
あ
り
、

鄭
隱
は
靈
寶
五
符
を
老
君
に
由
來
す
る
天
文
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
靈
寶
五
符
の
成

立
は
少
な
く
と
も
葛
洪
や
鄭
隱
の
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
こ
ろ
が
、
靈
寶
五
符
は
傳
授
の
途
上
で
、
幾
つ
か
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
五
符
經
を
生
じ
た

よ
う
で
あ
る
。
陶
弘
景
が
『
眞
誥
』
の
中
で
「
楊
書
靈
寶
五
符
」
と
い
う
表
現
を
取
っ
た
の
も
、
ほ

か
の
五
符
經
と
區
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
の
「
人
鳥
五
符
」
は
、
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
五
符
經

を
指
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
陶
弘
景
が
陸
修
靜
の
敷
述
し
た
五
符
經
を
「
人
鳥
五
符
」
と

呼
ぶ
の
は
、
陸
修
靜
が
人
鳥
山
に
關
す
る
内
容
を
原
本
の
五
符
經
に
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

『
無
上
祕
要
』
に
擧
げ
ら
れ
た
經
典
名
が
「
洞
玄
五
符
經
」
で
あ
り
、
「
人
鳥
五
符
」
で
は
な
い

ゆ
え
ん
を
推
測
す
る
に
、
「
人
鳥
五
符
」
と
い
う
呼
び
名
は
陶
弘
景
が
陸
修
靜
の
敷
述
し
た
五
符
經

を
楊
羲
が
残
し
た
「
楊
書
靈
寶
五
符
」
と
區
別
す
る
た
め
に
使
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
陸
修
靜
が
、

自
分
の
手
を
加
え
た
五
符
經
を
「
人
鳥
五
符
」
と
呼
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
經
典
に
は
、
大
抵
幾
つ
か
の
呼
稱
が
あ
る
。
五
符
經
の
例
を
見
れ
ば
、
「
太

上
洞
玄
靈
寶
天
文
五
符
經
序
」
（
「
靈
寶
經
目
」
）
、
「
太
上
洞
玄
靈
寶
五
符
序
經
」
（
「
靈
寶
中

盟
經
目
」
）
、
「
洞
玄
五
符
經
」
（
『
無
上
祕
要
』
卷
四
）
、
「
五
符
經
」
（
『
雲
笈
七
籤
』
卷
四

九
）
、
「
靈
寶
五
符
經
」
（
『
雲
笈
七
籤
』
卷
五
七
）
、
「
人
鳥
五
符
」
（
『
眞
誥
』
卷
二
十
）
、

「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」
（
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
三
四
）
な
ど
の
異
稱
が
擧
げ
ら
れ
る
。
「
靈

寶
經
目
」
の
後
の
五
符
經
の
内
容
は
、
「
人
鳥
」
の
部
分
が
道
藏
本
に
は
見
え
な
い
こ
と
を
除
き
、

基
本
的
に
は
變
わ
り
が
な
い
の
で
、
上
記
の
呼
稱
は
す
べ
て
五
符
經
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
「
洞
玄
五
符
經
」
の
よ
う
な
「
人
鳥
」
の
語
を
含
ん
で
い
な
い
呼
稱
も
、
「
靈
寶
五
符
人

鳥
經
」
の
よ
う
な
「
人
鳥
」
の
語
を
含
ん
で
い
る
呼
稱
と
基
本
的
に
は
同
じ
經
典
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
「
洞
玄
五
符
經
」
の
よ
う
な
經
典
名
に
「
人
鳥
」
の
語
を
含
ん
で
い
な
い

經
典
に
も
、
人
鳥
山
に
關
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
呼
稱
に
「
人
鳥
」
の
語
を
含
ん

で
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
經
典
の
内
容
に
人
鳥
山
に
關
す
る
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
は
斷
言

で
き
な
い
。
「
靈
寶
經
目
」
に
「
人
鳥
五
符
」
の
名
が
見
え
な
く
て
も
、
そ
の
中
の
「
太
上
洞
玄
靈

寶
天
文
五
符
經
序
」
が
『
人
鳥
五
符
』
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
一
部
の
内
容
は
劉
宋
の
陸
修
靜
が
敷
述
し
た

『
人
鳥
五
符
』
に
收
め
ら
れ
て
い
た
が
、
「
靈
寶
經
目
」
に
は
「
人
鳥
」
の
語
を
含
む
經
典
名
が
な

い
の
は
、
こ
の
『
人
鳥
五
符
』
は
「
靈
寶
經
目
」
で
は
「
太
上
洞
玄
靈
寶
天
文
五
符
經
序
」
と
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
『
通
門
論
（
擬
）
』
が
靈
寶
經
の
分
類
を
説
明
す
る
時
に

擧
げ
た
「
人
鳥
」
や
「
人
鳥
山
」
は
、
當
時
の
靈
寶
經
と
し
て
の
『
人
鳥
五
符
』
に
お
け
る
「
人
鳥
」

の
部
分
で
あ
ろ
う
。 

 

三
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
と
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」 

 『
通
門
論
（
擬
）
』
や
『
無
上
祕
要
』
卷
四
の
引
用
文
を
見
れ
ば
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
は

『
人
鳥
五
符
』
の
一
部
の
内
容
が
收
め
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、

『
人
鳥
五
符
』
の
「
人
鳥
」
の
部
分
は
即
ち
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』
（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）
卷
八
十
に
は
、
「
元
覽
人
鳥
山
形

圖
」
（
１
０
）
を
收
め
て
い
る
が
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
と
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
は
内
容
上
の

相
違
が
あ
る
。
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
は
前
後
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、
前
半
は
三
段
落
の
「
太

上
曰
」
か
ら
な
り
、
後
半
は
「
太
上
玉
晨
大
道
君
曰
」
か
ら
な
る
が
、
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
は
『
玄

覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
前
半
の
部
分
に
相
當
し
、
後
半
の
「
太
上
玉
晨
大
道
君
曰
」
の
部
分
が
見
え
な

い
。
ま
た
、
兩
者
に
收
め
ら
れ
て
い
る
眞
形
圖
も
異
な
る
。 

『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
方
が
完
本
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
實
は
そ
の
前
半
は
本
文
で
あ
り
、「
太

上
玉
晨
大
道
君
曰
」
の
部
分
は
後
序
と
し
て
後
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
玄
覽

人
鳥
山
經
圖
』
で
は
な
く
、
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
が
『
人
鳥
五
符
』
の
「
人
鳥
」
の
部
分
で
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。
次
に
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
と
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
と
の
相
違
を
考
察
す
る
。 

 

（
一
）
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
は
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
元
覽

人
鳥
山
形
圖
」
に
は
そ
れ
と
異
な
る
「
人
鳥
山
形
圖
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
人

鳥
山
の
眞
形
圖
を
比
較
し
て
み
た
い
。 

 

 

先
ず
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
本
文
に
は
、 

西
王
母
初
學
道
、
詣
元
始
天
王
、
三
千
年
道
成
德
就
、
應
還
崑
崙
之
山
。
臨
去
辭
元
始
天
王
、

共
刻
銘
人
鳥
山
上
虚
空
之
中
、
製
作
文
字
、
字
方
一
丈
、
懸
在
空
中
、
以
接
後
學
、
於
今
存
焉
。

九
老
仙
都
君
・
九
氣
丈
人
圖
畫
山
形
、
佩
之
於
肘
。
天
帝
寫
空
中
之
書
、
以
附
人
鳥
之
體
。 

 
 
 
 
 

（
二
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
西
王
母
と
元
始
天
王
が
人
鳥
山
の
空
中
に
天
書
を
殘
し
た
が
、
九
老

仙
都
君
・
九
氣
丈
人
は
人
鳥
山
の
圖
を
描
き
、
天
帝
は
天
書
を
寫
し
て
人
鳥
山
の
圖
に
附
し
、
人
鳥

山
眞
形
圖
を
作
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
人
鳥
山
は
、
五
嶽
と
違
っ
て
、
地
上
の
世
界
に
實
在
し
て
い
る

山
で
は
な
い
が
、
そ
れ
の
形
に
つ
い
て
は
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
本
文
に
は
、 

無
數
諸
天
、
各
有
人
鳥
之
山
。
有
人
之
象
、
有
鳥
之
形
。
…
…
妙
氣
結
字
、
聖
匠
寫
之
、
以
傳

上
學
、
不
泄
中
人
。
妙
氣
之
字
、
即
是
山
容
、
其
表
異
相
、
其
跡
殊
姿
、
皆
是
妙
氣
化
而
成
焉
。  

            
 

 
 
 

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。
人
鳥
山
は
人
と
鳥
の
形
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
靈
妙
な
氣
か
ら
成
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。 
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さ
て
、
人
鳥
山
の
形
と
天
書
の
二
つ
の
點
に
つ
い
て
、
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
と
「
人
鳥
山
形

圖
」
と
の
相
違
を
見
て
み
た
い
。
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
の
中
心
部
分
と
「
人
鳥
山
形
圖
」
の
主

な
部
分
に
は
、
共
に
靈
妙
な
氣
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
圖
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
點
に
お
い

て
は
大
き
な
相
違
は
な
い
。
し
か
し
、
「
人
鳥
山
形
圖
」
に
は
、
人
鳥
山
の
圖
の
眞
ん
中
に
一
行
の

天
書
と
し
て
の
十
一
文
字
の
祕
篆
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
に
は
、
天
書

に
相
當
す
る
も
の
が
な
く
、
た
だ
圖
の
周
り
に
二
周
の
隸
書
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
天
書
が
記
さ
れ
て
い
る
「
人
鳥
山
形
圖
」
が
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
本
文
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
人
鳥
山
の
眞
形
圖
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。 

「
人
鳥
山
形
圖
」
の
天
書
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
後
序
の
部
分
に
、 

山
内
自
然
之
字
一
十
有
一
、
其
訣
口
中
、
寄
文
附
出
。 

弓
龍
行
・
神
出
・
除
凶
殃
・
辟
非
祥
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
六
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
一
文
字
の
「
弓
龍
行
・
神
出
・
除
凶
殃
・
辟
非
祥
」
が
天
書
の
祕
篆

文
の
釋
文
で
あ
り
、
右
か
ら
左
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
弓
龍
行
」
の
三
文
字
、
「
神
出
」
の
二
文
字
、
「
除

凶
殃
」
の
三
文
字
、
「
辟
非
祥
」
の
三
文
字
の
よ
う
で
あ
る
。
人
鳥
山
の
眞
形
圖
の
傳
授
に
關
し
て
、

「
祭
醮
山
形
於
金
鏡
之
上
、
相
傳
口
訣
之
事
、
愼
勿
妄
泄
書
文
。
」
（
二
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
そ
の
口

訣
と
は
こ
の
十
一
文
字
の
祕
篆
文
の
釋
文
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
太
上
求
仙
定
録
尺
素
眞
訣

玉
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
八
）
の
卷
末
に
は
、 

弓
龍
行
・
神
出
・
除
凶
殃
・
辟
非
祥
。 

右
十
一
字
是
人
鳥
山
中
符
訣
、
私
寄
撰
此
卷
後
爾
。 

と
あ
っ
て
、「
人
鳥
山
形
圖
」
の
中
の
十
一
文
字
の
祕
篆
文
の
釋
文
が
口
訣
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
口
訣
は
本
來
經
典
に
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
「
太
上
玉
晨
大
道
君
曰
」
の

部
分
は
後
序
と
し
て
後
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

因
み
に
、
靈
寶
經
に
見
え
る
祕
篆
の
信
憑
性
が
高
く
、
同
じ
漢
字
と
對
應
す
る
祕
篆
文
の
形
も
基

本
的
に
同
じ
で
あ
り
、
祕
篆
文
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
よ
っ
て
そ
の
釋
文
の
校
正
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
ほ
ど
で
あ
る
の
で
（
１
１
）
、
こ
こ
で
「
人
鳥
山
形
圖
」
の
十
一
文
字
の
祕
篆
文
と
釋
文
と

の
對
應
關
係
が
妥
當
か
否
か
を
檢
證
し
て
み
た
い
。
左
記
の
對
應
表
に
見
え
る
よ
う
に
、
「
人
鳥
山

形
圖
」
の
祕
篆
文
の
中
の
「
龍
」
・
「
神
」
・
「
除
」
・
「
凶
」
の
四
文
字
に
つ
い
て
は
、
『
元
始

五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
に
は
そ
れ
に
似
て
い
る
祕
篆
文
が
見
え
る
の

で
、
祕
篆
文
と
釋
文
と
の
對
應
關
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
１
２
）
。 

 

 

        

ま
た
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
後
序
の
部
分
に
は
、
「
人
鳥
山
形
圖
」
の
祕
篆
文
の
釋
文
の
後

に
、 

山
外
空
虚
之
字
、
向
左
百
二
十
四
、
向
右
百
二
十
、
合
二
百
四
十
四
字
、
誦
之
在
心
、
訣
在
師

口
。                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
   

 

（
六
ａ
） 

人鳥山 

形圖 

靈寶五篇 

眞文 

祕

篆

文 

  

東 D14 

龍 

  

東 C3 

神 

 

 

東Ｂ30 

除 

 

 

北Ｂ22 

凶 
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と
あ
る
。
こ
こ
の
山
外
空
虚
之
字
の
二
四
四
文
字
と
は
、
つ
ま
り
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
「
太
上

人
鳥
山
眞
形
圖
」
の
周
り
に
記
さ
れ
て
い
る
二
四
四
文
字
の
隸
書
を
指
し
て
い
る
。
讀
み
や
す
い
隸

書
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
四
四
文
字
は
經
典
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
小
稿
で
も
、
省
略
す
る
（
１
３
）
。

因
み
に
、
二
四
四
文
字
の
内
容
が
『
抱
朴
子
』
内
篇
卷
六
微
旨
篇
に
由
來
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
１
４
）
。 

『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
本
文
と
し
て
の
前
半
の
部
分
か
ら
は
、
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
の
存

在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
は
後
序
と
し
て
の
「
太
上
玉
晨

大
道
君
曰
」
の
部
分
と
一
緖
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

（
二
）
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
後
序
と
し
て
の
「
太
上
玉
晨
大
道
君
曰
」
の
部
分
に
、 

一
山
七
名
、
總
號
玄
覽
。    

 
 
 
 
 
 

      
     

 
  

 
 
 
 

  
   

 

（
五
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
經
典
名
の
意
味
に
關
す
る
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
内
容
は
一
般
的
に
は
後
の
人
が
書
い
た
經
典
の
序
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
洞

玄
靈
寶
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
（
Ｈ
Ｙ
六
一
四
）
（
１
５
）
の
冒
頭
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』

（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
七
、
以
下
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
と
略
す
）
の
序
と
し
て
の
箇
所
に
は
、 

昇
玄
是
妙
覺
之
通
名
、
歩
虚
是
神
造
之
員
極
。
昇
則
證
實
不
差
、
玄
則
冥
同
至
德
。
歩
是
通
渉

之
名
、
虚
是
縱
絶
之
稱
。              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
經
典
名
に
關
す
る
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
太

上
玉
晨
大
道
君
曰
」
の
部
分
は
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
本
文
で
は
な
く
、
後
序
で
あ
る
と
推
測
で

き
る
。 

ま
た
、
こ
の
後
序
の
部
分
と
本
文
と
の
閒
に
成
立
年
代
の
隔
た
り
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
『
玄

覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
本
文
は
す
べ
て
「
太
上
曰
」
よ
り
始
ま
る
が
、
後
序
で
は
「
太
上
玉
晨
大
道
君

曰
」
に
變
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
靈
寶
經
で
あ
る
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
後
序
で
太
上

玉
晨
大
道
君
の
神
格
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
少
不
自
然
な
感
じ
が
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

太
上
玉
晨
大
道
君
は
東
晉
の
上
淸
經
が
最
初
に
使
い
始
め
た
神
格
名
で
あ
り
、
靈
寶
經
の
中
で
は
基

本
的
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
１
６
）
。
『
一
切
道
經
音
義
妙
門
由
起
』
に
引
か
れ
て

い
る
『
大
洞
眞
經
』
に
は
、 

上
淸
高
聖
太
上
大
道
君
者
、
蓋
玉
晨
之
精
氣
、
…
…
於
是
受
書
玉
虚
、
眺
景
上
淸
、
位
爲
太
上

高
聖
玉
晨
大
道
君
。       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
十
三
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
太
上
高
聖
玉
晨
大
道
君
」
と
い
う
神
格
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
『
眞
誥
』
卷

五
の
陶
弘
景
の
「
太
上
」
に
對
す
る
解
釋
に
は
、
「
此
即
謂
太
上
高
聖
玉
晨
大
道
君
也
」
（
一
ｂ
）

と
あ
っ
て
、
太
上
高
聖
玉
晨
大
道
君
が
上
淸
經
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
神
格
名

の
違
い
か
ら
、
後
序
の
部
分
と
本
文
の
部
分
の
作
者
は
同
一
人
物
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、

『
人
鳥
五
符
』
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
經
典
で
あ
る
が
、
『
雲
笈
七
籤
』
卷
四
に
載
せ
て
い
る
陸
修

靜
の
「
靈
寶
經
目
序
」
に
は
、
「
或
刪
破
上
淸
」
（
五
ｂ
）
を
靈
寶
經
の
僞
經
を
作
る
手
段
と
し
て

強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
、
太
上
玉
晨
大
道
君
と
い
う
神
格
名
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
人
鳥
五

符
』
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
後
序
は
本
文
が
成
立
し
た
後
に
別
の
人
の
手
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
こ
の
後
序
の
内
容
構
成
に
關
し
て
は
、
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
の
太
上
道
君
が
玉
京
山
を

解
説
す
る
内
容
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。 

後
序
の
部
分
に
は
、 

太
上
玉
晨
大
道
君
曰
、
人
鳥
山
名
甚
多
。
或
名
須
彌
山
、
或
名
玄
圃
山
、
或
名
大
地
金
根
山
、

或
名
本
無
妙
玄
山
、
或
名
元
氣
寶
洞
山
、
或
名
神
玄
七
變
七
轉
觀
天
山
。   

 
  

 

（
五
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
人
鳥
山
の
七
つ
の
名
を
記
し
て
い
る
。
一
方
の
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
、 
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此
山
一
曰
蓋
天
首
山
、
二
曰
彌
玄
上
山
、
三
曰
羅
玄
洞
虚
山
、
四
曰
高
上
眞
元
山
、
五
曰
衆
寶

幽
劫
刃
山
、
六
曰
無
色
大
寶
山
、
七
曰
周
觀
洞
玄
山
、
八
曰
景
華
太
眞
山
、
九
曰
不
思
議
山
、

十
曰
太
玄
都
玉
京
太
山
。  

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

（
二
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
玉
京
山
の
十
種
の
名
を
記
し
て
い
る
。 

ま
た
、
後
序
の
部
分
に
は
、 

内
外
皆
自
然
七
寶
宮
殿
、
神
仙
所
游
、
聖
眞
息
處
。
…
…
椿
林
寶
木
、
金
玉
之
樹
、
光
明
耀
日
、

精
徹
虚
空
、
動
搖
發
響
、
自
成
八
音
。
金
翅
・
鳳
凰
・
鵬
鳥
・
朱
雀
・
神
龍
・
麒
麟
・
獅
子
・

銅
頭
・
鐵
額
・
辟
邪
・
鑿
齒
、
大
神
禽
獸
、
游
其
寶
林
之
中
、
巨
鯤
鱗
族
、
漾
其
玉
池
之
下
。

靈
物
奇
瑞
、
不
可
具
稱
。         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
    

 
 

（
五
ｂ
～
六
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
人
鳥
山
の
上
の
七
寶
宮
殿
や
靈
妙
な
音
や
鳳
凰
・
麒
麟
な
ど
の
神
獸
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
の
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
な
か
に
も
、 

玄
都
玉
京
山
在
三
淸
之
上
、
無
色
無
塵
、
上
有
玉
京
金
闕
七
寶
玄
臺
紫
微
上
宮
、
中
有
三
寶
神

經
。
山
之
八
方
、
自
然
生
七
寶
之
樹
。
…
…
山
上
七
寶
華
林
、
光
色
煒
爗
、
朱
實
璨
爛
、
悉
是

金
銀
・
珠
玉
・
水
晶
・
琉
璃
・
 
璖
・
碼
碯
、
靈
風
振
之
、
其
音
自
成
宮
啇
、
雅
妙
宛
絶
。
諸

天
聞
聲
而
飛
騰
、
勿
輟
絃
止
歌
、
嘆
味
至
音
、
不
能
名
状
。
神
獸
・
龍
麟
・
獅
子
・
白
鶴
・
奇

禽
・
鳳
凰
、
悲
鳴
踊
躍
。             

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

    
 

（
一
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
同
じ
よ
う
な
七
寶
の
宮
殿
や
靈
妙
な
音
や
鳳
凰
・
龍
麟
な
ど
の
神
獸
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
と
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
後
序
の
い
ず
れ
か
が
、

成
立
時
期
の
早
い
方
の
經
典
を
參
照
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
道
藏
本
『
玉
京
山
歩
虚

經
』
で
は
唐
の
頃
に
入
れ
ら
れ
た
「
太
上
智
慧
經
讚
」
や
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
な
ど
の
内
容
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
内
容
は
、
南
朝
本
の
『
太
上
説
太
上
玄

都
玉
京
山
經
』
の
内
容
で
あ
り
、
劉
宋
初
期
頃
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
１
７
）
。
こ

の
後
に
述
べ
る
如
く
、『
人
鳥
五
符
』
が
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
か
ら
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
ま

で
の
閒
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
『
人
鳥
五
符
』
が
成
立
し
た
後
に
加
え
ら
れ
た
後
序
は

『
玉
京
山
歩
虚
經
』
を
參
照
し
て
書
か
れ
た
こ
と
と
な
る
。 

 

四
、
「
人
鳥
山
經
呪
」 

 

南
朝
梁
初
の
編
纂
と
さ
れ
る
『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
七
）(

１
８)

に
は
、 

禮
五
方
。
竟
、
還
向
東
、
思
神
閉
目
、
叩
齒
五
、
嚥
液
五
、
存
五
神
備
在
身
中
、
五
符
煥
明
内

外
、
五
方
群
魔
奔
走
、
遠
迸
來
侍
、
衞
者
嚴
裝
、
羅
列
在
眞
宮
後
。
良
久
、
嚥
液
三
、
叩
齒
三
、

誦
人
鳥
山
經
呪
曰
、
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
、
察
制
彊
精
斷
邪
翁
、
太
上
有
命
太
上
房
、
急
召
北
帝

詣
玉
宮
、
奉
承
威
令
宣
魔
王
、
九
炁
蓊
鬱
與
命
衝
、
祕
藏
玉
文
方
就
隆
。
三
天
運
明
、
六
天
運

終
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
二
十
ｂ
～
二
一
ａ
） 

と
あ
る
。
「
人
鳥
山
經
呪
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
人
鳥
山
經
と
い
う
經
典
か
ら
引
か
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。 

劉
宋
初
期
の
靈
寶
齋
法
で
あ
る
自
然
齋
法
以
後
、
そ
の
「
人
鳥
山
經
呪
」
が
齋
法
儀
禮
の
歩
虚
の

前
の
「
命
魔
呪
」
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
先
に
述
べ
た
如
く
、
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
三

四
や
『
靈
寶
無
量
度
人
上
經
大
法
』
卷
四
九
に
は
、「
命
魔
呪
」
の
出
典
を
「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」

と
記
し
て
い
る
。『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
十
七
や
『
道
門
通
敎
必
用
集
』
卷
九
に
は
、
「
命

魔
呪
」
の
出
典
を
「
五
符
人
鳥
經
」
と
あ
る
。『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
で
の
「
人
鳥
山
經
」
と

は
、
「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」
や
「
五
符
人
鳥
經
」
と
同
一
の
經
典
の
よ
う
で
あ
る
。 

『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
の
編
纂
年
代
は
梁
初
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
「
命
魔
呪
」
の
内

容
を
收
め
る
「
人
鳥
山
經
」
は
南
朝
梁
の
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
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「
人
鳥
山
經
」
に
相
當
す
る
經
典
は
『
人
鳥
五
符
』
で
あ
り
、
こ
の
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
や
「
元

覽
人
鳥
山
形
圖
」
に
收
め
ら
れ
て
い
な
い
「
人
鳥
山
經
呪
」
（
「
命
魔
呪
」
）
も
『
人
鳥
五
符
』
の

内
容
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

さ
て
、
『
人
鳥
五
符
』
で
は
「
命
魔
呪
」
が
ど
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
朝

の
成
立
と
さ
れ
る
『
太
上
洞
眞
經
洞
章
符
』(

１
９)

（
Ｈ
Ｙ
八
五
）
の
生
策
五
符
の
條
に
は
、 

五
籍
五
符
、
服
之
依
法
、
行
則
佩
之
、
存
號
曰
策
。
修
習
在
精
、
名
書
玉
暦
、
五
神
降
靈
、
同

升
玄
極
也
。
凡
呪
誦
煉
氣
、
安
神
却
魔
、
臨
目
存
思
、
叩
齒
振
威
、
警
誡
内
外
、
先
密
誦
滅
邪

呪
曰
、
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
…
（
以
下
、
「
命
魔
呪
」
の
内
容
を
省
略
す
る
） 

 
 
 

（
五
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
の
生
策
五
符
を
使
用
す
る
儀
式
で
は
、
存
思
の
後
の
密
呪
は
「
命
魔
呪
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
命
魔
呪
」
は
本
來
、
生
策
五
符
を
使
う
前
に
魔
を
退
け
て
お
く
た
め
の
神
呪
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
命
魔
呪
」
が
『
人
鳥
五
符
』
に
收
め
ら
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
生
策
五
符
が

嘗
て
『
人
鳥
五
符
』
に
載
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

五
、
『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
年
代 

 

『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
年
代
の
下
限
が
劉
宋
初
期
で
あ
る
こ
と
は
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
上
淸
太

極
隱
注
玉
經
寶
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
、
以
下
『
太
極
隱
注
』
と
略
す
）
の
内
容
か
ら
推
測
で
き
る
。

『
太
極
隱
注
』
に
は
、 

縁
那
羅
衞
之
國
崑
崙
人
鳥
之
山
、
元
始
天
王
所
別
治
、
七
寶
宮
室
、
高
臺
淩
天
。
西
王
母
初
學

道
、
亦
登
此
山
。
其
上
三
洞
經
、
悉
具
書
虚
中
作
經
、
一
字
方
一
丈
也
。
是
山
眞
形
圖
至
重
、

服
佩
便
得
三
洞
之
玄
眞
矣
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
九
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
へ
の
言
及
が
あ
り
、
元
始
天
王
と
西
王
母
の
説
話
も
『
人
鳥
五
符
』

の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
『
人
鳥
五
符
』
は
『
太
極
隱
注
』
よ
り
も
早
く
成
立
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
仙
公
系
靈
寶
經
は
、
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
に
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
が
成
立
す
る

前
に
、
ほ
ぼ
全
部
整
っ
て
い
る
の
で
（
２
０
）
、
『
人
鳥
五
符
』
は
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
以
前

の
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
ま
で
に
成
立
し
た
と
推
測
で
き
る
。 

 

ま
た
、
『
人
鳥
五
符
』
に
見
え
る
觀
念
か
ら
、
『
人
鳥
五
符
』
は
劉
宋
以
前
に
は
作
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
三
界
や
三
淸
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

妙
氣
既
降
、
肉
身
能
飛
、
久
煉
得
妙
、
肉
去
妙
充
。
其
翔
似
鳥
、
山
（
「
出
」
の
誤
り
）
游
三

界
之
外
。
其
神
眞
人
、
入
宴
三
淸
之
中
。 

 
 
 
  

 
 
 
 

（
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
、
一
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
妙
氣
の
神
は
人
に
似
て
お
り
、
三
界
を
出
で
て
、
三
淸
に
昇
る
と
い
う
。
こ
こ
の

三
界
と
は
、
欲
界
の
六
天
と
色
界
の
十
八
天
と
無
色
界
の
四
天
を
合
わ
せ
た
三
界
の
二
十
八
天
の
こ

と
で
あ
り
、
三
淸
と
は
、
三
界
の
二
十
八
天
の
上
に
あ
る
玉
淸
境
・
上
淸
境
・
太
淸
境
と
い
う
三
淸

境
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
界
説
は
、
劉
宋
以
前
の
道
書
に
は
見
當
た
ら
な
い
（
２
１
）
。 

 

更
に
、
『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
傳
授
す
る
た
め
の
醮
祭
の
儀
禮
（
以
下
こ
の

醮
祭
を
「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
呼
ぶ
）
を
記
す
部
分
に
は
、 

閉
目
叩
齒
三
通
、
存
思
依
常
、
鳴
鼓
・
發
爐
、
亦
如
常
法
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
三
ａ
） 

と
あ
る
。
存
思
・
鳴
鼔
・
發
鑪
の
儀
式
は
齋
法
儀
禮
か
ら
取
り
入
れ
た
（
２
２
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、

四
二
三
年
前
後
に
天
師
道
の
指
敎
齋
法
（
２
３
）
が
成
立
し
、
そ
れ
を
模
倣
し
て
考
案
さ
れ
た
『
太

極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
五
三
一
）
の
「
靈
寶
齋
法
」
は
四
二
〇
年
代
後
半
頃

に
成
立
し
て
（
２
４
）
、
一
般
的
に
行
わ
れ
る
常
法
と
な
っ
た
の
は
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
以
後
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
を
參
照
し
た
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
成
立
時
期
も
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
以
後
と
推
測
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で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
『
人
鳥
五
符
』
で
の
「
人
鳥
」
の
部
分
の
成
立
年
代
を
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）

か
ら
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
ま
で
の
閒
と
見
れ
ば
大
過
な
か
ろ
う
。 

そ
う
す
る
と
、
東
晉
末
に
成
立
し
た
三
卷
本
『
五
符
序
』
と
「
人
鳥
」
の
部
分
を
載
せ
て
い
た
『
人

鳥
五
符
』
の
成
立
時
期
は
劉
宋
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
以
後
、
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
以
前
と
推

測
で
き
よ
う
。
こ
の
推
測
は
劉
宋
の
陸
修
靜
（
四
〇
六
～
四
七
七
）
が
『
人
鳥
五
符
』
を
敷
述
し
た

と
い
う
陶
弘
景
の
記
載
と
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。 

で
は
、
『
人
鳥
五
符
』
の
後
に
作
ら
れ
た
後
序
や
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
は
い
つ
頃
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
獨
立
し
た
經
典
と
し
て
の
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
成
立
時
期

と
關
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
は
最
初
の
人
鳥
山
の
眞
形
圖
で
あ
る
「
人
鳥
山
形
圖
」
だ

け
を
收
め
て
い
る
の
で
、
『
雲
笈
七
籤
』
が
參
照
し
て
い
た
の
は
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
で
は
な

く
、
『
人
鳥
五
符
』
で
あ
ろ
う
。
『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
が
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
を
參
照
し
て
い

な
い
の
は
、
獨
立
し
た
經
典
と
し
て
の
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
や
『
道
門
通
敎
必
用
集
』
な
ど
南
宋
の

經
典
に
は
ま
だ
『
人
鳥
五
符
』
の
經
典
名
が
見
え
る
の
で
、
南
宋
に
は
『
人
鳥
五
符
』
が
ま
だ
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
人
鳥
五
符
』
が
そ
れ
ぞ
れ
獨
立
し
た
經
典
で
あ

る
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
と
『
五
符
序
』
に
な
っ
た
の
は
、
南
宋
以
後
で
あ
ろ
う
。 

そ
う
す
る
と
、
後
序
や
「
太
上
人
鳥
山
眞
形
圖
」
は
、
『
人
鳥
五
符
』
か
ら
獨
立
し
た
『
玄
覽
人

鳥
山
經
圖
』
を
作
成
す
る
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
南
宋
以
後
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
後
序
の
部
分
は
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
を
參
照
し
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

 

六
、
人
鳥
山
と
三
洞
部
經
典 

 『
人
鳥
五
符
』
に
載
せ
て
い
る
元
始
天
王
と
西
王
母
の
説
話
の
中
に
、
元
始
天
王
と
西
王
母
が
人

鳥
山
の
空
中
に
天
書
を
殘
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
話
は
こ
の
後
發
展
し
て
、
人
鳥
山
が
三

洞
部
經
典
を
保
管
し
て
い
る
山
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
太
極
隱
注
』
に
は
人
鳥
山
の
眞
形
圖
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、

劉
宋
期
の
『
人
鳥
五
符
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
『
太
極
隱
注
』

に
は
、
「
其
（
人
鳥
山
）
上
三
洞
經
、
悉
具
書
虚
中
作
經
、
一
字
方
一
丈
也
。
是
山
眞
形
圖
至
重
、

服
佩
便
得
三
洞
之
玄
眞
矣
。
」
（
九
ａ
）
と
あ
っ
て
、
人
鳥
山
の
上
に
「
三
洞
經
」
が
保
管
さ
れ
て

い
る
と
あ
る
點
が
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
と
大
き
く
異
な
る
。  

で
は
、
こ
の
「
三
洞
經
」
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
「
三
洞
經
」
を
洞
眞
・
洞
玄
・
洞
神
の

三
洞
部
の
經
典
の
意
味
と
取
っ
て
い
る
の
は
、
一
番
直
接
的
な
解
釋
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

實
際
に
は
、
『
太
極
隱
注
』
に
見
え
る
「
三
洞
經
」
は
、
三
皇
經
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
２

５
）
。
例
え
ば
、
『
太
極
隱
注
』
に
は
、 

太
上
隱
注
玉
經
、
大
洞
眞
經
、
或
曰
太
眞
道
經
、
或
曰
太
淸
上
道
觀
天
内
經
上
品
、
凡
有
十
卷
。

上
淸
金
丹
之
經
七
卷
。
其
髙
上
大
妙
大
丹
消
魔
智
慧
、
大
洞
眞
經
三
十
九
章
。 

太
上
隱
注
玉
經
曰
、
上
淸
之
高
旨
、
極
眞
之
微
辭
、
飛
仙
之
妙
經
也
。
靈
寶
經
、
或
曰
洞
玄
、

或
云
太
上
昇
玄
經
、
皆
高
仙
之
上
品
、
虚
無
之
至
眞
、
大
道
之
幽
寶
也
。
三
皇
天
文
、
或
云
洞

神
、
或
云
洞
仙
、
或
云
太
上
玉
䇿
。
此
三
洞
經
、
符
道
之
綱
紀
、
太
虚
之
玄
宗
、
上
眞
之
首
經

矣
。
豈
中
仙
之
所
聞
哉
。              

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

（
十
一
ｂ
～
十
二
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
三
皇
天
文
の
洞
神
・
洞
仙
・
太
上
玉
策
の
別
稱
の
後
に
、
そ
れ
を
「
三
洞
經
」
と
呼
ん

で
い
る
。
こ
の
部
分
の
文
章
の
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
「
上
淸
之
高
旨
、
極
眞
之
微
辭
、
飛
仙
之
妙
經
」
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の
箇
所
は
大
洞
眞
經
と
對
應
し
、
「
高
仙
之
上
品
、
虚
無
之
至
眞
、
大
道
之
幽
寶
」
の
箇
所
は
靈
寶

經
と
對
應
し
て
い
る
の
で
、
「
符
道
之
綱
紀
、
太
虚
之
玄
宗
、
上
眞
之
首
經
」
の
箇
所
は
三
皇
天
文

と
對
應
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
同
經
の
冒
頭
に
は
、 

夫
太
上
玄
微
、
三
洞
初
元
。           

 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

 
 

 

（
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
こ
こ
の
「
三
洞
」
と
は
、
太
上
と
同
じ
よ
う
に
神
格
で
あ
り
、
三
皇
の
神
格
（
即
ち
三

洞
尊
神
）
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
初
元
と
は
、
皇
帝
が
即
位
し
た
年
の
意
味
で
あ
る
の
で
、

「
三
洞
」
と
は
ま
さ
に
三
皇
の
意
味
で
あ
っ
て
、
三
洞
部
の
經
典
を
指
す
の
で
は
な
い
。
更
に
、
同

經
に
は
、 

佩
靈
寶
五
符
於
身
、
則
乘
龍
駕
氣
、
經
歴
水
火
、
五
帝
扶
翼
、
遠
游
高
翔
、
亦
爲
仙
也
。
佩
五

嶽
眞
形
、
佩
三
洞
大
符
、
不
得
近
房
室
、
交
接
陰
穢
、
必
死
不
疑
、
永
無
仙
期
、
可
不
愼
哉
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
七
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
靈
寶
五
符
の
效
果
と
五
嶽
眞
形
圖
・
三
洞
大
符
を
佩
び
る
時
の
注
意
事
項
を
書
い
て
い

る
が
、
三
洞
大
符
は
三
皇
天
文
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
葛
洪
『
抱
朴
子
』
内

篇
卷
十
一
仙
藥
篇
や
卷
十
九
遐
覽
篇
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
靈
寶
五
符
や
五
嶽
眞
形
圖
や
三
皇

天
文
は
、
葛
氏
の
道
流
が
重
視
し
て
い
た
符
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
三
皇
天
文
が
三
洞
大
符
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
三
洞
大
符
が
三
皇
天
文
で
は
な
く
、
洞
眞
・
洞

玄
・
洞
神
の
三
洞
部
の
經
典
の
符
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
前
の
靈
寶
五
符
や
五
嶽
眞
形
圖
と
の

繋
が
り
が
惡
く
な
る
。
特
に
、
三
洞
大
符
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
ほ
か
の
經
典
に
は
殆
ど
見
當
た
ら

な
い
の
で
、
三
皇
天
文
以
外
の
解
釋
は
無
理
で
あ
ろ
う
。 

『
太
極
隱
注
』
以
外
に
、
次
の
『
雲
笈
七
籤
』
卷
三
の
天
尊
老
君
名
號
歴
劫
經
略
の
内
容
か
ら
も
、

人
鳥
山
と
三
皇
經
と
の
關
係
が
わ
か
る
。 

所
以
自
斯
盤
古
、
以
道
治
世
萬
九
千
九
百
九
十
九
載
、
白
日
昇
仙
、
上
崑
崙
、
登
太
淸
天
中
、

授
號
曰
元
始
天
王
、
則
王
母
學
道
、
降
人
鳥
之
山
。
而
盤
古
眞
人
氏
仙
後
、
伏
羲
氏
興
。
伏
羲

氏
興
、
而
太
極
天
眞
大
神
以
淸
濁
已
分
元
年
、
上
啓
太
上
老
君
、
以
天
皇
内
經
十
四
篇
、
并
靈

寶
圖
・
道
德
五
千
文
授
伏
羲
。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
十
六
ａ
～
ｂ
） 

こ
こ
で
、
盤
古
眞
人
は
元
始
天
王
の
號
が
授
け
ら
れ
、
西
王
母
が
道
を
學
ぶ
時
に
、
人
鳥
山
に
降
り
、

盤
古
眞
人
の
後
に
、
伏
羲
氏
が
現
れ
、
太
極
天
眞
大
神
は
天
皇
内
經
十
四
篇
及
び
靈
寶
圖
・
五
千
文

を
伏
羲
に
授
け
た
な
ど
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
太
極
隱
注
』
の
人
鳥
山
に
關
す
る
内
容
で
は
、
「
三
洞
經
」
が
三
皇
經
を
指
し
て
い
て
、
洞
眞
・

洞
玄
・
洞
神
の
三
洞
部
經
典
を
意
味
し
て
い
な
い
が
、
三
洞
部
經
典
が
人
鳥
山
に
作
ら
れ
た
と
い
う

考
え
は
そ
の
後
に
流
行
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
三
洞
説
が
既
に
考
案
さ
れ
た
劉
宋
中
期
以
後
で
は
、

『
太
極
隱
注
』
の
「
三
洞
經
」
を
洞
眞
・
洞
玄
・
洞
神
の
三
洞
部
經
典
と
解
釋
す
る
よ
う
に
な
り
、

洞
眞
部
の
上
淸
經
と
洞
玄
部
の
靈
寶
經
も
人
鳥
山
の
上
で
作
ら
れ
た
と
い
う
考
え
が
形
成
さ
れ
た
。 

上
淸
經
の
『
洞
眞
高
上
玉
帝
大
洞
雌
一
玉
檢
五
老
寶
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
二
、
以
下
『
雌
一
五
老

寶
經
』
と
略
す
）
に
は
、 

大
洞
眞
經
、
一
名
九
天
太
眞
道
德
經
。
此
經
之
作
、
乃
自
玄
微
十
方
元
始
天
尊
所
運
氣
撰
集
也
。

西
王
母
從
元
始
天
王
受
道
、
乃
共
刻
於
北
元
天
中
録
那
邪
之
國
靈
鏡
人
鳥
之
山
闍
梨
之
岫
、
於

虚
空
之
中
、
聚
九
玄
正
一
之
氣
、
結
以
傳
上
淸
八
眞
・
中
央
黄
老
君
。  

  
 
 

（
十
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
大
洞
眞
經
は
十
方
元
始
天
尊
が
作
り
、
西
王
母
は
人
鳥
の
山
で
元
始
天
王
か
ら
道
を
授

け
ら
れ
、
元
始
天
王
と
一
緖
に
大
洞
眞
經
を
北
元
天
中
録
那
邪
の
國
靈
鏡
人
鳥
の
山
（
２
６
）
に
刻

み
、
九
玄
正
一
の
氣
を
集
め
て
、
虚
空
の
中
に
字
を
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
上
淸
經
の
『
洞
眞
太
上
八
素
眞
經
服
食
日
月
皇
華
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
二
、
以
下
『
服
食

日
月
皇
華
訣
』
と
略
す
）
の
中
に
、 
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至
中
皇
元
年
末
、
乃
刻
北
元
天
中
録
那
之
國
靈
鏡
人
鳥
之
山
闍
萊
之
岫
、
於
靈
宮
之
中
凝
九
玄

正
一
之
氣
、
結
而
成
字
。   

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
西
王
母
は
中
皇
元
年
の
末
に
、
靈
鏡
人
鳥
の
山
で
九
玄
正
一
の
氣
を
も
っ
て
文
字
を
制

作
し
、
こ
の
經
典
を
書
い
た
と
い
う
。
『
八
素
眞
經
』
の
原
本
は
東
晉
の
上
淸
經
で
あ
る
が
、
『
眞

誥
』
に
記
さ
れ
て
い
る
東
晉
時
期
の
上
淸
經
の
思
想
に
は
、
「
人
鳥
山
」
の
觀
念
は
見
當
た
ら
な
い

の
は
、
『
服
食
日
月
皇
華
訣
』
に
見
え
る
人
鳥
山
の
内
容
は
劉
宋
以
後
の
道
士
が
加
え
た
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
上
淸
經
の
『
上
淸
外
國
放
品
靑
童
内
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
二
）
卷
上
に
は
、 

上
淸
太
眞
玉
保
王
・
上
相
大
司
馬
、
命
高
晨
師
東
海
玉
門
靑
華
小
童
君
、
受
高
上
玉
帝
外
國
放

品
隱
元
内
文
。
其
道
高
妙
、
乃
生
於
九
玄
之
先
、
結
飛
玄
紫
氣
自
然
之
章
、
靈
文
表
異
、
煥
明

上
淸
經
、
九
萬
之
劫
、
刻
書
綠
那
之
國
靈
鳥
之
山
、
著
東
華
之
岫
玄
圃
之
上
積
石
之
陰
。 

（
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
こ
こ
の
「
綠
那
之
國
靈
鳥
之
山
」
と
は
、
『
雌
一
五
老
寶
經
』
に
見
え
る
「
録
那
邪
之

國
靈
鏡
人
鳥
之
山
」
、
『
服
食
日
月
皇
華
訣
』
に
見
え
る
「
録
那
之
國
靈
鏡
人
鳥
之
山
」
と
同
じ
で

あ
り
、
み
な
『
太
極
隱
注
』
の
「
縁
那
羅
衞
之
國
崑
崙
人
鳥
之
山
」
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
太
極
隱
注
』
で
は
、
「
三
洞
經
」
は
人
鳥
山
の
上
で
作
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
劉
宋
に
編
纂
さ
れ
た

上
淸
經
は
そ
の
影
響
を
受
け
、
上
淸
經
も
元
始
天
王
と
西
王
母
が
人
鳥
山
の
上
で
作
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
、
靈
寶
經
の
場
合
を
考
察
し
た
い
。
『
通
門
論
（
擬
）
』
の
「
靈
寶
經
目
」
に
は
「 

十
部

妙
經
三
十
六
卷
、
皆
剋
金
爲
字
、
書
於
玉
簡
之
上
、
題
其
篇
目
於
紫
微
宮
南
軒
。
太
玄
都
玉
京
山
、

亦
具
記
其
文
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
靈
寶
經
の
元
始
舊
經
は
玉
京
山
と
結
び
付
い
て
お
り
、
玉
京
山

の
上
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
陸
修
靜
の
時
代
に
既
に
存

在
し
て
い
た
靈
寶
經
の
元
始
系
靈
寶
經
に
は
、
人
鳥
山
の
上
に
靈
寶
經
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う

考
え
は
ま
だ
見
え
な
い
。 

「
人
鳥
山
」
の
觀
念
は
「
靈
寶
經
目
」
で
「
未
出
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
、

梁
末
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
（
２
７
）
三
つ
の
元
始
系
靈
寶
經
、
即
ち
、
『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度

小
劫
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
二
〇
、
以
下
『
小
劫
妙
經
』
と
略
す
）
や
『
太
上
洞
玄
靈
寶
八
威
召
龍
妙
經
』

（
Ｈ
Ｙ
三
六
一
、
以
下
『
八
威
召
龍
經
』
と
略
す
）
や
『
導
引
三
光
九
變
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
九
）
に

は
見
ら
れ
る
。 

『
小
劫
妙
經
』
に
は
、 

太
虚
元
君
於
是
虚
皇
五
年
七
月
七
日
、
下
游
戲
衆
天
、
看
觀
善
惡
。
…
…
元
君
出
現
於
人
鳥
山
、

演
出
洞
玄
眞
文
玉
訣
妙
經
、
分
作
三
十
六
卷
、
威
儀
法
式
、
安
鎭
五
嶽
、
以
察
天
靈
。
今
作
十

表
卦
、
人
鳥
山
浩
洞
太
鄕
玄
洞
室
中
。        

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（
十
八
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
太
虚
元
君
は
虚
皇
五
年
七
月
七
日
に
、
人
鳥
山
に
現
れ
、
洞
玄
眞
文
玉
訣
妙
經
三
十
六

卷
を
作
っ
て
、
人
鳥
山
の
洞
窟
の
中
に
隱
し
た
と
い
う
。
こ
こ
の
洞
玄
眞
文
玉
訣
妙
經
三
十
六
卷
と

は
、
三
十
六
卷
の
靈
寶
經
の
元
始
舊
經
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
經
典
に
は
、

太
極
眞
人
・
老
君
道
德
衆
經
な
ど
の
仙
公
系
靈
寶
經
が
重
ん
じ
る
觀
念
が
し
ば
し
ば
見
え
る
の
で
、

作
ら
れ
た
時
に
既
に
仙
公
系
靈
寶
經
の
影
響
を
受
け
、
本
來
の
元
始
系
靈
寶
經
の
思
想
か
ら
離
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
八
威
召
龍
經
』
の
太
玄
太
素
太
微
君
頌
第
一
に
は
、 

    

淵
通
諸
漢
首
、
人
鳥
靈
嶽
根
。
虬
獸
蛟
鯨
勇
、
浩
浩
守
洞
文
。  

 
 
 

 
 

 
 
 

（
五
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
「
人
鳥
」
と
い
う
山
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 

ま
た
、
『
導
引
三
光
九
變
妙
經
』
に
は
、 
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有
皇
曾
天
、
和
陽
天
、
孔
昇
天
、
霄
度
天
、
四
天
各
有
三
十
六
國
、
國
有
君
臣
土
地
、
人
民
帝

王
、
人
鳥
崑
崙
、
玉
京
金
闕
、
玄
都
五
嶽
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

（
六
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
皇
曾
天
・
和
陽
天
・
孔
昇
天
・
霄
度
天
の
四
天
各
々
に
三
十
六
國
が
あ
り
、
三
十
六
國

に
は
そ
れ
ぞ
れ
人
鳥
山
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
考
え
は
、
『
人
鳥
五
符
』
に
言
っ
て
い
る
無
數
の
諸

天
に
は
各
々
人
鳥
山
が
あ
る
と
い
う
考
え
と
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。 

「
未
出
」
の
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
元
始
系
靈
寶
經
は
、
梁
末
か
ら
唐
初
ま
で
の
閒
に
作
ら
れ
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
唐
・
法
琳
の
『
辯
正
論
』
に
は
、 

又
云
、
洞
玄
經
有
三
十
六
卷
。
其
二
十
一
卷
、
已
行
於
世
。
其
大
小
劫
已
下
有
十
一
部
、
合
一

十
五
卷
、
猶
隱
天
宮
未
出
。
檢
今
經
目
并
注
云
見
在
。
陸
修
靜
者
、
宋
明
帝
時
人
也
。
以
太
始

七
年
、
因
勅
上
此
經
目
。
修
靜
注
云
、
隱
在
天
宮
未
出
於
世
。
從
此
以
來
二
百
許
年
、
不
聞
天

人
下
降
、
又
不
見
道
士
昇
天
、
不
知
此
經
何
因
而
來
。  

 
 
 

 

（
大
正
五
二
、
五
四
五
ｂ
） 

と
あ
っ
て
、
十
五
卷
の
「
未
出
」
の
元
始
舊
經
が
、
唐
初
に
は
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
梁
末
か
ら

唐
初
ま
で
の
閒
に
作
ら
れ
た
元
始
系
靈
寶
經
の
中
に
「
人
鳥
山
」
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、

「
人
鳥
山
」
の
觀
念
が
梁
末
以
後
に
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
人
鳥
山
に
三
洞
部
の
經
典
が
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
具

體
的
に
三
洞
の
思
想
を
記
し
て
い
る
『
洞
眞
太
上
倉
元
上
録
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
二
九
）
で
も
人
鳥
山
の

こ
と
が
觸
れ
ら
れ
て
い
る
（
２
８
）
。
そ
の
冒
頭
に
は
、 

倉
元
上
録
、
一
名
太
淸
内
文
、
又
名
玉
鏡
寶
章
、
又
名
金
圖
瓊
字
、
又
名
破
淹
洞
符
、
又
名
玄

覽
寶
籙
、
又
名
人
鳥
山
經
、
又
名
金
生
策
文
、
又
名
威
武
太
一
扶
命
。 

 
 
 
 

 
 

（
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
『
洞
眞
太
上
倉
元
上
録
』
に
は
八
つ
の
別
名
が
あ
り
、
「
人
鳥
山
經
」
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
と
い
う
。 

 

七
、
結
語 

 

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
の
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
は
陸
修
靜
が
敷
述

し
た
『
人
鳥
五
符
』
で
の
「
人
鳥
」
の
部
分
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
人
鳥
」
の
部
分
と

『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
年
代
は
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
か
ら
元
嘉
十
二
（
四
三
五
）
年
ま
で
の
閒
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
南
宋
以
後
、
「
人
鳥
」
の
部
分
が
『
人
鳥
五
符
』
か
ら
獨
立
し
て
『
玄
覽
人

鳥
山
經
圖
』
に
な
っ
た
が
、
本
來
の
「
人
鳥
山
形
圖
」
が
無
く
な
っ
て
、
後
序
と
「
太
上
人
鳥
山
眞

形
圖
」
が
本
文
の
後
に
新
た
に
加
え
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
人
鳥
山
經
呪
」
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
に
關
す
る
内
容
以
外
に
、
『
太

上
洞
眞
經
洞
章
符
』
に
載
せ
る
生
策
五
符
の
部
分
も
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
元
始
天
王
と
西
王
母
が
人
鳥
山
の
空
中
に
天
書
を
殘
し
た
と
い
う
話
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
話
は
後
に
發
展
し
、
人
鳥
山
が
三
洞
部
經
典
を
保
管
し
て
い
る
山
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
『
太
極
隱
注
』
で
は
三
皇
經
を
意
味
す
る
「
三
洞
經
」
が
人
鳥
山
に

保
管
さ
れ
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
三
洞
經
」
後
に
洞
眞
・
洞
玄
・
洞
神
の
三
洞
部
經

典
の
意
味
に
解
釋
さ
れ
て
、
三
洞
部
經
典
が
人
鳥
山
で
作
ら
れ
た
と
い
う
考
え
が
形
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
『
雌
一
五
老
寶
經
』
を
始
め
と
す
る
上
淸
經
で
は
、
上
淸
經
が
人
鳥
山
に
結
び
付
け
ら
れ
、

更
に
、
『
小
劫
妙
經
』
・
『
八
威
召
龍
經
』
・
『
導
引
三
光
九
變
妙
經
』
と
い
っ
た
、
梁
末
か
ら
唐

初
ま
で
の
閒
に
作
ら
れ
た
三
つ
の
元
始
系
靈
寶
經
に
も
「
人
鳥
山
」
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。 

  

注 
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（
１
）
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心

に
―
」
を
參
照
。 

（
２
）
『
眞
誥
』
卷
二
十
の
「
人
鳥
五
符
」
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
意
見
で
分
か
れ
て
い
る
。
一
つ

は
「
人
鳥
五
符
」
と
讀
む
。
陳
國
符
『
道
藏
源
流
考
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
增

訂
版
）
五
八
頁
を
參
照
。
も
う
一
つ
は
「
人
鳥
」
・
「
五
符
」
と
讀
む
。
呂
鵬
志
『
唐
前
道
敎

儀
式
史
綱
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
九
五
頁
を
參
照
。 

（
３
）
一
箇
所
は
「
洞
元
五
符
經
」
（
卷
九
九
）
と
あ
る
。
『
無
上
祕
要
』
に
は
、
靈
寶
經
を
引
用

す
る
時
に
、
一
般
的
に
は
「
洞
玄
」
を
經
典
名
の
前
に
冠
し
、
後
の
經
典
名
を
簡
潔
に
表
記
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
「
洞
玄
玉
訣
經
」
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
）

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
「
洞
玄
五
符
經
」
は
當
時
の
靈
寶
經
の
『
太
上
靈
寶

五
符
序
』
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

（
４
）
小
稿
第
二
篇
補
論
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
觀
念 

五
、
命
魔
密
呪
の
成
立
と

展
開
（
三
）「
命
魔
呪
」
の
成
立
と
展
開
」
を
參
照
。 

（
５
）
人
鳥
山
は
道
敎
傳
説
の
山
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
次
のR
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（
６
）
『
太
平
經
鈔
・
甲
部
』
に
は
山
の
名
前
と
し
て
の
「
人
鳥
」
が
見
え
る
が
、
吉
岡
義
豐
「
敦

煌
本
太
平
經
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
册
、
一
九
六
一
年
一
月
。

同
氏
『
道
敎
と
佛
敎
』
第
二
所
收
、
東
京 

: 

豐
島
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
と
、
現
行

本
の
『
太
平
經
鈔
・
甲
部
』
は
原
本
の
『
太
平
經
鈔
・
甲
部
』
と
違
っ
て
、
陶
弘
景
の
弟
子
桓

法
闓
あ
た
り
か
ら
陳
の
宣
帝
の
頃
の
周
知
響
な
ど
の
閒
に
作
ら
れ
た
太
平
金
闕
後
聖
帝
君
の

本
起
録
で
あ
る
と
い
う
。
大
淵
忍
爾
の
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
七

年
十
一
月
）
五
四
四
頁
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
そ
の
『
太
平
經
鈔
・
甲
部
』
の
成
立
時
期
は
五
七

〇
年
頃
の
よ
う
で
あ
る
。
『
太
平
經
鈔
・
甲
部
』
に
見
え
る
の
は
「
人
鳥
」
の
最
初
の
用
例
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
東
方
朔
に
假
託
さ
れ
る
が
、
實
は
六
朝
の
作
と
思
わ
れ
る
『
十
洲
記
』
に
は
、
聚
窟
洲

の
一
條
は
人
鳥
山
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
十
洲
の
觀
念
は
東
晉
及
び
劉
宋
の
道

書
に
は
殆
ど
見
出
せ
な
い
の
で
、
む
し
ろ
そ
の
人
鳥
山
の
説
話
は
『
人
鳥
五
符
』
の
内
容
を
參

考
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

  
 

ほ
か
に
は
、
『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』
（
Ｈ
Ｙ
一
六
六
）
で
は
、
後
半
の
眞
記
に
は
、
「
王
方
平

今
爲
上
相
、
治
月
支
國
人
鳥
山
。
」
（
八
ｂ
）
と
あ
る
。
『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』
が
葛
洪
の
作

で
あ
る
「
枕
中
書
」
と
さ
れ
る
が
、
余
嘉
錫
の
『
四
庫
提
要
辨
證
』
（
北
京:

中
華
書
局
、
一

九
八
〇
年
五
月
）
卷
十
九
「
枕
中
書
」
に
よ
れ
ば
、
眞
記
に
許
穆
と
許
玉
斧
が
仙
人
に
な
っ
た

話
を
載
せ
て
い
る
が
、
葛
洪
は
こ
の
二
人
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
眞
記
は
閒
違
い
な
く

僞
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
に
、
眞
記
に
見
え
る
「
人
鳥
山
」
は
葛
洪
が
考
案
し

た
概
念
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
一
般
的
に
は
『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』

の
前
半
の
序
と
眞
書
が
「
枕
中
書
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
僞
作
で
あ
る
。
小
稿
第
三
篇

補
論
「
「
枕
中
書
」
の
眞
僞
に
關
す
る
考
察
」
を
參
照
。 

（
７
）
梁
・
宋
文
明
『
通
門
論
（
擬
）
』
（
敦
煌
資
料
Ｐ
二
八
六
一
・
Ｐ
二
二
五
六
）
は
、
大
淵
忍

爾
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』（
岡
山
：
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
二
月
）
七
二
五
～
七
三
四
頁

を
參
照
。 

（
８
）
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
關
す
る
先
行
研
究
で
は
、
中
國
の
羅
燚
英
氏
は
、
論
文
「
道
敎
山

嶽
眞
形
圖
略
論
」
（
『
中
山
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）
』
、
二
〇
〇
九
年
第
三
期
）
に
お
い
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て
、
靈
寶
經
の
『
上
淸
太
極
隱
注
玉
經
寶
訣
』
に
は
人
鳥
山
の
眞
形
圖
へ
の
言
及
が
あ
る
の
で
、

人
鳥
山
の
眞
形
圖
は
東
晉
末
ま
で
に
既
に
作
ら
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
推
定
は
、
こ
の

靈
寶
經
は
東
晉
末
の
靈
寶
派
が
作
っ
た
も
の
と
い
う
見
解
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
實
際
に
は

こ
の
前
提
の
見
解
は
妥
當
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
羅
燚
英
氏
は
論
文
「
『
玄
覽
人
鳥

山
經
圖
』
成
書
年
代
、
神
學
思
想
考
論
」
（
『
求
是
學
刊
』
、
二
〇
一
〇
年
第
六
期
）
で
は
、

『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
は
東
晉
の
後
半
期
か
ら
唐
初
ま
で
の
閒
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

そ
の
推
測
に
は
實
證
性
が
缺
け
て
い
る
の
で
、
經
典
の
成
立
年
代
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（
９
）
『
五
符
序
』
を
除
い
て
、
現
存
靈
寶
經
に
は
、
「
十
方
」
を
冠
す
る
神
格
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
十
方
至
眞
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
定
志

通
微
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
二
五
）
の
十
方
大
聖
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
經
』
（
Ｈ

Ｙ
四
五
七
）
の
十
方
飛
天
神
人
、
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）

の
十
方
無
極
大
道
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
靈
寶
經
と
十
方
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六

朝
道
敎
史
研
究
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
一
篇
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形

成
（
４
）
靈
寶
經
の
大
乘
思
想
と
「
十
方
」
」
を
參
照
。 

（
１
０
）
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
の
經
典
名
は
、
「
玄
」
で
は
な
く
、
「
元
」
に
作
る
の
は
、
明
・

馮
琦
『
宋
史
紀
事
本
末
』
（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）
卷
二
二
天
書
封
祀
の
大
中
祥

符
五
年
冬
十
月
戊
午
の
一
條
に
は
「
詔
天
下
避
聖
祖
諱
。
玄
爲
元
、
朗
爲
明
。
」
（
一
七
一
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
皇
の
九
人
の
一
人
と
し
て
の
趙
氏
の
始
祖
で
あ
る
趙
玄
朗
の
名
諱
を
避
け

る
た
め
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

（
１
１
）
小
稿
第
一
篇
第
二
章
「
祕
篆
文
に
よ
る
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
校
正
」
を
參
照
。 

（
１
２
）
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
表
に
見
え
る
字
の
位
置
を
表
記
す
る
番
號
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

東
Ｄ
１
４
は
つ
ま
り
「
東
方
靑
帝
靈
寶
赤
書
玉
篇
」
第
四
段
第
十
四
字
を
指
し
て
い
る
。 

（
１
３
）
こ
の
二
四
四
文
字
の
整
理
は
、
羅
燚
英
前
掲
「
道
敎
山
嶽
眞
形
圖
略
論
」
を
參
照
。 

（
１
４
）Jo
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の
な
か
に
、
こ
の
二
四
四
文
字
を
英
語
に
翻

譯
し
、
更
に
、
こ
の
内
容
は
『
抱
朴
子
』
内
篇
卷
六
微
旨
篇
に
由
來
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。 

（
１
５
）
『
洞
玄
靈
寶
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
は
、
隋
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
稿
第
三

篇
第
一
章
「
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
」
注
（
１
３
）
を
參
照
。 

（
１
６
）
太
上
玉
晨
大
道
君
に
相
當
す
る
神
格
名
は
、
靈
寶
經
で
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
要
解
經
』

の
「
上
淸
大
道
玉
晨
君
」
（
十
六
ａ
）
の
神
格
し
か
な
い
が
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
要
解
經
』

で
は
そ
の
部
分
の
内
容
に
は
靑
童
大
君
・
西
城
眞
人
王
君
の
よ
う
な
明
ら
か
に
上
淸
經
に
由
來

す
る
神
格
が
あ
っ
て
、
靈
寶
經
の
色
が
薄
い
。 

（
１
７
）
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
『
太
上
説
太

上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は

南
朝
本
の
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
唐
の
初
期

頃
、
仙
公
系
靈
寶
經
か
ら
「
太
上
智
慧
經
讚
」・「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」・「
五
眞
人
頌
」・「
禮

經
三
首
呪
」
と
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
な
ど
の
新
し
い
内
容
が
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』

に
入
れ
ら
れ
、
經
典
名
も
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
變
え
ら
れ
た
。
更
に
、
存
思
法
は

明
の
頃
に
道
藏
本
に
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
稿
第
三
篇
第
一
章
「
道
藏
本
『
洞
玄
靈

寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
」
を
參
照
。 

（
１
８
）
『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
二
篇
補
論
「
道
敎
の
齋

法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
觀
念
」
注
（
２
０
）
を
參
照
。 
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（
１
９
）
『
太
上
洞
眞
經
洞
章
符
』
に
は
、
「
某
州
郡
縣
鄕
里
」
（
七
ａ
）
と
い
う
南
北
朝
の
行
政

單
位
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
唐
以
前
の
南
朝
の
經
典
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
２
０
）
仙
公
系
靈
寶
經
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
一

篇
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
」
を
參
照
。 

（
２
１
）
道
敎
の
天
界
説
に
つ
い
て
は
、
麥
谷
邦
夫
「
道
敎
に
お
け
る
天
界
説
の
諸
相
―
道
敎
敎
理

の
體
系
化
の
試
み
と
の
關
連
で
―
」（『
東
洋
學
術
研
究
』
第
二
十
七
卷
別
册
、
一
九
八
七
年
十

一
月
）
、
及
び
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
）
第
二
章

「
「
道
敎
」
の
成
立 

第
三
節
「
道
敎
」
の
世
界
觀
と
修
道
法
」
を
參
照
。 

（
２
２
）
小
稿
第
二
篇
第
二
章
「
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
構
造
と
成
立
」
を
參
照
。 

（
２
３
）
指
敎
齋
法
は
四
二
三
年
頃
に
成
立
し
た
『
旨
敎
經
』
に
唱
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

小
稿
第
一
篇
補
論
「
『
旨
敎
經
』
の
成
立
と
内
容
」
を
參
照
。
指
敎
齋
法
は
天
師
道
の
諸
齋
法

の
原
型
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋

法
の
成
立
と
構
造
―
」（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
、
東

京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
を
參
照
。 

（
２
４
）
「
靈
寶
齋
法
」
は
四
二
〇
年
代
後
半
頃
に
成
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
靈

寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」
（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）

を
參
照
。
ま
た
、
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
補
論
「
『
旨
敎

經
』
の
成
立
と
内
容 

三
、
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
」
を
參
照
。 

（
２
５
）
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
二
篇
補
論
一
「
『
洞
淵
神
呪
經
』
と
『
女
靑
鬼

律
』
と
『
正
一
呪
鬼
經
』
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
」
を
參
照
。 

（
２
６
）
人
鳥
山
は
、
道
敎
經
典
で
は
よ
く
「
靈
鏡
人
鳥
山
」
や
「
靈
鳥
山
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

る
。
『
上
淸
外
國
放
品
靑
童
内
文
』
に
は
、
ま
た
「
今
以
其
文
刻
書
人
鳥
」
（
二
二
ｂ
）
と
あ

る
の
で
、
「
靈
鳥
之
山
」
も
人
鳥
山
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
か
に
は
、
『
太

上
洞
玄
靈
寶
本
行
因
縁
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
七
）
に
見
え
る
「
人
鳥
」
（
六
ｂ
）
は
、
敦
煌
資

料
Ｐ
二
四
五
四
『
仙
公
請
問
本
行
因
縁
衆
聖
難
經
』
で
は
「
靈
鳥
」
と
あ
る
。 

（
２
７
）
梁
の
武
帝
末
期
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
の
「
靈
寶
中
盟
經

目
」
に
は
、
こ
の
三
つ
の
經
典
は
ま
だ
收
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
三
つ
の
經
典
は

梁
の
武
帝
末
期
頃
に
編
纂
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
誡

營
始
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』
（
東
京
：
知
泉
書

館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
第
二
章
「
天
師
道
に
お
け
る
受
法
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階

制
度
」
注
（
１
１
）
を
參
照
。 

（
２
８
）
『
洞
眞
太
上
倉
元
上
録
』
に
は
「
人
鳥
山
經
」
と
い
う
別
名
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
陶
弘

景
『
眞
誥
』
卷
二
十
の
「
陸
既
敷
述
眞
文
赤
書
、
人
鳥
五
符
」
に
見
え
る
「
人
鳥
」
は
『
洞
眞

太
上
倉
元
上
録
』
と
見
る
意
見
も
あ
り
、
卿
希
泰
主
編
『
中
國
道
敎
思
想
史
』
（
北
京
：
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
四
五
三
頁
を
參
照
。 
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第
二
章
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
構
造
と
成
立 

 

一
、
序
言 

 

醮
祭
は
祭
祀
の
一
つ
と
し
て
長
い
歴
史
を
持
ち
、
道
敎
が
唱
え
た
儀
式
で
は
な
い
。
戰
國
時
代
に

編
纂
さ
れ
た
『
竹
書
紀
年
』
卷
上
の
五
帝
紀
に
「
（
黄
帝
）
游
於
洛
水
之
上
、
見
大
魚
、
殺
五
牲
以

醮
之
」
（
１
）
と
あ
り
、
ま
た
戰
國
末
宋
玉
「
高
唐
賦
」
（
『
文
選
』
卷
十
九
所
收
）
に
「
醮
諸
神
、

禮
太
一
」
（
２
）
と
あ
り
、
李
善
は
注
し
て
「
醮
、
祭
也
」
と
あ
る
。
酒
肉
を
使
っ
て
神
を
降
ろ
す

の
が
醮
祭
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

醮
祭
が
道
敎
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
東
晉
や
南
朝
の
重
要
な
醮
祭
と
し
て
は
、
東
晉
末
の
『
太
上
靈

寶
五
符
序
』
（
Ｈ
Ｙ
三
八
八
、
以
下
『
五
符
序
』
と
略
す
）
卷
下
の
「
醮
祝
の
儀
」
、
『
太
上
洞
玄

靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
）
卷
下
の
「
元
始
靈
寶
五
帝
醮
祭
招
眞
玉
訣
」
（
以
下
「
五

帝
醮
祭
」
と
略
す
）
（
３
）
、
南
齊
の
天
師
道
の
道
士
が
編
纂
し
た
『
正
一
法
文
經
護
國
醮
海
品
』

（
Ｈ
Ｙ
一
二
七
七
）
の
「
醮
海
神
法
」
（
４
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
梁
・
陶
弘
景
が
編
纂
し
た

『
陶
公
傳
授
儀
』
（
５
）
で
は
、
「
授
受
六
甲
符
法
」
や
「
授
受
禁
山
符
法
」
や
「
授
受
五
嶽
圖
法
」

や
「
授
受
三
皇
文
法
」
や
「
授
受
靈
寶
五
符
法
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
傳
授
儀
式
も
醮
祭

で
あ
る
。
最
初
の
「
授
受
六
甲
符
法
」
と
最
後
の
「
授
受
靈
寶
五
符
法
」
は
既
に
缺
如
し
て
お
り
、

「
授
受
禁
山
符
法
」
も
一
部
し
か
殘
っ
て
い
な
い
が
、
現
存
の
内
容
か
ら
早
期
醮
祭
の
特
徴
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。 

南
朝
の
道
敎
で
は
醮
祭
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
が
、
劉
宋
に
な
る
と
、
天
師
道
の
指
敎
齋
法

（
６
）
・
金
籙
齋
法
（
７
）
・
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
五
三
一
、
以
下

『
敷
齋
經
』
と
略
す
）
の
「
靈
寶
齋
法
」
（
『
敷
齋
經
』
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
を
指
す
場
合
は
、
「
靈

寶
齋
法
」
と
表
記
す
る
）
な
ど
の
諸
齋
法
が
流
行
し
（
８
）
、
醮
祭
の
重
要
性
が
低
下
し
は
じ
め
た
。

主
な
理
由
は
、
劉
宋
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
三
天
内
解
經
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
天
師
道
は
劉

宋
か
ら
「
三
天
」
の
思
想
を
信
奉
し
は
じ
め
（
９
）
、
正
一
盟
威
の
道
を
守
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の

淸
約
（
１
０
）
に
よ
っ
て
、
酒
肉
を
使
う
醮
祭
を
あ
る
程
度
制
限
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
六
八
）
の
「
衆
齋
法
」
に
は
、
二
種
類
の
洞
眞

上
淸
齋
法
、
九
種
類
の
洞
玄
靈
寶
齋
法
、
及
び
三
元
塗
炭
齋
が
記
さ
れ
て
い
る
。
體
系
化
が
進
ん
だ

齋
法
に
比
べ
る
と
、
醮
祭
は
體
系
化
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
宋
期
の
道

敎
で
は
、
齋
法
を
中
心
と
し
た
儀
禮
體
系
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

一
方
、
劉
宋
以
來
、
從
來
の
醮
祭
も
殘
さ
れ
た
が
、
新
し
く
作
ら
れ
た
醮
祭
に
は
天
師
道
の
齋
法

の
影
響
が
見
え
る
。
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
（
Ｈ
Ｙ
四
三
四
）
或
い
は
北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』

（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）
卷
八
十
に
載
せ
る
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
で
は
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
傳
授
す

る
時
に
行
わ
れ
る
醮
祭
（
以
下
「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
呼
ぶ
）
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
劉
宋
天

師
道
の
道
士
の
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
人
鳥
五
符
』
（
１
１
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
醮
祭
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
は
劉
宋
天
師
道
の
齋
法
の
儀
式
が
見
え
、
醮
祭
と
齋
法
の
二
つ
の

儀
禮
が
融
合
し
た
實
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
融
合
と
は
、
醮
祭
と
齋
法
が
連
續
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
で
は
な
く
、
醮
祭
に
齋
法
の
儀
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の

儀
式
に
は
從
來
の
方
士
が
作
っ
た
醮
祭
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
の
で
、
新
型
醮
祭
と
い
え
よ
う
。

以
下
、
こ
の
新
型
醮
祭
の
内
容
の
特
徴
を
見
て
き
て
、
そ
し
て
そ
の
儀
禮
の
構
造
と
成
立
を
考
察
し

て
み
た
い
。 
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二
、
醮
祭
の
目
的 

 
東
晉
時
代
に
は
、
道
士
た
ち
が
藥
物
を
採
集
す
る
時
や
錬
丹
す
る
時
に
、
醮
祭
が
行
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
葛
洪
『
抱
朴
子
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
七
七
）
内
篇
卷
十
一
仙
藥
篇
に
は
、
「
凡
見
諸
芝
、
且
先

以
開
山
却
害
、
符
置
其
上
、
則
不
得
復
隱
蔽
化
去
矣
。
徐
徐
擇
王
相
之
日
、
設
醮
祭
以
酒
脯
、
祈
而

取
之
。
」
（
三
ａ
～
ｂ
）
と
あ
り
、
卷
十
六
黄
白
篇
に
「
凡
作
黃
白
、
皆
立
太
乙
玄
女
・
老
子
坐
、

醮
祭
。
」
（
十
三
ｂ
）
と
あ
る
。
ま
た
、
『
太
淸
金
液
神
丹
經
』
（
Ｈ
Ｙ
八
七
九
）
（
１
２
）
卷
上

に
は
、
藥
を
合
成
す
る
前
に
行
わ
れ
る
醮
祭
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
醮
祭
は
符
圖
を
傳
授
す
る
或
い
は
供
養
す
る
人
の
閒
に
行
わ
れ
て
い
た
。
『
五
符
序
』
の

「
醮
祝
の
儀
」
に
、
「
抱
朴
子
曰
、
登
名
山
、
師
受
經
後
、
欲
佩
身
供
養
受
者
、
設
此
醮
也
。
」
（
五

ａ
）
と
あ
り
、
葛
洪
の
言
葉
を
引
い
て
、
靈
寶
五
符
を
供
養
す
る
人
が
「
醮
祝
の
儀
」
を
設
け
る
べ

き
と
規
定
さ
れ
る
。
『
玉
訣
妙
經
』
の
「
五
帝
醮
祭
」
の
冒
頭
に
は
、
「
玄
科
舊
典
、
上
宮
諸
眞
人
、

及
五
嶽
神
仙
、
三
年
一
奉
靈
寶
五
帝
靈
官
。
」
（
二
十
ｂ
）
と
あ
り
、
ま
た
最
後
に
は
「
右
三
年
一

醮
、
九
年
三
醮
都
止
。
」
（
二
八
ｂ
）
と
あ
り
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
が
傳
授
さ
れ
た
人
は
九
年
の

閒
に
三
回
の
「
五
帝
醮
祭
」
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
洞
玄
靈
寶
五
嶽
古
本
眞
形

圖
』
（
Ｈ
Ｙ
四
四
一
）
は
東
方
朔
に
假
託
し
て
、
「
凡
道
士
欲
佩
圖
、
進
取
山
象
、
及
書
古
文
卷
畢
、

以
此
題
外
面
、
然
後
盛
之
帶
符
。
當
得
正
月
建
寅
齋
七
日
、
齋
中
寫
白
訖
、
醮
如
傳
受
法
。
」
（
四

ｂ
）
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
『
陶
公
傳
授
儀
』
の
醮
祭
も
、
五
つ
の
符
圖
の
傳
授
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。 

こ
の
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
佩
び
る
人
は
、
年
に
三
回
「
人
鳥
山
醮
祭
」
を

行
う
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
供
養
す
る
た
め
に
「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
行
わ
れ
る
。 

そ
の
後
の
南
齊
の
「
醮
海
神
法
」
に
な
る
と
、
醮
祭
の
目
的
に
は
新
た
な
變
化
が
現
れ
る
。
「
醮

海
神
法
」
の
冒
頭
に
は
、 

太
上
告
仙
人
豆
子
明
曰
、
將
來
國
主
帝
王
有
國
土
不
安
、
星
宿
錯
度
、
日
月
失
昏
、
陰
陽
不
調
、

兵
革
四
起
、
疫
毒
流
行
、
兆
民
死
傷
、
汝
等
徒
衆
宜
加
救
護
禳
灾
、
請
福
滅
障
消
殃
、
宜
設
河

圖
普
告
大
醮
。       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

（
一
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
醮
祭
の
目
的
は
從
來
の
符
圖
の
傳
授
や
供
養
で
は
な
く
、
皇
帝
と
政
權
を
加
護
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
目
的
が
變
化
し
た
の
は
、
天
師
道
の
齋
法
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
。
『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
七
九
八
）
に
よ
る
と
、
指
敎
齋
法
に
は
三
上

香
の
儀
式
が
あ
り
、
そ
の
第
二
次
上
香
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
「
願
以
是
功
德
、
奉
爲
帝
主
國
王
君

臣
吏
民
、
保
鎭
皇
基
、
興
隆
社
稷
、
安
邦
利
壤
、
延
福
享
祚
。
」
（
四
ｂ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』
（
Ｈ
Ｙ
一
四
〇
〇
、
以
下
『
明
眞
科
』
と
略
す
）

に
載
せ
る
金
籙
齋
法
の
原
型
で
あ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」
の
救
度
國
土
帝
王
の
法
、
ま
た
『
敷

齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
に
も
、
同
樣
の
目
的
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
醮
祝
の
儀
」
な
ど
の
早
期
道

敎
の
醮
祭
は
、
皇
帝
や
政
權
と
は
無
關
係
で
あ
る
の
で
、
後
の
醮
祭
に
お
け
る
皇
帝
と
政
權
を
加
護

す
る
と
い
う
目
的
は
天
師
道
の
齋
法
に
由
來
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
成
立
時
期
は
劉
宋
の
初
期
で
あ
る
の
で
、
當
時
で
は
「
醮
海
神
法
」
の
よ
う

な
皇
帝
と
政
權
の
た
め
に
行
わ
れ
る
醮
祭
は
ま
だ
考
案
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

三
、
醮
祭
を
設
け
る
時
期 

 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
行
わ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
、
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
に
は
、 
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正
月
有
甲
子
、
二
月
有
壬
申
、
三
月
有
戊
子
、
一
年
之
中
、
唯
取
一
日
祭
醮
山
形
。
…
…
若
年

中
無
此
三
日
、
或
有
而
邂
逅
、
趣
得
甲
子
、
一
年
三
醮
也
。
…
…
明
月
之
夜
、
露
出
中
庭
、
不

須
壇
纂
、
不
可
他
知
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
ｂ
～
三
ａ
） 

と
あ
る
。
一
年
中
た
だ
正
月
の
甲
子
・
二
月
の
壬
申
・
三
月
の
戊
子
の
三
日
し
か
「
人
鳥
山
醮
祭
」

を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
も
し
あ
い
に
く
こ
の
條
件
に
合
致
す
る
日
が
な
け
れ
ば
、
甲
子
の
日
に
行

う
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
行
わ
れ
る
時
閒
帶
は
基
本
的
に
は
深
夜
で

あ
り
、
場
所
は
家
の
中
庭
と
さ
れ
、
祭
壇
を
立
て
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
を

す
る
の
は
、
ほ
か
の
符
圖
を
傳
授
す
る
醮
祭
は
、
同
じ
く
深
夜
に
行
わ
れ
る
が
、
祭
壇
を
立
て
る
場

合
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

『
五
符
序
』
の
「
醮
祝
の
儀
」
に
は
、
醮
祭
を
行
わ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
特
に
規
定
を
設
け
て
い

な
い
が
、
「
祭
於
靜
室
、
若
庭
壇
之
閒
、
行
事
於
夜
半
、
屏
人
於
非
所
。
」
（
四
ａ
）
や
「
若
於
庭

壇
施
祭
、
四
面
安
障
、
勿
令
當
風
。
」
（
五
ａ
）
と
あ
り
、
深
夜
の
時
、
靜
室
内
或
い
は
中
庭
の
祭

壇
で
醮
祭
を
行
う
よ
う
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
點
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ

し
、
祭
壇
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

『
玉
訣
妙
經
』
の
「
五
帝
醮
祭
」
に
は
、
「
春
用
甲
寅
・
乙
卯
。
夏
用
丁
巳
・
丙
午
。
四
季
用
戊

辰
・
戊
戌
・
己
未
・
己
丑
。
秋
用
庚
申
・
辛
酉
。
冬
用
癸
亥
・
壬
子
。
建
王
之
日
於
靈
嶽
作
髙
壇
。
」

（
十
四
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
醮
祭
を
行
う
時
期
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
「
五
帝
醮
祭
」

は
「
醮
祝
の
儀
」
や
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
よ
う
に
深
夜
に
行
う
必
要
が
な
い
。
「
醮
海
神
法
」
に
な

る
と
、
た
だ
「
當
用
吉
日
、
三
年
爲
之
、
國
安
民
豐
、
家
内
富
溢
、
米
穀
盈
倉
。
九
年
爲
之
、
金
帛

自
積
、
所
向
果
從
。
」
（
二
ｂ
）
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
三
年
或
い
は
九
年
お
き
に
「
醮
海
神
法
」

を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
日
以
外
の
具
體
的
な
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
卷
五
一
の
盟
眞
齋
品
に
は
、
齋
法
を
行
う
時
期
に
關
し
て
は
、

『
明
眞
科
』
の
「
罪
福
緣
對
拔
度
上
品
」
を
引
い
て
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
概
念
（
１
３
）
を
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

飛
天
神
人
曰
、
九
幽
玉
匱
拔
度
死
魂
罪
對
上
品
、
常
以
正
月
・
三
月
・
五
月
・
七
月
・
九
月
・

十
一
月
、
一
年
六
齋
月
、
一
日
・
八
日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四

日
・
二
十
八
日
・
二
十
九
日
・
三
十
日
、
一
月
合
十
日
、
及
八
節
日
・
甲
子
日
・
庚
申
日
、
於

家
中
庭
安
一
長
燈
、
令
高
九
尺
。                  

    
 
 
 
 

 
 
 
 

（
十
七
ａ
） 

ま
た
、
『
敷
齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
に
も
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
概
念
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う

に
、
齋
法
は
決
ま
っ
た
齋
月
や
齋
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
及
び
そ
れ
以
後
の
醮
祭
で
、
六
月
齋
と
十
日
齋
の
概
念
が
見
え
な
い
の
は
、
こ

れ
ら
が
あ
く
ま
で
も
齋
法
を
行
う
時
の
祭
日
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

四
、
淸
齋
に
つ
い
て 

 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
醮
祭
を
行
う
前
に
、
三
か
月
の
淸
齋
を
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

淸
齋
と
は
、
祭
祀
や
儀
禮
を
行
う
前
に
、
體
を
淸
ら
か
に
し
、
心
を
安
ら
か
に
し
、
神
々
に
誠
意
を

表
す
行
爲
で
あ
る
。
醮
祭
も
祭
祀
の
一
種
で
あ
る
の
で
、
事
前
に
淸
齋
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
『
孟
子
』
離
婁
下
に
は
「
雖
有
惡
人
、
齋
戒
沐
浴
、
則
可
以
祀
上
帝
。
」
（
１
４
）
と
あ

り
、
淸
齋
を
す
れ
ば
、
た
と
え
惡
人
で
あ
っ
て
も
、
祭
祀
を
行
う
資
格
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
符

圖
を
傳
授
す
る
時
は
、
神
々
を
奉
請
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
淸
齋
は
醮
祭
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、

不
可
缺
な
も
の
と
い
え
よ
う
。 

ほ
か
の
醮
祭
も
祭
祀
で
あ
る
の
で
、
當
然
淸
齋
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
『
五
符
序
』
卷
上
に
は
、

「
王
肅
然
駭
聽
、
乃
淸
齋
、
靜
臺
祭
天
而
受
書
焉
。
」
（
九
ａ
）
と
あ
っ
て
、
闔
閭
に
「
靈
寶
符
太
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上
眞
文
」
が
授
け
ら
れ
た
時
に
淸
齋
を
行
っ
た
と
い
う
。
卷
下
の
「
醮
祝
の
儀
」
で
は
、
「
淸
齋
降

五
帝
、
萬
年
可
常
全
。
」
（
三
ａ
）
や
「
宜
淸
齋
三
日
、
祭
於
靜
室
。
」
（
四
ａ
）
や
「
淸
齋
三
日
、

宰
鴻
鷺
之
鳥
、
潔
整
身
神
。
」
（
五
ｂ
）
や
「
丹
書
白
素
方
五
寸
、
淸
齋
百
日
、
入
室
而
吞
之
。
」

（
十
三
ａ
）
或
い
は
「
帝
又
乃
到
峨
嵋
山
、
淸
齋
三
月
得
與
皇
人
相
見
。
」
（
十
八
ａ
）
な
ど
と
あ

っ
て
、
淸
齋
の
こ
と
が
常
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
五
帝
醮
祭
」
が
記
さ
れ
て
い
る
『
玉
訣

妙
經
』
卷
下
に
は
、
「
八
節
之
日
、
各
依
其
方
入
室
、
淸
齋
、
存
思
五
老
形
象
。
」
（
十
二
ｂ
）
も

し
く
は
「
立
春
後
、
甲
寅
乙
卯
日
、
沐
浴
淸
齋
、
平
旦
入
室
。
」
（
十
三
ｂ
）
な
ど
と
あ
る
。 

「
醮
海
神
法
」
に
は
、
「
可
令
精
勤
道
士
一
十
二
人
、
亦
可
九
人
、
亦
可
三
人
、
沐
浴
、
淸
淨
、

燒
香
、
潔
服
、
齋
戒
、
吉
日
登
壇
、
啓
告
遍
謝
。
」
（
一
ｂ
）
と
あ
り
、
淸
齋
の
語
は
見
え
な
い
。

し
か
し
、
「
沐
浴
、
淸
淨
、
燒
香
、
潔
服
、
齋
戒
」
と
は
淸
齋
の
こ
と
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。 道

敎
の
齋
法
で
も
、
儀
禮
の
前
に
淸
齋
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
無
上
祕
要
』
卷
五
二
の
三
元
齋

品
に
は
、
「
常
以
正
月
十
五
日
・
七
月
十
五
日
・
十
月
十
五
日
平
旦
・
正
中
・
夜
半
三
時
沐
浴
身
形
、

五
香
自
洗
。
」
（
一
ｂ
）
と
あ
り
、
正
月
十
五
日
・
七
月
十
五
日
・
十
月
十
五
日
に
一
日
で
三
回
淸

齋
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
、
齋
法
の
前
に
淸
齋
を
す
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
な

い
が
、
上
啓
や
自
陳
に
は
、
道
士
自
身
が
既
に
淸
齋
を
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
無

上
祕
要
』
卷
五
十
の
塗
炭
齋
品
に
お
い
て
、
自
陳
の
内
容
に
「
依
靈
寶
下
元
大
謝
淸
齋
燒
香
」
（
一

ｂ
）
の
一
句
が
見
え
る
の
は
、
齋
法
の
前
に
淸
齋
を
す
る
こ
と
が
既
に
常
識
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
醮
祭
や
齋
法
の
前
に
行
わ
れ
る
淸
齋
と
は
、
沐
浴
と
淸
心
の
意
味
で
あ

り
、
金
籙
齋
法
や
「
靈
寶
齋
法
」
な
ど
の
諸
齋
法
の
「
齋
」
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
「
醮
祝
の
儀
」
の
「
淸
齋
三
日
」
で
あ
れ
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
「
淸
齋
三
月
」
或
い
は

「
醮
時
皆
齋
」
で
あ
れ
、
ま
た
「
醮
海
神
法
」
の
「
沐
浴
、
淸
淨
、
燒
香
、
潔
服
、
齋
戒
」
で
あ
れ
、

醮
祭
を
齋
法
と
連
續
的
に
行
う
と
い
う
意
味
で
は
な
い
（
１
５
）
。
つ
ま
り
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
な

ど
の
醮
祭
の
場
合
、
淸
齋
は
行
わ
れ
る
が
、
齋
法
と
連
續
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
ま
だ
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
醮
祭
を
齋
法
と
連
續
的
に
行
わ
れ
る
の
は
、
唐
代
以
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
１

６
）
。 

 

五
、
酒
肉
の
使
用
に
つ
い
て 

 

醮
祭
は
祭
祀
の
一
つ
で
あ
り
、
酒
と
肉
を
使
用
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
先
に
擧
げ
た
『
抱
朴
子
』

内
篇
卷
十
一
仙
藥
篇
に
は
「
設
醮
祭
以
酒
脯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
醮
祭
を
行
う
時
に
酒
と
肉
脯
（
乾

し
肉
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
供
え
物
は
「
淸
酒
三
碗
」

と
「
香
脯
棗
果
」
に
規
定
さ
れ
、
酒
は
「
淸
酒
」
、
肉
は
「
香
脯
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。 

淸
酒
は
、
古
代
の
祭
祀
で
使
用
さ
れ
た
淸
い
酒
で
あ
り
、
『
詩
經
』
小
雅
・
古
信
南
山
に
「
祭
以

淸
酒
、
從
以
騂
牡
。
」
（
１
７
）
と
あ
る
。
道
敎
經
典
に
は
、
醮
祭
に
使
わ
れ
る
酒
は
淸
い
酒
で
あ

る
場
合
は
多
い
が
、
「
淸
酒
」
の
語
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
稀
な
用
例
と
し

て
は
『
上
淸
外
國
放
品
靑
童
内
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
二
）
の
「
以
甲
子
之
日
、
夜
半
於
中
庭
露
醮
、

以
隨
時
珍
果
、
淸
酒
三
斗
、
設
以
九
盤
九
杯
。
」
（
三
六
ｂ
）
が
擧
げ
ら
れ
る
（
１
８
）
。
「
人
鳥

山
醮
祭
」
の
供
え
物
と
し
て
の
酒
が
淸
酒
で
あ
る
の
は
、
日
常
に
飮
ま
れ
た
酒
と
區
別
す
る
た
め
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
異
な
っ
て
、
「
醮
祝
の
儀
」
及
び
「
五
帝
醮
祭
」
で
は
、
供
え
物
は
肥
鳥
（
鴻

鷺
）
と
大
量
の
酒
と
さ
れ
て
い
る
。
「
醮
祝
の
儀
」
で
は
、
供
え
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。 
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肥
鳥
一
頭
、
酒
隨
多
少
、
要
令
三
斗
以
上
、
令
得
淸
醇
美
者
。
盛
杯
十
一
枚
、
杯
令
潔
好
。
柈

三
枚
、
其
二
枚
各
盛
五
杯
、
其
一
柈
盛
一
杯
。
一
柈
令
在
五
杯
者
下
流
。
具
五
香
火
、
相
連
於

柈
前
。
餘
酒
別
樽
、
盛
著
座
前
。
隨
杯
處
肉
、
餘
肉
別
柈
、
盛
著
座
前
。
…
…
果
物
爲
隨
豐
儉

之
宜
、
唯
忌
以
五
葷
之
菜
、
猪
脂
之
肴
。  

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
   

  

（
四
ｂ
～
五
ａ
） 

五
葷
の
菜
と
猪
脂
の
肴
を
用
い
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
比
べ
る
と
、

「
醮
祝
の
儀
」
の
供
え
物
は
天
師
道
の
正
一
盟
威
の
法
に
お
け
る
淸
約
の
基
準
と
は
大
き
く
か
け
離

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
「
醮
祝
の
儀
」
や
「
五
帝
醮
祭
」
の
作
者
は
正
一
盟
威
の
法
を
守
る

天
師
道
の
道
士
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
「
淸
酒
三
碗
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
「
醮
祝
の
儀
」
で
は
三
斗
の
良

い
酒
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
香
脯
棗
果
に
對
し
て
、
「
醮
祝
の
儀
」
で

は
肥
鳥
一
羽
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
神
々
を
奉
請
す
る
時
は
、
「
宰
鴻
鷺
之
鳥
、
潔
整
身

神
、
虚
心
伺
迎
上
皇
天
尊
」
（
五
ｂ
）
と
、
犧
牲
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
鴻
鷺
を
供
え
物
と
す

る
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
鴻
鷺
千
歳
羽
、
用
茲
致
天
眞
。
」
（
三
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
そ
の
下
の
注
に

は
「
鴻
鷺
者
、
駕
也
。
其
鳥
壽
千
年
、
古
人
皆
享
之
、
以
致
天
神
也
。
一
名
駕
鵝
、
一
名
天
蓋
、
一

名
白
鴻
。
若
無
此
鳥
者
、
鶴
亦
可
用
。
鶴
亦
名
鴻
、
俱
壽
千
歳
也
。
駕
不
殺
生
、
而
惡
蟲
伏
之
、
是

其
以
性
震
邪
也
。
老
而
聲
淸
、
是
其
神
氣
潔
也
。
欲
致
天
人
、
當
以
精
鳥
。
方
類
相
求
、
回
降
必
矣
。
」

（
三
ｂ
）
と
あ
り
、
鴻
鷺
は
昇
天
の
際
の
乘
り
物
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

「
五
帝
醮
祭
」
の
供
え
物
は
「
鴻
鷺
之
鳥
、
香
酒
甘
果
」
で
あ
る
の
で
、
「
醮
祝
の
儀
」
の
影
響

を
強
く
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
醮
祝
の
儀
」
の
「
宰
鴻
鷺
之
鳥
」
の
よ
う
な
表
現

は
削
除
さ
れ
、
「
鴻
鷺
烏
一
頭
、
令
熟
」
と
い
う
表
現
に
變
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
五
帝
醮
祭
」

で
は
、
殺
生
の
こ
と
に
言
及
す
る
の
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
な
る
と
、
酒
肉
の
使
用
に
關
し
て
は
、
更
に
嚴
し
く

制
限
さ
れ
る
。
も
し
南
方
の
神
仙
道
の
道
流
が
「
人
鳥
山
醮
祭
」
を
作
っ
た
と
す
れ
ば
、
上
の
よ
う

に
供
え
物
を
變
え
る
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
淸
約
を
守
っ
て
い
る
天

師
道
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
完
全
に
酒
肉
の
使
用
を
止
め
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑

問
が
殘
る
。 

こ
の
點
に
つ
い
て
、
天
師
道
の
淸
約
の
内
容
と
意
圖
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
陸
先
生
道

門
科
略
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
九
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

故
經
云
、
道
士
不
受
老
君
百
八
十
戒
、
其
身
無
德
、
則
非
道
士
、
不
得
當
百
姓
拜
、
不
可
以
收

治
鬼
神
。
其
既
闇
濁
、
不
知
道
德
尊
重
、
則
擧
止
輕
脱
、
賤
慢
法
術
也
。
恣
貪
欲
之
性
、
而
耽

酒
嗜
食
。
宣
行
道
法
、
不
期
於
功
德
、
救
治
之
日
、
非
慈
仁
之
意
、
但
希
望
財
利
、
念
在
酒
食
、

永
不
以
科
禁
示
民
、
惟
課
責
重
 
詢
求
、
好
食
五
辛
之
菜
、
六
畜
之
肉
、
道
之
至
忌
、
啖
之
已

自
犯
禁
、
乃
復
宰
殺
鷄
㹠
鵝
鴨
、
飮
酒
洪
醉
、
乘
以
奏
聞
、
遂
有
寢
外
靖
壇
、
吐
嘔
案
側
、
如

斯
之
徒
、
往
往
有
之
。
背
盟
威
淸
約
之
正
敎
。
盟
威
法
、
師
不
受
錢
、
神
不
飮
食
、
謂
之
淸
約
。  

   
 
 
 
 
     

（
七
ｂ
～
八
ａ
） 

つ
ま
り
、
正
一
盟
威
の
法
の
淸
約
に
よ
れ
ば
、
上
章
な
ど
の
儀
禮
を
行
う
時
に
、
酒
肉
を
使
用
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
一
部
の
道
士
は
酒
肉
を
好
み
、
よ
く
醉
っ
て
醜
い
行
動
に
及
び
、
天

師
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
酒
肉
を
制
限
す
る
理
由
が
儀
禮
以
外
の
點
に
も

關
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
章
の
冒
頭
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
老
君
百
八
十
戒
」
の
第
二
十

四
戒
は
、
即
ち
「
不
得
飮
酒
食
肉
」
と
い
う
戒
で
あ
る
。
ま
た
、
『
陸
先
生
道
門
科
略
』
に
は
、
「
其

日
、
天
官
地
神
咸
會
師
治
、
校
對
文
書
、
師
民
皆
當
淸
淨
肅
然
、
不
得
飮
酒
食
肉
、
喧
譁
言
笑
。
」

（
二
ａ
～
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
三
會
日
に
お
い
て
は
、
師
と
道
民
は
酒
を
飮
ん
だ
り
、
肉
を
食
べ
た
り

を
し
て
は
い
け
な
い
と
し
て
い
る
。
『
玄
都
律
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
八
八
）
に
も
、
「
諸
職
治
道
士
・
女

官
、
及
散
民
・
新
民
、
皆
不
得
與
狼
戾
祭
祀
家
飮
食
。
狼
戾
之
家
、
更
相
請
呼
、
飮
酒
食
肉
、
男
女
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合
會
、
小
大
語
笑
、
從
心
快
意
、
吾
之
所
禁
。
」
（
二
一
ｂ
）
と
あ
り
、
敎
養
の
な
い
人
の
家
で
酒

肉
に
溺
れ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
（
Ｈ
Ｙ
四
六
三
）
卷
十
一
に

「
律
曰
、
道
士
女
官
上
章
、
不
得
飮
酒
食
肉
及
五
辛
。
違
律
罰
筭
一
紀
。
」
（
十
四
ａ
）
と
あ
り
、

道
士
は
上
章
を
す
る
時
に
酒
肉
を
自
肅
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
淸
約
の
「
不
得
飮
酒
食

肉
」
は
、
天
師
道
の
道
士
や
信
者
に
對
す
る
要
求
で
あ
り
、
ほ
か
の
祭
祀
に
お
い
て
酒
肉
の
使
用
を

や
め
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

符
圖
を
傳
授
す
る
時
に
行
わ
れ
る
醮
祭
は
上
章
と
違
っ
て
、
天
師
道
傳
統
の
儀
式
で
は
な
い
た
め
、

當
然
天
師
道
の
淸
約
の
拘
束
力
を
受
け
る
必
要
が
な
い
。
特
に
、
醮
祭
の
場
合
、
基
本
的
に
深
夜
に

祕
か
に
行
い
、
參
加
す
る
人
數
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
醉
っ
て
人
の
前
に
大
騷
ぎ
を
起
こ
す
可
能

性
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
は
酒
肉
を
や
め
る
必
要
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。 

「
醮
海
神
法
」
に
な
る
と
、
醮
祭
に
淸
約
の
影
響
を
強
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

酒
と
肥
鳥
（
鴻
鷺
）
だ
け
で
な
く
、
香
脯
さ
え
使
わ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
「
可
用
飮
食
餠
果
千
二

百
盤
」
（
一
ａ
）
と
し
て
、
更
に
「
醮
法
須
淸
淨
、
諸
果
實
隨
時
所
珍
、
每
令
芳
香
」
（
二
ｂ
）
と

説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
南
齊
・
梁
初
の
『
正
一
威
儀
經
』
（
Ｈ
Ｙ
七
九
〇
）
に
は
「
正
一
醮
請
威
儀
」

の
一
條
に
、
當
時
天
師
道
で
行
わ
れ
て
い
る
醮
祭
に
つ
い
て
、
「
醮
者
、
祈
天
地
神
靈
之
享
也
。
亦

有
多
種
。
所
有
餠
果
、
并
須
淸
潔
。
不
得
肉
脯
葷
穢
、
天
官
不
祐
。
」
（
十
四
ｂ
）
と
あ
り
、
肉
脯

の
使
用
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
淸
約
の
影
響
を
受
け
、
南
齊
・
梁
の
天
師
道
が
新
し
く
作
っ

た
醮
祭
で
は
、
酒
肉
の
使
用
を
更
に
嚴
し
く
制
限
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
天
師
道
が
完
全
に
醮
祭
の
酒
肉
を
や
め
た
の
は
、
だ
い
ぶ
後
の
話
で
あ
り
、
「
人
鳥

山
醮
祭
」
が
作
成
さ
れ
た
時
で
は
、
そ
れ
が
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
え
る
。
し
か
も
、
當
時
の

靈
寶
經
に
も
、
酒
肉
を
使
用
す
る
祭
祀
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
上
無
極
大
道

自
然
眞
一
五
稱
符
經
』
（
Ｈ
Ｙ
六
七
一
）
卷
下
に
は
、 

各
祭
以
酒
脯
、
再
拜
呪
曰
…
…
三
上
酒
畢
收
祭
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

と
あ
る
。
當
時
の
醮
祭
に
近
い
儀
禮
を
記
し
て
い
る
。 

ま
た
、
唐
・
杜
光
庭
の
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
〇
七
）
卷
五
五
に
も
、 

科
曰
、
修
齋
畢
、
別
ト
良
日
、
或
齋
潔
之
辰
醮
饌
。
法
師
衆
官
及
齋
主
弟
子
、
或
汎
舟
以
詣
水

洞
、
或
梯
陸
以
登
山
門
、
各
於
洞
府
之
外
、
薙
草
掃
灑
潔
凈
、
敷
列
醮
席
、
酒
果
肴
饌
、
當
鹿

脯
湯
茶
等
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
三
ｂ
） 

と
あ
る
。
齋
法
の
後
に
、
酒
と
鹿
脯
を
使
っ
て
醮
を
行
う
と
い
う
。 

因
み
に
、
『
敷
齋
經
』
の
最
後
に
は
、
抱
朴
子
（
葛
洪
）
の
言
葉
を
引
き
、 

建
齋
極
、
可
食
乾
棗
、
鹿
脯
臘
。
是
生
鮮
之
物
、
一
不
得
享
也
。 

 
 

 
 

 

（
二
三
ｂ
） 

と
あ
る
。
つ
ま
り
天
師
道
の
齋
法
で
は
、
酒
と
肉
を
供
え
物
と
し
て
、
神
々
を
招
待
す
る
こ
と
が
な

い
が
、
道
士
た
ち
が
齋
法
を
行
う
時
に
、
鹿
脯
の
よ
う
な
乾
し
肉
を
食
べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。 

道
敎
の
醮
祭
で
酒
肉
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
對
し
て
、
佛
敎
か
ら
の
批
判
も
數
多
く
あ
る
。

唐
・
法
琳
の
『
辯
正
論
』
に
は
、
「
道
士
受
戒
及
符
錄
、
皆
置
五
嶽
位
設
酒
脯
再
拜
。
」
（
大
正
五

二
、
四
九
七
ｂ
）
や
「
如
茅
山
道
士
陶
隱
居
撰
衆
醮
儀
、
凡
十
卷
。
從
天
地
山
川
星
辰
嶽
瀆
、
及
安

宅
、
謝
墓
、
呼
召
魂
神
。
所
營
醮
法
、
備
列
珍
奇
、
廣
班
綾
彩
、
多
用
蒸
魚
・
鹿
脯
・
黃
白
蜜
粄
・

淸
酒
・
雜
果
・
鹽
豉
・
油
米
等
。
」
（
大
正
五
二
、
四
九
九
ｃ
～
五
〇
〇
ａ
）
と
あ
る
。
梁
の
陶
弘

景
の
時
代
に
は
、
道
敎
で
は
ま
だ
酒
肉
を
供
え
物
と
し
て
醮
祭
を
行
い
、
こ
れ
も
佛
敎
側
は
道
敎
を

非
難
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
道
敎
の
醮
祭
が
後
に
酒
肉
の
使
用
を
や
め
た
こ
と
に
關
し
て
は
、

『
法
苑
珠
林
』
卷
六
九
に
「
舊
時
道
經
祭
醮
并
有
鹿
脯
淸
酒
、
今
新
改
安
乾
棗
香
水
。
」
（
大
正
五

三
、
七
〇
三
ｂ
）
と
あ
り
、
鹿
脯
と
淸
酒
を
乾
棗
香
水
に
變
え
た
よ
う
で
あ
る
。
唐
・
張
承
先
（
１
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９
）
が
編
纂
し
た
『
太
上
洞
玄
靈
寶
五
帝
醮
祭
招
眞
玉
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
四
一
一
）
は
、
『
玉
訣
妙
經
』

の
「
五
帝
醮
祭
」
と
同
じ
醮
祭
で
あ
る
が
、
「
五
帝
醮
祭
」
に
見
え
る
供
え
物
と
し
て
の
肥
鳥
（
鴻

鷺
）
と
酒
を
名
香
・
淨
茶
・
棗
湯
・
鮮
果
に
變
え
ら
て
い
る
の
で
、
道
敎
が
從
來
の
醮
祭
を
改
造
し

た
こ
と
が
伺
え
よ
う
。 

前
の
法
琳
の
『
辯
正
論
』
に
は
、
陶
弘
景
が
十
卷
の
醮
儀
を
編
纂
し
、
そ
の
醮
祭
に
は
多
く
の
酒

肉
を
使
っ
て
い
る
と
あ
る
が
、
そ
の
十
卷
の
醮
儀
は
既
に
散
逸
し
て
い
る
の
で
、
法
琳
の
言
っ
て
い

る
こ
と
が
確
か
か
ど
う
か
は
判
斷
で
き
な
い
。
た
だ
、
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
『
陶
公
傳
授
儀
』
の
「
授

受
五
嶽
圖
法
」
に
は
「
用
酒
一
斛
（
十
斗
）
、
亦
可
五
斗
。
」
と
あ
り
、
ま
た
「
又
傾
取
佐
命
酒
、

賜
弟
子
。
弟
子
起
再
拜
、
伏
飮
之
。
」
と
あ
り
、
師
が
弟
子
に
お
酒
を
授
け
る
儀
式
を
記
し
て
い
る
。

「
授
受
三
皇
法
」
に
は
、
「
醮
用
酒
三
斗
、
脯
三
朐
」
と
さ
れ
、
儀
式
を
行
う
閒
も
數
回
の
酌
酒
を

す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
恐
ら
く
法
琳
の
指
摘
は
事
實
で
あ
ろ
う
。 

 

南
齊
の
天
師
道
は
「
醮
海
神
法
」
の
よ
う
な
酒
肉
を
使
用
し
な
い
醮
祭
を
作
っ
た
が
、
五
嶽
眞
形

圖
や
靈
寶
五
符
な
ど
の
符
圖
を
傳
授
す
る
時
に
行
わ
れ
る
從
來
の
醮
祭
で
は
、
上
酒
の
儀
式
が
あ
り
、

酒
を
使
わ
な
い
と
上
酒
の
儀
式
も
で
き
な
く
な
る
の
で
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
作
ら
れ
た
劉
宋
の
初

期
で
は
、
た
と
え
淸
約
を
守
る
天
師
道
で
あ
っ
て
も
、
ま
だ
醮
祭
の
從
來
の
傳
統
を
變
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
新
た
に
作
ら
れ
た
「
醮
海
神
法
」
で
は
、
酒
肉
を
使
用
し
な
い
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
上
酒
の
儀
式
は
上
香
の
儀
式
に
變
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
ほ
か
に
、
陸
修
靜
が
作
っ
た
「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
酒
肉
を
使
用
す
る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、

『
人
鳥
五
符
』
に
收
め
ら
れ
て
い
た
筈
の
『
五
符
序
』
の
「
醮
祝
の
儀
」
で
は
肥
鳥
（
鴻
鷺
）
と
大

量
の
酒
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
劉
宋
の
天
師
道
の
「
人
鳥
山
醮
祭
」
で

は
正
一
盟
威
の
法
の
淸
約
を
守
ろ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

供
え
物
を
少
量
の
淸
酒
と
香
脯
棗
果
と
規
定
し
、「
醮
祝
の
儀
」
と
の
調
和
を
圖
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

 

六
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
構
造 

 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
は
じ
め
に
存
思
、
そ
れ
に
續
い
て
鳴
鼓
・
發
爐
・
三
捻
香
・
稱
名
位
・

奉
請
・
三
拈
酒
・
稱
名
位
・
上
啓
（
三
拈
三
啓
）
・
三
捻
香
・
送
神
が
行
わ
れ
、
最
後
に
復
爐
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
構
造
は
、
次
の
「
醮
祝
の
儀
」
や
「
五
帝
醮
祭
」
の
構
造
を
見

る
と
、
從
來
の
醮
祭
の
構
造
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
、
「
靈
寶
齋
法
」
の
よ
う
な
齋
法
儀
禮
の
儀
式

が
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

「
醮
祝
の
儀
」
の
儀
式
：
奉
請
、
請
上
神
、
上
酒
、
燒
香
、
自
陳
、
送
神
。 

「
五
帝
醮
祭
」
の
儀
式
：
開
五
門
・
安
五
榜
、
奉
請
、
自
陳
、
重
請
上
神
、
五
過
上
酒
燔
香
、
自

陳
、
三
過
上
酒
、
自
陳
、
送
神
。 

「
醮
海
神
法
」
の
儀
式
：
存
神
、
嗚
天
鼓
、
發
爐
、
稱
法
位
、
奉
請
、
上
啓
、
讀
詞
、
三
上
香
、

吟
送
神
贊
、
復
爐
。 

「
靈
寶
齋
法
」
の
儀
式
：
向
香
爐
祝
（
發
爐
）
、
鳴
天
鼓
、
出
官
、
稱
名
位
、
三
燒
香
・
三
祝
願
、

自
陳
、
十
方
願
念
、
再
拜
四
方
、
歩
虚
。 

以
下
で
は
、
從
來
の
醮
祭
や
「
靈
寶
齋
法
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
構
造
、
及

び
そ
の
儀
式
の
成
立
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

（
一
） 

鳴
鼓 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
は
、
存
思
と
發
爐
の
閒
に
、
鳴
鼓
と
い
う
儀
式
が
あ
る
。
「
醮
祝
の
儀
」
や

「
五
帝
醮
祭
」
及
び
ほ
か
の
劉
宋
以
前
の
醮
祭
で
は
、
鳴
鼓
の
儀
式
は
殆
ど
見
え
な
い
。
因
み
に
、

『
五
符
序
』
卷
上
の
「
仙
人
挹
服
五
方
諸
天
氣
經
」
に
は
、
既
に
「
叩
天
池
而
鳴
鼓
、
收
甘
津
於
舌
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端
。
」
（
十
四
ａ
）
と
あ
り
、
鳴
鼓
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
「
醮
祝
の
儀
」
に
取
り
入
れ
て

い
な
い
。
「
醮
海
神
法
」
や
「
靈
寶
齋
法
」
に
な
る
と
、
鳴
鼓
の
儀
式
が
醮
祭
と
齋
法
と
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
鳴
鼓
は
、
ま
た
「
鳴
天
鼓
」
や
「
鳴
法
鼓
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
鳴
鼓
の
意
味

に
つ
い
て
は
、
『
上
淸
太
極
隱
注
玉
經
寶
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

太
上
玉
經
隱
注
曰
、
叩
齒
一
名
天
鼓
、
召
身
神
招
天
眞
會
群
仙
也
。
左
齒
相
叩
、
名
鳴
天
鍾
。

右
齒
相
叩
、
名
擊
天
磬
。
道
士
意
恐
畏
辟
鬼
賊
、
鳴
鍾
磬
各
二
十
四
通
、
則
妖
精
不
敢
前
、
天

魔
護
身
百
福
并
至
。   

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
八
ａ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鳴
鼓
は
叩
齒
（
２
０
）
の
一
種
で
あ
り
、
體
内
神
を
呼
び
出
し
、
或
い
は
諸
天
眞

を
招
く
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
存
思
を
す
る
時
に
は
鳴
鼓
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
具
體
的

な
や
り
方
は
中
央
の
上
下
の
齒
を
お
互
い
に
叩
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
無
上
祕
要
』
卷
六
六
叩

齒
品
で
は
、
『
洞
眞
太
上
隱
書
經
』
を
引
い
て
、
「
左
左
相
叩
名
曰
折
天
鐘
。
右
右
相
叩
名
曰
折
天

磬
。
中
央
上
下
相
對
叩
名
曰
鳴
天
鼓
。
」
（
九
ｂ
）
と
あ
り
、
同
じ
叩
齒
で
あ
る
鳴
鼓
と
折
天
鐘
・

折
天
磬
と
の
區
別
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
陶
弘
景
『
眞
誥
』
（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
十
の
上
淸
眞
人
馮
延
壽
口
訣
に
は
、 

夫
叩
齒
以
命
神
、
咽
氣
以
和
眞
納
和
、
因
六
液
以
運
入
制
神
、
須
鳴
鼓
而
行
列
矣
。
凡
存
修
上

法
、
禮
祝
之
時
、
皆
先
叩
齒
上
下
相
叩
、
勿
左
右
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
二
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
鳴
鼓
は
長
生
術
の
内
容
と
さ
れ
て
い
て
、
存
思
や
禮
祝
の
時
に
行
う
と
い
う
。
ま
た
、
『
眞

誥
』
卷
十
五
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

鮑
助
と
い
う
人
は
病
氣
の
せ
い
で
、
上
下
の
齒
を
常
に
叩
い
て
い
た
が
、
偶
然
に
打
天
鼓
（
鳴
鼓
）

の
效
果
を
得
て
、
鬼
は
彼
に
近
づ
い
て
命
を
奪
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
彼
は

百
二
十
七
歳
ま
で
生
き
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
寒
い
日
に
、
川
を
渡
る
時
、
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、

口
が
閉
じ
、
齒
を
叩
く
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
つ
い
に
、
鬼
に
命
を
奪
わ
れ
、
川
に
溺
れ
て
死

ん
だ
。
も
し
、
打
天
鼓
を
ず
っ
と
續
け
る
の
な
ら
ば
、
千
年
の
壽
命
を
得
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

そ
う
す
る
と
、
鳴
鼓
は
東
晉
の
南
方
の
神
仙
道
の
仙
術
に
由
來
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

「
醮
祝
の
儀
」
な
ど
の
醮
祭
で
は
、
鳴
鼓
は
醮
祭
の
儀
式
と
し
て
ま
だ
見
當
た
ら
な
い
。
鳴
鼓
は
惡

鬼
を
排
除
す
る
效
果
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
諸
齋
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
ま
た
「
人
鳥
山
醮
祭
」

を
は
じ
め
と
す
る
新
型
醮
祭
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

天
師
道
の
齋
法
で
は
、
最
初
は
「
鳴
鼓
」
の
語
を
使
わ
ず
、
叩
齒
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
に
は
、
指
敎
齋
法
の
淸
旦
行
道
儀
が
記
さ
れ
て
い
て
、
發
爐
と
上
香

の
後
、
出
官
の
前
に
、
「
長
跪
叩
齒
二
十
四
通
」
（
一
ａ
）
と
あ
る
。
『
明
眞
科
』
に
載
せ
る
金
籙

齋
法
の
原
型
で
あ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」
の
救
度
國
土
帝
王
の
法
で
は
、
燒
香
・
叩
齒
・
發
爐

の
儀
式
が
あ
り
、
發
爐
の
前
に
叩
齒
を
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
靈
寶
齋
法
」
に
は
、
「
長

跪
鳴
天
鼓
二
十
四
通
、
謹
出
臣
等
身
中
五
體
眞
官
功
曹
吏
」
（
一
ｂ
）
と
あ
り
、
指
敎
齋
法
の
叩
齒

は
鳴
天
鼓
に
變
え
た
。 

陸
修
靜
は
鳴
鼓
の
語
を
よ
く
用
い
て
い
る
。
『
洞
玄
靈
寶
齋
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五

二
四
）
に
は
、
「
燒
香
奏
煙
、
鳴
鼓
召
神
、
上
聞
三
淸
、
普
宣
十
方
。
」
（
二
ａ
）
と
あ
り
、
ま
た

陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
）
に
は
、
「
次
弟
子
左
轉
南
向
、
師
左
回
北

向
、
長
跪
鳴
鼓
三
十
六
通
。
」
（
二
一
ｂ
）
や
「
臣
後
召
復
出
奉
行
一
如
故
事
。
鳴
法
鼓
三
通
、
咽
氣
三
過
。

」

（
六
ｂ
）
と
あ
る
。 

「
醮
海
神
法
」
で
は
、
「
次
存
神
。
次
鳴
天
鼓
。
次
發
爐
」
（
四
ａ
）
と
あ
り
、
鳴
鼓
の
儀
式
を

存
神
と
發
爐
の
閒
に
入
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
存
思
・
鳴
鼓
・
發
爐
の

順
番
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
「
醮
海
神
法
」
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
を
參
照
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
は
、
初
め
て
鳴
鼓
を
取
り
入
れ
た
醮
祭
で
あ
る
。
ま
た
、
陸
修

靜
は
よ
く
「
鳴
鼓
」
の
語
を
使
っ
て
い
た
の
で
、
彼
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
作
者
に
ふ
さ
わ
し
い
と

い
え
よ
う
。 

 
（
二
）
發
爐
と
復
爐 

發
爐
と
は
、
儀
禮
が
始
ま
る
時
に
、
天
眞
を
奉
請
し
、
天
上
界
に
登
ら
せ
、
關
啓
を
行
わ
せ
る
と

い
う
儀
式
で
あ
り
、
そ
れ
と
對
應
す
る
復
爐
と
は
、
儀
禮
の
終
わ
り
に
、
再
び
神
た
ち
に
願
い
を
述

べ
る
儀
式
で
あ
る
。 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
鳴
鼓
の
後
に
發
爐
の
儀
式
が
あ
り
、
送
神
の
後
に
復
爐
の
儀
式
が
あ
る

が
、
發
爐
と
復
爐
の
儀
式
の
作
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
が
成
立

し
た
際
に
、
發
爐
と
復
爐
の
儀
式
が
既
に
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
「
醮
海
神
法
」
で
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
を
模
倣
し
て
發
爐
と
復
爐
を
醮
祭
に
取
り
入
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
『
五
符
序
』
の
「
醮
祝
の
儀
」
と
『
玉
訣
妙
經
』
の
「
五
帝
醮
祭
」
で
は
、
發
爐
と
復
爐

の
儀
式
が
見
え
な
い
の
で
、
發
爐
と
復
爐
は
本
來
醮
祭
の
儀
式
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
お
け
る
發
爐
と
復
爐
の
儀
式
は
、
當
時
の
齋
法
儀
禮
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ

る
。
『
正
一
指
敎
齋
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
七
九
七
）
の
「
宿
啓
儀
」
に
よ
れ
ば
、
指
敎
齋
法
の
「
宿
啓
儀
」

は
、
發
爐
・
四
方
朝
・
讀
辭
・
説
威
儀
十
二
法
・
補
職
・
復
爐
・
咏
紫
霞
頌
の
順
に
行
わ
れ
、
最
後

は
出
壇
で
あ
る
。
『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
で
は
、
最
初
に
發
爐
、
そ
れ
に
續
い
て
出
官
・
讀

辭
・
四
方
朝
（
發
爐
と
四
方
朝
）
・
三
上
香
三
祝
願
・
［
復
爐
］
（
２
１
）
・
誦
咏
三
首
を
行
う
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
宋
初
期
頃
に
成
立
し
た
指
敎
齋
法
で
は
、
既
に
發
爐
の
儀
式
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
正
一
指
敎
齋
儀
』
の
「
宿
啓
儀
」
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

先
發
爐 

太
上
玄
元
五
靈
老
君
、
當
召
功
曹
使
者
・
左
右
龍
虎
君
・
捧
香
使
者
・
三
氣
正
神
、
急
上
關
啓

三
天
太
上
玄
元
大
道
君
。
臣
等
正
爾
燒
香
、
宿
啓
齋
事
、
願
得
八
方
正
氣
來
入
臣
等
身
中
、
所

啓
速
達
徑
御
至
眞
無
極
道
前
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
一
ａ
） 

『
明
眞
科
』
で
は
、
金
籙
齋
法
の
原
型
で
あ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」
の
救
度
國
土
帝
王
の
法

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
も
發
爐
の
儀
式
が
見
え
、
ま
た
『
敷
齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
の

「
向
香
爐
呪
」
も
發
爐
の
儀
式
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
發
爐
辭
の
内
容
の
構
成
は
指
敎
齋
法
の
發
爐

辭
と
基
本
的
に
は
一
致
す
る
（
２
２
）
。
こ
の
よ
う
に
、
發
爐
と
は
、
香
爐
に
向
か
っ
て
呪
を
唱
え

る
儀
式
を
指
す
。 

こ
の
齋
法
儀
禮
に
見
え
る
發
爐
や
復
爐
の
儀
式
は
、
更
に
天
師
道
の
上
章
の
儀
禮
に
由
來
す
る
と

考
え
ら
れ
る
（
２
３
）
。
指
敎
齋
法
は
天
師
道
の
上
章
の
儀
禮
に
基
づ
い
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
發
爐
や
復
爐
の
儀
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
敷
齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」

や
『
明
眞
科
』
の
金
籙
齋
法
の
原
型
で
あ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」
の
救
度
國
土
帝
王
の
法
も
指

敎
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
發
爐
や
復
爐
の
儀
式
が
見
え
る
。
一
方
、
『
五

符
序
』
の
「
醮
祝
の
儀
」
の
よ
う
な
南
の
神
仙
道
が
作
っ
た
符
圖
を
傳
授
す
る
醮
祭
で
は
、
發
爐
や

復
爐
の
儀
式
は
な
か
っ
た
。 

發
爐
と
復
爐
の
儀
式
に
關
し
て
、
一
つ
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の

語
は
、
儀
式
そ
の
も
の
の
後
に
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
陸
修
靜
が

「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
を
付
け
た
と
い
う
意
見
が
あ
る
（
２
４
）
。 

「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
は
、
陸
修
靜
が
編
纂
し
た
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
と
『
太
上
洞

玄
靈
寶
衆
簡
文
』
（
Ｈ
Ｙ
四
一
〇
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
彼
が
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
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を
使
っ
て
い
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
は
そ
れ
以
前
に
も
存

在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

先
に
擧
げ
た
『
正
一
指
敎
齋
儀
』
に
は
、「
發
爐
」
の
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
經

典
は
唐
の
道
士
に
改
竄
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
（
２
５
）。
た
だ
し
、
四
二
〇
年
代
前

半
に
成
立
し
た
『
太
眞
科
』（
２
６
）
で
は
「
發
爐
」
や
「
復
爐
」
の
語
は
既
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

唐
・
朱
法
滿
編
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
卷
十
一
に
は
、 

太
眞
科
曰
、
爲
人
奏
章
竟
、
後
諸
小
章
。
復
鑪
。
畢
、
即
卷
付
函
中
。 

 
 
 
 

（
十
六
ａ
） 

と
あ
る
。
上
章
の
終
わ
り
に
復
爐
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
復
爐
が
あ
る
以
上
、
發
爐
も
あ
る

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
陸
修
靜
は
自
ら
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
を
考
案
し
た

の
で
は
な
く
、『
太
眞
科
』
か
ら
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
陸
修
靜
の
前
に
は
「
發
爐
」

と
「
復
爐
」
の
語
は
ま
だ
定
着
せ
ず
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
經
典
も
あ
る
が
、
陸
修
靜
に
よ

っ
て
そ
れ
が
定
着
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

（
三
）
三
捻
香
と
三
拈
酒 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
發
爐
の
後
に
三
捻
香
の
儀
式
が
あ
り
、
ま
た
送
神
の
前
に
も
、
三
捻
香

の
儀
式
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
捻
香
と
は
、
香
を
持
っ
て
禮
拜
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
正
一
威
儀
經
』

の
「
正
一
燒
香
威
儀
」
に
は
、
「
凡
是
捻
香
、
皆
須
三
指
、
端
身
正
意
、
坐
立
宜
就
取
便
。
三
指
捻

之
、
毎
當
三
獻
、
使
煙
氣
相
續
、
不
得
中
停
。
」
（
十
二
ａ
）
と
あ
り
、
三
本
の
指
で
香
を
持
ち
、

毎
回
三
度
上
香
す
る
と
い
う
。 

醮
祭
で
は
、
上
香
は
不
可
缺
な
儀
式
で
あ
る
。
『
五
符
序
』
の
「
醮
祝
の
儀
」
で
は
、
諸
神
格
を

奉
請
す
る
後
、
上
陳
す
る
前
に
、
上
酒
し
て
燒
香
し
、
ま
た
醮
祭
の
最
後
に
、
然
香
し
て
送
神
を
す

る
。
「
五
帝
醮
祭
」
で
は
、
「
香
令
五
種
」
と
あ
り
、
五
種
類
の
香
を
用
意
し
、
諸
天
眞
を
奉
請
す

る
後
、
自
陳
す
る
前
に
、
五
回
上
酒
し
て
燔
香
を
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
醮
祝

の
儀
」
と
「
五
帝
醮
祭
」
で
は
燒
香
が
あ
る
が
、
三
捻
香
の
觀
念
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
三
捻
香
の
觀
念
は
、
天
師
道
の
上
章
で
の
三
上
香
に
由
來
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

『
太
眞
科
』
で
は
、
三
上
香
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
卷
十
は
『
太
眞

科
』
を
引
き
、 

科
曰
、
道
民
入
化
、
家
家
各
立
靖
室
。
在
西
向
東
、
安
一
香
火
、
西
壁
下
、
天
師
爲
道
治
之
主
、

入
靖
先
向
西
香
火
存
師
、
再
拜
、
三
上
香
、
啓
願
、
次
北
、
次
東
、
次
南
。   

 
 

（
四
ａ
） 

と
あ
る
。
道
民
は
啓
願
す
る
前
に
三
上
香
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
北
魏
・
寇
謙
之
の
『
老
君
音
誦
誡
經
』
（
Ｈ
Ｙ
七
八
四
）
の
道
官
籙
生
男
女
民
燒
香
求
願

法
に
は
、 

老
君
曰
、
道
官
籙
生
男
女
民
燒
香
求
願
法
。
入
靖
東
向
、
懇
三
上
香
。
訖
、
八
拜
、
便
脱
巾
帽
、

九
叩
頭
、
三
搏
頰
、
滿
三
訖
。
啓
言
、
男
官
甲
乙
、
今
日
時
燒
香
、
願
言
上
啓
、
便
以
手
捻
香

著
爐
。       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（
十
一
ａ
） 

と
あ
る
。
長
生
延
年
を
願
い
て
上
啓
を
す
る
前
に
、
三
上
香
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
次

に
よ
れ
ば
、
「
一
願
一
上
香
」
と
あ
り
、
上
香
し
て
願
う
こ
と
の
合
計
回
數
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。 

天
師
道
の
上
章
の
三
上
香
は
、
後
に
齋
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
指
敎
齋
法
で
は
、
四
方
朝
の
後
、

三
上
香
と
三
祝
願
の
儀
式
が
あ
り
、
一
回
の
上
香
の
後
、
決
ま
っ
た
祝
願
辭
が
あ
る
。
『
正
一
指
敎

齋
淸
旦
行
道
儀
』
に
よ
れ
ば
、
三
回
の
上
香
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
世
父
母
の
罪
過
の
免
除
、
帝
王
國

主
や
社
稷
の
太
平
、
及
び
自
分
自
身
と
親
友
の
平
安
を
願
う
所
作
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
天
師

道
で
は
從
來
の
上
章
の
三
上
香
の
意
味
が
少
し
變
わ
っ
た
こ
と
を
伺
え
よ
う
。
從
來
の
上
章
は
三
上

香
、
つ
ま
り
連
續
的
に
三
度
の
上
香
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
齋
法
の
よ
う
に
毎
回
の
上
香
の
後
、
七
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世
父
母
・
帝
王
・
自
分
自
身
と
親
友
に
關
す
る
三
つ
の
願
い
を
述
べ
る
こ
と
は
な
さ
れ
な
い
。
道
官

籙
生
男
女
民
燒
香
求
願
法
で
は
、
上
香
し
て
何
回
で
も
願
う
こ
と
が
で
き
る
の
に
對
し
、
齋
法
で
は
、

上
香
し
願
う
こ
と
が
三
回
に
限
定
さ
れ
、
願
い
の
内
容
も
決
ま
っ
て
い
る
。 

金
籙
齋
法
や
「
靈
寶
齋
法
」
も
、
三
上
香
の
儀
式
を
受
け
繼
い
で
い
る
。
『
明
眞
科
』
に
は
、
「
次

三
捻
上
香
」
（
二
八
ｂ
）
と
あ
り
、
『
敷
齋
經
』
に
は
、
「
臣
某
甲
等
今
燒
香
。
因
捻
香
燒
之
、
祝

願
。
皆
三
燒
香
、
三
祝
願
。
」
（
四
ｂ
）
と
あ
る
。 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
三
捻
香
の
儀
式
は
天
師
道
の
上
章
の
三
上
香
の
儀
式
に
由
來
す
る
と
推
測
さ

れ
る
。
指
敎
齋
法
や
金
籙
齋
法
や
「
靈
寶
齋
法
」
な
ど
の
齋
法
の
三
上
香
と
違
う
の
は
、
「
人
鳥
山

醮
祭
」
は
經
圖
を
供
養
す
る
醮
祭
で
あ
り
、
三
上
香
の
後
に
七
世
父
母
の
罪
過
の
免
除
、
帝
王
國
主

や
社
稷
の
太
平
、
自
分
自
身
と
親
友
の
平
安
を
願
う
三
祝
願
を
行
う
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
齋

法
の
三
上
香
に
比
べ
る
と
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
三
捻
香
は
よ
り
上
章
の
三
上
香
に
近
い
こ
と
が
わ

か
る
。 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
天
師
道
の
上
章
の
三
上
香
の
儀
式
が
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
上
啓
の
前
に

は
や
は
り
三
拈
酒
と
い
う
醮
祭
の
傳
統
的
な
上
酒
の
儀
式
を
行
っ
て
い
る
。
齋
法
の
三
上
香
に
近
く
、

三
拈
酒
と
上
啓
は
そ
れ
ぞ
れ
三
回
行
わ
れ
、
三
回
の
三
拈
酒
つ
ま
り
九
回
の
拈
酒
と
な
る
。 

「
醮
祝
の
儀
」
に
は
、
奉
請
の
後
に
、
上
酒
を
し
、
次
に
再
び
燒
香
し
て
自
陳
す
る
。
「
五
帝
醮

祭
」
に
も
、
「
奉
請
天
眞
畢
、
五
過
上
酒
燔
香
、
而
自
陳
啓
。
」
（
二
六
ｂ
）
や
「
又
三
過
上
酒
」

（
二
七
ｂ
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
醮
祭
に
は
、
ま
だ
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
よ
う
な
三
拈
酒
の
儀
式
は

な
い
。 

南
朝
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
上
淸
經
の
『
上
淸
河
圖
内
玄
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
五
六
）
（
２
７
）
の

卷
下
の
醮
祭
に
は
「
更
上
酒
酌
柸
、
令
得
三
拈
三
上
酒
、
合
得
九
拈
、
成
九
獻
橙
。
」
（
二
ｂ
）
と

あ
り
、
三
上
酒
が
三
回
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
九
拈
と
な
る
。
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
よ
う
な
三
拈
酒
に

近
い
儀
式
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
「
醮
海
神
法
」
で
は
、
天
師
道
の
淸
約
を
嚴
し
く
守
り
、
齋
法
と
同
じ
、
酒
を
使
わ
な
く

な
る
の
で
、
上
酒
或
い
は
三
拈
酒
の
儀
式
の
か
わ
り
に
、
上
香
だ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

（
四
）
稱
名
位 

「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
諸
神
格
を
奉
請
す
る
前
に
、
及
び
上
啓
す
る
前
に
「
稱
名
位
」
と
い
う

儀
式
（
自
己
の
所
屬
と
姓
名
を
説
明
す
る
こ
と
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
稱
名
位
と
は
、

天
師
道
の
上
章
或
い
は
齋
法
の
稱
名
位
（
稱
法
位
・
稱
位
と
も
呼
ば
れ
る
）
と
同
じ
儀
式
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
道
士
は
「
臣
妾
」
と
稱
す
る
が
、
そ
れ
が
天
師
道
の
文
書
で
よ
く
使
わ
れ
る
自
稱
で

あ
る
（
２
８
）
。 

「
醮
祝
の
儀
」
と
「
五
帝
醮
祭
」
に
お
い
て
は
、
稱
名
位
の
儀
式
に
言
及
し
な
い
の
は
、
稱
名
位

が
元
々
天
師
道
の
上
章
の
儀
式
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
正
一
威
儀
經
』
の
「
正
一
奉
齋
威
儀
」

に
は
、
「
齋
官
起
供
、
依
位
行
列
、
啓
告
陳
請
、
各
稱
名
位
。
不
得
交
互
、
須
依
次
第
告
知
、
勿
使

偏
併
不
平
。
」
（
十
ａ
）
と
あ
っ
て
、
齋
官
が
啓
告
陳
請
の
時
に
稱
名
位
を
す
る
よ
う
規
定
さ
れ
て

い
る
。 

『
明
眞
科
』
に
載
せ
る
金
籙
齋
法
の
原
型
で
あ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」
の
救
度
國
土
帝
王
の

法
に
は
、
發
爐
の
後
に
も
「
次
各
稱
法
位
」
が
あ
っ
て
、
道
士
は
「
三
洞
大
法
師
小
兆
臣
某
」
と
稱

し
て
い
る
。
し
か
し
、
敦
煌
資
料
Ｐ
二
四
〇
六
『
明
眞
科
』
に
は
「
次
各
稱
法
位
」
の
五
文
字
が
見

え
ず
、
直
接
に
「
三
洞
大
法
師
小
兆
眞
人
臣
王
甲
」
と
稱
し
て
い
る
。
道
藏
本
『
明
眞
科
』
は
後
の

人
に
改
竄
さ
れ
、
「
次
各
稱
法
位
」
の
語
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
『
敷
齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
に
も
、
「
稱
法
位
」
が
見
え
ず
、
發
爐
の
後
に
「
次

長
跪
、
鳴
天
鼓
」
と
あ
り
、
そ
し
て
出
官
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
無
上
祕
要
』
卷
五
十
の
塗
炭
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齋
品
に
は
、
「
稱
治
職
位
號
」
（
一
ａ
）
や
「
各
稱
位
號
。
係
天
師
某
治
祭
酒
太
上
靈
寶
無
上
三
洞

弟
子
奉
行
靈
寶
法
事
某
嶽
先
生
臣
某

甲
」
（
十
五
ｂ
）
と
あ
り
、
塗
炭
齋
法
の
中
に
は
天
師
道
從
來

の
上
章
の
儀
式
が
多
く
殘
っ
て
い
る
の
で
、
「
稱
法
位
」
の
語
を
使
用
す
る
齋
法
の
中
で
は
、
塗
炭

齋
が
最
初
で
あ
ろ
う
。 

「
醮
海
神
法
」
で
は
、
發
爐
の
後
に
は
稱
法
位
の
儀
式
が
あ
っ
て
、
「
泰
仙
都
正
一
平
氣
係
天
師

某
治
氣
道
士
小
兆

男
官
臣

某
甲
」
（
四
ｂ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
醮
海
神
法
」
は
天
師
道
が
作
っ
た

醮
祭
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
醮
海
神
法
」
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の

で
、
稱
法
位
の
儀
式
も
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
稱
名
位
に
由
來
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

上
章
で
は
、
稱
名
位
の
時
に
、
臣
と
自
稱
す
る
理
由
は
、
章
は
元
々
群
臣
が
天
子
に
奏
上
す
る
文

章
の
文
體
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
２
９
）
。
後
漢
・
蔡
邕
の
『
獨
斷
』
（
３
０
）
卷
上
に
は
、
「
凡

群
臣
上
書
於
天
子
者
有
四
名
。
一
曰
章
、
二
曰
奏
、
三
曰
表
、
四
曰
駮
議
。
章
者
、
需
頭
稱
稽
首
上

書
、
謝
恩
陳
事
詣
闕
通
者
也
。
」
と
あ
り
、
天
師
道
の
上
章
が
、
群
臣
が
天
子
へ
上
書
す
る
章
を
模

倣
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
、
稱
名
位
を
す
る
時
に
も
、
「
臣
妾
」

と
稱
す
る
。 

一
方
、
「
醮
祝
の
儀
」
で
は
、
靈
寶
五
符
を
授
か
る
者
は
州
縣
鄕
里
男
女
生
某
甲
と
稱
し
、
「
五

帝
醮
祭
」
で
も
某
處
某
帝
眞
人
甲
乙
と
稱
し
、
臣
妾
或
は
臣
の
語
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
「
醮

祝
の
儀
」
は
天
師
道
の
上
章
に
由
來
す
る
儀
禮
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
卷
十
に
引
か
れ
て
い
る
『
太
眞
科
』
に
は
、
「
凡
學
道
立
功
、
當
受
内
外

治
、
皆
稱
臣
妾
。
天
師
命
授
、
皆
稱
官
。
都
功
大
治
行
版
署
不
得
稱
生
。
」
（
七
ｂ
）
と
あ
っ
て
、

天
師
道
で
の
臣
妾
や
官
や
生
の
呼
稱
を
使
う
場
合
の
注
意
事
項
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

齋
法
儀
禮
で
は
、
最
も
早
く
成
立
し
た
天
師
道
の
指
敎
齋
法
で
は
、
道
士
は
臣
と
稱
し
て
い
る
。

『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
の
發
爐
辭
に
、
「
臣
等
正
爾
燒
香
、
淸
旦
齋
事
、
願
得
八
方
正
氣
來

入
臣
等
身
中
。
」
（
一
ａ
）
と
あ
り
、
臣
と
稱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
指
敎
齋
法
は
上
章
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
、
劉
宋
天
師
道
が
編
纂
し
た
『
上
淸
黃
書
過
度
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
八
四
）
（
３
１
）
に
は
、

「
各
思
所
佩
籙
上
功
曹
使
者
、
將
軍
吏
兵
、
冠
顯
衣
服
、
羅
列
行
伍
、
衞
臣
妾
前
後
左
右
、
當
爲
臣

妾
致
四
方
生
氣
、
消
灾
散
禍
。
」
（
一
ｂ
）
や
「
共
奉
行
道
德
、
願
爲
臣
妾
解
除
三
官
考
逮
。
」
（
七

ａ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
天
師
道
の
道
士
は
臣
妾
と
稱
し
て
い
る
。 

ほ
か
に
は
、
『
洞
眞
太
上
太
霄
琅
書
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
四
一
）
に
は
、
「
三
洞
法
師
某

嶽
執
明
眞
人

夫
人
某
官
道
士
佩
揮
神
洞
玉
羽
章
某
治
氣
祭
酒
臣
妾
某
等
、
頓
首
死
罪
死
罪
、
稽
首
再
拜
。
」
（
十

六
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
祭
酒
は
こ
こ
で
臣
妾
と
稱
し
て
い
る
の
で
、
臣
妾
の
語
は
天
師
道
の
道
士
の
自

稱
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。  

「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
見
え
る
「
稱
名
位
」
は
、
醮
祭
で
の
最
初
の
用
例
で
あ
る
。
ま
た
、
「
人
鳥

山
醮
祭
」
に
お
い
て
、
道
士
が
臣
妾
と
稱
し
て
い
る
の
は
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
は
天
師
道
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

七
、
結
語 

 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
で
は
齋
法
の
儀
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
儀
式
の
由
來
を
更
に
遡
っ
て
み
る
と
、
主
に
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
、

劉
宋
天
師
道
の
儀
式
で
あ
る
。
發
爐
と
復
爐
の
儀
式
や
三
捻
香
の
儀
式
、
臣
妾
と
稱
す
る
稱
名
位
の

儀
式
な
ど
か
ら
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
は
天
師
道
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
南
方
の
神
仙
道
の
仙
術
で
あ
る
。
鳴
鼓
の
儀
式
は
、
元
々
長
生
術
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
鳴
鼓
の
前
に
行
う
存
思
の
儀
式
は
、
從
來
の
醮
祭
に
は
見
え
な
い
が
、
周
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知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
東
晉
中
頃
に
成
立
し
た
上
淸
經
が
重
視
す
る
仙
術
で
あ
る
の
で
、
南
方
の
神

仙
道
の
仙
術
に
由
來
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

劉
宋
の
天
師
道
は
、
從
來
の
東
晉
の
五
斗
米
道
の
傳
統
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
南
方
の
神
仙
道
の

儀
式
を
積
極
的
に
吸
收
し
、
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
よ
う
な
新
型
醮
祭
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
「
人
鳥

山
醮
祭
」
が
作
ら
れ
た
時
期
は
、
指
敎
齋
法
や
「
靈
寶
齋
法
」
の
成
立
の
直
後
で
あ
る
の
で
、
齋
法

の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
儀
式
も
「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
人
鳥
山
醮
祭
」

は
新
型
醮
祭
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
南
齊
の
「
醮
海
神
法
」
は
そ
れ
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

  

注 

 

（
１
）
方
詩
銘
・
王
修
齡
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
證
』
（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
二

月
）
一
九
〇
頁
に
よ
る
。 

（
２
）
『
文
選
』
第
二
册
（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
八
月
）
八
八
一
頁
に
よ
る
。 

（
３
）
「
醮
祝
の
儀
」
と
「
五
帝
醮
祭
」
と
の
比
較
研
究
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ャ
・
シ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

）
作
、
山
田
利
明
譯
「
靈
寶
科
儀
の
展
開]
（
酒
井
忠
夫
・
福
井
文
雅
・
山
田
利
明
編

集
『
日
本
・
中
國
の
宗
敎
文
化
の
研
究
』
所
收
、
東
京
：
平
河
出
版
社
、
一
九
九
一
年
九
月
）

を
參
照
。 

（
４
）
『
正
一
法
文
經
護
國
醮
海
品
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』
（
東

京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
）
二
四
八
頁
を
參
照
。 

（
５
）
道
藏
に
は
『
陶
公
傳
授
儀
』
が
收
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
敦
煌
本
の
殘
卷
Ｓ
三
七
五
〇
と
Ｐ

二
五
五
九
、
及
び
殘
片
Ｂ
Ｄ
一
一
二
五
二
と
Ｓ
六
三
〇
一
は
そ
の
遺
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
陶
公
傳
授
儀
』
に
つ
い
て
は
、
王
卡
「
敦
煌
本
『
陶
公
傳
授
儀
』
校
讀
記
」
（
『
道
敎
經
史

論
叢
』
所
收
、
成
都
：
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
參
照
。 

（
６
）
天
師
道
の
諸
齋
法
の
原
型
で
あ
る
指
敎
齋
法
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
道
敎
の
齋
法
儀
禮

の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」
（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思

想
史
的
研
究
』
、
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
を
參
照
。 

（
７
）
金
籙
齋
法
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
中
國
の
道
敎
』
第
二
章
第
三
節
「
「
道

敎
の
世
界
觀
と
修
道
法
」Ⅱ

修
道
法 

二 

滅
罪
法 

金
籙
齋
法
」
を
參
照
。 

（
８
）
「
靈
寶
齋
法
」
及
び
諸
靈
寶
齋
法
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」

（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
９
）
「
三
天
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
中
國
の
道
敎
』
第
二
章
第
一
節
「
天
師

道
の
成
立
と
そ
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
１
０
）
天
師
道
の
淸
約
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』
第
二
章
第
一
節
「
天
師
道
の

成
立
と
そ
の
思
想 

二 

正
一
盟
威
の
道
」
、
及
び
施
舟
人
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

）
「
道
敎
的

淸
約
」
（
『
法
國
漢
學
』
第
七
輯
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
１
１
）
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
人
鳥
五
符
』
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
二
篇
第
一
章
「
『
人
鳥
五
符
』

の
成
立
と
そ
の
影
響
」
を
參
照
。 

（
１
２
）
『
太
淸
金
液
神
丹
經
』
の
三
卷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
張
道
陵
・
葛
洪
・
陰
眞
人
に
假
託
し
て
作

ら
れ
て
い
る
の
で
、
佛
敎
側
に
「
祖
述
三
張
、
弘
衍
二
葛
」
（
大
正
五
二
、
一
一
二
ｃ
）
と
評

さ
れ
る
陸
修
靜
の
よ
う
な
劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
が
そ
の
作
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

（
１
３
）
道
敎
の
六
月
齋
と
十
日
齋
に
つ
い
て
、
小
稿
第
一
篇
補
論
「
『
旨
敎
經
』
の
成
立
と
内
容 

五
、

六
月
齋
と
十
日
齋
」
を
參
照
。 

（
１
４
）
李
學
勤
主
編
『
十
三
經
注
疏
・
孟
子
注
疏
』（
北
京
：
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年
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十
二
月
）
二
三
〇
頁
に
よ
る
。 

（
１
５
）
王
承
文
氏
は
、
齋
法
と
醮
祭
を
連
續
的
に
行
う
の
は
唐
・
杜
光
庭
の
『
無
上
黃
籙
大
齋
立

成
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
）
に
始
ま
る
と
い
う
學
界
の
通
説
を
否
定
し
、
『
五
符
序
』
の
「
醮
祝

の
儀
」
は
既
に
齋
戒
よ
り
始
ま
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道

敎
』
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
、
八
二
〇
頁
）
、
「
醮
祝
の
儀
」
の
「
齋
」
は
淸
齋

で
あ
り
、
黃
籙
齋
法
の
よ
う
な
齋
法
と
混
同
す
る
べ
き
で
は
な
い
。 

（
１
６
）
小
林
正
美
前
掲
『
中
國
の
道
敎
』
二
五
七
頁
を
參
照
。 

（
１
７
）
李
學
勤
主
編
『
十
三
經
注
疏
・
毛
詩
正
義
』
八
二
九
頁
に
よ
る
。 

（
１
８
）
『
上
淸
外
國
放
品
靑
童
内
文
』
に
は
、
「
人
鳥
山
」
の
概
念
が
見
え
、
し
か
も
醮
祭
に
關

す
る
内
容
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
に
近
い
の
で
、
「
淸
酒
」
の
語
の
使
用
も
『
人
鳥
五
符
』
の
影

響
で
あ
ろ
う
。 

（
１
９
）
張
承
先
は
一
般
的
に
北
宋
の
道
士
と
さ
れ
て
い
る
が
、
實
際
に
は
唐
の
道
士
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
張
承
先
が
唐
の
道
士
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
承
文
前
掲
『
敦
煌
古
靈
寶
經

與
晉
唐
道
敎
』
八
一
四
頁
を
參
照
。 

（
２
０
）
叩
齒
に
つ
い
て
は
、
西
岡
弘
「
叩
齒
考
」
（
『
國
學
院
雜
誌
』
第
八
十
卷
七
號
、
一
九
七

九
年
七
月
）
を
參
照
。 

（
２
１
）
『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』
で
は
、
復
爐
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
發
爐
が
あ
る
以
上

復
爐
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
２
２
）
指
敎
齋
法
の
發
爐
辭
の
最
初
の
神
格
名
は
「
太
上
玄
元
五
靈
老
君
」
で
あ
る
が
、
『
明
眞

科
』
の
發
爐
辭
に
お
け
る
最
初
の
神
格
名
は
「
無
上
三
天
玄
元
始
三
氣
太
上
道
君
」
で
あ
り
、

『
敷
齋
經
』
の
「
靈
寶
齋
法
」
の
發
爐
辭
に
お
け
る
最
初
の
神
格
名
は
「
太
上
靈
寶
老
君
」
で

あ
る
。 

（
２
３
）
發
爐
の
儀
式
が
天
師
道
の
上
章
の
儀
禮
に
由
來
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
道

敎
の
齋
法
儀
式
の
原
型
―
指
敎
齋
の
成
立
と
構
造
―
」
六
三
頁
注
（
１
２
）
を
參
照
。
ま
た
、

大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
二
一
三
頁
で
も
、

發
爐
の
儀
式
は
天
師
道
の
「
入
靜
戶
呪
」
に
由
來
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
上
章

の
儀
禮
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
。 

（
２
４
）
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
呂
鵬
志
「
天
師
道
授
籙
科
儀
―
敦
煌

寫
本
Ｓ
．
二
〇
三
考
論
―
」
（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
十
七
本
第
一
分

册
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
一
二
七
頁
を
參
照
。
呂
鵬
志
氏
は
、
靈
寶
舊
經
と
新
經
に
は
發
爐
と

復
爐
の
儀
式
を
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
は
使
わ
れ
ず
、
た
だ
『
登
眞

隱
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
四
二
一
）
卷
下
の
「
魏
傳
訣
」
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
す

る
。
ま
た
、
同
氏
は
『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）

第
六
章
に
お
い
て
、
「
發
爐
」
と
「
復
爐
」
の
語
は
、
南
方
の
天
師
道
が
煉
丹
方
士
の
影
響
を

受
け
て
作
っ
た
用
語
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。 

（
２
５
）
呂
鵬
志
氏
は
、
『
正
一
旨
敎
齋
儀
』
に
載
せ
る
六
職
齋
官
の
第
一
個
官
職
は
、
唐
の
以
前

に
法
師
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
唐
の
道
士
に
改
竄
さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
呂
鵬

志
「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
）
」
（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
十
本
第

三
分
册
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
を
參
照
。 

（
２
６
）
『
太
眞
科
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
第
五
章
「
太

眞
科
と
そ
の
周
邊
」
を
參
照
。 

（
２
７
）
『
上
淸
河
圖
内
玄
經
』
に
記
さ
れ
て
い
る
河
圖
を
傳
授
す
る
醮
祭
に
は
、
復
爐
の
儀
式
が

あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
後
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
道
士
が
三
寶
弟
子
と
自

稱
す
る
の
は
、
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
で
説
か
れ
て
い
る
太
上
無
極
大
道
・
三
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十
六
部
尊
經
・
玄
中
大
法
師
の
三
寶
へ
の
歸
依
に
由
來
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
上
淸
河
圖

内
玄
經
』
は
陸
修
靜
の
後
の
南
朝
の
天
師
道
の
道
士
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
２
８
）
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
の
醮
祭
に
見
え
る
「
臣
妾
」
の
語
は
天
師
道
の
影
響
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
呂
鵬
志
前
掲
『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』
一
一
八
頁
を
參
照
。 

（
２
９
）
天
師
道
の
上
章
に
お
い
て
臣
と
稱
す
る
こ
と
が
、
天
子
へ
奏
上
す
る
章
の
模
倣
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
呂
鵬
志
『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』
二
九
頁
を
參
照
。 

（
３
０
）
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
（
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
第
八
五
〇
册
『
獨

斷
』
に
よ
る
。 

（
３
１
）
『
上
淸
黃
書
過
度
儀
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
（
東

京
：
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
二
編
第
五
章
「
『
上
淸
黃
書
過
度
儀
』
」
を
參
照
。 
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補
論 

道
敎
の
齋
法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
觀
念 

 
 

一
、
序
言 

 

齋
法
儀
禮
に
見
え
る
命
魔
の
觀
念
に
は
二
つ
の
内
容
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
命
魔
靈
幡
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
歩
虚
の
前
に
行
う
命
魔
密
呪
で
あ
る
。 

北
周
武
帝
末
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
無
上
祕
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
卷
五
六
太
眞
中
元
齋
品
に
は
、

「
中
元
篇
曰
、
修
中
元
齋
法
、
當
書
五
帝
命
魔
靈
幡
、
置
於
五
方
。」（
十
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
上
淸
齋

法
で
あ
る
太
眞
中
元
齋(

１)

を
行
う
時
に
五
帝
命
魔
靈
幡
を
書
き
、
五
方
に
置
く
よ
う
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。 

ま
た
、『
無
上
祕
要
』
卷
五
十
塗
炭
齋
品
に
は
、「
次
存
思
、
命
魔
、
歩
虚
、
三
首
禮
經
、
如
法
。」

（
十
五
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
存
思
の
後
、
歩
虚
の
前
に
、
命
魔
を
行
う(

２)

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
命
魔
は
命
魔
密
呪
の
儀
式
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
敦
煌
資
料
Ｓ
六
八
四
一
『
靈
寶
自
然
齋

儀(

擬)

』(

３)

に
も
「
次
存
思
、
命
魔
、
次
歩
虚
及
禮
經
懺
謝
。
」
と
あ
っ
て
、
存
思
・
命
魔
・
歩

虚
を
順
番
に
行
う
と
あ
る
が
、
道
藏
本
『
靈
寶
自
然
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
三
）
に
は
、「
次
左
迴
向
西

平
立
、
思
九
色
圓
像
、
命
魔
密
呪
、
次
歩
虚
旋
繞
、
次
三
啓
、
次
三
禮
。
」（
四
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
こ

こ
で
は
命
魔
密
呪
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
唐
・
杜
光
庭
『
太
上
洞
淵
三
昧
神
呪
齋
淸
旦
行
道
儀
』

（
Ｈ
Ｙ
五
二
六
）
に
も
、
「
次
禮
方
、
次
懺
方
、
次
於
鬼
門
上
、
存
神
、
命
魔
密
呪
、
次
歩
虚
旋
行

三
周
、
次
三
禮
。
」
（
四
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
命
魔
密
呪
の
儀
式
が
見
え
る
。 

小
稿
で
は
、
は
じ
め
に
命
魔
の
意
義
を
考
察
し
、
次
い
で
命
魔
靈
幡
と
命
魔
密
呪
の
そ
れ
ぞ
れ
の

成
立
と
展
開
を
檢
討
し
た
い
。 

 

二
、
道
敎
經
典
に
見
え
る
魔
の
觀
念 

 

魔
の
觀
念
は
、
中
國
傳
統
思
想
の
固
有
觀
念
で
は
な
く
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

M
āra

の
譯
語

で
あ
る
「
魔
羅
」
の
略
語
で
あ
り
、
佛
敎
に
由
來
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
佛
敎
で
は
「
欲
界
第

六
天
（
他
化
自
在
天
）
の
魔
王
波
旬
は
、
釋
迦
の
修
行
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
ま
ず
四
人
の
娘
を
遣

り
、
釋
迦
を
誘
惑
さ
せ
た
が
、
釋
迦
が
神
力
を
も
っ
て
、
そ
の
四
人
の
娘
を
老
婆
に
し
た
。
そ
こ
で
、

魔
王
が
怒
っ
て
、
自
ら
魔
軍
を
率
い
て
、
釋
迦
を
威
嚇
し
に
來
た
が
、
釋
迦
は
ま
っ
た
く
動
搖
せ
ず
、

大
き
な
音
の
後
に
、
天
魔
と
魔
軍
は
一
齊
に
倒
れ
た
」
と
説
く
。
こ
の
説
話
は
佛
敎
で
は
降
魔
と
呼

ば
れ
、
『
普
曜
經
』
卷
六
・
『
大
智
度
論
』
卷
十
四
・
『
摩
訶
止
觀
』
卷
八
な
ど
の
多
く
の
佛
典
に
記

さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
佛
敎
の
魔
や
降
魔
の
觀
念
は
、
東
晉
の
上
淸
經
の
眞
人
た
ち
の
お
告
げ
の
中
に
取
り
入
れ
ら

れ
た(

４)

。
た
だ
し
、
上
淸
經
に
見
え
る
魔
の
觀
念
は
、
中
國
の
傳
統
の
鬼
の
觀
念
と
混
同
し
て
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
梁
・
陶
弘
景
『
眞
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
五
甄
命
授
第
一
に
は
、 

世
有
下
土
惡
強
之
鬼
、
多
作
婦
女
以
惑
試
人
。
若
有
此
者
、
便
閉
氣
、
思
天
關
之
中
衡
輔
之
星
、

具
身
神
、
正
顏
色
、
定
志
意
、
熟
視
其
規
中
珠
子
。
濁
不
明
者
、
則
鬼
試
也
。
知
鬼
試
、
則
思

七
星
在
面
前
、
亦
可
在
頭
上
以
却
之
。
若
規
中
方
而
明
者
、
仙
道
人
也
。
悟
者
便
拜
之
、
不
悟

者
爲
試
不
過
。
若
遇
邪
而
謂
之
眞
人
、
亦
是
不
過
之
例
。
子
愼
之
焉
。 

（
十
四
ｂ
～
十
五
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
世
に
惡
鬼
（
魔
）
が
あ
り
、
婦
女
に
變
身
し
て
、
人
の
修
行
を
試
し
に

來
た
場
合
に
は
、
そ
の
人
の
目
を
見
て
、
鬼
（
魔
）
な
の
か
、
そ
れ
と
も
仙
人
な
の
か
を
判
斷
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
し
閒
違
え
れ
ば
、
仙
人
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
説
話
を
佛
敎
の
降
魔
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の
説
話
と
比
較
す
れ
ば
、
魔
（
鬼
）
が
婦
女
に
變
身
し
、
人
の
修
行
を
妨
害
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く

魔
王
波
旬
が
四
人
の
娘
を
遣
り
、
釋
迦
の
修
行
を
妨
害
さ
せ
た
と
い
う
説
話
に
由
來
す
る
で
あ
ろ
う
。

右
の
文
の
卷
末
に
は
、「
右
一
卷
、
有
長
史
書
又
掾
書
。」
と
あ
っ
て
、
許
長
史
（
許
謐
。
三
〇
五
～

三
七
六
）
と
許
掾
（
許
翽
。
三
四
一
～
三
七
〇
）
が
右
の
内
容
を
書
い
た
と
記
し
て
い
る
の
で
、
東

晉
の
上
淸
經
で
は
佛
敎
か
ら
魔
の
觀
念
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

そ
の
後
、
劉
宋
の
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
靈
寶
經
（
５
）
に
も
、
魔
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
本
行
宿
縁
經
』(

６)

（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
）
に
は
、 

六
天
爲
三
界
大
魔
王
、
領
六
天
鬼
神
之
事
。
魔
王
承
奉
太
上
衆
眞
天
尊
上
人
也
。
道
士
功
成
、

魔
王
即
保
擧
焉
。
當
成
之
時
、
魔
喜
試
之
神
正
之
與
不
正
也
。  

  
   

 
  
   

 
 

（
十
三
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
「
六
天
」
は
三
界
の
大
魔
王
で
あ
り
、
後
者
の
六
天
の
鬼
神
を

支
配
し
て
い
る
。
こ
の
魔
王
は
太
上
な
ど
の
神
た
ち
に
仕
え
て
お
り
、
道
士
が
修
行
を
完
成
す
れ
ば
、

魔
王
が
そ
の
人
を
保
擧
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
前
に
、
魔
王
が
道
士
の
意
志
を
試
し
に
來
る
と
い
う
。

こ
こ
で
、「
六
天
」
を
魔
王
と
す
る
の
は
、
佛
敎
の
欲
界
第
六
天
（
他
化
自
在
天
）
の
魔
王
波
旬
に

由
來
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

三
、
齋
法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
意
義 

 

佛
敎
で
は
、
釋
迦
が
魔
王
を
降
伏
さ
せ
る
こ
と
を
「
降
魔
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
佛
敎
の
魔
の
觀

念
を
取
り
入
れ
た
道
敎
で
も
そ
れ
に
近
い
消
魔(

７)

・
却
魔
・
制
魔
・
命
魔
の
觀
念
を
考
案
し
た
。

そ
の
う
ち
の
「
命
魔
」
と
は
、
魔
王
に
道
士
の
修
行
を
妨
害
し
な
い
よ
う
に
命
ず
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
齋
法
儀
禮
に
見
え
る
命
魔
靈
幡
と
命
魔
密
呪
を
通
し
て
確
か
め
て
み
た
い
。 

 

（
一
）
五
帝
命
魔
靈
幡
の
場
合 

五
帝
命
魔
靈
幡
が
太
眞
中
元
齋
に
使
わ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
『
無
上
祕
要
』
卷
五
六
太
眞
中

元
齋
品
に
は
、 

所
以
爾
者
、
上
學
皆
爲
大
魔
王
干
試
、
令
思
念
不
專
、
眞
不
得
降
。
故
以
命
魔
制
之
耳
。 

（
十
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
儀
禮
を
行
う
道
士
が
魔
王
に
妨
害
さ
れ
て
、
精
神
を
集
中
で
き
な
い
場

合
に
は
、
道
士
は
諸
天
眞
を
降
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
に
、
呪
力
の
あ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
を

使
っ
て
魔
王
を
制
壓
す
る
と
い
う
。 

太
眞
中
元
齋
が
五
帝
命
魔
靈
幡
を
使
う
以
前
に
、
道
敎
儀
禮
で
は
、
五
方
紋
繒
を
使
っ
て
、
魔
王

の
妨
害
を
防
い
で
い
た
。
例
え
ば
、
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』（
Ｈ
Ｙ

一
四
〇
〇
、
以
下
『
明
眞
科
』
と
略
す
）
に
は
、 

飛
天
神
人
曰
、
受
靈
寶
眞
文
十
部
妙
經
、
以
紋
繒
五
方
之
綵
、
各
四
十
尺
、
以
關
五
帝
、
爲
告

盟
之
信
。
闕
則
五
帝
不
受
人
名
、
爲
五
帝
魔
王
所
壞
、
使
人
志
念
不
專
、
考
屬
水
官
泉
曲
曹
。 

 
 
 
 
 
 

（
三
七
ｂ
～
三
八
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
靈
寶
經
の
十
部
の
元
始
舊
經
の
傳
授
を
行
う
時
に
、
も
し
五
方
紋
繒
が

な
け
れ
ば
、
道
士
は
五
帝
魔
王
に
妨
害
さ
れ
、
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
太
眞

中
元
齋
で
五
帝
命
魔
靈
幡
を
用
い
る
目
的
が
、
右
の
『
明
眞
科
』
に
記
さ
れ
て
い
る
五
方
紋
繒
を
用

い
る
目
的
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
太
眞
中
元
齋
で
、
五
帝
命
魔
靈
幡
を
用
い

る
の
は
、『
明
眞
科
』
で
五
方
紋
繒
を
使
用
す
る
の
を
模
倣
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

（
二
）
命
魔
密
呪
の
場
合 

命
魔
密
呪
の
意
義
に
つ
い
て
は
、『
道
門
通
敎
必
用
集
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
六
）
卷
九
命
魔
説
の
一
條
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に
は
、 所

以
命
魔
者
、
命
諸
天
魔
王
、
保
擧
齋
功
、
察
制
妖
鬼
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
八
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
命
魔
密
呪
は
、
魔
王
に
命
じ
て
道
士
を
加
護
し
て
齋
法
を
成
就
さ
せ
、
妨
害

す
る
妖
鬼
を
制
壓
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

で
は
、
な
ぜ
命
魔
密
呪
が
歩
虚
の
前
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
契
眞
纂
『
上
淸
靈
寶
大
法
』

（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
一
）
卷
五
七
に
は
、 

（
玉
京
山
歩
虚
）
經
云
、
魔
王
敬
受
事
、
故
能
朝
諸
天
。
所
以
道
場
中
歩
虚
、
先
存
思
命
魔
也
。

…
…
我
身
尚
非
眞
仙
、
豈
能
遽
役
魔
王
受
事
。
故
假
太
上
之
命
以
役
耳
。
其
事
與
歩
虚
一
章
理

極
相
貫
。
如
第
十
章
曰
、
散
花
陳
我
願
、
握
節
徴
魔
王
。
亦
此
義
也
。 

（
十
五
ｂ
～
十
九
ｂ
） 

と
あ
る
。
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』(

８)

（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
七
、
以
下
『
玉
京
山
歩
虚

經
』
と
略
す
）
に
載
せ
る
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
第
四
章
に
は
「
魔
王
敬
ん
で
事
を
受
け
、
故
に
能
く

諸
天
に
朝
す
。
」
と
あ
り
、
第
十
章
に
は
「
散
花
し
て
我
願
を
陳
べ
、
節
を
握
り
て
魔
王
を
徴
す
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
諸
天
眞
を
朝
禮
す
る
に
は
、
魔
王
が
道
士
の
命
令
に
從
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
道
士
は
ま
だ
眞
仙
で
は
な
い
の
で
、
太
上
の
命
令
を
借
り
て
、
魔
王
に
命
令
す
る
し
か
な

い
よ
う
で
あ
る
。
歩
虚
の
前
に
命
魔
密
呪
を
行
う
の
は
、
太
上
の
命
令
を
借
り
て
、
魔
王
に
命
令
す

る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
、
命
魔
密
呪
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、
命
魔
密
呪
が
歩
虚
が
作
ら
れ
た
後
に
考
案
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

命
魔
密
呪
で
魔
王
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
命
令
を
下
す
か
に
つ
い
て
は
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
（
一
一

六
二
～
一
二
二
三
）
編
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
）
卷
三
四
に
は
、
唐
代
の
道
士

張
萬
福
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

張
萬
福
天
師
曰
、
天
尊
未
説
經
之
前
、
諸
天
三
界
魔
王
・
五
帝
大
魔
、
皆
爲
萬
神
之
尊
、
總
領

鬼
兵
、
遊
觀
太
空
、
自
號
赫
奕
、
與
天
齊
功
、
行
威
縱
毒
、
病
苦
萬
人
、
男
女
禱
祝
、
煞
害
鼓

舞
、
以
敬
畏
之
。
天
尊
説
經
之
後
、
百
魔
伏
化
、
而
神
公
受
命
、
普
掃
不
祥
、
魔
無
干
犯
、
鬼

無
妖
精
。
衆
魔
既
伏
天
尊
聖
化
、
便
爲
諸
天
上
聖
・
妙
行
眞
人
策
駕
前
驅
、
掃
塵
啓
路
。
所
以

衆
聖
將
欲
遊
天
、
先
命
諸
魔
、
前
驅
策
駕
也
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
三
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
尊
が
説
經
す
る
前
は
、
三
界
魔
王
が
萬
鬼
を
率
い
て
人
民
を
殘
害
し
て
い
た
が
、

天
尊
が
説
經
し
た
後
は
、
衆
魔
は
天
尊
に
降
伏
し
て
、
天
上
界
の
神
た
ち
の
た
め
に
道
を
開
い
た
の

で
、
神
た
ち
が
外
遊
す
る
前
に
、
魔
王
に
命
じ
て
、
道
を
開
か
せ
た
と
い
う
。
張
萬
福
の
こ
の
解
釋

は
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
『
道
門
通
敎
必
用
集
』
卷
九
や
王
契
眞
纂
『
上
淸

靈
寶
大
法
』
卷
五
七
な
ど
の
經
典
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
張
萬
福
以
前
に
は
、
こ
の
よ

う
な
解
釋
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

張
萬
福
の
解
釋
は
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
王
契
眞
纂
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
卷
五
七
で

は
、
蔣
叔
輿
が
張
萬
福
の
解
釋
を
引
用
し
た
こ
と
に
對
し
て
疑
問
の
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、「
此
固

一
説
。
今
直
以
此
意
而
引
證
命
魔
在
歩
虚
之
前
、
殊
未
盡
理
。
」（
十
六
ａ
）
と
述
べ
て
い
て
、
そ
し

て
、 

上
十
方
香
時
、
已
存
三
尊
居
寶
臺
中
。
況
啓
聖
・
宣
詞
・
禮
方
懺
謝
、
悉
對
上
帝
、
存
諸
壇
中

久
矣
。
魔
王
當
於
上
帝
臨
壇
之
初
、
淸
塵
效
職
、
何
獨
謂
將
歩
虚
而
方
命
魔
。
其
義
蓋
不
如
此
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
十
六
ａ
） 

と
あ
る
。
上
十
方
香
の
時
に
三
尊
が
齋
壇
に
居
る
樣
子
を
存
思
し
、
啓
聖
・
宣
詞
・
禮
方
懺
謝
の
時

に
は
、
上
帝
に
向
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
上
帝
が
齋
壇
に
降
り
る
前
に
、
命
魔
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

な
ぜ
歩
虚
の
前
に
命
魔
を
行
う
の
か
理
解
し
難
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
王
契
眞
は
張

萬
福
が
歩
虚
の
前
に
命
魔
密
呪
を
行
う
理
由
を
十
分
に
説
明
で
き
て
は
い
な
い
と
指
摘
す
る
。 

更
に
、
王
契
眞
纂
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
卷
五
七
で
は
杜
光
庭
（
杜
廣
成
）
の
言
葉
を
引
い
て
、
張
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萬
福
と
違
っ
た
解
釋
を
し
て
い
る
。 

廣
成
曰
、
歩
虚
十
首
、
出
於
靈
寶
玄
都
玉
京
山
經
、
乃
十
天
衆
聖
旋
繞
玉
京
之
山
歌
咏
修
眞
之

詞
也
。
經
曰
、
建
齋
行
道
、
四
天
帝
王
、
駕
飛
雲
綠
軿
・
八
景
玉
輿
、
眞
人
玉
女
、
手
執
花
幡
、

前
導
鳳
歌
、
後
從
鈞
天
、
白
鶴
獅
子
、
嘯
歌
嗈
嗈
、
燒
香
散
花
、
浮
空
而
來
、
瞻
禮
行
道
、
觀

聽
法
音
。
此
則
不
問
文
移
、
請
降
之
不
及
、
皆
當
歩
虚
旋
繞
之
時
、
天
眞
大
神
不
閒
遐
邇
、
浮

空
下
臨
。
故
先
當
命
魔
、
澄
淸
寰
宇
也
。
…
…
魔
王
受
事
、
奉
承
帝
命
、
掃
淸
寰
宇
、
衆
聖
浮

空
以
聽
歩
虚
也
。
是
以
不
止
於
一
壇
之
内
、
不
拘
於
預
壇
衆
聖
而
已
也
。
此
其
所
以
用
於
禮
方

懺
悔
之
後
、
而
居
於
散
花
歩
虚
之
前
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
十
四
ａ
～
十
五
ａ
） 

こ
れ
に
よ
る
と
、
十
首
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
十
天
の
衆
聖
が
玉
京
山
を
巡
る
時
の
歌
で
あ
り
、
歩

虚
の
時
に
十
方
の
衆
聖
は
み
な
法
音
を
聞
き
に
集
ま
っ
て
來
る
の
で
、
道
士
が
い
ち
い
ち
奉
請
す
る

必
要
は
な
い
。
た
だ
し
、
衆
聖
は
次
々
と
降
り
て
來
る
の
で
、
魔
王
に
命
じ
て
、
空
を
き
れ
い
に
淸

掃
さ
せ
、
衆
聖
の
到
來
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。
歩
虚
の
時
に
降
り
て
來
る
衆
聖
は
、
前
の
儀
式
で
奉

請
さ
れ
た
衆
聖
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
命
魔
密
呪
を
禮
方
懺
悔
の
後
、
散
花
歩
虚
の
前
に
行
う
の
で

あ
る
と
い
う
。 

以
上
に
よ
り
、
命
令
の
内
容
の
違
い
か
ら
、
張
萬
福
と
杜
光
庭
は
命
魔
密
呪
を
歩
虚
の
前
に
行
う

理
由
に
つ
い
て
違
う
解
釋
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
儀
禮
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、
杜
光
庭
の
解

釋
の
ほ
う
が
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
杜
光
庭
の
解
釋
は
あ
く
ま
で
も
後
の
人

が
合
理
的
な
説
明
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
命
魔
密
呪
が
考
案
さ
れ
た
時
に
は
、
杜
光
庭
が
主
張
す

る
よ
う
な
解
釋
は
ま
だ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

四
、
命
魔
靈
幡
の
成
立
と
展
開 

 

（
一
）
佛
敎
の
幡
の
影
響 

幡
と
は
縱
の
旗
で
あ
り
、
古
代
中
國
で
使
わ
れ
て
い
た(

９)

が
、
命
魔
靈
幡
は
佛
敎
の
幡
に
由
來

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
佛
敎
で
は
幡
はPatākā

の
譯
語
で
あ
り
、
佛
敎
の
道
場
で
使
わ
れ
て
い
る
。

次
に
見
え
る
玉
幡
は
、
即
ち
佛
敎
の
幡
の
形
の
一
つ
で
あ
る(

１
０)

。 

  

  

『
注
維
摩
詰
經
』
卷
七
の
鳩
摩
羅
什
と
僧
肇
の
注
に
は
、 

什
曰
、
外
國
破
敵
得
勝
則
竪
勝
幡
、
道
場
降
魔
亦
表
其
勝
相
也
。
肇
曰
、
外
國
法
戰
諍
破
敵
立

幡
以
表
勝
、
菩
薩
摧
煩
惱
賊
降
四
魔
怨
、
乃
立
道
場
建
勝
相
也
。 

（
大
正
三
八
、
三
九
五
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
敵
に
勝
利
し
た
時
に
勝
幡
を
立
て
る
風
習
が
あ
っ
た

の
で
、
佛
敎
の
道
場
で
も
幡
を
使
っ
て
釋
迦
の
降
魔
の
勝
利
を
表
し
た
と
い
う
。
佛
敎
の
幡
は
降
魔

の
觀
念
と
繋
が
っ
て
い
る
が
、
道
敎
の
幡
も
命
魔
の
觀
念
と
繋
が
っ
て
い
る
。
道
敎
の
命
魔
の
觀
念

は
佛
敎
の
降
魔
の
觀
念
に
由
來
す
る
の
で
、
命
魔
靈
幡
は
、
佛
敎
の
幡
に
由
來
す
る
と
推
測
で
き
る
。 

唐
初
の
佛
敎
徒
は
道
敎
の
幡
に
注
目
し
、
そ
れ
は
佛
敎
の
幡
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
唐
・
法
琳
（
五
七
二
～
六
四
〇
）『
辯
正
論
』
に
は
、 

仁
王
經
云
、
幡
長
五
丈
。
藥
師
經
云
、
四
十
九
尺
。
備
皆
五
色
雜
綵
。
用
以
護
國
續
命
轉
障
消

災
、
挂
在
龍
鉤
懸
於
鳳
刹
。
假
令
道
家
有
之
、
敎
宗
既
殊
、
幡
製
亦
異
、
不
應
色
彩
無
別
量
數

共
同
。     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (

大
正
五
二
、
五
四
八
ｂ) 

と
あ
り
、
こ
こ
で
佛
敎
經
典
の
仁
王
經
と
藥
師
經
を
引
用
し
、
佛
敎
の
幡
の
長
さ
は
五
丈(

１
１)

、

或
い
は
四
十
九
尺(

１
２)

で
あ
り
、
國
を
守
り
、
命
を
繼
續
さ
せ
、
或
い
は
災
い
を
滅
す
る
た
め
に
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寺
の
前
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
道
敎
の
幡
の
作
り
は
そ
れ
と
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
色
が

佛
敎
の
幡
と
同
じ
五
色
を
使
う
の
は
怪
し
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
唐
初
の
道
敎
で
は

佛
敎
と
同
じ
五
色
の
幡
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
道
敎
で
五
色
を
使
う
の
は
、
五

帝
信
仰
に
由
來
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
帝
信
仰
は
古
代
中
國
の
傳
統
の
思
想
で
あ
る
の
で
、
幡

に
お
け
る
五
色
の
使
用
は
必
ず
し
も
佛
敎
の
模
倣
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
１
３
）。 

 

（
二
）
命
魔
靈
幡
の
考
案
者
と
成
立
時
期 

命
魔
靈
幡
は
十
絶
靈
幡
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
十
絶
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
『
元
始
無
量
度
人
上

品
妙
經
四
注
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
）
の
唐
・
成
玄
英
の
注
に
、 

玄
英
曰
、
十
絶
靈
幡
者
、
以
十
色
之
素
、
橫
幅
剪
斷
、
謂
之
爲
絶
。
又
分
閒
其
色
、
接
而
縫

之
。
其
幅
通
者
、
十
接
、
謂
之
十
絶
。
繫
於
竿
首
、
謂
之
爲
幡
。
幡
者
、
以
轉
爲
名
、
令
人

轉
禍
爲
福
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
三
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
十
絶
靈
幡
と
は
十
種
類
の
色
の
絹
を
接
續
さ
せ
て
作
ら
れ
た
幡
の
よ
う

で
あ
る
。
十
絶
靈
幡
以
外
に
、
道
敎
經
典
に
は
十
絶
華
幡
・
華
幡
・
五
帝
命
魔
靈
幡
・
五
色
華
幡
な

ど
と
呼
ば
れ
る
幡
が
見
え
る
が
、
ど
れ
も
基
本
的
に
は
命
魔
靈
幡
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 

さ
て
、
道
敎
で
は
命
魔
靈
幡
は
い
つ
頃
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
・
玄
嶷
『
甄
正
論
』
卷
下

に
は
、 後

陸
修
靜
更
立
衣
服
之
號
、
月
帔
星
巾
・
霓
裳
霞
袖
・
九
光
寶
蓋
・
十
絶
靈
幡
、
於
此
著
矣
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
大
正
五
二
、
五
六
八
ｃ) 

と
あ
り
、
十
絶
靈
幡
（
命
魔
靈
幡
）
は
劉
宋
の
陸
修
靜
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

東
晉
末
期
成
立
の
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』（
Ｈ
Ｙ
三
八
八
）（
１
４
）
に
載
せ
る
醮
祭
儀
禮
の
「
醮
祝

の
儀
」
、
或
い
は
劉
宋
初
期
の
靈
寶
經
の
『
明
眞
科
』
に
見
え
る
金
籙
齋
法
の
儀
式
な
ど
東
晉
末
期

か
ら
劉
宋
初
期
ま
で
の
道
敎
儀
禮
で
は
命
魔
靈
幡
と
い
う
道
具
が
用
い
ら
れ
て
い
ず
、
北
周
『
無
上

祕
要
』
太
眞
中
元
齋
品
で
は
じ
め
て
命
魔
靈
幡
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
玄
嶷
が
命
魔
靈
幡
は
劉

宋
の
陸
修
靜
が
考
案
し
た
も
の
と
見
た
の
は
、
時
代
的
に
は
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
命
魔
靈
幡
の
觀
念
は
も
っ
と
早
い
時
期
の
東
晉
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
は
佛
敎
の
魔
の
觀
念
を
取
り
入
れ
、
命
魔
・
消
魔
な
ど
の

一
連
の
觀
念
を
考
案
し
て
い
る
の
で
、
命
魔
靈
幡
の
觀
念
も
こ
れ
ら
の
觀
念
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
考

案
さ
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。 

『
眞
誥
』
卷
二
に
は
、 

乙
丑
歲
晉
興
寧
三
年
七
月
四
日
夜
、
司
命
東
卿
君
來
降
、
侍
從
七
人
入
戸
。
其
一
人
執
紫
旄
之

節
。
其
一
人
執
華
幡
、
一
名
十
絶
靈
幡
。
一
人
帶
綠
章
囊
。
其
三
人
捧
白
牙
箱
。
…
…
亦
令
示

許
長
史
。
此
二
條
又
有
長
史
寫
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
十
一
ａ
～
十
二
ａ) 

と
あ
る
。
許
長
史
（
許
謐
）
は
東
晉
興
寧
三
年
（
三
六
五
）
七
月
四
日
夜
、
司
命
東
卿
君
が
七
人
の

侍
從
と
と
も
に
降
り
て
來
た
時
の
樣
子
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
の
侍
從
は
華
幡
、

つ
ま
り
十
絶
靈
幡
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
命
魔
靈
幡
の
觀
念
を
考
案
し
た
人
は
、

東
晉
中
期
の
上
淸
經
の
編
纂
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

東
晉
末
或
い
は
劉
宋
に
成
立
し
た
幾
つ
か
の
上
淸
經
に
は
、
し
ば
し
ば
命
魔
靈
幡
に
關
す
る
用
例

が
見
え
る
。
例
え
ば
、『
上
淸
髙
上
金
元
羽
章
玉
淸
隱
書
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
四
七
）
に
は
、   

於
是
受
命
髙
上
玉
皇
、
授
以
金
眞
玉
光
紫
文
丹
章
・
玉
璽
鳳
函
・
命
魔
靈
幡
、
封
掌
九
玄
、
總

領
五
嶽
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
一
ｂ
） 

と
あ
る
。
ま
た
、『
太
上
玉
珮
金
璫
太
極
金
書
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
五
六
）
に
は
、 

四
司
五
帝
、
飛
仙
羽
騎
、
巨
億
之
衆
、
儵
歘
立
到
。
領
仙
玉
郞
、
執
五
帝
靈
幡
。 

 

（
三
ｂ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

と
あ
る
。『
洞
眞
髙
上
玉
帝
大
洞
雌
一
玉
檢
五
老
寶
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
二
）
に
は
、 
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而
見
之
白
日
豋
晨
、
太
一
命
節
、
十
絶
華
幡
、
二
十
四
眞
飛
行
八
晨
。 

（
二
五
ｂ
～
二
六
ａ
） 

と
あ
る
。
及
び
『
上
淸
外
國
放
品
靑
童
内
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
二
）
卷
上
に
は 

秉
靈
符
之
節
、
手
魔
（
「
執
」
の
誤
り
）
命
魔
靈
幡
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
ａ
～
ｂ
） 

同
經
卷
下
に
は
、 

如
是
第
七
壘
土
皇
、
常
以
立
冬
之
日
、
乘
玄
雲
飛
、
輿
二
十
四
玄
武
、
執
五
色
命
靈
之
幡
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
四
ｂ
～
二
五
ａ
） 

と
あ
る
。
更
に
、『
上
淸
元
始
變
化
寶
眞
上
經
九
靈
太
妙
龜
山
玄
籙
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
八
二
）
卷
上
に

は
、 

左
執
玉
節
、
右
握
靈
幡
五
色
命
魔
、
奉
對
帝
尊
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
四
ｂ
） 

と
あ
る
。
命
魔
靈
幡
の
觀
念
は
こ
れ
ら
の
上
淸
經
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
東
晉
中
期
の
上
淸
經
が

そ
れ
を
考
案
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

（
三
）
早
期
道
敎
儀
禮
に
見
え
る
命
魔
靈
幡 

命
魔
靈
幡
の
觀
念
は
東
晉
の
上
淸
經
で
考
案
さ
れ
た
後
に
、
靈
寶
經
に
記
さ
れ
て
い
る
天
上
界
の

歩
虚
の
儀
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
に
つ
い
て
は
、『
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
、 

諸
大
聖
帝
王
・
高
仙
眞
人
無
鞅
數
衆
、
一
月
三
朝
其
上
、
燒
自
然
旃
檀
反
生
靈
香
、
飛
仙
散
花
、

旋
燒
七
寶
玄
臺
三
周
匝
、
誦
詠
空
洞
歌
章
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
一
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
天
眞
が
月
に
三
回
玉
京
山
を
訪
れ
、
七
寶
玄
臺
を
巡
り
、
燒
香
し
、

散
華
し
、
旋
行
し
、
空
洞
歌
章
（「
靈
寶
歩
虚
辭
」）
を
誦
咏
す
る
の
は
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
で
あ

る
。
諸
天
眞
は
、
散
華
し
て
旋
行
す
る
時
に
、
手
に
命
魔
靈
幡
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え

ば
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
要
解
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
〇
）
に
は
、 

太
上
靈
寶
治
玄
都
玉
京
山
七
寶
玄
臺
、
十
方
至
眞
・
自
然
妙
行
眞
人
・
飛
仙
大
聖
衆
、
皆
浮
空

燒
香
、
散
華
、
旋
行
、
一
日
三
周
、
手
把
十
絶
華
幡
、
口
誦
洞
章
。 
 

 
 

 
 

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。
洞
章
と
は
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
見
え
る
空
洞
歌
章
（
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
）
を
指
し
て
い
る

の
で
、
右
の
文
は
命
魔
靈
幡
を
持
っ
て
、
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』（
Ｈ
Ｙ
九
七
）
卷
三
に
、 

臺
上
有
太
眞
玉
郞
、
一
日
三
迴
十
絶
之
幡
、
迴
幡
一
周
、
則
諸
天
上
朝
繞
臺
三
匝
、
誦
咏
洞
章
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
三
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
も
命
魔
靈
幡
を
回
し
て
、
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
を
行
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

更
に
、
同
卷
で
は
十
絶
之
幡
を
使
う
意
義
と
し
て
は
、「
廻
十
絶
之
幡
、
以
召
大
魔
之
王
。」
（
十
一

ｂ
）
と
記
し
て
お
り
、
こ
こ
で
十
絶
之
幡
は
魔
王
を
召
す
こ
と
が
出
來
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
の
十
絶
之
幡
と
は
、
つ
ま
り
命
魔
靈
幡
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
命
魔
靈
幡
が
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
地
上
の
道
士
が
實
施
す
る

歩
虚
の
儀
式
で
は
命
魔
靈
幡
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
點
で
あ
る
。 

ま
た
、
靈
寶
齋
法
（
１
５
）
や
靈
寶
授
度
儀
を
行
う
時
に
、
神
た
ち
が
命
魔
靈
幡
を
持
っ
て
現

れ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
道
敎
儀
禮
を
行
う
時
に
、
魔
王
を
制
壓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。 

仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）
に
は
、 

太
極
眞
人
曰
、
靈
寶
齋
時
也
、
太
上
眞
人
・
十
方
大
聖
・
諸
天
帝
王
・
飛
仙
仙
人
、
如
千
億
萬

衆
、
不
可
稱
數
、
千
乘
萬
騎
、
寶
蓋
煒
燁
、
飛
華
雪
灑
、
香
煙
雲
散
、
十
絶
靈
幡
、
隨
風
飄
颻
、

嘯
歌
邕
邕
、
飛
鳳
和
鳴
、
萬
龍
齊
駕
、
洋
洋
浮
空
而
來
、
看
聽
行
道
也
。
天
人
懽
悅
、
鬼
神
稱

善
、
魔
王
叉
手
、
作
禮
欣
暢
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
十
ｂ
～
十
一
ａ
） 

と
あ
る
。
靈
寶
齋
法
を
行
う
時
に
、
諸
天
眞
が
命
魔
靈
幡
を
持
っ
て
降
り
、
魔
王
が
禮
を
す
る
と
い
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う
。
或
い
は
、
陸
修
靜
の
『
洞
玄
靈
寶
齋
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
四
）
に
は
、 

天
尊
言
、
建
齋
行
道
、
四
天
帝
王
皆
駕
飛
雲
綠
軿
・
八
景
玉
輿
、
從
眞
人
玉
女
、
手
把
花
幡
、

前
導
鳯
歌
、
後
從
天
鈞
。
白
鶴
獅
子
、
嘯
歌
邕
邕
、
燒
香
散
花
、
浮
空
而
來
、
瞻
履
行
道
、
視

聽
法
音
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
十
ａ
） 

と
あ
る
。
齋
法
を
行
う
時
に
、
玉
女
が
命
魔
靈
幡
（
花
幡
）
を
持
っ
て
、
四
天
帝
王
と
と
も
に
、
法

音
を
聞
く
た
め
に
降
り
て
來
る
と
元
始
天
尊
が
い
う
。 

ま
た
、
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
）
に
は
、 

出
者
各
依
儀
嚴
裝
、
天
衣
仙
服
、
冠
帶
垂
纓
、
齊
光
顯
曜
、
整
其
威
儀
、
建
九
色
之
節
、
執
簡

持
幢
、
把
召
神
之
信
・
命
魔
靈
幡
、
各
按
位
署
、
列
住
十
方
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
十
六
ａ
） 

或
い
は
、 

太
極
典
經
仙
郞
・
侍
經
玉
郞
・
監
度
司
馬
・
四
司
五
帝
・
玉
童
玉
女
、
手
執
紫
毛
之
節
・
十
絶

靈
幡
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
二
二
ａ
） 

と
あ
る
。
靈
寶
授
度
儀
で
は
、
出
官
の
儀
式
で
道
士
の
體
内
か
ら
出
た
神
た
ち
が
命
魔
靈
幡
を
持
っ

て
現
れ
る
よ
う
で
あ
る
。 

靈
寶
齋
法
以
外
に
、『
無
上
祕
要
』
卷
五
五
太
眞
下
元
齋
品
に
は
、 

出
玉
虚
侍
郞
、
執
飛
仙
羽
節
、
九
色
耀
天
之
麾
。
五
帝
・
五
色
元
皇
太
眞
、
手
執
五
帝
命
魔
靈

幡
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
太
眞
齋
法
で
は
、
出
官
に
よ
っ
て
道
士
の
體
内
か
ら
出
た
五
帝
・
五
色
元
皇
太
眞
は
五

帝
命
魔
靈
幡
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

し
か
し
、
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
や
靈
寶
齋
法
や
靈
寶
授
度
儀
に
見
え
る
命
魔
靈
幡
は
あ
く
ま

で
も
神
た
ち
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
人
閒
が
實
施
す
る
儀
禮
の
道
具
と
し
て
の
命
魔
靈
幡

で
は
な
い
。
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
で
あ
る
指
敎
齋
法
（
１
６
）、
或
い
は
そ
の
後
に
成
立
し
た

靈
寶
齋
法
な
ど
の
齋
法
儀
禮
に
は
、
儀
禮
の
道
具
と
し
て
の
命
魔
靈
幡
は
ま
だ
見
え
な
い
。
こ
の

場
合
に
は
、
道
士
は
魔
王
に
命
令
す
る
權
限
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
天
上
界
の
神
た
ち
が
命
魔
靈

幡
を
持
っ
て
現
れ
、
魔
王
を
制
壓
し
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

（
四
）
符
と
し
て
の
五
帝
命
魔
靈
幡 

次
に
、
神
た
ち
が
持
っ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
命
魔
靈
幡
は
い
つ
頃
か
ら
儀
禮
の
道
具
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
で
使
用
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。 

『
無
上
祕
要
』
卷
五
六
太
眞
中
元
齋
品
に
は
、
五
帝
命
魔
靈
幡
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道

具
と
し
て
の
命
魔
靈
幡
が
齋
法
儀
禮
に
使
わ
れ
る
最
初
の
用
例
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
上
淸
齋
法
に

用
い
ら
れ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
は
上
淸
經
の
『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
一
、

以
下
『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
と
略
す
）
に
載
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

五
帝
命
魔
靈
幡
の
由
來
に
つ
い
て
は
、『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
は
、 

髙
上
五
帝
命
魔
靈
幡
虚
生
鳳
臺
之
上
、
五
帝
玉
眞
所
主
。
有
骨
命
合
仙
之
人
、
東
華
即
以
此
文

告
五
帝
、
魔
王
保
擧
、
即
依
俯
仰
之
格
、
遣
五
嶽
仙
官
、
千
乘
萬
騎
、
飛
行
羽
輪
、
奉
迎
上
登

紫
鳳
玉
臺
也
。
得
佩
此
文
、
則
五
帝
記
名
、
天
魔
敬
護
、
十
界
司
迎
。
九
年
則
得
靈
降
、
乘
羽

輪
上
昇
也
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
十
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
五
帝
命
魔
靈
幡
は
鳳
臺
の
上
に
現
れ
、
五
帝
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

る
が
、
仙
人
に
な
れ
る
人
は
、
も
し
こ
の
五
帝
命
魔
靈
幡
を
佩
び
る
と
、
五
帝
が
そ
の
名
を
仙
録
に

記
入
し
、
天
上
の
魔
王
は
彼
を
保
擧
し
て
昇
仙
さ
せ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
此
の

文
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
五
帝
命
魔
靈
幡
を
指
す
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
五
帝
命
魔
靈
幡

は
靈
寶
五
符
や
三
皇
内
文
の
よ
う
な
符
で
あ
り
、
佛
敎
の
旗
と
し
て
の
幡
や
道
敎
の
天
上
界
の
神
々

の
持
つ
旗
と
し
て
の
幡
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。 
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『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
は
、
こ
の
符
で
あ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

   

 

上
か
ら
下
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
東
方
靑
帝
魔
靈
大
王
、
南
方
赤
帝
魔
靈
大
王
、
西
方
白
帝
魔
靈
大
王
、
北

方
黑
帝
魔
靈
大
王
、
中
央
黄
帝
魔
靈
大
王
の
五
帝
魔
靈
大
王
を
制
す
る
符
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
符
で
あ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、 

九
天
鳳
氣
玄
丘
眞
書
命
魔
靈
幡
、
連
書
九
尺
素
繒
上
、
授
書
佩
身
。
若
絶
世
上
（
「
山
」
の
誤

り
）
居
、
則
書
五
方
色
繒
、
書
命
魔
靈
幡
置
五
方
也
。
則
制
萬
靈
、
御
天
魔
、
致
仙
官
、
奉
迎

太
平
聖
君
也
。       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 (

十
三
ａ) 

と
あ
る
。
こ
の
符
で
あ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
を
九
尺
の
白
い
絹
に
書
い
て
、
身
に
付
け
、
或
い
は
山

の
中
に
住
む
場
合
に
は
、
五
方
と
對
應
す
る
五
色
の
絹
に
書
き
、
五
方
に
置
け
ば
、
命
魔
の
效
果

が
得
ら
れ
る
と
い
う
。 

道
敎
が
こ
の
符
で
あ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
關
し
て
は
、
佛
敎
側
の
記
載
も

あ
る
。
唐
・
法
琳
『
辯
正
論
』
に
は
、 

洞
房
内
經
有
十
絶
靈
幡
、
連
書
九
尺
素
、
書
命
魔
、
置
五
方
也
。
隨
方
爲
色
。
以
白
土
書
靑

繒
上
、
作
東
方
神
名
以
白
粉
作
古
字
書
東
方
神
名

、
當
方
安
之
、
以
護
命
也
。
若
山
居
、
則
書
五
色
繒
、

上
作
符
文
九
天
風
（
「
鳳
」
の
誤
り
）
氣
玄
丘
眞
書
。
但
有
兩
脚
、
都
不
雜
色
、
更
無
大
幡
。

其
金
録
等
齋
文
、
不
列
鍾
幡
、
亦
無
制
罰
之
儀
。     

 
   

 (
大
正
五
二
、
五
四
八
ａ) 

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
洞
房
内
經
と
は
、
ど
の
經
典
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
（
１
７
）

が
、
そ
の
内
容
は
右
の
『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、
當
時
の
道
敎
經

典
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
な
か
に
、「
更
無
大
幡
。
其
金
録
等
齋
文
、
不
列
鍾
幡
」

と
あ
っ
て
、
旗
と
し
て
の
幡
は
道
敎
の
金
籙
齋
な
ど
の
齋
法
儀
禮
に
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る(

１
８)

。
こ
の
佛
敎
側
の
法
琳
の
記
載
か
ら
も
、
道
敎
の
命
魔
靈
幡
は
旗
で
は
な
く
、
符

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。 

ま
た
、『
上
淸
佩
符
文
靑
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
二
）
に
は
、 

髙
上
玉
晨
命
魔
靈
幡
、
佩
之
者
主
制
東
方
靑
帝
魔
靈
大
王
、
法
依
日
入
室
、
東
向
誦
靑
帝
曲
、

施
幡
於
室
内
、
安
東
方
白
書
靑
繒
上
。 

神
虎
眞
符
、
有
神
虎
眞
符
威
馘
六
天
、
以
制
天
地
神
靈
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
髙
上
玉
晨
命
魔
靈
幡
が
神
虎
眞
符
な
ど
の
樣
々
な
符
と
一
緖
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
命
魔
靈
幡
が
符
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
は
、
經
典
名
に
あ
る
「
符
文
を
佩
ぶ
」
と

い
う
表
現
か
ら
も
推
測
で
き
る
。 

『
上
淸
佩
符
文
靑
劵
訣
』
に
は
、
五
帝
命
魔
靈
幡
の
東
方
靑
帝
魔
靈
大
王
を
制
す
る
符
し
か
載

せ
て
お
ら
ず
、
ほ
か
の
四
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
『
上
淸
佩
符
文
白
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
三
）・『
上
淸
佩
符

文
絳
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
四
）・『
上
淸
佩
符
文
黑
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
五
）・『
上
淸
佩
符
文
黄
劵
訣
』

（
Ｈ
Ｙ
四
一
六
）
に
載
せ
て
い
る
。 

先
に
引
用
し
た
太
眞
中
元
齋
品
の
「
當
書
五
帝
命
魔
靈
幡
、
置
於
五
方
。」
の
意
味
を
も
う
一
度

考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、
太
眞
中
元
齋
を
行
う
時
に
、
齋
壇
に
旗
と
し
て
五
帝
命
魔
靈
幡
を
掲

げ
る
の
で
は
な
く
、『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
載
せ
て
い
る
符
で
あ
る
五
帝
命
魔
靈
幡
を
書
い
て
、
五

方
に
置
く
よ
う
に
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
齋
法
儀
禮
で
は
本
來
は
、

道
士
に
は
魔
王
に
命
令
す
る
權
限
は
な
か
っ
た
。
天
上
界
の
神
た
ち
が
命
魔
靈
幡
を
持
っ
て
魔
王

を
制
壓
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
眞
中
元
齋
に
な
る
と
、
道
士
は
符
と
し
て
の
命
魔
靈
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幡
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
た
ち
の
力
を
借
り
て
、
魔
王
を
制
壓
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 五
、
命
魔
密
呪
の
成
立
と
展
開 

 

（
一
）
命
魔
密
呪
の
原
型 

次
に
、
歩
虚
の
前
に
行
わ
れ
る
命
魔
密
呪
の
儀
式
の
成
立
を
考
察
し
た
い
。 

 

東
晉
の
上
淸
經
は
魔
の
觀
念
を
取
り
入
れ
た
後
に
、
魔
王
の
妨
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
消
魔
神
呪
な

ど
を
考
案
し
た
が
、
こ
れ
は
命
魔
密
呪
の
原
型
と
も
い
え
よ
う
。
『
上
淸
髙
上
金
元
羽
章
玉
淸
隱
書

經
』
に
は
、
東
方
靑
帝
大
魔
王
な
ど
の
八
方
大
魔
王
の
諱
を
記
し
、 

（
八
方
大
魔
王
）
試
敗
學
仙
之
人
、
不
欲
令
得
仙
。
故
髙
上
八
帝
君
、
以
消
魔
神
呪
威
而
制
之
。

學
者
徒
知
上
皇
至
諱
、
不
知
天
魔
之
名
、
仙
道
終
不
得
成
。
有
知
魔
王
祕
諱
、
而
以
神
呪
制
之
、

魔
王
便
自
連
名
保
擧
、
列
言
於
玉
淸
、
仙
道
無
不
成
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
ｂ
） 

と
あ
る
。
八
方
の
大
魔
王
は
、
人
を
試
し
、
そ
の
昇
仙
を
阻
止
す
る
の
で
、
髙
上
八
帝
君
は
消
魔
神

呪
を
使
っ
て
、
八
方
の
大
魔
王
を
制
壓
す
る
。
道
を
學
ぶ
者
は
、
も
し
こ
の
大
魔
王
の
諱
を
知
れ
ば
、

大
魔
王
を
制
壓
し
、
自
分
を
保
擧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
魔
王
を
制
壓
す
る

方
法
は
佛
敎
に
由
來
す
る
の
で
は
な
く
、
東
晉
末
期
の
五
斗
米
道
の
經
典
『
女
靑
鬼
律
』
（
Ｈ
Ｙ
七

八
九
）
な
ど
の
鬼
の
諱
を
使
っ
て
惡
鬼
を
退
治
す
る
と
い
う
中
國
の
傳
統
的
な
制
鬼
法
に
由
來
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
制
鬼
法
が
魔
王
を
制
壓
す
る
方
法
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
東
晉
の
上
淸
經
は
魔
を
鬼
と
混
同
し
て
使
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

（
二
）
命
魔
密
呪
の
作
法 

 

最
初
の
消
魔
神
呪
と
は
、
魔
王
の
諱
を
誦
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
歩
虚
の
前
の
命

魔
密
呪
の
作
法
と
内
容
は
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
唐
・
杜
光
庭
『
太
上
黄
籙
齋
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五

〇
七
）
卷
一
に
は
、 

各
思
九
色
圓
象
、
嚥
液
。
命
魔
密
呪
。
法
師
立
鬼
門
之
上
、
都
講
立
天
門
之
上
、
法
師
存
日
月
及
項
後
九

色
圓
光
映
照
内
外
、
如
存
神
圖
訣
。
畢
、
叩
齒
三
通
、
密
呪
曰
、
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
、
察
制
强
精
斷
邪
翁
。

太
上
有
命
太
上
房
、
急
召
北
帝
詣
玉
宮
。
受
承
威
令
宣
魔
王
、
五
帝
（
「
氣
」
の
誤
り
）
蓊
鬱

與
命
衝
、
祕
藏
玉
文
方
就
隆
。
三
天
運
明
、
六
天
運
終
。
賢
者
哉
。 

此
呪
密
念
不
得
令
己
耳
聞
。
違
之
有
咎
責
。
愼
之
、
愼
之
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
十
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
命
魔
密
呪
を
始
め
る
前
に
、
ま
ず
存
思
九
色
圓
象
法
を
行
う
。
高
功
法

師
は
鬼
門
（
東
北
）
の
方
位
に
立
ち
、
都
講
は
天
門
（
西
北
）
の
方
位
に
立
ち
、
高
功
法
師
は
日
月

と
項
の
後
の
九
色
圓
光
を
存
思
し
て
、「
命
魔
呪
」（
以
下
、
「
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
」
か
ら
「
六
天
運

終
」
ま
で
の
密
呪
の
内
容
を
「
命
魔
呪
」
と
呼
ぶ
）
（
１
９
）
を
默
讀
し
、
そ
し
て
最
後
は
「
賢
な

る
か
な
」
と
唱
え
る
。 

因
み
に
、
右
の
「
命
魔
呪
」
の
意
味
は
難
解
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
次
の
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
ろ

う
。 

 
 

心
の
中
に
あ
る
符
策
の
氣
が
妖
怪
の
源
を
切
り
、
強
い
妖
精
と
凶
惡
な
老
妖
を
見
つ
け
て
制
壓

す
る
。
太
上
が
役
所
の
太
上
房
に
命
じ
、
急
い
で
北
帝
を
玉
宮
ま
で
招
く
。
北
帝
が
太
上
の
命

令
を
受
け
て
魔
王
を
呼
び
、
五
氣
が
強
く
な
っ
て
、
符
命
と
衝
突
し
、
祕
藏
の
玉
文
が
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
。
三
天
の
運
り
は
明
ら
か
と
な
り
、
六
天
の
運
り
は
終
る
。 

 

（
三
）「
命
魔
呪
」
の
成
立
と
展
開 

 

命
魔
密
呪
の
儀
式
は
『
無
上
祕
要
』
塗
炭
齋
品
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
無
上
祕
要
』
が
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編
纂
さ
れ
た
北
周
の
武
帝
末
に
は
、
命
魔
密
呪
の
儀
式
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
無
上
祕
要
』
塗
炭
齋
品
に
は
、
命
魔
密
呪
に
使
わ
れ
る
「
命
魔
呪
」
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、「
命
魔
呪
」
を
記
す
經
典
は
ほ
か
に
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

南
朝
梁
初
の
編
纂
と
さ
れ
る
『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
七
）(

２
０)

に
は
、 

禮
五
方
。
竟
、
還
向
東
、
思
神
閉
目
、
叩
齒
五
、
嚥
液
五
、
存
五
神
備
在
身
中
、
五
符
煥
明
内

外
、
五
方
群
魔
奔
走
、
遠
近
來
侍
、
衞
者
嚴
裝
、
羅
列
在
眞
宮
後
。
良
久
、
嚥
液
三
、
叩
齒
三
、

誦
人
鳥
山
經
呪
曰
、
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
…
…
（
以
下
、
「
命
魔
呪
」
の
内
容
を
省
略
す
る
） 

 
 
 

（
二
十
ｂ
） 

と
あ
る
。
歩
虚
の
前
の
命
魔
密
呪
と
違
っ
た
作
法
で
「
命
魔
呪
」
を
使
っ
て
い
て
、
更
に
、
こ
の
「
命

魔
呪
」
を
「
人
鳥
山
經
呪
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
命
魔
呪
」
を
「
人
鳥
山
經
呪
」
と
呼
ぶ
の
は
、
「
命

魔
呪
」
を
人
鳥
山
經
と
い
う
經
典
か
ら
引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
三
四
に
は
、「
命
魔
呪
」
の
出
典
を
「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」（
三
ａ
）

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
靈
寶
無
量
度
人
上
經
大
法
』
（
Ｈ
Ｙ
二
一
九
）
卷
四
九
に
も
、
「
命
魔

呪
」
の
出
典
を
「
靈
寶
五
符
人
鳥
經
」（
十
七
ａ
）
と
記
し
て
い
る
。
更
に
、『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成

儀
』
卷
十
七
に
は
、
「
命
魔
呪
」
の
出
典
を
「
五
符
人
鳥
經
」（
三
一
ｂ
）
と
あ
っ
て
、『
道
門
通
敎

必
用
集
』
卷
九
に
も
、「
五
符
人
鳥
經
」（
七
ｂ
）
と
あ
る
。
先
の
人
鳥
山
經
は
、
こ
こ
に
見
え
る
靈

寶
五
符
人
鳥
經
や
五
符
人
鳥
經
と
同
一
の
經
典
の
よ
う
で
あ
る
。
『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
の
編

纂
年
代
は
梁
初
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
「
命
魔
呪
」
の
内
容
を
收
め
る
靈
寶
五
符
人
鳥
經
は
南

朝
梁
の
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、「
命
魔
呪
」
の
出
典
と
し
て
の
靈
寶
五
符
人
鳥
經
は
ど
の
よ
う
な
經
典
で
あ
ろ
う
か
。

陶
弘
景
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
は 

楊
書
靈
寶
五
符
一
卷
、
本
在
句
容
葛
粲
閒
。
泰
始
某
年
、
葛
以
示
陸
先
生
。
陸
既
敷
述
眞
文
赤

書
・
人
鳥
五
符
等
、
敎
授
施
行
已
廣
、
不
欲
復
顯
出
奇
迹
。
因
以
絹
物
與
葛
請
取
、
甚
加
隱
閉
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
二
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
楊
羲
が
書
い
た
「
靈
寶
五
符
一
卷
」
は
も
と
も
と
葛
粲
の
所
に
あ
り
、

葛
粲
は
こ
の
「
楊
書
靈
寶
五
符
」
を
陸
修
靜
に
見
せ
た
が
、
陸
修
靜
は
既
に
『
眞
文
赤
書
』(
２
１)

、

『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
經
典
を
敷
述
し
て
い
た
の
で
、「
楊
書
靈
寶
五
符
」
に
抵
抗
を
感
じ
、
絹
を

出
し
て
そ
れ
と
交
換
し
、
隱
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
人
鳥
五
符
』
は
、
こ
の
陸
修
靜
が
元

嘉
七
年
（
四
三
〇
）
か
ら
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
ま
で
の
閒
に
敷
述
し
た
五
符
經
で
あ
り
、
劉
宋

初
期
に
存
在
し
て
い
た
靈
寶
經
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る(

２
２)

。
陶
弘
景
が
陸
修
靜
の
敷
述

し
た
五
符
經
を
人
鳥
五
符
と
呼
ぶ
の
は
、
陸
修
靜
が
人
鳥
山
の
眞
形
圖
に
關
す
る
内
容
を
原
本
の
五

符
經
に
插
入
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
人
鳥
山
の
眞
形
圖
の
部
分
は
北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』
卷

八
十
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
に
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
命
魔
呪
」
の
箇
所
は
そ
こ
に
收
め
ら
れ
て

い
な
い
。 

南
朝
の
成
立
と
さ
れ
る
『
太
上
洞
眞
經
洞
章
符
』
（
Ｈ
Ｙ
八
五
）
に
載
せ
る
生
策
五
符(

２
３)

の

條
に
は
、 

五
籍
五
符
、
服
之
依
法
、
行
則
佩
之
、
存
號
曰
策
。
修
習
在
精
、
名
書
玉
暦
、
五
神
降
靈
、
同

昇
玄
極
也
。
凡
呪
誦
煉
氣
、
安
神
却
魔
、
臨
目
存
思
、
叩
齒
振
威
、
警
誡
内
外
、
先
密
誦
滅
邪

呪
曰
、
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
…
（
以
下
、
「
命
魔
呪
」
の
内
容
を
省
略
す
る
） 

 
 
 

（
五
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
の
生
策
五
符
を
使
用
す
る
儀
式
で
は
、
存
思
の
後
の
密
呪
は
「
命
魔
呪
」
で
あ
る
。

命
魔
の
觀
念
が
見
え
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
却
魔
の
觀
念
が
見
え
る
。
こ
こ
で
生
策
五
符
を
策
と
呼

ん
で
い
る
が
、
「
命
魔
呪
」
に
見
え
る
「
黄
中
の
策
氣
」
は
心
に
あ
る
生
策
五
符
と
い
う
符
策
の
氣

を
意
味
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
命
魔
呪
」
は
本
來
、
生
策
五
符
を
使
う
前
に

魔
を
退
け
て
お
く
た
め
の
神
呪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
命
魔
呪
」
が
『
人
鳥
五
符
』
に
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收
め
ら
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
生
策
五
符
が
嘗
て
『
人
鳥
五
符
』
に
載
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

『
人
鳥
五
符
』
に
は
、
靈
寶
五
符
を
傳
授
す
る
た
め
の
「
醮
祝
之
儀
」
や
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
供

養
す
る
た
め
の
醮
祭
を
載
せ
る
の
み
で
、「
命
魔
呪
」
を
用
い
る
齋
法
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

「
命
魔
呪
」
が
齋
法
の
歩
虚
の
前
の
命
魔
密
呪
に
使
わ
れ
た
の
は
、
劉
宋
初
期
の
靈
寶
齋
法
で
あ
る

自
然
齋
法
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
自
然
齋
法
は
陸
修
靜
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
六

八
）
に
靈
寶
齋
法
の
第
六
法
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（
２
４
）
の
で
、
劉
宋
初
期
の
靈
寶
齋
法
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
靈
寶
齋
法
で
あ
る
自
然
齋
法
に
使
わ
れ
て
い
る
神
呪
や
讚
頌
の
多
く
は
靈
寶
經

か
ら
取
り
入
れ
た
（
２
５
）
の
で
、
「
命
魔
呪
」
も
靈
寶
經
の
『
人
鳥
五
符
』
に
由
來
す
る
と
推
測

で
き
る
。 

ま
た
、
梁
初
の
靈
寶
齋
法
の
百
姓
齋
法
に
も
「
命
魔
呪
」
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
梁
の

武
帝
末
期
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』（
２
６
）（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
）
卷
四

の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
に
は
、
「
靈
寶
百
姓
齋
威
儀
一
卷
」
と
記
し
て
い
る
が
、
陸
修
靜
『
洞
玄
靈

寶
五
感
文
』
に
は
百
姓
齋
法
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
百
姓
齋
は
梁
の
初
期
頃
に
考
案

さ
れ
た
靈
寶
齋
法
で
あ
ろ
う
。
唐
・
朱
法
滿
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
三
）
卷
二
存
念
呪

抄
に
は
、「
命
魔
呪
」
の
出
典
を
百
姓
齋
威
儀
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
靈
寶
百
姓
齋
威
儀
に
は
「
命
魔

呪
」
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
百
姓
齋
法
が
考
案
さ
る
前
に
、
既
に
自
然
齋
法
で
命
魔
密
呪

の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
百
姓
齋
法
も
命
魔
密
呪
の
儀
式
を
取
り
入
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
命
魔
呪
」
は
本
來
、
靈
寶
經
の
『
人
鳥
五
符
』
に
收
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
最
初
に
取

り
入
れ
た
齋
法
儀
禮
は
靈
寶
齋
法
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
『
無
上
祕
要
』
の
塗
炭
齋
品
で
は
命

魔
密
呪
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
靈
寶
齋
法
の
自
然
齋
法
や
百
姓
齋
法
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で

あ
る
。 

因
み
に
、
自
然
齋
法
を
は
じ
め
と
し
た
齋
法
儀
禮
で
行
わ
れ
る
靈
寶
歩
虚
の
叩
齒
・
存
思
・
命
魔

密
呪
・
歩
虚
の
儀
式
は
、
東
晉
の
上
淸
經
の
歩
罡
の
叩
齒
・
存
思
・
密
呪
・
歩
罡
の
儀
式
を
模
倣
し

て
考
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
２
７
）。 

 

六
、
結
語 

 

以
上
、
命
魔
の
觀
念
に
關
し
て
、
命
魔
靈
幡
と
命
魔
密
呪
を
考
察
し
て
き
て
、
次
の
こ
と
ど
も
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。 

ま
ず
、
命
魔
靈
幡
の
觀
念
を
作
っ
た
人
は
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
で
あ
り
、
『
無
上
祕
要
』
太

眞
中
元
齋
品
で
は
、
儀
禮
の
道
具
で
あ
る
命
魔
靈
幡
が
は
じ
め
て
齋
法
儀
禮
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
符
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
て
、
佛
敎
の
よ
う
に
旗
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
太
眞
中
元
齋
で
は
上
淸
經
の
『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
載
せ
て
い
る
五
帝
命
魔
靈
幡
が
用
い

ら
れ
る
の
は
、
太
眞
中
元
齋
が
上
淸
齋
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

次
に
、
劉
宋
初
期
の
靈
寶
齋
法
で
あ
る
自
然
齋
法
が
靈
寶
經
の
『
人
鳥
五
符
』
か
ら
「
命
魔
呪
」

を
取
り
入
れ
て
、
歩
虚
の
前
に
新
た
に
命
魔
密
呪
の
儀
式
を
考
案
し
た
。
命
魔
密
呪
の
儀
式
は
、
劉

宋
初
期
か
ら
周
の
武
帝
末
ま
で
の
閒
に
、
自
然
齋
法
・
百
姓
齋
法
・
塗
炭
齋
法
と
い
う
三
つ
の
齋
法

儀
禮
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
、
六
朝
や
唐
の
經
典
を
中
心
に
命
魔
靈
幡
と
命
魔
密
呪
を
考
察
し
た
が
、
近
世
に
な
る

と
、
命
魔
靈
幡
と
命
魔
密
呪
は
新
た
な
發
展
を
遂
げ
た
。
實
際
の
儀
禮
で
用
い
ら
れ
る
道
具
と
し
て

の
命
魔
靈
幡
に
は
、
宋
代
以
後
、
佛
敎
の
幡
と
同
じ
よ
う
に
旗
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
も
現
れ
て

い
る
。
例
え
ば
『
靈
寶
玉
鑑
』
（
Ｈ
Ｙ
五
四
七
）
卷
十
四
壇
儀
法
式
門
に
は
、
竿
に
掛
け
ら
れ
て
い

る
命
魔
靈
幡
の
圖
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
形
は
佛
敎
の
幡
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
命
魔
密

呪
に
つ
い
て
は
、
南
宋
の
頃
に
午
朝
命
魔
と
三
朝
命
魔
の
論
爭
が
起
こ
っ
た
（
２
８
）
。
南
宋
の
頃
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に
命
魔
を
め
ぐ
る
論
爭
が
起
こ
っ
た
の
は
、
近
世
に
な
っ
て
も
、
命
魔
は
道
敎
儀
禮
の
重
要
な
觀
念

の
一
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
現
代
の
道
敎
儀
禮
で
も
命
魔
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
（
２
９
）。 

 

 

注 

 

（
１
）
太
眞
三
元
齋
は
上
淸
齋
法
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』（
東

京
：
創
文
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
第
五
章
「
太
眞
科
と
そ
の
周
邊 

三 

三
天
正
法
と
四

極
明
科
と
三
元
篇
」
を
參
照
。 

（
２
）
塗
炭
齋
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
山
田
明
廣
「
塗
炭
齋
考
―
陸
修
靜
の
三
元
塗
炭
齋
を
軸
と
し

て
―
」（『
東
方
宗
敎
』
第
百
號
、
日
本
道
敎
學
會
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
を
參
照
。
そ
の
論

文
で
は
、『
無
上
祕
要
』
塗
炭
齋
品
に
見
え
る
「
命
魔
」
を
存
思
の
對
象
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
敦
煌
資
料
の
『
靈
寶
自
然
齋
儀
（
擬
）』
に
つ
い
て
は
、
周
西
波
氏
は
、
自
然
朝
の
箇
所
は

隋
唐
の
道
士
が
入
れ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
そ
れ
以
外
の
内
容
は
基
本
的
に
は
六
朝
の
自
然
齋

と
變
わ
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
周
西
波
「
敦
煌
寫
本
『
靈
寶
自
然
齋
儀
』
考
論
」（
『
敦
煌
學
』

第
二
十
四
輯
、
臺
北
：
敦
煌
學
會
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
を
參
照
。 

（
４
）
道
敎
の
魔
の
觀
念
は
、
東
晉
の
上
淸
經
が
佛
敎
か
ら
魔
の
觀
念
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
由
來

す
る
。
道
敎
の
魔
の
觀
念
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
神
塚
淑
子
『
六
朝
道
敎
思
想
の
研
究
』
（
東

京
：
創
文
社
、
一
九
九
九
年
二
月
）
第
一
篇
第
四
章
「
魔
の
觀
念
と
消
魔
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
５
）
靈
寶
經
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
（
東
京
：
創
文
社
、

一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
一
篇
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
」
を
參
照
。
靈
寶
經
に
は
、
新
舊
の

内
容
が
混
在
す
る
場
合
が
多
い
が
、
基
本
的
に
は
葛
巢
甫
が
東
晉
末
の
隆
安
年
閒
に
『
靈
寶
赤

書
五
篇
眞
文
（
假
）』
を
は
じ
め
と
す
る
靈
寶
經
を
造
構
し
、
劉
宋
の
陸
修
靜
が
そ
れ
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
、「
靈
寶
經
目
」
の
記
さ
れ
て
い
る
數
多
く
の
靈
寶
經
を
敷
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に

―
」
を
參
照
。 

（
６
）
道
藏
本
『
太
上
洞
玄
靈
寶
本
行
宿
縁
經
』
は
、
即
ち
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷
下
と
考
え

ら
れ
る
。Ō

fu
ch

i N
in

ji, “O
n
 K

u
 L

in
g
-p

a
o
-ch

in
g

,” in
 A

cta
 A

sia
tica

 2
7

, 1
9

7
4

, p
p

.3
3

-5
6
. 

（
７
）
病
氣
の
治
療
と
昇
仙
を
目
的
と
し
、
藥
や
符
や
守
一
な
ど
を
手
段
と
し
て
、
魔
を
消
滅
さ
せ

る
こ
と
が
、
消
魔
の
觀
念
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
神
塚
淑
子
前
掲
『
六
朝
道
敎
思
想
の
研
究
』

第
一
篇
第
四
章
「
魔
の
觀
念
と
消
魔
の
思
想
」
を
參
照
。 

（
８
）
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
三
篇
第
一
章
「
道
藏
本
『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
」
を
參
照
。 

（
９
）
中
國
古
代
の
幡
に
つ
い
て
は
、
揚
之
水
「
幡
與
牙
旗
」
（
『
中
國
歷
史
文
物
』
、
二
〇
〇
二
年

第
一
期
）
を
參
照
。 

（
１
０
）
こ
こ
の
佛
敎
の
玉
幡
の
圖
は
、『
望
月
佛
敎
大
辭
典
』（
世
界
聖
書
刊
行
協
會
、
一
九
七
四

年
五
月
版
）
四
二
四
五
頁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
敦
煌
で
發
見
し
た
佛
敎
の
幡
の
實
物

は
小
稿
で
擧
げ
て
い
る
玉
幡
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
王
樂
・
趙
豐
「
敦
煌
幡
的
實
物
分

析
與
研
究
」（『
敦
煌
研
究
』、
二
〇
〇
八
年
第
一
期
）
を
參
照
。 

（
１
１
）
姚
秦
・
鳩
摩
羅
什
譯
『
佛
説
仁
王
般
若
波
羅
蜜
經
』
卷
下
に
は
、「
佛
告
大
王
、
應
作
九

色
幡
、
長
九
丈
。」(

大
正
八
、
八
三
二
ｃ)

と
あ
る
の
で
、
五
丈
は
九
丈
の
誤
り
の
よ
う
で
あ

る
。 

（
１
２
）
東
晉
・
帛
尸
梨
蜜
多
羅
譯
『
佛
説
灌
頂
經
』
に
お
け
る
藥
師
經
と
見
ら
れ
る
箇
所
に
は
、

「
佛
語
阿
難
、
若
有
比
丘
樂
受
是
典
、
應
懸
五
色
幡
蓋
長
四
十
九
尺
。」(

大
正
二
一
、
四
九
七
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ｂ)

と
あ
る
。 

（
１
３
）
五
帝
の
五
色
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
卷
二
八
封
禪
書
第
六
に
は
、「
（
髙
祖
）
問
、
故
秦

時
上
帝
祠
何
帝
也
。
對
曰
、
四
帝
、
有
白
・
靑
・
黄
・
赤
帝
之
祠
。
高
祖
曰
、
吾
聞
天
有
五
帝
、

而
有
四
、
何
也
。
莫
知
其
説
。
於
是
髙
祖
曰
、
吾
知
之
矣
、
乃
待
我
而
具
五
也
。
乃
立
黑
帝
祠
、

命
曰
北
畤
。」（『
史
記
』、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
、
一
三
七
八
頁
）
と
あ
っ
て
、
漢

の
高
祖
が
白
・
靑
・
黄
・
赤
・
黑
の
五
色
の
五
帝
の
祭
り
を
行
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
『
太

上
靈
寶
五
符
序
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
道
敎
經
典
に
は
、
こ
の
五
帝
へ
の
信
仰
が
見
え
る
。 

（
１
４
）
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第

一
篇
第
一
章
「
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
の
形
成
」
を
參
照
。 

（
１
５
）
靈
寶
齋
法
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」
（
小
林
正
美

編
著
『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
、
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）

を
參
照
。 

（
１
６
）
指
敎
齋
法
の
成
立
及
び
そ
れ
が
諸
齋
法
の
原
型
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
道

敎
の
齋
法
儀
禮
の
原
型
の
形
成
―
指
敎
齋
法
の
成
立
と
構
造
―
」
（
小
林
正
美
編
著
『
道
敎
の

齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
）
を
參
照
。 

（
１
７
）
こ
こ
の
洞
房
内
經
の
内
容
は
、
道
藏
本
『
太
上
洞
房
内
經
注
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
三
）
に
は
そ

れ
に
相
當
す
る
箇
所
は
な
い
が
、
上
淸
經
の
『
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
は
相
當
す
る
箇
所
が
あ
る

の
で
、
洞
房
内
經
は
唐
代
初
期
に
存
在
し
て
い
た
上
淸
經
の
一
つ
と
推
測
さ
れ
る
。 

（
１
８
）
實
際
に
は
、『
無
上
祕
要
』
卷
四
九
三
皇
齋
品
に
は
、「
碧
幡
三
首
。
幡
長
五
尺
、
各
朱
書

三
皇
内
文
於
幡
上
、
隨
字
多
少
大
小
稀
稠
、
取
令
滿
。
上
安
帶
如
上
。
靑
竹
竿
三
條
、
竿
長
一

丈
二
尺
。
竝
作
趺
安
之
、
各
作
本
位
施
案
後
也
。」（
一
ａ
～
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
南
朝
の
道
敎
儀

禮
で
あ
る
三
皇
齋
で
は
、
符
で
あ
る
三
皇
内
文
を
碧
幡
に
書
き
、
旗
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
幡
と
は
、
符
で
あ
る
三
皇
内
文
で
あ
り
、
佛
敎
の

幡
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
１
９
）
王
契
眞
纂
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
卷
五
七
に
は
、「
黄
中
策
氣
、
斬
滅
妖
宗
。
制
伏
強
魔
、

斬
絶
邪
蹤
。
太
上
有
勅
、
付
我
身
中
。
急
召
北
帝
、
朝
謁
玄
宮
。
山
林
社
鬼
、
形
狀
悉
同
。
奉

承
威
令
、
宣
告
魔
王
。
五
氣
蓊
鬱
、
與
符
命
衝
。
祕
藏
玉
文
、
方
就
云
隆
。
三
天
運
明
、
六
天

運
終
。
賢
者
哉
。」
と
あ
っ
て
、「
命
魔
呪
」
は
全
部
四
言
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
朝

成
立
と
さ
れ
る
『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
に
載
せ
て
い
る
「
命
魔
呪
」
は
、
「
黄
中
策
氣
斬

妖
宗
」
か
ら
「
祕
藏
玉
文
方
就
隆
」
ま
で
は
七
言
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
王
契
眞
纂
『
上
淸

靈
寶
大
法
』
卷
五
七
の
全
部
四
言
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
元
本
の
「
命
魔
呪
」
を
少
し
ア

レ
ン
ジ
し
て
出
來
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
ほ
か
の
經
典
に
載
せ
て
い
る
「
命
魔
呪
」

も
、「
黄
中
策
氣
斬
妖
宗
」
か
ら
「
祕
藏
玉
文
方
就
隆
」
ま
で
は
七
言
で
書
か
れ
て
い
る
。 

（
２
０
）『
太
眞
玉
帝
四
極
明
科
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
八
四
）
卷
二
に
は
、『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
の

冒
頭
の
内
容
を
引
用
し
、
こ
の
經
典
を
「
三
元
流
珠
經
玉
帝
九
錬
上
眞
八
道
命
籍
金
仙
紫
字
」

と
呼
ん
で
い
る
。『
無
上
祕
要
』
卷
四
七
法
持
齋
品
に
は
、「
三
元
流
珠
經
玉
帝
九
錬
上
眞
八
道

命
籍
金
仙
紫
字
」
の
經
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』
に
は
、『
上

淸
洞
眞
智
慧
觀
身
大
戒
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
五
三
）
か
ら
三
首
の
明
燈
頌
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
成
立
年
代
は
『
太
眞
玉
帝
四
極
明
科
經
』
の
前
、
『
上
淸
洞
眞
智
慧
觀
身
大
戒
文
』
の
後

の
梁
初
と
推
測
さ
れ
る
。 

（
２
１
）
陶
弘
景
の
言
っ
て
い
る
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
眞
文
赤
書
』
は
道
藏
本
『
元
始
五
老
赤
書

玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜

と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に
―
」
を
參
照
。 

（
２
２
）
陸
修
靜
が
靈
寶
經
の
『
人
鳥
五
符
』
を
敷
述
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
二
篇
第
一
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章
「『
人
鳥
五
符
』
の
成
立
と
そ
の
影
響
」
を
參
照
。 

（
２
３
）
『
太
上
洞
眞
經
洞
章
符
』
に
は
、
「
某
州
郡
縣
鄕
里
」
（
七
ａ
）
と
い
う
南
北
朝
の
行
政

單
位
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
唐
以
前
の
南
朝
の
經
典
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
２
４
）
陸
修
靜
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
に
は
、
「
其
六
法
、
自
然
齋
。
普
濟
之
法
、
内
以
修
身
、

外
以
救
物
、
消
災
祈
福
、
適
意
所
宜
。
」
（
六
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、
自
然
齋
法
の
存
在
が
確
認

で
き
る
。 

（
２
５
）
敦
煌
資
料
Ｓ
六
八
四
一
『
靈
寶
自
然
齋
儀(

擬)

』
に
載
せ
る
自
然
齋
法
に
使
わ
れ
て
い
る

神
呪
や
讚
頌
の
う
ち
、
「
衞
靈
神
呪
」
は
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
要
解
上
經
』
に
由

來
し
、
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
靈
寶
經
の
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
由
來
し
、
「
奉
戒
頌
」
は
靈
寶

經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
本
行
宿
縁
經
』
（
即
ち
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
卷
下
）
に
由
來
す
る
。 

（
２
６
）
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
誡
營
始
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道

敎
と
天
師
道
』（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
第
二
章
「
天
師
道
に
お
け
る
受
法

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
」
注
（
１
１
）
を
參
照
。 

（
２
７
）
小
稿
第
三
篇
第
二
章
「
靈
寶
歩
虚
の
研
究 

二
、
靈
寶
歩
虚
の
作
法
」
を
參
照
。 

（
２
８
）
宋
代
道
士
趙
道
昇
が
黄
簶
儀
を
編
集
し
た
時
に
、
命
魔
を
道
士
の
體
内
に
行
わ
れ
る
内
事

と
見
て
、
三
朝
（
早
・
午
・
晩
朝
）
の
午
朝
だ
け
に
命
魔
す
る
よ
う
に
書
い
た
と
い
う
。
蔣
叔

輿
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
三
四
や
王
契
眞
纂
『
上
淸
靈
寶
大
法
』
卷
五
七
に
は
、
午
朝

命
魔
の
考
え
を
批
判
し
、
三
朝
に
全
部
命
魔
す
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
命
魔
密
呪
は
劉
宋

頃
、
既
に
齋
法
儀
禮
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
當
時
で
は
齋
法
儀
禮
が
内
法
と
繋
が
っ
て
解
釋
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
趙
道
昇
が
主
張
し
て
い
た
午
朝
命
魔
は
六
朝
の
や
り
方
で
は
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

（
２
９
）
現
在
の
臺
灣
の
金
籙
午
朝
科
儀
に
は
、
「
命
魔
呪
」
を
用
い
る
命
魔
の
儀
式
が
記
さ
れ
て

い
る
。
大
淵
忍
爾
『
中
國
人
の
宗
敎
儀
禮
―
道
敎
篇
』（
東
京
：
風
響
社
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）

三
一
八
～
三
一
九
頁
を
參
照
。 
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第
三
篇 

『
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
研
究 

 
第
一
章 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立 

 

一
、
序
言 

 

敦
煌
資
料
の
梁
・
宋
文
明
『
通
門
論
（
擬
）』（
Ｐ
二
八
六
一
・
Ｐ
二
二
五
六
）（
１
）
に
載
せ
る

劉
宋
・
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
」
に
は
、「
昇
玄
歩
虚
章
一
卷
、
已
出
。
卷
目
云
太
上
説
太
上
玄
都[

玉]

京
山
經
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
上
界
の
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る
元
始
舊
經
で
あ
る
「
昇

玄
歩
虚
章
」
は
既
に
出
世
し
て
人
閒
世
界
に
存
在
し
て
お
り
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と

呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

北
宋
の
『
崇
文
總
目
』
や
南
宋
・
鄭
樵
の
『
通
志
』
卷
六
七
藝
文
略
第
五
な
ど
の
記
載
に
よ
れ
ば
、

「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
陸
修
靜
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
梁
・
陶
弘
景
『
眞
誥
』（
Ｈ

Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
二
十
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
は
『
眞
文
赤
書
』
や
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶
經
を

敷
述
し
て
い
る
が
（
２
）
、
「
昇
玄
歩
虚
章
」
も
陸
修
靜
が
敷
述
し
て
い
る
靈
寶
經
の
一
つ
で
あ
ろ

う
か
。 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
七
）
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る

『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚

經
』
は
劉
宋
の
時
期
の
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
ま
ず
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
敷
述
し
た
と
い
う
記
載
の
信
憑
性
を
檢

證
し
、
次
い
で
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
と
變
容
を
考
察
し
た
い
。 

 二
、
陸
修
靜
と
「
昇
玄
歩
虚
章
」 

 

北
宋
の
『
崇
文
總
目
』
卷
四
道
書
類
一
（
４
）
に
は
、 

靈
寶
歩
虚
詞
一
卷
。
陸
修
靜
撰
。 

と
あ
り
、
ま
た
、 

歩
虚
洞
章
一
卷
。
原
釋
陸
修
靜
撰
、
不
詳
何
代
人
也
。 

昇
元
洞
虚
章
一
卷
。 

と
あ
り
、
靈
寶
歩
虚
詞
一
卷
と
歩
虚
洞
章
一
卷
を
陸
修
靜
の
作
で
あ
る
と
い
う
。 

ま
た
、
南
宋
・
鄭
樵
『
通
志
』
（
５
）
卷
六
七
藝
文
略
第
五
に
は
、 

歩
虚
洞
章
一
卷
、
陸
修
靜
撰
。 

昇
元
歩
虚
章
一
卷
、
陸
修
靜
撰
。  

靈
寶
歩
虚
詞
一
卷
、
陸
修
靜
撰
。 

と
あ
り
、
陸
修
靜
が
歩
虚
洞
章
一
卷
・
昇
元
（
玄
）
歩
虚
章
一
卷
・
靈
寶
歩
虚
詞
一
卷
を
作
っ
た
と

い
う
。
元
・
劉
大
彬
編
『
茅
山
志
』
（
Ｈ
Ｙ
三
〇
四
）
卷
九
に
載
せ
る
「
鄭
樵
通
志
藝
文
略
茅
山
道

書
目
」
に
も
、 

昇
元
歩
虚
章
一
卷 

靈
寶
歩
虚
辭
一
卷 

歩
虚
洞
章
一
卷 

已
上
陸
簡
寂
眞
人
所
撰
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
十
一
ｂ
） 

と
あ
る
。
以
上
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
昇
玄
歩
虚
章
な
ど
が
陸
修
靜
の
作
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。 

し
か
し
、『
崇
文
總
目
』
や
『
通
志
』
の
編
纂
者
は
道
士
で
は
な
い
の
で
、
道
敎
の
經
典
に
關
す
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る
知
識
が
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
記
載
は
そ
の
ま
ま
歴
史
の
事
實
と
し
て
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

ま
ず
、
以
上
の
文
獻
に
見
え
る
歩
虚
洞
章
一
卷
や
昇
元
歩
虚
章
一
卷
や
靈
寶
歩
虚
詞
一
卷
は
、
み

な
同
じ
一
卷
の
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
・
蔣
叔
輿
（
一
一
六
二
～
一
二
二

三
）
編
『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
）
卷
三
四
に
は
、「
朝
時
皆
旋
行
誦
歌
洞
章
、
即

昇
玄
歩
虚
章
。」（
四
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
歩
虚
の
時
に
歌
う
洞
章
と
は
「
昇
玄
歩
虚
章
」
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。
ま
た
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
「
洞
玄
歩
虚
吟
」

で
あ
り
、「
靈
寶
歩
虚
詞
（
辭
）
」
と
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
『
崇
文
總

目
』
や
『
通
志
』
の
編
纂
者
が
、
一
卷
の
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
歩
虚
洞
章
・
昇
元
歩
虚
章
・
靈
寶
歩

虚
詞
の
三
卷
と
表
記
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

更
に
、
道
敎
の
敎
理
に
よ
れ
ば
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
天
上
界
の
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る
元

始
舊
經
で
あ
り
、
陸
修
靜
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
、
『
崇
文
總
目
』
以
前
の
道
敎

側
の
資
料
に
お
い
て
は
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
作
っ
た
と
い
う
記
載
は
無
論
存
在
し
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、『
崇
文
總
目
』
や
『
通
志
』
が
な
に
を
根
據
に
し
て
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
作
者
を

陸
修
靜
と
決
め
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
恐
ら
く
當
時
の
世
閒
に
傳
え
ら
れ
て
い
た
道
書
に
書
か
れ
て

い
る
作
者
名
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、『
崇
文
總
目
』
や
『
通
志
』
の
記
載
の
信
憑

性
は
高
く
な
い
と
考
え
て
よ
い
。 

さ
て
、
史
料
の
根
據
は
な
い
が
、
歴
史
上
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
作
っ
た
可
能
性
は
あ

ろ
う
か
。
梁
・
陶
弘
景
『
眞
誥
』
卷
二
十
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
は
『
眞
文
赤
書
』、
即
ち
『
元
始
五

老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
、
以
下
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
と
略
す
）
を
敷
述
し
た
と

あ
る
。
そ
の
經
典
は
典
型
的
な
元
始
系
靈
寶
經
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
は
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
な

ど
の
天
眞
に
對
す
る
説
敎
の
經
緯
と
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
對
應
し

て
い
る
人
閒
の
世
界
に
實
在
す
る
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
は
、「
太
上
稱
」（
二
ａ
）
と

あ
っ
て
、
更
に
經
典
名
の
「
太
上
説
」
を
見
れ
ば
、
そ
の
經
典
が
太
上
道
君
の
説
敎
を
記
す
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
、
以
下
『
玉
訣
妙
經
』
と

略
す
）
で
は
、
陸
修
靜
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
箇
所
は
少
な
く
、
「
道
言
」
か
ら
始
ま
る
内
容
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
陸
修
靜
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
前
の
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
、
つ
ま
り
葛
巢
甫

が
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
に
造
構
し
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）
』（
７
）
も
「
道
言
」

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
陸
修
靜
が
從
來
の
太
上
道
君
の
説
敎
を
記
す

經
典
を
元
始
天
尊
が
太
上
道
君
に
對
す
る
説
敎
の
經
緯
と
内
容
を
記
す
經
典
に
敷
述
し
た
と
考
え

ら
れ
る
（
８
）。
そ
う
す
る
と
、
太
上
道
君
の
説
敎
を
記
す
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
陸

修
靜
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

そ
の
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
東
晉
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
か
ら
元
嘉
二
年

（
四
二
五
）
ま
で
の
閒
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
葛
洪
（
二
八
四
～
三
六
四
）
の

「
枕
中
書
」
で
は
、
玉
京
山
に
關
す
る
記
載
が
見
え
る
が
、
そ
の
「
枕
中
書
」
は
僞
作
と
考
え
ら
れ

る
（
９
）。
玉
京
山
の
觀
念
は
、
恐
ら
く
『
眞
誥
』
卷
四
に
載
せ
る
太
和
元
年
（
三
六
六
）
五
月
頃

に
許
翽
が
記
錄
し
た
眞
人
の
詩
の
「
齊
德
秀
玉
京
、
何
用
世
閒
多
」（
八
ａ
）
に
由
來
す
る
。
た
だ

し
、
東
晉
中
期
の
上
淸
經
で
は
玉
京
山
に
關
す
る
詳
細
な
記
載
は
見
え
な
い
の
で
、
そ
の
觀
念
は
東

晉
末
の
葛
巢
甫
が
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
に
靈
寶
經
を
造
構
し
た
時
に
考
案
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
早
く
と
も
東
晉
隆
安
年
閒
以
後
に
成

立
し
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
形
式
上
舊
い
も
の
で
あ
り
、

元
始
系
靈
寶
經
の
編
纂
が
始
ま
る
四
二
〇
年
代
後
半
（
１
０
）
ま
で
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、

元
嘉
二
年
（
四
二
五
）
年
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
が
陸
修
靜
に
よ
っ
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
な
い



128 
 

の
な
ら
ば
、
そ
こ
に
載
せ
る
「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
陸
修
靜
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
少
な
い
と
推
測
さ

れ
る
（
１
１
）。 

 
三
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』 

 

次
に
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と
の
關
係
を
見
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。『
通
門
論
（
擬
）』
に
載
せ
る
「
靈
寶
經
目
」
に
は
、『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典

名
に
脱
字
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
は
「
卷
目
云
太
上
説
太
上
玄
都[

玉]

京
山
經
」
と
補
う
べ
き
か
、

そ
れ
と
も
「
卷
目
云
太
上
説
太
上
玄
都[

玉]

京
山[

歩
虚]

經
」
と
補
う
べ
き
か
に
關
し
て
は
研
究
者

の
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
（
１
２
）
。
筆
者
は
「
卷
目
云
太
上
説
太
上
玄
都[

玉]

京
山
經
」
と
あ
る

の
が
妥
當
で
あ
る
と
考
え
る
。 

な
ぜ
な
ら
ば
、『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
序
と
疏
で
あ
る
隋
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞

玄
靈
寶
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』（
Ｈ
Ｙ
六
一
四
、
以
下
『
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
と
略
す
）
で
は
（
１
３
）、

元
始
舊
經
の
經
典
名
で
あ
る
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
昇
玄
と
歩
虚
の
意
味
を
解
釋
し
た
後
に
、「
又
云

太
上
説
玄
都
玉
京
山
經
者
」（
一
ａ
）
と
あ
る
。
こ
の
『
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
で
は
、
ま
た
「
是
洞

玄
第
三
部
靈
寶
第
八
卷
、
所
以
次
空
洞
者
、
空
洞
即
是
諸
天
通
讚
。
」
（
一
ｂ
）
と
あ
っ
て
、「
靈
寶

經
目
」
で
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
ま
さ
に
元
始
舊
經
で
あ
る
十
部
妙
經
の
第
三
部
の

第
八
卷
で
あ
り
、「
空
洞
靈
章
」
の
次
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、「
靈
寶
經
目
」
を
參
照
し
て
書
か
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
太
上
説
玄
都
玉
京
山
經
」
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い

る
經
典
名
で
あ
る
に
違
い
な
い
（
１
４
）。 

更
に
、
北
周
の
『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
卷
四
な
ど
、
唐
以
前
の
經
典
で
は
、
玉
京
山

に
關
す
る
引
文
の
出
典
の
經
典
名
に
は
「
玉
京
山
」
の
後
に
「
歩
虚
」
の
二
文
字
が
付
い
て
い
る
例

が
見
え
な
い
（
１
５
）。
こ
の
よ
う
に
、「
玉
京
山
歩
虚
經
」
と
い
う
經
典
名
は
、
唐
代
以
前
に
は
存

在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
に
は
「
歩
虚
」
の
二
文
字
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、「
昇

玄
歩
虚
章
」
と
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と
の
關
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

「
靈
寶
經
目
」
で
は
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と
對
應
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
前
の
短
い
經
典
名
は
經
典
の
略
稱
で
あ
り
、
後
の
長
い
經
典
名
は
正

規
の
經
典
名
で
あ
る
と
解
釋
さ
れ
て
き
た
（
１
６
）。
し
か
し
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

「
靈
寶
經
目
」
で
は
、「
本
業
上
品
」
と
對
應
し
て
い
る
の
は
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙

經
』
で
あ
る
が
、
長
い
經
典
名
で
は
本
業
上
品
の
四
字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
前
者
は
後
者
の

略
稱
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
も
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
對
應
さ
せ
る
た
め
に
、『
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
に
歩
虚
の
二
文
字
を
補
う
必
要
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（
１

７
）。
つ
ま
り
、「
本
業
上
品
」
と
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』
の
例
を
見
て
も
、
人
閒

の
世
界
に
存
在
す
る
經
典
の
長
い
經
典
名
に
は
必
ず
天
上
界
の
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る
經
典

の
經
典
名
の
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
て
、『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
は
、「
歩
虚
」
の
文
字
が
見
え
な
い
の
に
、
な
ぜ
「
昇

玄
歩
虚
章
」
と
對
應
す
る
經
典
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
あ
る
と
陸
修
靜
が
判
斷
し
た

の
か
。 

『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
經
典
は
太
上
道
君

が
玉
京
山
を
解
説
す
る
内
容
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
衆
眞
た
ち
が
月
に
三
回
玉
京
山
に
行
っ
て
、
元

始
舊
經
を
朝
禮
す
る
時
に
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
即
ち
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
歌
わ
れ
る
の
で
、「
昇
玄
歩

虚
章
」
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
載
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
陸
修
靜
が
經
典
名
で
は
な
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く
、
經
典
の
内
容
に
よ
っ
て
、「
靈
寶
經
目
」
で
元
始
舊
經
と
對
應
す
る
經
典
を
決
め
た
の
で
、『
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
に
は
「
歩
虚
」
の
文
字
が
な
く
て
も
、
「
昇
玄
歩
虚
章
」
と

對
應
す
る
經
典
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
あ
る
と
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、「
靈
寶
經
目
」
に
お
け
る
經
典
名
の
對
應
關
係
の
意
味
を
見
て
み
た
い
。「
靈
寶
經
目
」

で
は
、
前
の
短
い
經
典
名
を
持
つ
經
典
は
天
上
界
の
紫
微
宮
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
後

の
長
い
經
典
名
を
持
つ
經
典
が
實
際
に
人
閒
の
世
界
存
在
す
る
經
典
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
し

か
し
、
兩
者
の
内
容
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
く
、
實
際
に
人
閒
の
世
界
に
存
在
す
る
經
典
で
は
、

對
應
す
る
天
上
界
の
經
典
の
内
容
を
載
せ
て
い
る
と
陸
修
靜
が
判
斷
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
に
、「
靈
寶
經
目
」
で
は
、
例
え
ば
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三

四
六
、
以
下
『
法
輪
妙
經
』
と
略
す
）
の
よ
う
な
太
上
玄
一
三
眞
人
が
葛
仙
公
に
説
敎
し
た
經
緯
と

内
容
を
記
す
仙
公
系
靈
寶
經
も
元
始
舊
經
の
「
法
輪
罪
福
」
と
對
應
す
る
。
も
し
、
元
始
舊
經
と
對

應
す
る
經
典
が
つ
ま
り
は
元
始
舊
經
そ
の
も
の
と
見
る
と
、
な
ぜ
葛
仙
公
の
名
を
記
す
仙
公
系
靈
寶

經
も
元
始
舊
經
と
對
應
し
て
い
る
か
を
敎
理
の
上
で
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

更
に
、
人
閒
の
世
界
に
存
在
す
る
經
典
で
は
、
對
應
す
る
天
上
界
の
經
典
の
内
容
以
外
の
も
の
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
玉
訣
妙
經
』
卷
上
の
冒
頭
に
載
せ
る
太
上
道
君
が
王
龍
賜
に
説
敎

し
た
十
戒
と
十
二
可
從
は
、
元
始
舊
經
で
あ
る
「
赤
書
玉
訣
」
の
内
容
で
は
な
く
、
別
の
元
始
舊
經

の
「
智
慧
上
品
大
戒
」
の
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
元
始
舊
經
の
「
二
十
四
生
圖
」
は
、

元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
に
收
め
ら
れ
て
い
る
以
外
に
、

仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
上
無
極
大
道
自
然
眞
一
五
稱
符
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
六
七
一
）
卷
下
で
も
一
部
の

内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
閒
の
世
界
に
存
在
す
る
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
（
Ｈ
Ｙ
三
八

八
）
も
天
書
で
あ
る
靈
寶
五
符
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
靈
寶
五
符
以
外
に
は
靈
寶
五
符
の
序
や
數
多

く
の
草
木
の
處
方
な
ど
が
載
っ
て
お
り
、
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
を
靈
寶
五
符
と
ま
っ
た
く
同
じ
も

の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
元
始
舊
經
と
對
應
し
て
い
る
元
始
系
靈
寶
經
や

仙
公
系
靈
寶
經
や
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
は
、
對
應
す
る
元
始
舊
經
以
外
の
内
容
も
あ

る
の
で
、
元
始
舊
經
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

因
み
に
、
上
淸
經
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
洞
眞
太
上
説
智
慧
消
魔
眞
經
』（
Ｈ
Ｙ
一

三
三
三
）
に
よ
れ
ば
、
太
上
道
君
が
天
上
界
の
七
卷
の
「
智
慧
消
魔
經
」
の
萬
分
の
一
の
内
容
を
説

い
て
、
青
童
君
が
そ
れ
に
ほ
か
の
神
符
を
加
え
て
、
實
際
に
人
閒
の
世
界
に
存
在
す
る
『
洞
眞
太
上

説
智
慧
消
魔
眞
經
』
を
編
纂
し
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
洞
眞
太
上
説
智
慧
消
魔
眞
經
』
は
天

上
界
の
七
卷
の
「
智
慧
消
魔
經
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
更
に
そ
れ
以
外
の
内
容
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
「
昇
玄
歩
虚
章
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
内

容
の
一
部
と
し
て
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』

の
經
典
名
か
ら
す
れ
ば
、
玉
京
山
に
關
す
る
内
容
の
經
典
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
陸
修
靜
は
「
昇

玄
歩
虚
章
」
が
そ
の
經
典
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
を

「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
對
應
す
る
經
典
で
あ
る
判
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

四
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
經
典
名
の
成
立 

 

「
靈
寶
經
目
」
が
編
纂
さ
れ
た
劉
宋
時
期
に
は
、
元
始
舊
經
の
「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
對
應
す
る
經

典
は
「
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
と
い
う
經
典
名
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
梁
武
帝
の
末
年
頃
に

編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
）
（
１
８
）
卷
四
「
靈
寶
中
盟

經
目
」
で
は
「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
が
編
纂
し
た
『
無

上
黃
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
一
に
載
せ
る
「
齋
壇
安
鎭
經
目
」
に
は
、
「
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
」
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と
あ
り
、
卷
三
二
で
は
、「
禮
經
三
首
呪
」
の
出
典
を
「
玉
京
山
歩
虚
經
」（
十
五
ｂ
）
と
あ
る
。
道

藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
經
典
名
は
南
宋
頃
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ

で
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
數
回
に
わ
た
る
改
名
の
理
由
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。 

先
に
述
べ
た
如
く
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
は
「
靈
寶
經
目
」
で
は
異
色
な
經
典
で
あ

り
、
典
型
的
な
元
始
系
靈
寶
經
で
も
な
く
、
仙
公
系
靈
寶
經
で
も
な
く
、
太
上
道
君
の
玉
京
山
に
關

す
る
説
敎
を
記
す
も
の
で
あ
る
の
で
、「
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
と
い
う
經
典
名
が
妥
當
で

あ
る
。 

し
か
し
、「
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
と
い
う
經
典
名
を
使
う
と
、
そ
の
な
か
に
載
せ
る
元

始
舊
經
の
内
容
で
あ
る
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
こ
と
が
經
典
名
に
反
映
さ
れ
な
い
の
で
、
「
靈
寶
中
盟

經
目
」
で
は
「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」

の
經
典
名
は
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
で
は
異
例
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
靈
寶
中
盟
經
目
」

に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
の
經
典
名
は
基
本
的
に
は
「
太
上
洞
玄
靈
寶
」
に
始
ま
る
經
典
名
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。 

『
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
の
「
昇
玄
歩
虚
章
、
又
云
太
上
説
玄
都
玉
京
山
經
」
（
一
ａ
）
の
記
載
か

ら
、「
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
と
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
經
典
名
は
隋
の
頃
に
同
時
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、『
無
上
祕
要
』
で
は
、
玉
京
山
に
關
す
る
引
文
は
、
出
典

を
「
玉
京
山
經
」
な
ど
と
記
し
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
出
典
を
「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、

「
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
と
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
經
典
名
は
場
合
に
よ
っ
て
使
い
分
け
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

し
か
し
、
二
つ
の
經
典
名
が
同
時
に
存
在
し
て
い
た
の
は
や
は
り
異
例
な
こ
と
で
あ
り
、
更
に
、

「
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
や
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の
經
典
名
は
い
ず
れ
も
、
當
時
の
洞
玄
靈
寶

の
四
字
を
冠
さ
れ
る
ほ
か
の
靈
寶
經
の
經
典
名
と
一
緖
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
違
和
感
が
あ
る
の

で
、
一
つ
の
「
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
」
と
改
め
ら
れ
た
ほ
う
が
都
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
に
よ
れ
ば
、
隋
の
頃
に
は
ま
だ
「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」
と
「
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
」
と
い
う
二
つ
の
經
典
名
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
唐
に
な
る
と
「
洞
玄
靈

寶
玉
京
山
歩
虚
經
」
に
統
一
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

「
昇
玄
」
の
二
文
字
の
付
く
「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」
と
い
う
經
典
名
が
唐
代
に
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
の
は
、
唐
代
に
流
行
し
た
『
昇
玄
經
』
の
影
響
（
１
９
）
で
あ
ろ
う
。 

『
昇
玄
經
』
は
隋
唐
の
時
代
に
強
い
影
響
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
隋
書
』
經
籍
志
の
次
の
記

載
（
２
０
）
か
ら
も
確
認
で
き
る
。 

大
業
中
、
道
士
以
術
進
者
甚
衆
。
其
所
以
講
經
、
由
以
老
子
爲
本
、
次
講
莊
子
、
及
靈
寶
・
昇

玄
之
屬
。 

隋
の
大
業
年
閒
（
六
〇
五
～
六
一
八
）
に
は
、
道
士
が
煬
帝
に
對
し
て
『
昇
玄
經
』
の
傳
授
を
行

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
昇
玄
と
は
、
靈
寶
經
と
は
異
な
る
『
昇
玄
經
』
を
指
す
。 

「
昇
玄
經
」
と
は
、
元
々
靈
寶
經
の
別
稱
で
あ
り
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
上
淸
太
極
隱
注
玉
經
寶

訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
、
以
下
『
太
極
隱
注
』
と
略
す
）
に
は
、 

太
上
玉
經
隱
注
曰
、
靈
寶
經
、
或
曰
洞
玄
、
或
云
太
上
昇
玄
經
。
皆
高
仙
之
上
品
、
虚
無
之
至

眞
、
大
道
之
幽
寶
也
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
十
三
ｂ
） 

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
靈
寶
經
は
ま
た
太
上
昇
玄
經
と
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
太
上
昇

玄
經
と
い
う
別
稱
は
、
靈
寶
經
の
元
始
舊
經
の
一
つ
で
あ
る
「
昇
玄
歩
虚
章
」
に
由
來
す
る
と
推
測

さ
れ
る
。 

昇
玄
は
靈
寶
經
が
唱
え
た
觀
念
で
あ
る
が
、
劉
宋
末
期
の
天
師
道
の
道
士
は
、
昇
玄
の
觀
念
に
基

づ
い
て
、
新
た
に
『
昇
玄
經
』
を
編
纂
し
た
（
２
１
）。
敦
煌
資
料
に
載
せ
る
『
昇
玄
經
』
で
は
、「
外

敎
五
篇
」（
敦
煌
資
料
Ｐ
二
四
七
四
）
或
い
は
「
靈
寶
外
敎
」（
敦
煌
資
料
Ｐ
二
四
四
五
）
の
表
現
が
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見
え
、
「
靈
寶
經
目
」
に
載
せ
る
靈
寶
經
を
外
敎
と
呼
び
、
『
昇
玄
經
』
を
内
敎
と
呼
ぶ
の
は
、『
昇

玄
經
』
が
從
來
の
靈
寶
經
よ
り
優
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

唐
・
朱
法
滿
が
編
纂
し
た
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
三
）
卷
九
の
坐
起
鈔
に
は
、 

昇
玄
經
云
、
齋
會
行
道
時
、
諸
正
一
道
士
不
得
與
上
淸
大
洞
法
師
共
同
席
坐
。
上
淸
大
洞
法
師

不
得
與
五
篇
靈
寶
法
師
共
同
席
坐
、
及
傳
服
飾
衣
物
。
靈
寶
五
篇
法
師
復
不
得
與
昇
玄
内
敎
法

師
共
同
席
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
八
ｂ
～
九
ａ
） 

と
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、『
昇
玄
經
』
で
は
昇
玄
内
敎
法
師
が
正
一
道
士
・
上
淸
大
洞
法
師
・
靈

寶
五
篇
法
師
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
昇
玄
の
觀
念
は
原
本
の
靈
寶
經
に
由
來
す
る
が
、
後
に
『
昇
玄
經
』
に
取
り
入
れ

ら
れ
、
昇
玄
法
師
の
法
位
も
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
昇
玄
を
『
昇
玄
經
』
の
特
有

の
觀
念
と
す
る
た
め
に
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
い
う
經
典
名
は
使
わ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
し
、
問
題
と
な
る
の
は
、
「
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
」
と
い
う
經
典
名
は
南
宋
頃
に
は
明

ら
か
に
存
在
し
て
い
た
が
、
唐
代
の
靈
寶
經
の
經
目
が
殘
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
經
典
名
が
唐

代
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
點
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
に
述
べ
る
よ

う
に
、
唐
・
道
宣
『
廣
弘
明
集
』
卷
七
辯
惑
篇
第
二
の
三
敍
列
代
王
臣
滯
惑
解
下
に
収
め
ら
れ
て
い

る
唐
・
傅
奕
の
話
で
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
禮
經
三
首
呪
」
の
第
二
首
の
内
容
が

引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
、「
歩
虚
云
」
と
あ
る
が
、「
禮
經
三
首
呪
」
の
出
典
を
昇

玄
歩
虚
章
と
表
記
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
道
宣
が
參
照
し
た
歩
虚
と
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚

經
』
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、「
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
」
の
經
典
名
は
唐
代
に
實
在

し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

以
上
に
よ
り
、
經
典
名
に
お
け
る
不
都
合
が
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
が
『
洞
玄
靈
寶

玉
京
山
歩
虚
經
』
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
經
典
名
を
變
え
た
時
に
、
從

來
の
經
典
と
區
別
す
る
た
め
に
、
新
し
い
内
容
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
入
れ
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
の
内
容
の
う
ち
に
、「
太
上
智
慧
經
讚
」・
「
五
眞
人
頌
」
・「
禮
經
三
首
呪
」
な
ど
は
、
齋
法

儀
禮
で
は
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
後
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
あ
る
（
２
２
）
。
ま
た
、「
太
洞

玄
經
玉
京
山
訣
」
の
よ
う
な
玉
京
山
と
關
係
す
る
も
の
も
あ
る
。
或
い
は
、
最
後
の
靈
寶
經
の
傳
授

の
系
譜
は
靈
寶
經
關
係
の
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
次
に
述
べ
る
如
く
、
唐
の
玄
宗
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
一
切
道
經
音
義
妙
門
由
起
』
（
Ｈ
Ｙ

一
一
一
五
）
で
は
「
太
玄
都
玉
京
山
經
」
か
ら
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
最
後
の
靈
寶
經
の

傳
授
の
系
譜
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
存
思
法
の
部
分
を
除
い
て
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山

歩
虚
經
』
の
内
容
構
成
は
玄
宗
ま
で
の
唐
の
初
期
頃
に
確
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
２
３
）。 

 

五
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
構
成 

 

  

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
次
の
八
つ
の
部
分
か
ら
な
る
（
２
４
）
。 

一
、
太
上
道
君
が
玄
都
玉
京
山
を
説
く 

二
、
存
思
法 

三
、
十
首
「
靈
寶
歩
虚
辭
」 

四
、
八
首
「
太
上
智
慧
經
讚
」 

五
、
三
首
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」 

六
、「
五
眞
人
頌
」 

七
、「
禮
經
三
首
呪
」 

八
、
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜 

こ
の
八
つ
の
部
分
の
内
、
第
一
部
分
と
第
三
部
分
の
み
唐
代
以
前
の
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
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玉
京
山
經
』
の
内
容
で
あ
り
、
「
太
上
智
慧
經
讚
」
・「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」・
「
五
眞
人
頌
」・
「
禮

經
三
首
呪
」
と
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
は
唐
代
初
期
頃
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
存
思
法
は
明

の
頃
に
道
藏
本
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

道
藏
本
で
は
、
五
つ
の
讚
頌
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
道
敎
經
典
に
お
け
る

讚
頌
の
一
部
は
イ
ン
ド
に
由
來
し
、
そ
の
こ
と
は
中
國
文
學
に
お
け
る
「
變
文
（
語
り
の
部
分
と
歌

う
部
分
と
が
交
互
に
現
れ
る
俗
文
學
）」
は
イ
ン
ド
に
由
來
す
る
と
い
う
學
界
の
定
論
に
矛
盾
し
な

い
（
２
５
）。
靈
寶
經
も
佛
典
の
變
文
の
構
造
を
模
倣
し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、

散
文
の
物
語
と
韻
文
の
讚
頌
が
交
互
に
現
れ
、
物
語
と
讚
頌
と
は
内
容
展
開
上
の
繋
が
り
が
必
要
と

な
る
。
し
か
し
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
以
外
の
讚
頌
は
太
上
道
君

が
唱
え
た
、
眞
人
た
ち
が
月
に
三
回
玉
京
山
を
巡
っ
て
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
歌
う
と
い
う
内
容
と
は

殆
ど
無
關
係
で
あ
り
、
東
晉
の
上
淸
經
の
讚
頌
も
載
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
以

外
の
讚
頌
は
ほ
か
の
經
典
か
ら
の
拔
粹
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
上
淸
諸
眞
章
頌
』（
Ｈ
Ｙ

六
〇
八
）
の
よ
う
に
各
經
典
の
讚
頌
の
拔
粹
か
ら
な
る
經
典
が
あ
る
が
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京

山
歩
虚
經
』
の
構
成
は
む
し
ろ
そ
れ
に
近
い
と
も
い
え
よ
う
。 

次
に
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
一
の
部
分
と
第
三
の
部
分
以
外
の
内
容
の
そ

れ
ぞ
れ
の
由
來
と
成
立
を
考
察
す
る
。 

 

（
一
）
存
思
法 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、
第
一
の
部
分
の
玉
京
山
の
部
分
の
後
、
第
三
の
部

分
十
首
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
前
に
、
歩
虚
を
行
う
前
の
存
思
法
は
注
釋
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。 

修
靈
寶
洞
玄
齋
誦
空
洞
歩
虚
章
、
先
叩
齒
三
通
、
咽
嗽
三
過
、
心
存
日
月
在
己
面
上
、
光
芒
灌

鼻
、
日
從
鼻
左
入
、
月
從
鼻
右
入
、
入
金
華
宮
、
光
明
出
頭
後
、
煥
然
作
九
色
圓
象
、
漙
入
玉

枕
、
徹
照
十
方
、
隨
我
繞
經
旋
廽
而
行
。
畢
、
又
叩
齒
三
通
、
咽
液
三
過
。
存
三
素
元
君
在
金

華
宮
、
如
嬰
兒
之
狀
、
眞
人
齋
皆
如
威
儀
法
。
唯
不
用
啓
事
、
出
吏
兵
一
節
耳
。
其
餘
願
念
禮

拜
、
悉
依
大
法
建
齋
。
初
一
過
、
出
吏
兵
。
非
授
經
法
及
敎
外
人
、
不
須
出
吏
兵
。
太
極
眞
人

寶
貴
此
經
、
宿
無
仙
眞
之
名
不
令
見
也
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
三
ａ
） 

こ
の
最
後
の
部
分
に
は
、
太
極
眞
人
の
神
格
が
見
え
る
が
、
太
極
眞
人
は
仙
公
系
靈
寶
經
で
は
葛
仙

公
に
經
典
を
授
け
た
神
格
で
あ
る
の
で
、
こ
の
存
思
法
は
仙
公
系
靈
寶
經
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。 

實
際
に
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
存
思
法
は
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
隱
注
』

に
由
來
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
太
極
隱
注
』
に
は
、 

太
上
玉
經
隱
注
曰
、
誦
太
上
洞
玄
歩
虚
經
時
、
先
叩
齒
三
下
、
咽
液
三
過
。
心
存
日
月
在
巳
面

上
、
從
鼻
孔
入
洞
房
金
華
宮
、
光
明
出
項
後
、
煥
然
作
九
色
圓
象
、
薄
入
玉
枕
、
徹
照
於
十
方
、

隨
我
繞
經
旋
廻
而
行
矣
。
日
從
鼻
左
入
、
月
從
鼻
右
入
。
畢
、
又
叩
齒
如
初
法
。 

（
五
ｂ
～
六
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
で
の
太
上
洞
玄
歩
虚
經
と
は
、「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。『
洞
玄
靈
寶

玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
存
思
法
と
比
較
す
る
と
、『
太
極
隱
注
』
に
載
せ
る
存
思
法
は
そ
の
前

半
の
部
分
に
相
當
し
、
三
素
元
君
を
存
思
す
る
部
分
は
載
せ
て
い
な
い
。
三
素
元
君
を
存
思
す
る
箇

所
が
『
太
極
隱
注
』
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
を
讀
む
前
に
行
う
存
思

法
と
さ
れ
て
い
る
。『
太
極
隱
注
』
に
は
、 

太
極
眞
人
曰
、
吾
昔
始
得
仙
時
、
受
太
上
大
道
君
大
智
慧
經
偈
七
遍
。
叩
齒
三
下
、
咽
液
三
過
、

存
三
素
元
君
在
金
華
宮
、
如
嬰
兒
之
狀
、
而
咏
此
文
也
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
十
七
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
存
思
法
は
太
極
眞
人
が
授
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
洞
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玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、「
太
極
眞
人
曰
」
と
書
い
て
い
な
い
が
、
最
後
に
は
「
太
極
眞
人

寶
貴
此
經
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
存
思
法
は
、『
太
極
隱

注
』
に
載
せ
る
「
太
上
洞
玄
歩
虚
經
」
を
讀
む
前
に
行
う
存
思
法
と
「
太
上
智
慧
經
讚
」
を
讀
む
前

に
行
う
存
思
法
を
合
併
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』

と
『
太
極
隱
注
』
に
載
せ
る
二
つ
異
な
る
存
思
法
を
合
わ
せ
た
の
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』

に
は
、
十
首
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
と
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
や
唐
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、
注
釋
の

形
で
記
さ
れ
て
い
る
存
思
法
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
ほ
か
の
經
典
で
は
歩
虚

の
前
に
行
う
存
思
法
の
出
典
を
『
太
極
隱
注
』
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
唐
・
朱
法
滿
『
要

修
科
儀
戒
律
鈔
』
卷
二
に
は
、 

七
歩
虚 

玉
經
隱
注
曰
、
誦
歩
虚
經
時
、
先
叩
齒
三
下
、
咽
液
三
通
、
心
存
日
月
在
已
面
上
、
從
鼻
孔
入

洞
房
金
華
宮
、
光
明
出
項
後
、
煥
然
作
九
色
圓
象
、
薄
入
玉
枕
、
徹
照
於
十
方
、
隨
我
繞
經
旋

迴
而
行
矣
。
日
從
鼻
左
入
、
月
從
鼻
右
入
。
畢
、
又
叩
齒
如
初
。 

 
 

 
 

 
 

（
五
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
に
載
せ
る
存
思
法
の
内
容
は
『
太
極
隱
注
』
と
同
じ
で
、
三
素
元
君
を
存
思
す
る
内

容
を
含
む
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
存
思
法
と
異
な
る
の
で
、
朱
法
滿
が
參
照
し
た

唐
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
存
思
法
の
箇
所
が
ま
だ
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
ほ
か
に
は
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
が
編
纂
し
た
『
無
上
黃
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷
三
四
の
釋
各
思
九
色

圓
象
咽
液
命
魔
の
一
條
や
南
宋
・
呂
太
古
が
編
纂
し
た
『
道
門
通
敎
必
用
集
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
六
）

卷
九
の
歩
虚
精
思
の
一
條
も
、
歩
虚
の
前
に
行
う
存
思
法
の
出
典
を
『
太
極
隱
注
』
と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
の
經
典
に
お
い
て
は
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に

載
る
三
素
元
君
を
存
思
す
る
法
は
歩
虚
を
行
う
前
の
存
思
法
と
し
て
記
さ
れ
て
い
な
い
と
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
存
思
法
は
、
『
太
極
隱

注
』
で
説
か
れ
て
い
る
「
太
上
洞
玄
歩
虚
經
」
の
存
思
法
と
「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
存
思
法
を
合
併

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
存
思
法
の
部
分
は
、
南
宋
ま
で

の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
ま
だ
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
の
道
藏
本
に
な
っ
て
初
め
て
入

れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
二
）「
太
上
智
慧
經
讚
」 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、
第
四
の
部
分
は
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
で
あ

り
、
そ
の
續
き
に
は
、 

太
極
眞
人
之
辭
、
衆
仙
常
所
耽
誦
、
不
宣
於
下
俗
之
人
、
祕
藏
金
闕
玉
房
之
内
也
。
仙
公
曰
、

宜
傳
至
人
修
靈
寶
齋
者
也
。
不
可
示
浮
華
之
徒
。
愼
之
哉
、
愼
之
哉
。 

 
 

（
七
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
は
太
極
眞
人
の
辭
で
あ
り
、
衆
仙
に
誦
讀

さ
れ
、
俗
人
に
は
示
さ
ず
、
金
闕
玉
房
の
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仙
公
（
葛

仙
公
）
は
、
こ
の
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
は
靈
寶
齋
を
修
め
る
人
の
み
に
傳
授
し
、
輕
率
な
人

に
見
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。 

『
太
極
隱
注
』
の
最
後
に
載
せ
る
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
文
章
は
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
僅
か
な
違

い
は
、
第
六
首
の
「
種
德
猶
植
樹
、
根
深
果
亦
繁
」
が
「
種
德
猶
植
樹
、
種
簣
而
成
山
」
に
變
え
ら

れ
、「
太
上
弘
至
道
、
書
名
智
慧
篇
」
が
「
太
上
至
隱
書
、
名
曰
智
慧
篇
」
に
變
え
ら
れ
た
と
い
う

二
箇
所
だ
け
で
あ
る
。 

文
章
の
意
味
の
繋
が
り
か
ら
す
れ
ば
、
『
太
極
隱
注
』
の
「
種
德
猶
植
樹
」
の
後
に
「
根
深
果
亦
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繁
」
と
あ
る
の
は
よ
り
妥
當
で
あ
ろ
う
。
唐
・
杜
光
庭
『
太
上
黄
籙
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
七
）
卷
五

二
で
は
、「
玉
京
山
經
」
か
ら
「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
引
か
れ
て
お
り
、「
種
德
猶
植
樹
、
種
簣
而
成

山
」（
七
ａ
）
と
あ
る
の
で
、
唐
初
に
成
立
し
た
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
、
最
初
か
ら
「
種

德
猶
植
樹
、
種
簣
而
成
山
。」
と
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
無
上
祕
要
』
卷
三
七
授
道
德
五
千
文
儀
品
で
は
、
八
首
「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
第
二
首
が
引
か

れ
て
お
り
、
そ
の
出
典
は
太
極
隱
注
經
と
さ
れ
る
。
同
書
卷
百
洞
冥
寂
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
首

と
第
一
首
を
引
い
て
お
り
、
出
典
に
つ
い
て
「
右
出
洞
元
太
極
隱
注
」（
七
ａ
）
と
あ
り
、
最
後
に

は
『
太
極
隱
注
』
の
冒
頭
の
文
章
「
夫
太
上
玄
微
、
三
洞
初
元
、
至
賾
之
辭
、
幽
而
難
聞
、
洛
洛
冥

冠
、
包
帀
群
品
、
迢
迢
玉
德
、
巍
巍
高
尊
、
至
眞
所
栖
、
衆
妙
之
門
。」（
一
ａ
）
が
引
か
れ
て
い
る
。

『
無
上
祕
要
』
の
引
文
か
ら
、
北
周
の
時
に
存
在
し
て
い
た
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
は

「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、『
無
上
祕
要
』
が
『
太
極
隱
注
』
か
ら
「
太

上
智
慧
經
讚
」
を
引
い
た
と
推
測
で
き
る
。 

さ
て
、
な
ぜ
『
太
極
隱
注
』
に
載
せ
る
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚

經
』
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
『
太
極
隱
注
』
の
引
文
に
よ
れ
ば
、
太
極
眞
人
が
八
首

の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
を
傳
授
す
る
前
に
、
存
思
法
を
傳
授
し
、
更
に
、 

智
慧
本
經
有
三
萬
一
千
言
、
上
聖
抄
宣
是
章
、
應
爲
太
上
玉
京
太
極
仙
公
道
士
矣
。
今
當
相
告

子
、
豈
不
願
聞
之
乎
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
十
七
ｂ
～
十
八
ａ
） 

と
あ
る
。「
太
上
智
慧
經
讚
」
は
三
萬
一
千
言
の
智
慧
本
經
の
讚
で
あ
り
、
そ
の
經
文
を
寫
せ
ば
、

太
上
玉
京
太
極
仙
公
道
士
に
な
れ
る
。
ま
た
、
第
三
首
に
は
、
「
逍
遙
金
闕
内
、
玉
京
爲
余
家
。
自

然
生
七
寶
、
人
人
坐
蓮
花
。」
と
あ
る
が
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
で
は
玉
京
山
に
關
す
る
内
容
が
あ
る
。

更
に
、
杜
光
庭
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
五
二
の
注
釋
に
よ
れ
ば
、
「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
使
い
方
は

歩
虚
法
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。「
太
上
智
慧
經
讚
」
と
玉
京
山
や
歩
虚
と
は
近
い
關
係
が
あ
る
の
で
、

「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
、
恐
ら
く
唐
の
初

期
頃
で
あ
ろ
う
。
北
周
『
無
上
祕
要
』
で
は
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
出
典
は
『
太
極
隱
注
』
と
さ

れ
て
い
る
が
、
唐
・
杜
光
庭
の
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
五
二
に
は
、 

旋
行
禮
誦
七
眞
讚
或
三
首
五
首
如
歩
虚
法
、
出
玉
京
山
經
。
法
師
叩
齒
、
君
在
金
華
宮
、
如
嬰
兒
之
狀
。 

太
上
玄
虚
宗
、
弘
道
尊
其
經
。
…
…
（
以
下
「
太
上
智
慧
經
讚
」
・「
小
學
仙
讚
」
・
「
回
向
讚
」

の
内
容
を
省
略
す
る
） 

出
靈
寶
玄
都
玉
京
山
經
第
三 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
五
ｂ
～
八
ａ
）  

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
七
眞
讚
の
名
で
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
第
一
首
か
ら
第
三
首
ま
で
が
引

か
れ
て
お
り
、
更
に
注
釋
で
は
「
或
三
首
五
首
如
歩
虚
法
、
出
玉
京
山
經
」
と
あ
っ
て
、
最
後
に
は

出
典
を
「
靈
寶
玄
都
玉
京
山
經
第
三
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
唐
代
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山

歩
虚
經
』
に
は
、
既
に
八
首
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
を
收
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
靈
寶
玄
都

玉
京
山
經
第
三
」
と
記
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
明
の
道
藏
本
に
入
れ
ら
れ
た

存
思
法
の
部
分
を
除
き
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
は
唐
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
三
の
部

分
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
２
６
）
。
南
宋
・
蔣
叔
輿
が
編
纂
し
た
『
無
上
黃
籙
大
齋
立
成
儀
』
卷

二
一
で
は
、「
誦
太
上
智
慧
經
讚
」
の
後
に
も
、「
出
靈
寶
玄
都
玉
京
南
（「
山
」
の
誤
り
）
經
」
と

あ
る
。
つ
ま
り
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
成
立
し
た
唐
代
以
後
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
出

典
を
『
太
極
隱
注
』
で
は
な
く
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
と
記
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

因
み
に
、『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
五
二
で
は
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
が
七
眞
讚
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

道
敎
經
典
に
見
え
る
七
眞
と
は
、
一
般
的
に
北
斗
七
星
を
指
す
と
思
わ
れ
る
（
２
７
）。「
太
上
智
慧

經
讚
」
を
七
眞
讚
と
呼
ぶ
の
は
妥
當
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
七
眞
が
作
っ
た
讚
頌

は
七
眞
と
對
應
す
る
七
首
で
あ
る
は
ず
だ
が
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
は
八
首
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『
三
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洞
讚
頌
靈
章
』
（
Ｈ
Ｙ
三
一
四
）
卷
中
や
呂
太
古
『
道
門
通
敎
必
用
集
』
卷
二
に
引
か
れ
て
い
る
七

眞
讚
も
「
太
上
智
慧
經
讚
」
と
同
じ
内
容
の
八
首
の
讚
頌
で
あ
る
の
で
、
七
眞
讚
は
「
太
上
智
慧
經

讚
」
の
別
稱
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２
８
）。『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
で
は
「
太
上
智
慧
經
讚
」
は
七

眞
讚
と
呼
ば
れ
る
理
由
が
不
明
で
あ
る
が
、
七
眞
讚
の
名
は
杜
光
庭
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。 

 

（
三
）「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、「
太
上
智
慧
經
讚
」
の
後
に
、
次
の
三
首
の
「
太

洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

玄
師
太
元
眞
人
、
臨
授
許
常
侍
掾
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
、
作
頌
三
首
。
同
夕
、
右
英
夫
人
亦
吟

誦
之
。
頌
曰
、 

八
會
塗
無
宗
、
乘
運
觀
囂
羅
。
化
浮
塵
中
除
、
解
衿
有
道
家
。
聘
煙
忽
未
頃
、
携
眞
造
靈
阿
。

虚
景
瞻
瓊
軒
、
玄
鈞
作
鳳
歌
。
適
路
無
軌
滯
、
神
音
舞
雲
波
。
齊
德
秀
玉
京
、
何
用
世
閒
多
。 

左
把
玉
華
蓋
、
飛
晨
躡
七
元
。
三
辰
焕
紫
輝
、
竦
盻
撫
明
眞
。
變
踊
期
須
臾
、
四
面
皆
已
神
。

靈
文
無
涯
際
、
勤
思
上
淸
文
。
何
事
坐
橫
塗
、
令
爾
感
不
專
。
陰
痾
失
玄
機
、
不
覺
年
歳
分
。 

玄
波
振
滄
濤
、
洪
津
鼓
萬
流
。
駕
景
盻
六
虚
、
思
與
眞
人
遊
。
妙
唱
不
我
對
、
淸
音
無
誰
投
。

雲
中
騁
瓊
輪
、
孰
爲
塵
土
儔
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
七
ｂ
～
八
ａ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
元
眞
人
が
許
翽
（
許
掾
。
三
四
一
～
三
七
〇
）
に
三
首
の
「
太
洞
玄
經
玉
京
山

訣
」
を
授
け
た
と
い
う
。
『
三
洞
讚
頌
靈
章
』
卷
中
で
も
、
三
首
の
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
が
引

い
て
お
り
、「
太
元
眞
人
臨
授
洞
玄
經
頌
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
か

ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
の
部
分
は
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』

で
は
も
っ
と
も
敎
理
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
靈

寶
經
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
當
然
記
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
東
晉
の
上
淸
經
を
授
か
っ
た
許
翽

の
名
前
は
そ
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

實
際
に
は
、
こ
の
三
首
の
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
眞
誥
』
卷
三
と
卷
四
に
由
來

す
る
（
２
９
）
。『
眞
誥
』
卷
四
に
は
、「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
の
第
一
首
が
次
の
よ
う
に
載
せ
て

あ
る
。 八

塗
會
無
宗
、
乘
運
觀
囂
羅
。
…
…
（
以
下
、
頌
の
内
容
を
省
略
す
る
）
…
…
授
書
畢
又
吟
。

良
久
而
復
授
。
今
書
此
詩
、
似
不
與
書
上
相
連
也
。 

…
…
右
中
候
夫
人
作
。 

…
…
紫
微
夫
人
作
。 

右
三
篇
有
掾
書
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
八
ａ
～
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
讚
頌
が
許
翽
に
記
錄
さ
れ
、
上
下
の
文
の
時
閒
か
ら
見
る
と
、
太
和
元
年
（
三

六
六
）
五
月
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

『
眞
誥
』
卷
三
に
は
、「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
の
第
二
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

左
把
玉
華
蓋
、
飛
景
躡
七
元
。
…
…
（
以
下
、
頌
の
内
容
を
省
略
す
る
）
…
…
十
月
十
八
日
、

紫
微
夫
人
作
右
二
篇
、
有
楊
書
。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
十
ａ
～
ｂ
） 

こ
の
讚
頌
は
紫
微
夫
人
が
傳
授
し
、
楊
羲
が
記
錄
し
、
興
寧
三
年
（
三
六
五
）
の
十
月
十
八
日
に
作

ら
れ
た
と
い
う
。 

『
眞
誥
』
卷
四
に
は
、「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
の
第
三
首
を
記
し
、 

玄
波
振
滄
濤
、
洪
津
鼓
萬
流
。
…
…
（
以
下
、
頌
の
内
容
を
省
略
す
る
）
…
…
右
、
同
夕
、
右

英
夫
人
吟
歌
此
曲
。
…
…
右
十
二
篇
有
楊
書
又
雜
掾
寫
。 

 
 

 
 

 
 

（
六
ｂ
～
七
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
の
讚
頌
は
右
英
夫
人
が
吟
誦
し
、
楊
羲
或
い
は
許
翽
（
許
掾
）
に
記
錄
さ
れ
、
太
和
元

年
（
三
六
六
）
四
月
十
四
日
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
「
右
英
夫
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人
亦
吟
誦
之
」
と
あ
る
が
、
恐
ら
く
『
眞
誥
』
卷
四
の
「
右
英
夫
人
吟
歌
此
曲
」
に
由
來
す
る
で
あ

ろ
う
。 

『
眞
誥
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
首
の
讚
頌
は
太
元
眞
人
が
許
翽
に
授
け
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
。
因
み
に
、
太
元
眞
人
と
は
上
淸
の
師
祖
の
茅
盈
を
指
し
、
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
『
眞
靈
位

業
圖
』、
即
ち
『
洞
玄
靈
寶
眞
靈
位
業
圖
』（
Ｈ
Ｙ
一
六
七
）
で
は
、
中
第
二
左
位
に
そ
の
神
格
が
司

命
東
嶽
上
眞
卿
太
元
眞
人
茅
君
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
眞
誥
』
で
は
、
太
元
眞
人
が
眞
人
の
お
誥
げ

を
傳
授
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
例
え
ば
、
『
眞
誥
』
卷
二
に
は
「
右
一
條
是
長
史
自
書
本
也
。
太

元
眞
人
以
此
書
見
與
、
因
授
令
書
如
左
。
」（
十
五
ａ
）
と
あ
り
、
卷
三
に
は
「
十
二
月
十
七
日
夜
、

太
元
眞
人
司
命
君
書
出
此
詩
、
云
是
靑
童
宮
中
内
房
曲
、
恆
吟
贊
此
和
神
。
」(

十
六
ａ)

と
あ
り
、

卷
四
に
は
「
太
和
二
年
歳
在
丁
卯
、
十
二
月
十
七
日
夜
、
太
元
眞
人
司
命
君
告
穆
、
到
丙
子
年
爲
十

年
矣
。
」（
十
三
ａ
）
と
あ
る
。
し
か
し
、『
眞
誥
』
で
は
、
太
元
眞
人
が
許
掾
に
「
太
洞
玄
經
玉
京

山
訣
」
を
授
け
た
と
い
う
記
載
は
見
え
な
い
。 

ま
た
、
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
の
名
に
つ
い
て
は
、
太
洞
玄
經
と
は
即
ち
大
洞
玄
經
で
あ
り
、

上
淸
經
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。『
眞
誥
』
卷
十
三
稽
神
樞
第
三
に
は
「
或
諷
眀
洞
玄
化
流
昆
祖
」（
一

ａ
）
と
あ
り
、
そ
の
後
の
陶
弘
景
の
注
釋
に
は
「
洞
玄
、
即
大
洞
玄
經
。
讀
之
萬
徧
、
七
祖
已
下
幷

得
煉
質
南
宮
、
受
化
胎
仙
。
非
今
世
所
稱
洞
玄
靈
寶
經
也
。
」
と
あ
り
、
上
淸
經
で
の
洞
玄
と
は
大

洞
玄
經
を
指
し
、
洞
玄
靈
寶
經
を
指
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山

歩
虚
經
』
で
の
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
と
は
、
上
淸
經
の
讚
頌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
雲
笈
七
籤
』
卷
四
に
載
せ
て
い
る
陸
修
靜
の
「
靈
寶
經
目
序
」
に
は
、
「
或
刪
破
上
淸
」
（
五

ｂ
）
を
靈
寶
經
の
僞
經
を
作
る
手
段
と
し
て
強
く
批
判
し
て
い
る
の
で
、
陸
修
靜
の
時
期
の
『
太
上

説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
は
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。 

さ
て
、
な
ぜ
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
が
入
れ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
第
一
首
の
「
齊
德
秀
玉
京
」
に
玉
京
の
語
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
讚
頌
一
首
で
は
少
な
い
の
で
、『
眞
誥
』
か
ら
更
に
二
首
を
選
ん
で
、「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」

と
名
づ
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

（
四
）「
五
眞
人
頌
」 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
六
の
部
分
は
太
上
太
極
眞
人
頌
・
太
上
玄
一
第
一
眞

人
頌
・
太
上
玄
一
第
二
眞
人
頌
・
太
上
玄
一
第
三
眞
人
頌
と
正
一
眞
人
無
上
三
天
法
師
張
天
師
頌
で

あ
る
が
、
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
）
に
は
こ
の
五
首
の
讚
頌
が
引
か

れ
て
お
り
、「
五
眞
人
頌
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
３
０
）。
最
初
に
こ
の
「
五
眞
人
頌
」
を
收
め
た
の

は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
上
太
極
太
虚
上
眞
人
演
太
上
靈
寶
威
儀

洞
玄
眞
一
自
然
經
訣
』
（
３
１
）（
以
下
『
眞
一
自
然
經
訣
』
と
略
す
）
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
『
無
上
祕
要
』
卷
三
九
・
四
十
同
卷
の
授
洞
玄
眞
文
儀
品
で
は
、
太
極
眞
人
頌
・
太
上
玄
一

第
二
眞
人
頌
・
太
上
玄
一
第
一
眞
人
頌
の
順
に
「
五
眞
人
頌
」
の
三
首
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
『
三

洞
讚
頌
靈
章
』
卷
中
で
は
「
五
眞
人
頌
」
の
五
首
は
全
部
收
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
右
記
五
つ
の

版
本
の
「
五
眞
人
頌
」
を
比
較
し
、「
五
眞
人
頌
」
の
成
立
と
變
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

ま
ず
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
五
眞
人
頌
」
は
五
眞
人
を
贊
美
す
る
頌
と
し
て
考
え
ら
れ

る
が
（
３
２
）、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
點
で
あ
る
。「
五
眞
人
頌
」
と
は
、
五
眞
人
が
作
っ
た

頌
を
意
味
し
、
そ
の
内
容
は
靈
寶
經
や
大
洞
眞
經
や
五
千
文
を
贊
美
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
五
眞
人

頌
」
で
の
「
太
極
眞
人
頌
曰
」
と
は
「
太
極
眞
人
に
對
す
る
頌
に
曰
く
」
で
は
な
く
、
「
太
極
眞
人

が
頌
し
て
曰
く
」
と
譯
す
べ
き
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
八
威
召
龍
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ

三
六
一
）
で
は
、
太
玄
太
素
太
微
君
頌
第
一
・
三
元
君
頌
第
二
・
元
始
髙
眞
頌
第
三
・
上
景
先
生
頌

第
四
が
あ
る
は
、
そ
れ
ら
の
頌
も
そ
の
神
格
を
贊
美
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
神
格
が
作
っ
た
頌
の
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意
味
で
あ
る
。 

更
に
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、「
五
眞
人
頌
」
の
前
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

太
上
太
極
五
眞
人
、
於
會
稽
山
虞
山
授
葛
仙
公
洞
玄
靈
寶
經
、
各
吟
一
頌
。 

 
 

（
八
ａ
） 

こ
こ
か
ら
、「
五
眞
人
頌
」
は
太
極
五
眞
人
が
葛
仙
公
に
靈
寶
經
を
授
け
た
後
に
作
っ
た
讚
頌
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
敎
理
上
、
そ
の
よ
う
な
内
容
は
仙
公
系
靈
寶
經
に
屬
す
べ
き
の
で
、
こ

こ
か
ら
も
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
五
眞
人
頌
」
は
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山

經
』
に
收
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
３
３
）
。 

續
い
て
、
各
版
本
の
「
五
眞
人
頌
」
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
便
宜
上
、
次
の
部
分
で
は
、
『
眞

一
自
然
經
訣
』
を
Ａ
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
を
Ｂ
、『
無
上
祕
要
』
を
Ｃ
、『
三
洞
讚
頌
靈
章
』

を
Ｄ
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
を
Ｅ
と
表
記
す
る
。 

各
版
本
の
第
一
首
の
太
上
太
極
眞
人
頌
に
は
次
の
よ
う
あ
る
。 

Ａ[

太
極
眞
人
頌
曰
、 

太
上
大
道
君
、
出
是
靈
寶
經
。
高
妙
難
爲
喩
、
猶
彼]

玄
中
玄
。[

自
然
無
爲
道
、
學
之
得
髙
仙
。

…
…
王
侯
及
凡]

庶
、
所
貴
惟
忠
賢
。
…
… 

Ｂ
太
極
眞
人
頌
曰
、 

太
上
大
道
君
、
出
是
靈
寶
經
。
髙
妙
難
爲
喩
、
猶
彼
玄
中
玄
。
自
然
無
爲
道
、
學
之
得
髙
仙
。

…
… 

王
侯
及
凡
庶
、
所
貴
唯
忠
賢
。
…
… 

 
 

Ｃ 太
上
大
道
君
、
出
是
靈
寶
篇
。
高
妙
難
爲
喩
、
猶
彼
玄
中
玄
。
自
然
十
方
土
、
共
仰
無
上
仙
。

…
…
王
侯
及
凡
庶
、
所
貴
唯
忠
賢
。
…
… 

Ｄ
太
極
眞
人
頌 

太
上
大
道
君
、
出
示
靈
寶
篇
。
髙
妙
難
爲
喩
、
猶
彼
玄
中
玄
。
自
然
十
方
土
、
共
仰
無
上
仙
。

…
… 

王
侯
及
凡
庶
、
所
貴
唯
貴
賢
。
…
… 

Ｅ
太
上
太
極
眞
人
頌
曰
、 

太
上
太
道
君
、
出
示
靈
寶
篇
。
高
妙
難
爲
喩
、
猶
彼
玄
中
玄
。
自
然
十
方
土
、
共
仰
無
上
僊
。

…
… 

王
候
及
幾
庶
、
所
貴
唯
貴
賢
。
…
… 

第
二
首
太
上
玄
一
第
一
眞
人
頌
に
は
次
の
よ
う
あ
る
。 

Ａ[

太
上
玄
一
第
一
眞
人
鬱
羅
翹]

頌
曰
、 

[

衆
妙]

出
洞
眞
、
煥
爛
曜
太
淸
。
奉
者
號
仙
人
、
體
無
永
長
生
。
逍
遙
戲
玄
臺
、
宮
殿
羅
無
形
。

蒨
粲
七
寶
林
、
晃
朗
日
月
精
。
龍
鱗
交
橫
馳
、
鳳
烏
翔
悲
鳴
。
…
… 

Ｂ
太
上
玄
一
第
一
眞
人
頌
曰
、 

衆
妙
岀
洞
眞
、
煥
爛
耀
太
淸
。
奉
者
號
仙
人
、
體
無
永
長
生
。
逍
遙
戲
玄
虚
、
宮
殿
羅
無
形
。

蒨
粲
七
寶
林
、
晃
朗
日
月
精
。
龍
驎
交
橫
馳
、
鳯
凰
翔
悲
鳴
。
…
… 

 
 

Ｃ 衆
妙
出
洞
玄
、
煥
爛
耀
太
淸
。
奉
者
號
仙
人
、
體
無
永
長
生
。
逍
遙
戲
玄
虚
、
宮
殿
羅
無
形
。

蒨
璨
七
寶
林
、
晃
朗
日
月
精
。
龍
麟
交
橫
馳
、
鳳
凰
翔
悲
鳴
。
…
… 

Ｄ
玄
一
一
眞
人
頌
、 

衆
妙
出
洞
眞
、
煥
爛
耀
太
淸
。
奉
者
號
仙
人
、
體
元
永
長
生
。
逍
遙
戲
玄
虚
、
宮
殿
羅
其
形
。

蒨
璨
七
寶
林
、
晃
朗
日
月
精
。
龍
麟
交
橫
馳
、
鳳
凰
翔
悲
鳴
。
…
… 

Ｅ
太
上
玄
一
第
一
眞
人
頌
曰
、 

衆
妙
出
洞
眞
、
煥
爛
耀
太
淸
。
奉
者
號
仙
人
、
體
元
永
長
生
。
逍
遙
戲
玄
虚
、
宮
殿
羅
其
形
。
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蒨
璨
七
寶
林
、
晃
朗
日
月
精
。
龍
麟
交
橫
馳
、
鳳
凰
翔
悲
鳴
。
…
… 

第
三
首
太
上
玄
一
第
二
眞
人
頌
に
は
次
の
よ
う
あ
る
。 

Ａ
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
頌
曰
、 

…
…
淨
慧
度
八
難
、
濟
世
諸[

苦
惱]

。 

Ｂ
太
上
玄
一
第
二
眞
人
領
曰
、 

…
…
靜
慧
度
八
難
、
濟
世
諸
苦
惱
。 

 
 

Ｃ …
…
淨
慧
度
八
難
、
濟
世
諸
苦
惱
。 

Ｄ
玄
一
二
眞
人
頌
、 

…
…
淨
世
度
八
難
、
濟
世
諸
苦
惱
。 

Ｅ
太
上
玄
一
第
二
眞
人
頌
曰
、 

…
…
淨
世
度
八
難
、
濟
世
諸
苦
惱
。 

第
四
首
の
太
上
玄
一
第
三
眞
人
頌
に
は
次
の
よ
う
あ
る
。 

Ａ
太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
錠
光
頌
曰
、 

妙
哉
靈
寶
經
、
太
上
自
然
書
。
奉
者
致
得
仙
、
號
曰
眞
天
尊
。
受
命
宣
道
敎
、
眞
爲
超
世
才
。

事
畢
昇
神
仙
、
宮
殿
治
玄[

臺]

。
時
降
須
彌
山
、
逍
遙
憩
蓬
萊
。 

Ｂ
太
上
玄
一
第
三
眞
人
頌
曰
、 

妙
哉
靈
寶
經
、
太
上
自
然
文
。
奉
者
致
得
仙
、
號
曰
眞
天
尊
。
受
命
宣
道
敎
、
眞
爲
超
俗
才
。

事
畢
昇
神
仙
、
宮
殿
治
玄
臺
。
時
降
崑
崙
山
、
逍
遙
憩
蓬
萊
。 

Ｄ
玄
一
三
眞
人
頌 

妙
哉
靈
寶
經
、
太
上
自
然
書
。
奉
者
致
得
道
、
號
世
降
眞
來
。
受
命
宣
道
敎
、
眞
爲
超
俗
才
。

事
畢
昇
神
仙
、
宮
殿
治
玄
臺
。
時
降
崐
崙
山
、
逍
遙
憩
蓬
萊
。 

Ｅ
太
上
玄
一
第
三
眞
人
頌
曰
、 

妙
哉
靈
寶
經
、
太
上
自
然
書
。
奉
者
致
得
道
、
號
世
降
眞
來
。
受
命
宣
道
敎
、
眞
爲
超
俗
才
。

事
畢
昇
神
仙
、
宮
殿
治
玄
䑓
。
時
降
崐
崙
山
、
逍
遙
憩
蓬
萊
。 

第
五
首
の
正
一
眞
人
無
上
三
天
法
師
張
天
師
頌
に
は
次
の
よ
う
あ
る
。 

Ａ
太
上
正
一
眞
人
無
上
三
天
法
師
張
道
陵
頌
曰
、 

靈
寶
及
大
洞
、
至
眞
道
仙
公
。
如
有
五
千
文
、
高
妙
無[

等
雙]

。
奉
行
立
飛
仙
、
玄
居
治
虚
空
。

侍
衞
太
上
臺
、
逍
遙
紫[

微
宮]

。
萬
劫
如
電
頃
、
長
存
永
無
窮
。
道
眼
以
備
足
、
豁
落
自
冥
通
。

幽
昧
無
不
知
、
安
坐
觀
十
方
。 

Ｂ
太
上
正
一
眞
人
三
天
大
法
天
師
頌
曰
、 

靈
寶
及
大
洞
、
至
眞
道
經
王
。
如
有
五
千
文
、
髙
妙
無
等
雙
。
奉
行
立
飛
仙
、
玄
居
治
虚
空
。

侍
衞
太
上
臺
、
逍
遙
紫
微
宮
。
萬
劫
猶
電
頃
、
長
存
永
無
窮
。
道
眼
巳
備
足
、
豁
落
自
冥
通
。

幽
昧
無
不
知
、
安
坐
觀
十
方
。 

Ｄ
張
天
師
頌 

靈
寶
及
大
洞
、
至
眞
道
經
王
。
唯
有
五
千
文
、
髙
妙
無
等
雙
。
奉
行
致
飛
仙
、
玄
居
治
虚
空
。

侍
衞
太
上
臺
、
逍
遙
紫
微
宮
。
萬
劫
猶
電
頃
、
長
存
永
無
窮
。
道
眼
巳
備
足
、
豁
落
自
冥
通
。

幽
昧
無
不
知
、
安
坐
覩
十
方
。 

Ｅ
正
一
眞
人
無
上
三
天
法
師
張
天
師
頌
曰
、 

靈
寶
及
大
洞
、
至
眞
道
經
王
。
唯
有
五
千
文
、
高
妙
無
等
雙
。
奉
行
致
飛
仙
、
玄
居
治
虚
空
。

侍
衞
太
上
臺
、
逍
遙
紫
㣲
宮
。
萬
劫
猶
電
頃
、
長
存
永
無
窮
。
道
服
已
備
足
、
豁
落
自
冥
通
。

幽
昩
曰
不
知
、
安
坐
覩
十
方
。 

以
上
の
各
版
本
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
次
の
事
實
が
わ
か
る
。 

第
一
に
、
Ａ
と
Ｂ
と
Ｃ
は
基
本
的
に
は
同
じ
版
本
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
Ｄ
と
Ｅ
も
基
本
的
に
は
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前
の
三
つ
の
版
本
と
は
別
の
同
じ
版
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
首
の
太
極
眞
人
頌
で

は
、
Ａ
や
Ｂ
や
Ｃ
に
は
「
所
貴
惟
（
唯
）
忠
賢
」
と
「
出
是
靈
寶
篇
（
經
）
」
と
あ
る
が
、
Ｄ
や
Ｅ

に
は
「
所
貴
唯
貴
賢
」
と
「
出
示
靈
寶
篇
」
と
あ
る
。
第
二
首
の
第
一
眞
人
頌
で
は
、
Ａ
や
Ｂ
や
Ｃ

に
は
「
體
無
永
長
生
」
や
「
宮
殿
羅
無
形
」
と
あ
る
が
、
Ｄ
や
Ｅ
に
は
「
體
元
永
長
生
」
や
「
宮
殿

羅
其
形
」
と
あ
る
。
第
三
首
の
第
二
眞
人
頌
で
は
、
Ａ
や
Ｂ
や
Ｃ
に
は
み
な
「
淨
（
靜
）
慧
」
と
あ

っ
て
、
Ｄ
や
Ｅ
に
は
「
淨
世
」
と
あ
る
。
第
四
首
の
第
三
眞
人
頌
で
は
、
Ａ
や
Ｂ
は
「
奉
者
致
得
仙
、

號
曰
眞
天
尊
」
と
あ
る
が
、
Ｄ
や
Ｅ
に
は
「
奉
者
致
得
道
、
號
世
降
眞
來
」
と
あ
る
。
第
五
首
の
三

天
法
師
張
道
陵
頌
で
は
、
Ａ
や
Ｂ
に
は
「
如
有
五
千
文
」
や
「
奉
行
立
飛
仙
」
や
「
安
坐
觀
十
方
」

と
あ
る
が
、
Ｄ
や
Ｅ
に
は
「
唯
有
五
千
文
」
・「
奉
行
致
飛
仙
」
・「
安
坐
睹
十
方
」
と
あ
る
。 

第
二
に
、
Ｅ
は
誤
字
が
比
較
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
第
五
首
の
正
一
眞
人
無
上
三
天
法
師
張
天

師
頌
で
は
、
ほ
か
の
版
本
で
は
全
部
「
道
眼
已
備
足
」
や
「
幽
昧
無
不
知
」
と
あ
る
が
、
Ｅ
に
は
「
道

服
已
備
足
」
や
「
幽
昩
曰
不
知
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
道
藏
本
の
問
題
で
あ
り
、
唐
代
の
『
洞
玄
靈
寶

玉
京
山
歩
虚
經
』
を
引
用
す
る
Ｄ
の
『
三
洞
讚
頌
靈
章
』
の
文
章
が
正
し
い
。
つ
ま
り
、
Ｅ
の
文
章

は
原
本
の
「
五
眞
人
頌
」
と
の
違
い
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

第
三
は
、
Ａ
に
は
太
上
玄
一
三
眞
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
經
典
で
は
省
略
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
Ａ
の
ほ
う
が
原
本
の
「
五
眞
人
頌
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仙
公
系
靈

寶
經
の
『
法
輪
妙
經
』
で
は
、
太
極
左
仙
公
に
經
典
を
授
け
た
玄
一
三
眞
人
の
名
前
に
つ
い
て
、「
太

上
玄
一
眞
人
鬱
羅
翹
」・「
太
上
玄
一
第
二
眞
人
光
妙
音
」・「
太
上
玄
一
第
三
眞
人
眞
定
光
」
と
あ
っ

て
、
太
上
玄
一
第
二
眞
人
の
名
前
の
光
妙
音
や
太
上
玄
一
第
二
眞
人
の
名
前
の
眞
定
光
が
記
さ
れ
て

お
り
、
Ａ
に
見
え
る
光
妙
音
や
眞
錠
（
定
）
光
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
Ａ
の
缺
け
た
箇
所
に
は
太

上
玄
一
第
一
眞
人
の
名
前
の
鬱
羅
翹
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
最
初
の
「
五
眞
人
頌
」

で
は
、
太
上
玄
一
三
眞
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
に
よ
り
、
各
版
本
の
「
五
眞
人
頌
」
の
成
立
の
順
を
推
測
す
れ
ば
、
最
初
は
『
眞
一
自
然
經

訣
』
に
載
せ
る
「
五
眞
人
頌
」
が
成
立
し
、
そ
の
後
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
で
は
、

『
眞
一
自
然
經
訣
』
の
「
五
眞
人
頌
」
が
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
靈
寶
授
度
儀
表
」
に
は

「
竊
按
金
黃
二
籙
・
明
眞
・
玉
訣
・
眞
一
自
然
經
訣
」（
二
ａ
）
と
あ
り
、『
眞
一
自
然
經
訣
』
を
出

典
の
一
つ
と
明
記
し
て
い
る
が
、「
五
眞
人
頌
」
の
部
分
以
外
に
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
で
は

『
眞
一
自
然
經
訣
』
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
當
た
ら
な
い
の
で
、「
五
眞
人
頌
」
は
『
眞

一
自
然
經
訣
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
陸
修
靜
が
「
五
眞
人
頌
」
を
引
用
し
た

時
に
、
太
上
玄
一
三
眞
人
の
名
前
が
省
略
さ
れ
た
。
北
周
に
編
纂
さ
れ
た
『
無
上
祕
要
』
で
は
、『
眞

一
自
然
經
訣
』
か
ら
「
五
眞
人
頌
」
を
引
用
す
る
時
に
、
太
極
眞
人
頌
・
太
上
玄
一
第
二
眞
人
頌
・

太
上
玄
一
第
一
眞
人
頌
だ
け
を
選
ん
で
、
そ
れ
に
三
眞
人
頌
と
名
づ
け
た
。
『
無
上
祕
要
』
で
引
か

れ
て
い
る
も
の
は
省
略
し
て
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
『
無
上
祕
要
』
の
引
文
を
根
據
と

し
て
、
原
本
の
『
眞
一
自
然
經
訣
』
に
は
三
眞
人
頌
し
か
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
（
３
４
）
。
唐

初
に
な
る
と
、
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
時
に
、「
五
眞
人
頌
」
が
そ
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
内
容
は
從
來
の
「
五
眞
人
頌
」
と
の
相

違
が
多
い
。『
三
洞
讚
頌
靈
章
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
に
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
既
に
成
立

し
て
お
り
、『
三
洞
讚
頌
靈
章
』
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
か
ら
「
五
眞
人
頌
」
を
引
い
た

の
で
、
兩
者
の
文
章
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

 

（
五
）「
禮
經
三
首
呪
」 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
七
の
部
分
は
「
禮
經
三
首
呪
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
仙

公
系
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
本
願
大
戒
上
品
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
四
四
、
以
下
『
智
慧
本
願
大

戒
經
』
と
略
す
）
に
載
せ
る
「
禮
經
祝
三
首
」
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。 
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南
朝
の
成
立
と
さ
れ
る
敦
煌
資
料
Ｓ
六
八
四
一
『
靈
寶
自
然
齋
儀
（
擬
）
』
（
３
５
）
で
は
、
「
禮

經
三
首
呪
」
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
典
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
な
く
、
『
智

慧
本
願
大
戒
經
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
當
時
は
「
禮
經
三
首
呪
」
を
載
せ
る
『
洞
玄
靈
寶

玉
京
山
歩
虚
經
』
が
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
、「
禮
經
三
首
呪
」
の
冒
頭
に
「
眞
人
曰
訣
云
」
と
あ

る
が
、『
智
慧
本
願
大
戒
經
』
で
「
眞
人
口
訣
云
」
と
あ
る
。『
智
慧
本
願
大
戒
經
』
の
「
眞
人
口
訣

云
」
の
ほ
う
が
正
し
い
の
で
あ
り
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
そ
れ
を
寫
す
時
に
閒
違
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
以
外
に
も
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
禮
經
三
首
呪
」
と
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧

本
願
大
戒
上
品
經
』
に
「
禮
經
祝
三
首
」
の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
と
、
兩
者
は
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
禮
經
三
首
呪
」
の
第
一

首
の
最
後
の
一
句
が
「
世
世
享
大
福
」
と
あ
る
の
に
對
し
、
『
智
慧
本
願
大
戒
經
』
に
は
「
世
世
受

大
福
」
と
あ
る
。 

陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
禮
經
頌
三
首
」
（
即
ち
「
禮
經
三

首
呪
」）
に
は
、「
世
世
受
大
福
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
『
智
慧
本
願
大
戒
經
』
か
ら
の
引
用
で
あ

る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
卷
六
で
は
、「
誦
經
頌
」（「
禮
經
祝
三

首
」）
の
箇
所
に
も
「
世
世
受
大
福
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
以
前
の
經
典
で
は
、「
世
世
享
大

福
」
と
あ
る
經
典
が
存
在
し
な
い
。
更
に
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
が
編
纂
し
た
『
無
上
黃
籙
大
齋
立
成
儀
』

卷
十
六
や
卷
三
二
な
ど
で
は
、「
三
啓
頌
三
首
」（
禮
經
祝
三
首
）
を
引
用
す
る
時
に
「
世
世
受
大
福
」

と
あ
る
が
、
そ
の
出
典
は
『
智
慧
本
願
大
戒
經
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

唐
に
な
る
と
、「
禮
經
三
首
呪
」
は
三
啓
頌
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、「
世
世
享
大
福
」
と
あ
る
經
典

も
現
れ
た
の
で
あ
る
。
唐
・
杜
光
庭
の
『
太
上
黃
籙
齋
儀
』
卷
一
の
三
啓
に
は
「
世
世
享
大
福
」
と

あ
り
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
を
引
用
す
る
『
三
洞
讚
頌
靈
章
』
に
も
「
世
世
享
大
福
」
と

あ
る
。 

唐
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
禮
經
三
首
呪
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
唐
・
道

宣
『
廣
弘
明
集
』
卷
七
辯
惑
篇
第
二
の
三
敍
列
代
王
臣
滯
惑
解
下
の
次
の
記
載
か
ら
も
確
認
で
き
る
。 

故
道
歩
虚
云
、
天
人
同
其
願
、
飄
颻
入
紫
微
。
七
祖
生
天
堂
、
我
身
白
日
昇
。
如
是
非
一
、
述

天
堂
也
。
不
許
僧
云
。
是
誰
過
乎
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

（
大
正
五
二
、
一
三
四
ｃ
） 

こ
こ
で
は
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
「
禮
經
三
首
呪
」
の
第
二
首
の
「
天
人
同
其
願
、

縹
緲
入
大
乘
。
因
心
立
福
田
、
靡
靡
法
輪
昇
。
七
祖
生
天
堂
、
我
身
白
日
騰
。
」
が
引
か
れ
て
い
る

の
で
（
３
６
）、「
歩
虚
云
」
と
は
「
昇
玄
歩
虚
章
」
で
は
な
く
、
唐
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』

を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
唐
以
後
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
か
ら
「
禮
經
三
首
呪
」
は
よ
く
引
用
さ

れ
て
い
る
が
、
唐
以
前
は
ま
っ
た
く
引
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山

經
』
に
は
「
禮
經
三
首
呪
」
は
ま
だ
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
る
。 

 

（
六
）
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜 

道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
八
の
部
分
で
は
次
の
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
が
記
さ

れ
て
い
る
。 

太
極
左
仙
公
葛
眞
人
、
諱
玄
、
字
孝
先
。
於
天
台
山
授
弟
子
鄭
思
遠
・
沙
門
竺
法
蘭
・
釋
道
微
・

呉
時
先
主
孫
權
。
後
思
遠
於
馬
迹
山
中
授
葛
洪
、
洪
乃
葛
仙
公
之
從
孫
、
號
抱
朴
子
、
著
内
外

書
典
。
鄭
君
於
時
説
、
仙
師
仙
公
告
曰
、
我
所
授
上
淸
三
洞
太
眞
道
經
、
吾
去
世
之
日
、
一
通

付
名
山
洞
䑓
、
一
通
付
弟
子
、
一
通
付
吾
家
門
子
弟
。
世
世
録
傳
至
人
。
若
但
務
吾
經
、
馳
騁

世
業
、
則
不
堪
任
録
傳
。
可
悉
付
名
山
五
嶽
、
不
可
輕
傳
非
其
人
也
。
有
其
人
者
宜
傳
之
、
勿
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閉
天
道
也
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
十
ａ
～
ｂ
） 

こ
こ
に
は
、
太
極
左
仙
公
葛
玄
（
３
７
）
が
靈
寶
經
（
上
淸
三
洞
太
眞
道
經
）
を
鄭
思
遠
・
竺
法
蘭
・

釋
道
微
・
孫
權
に
授
け
、
そ
し
て
鄭
思
遠
が
葛
洪
に
授
け
た
と
い
う
傳
授
の
系
譜
が
見
え
る
（
３
８
）
。 

實
際
に
は
、
右
の
内
容
は
「
五
眞
人
頌
」
と
同
じ
く
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
眞
一
自
然
經
訣
』
に
由

來
す
る
も
の
で
あ
る
。
敦
煌
資
料
Ｐ
二
四
五
二
『
眞
一
自
然
經
訣
』
の
最
後
に
は
、 

太
極
眞
人
稱
徐
來
勒
、
以
己
卯
年
正
月
一
日
日
中
時
、
於
會
稽
上
虞
山
傳
太
極
左
仙
公
葛
玄
、

字
孝
先
。
玄
於
天
台
山
傳
弟
子
鄭
思
遠
・
沙
門
竺
法
蘭
・
釋
道
微
・
吳
先
主
孫
權
。
思
遠
後
於

馬
跡
山
傳
葛
洪
、
仙
公
之
從
孫
也
。
號
曰
抱
朴
子
、
著
外
内
書
典
。
鄭
君
於
時
説
、
先
師
仙
公

告
曰
、
我
日
所
受
上
淸
三
洞
太
眞
道
經
、
吾
去
世
之
日
、
一
通
副
名
山
洞
臺
、
一
通
傳
弟
子
、

一
通
付
吾
家
門
子
弟
、
世
世
緣
（
「
録
」
の
誤
り
）
傳
。
至
人
門
宗
子
弟
、
幷
務
五
經
、
馳
騁

世
業
、
志
在
流
俗
、
無
堪
任
錄
傳
者
、
吾
當
以
一
通
封
付
名
山
五
嶽
、
及
傳
子
弟
而
已
。
吾
去

世
後
、
家
門
子
孫
若
有
好
道
思
存
仙
度
者
、
子
可
以
吾
今
上
淸
道
業
衆
經
傳
之
、
當
緣
子
度
道
。

明
識
吾
言
。
抱
朴
子
君
建
元
六
年
三
月
三
日
、
於
羅
浮
山
付
世
世
傳
好
之
子
弟
。 

と
あ
る
。
右
の
文
の
記
載
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
も
の
と
基
本
的
に
一
致
し
、
主
な
違

い
は
、
右
の
文
の
冒
頭
で
は
、
太
極
眞
人
徐
來
勒
が
靈
寶
經
を
葛
玄
に
傳
授
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
こ
の
部
分
が
缺
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
仙
公
系
靈

寶
經
で
は
、
太
極
眞
人
徐
來
勒
が
葛
玄
に
授
け
た
敎
説
が
記
さ
れ
る
の
で
、
『
眞
一
自
然
經
訣
』
の

記
載
の
ほ
う
が
全
本
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
眞
一
自
然
經
訣
』
で
は
「
幷
務
五
經
、
馳
騁
世
業
」
と

あ
る
が
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
「
若
但
務
吾
經
、
馳
騁
世
業
」
と
あ
る
。
世
業
と
は

儒
敎
の
五
經
を
指
す
の
で
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
文
章
が
閒
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
吾
經
と
は
葛
玄
が
授
か
っ
た
靈
寶
經
で

あ
り
、
世
俗
の
世
業
で
は
な
い
。 

『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
成
立
し
た
唐
の
頃
に
は
、
そ
の
第
八
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る
。『
一
切
道
經
音
義
妙
門
由
起
』
で
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
か
ら
次
の
内

容
を
引
い
て
い
る
。 

太
玄
都
玉
京
山
經
云
、
鄭
思
遠
於
時
説
先
師
仙
公
告
曰
、
我
所
受
上
淸
三
洞
太
眞
道
經
、
吾
去

世
之
日
、
一
通
封
名
山
洞
室
、
一
通
傳
弟
子
、
一
通
付
吾
家
門
子
弟
。
世
録
傳
至
人
。
若
但
務

吾
經
、
馳
騁
世
業
、
則
不
堪
任
録
傳
、
可
悉
付
名
山
五
嶽
、
不
可
輕
傳
非
其
人
也
。
有
其
人
者

宜
傳
之
、
勿
閉
大
法
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
三
三
ｂ
） 

右
の
文
は
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
特
に
「
若
但
務
吾
經
」

と
あ
る
の
で
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
最
初
か
ら
「
若
但
務
吾
經
」
と
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
も
し
『
眞
一
自
然
經
訣
』
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
か
ら
こ
の
部
分
の
内
容
を
寫

し
た
と
す
れ
ば
、「
若
但
務
五
經
」
で
は
な
く
、「
若
但
務
吾
經
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。『
洞
玄
靈

寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
『
眞
一
自
然
經
訣
』
か
ら
引
い
た
時
に
、
儒
敎
を
配
慮
し
、「
五
經
」
を
「
吾

經
」
と
改
め
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

さ
て
、
『
眞
一
自
然
經
訣
』
と
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜

で
は
な
ぜ
佛
敎
沙
門
の
竺
法
蘭
・
釋
道
微
、
及
び
君
主
の
孫
權
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

敦
煌
資
料
Ｐ
二
三
五
六
『
眞
一
自
然
經
訣
』
の
次
の
記
載
か
ら
そ
の
理
由
が
わ
か
る
。 

太
上
靈
寶
洞
玄
天
書
、
道
之
至
眞
、
尊
大
無
上
。
諸
道
士
・
沙
門
・
百
姓
子
男
女
人
、
欲
栖
名

山
、
淸
靜
無
爲
、
永
絶
世
務
、
志
學
仙
道
、
長
齋
幽
林
、
讀
道
德
五
千
文
・
洞
眞
玄
經
卅
九
章
・

消
魔
智
慧
、
擧
身
白
日
昇
天
、
而
無
是
經
、
終
不
得
上
仙
太
眞
之
道
、
永
享
無
數
劫
。
…
… 

沙
門
比
丘
尼
・
五
戒
淸
信
弟
子
男
女
人
、
欲
於
塔
寺
精
舍
持
戒
、
讀
佛
神
呪
・
大
小
品
・
維
摩

詰
・
法
華
・
寶
妙
・
三
昧
諸
經
、
仰
希
禁
譙
、
救
濟
苦
厄
、
積
功
取
滅
度
轉
輪
、
生
死
求
仙
道
、

而
無
是
經
、
不
能
降
福
獲
慶
、
後
世
得
道
也
。 
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天
子
王
侯
治
天
下
興
太
平
之
道
、
而
無
是
經
、
四
夷
不
化
、
賢
聖
不
至
、
兆
民
不
豐
也
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
佛
敎
の
沙
門
や
淸
信
弟
子
は
、
靈
寶
經
（
太
上
靈
寶
洞
玄
天
書
）
を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
滅
度
し
、
福
を
降
し
て
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
し
君
主
が
靈
寶
經
を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
四
夷
を
臣
服
さ
せ
、
百
姓
を
安
樂
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
る
の
で
、
『
眞
一
自

然
經
訣
』
の
最
後
で
は
沙
門
と
君
主
が
靈
寶
經
の
傳
授
の
對
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
眞
一
自
然
經
訣
』
で
は
、
ま
ず
靈
寶
經
が
沙
門
と
君
主
に
と
っ
て
價
値
の
あ
る

經
典
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
し
て
最
後
に
沙
門
や
君
主
を
靈
寶
經
の
傳
授
對
象
と
記
し
て
お
り
、

前
後
の
内
容
に
繋
が
り
が
あ
る
。
一
方
の
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
八
の
部
分
は
、
前
の

部
分
と
内
容
上
繋
が
り
が
な
く
、
後
に
插
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
八
の
部
分
は
『
眞
一
自
然
經
訣
』
か
ら
の
引
用
と
見
る
の
が
妥
當
で

あ
ろ
う
。
因
み
に
、
『
眞
一
自
然
經
訣
』
で
は
佛
敎
の
要
素
が
多
す
ぎ
る
た
め
に
、
後
に
道
敎
に
見

捨
て
ら
れ
、
道
藏
に
も
收
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
『
眞
一
自
然
經
訣
』
の
靈
寶
經
の
傳
授
系
譜
は
ど

う
し
て
も
殘
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

六
、
結
語 

 

こ
れ
ま
で
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
を
考
察
し
て
き
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
わ
か
る
。 

ま
ず
、
北
宋
の
『
崇
文
總
目
』
や
南
宋
の
『
通
志
』
に
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
の

作
者
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
載
は
道
敎
の
敎
理
に
背
く
も
の
で
あ
り
、
更
に
『
太
上

説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
構
造
は
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
を
は
じ
め
と
す
る

元
始
系
靈
寶
經
の
構
造
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
元
始
系
靈
寶
經
よ
り
も
先
に
作
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
の
で
、
陸
修
靜
が
「
昇
玄
歩
虚
章
」
を
作
っ
た
可
能
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
、『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
の
經
典
名
に
は
歩
虚
の
二
文
字
が
な
く
、
太
上
道
君

が
玉
京
山
を
解
説
す
る
内
容
を
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
昇
玄
歩
虚
章
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
陸
修
靜
は
經
典
の
内
容
に
よ
っ
て
、
元
始
舊
經
で
あ
る
「
昇
玄
歩
虚
章
」
と
對
應
す

る
經
典
は
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
で
あ
る
と
決
め
た
の
で
あ
る
。
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
だ
け

で
は
經
典
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
最
初
か
ら
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』

に
載
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

更
に
、
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
は
、
「
太
上
昇
玄
歩
虚
章
」
と
い
う
別
名
が

使
わ
れ
て
い
た
が
、
唐
初
の
頃
に
ほ
か
の
靈
寶
經
の
經
典
名
と
統
一
し
、
更
に
『
昇
玄
經
』
と
の
混

同
を
避
け
る
た
め
に
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
經
典
名
が
成
立
し
、
從
來
の
南
朝
本
『
太

上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
と
區
別
す
る
た
め
に
、
仙
公
系
靈
寶
經
か
ら
「
太
上
智
慧
經
讚
」・「
五

眞
人
頌
」・
「
禮
經
三
首
呪
」
と
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
や
、
上
淸
經
か
ら
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」

と
い
っ
た
新
し
い
内
容
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
存
思
法
は
明
の
頃
に
道
藏
本
に
入
れ
ら
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。 

 

 

注 

 

（
１
）
梁
・
宋
文
明
の
『
通
門
論
（
擬
）』
に
關
す
る
研
究
は
、
小
稿
序
論
「
一
、
先
行
研
究
（
一
）

靈
寶
經
研
究
の
發
端
」
を
參
照
。 

（
２
）
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心

に
―
四
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
」
を
參
照
。 

（
３
）
劉
屹
氏
は
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
南
朝
本
で
は
な
く
、
「
五
眞
人
頌
」
や
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虚
皇
天
尊
の
神
格
な
ど
の
内
容
は
後
に
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。
劉
屹
「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄

歩
虚
章
』
的
演
變
」
（F

lo
rian

 
C

.R
eiter 

ed
., 

F
o
u
n
d

atio
n
s 

o
f 

D
ao

ist 
R

itu
al: 

A
 

B
erlin

 

S
y
m

p
o
siu

m
, H

arrasso
w

itz V
erlag

, 2
0
0
9
, p

p
.1

8
9

-2
0
5

）
を
參
照
。
ま
た
、
鄭
燦
山
氏
は
劉
屹

氏
の
説
を
踏
ま
え
て
、
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
に
關
す
る
論
文
を
發
表

し
た
。
鄭
燦
山
『
六
朝
隋
唐
道
敎
文
獻
論
考
』
（
臺
北
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
二
〇
一
二
年
二

月
）
第
一
章
「
六
朝
道
經
『
玉
京
山
歩
虚
經
』
經
文
年
代
考
證
」
を
參
照
。
筆
者
は
鄭
燦
山
氏

か
ら
著
書
を
贈
與
さ
れ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
。
鄭
燦
山
氏
の
論
文
の

内
容
と
重
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
小
稿
は
そ
れ
を
參
照
す
る
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
論
文
の
構
想
と
方
法
や
幾
つ
か
の
結
論
は
鄭
燦
山
氏
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。 

（
４
）
以
下
『
崇
文
總
目
』
の
引
用
文
は
、
叢
書
集
成
初
編
本
『
崇
文
總
目
』
（
上
海
：
商
務
印
書

館
、
一
九
三
七
年
六
月
）
二
六
七
～
二
六
九
頁
に
よ
る
。 

（
５
）
以
下
『
通
志
』
の
引
用
文
は
、『
通
志
』（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
六
月
）
七
九

〇
頁
に
よ
る
。 

（
６
）
陸
修
靜
が
歩
虚
洞
章
一
卷
・
昇
元
（
玄
）
歩
虚
章
一
卷
・
靈
寶
歩
虚
詞
一
卷
を
作
っ
た
と
い

う
説
に
つ
い
て
は
、
卿
希
泰
主
編
『
中
國
道
敎
史
』（
成
都
：
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六

年
修
訂
版
）
第
一
卷
四
七
四
頁
を
參
照
。 

（
７
）
葛
巢
甫
が
東
晉
の
太
元
末
或
い
は
隆
安
年
閒
の
頃
に
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
そ
れ
を
載
せ
る

經
典
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）』
を
作
っ
た
が
、
そ
の
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
（
假
）』
は

元
始
系
靈
寶
經
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
で
は
な
い
。
小
林
正
美
『
六
朝
道
敎
史
研
究
』（
東
京
：

創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
一
篇
第
二
章
「『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
』
の
思
想
と
成
立
」、

及
び
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
」
を
參
照
。 

（
８
）
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心

に
― 

二
、『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
内
容
と
結
構
」
を
參
照
。 

（
９
）
小
稿
第
三
篇
補
論
「「
枕
中
書
」
の
眞
僞
に
關
す
る
考
察
」
を
參
照
。 

（
１
０
）
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中

心
に
― 

四
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
」
を
參
照
。 

（
１
１
）
深
澤
一
幸
氏
は
「
昇
玄
歩
虚
章
」
は
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
が
、
陸
修
靜
自
身
の
作
で
あ
る
可
能
性
は
少
な
い
と
指
摘
す
る
。
深
澤
一
幸
の
論
文

は
主
に
文
學
の
角
度
か
ら
十
首
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
内
容
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
小
稿

の
見
解
と
方
法
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
深
澤
一
幸
氏
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩

虚
經
』
は
北
周
に
成
立
し
た
經
典
で
あ
る
と
指
摘
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
深
澤
一
幸
「「
歩

虚
詞
」
考
」
（
吉
川
忠
夫
編
『
中
國
古
道
敎
史
硏
究
』
、
京
都
：
同
朋
舍
、
一
九
九
二
年
二
月
）

を
參
照
。 

（
１
２
）「
卷
目
云
太
上
説
太
上
玄
都[

玉]

京
山[

歩
虚]

經
」
と
補
う
の
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
六

朝
道
敎
史
研
究
』
一
四
〇
頁
、
ま
た
張
繼
禹
主
編
『
中
華
道
藏
』
（
北
京
：
華
夏
出
版
社
、
二

〇
〇
四
年
一
月
）
第
五
册
に
載
せ
る
『
靈
寶
經
義
疏
（
擬
）
』
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
大
淵
忍

爾
氏
が
整
理
し
た
「
靈
寶
經
目
」
に
は
、「
卷
目
云
太
上
説
太
上
玄
都[

玉]

京
山
經
」
と
あ
る
。

大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
七
六
頁
を
參
照
。

劉
屹
氏
や
鄭
燦
山
氏
も
大
淵
忍
爾
氏
の
説
に
贊
成
す
る
。
劉
屹
前
掲
「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄
歩

虚
章
』
的
演
變 

二
、「
靈
寶
經
目
錄
」
中
的
「
舊
目
」
與
「
新
名
」
」
、
及
び
鄭
燦
山
前
掲
論

文
を
參
照
。 

（
１
３
）『
中
華
道
藏
』
で
は
、
こ
の
經
典
を
隋
唐
の
作
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
理
由
は
特
に

記
さ
れ
て
い
な
い
。
劉
屹
氏
の
前
掲
論
文
で
は
、
陸
修
靜
以
後
、
唐
以
前
の
南
北
朝
中
後
期
と

推
定
さ
れ
、
鄭
燦
山
氏
の
前
掲
論
文
で
は
、『
昇
玄
歩
虚
章
序
疏
』
の
法
體
の
觀
念
や
注
疏
の



144 
 

體
例
な
ど
を
分
析
し
、
隋
唐
の
頃
に
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。
梁
武
帝
末
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞

玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
）
卷
四
の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
に
は
、
「
歩

虚
注
一
卷
」
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
序
疏
は
そ
の
注
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
小
稿
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
唐
の
玄
宗
以
前
に
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
既
に
成

立
し
、
そ
の
な
か
に
加
え
ら
れ
た
八
首
「
太
上
智
慧
經
讚
」
な
ど
の
部
分
が
序
疏
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
小
稿
で
は
序
疏
の
成
立
年
代
を
隋
の
頃
と
推
定
す
る
。
ほ
か
に
は
、Jo

h
n
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（
１
４
）
劉
屹
前
掲
「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄
歩
虚
章
』
的
演
變 

二
、
「
靈
寶
經
目
錄
」
中
的
「
舊

目
」
與
「
新
名
」
」
を
參
照
。 

（
１
５
）
大
淵
忍
爾
氏
が
整
理
し
た
靈
寶
經
が
引
用
さ
れ
る
箇
所
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
代

以
前
に
は
、
玉
京
山
に
關
す
る
引
文
の
出
典
は
「
玉
京
山
經
」・「
太
上
玉
京
山
經
」・「
太
玄
都

玉
京
山
經
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
玉
京
山
歩
虚
經
」
と
い
う
經
典
名
が
見
當
た
ら

な
い
。
大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
一
二
九
～
一
三
〇
頁
を
參
照
。 

（
１
６
）
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
八
十
頁
を
參
照
。 

（
１
７
）
劉
屹
氏
や
鄭
燦
山
氏
の
前
掲
論
文
で
は
、
「
歩
虚
」
の
二
文
字
を
補
う
べ
き
で
は
な
い
理

由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
劉
屹
前
掲
「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄
歩
虚
章
』
的
演
變 

三
、
從
「
歩

虚
章
」
到
「
歩
虚
經
」」、
鄭
燦
山
前
掲
『
六
朝
隋
唐
道
敎
文
獻
論
考
』
二
六
～
三
一
頁
を
參
照
。 

（
１
８
）『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道

敎
と
天
師
道
』（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
第
二
章
「
天
師
道
に
お
け
る
受
法

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
」
注
（
１
１
）
を
參
照
。 

（
１
９
）『
昇
玄
經
』
の
成
立
と
影
響
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』
第
四

章
「『
昇
玄
經
』
の
編
纂
と
昇
玄
法
師
」
を
參
照
。 

（
２
０
）『
隋
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
一
〇
九
四
頁
に
よ
る
。 

（
２
１
）『
昇
玄
經
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』
第
四
章

「
『
昇
玄
經
』
の
編
纂
と
昇
玄
法
師
」
、
及
び
小
林
正
美
「
『
昇
玄
經
』
と
『
太
上
洞
玄
靈
寶
中

和
經
』
と
『
正
一
法
文
天
師
敎
戒
科
經
』
の
編
纂
順
位
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』

第
二
七
號
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
を
參
照
。 

（
２
２
）
鄭
燦
山
氏
は
、
齋
法
儀
禮
で
は
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
後
に
、「
太
上
智
慧
經
讚
」・「
五
眞

人
頌
」・「
禮
經
三
首
呪
」
な
ど
の
内
容
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
經
典
の
實
用
性
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
内
容
が
附
加
さ
れ
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
指
摘
す

る
。
た
だ
し
、
齋
法
儀
禮
を
行
う
時
は
、
杜
光
庭
『
太
上
黄
籙
齋
儀
』
な
ど
の
儀
禮
を
記
す
經

典
に
從
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
「
靈
寶
歩
虚
辭
」・「
太
上
智
慧
經
讚
」・「
五
眞
人
頌
」・「
禮

經
三
首
呪
」
な
ど
の
頌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
を
參
照
す

る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
更
に
、「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
や
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
は

齋
法
儀
禮
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
經
典
の
實
用
性
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京

山
歩
虚
經
』
が
成
立
し
た
主
な
理
由
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。 

（
２
３
）
鄭
燦
山
前
掲
『
六
朝
隋
唐
道
敎
文
獻
論
考
』
五
十
頁
を
參
照
。 

（
２
４
）
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
は
八
つ
の
部
分
か
ら
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

鄭
燦
山
氏
の
前
掲
論
文
で
も
同
じ
八
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

（
２
５
）
道
敎
に
お
け
る
讚
頌
の
由
來
と
特
徴
に
つ
い
て
は
、
福
井
文
雅
「
道
敎
文
獻
に
見
え
る
頌

の
機
能
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
四
集
、
一
九
九
二
年
）
を
參
照
。 

（
２
６
）
鄭
燦
山
氏
の
前
掲
論
文
で
は
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
第
三
の
部
分
は
「
太
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上
智
慧
經
讚
」
以
下
全
部
の
内
容
を
指
す
と
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
「
太
上
智
慧
經
讚
」
を

指
す
と
推
測
す
る
。 

（
２
７
）
大
淵
忍
爾
前
掲
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
五
五
八
頁
を
參
照
。 

（
２
８
）
鄭
燦
山
氏
は
七
眞
讚
と
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
の
「
太
上
智
慧
經
讚
」
以

下
卷
末
ま
で
の
全
て
の
讚
頌
を
指
す
と
推
測
し
て
い
る
。
鄭
燦
山
氏
前
掲
書
四
八
～
四
九
頁
を

參
照
。 

（
２
９
）『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
見
え
る
三
首
の
「
太
洞
玄
經
玉
京
山
訣
」
は
そ
れ
ぞ
れ

『
眞
誥
』
卷
三
と
卷
四
に
由
來
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、B

o
k

en
k

am
p

氏
に
指
摘
さ
れ
た
。
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更
に
、B

o
k
en

k
am

p

氏
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫

が
上
淸
經
を
參
照
し
て
こ
の
三
首
の
讚
頌
を
作
っ
た
と
解
釋
す
る
。 

（
３
０
）「
五
眞
人
頌
」
に
つ
い
て
は
、
謝
世
維
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』（
臺

北
：
臺
灣
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
第
四
章
「
系
譜
與
融
合
：
太
極
五
眞
人
頌
」
を
參
照
。

謝
世
維
氏
は
「
五
眞
人
頌
」
を
通
し
て
、
仙
公
系
靈
寶
經
に
お
け
る
五
眞
人
の
傳
授
の
系
譜
を

考
察
し
、
更
に
六
朝
の
道
敎
經
典
に
見
え
る
「
五
眞
人
頌
」
の
校
正
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
そ

の
論
文
で
は
各
版
本
の
「
五
眞
人
頌
」
の
違
い
に
關
す
る
分
析
が
少
な
い
。 

（
３
１
）
道
藏
に
は
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
眞
一
自
然
經
訣
』
が
收
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
敦
煌
資
料

Ｐ
二
三
五
六
・
Ｐ
二
四
〇
三
・
Ｐ
二
四
五
二
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
の
大
半
を
復
元
で
き
る
。 

（
３
２
）
謝
世
維
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
二
〇
八
頁
を
參
照
。 

（
３
３
）
元
始
系
靈
寶
經
に
分
類
さ
れ
て
い
る
『
九
天
生
神
章
經
』
に
は
一
首
の
「
太
極
眞
人
頌
」

が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
後
の
人
が
『
九
天
生
神
章
經
』
に
插
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
林
正
美

『
六
朝
道
敎
史
研
究
』
第
二
篇
第
一
章
「
『
九
天
生
神
章
經
』
五
、
三
寶
章
と
序
の
前
半
部
と

太
極
眞
人
頌
」
を
參
照
。 

（
３
４
）「
五
眞
人
頌
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
劉
屹
は
原
本
の
『
眞
一
自
然
經
訣
』
で
は
三
眞
人

の
讚
頌
し
か
載
せ
て
お
ら
ず
、
陸
修
靜
が
そ
れ
を
五
眞
人
頌
に
敷
演
し
て
、『
眞
一
自
然
經
訣
』

や
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
入
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
五
眞
人
頌
」
を
後
に
編
纂
さ

れ
た
も
の
と
決
め
る
根
據
と
し
て
、
『
道
敎
義
樞
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
一
）
の
「
第
十
一
贊
頌
者
、

如
五
眞
新
頌
、
九
天
舊
章
之
例
是
也
。」（
十
六
ａ
）
の
一
句
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、

謝
世
維
は
「
五
眞
新
頌
」
と
は
「
九
天
舊
章
」
の
對
句
で
あ
り
、『
道
敎
義
樞
』
の
作
者
が
「
五

眞
人
頌
」
の
成
立
の
經
緯
を
知
っ
て
い
た
の
で
新
頌
と
呼
ぶ
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。

筆
者
は
、「
五
眞
新
頌
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
「
五
眞
人
頌
」
が
靈
寶
經
の
新
經
に
載
せ
る
讚

頌
で
あ
り
、
「
九
天
舊
章
」
と
表
現
さ
れ
る
の
は
「
九
天
生
神
章
」
は
元
始
舊
經
の
讚
頌
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
因
み
に
、
謝
世
維
氏
の
前
掲
論
文
で
も
、
三
眞
人
の
頌
が
「
五

眞
人
頌
」
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

（
３
５
）
敦
煌
資
料
の
『
靈
寶
自
然
齋
儀
（
擬
）
』
に
つ
い
て
は
、
周
西
波
氏
は
、
自
然
朝
の
箇
所

は
隋
唐
の
道
士
が
入
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ
以
外
の
内
容
は
基
本
的
に
は
六
朝
の
自
然

齋
と
變
わ
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
周
西
波
「
敦
煌
寫
本
『
靈
寶
自
然
齋
儀
』
考
論
」（『
敦
煌
學
』

第
二
十
四
輯
、
臺
北
：
敦
煌
學
會
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
を
參
照
。 

（
３
６
）
劉
屹
前
掲
「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄
歩
虚
章
』
的
演
變 

三
、
從
「
歩
虚
章
」
到
「
歩
虚
經
」」

を
參
照
。 

（
３
７
）
太
極
左
仙
公
葛
玄
に
つ
い
て
は
、
神
塚
淑
子
「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
麥
谷

邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
』、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
を
參
照
。 

（
３
８
）
仙
公
系
靈
寶
經
で
の
傳
授
の
系
譜
に
關
す
る
考
察
は
、
謝
世
維
『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
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北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
第
四
章
「
系
譜
與
融
合
：
太
極
五
眞
人
頌 

四
、
太
極
眞
人
徐
來
勒
與

葛
玄
」
を
參
照
。
ま
た
、
王
承
文
は
、
東
晉
の
上
淸
經
や
靈
寶
經
の
傳
授
の
系
譜
で
は
佛
弟
子

が
含
ま
れ
、
佛
敎
を
攝
取
し
な
が
ら
そ
れ
を
超
越
す
る
意
圖
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
王
承
文
『
敦

煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
』
七
八
頁
、
及
び
三

一
～
一
三
七
頁
を
參
照
。
神
塚
淑
子
は
葛
仙
公
は
鄭
隱
の
よ
う
な
道
士
、
或
い
は
竺
法
蘭
の
よ

う
な
沙
門
で
は
な
く
、
隱
士
或
い
は
道
士
沙
門
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
葛
仙
公
が
一
般
の
道
敎

(

道
術)

と
佛
敎
を
超
越
す
る
存
在
と
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
神
塚
淑
子
前
掲
「
六
朝
靈

寶
經
に
見
え
る
葛
仙
公
」
十
八
頁
を
參
照
。 
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第
二
章 

靈
寶
歩
虚
の
研
究 

 

一
、
序
言 

 

劉
宋
か
ら
現
在
ま
で
、
道
敎
の
齋
法
儀
禮
で
は
歩
虚
と
呼
ば
れ
る
儀
式
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
歩
虚
の
儀
式
に
關
し
て
は
幾
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
（
１)

、
未
だ
解

明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
殘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
最
初
の
歩
虚
の
儀
式
で
あ
り
、
そ

の
後
も
歩
虚
の
儀
式
の
主
流
で
あ
る
靈
寶
歩
虚
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。 

靈
寶
歩
虚
と
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
七
）
に
記
さ
れ
て
い
る
十
首
の
「
靈

寶
歩
虚
辭
」
を
使
う
歩
虚
の
儀
式
を
指
す
。
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
、
唐
初
や

明
の
頃
に
加
え
ら
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
東
晉
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）

か
ら
元
嘉
二
年
（
四
二
五
）
ま
で
の
閒
に
編
纂
さ
れ
た
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に

既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
２
）。 

靈
寶
歩
虚
に
は
儀
式
と
し
て
の
演
出
に
お
い
て
、
作
法
や
音
韻
や
音
樂
な
ど
に
關
連
す
る
内
容
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
こ
の
三
つ
の
方
面
を
中
心
に
靈
寶
歩
虚
を
檢
討
し
て
み
た
い
。 

 

二
、
靈
寶
歩
虚
の
作
法 

 

（
一
）
靈
寶
歩
虚
の
作
法 

靈
寶
歩
虚
は
實
際
の
道
敎
の
儀
禮
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
原
型
は
天
上
界
の
儀
式
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
に
つ
い
て
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
、 

諸
大
聖
帝
王
・
高
仙
眞
人
無
鞅
數
衆
、
一
月
三
朝
其
上
、
燒
自
然
旃
檀
反
生
靈
香
、
飛
仙
散
花
、

旋
繞
七
寶
玄
臺
三
周
匝
、
誦
詠
空
洞
歌
章
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
一
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
天
眞
が
月
に
三
回
玉
京
山
を
訪
れ
、
七
寶
玄
臺
を
巡
り
、
燒
香
し
、

散
華
し
、
旋
行
し
、
空
洞
歌
章
（
「
靈
寶
歩
虚
辭
」）
を
誦
咏
す
る
の
は
、
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
で

あ
る
。
ま
た
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
要
解
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
〇
）
に
は
、 

太
上
靈
寶
治
玄
都
玉
京
山
七
寶
玄
臺
、
十
方
至
眞
・
自
然
妙
行
眞
人
・
飛
仙
大
聖
衆
、
皆
浮
空

燒
香
、
散
華
、
旋
行
、
一
日
三
周
、
手
把
十
絶
華
幡
、
口
誦
洞
章
。 

 
 
 
 
 
 

（
一
ａ
） 

と
あ
る
。
洞
章
と
は
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
見
え
る
空
洞
歌
章
（
「
靈
寶
歩
虚
辭
」）
を
指

す
の
で
、
右
の
文
は
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
を
行
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
の
は
、
天
上
界
の
歩
虚
の
作
法
で
あ
り
、
實
際
の
儀
禮
で
の
靈
寶

歩
虚
の
作
法
で
は
な
い
。
天
上
界
の
歩
虚
を
實
際
の
儀
禮
に
取
り
入
れ
た
の
は
、
仙
公
系
靈
寶
經
の

『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
、
以
下
『
敷
齋
經
』
と
略
す
）
に
記
さ

れ
て
い
る
「
靈
寶
齋
法
」（
３
）
が
最
初
で
あ
る
。『
敷
齋
經
』
に
は
、 

拜
既
竟
、
齋
人
以
次
左
行
、
旋
繞
香
鑪
三
匝
。
畢
、
是
時
亦
當
口
詠
歩
虚
躡
無
披
空
洞
章
。
所

以
旋
繞
香
者
、
上
法
玄
根
無
上
玉
洞
之
天
大
羅
天
上
太
上
大
道
君
所
治
七
寶
自
然
之
臺
無
上
諸

眞
人
、
持
齋
誦
詠
、
旋
繞
太
上
七
寶
之
臺
。
今
法
之
焉
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
六
ｂ
～
七
ａ
） 

と
あ
る
。
禮
十
方
の
後
に
、
齋
法
を
行
う
人
が
香
鑪
を
三
周
巡
っ
て
、
歩
虚
躡
無
披
空
洞
章
（
「
靈

寶
歩
虚
辭
」）
を
歌
う
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
儀
式
は
天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
の
模
倣
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』
（
Ｈ

Ｙ
一
四
〇
〇
）
に
記
さ
れ
て
い
る
金
籙
齋
法
の
原
型
で
あ
る
「
罪
福
縁
對
拔
度
上
品
」
の
救
度
國
土

帝
王
の
法
で
は
、
禮
十
方
の
後
に
は
、
靈
寶
歩
虚
の
儀
式
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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最
初
に
靈
寶
歩
虚
の
儀
式
を
齋
法
に
取
り
入
れ
た
「
靈
寶
齋
法
」
及
び
そ
の
直
後
に
成
立
し
た
金

籙
齋
法
に
は
、
靈
寶
歩
虚
の
作
法
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
劉
宋
の
陸
修
靜
が
四
四
〇

年
前
後
に
編
纂
し
た
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
）（
４
）
で
は
、
靈
寶
歩
虚
が
靈
寶

經
を
傳
授
す
る
儀
式
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
の
場
合
の
靈
寶
歩
虚
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。 

想
見
太
上
眞
形
、
如
天
尊
象
矣
。
畢
、
次
師
起
巡
行
、
詠
歩
虚
、
其
辭
曰
、
…
… 

次
北
向
誦
禮
經
頌
三
首
、
其
辭
曰
、
…
… 

毎
誦
歩
虚
一
首
訖
、
弟
子
唱
善
、
散
花
、
禮
一
拜
。
畢
、
唱
三
禮
。  

（
三
七
ｂ
～
四
十
ｂ
） 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
太
上
の
眞
形
を
存
思
し
、
十
首
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
歌
い
、
そ
し
て
禮
經

頌
三
首
を
讀
む
。
毎
首
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
歌
い
終
わ
る
と
、
弟
子
が
「
善
」
と
唱
え
、
散
花
し
、

禮
拜
す
る
。
十
首
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
が
全
部
終
わ
る
と
、
太
上
無
極
大
道
・
三
十
六
部
尊
經
・
玄

中
大
法
師
の
三
寶
に
三
禮
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
比
較
的
整
備
さ
れ
た
靈
寶
歩
虚
の
作
法
と
も
い

え
よ
う
。 

靈
寶
歩
虚
の
作
法
は
後
に
更
に
整
備
さ
れ
、
劉
宋
の
初
期
に
成
立
し
た
靈
寶
齋
法
で
あ
る
自
然
齋

法
（
５
）
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
敦
煌
資
料
Ｓ
六
八
四
一
『
靈
寶
自
然
齋
儀(

擬)

』（
６
）
に
は
「
次

存
思
、
命
魔
、
次
歩
虚
及
禮
經
懺
謝
。」
と
あ
り
、
道
藏
本
『
靈
寶
自
然
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）
に

も
「
次
左
迴
向
西
平
立
、
思
九
色
圓
像
、
命
魔
密
呪
、
次
歩
虚
旋
繞
、
次
三
啓
、
次
三
禮
。」（
四
ｂ
）

と
あ
る
の
で
、
自
然
齋
法
で
は
存
思
・
命
魔
・
歩
虚
・
禮
經
を
順
番
に
行
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

梁
初
の
靈
寶
齋
法
で
あ
る
百
姓
齋
法
（
７
）
に
も
、
自
然
齋
法
と
同
じ
流
れ
で
靈
寶
歩
虚
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
と
比
べ
る
と
、
命
魔
密
呪
の
儀
式
（
８
）
が
新

た
に
靈
寶
歩
虚
の
前
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）

卷
五
十
塗
炭
齋
品
に
「
次
存
思
、
命
魔
、
歩
虚
、
三
首
禮
經
、
如
法
。」（
十
五
ｂ
）
と
あ
る
の
を
見

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
靈
寶
齋
法
の
自
然
齋
法
や
百
姓
齋
法
が
靈
寶
歩
虚
の
儀
式
を
取
り
入
れ
た
後

に
、
塗
炭
齋
法
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
靈
寶
歩
虚
の
儀
式
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
塗
炭
齋
法
で
も
、
歩
虚
の
儀
式
の
前
に
、
命
魔
密
呪
の
儀
式
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。 

 

（
二
）
東
晉
上
淸
經
の
歩
罡
と
靈
寶
歩
虚 

こ
の
よ
う
に
、
靈
寶
歩
虚
の
作
法
の
流
れ
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
法
は
東
晉
上
淸
經

に
見
え
る
歩
罡
（
９
）
の
作
法
に
由
來
す
る
と
推
測
で
き
る
。
次
に
、
靈
寶
歩
虚
と
東
晉
上
淸
經
の

歩
罡
と
の
關
係
を
見
て
み
た
い
。 

靈
寶
歩
虚
に
お
け
る
歩
虚
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
「
飛
ん
で
虚
空
を
歩
む
」
と
解
釋
で
き
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
飛
歩
虚
空
と
い
う
表
現
は
、
昇
仙
の
場
面
を
描
く
時
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
（
Ｈ
Ｙ
三
八
八
）
卷
下
に
は
、「
白
日
昇
天
、
飛
歩
虚
空
、
身

生
水
火
、
變
化
無
常
。」（
十
八
ｂ
）
と
あ
る
。
東
晉
の
上
淸
經
で
も
、
歩
罡
が
人
を
昇
仙
さ
せ
る
效

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。 

東
晉
上
淸
經
に
見
え
る
歩
罡
は
、
禹
歩
に
由
來
す
る
よ
う
で
あ
る
。
禹
歩
は
葛
洪
『
抱
朴
子
』
内

篇
の
登
涉
篇
や
仙
藥
篇
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
、
早
い
時
期
に
成
立
し
た
、
呪
力
を
も
つ
歩
法
で
あ

る
。
禹
歩
と
は
、
大
禹
の
歩
法
を
指
し
、
大
禹
が
治
水
の
時
に
病
を
患
い
、
半
身
不
隨
に
な
っ
た
が
、

あ
る
巫
師
の
そ
の
歩
く
姿
を
模
倣
し
た
こ
と
に
由
來
す
る
と
い
う
（
１
０
）。 

歩
罡
と
禹
歩
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、『
金
鎖
流
珠
引
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
〇
九
）
の
序
に
、 

後
聖
君
告
諸
眞
人
、
欲
求
眞
之
道
、
先
須
從
禹
歩
、
即
飛
天
綱
。
註
、
禹
者
、
衣
也
。
本
羽
字
是
正

音
。
因
夏
禹
理
水
、
得
遇
此
天
文
歩
綱
之
法
、
禹
學
之
四
年
道
成
、
使
蛟
龍
虎
豹
鬼
神
之
法
、
開
決
江
河
歸
海
、
理

水
有
功
。
後
入
聖
眞
。
攺
爲
此
禹
字
、
因
禹
也
。
功
滿
後
三
十
年
肉
身
昇
仙
、
禹
今
爲
太
極
眞
人
。
群
臣
時
見
禹
妹

俱
去
、
以
收
衣
冠
葬
于
會
稽
山
、
山
留
遺
廟
。
名
可
著
於
三
淸
。
如
空
歩
天
綱
不
知
禹
歩
之
道
、
身
不
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得
昇
三
淸
、
三
淸
亦
無
名
籍
、
爲
地
府
不
奏
、
天
曹
無
名
。 

 
 
 

 
 

（
八
ｂ
～
九
ａ
） 

と
あ
る
。
歩
罡
（
飛
天
綱
）
は
即
ち
禹
歩
で
あ
り
、
禹
歩
の
「
禹
」
の
字
は
本
來
「
羽
」
の
字
で
あ

っ
て
、
大
禹
の
治
水
の
功
績
に
よ
り
「
禹
」
の
字
に
改
め
た
が
、
大
禹
の
歩
法
は
天
文
に
記
さ
れ
て

い
る
歩
綱
の
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
歩
罡
の
時
に
禹
歩
を
使
わ
な
け
れ
ば
三
淸
境
に
登
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
。 

今
殘
さ
れ
て
い
る
東
晉
の
上
淸
經
に
は
、
歩
罡
を
行
う
際
に
は
、
禹
歩
が
使
わ
れ
て
い
た
記
載
が

あ
る
。『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
八
）（
１
１
）
の
第
三
天
璣
星
の
部
分
の
呪
に
は
、 

靈
妃
元
皇
、
九
星
中
眞
、
上
理
璣
度
、
總
監
諸
天
、
下
試
群
方
、
遊
景
紫
煙
、
是
日
上
吉
、
黃

道
敷
陳
、
潤
流
九
外
、
曲
灑
我
身
、
飛
行
禹
歩
、
上
入
帝
晨
、
與
皇
同
眉
、
永
享
劫
年
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
七
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
飛
行
の
禹
歩
で
帝
晨
に
上
る
と
あ
る
の
で
、
禹
歩
は
歩
罡
の
歩
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
弼
星
の
部
分
に
は
、 

立
陽
明
星
上
、
從
陽
明
星
單
行
禹
歩
、
周
廻
九
星
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
四
ａ
） 

と
あ
っ
て
、
禹
歩
で
九
星
を
巡
る
と
い
う
。 

更
に
、『
洞
眞
上
淸
太
微
帝
君
歩
天
綱
飛
地
紀
金
簡
玉
字
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
五
、
以
下
『
歩
天

綱
飛
地
紀
經
』
と
略
す
）（
１
２
）
に
は
、 

 

 
 

歩
三
台
、
從
玉
綱
、
禹
歩
、
閉
炁
、
上
至
金
綱
、
往
還
九
過
。 

 
 
 

 
 
 

 

（
一
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
禹
歩
で
歩
罡
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
東
晉
の
上
淸
經
が
、
歩
罡
を
行
う
目
的
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。『
太
上
飛
歩
五
星
經
』（
Ｈ

Ｙ
六
三
七
）（
１
３
）
で
は
、
五
星
を
歩
む
法
の
效
果
に
つ
い
て
、 

昔
鬱
沙
公
、
北
里
子
生
、
長
陵
老
人
、
皆
此
法
而
得
昇
天
、
不
以
煩
難
爲
辭
也
。 

 

（
三
ｂ
） 

と
あ
る
。
鬱
沙
公
、
北
里
子
、
長
陵
老
人
は
み
な
五
星
を
歩
む
法
に
よ
っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
。
五

星
を
歩
む
法
及
び
そ
の
目
的
は
、
梁
・
陶
弘
景
『
眞
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
九
に
も
記
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
容
を
記
す
許
長
史
（
許
謐
）
の
寫
本
が
あ
る
の
で
、
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
が

そ
れ
を
考
案
し
た
と
推
測
で
き
る
。 

ま
た
、『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
で
は
、
天
綱
を
歩
む
法
（
歩
罡
）
の
目
的
に
つ
い
て
、 

一
年
辟
非
、
二
年
辟
兵
、
三
年
辟
死
、
四
年
地
仙
、
千
害
萬
邪
、
衆
莫
敢
干
、
自
此
以
往
、
福

慶
無
端
、
致
神
使
靈
、
驂
駕
飛
龍
、
太
極
賜
芝
、
玉
帝
給
童
。
行
二
七
年
、
爲
上
淸
眞
人
。 

（
二
五
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
歩
罡
を
一
年
行
う
と
灾
禍
を
免
れ
、
二
年
行
う
と
戰
亂
を
免
れ
、
三
年
行
う
と

不
死
に
至
り
、
四
年
行
う
と
地
仙
に
な
り
、
二
七
年
續
け
る
と
上
淸
眞
人
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
よ

う
な
歩
罡
の
目
的
に
つ
い
て
の
考
え
は
、『
歩
天
綱
飛
地
紀
經
』
に
も
見
え
る
。
つ
ま
り
、
東
晉
の

上
淸
經
で
は
、
歩
罡
は
灾
禍
を
消
滅
し
、
昇
仙
す
る
た
め
の
仙
術
で
あ
る
。 

續
い
で
靈
寶
歩
虚
と
上
淸
經
の
歩
罡
の
作
法
に
お
い
て
の
相
違
を
考
察
す
る
た
め
に
、『
太
上
飛

歩
五
星
經
』
の
五
星
を
歩
む
法
と
、『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
の
九
晨
を
歩
む
法
と
を
見
て
み
た
い
。 

歩
罡
を
行
う
に
は
、
一
般
に
は
地
上
に
星
圖
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
歩
天
綱
飛

地
紀
經
』
に
は
次
の
五
星
圖
が
收
め
ら
れ
て
い
る
（
１
４
）
。  

こ
の
五
星
圖
の
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
、『
太
上
飛
歩
五
星
經
』
に
は
、 
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五
星
圖
布
、
常
向
南
也
。
以
太
白
位
在
西
、
歳
星
在
東
、
按
而
施
之
。
所
以
爾
者
、
五
星
隱
伏
、

縱
橫
無
常
、
不
如
北
斗
列
象
恆
在
。
故
一
以
定
位
於
五
方
、
不
得
隨
星
之
所
在
也 

 
(

四
ａ) 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
右
記
の
五
星
圖
の
金
星
（
太
白
）
を
西
に
置
き
、
木
星
（
歳
星
）
を
東

に
置
き
、
右
記
の
五
星
圖
に
よ
っ
て
星
の
位
置
を
決
め
る
。
實
際
の
星
の
位
置
の
變
化
に
從
わ
な
い

の
は
、
五
星
は
惑
星
で
あ
り
、
星
の
位
置
の
變
化
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。 

五
星
圖
の
設
置
が
終
わ
る
と
、
歩
罡
を
始
め
る
。
歩
罡
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
『
太
上
飛
歩
五
星

經
』
に
は
、  

歩
五
星
。
初
未
登
星
罡
之
時
、
及
訖
下
罡
之
時
、
並
先
存
五
星
之
精
、
在
我
五
臟
之
中
。
存
畢
、

叩
齒
五
通
、
咽
液
五
過
、
微
祝
曰
、
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
ａ) 

と
あ
る
。
五
星
を
歩
む
前
に
、
ま
ず
五
星
の
精
を
存
思
し
、
叩
齒
し
、
密
呪
を
讀
む
。
五
星
を
歩
む

法
は
、
『
眞
誥
』
卷
九
に
收
め
ら
れ
て
い
る
許
長
史
（
許
謐
）
の
寫
本
に
見
え
る
の
で
、
東
晉
の
上

淸
經
の
信
者
の
閒
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
で
説
か
れ
て
い
る
歩
罡
は
、
九
星
を
歩
む
法
で
あ
り
、
九
晨
と

は
北
斗
七
星
と
輔
星
と
弼
星
の
こ
と
で
あ
る
。
九
晨
を
歩
む
法
と
五
星
を
歩
む
法
と
は
、
作
法
に
お

い
て
は
比
較
的
類
似
し
て
お
り
、
九
晨
を
歩
む
前
に
、
ま
ず
沐
浴
齋
戒
し
、
中
庭
に
星
圖
を
設
置
す

る
。
歩
罡
を
行
う
時
に
も
、
叩
齒
し
、
存
思
し
、
密
呪
し
、
そ
し
て
星
圖
に
よ
っ
て
順
番
に
移
動
す

る
。
五
星
を
歩
む
法
の
作
法
と
九
星
を
歩
む
法
の
作
法
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
歩
罡
を
行
う

時
に
、
叩
齒
・
存
思
・
密
呪
な
ど
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

劉
宋
の
初
期
に
、『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
で
説
か
れ
て
い
る
九
晨
を
歩
む
法
は
、
靈
寶
歩
虚
と

肩
を
竝
べ
る
觀
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
劉
宋
の
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
仙
公
系
靈
寶
經
で
あ
る
『
上

淸
太
極
隱
注
玉
經
寶
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
、
以
下
『
太
極
隱
注
』
と
略
す
）
に
は
、 

高
臺
銘
曰
、
子
欲
乘
空
凌
虚
、
誦
我
歩
玄
・
羽
書
。
諸
仙
不
解
此
語
也
。
歩
玄
・
羽
經
、
此
之

兩
書
、
太
上
玄
經
、
亦
不
傳
中
仙
矣
。 

太
極
眞
人
曰
、
歩
虚
經
者
、
靈
寶
齋
歩
玄
誦
也
。
羽
經
、
洞
眞
之
詠
也
。 

 
 
 
 

（
九
ｂ
） 

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
高
臺
銘
」（
１
５
）
を
引
用
し
、
飛
ん
で
虚
空
を
歩
み
た
い
の
な
ら
ば
、「
歩

玄
」
と
「
羽
經
」
を
讀
む
べ
き
と
あ
る
。
そ
の
續
き
の
太
極
眞
人
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
歩
玄
と
は
『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
載
せ
る
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
羽
經
と
は
、

洞
眞
經
（
上
淸
經
）
の
歌
で
あ
る
。 

『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
の
經
典
名
に
は
「
羽
」
の
字
は
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
は
三
篇
の
「
徘

徊
遊
行
九
晨
羽
章
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
玉
」
の
字
は
「
羽
」
の
字
に
通
じ
る
よ
う
で
あ

る
。『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
は
主
に
九
晨
を
歩
む
法
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
旨
は
『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
似
て
い
る
。『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
に
お
け
る
三
篇
の
「
徘
徊
游
行

九
晨
羽
章
」
は
、
靈
寶
歩
虚
を
行
う
時
に
歌
う
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
に
相
當
す
る
の
で
、『
太
極
隱
注
』

に
見
え
る
洞
眞
の
歌
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
自
然
齋
法
を
は
じ
め
と
し
た
齋
法
儀
禮
で
行
わ
れ
る
靈
寶
歩
虚
の
叩
齒
・

存
思
・
命
魔
密
呪
・
歩
虚
の
儀
式
は
、
東
晉
の
上
淸
經
の
歩
罡
の
叩
齒
・
存
思
・
密
呪
・
歩
罡
の
儀

式
を
模
倣
し
て
考
案
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
九
晨
を
歩
む
法
で
は
三
篇
の
「
徘
徊
游
行
九

晨
羽
章
」
が
歌
わ
れ
る
が
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

（
三
）
佛
敎
の
繞
佛
と
靈
寶
歩
虚 

も
ち
ろ
ん
、
靈
寶
歩
虚
に
は
東
晉
の
上
淸
經
の
歩
罡
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
靈
寶
歩
虚
の
時
に
、
道
士
が
星
圖
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
香
爐

或
い
は
香
燈
を
巡
っ
て
旋
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
靈
寶
歩
虚
に
お
け
る
旋
行
は
、
佛
敎
の
繞
佛

に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
靈
寶
歩
虚
の
旋
行
と
佛
敎
の
繞
佛
と
の
關
係
を
見
て
み
た
い
。 
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靈
寶
歩
虚
の
旋
行
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
用
し
た
『
敷
齋
經
』
に
「
拜
既
竟
、
齋
人
以
次
左
行
、

旋
繞
香
爐
三
匝
。」（
六
ｂ
）
と
あ
り
、
靈
寶
歩
虚
の
時
は
、
左
側
か
ら
香
爐
を
巡
っ
て
、
三
周
旋
繞

す
る
と
い
う
。 

佛
敎
で
は
、
繞
佛
は
ま
た
行
道
、
旋
右
な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
右
側
か
ら
佛
像
や
佛
塔
を
巡
る

こ
と
を
指
す
。
靈
寶
歩
虚
は
一
般
的
に
香
爐
を
三
周
す
る
が
、
佛
敎
で
も
三
周
佛
を
め
ぐ
る
の
は
基

本
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
長
阿
含
經
』
卷
一
に
は
、 

爾
時
、
梵
王
知
佛
受
請
、
歡
喜
踊
躍
、
遶
佛
三
匝
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
一
、
八
ｃ
） 

と
あ
り
、
梵
王
が
三
周
佛
を
め
ぐ
っ
た
と
い
う
。 

劉
宋
初
期
の
道
敎
で
は
、
佛
像
の
よ
う
に
元
始
天
尊
の
像
を
設
置
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
佛

敎
の
三
周
繞
佛
の
影
響
を
受
け
、
靈
寶
歩
虚
を
行
う
時
に
は
佛
像
の
代
わ
り
に
香
爐
を
め
ぐ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
先
の
『
敷
齋
經
』
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
靈
寶
歩
虚
は
左
旋
の
よ
う
で
あ
る
が
、
佛
敎

の
繞
佛
は
右
旋
で
あ
り
、
こ
れ
も
兩
者
の
違
い
で
あ
る
。 

佛
敎
の
繞
佛
は
が
右
繞
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
イ
ン
ド
の
習
慣
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン

ド
で
は
、
地
位
の
高
い
人
に
對
し
、
自
分
の
右
の
肩
を
軸
と
し
て
相
手
を
め
ぐ
る
。
一
方
の
中
國
で

は
、
右
を
尊
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
左
を
尊
と
す
る
か
は
、
場
合
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
『
老
子
道

德
經
』
三
十
一
章
に
は
、 

夫
美
兵
者
、
不
祥
之
器
物
、
或
惡
之
。
故
有
道
者
不
處
。
是
以
君
子
居
則
貴
左
、
用
兵
則
貴
右
。

…
…
故
吉
事
尚
左
、
凶
事
尚
右
、
是
以
偏
將
軍
處
左
、
上
將
軍
處
右
。 

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
吉
事
の
場
合
に
左
を
尊
び
、
凶
事
（
兵
）
の
場
合
に
右
を
尊
ぶ
と
説
く
。
こ

の
考
え
に
基
づ
い
て
、
道
敎
で
は
「
左
主
生
、
右
主
死
」
と
い
う
觀
念
が
形
成
さ
れ
、
靈
寶
歩
虚
の

左
旋
の
由
來
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
１
６
）。
劉
宋
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ

Ｙ
一
一
九
六
）
に
も
、「
左
主
生
、
右
主
死
」
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
靈
寶
歩
虚
と
道
敎
に
お
け
る
音
韻 

 

（
一
）
靈
寶
歩
虚
と
梵
音 

靈
寶
歩
虚
を
行
う
際
に
は
、『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
記
さ
れ
て
い
る
十
首
の
「
靈
寶
歩

虚
辭
」
が
歌
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
用
い
る
音
韻
に
關
す
る
決
ま
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

梁
末
か
ら
唐
の
初
期
ま
で
に
成
立
し
た
靈
寶
經
で
あ
る
『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』

（
Ｈ
Ｙ
三
二
〇
、
以
下
『
小
劫
妙
經
』
と
略
す
）（
１
７
）
に
は
、 

大
洞
齋
法
、
素
靈
讚
經
爲
頌
、
作
羅
天
玄
音
。
洞[

玄]

齋
法
、
玉
京
山
經
歩
虚
頌
、
梵
天
音
。

洞
神
齋
法
、
八
素
陰
陽
經
、
中
夏
音
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
十
二
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
洞
齋
法
を
行
う
時
に
は
羅
天
玄
音
で
「
素
靈
讚
」
を
歌
い
、
洞
玄
齋

法
を
行
う
時
に
は
梵
音
（
梵
天
音
）
（
１
８
）
で
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
（
玉
京
山
經
歩
虚
頌
）
を
歌
い
、

洞
神
齋
法
を
行
う
時
に
は
中
夏
音
で
「
八
素
陰
陽
經
」
を
歌
う
と
い
う
。 

大
洞
齋
法
に
使
わ
れ
る
「
素
靈
讚
」
と
は
、
上
淸
經
の
『
洞
眞
太
上
素
靈
洞
元
大
有
妙
經
』
（
Ｈ

Ｙ
一
三
〇
三
）
の
最
後
の
太
帝
君
偈
大
有
妙
讚
・
天
帝
君
讚
・
太
微
天
帝
君
誦
と
後
聖
金
闕
帝
君
誦

の
こ
と
を
指
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
聖
金
闕
帝
君
誦
の
最
後
に
は
、「
誰
能
究
此
章
、
精
誦
素
靈
讚
、

以
解
九
陰
過
、
拔
度
七
玄
難
。」（
六
八
ａ
～
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
以
上
の
讚
頌
を
「
素
靈
讚
」
と
呼
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
洞
神
齋
法
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
八
素
陰
陽
經
」
に
つ
い
て
は
、『
眞
誥
』
卷

二
十
に
は
、「
掾
書
太
素
五
神
二
十
四
神
、
并
迴
元
隱
道
經
一
卷
、
及
八
素
陰
陽
歌
一
卷
。」（
三
ｂ
）

と
あ
る
が
、
そ
の
中
の
八
素
陰
陽
歌
は
洞
神
齋
法
で
歌
わ
れ
て
い
る
八
素
陰
陽
經
に
相
當
す
る
で
あ

ろ
う
。
『
無
上
祕
要
』
卷
二
十
に
引
か
れ
て
い
る
「
太
上
眞
人
八
素
陽
歌
九
章
」
の
陽
歌
九
章
と
陰

歌
六
章
は
、『
眞
誥
』
卷
二
十
に
見
え
る
八
素
陰
陽
歌
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
無
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上
祕
要
』
卷
三
八
授
洞
神
三
皇
儀
品
で
は
、
洞
神
經
か
ら
三
首
の
陽
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
即
ち
陽
歌
九
章
の
前
の
三
首
で
あ
る
（
１
９
）
の
で
、
洞
神
齋
法
で
は
陽
歌
九
章
と
陰
歌
六
章

が
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
小
劫
妙
經
』
で
は
當
時
の
大
洞
齋
法
や
洞
玄
齋
法
や
洞
神
齋
法
の
實
際

の
作
法
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
梵
音
（
梵
天
音
）
で
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
唱
え
る
と
規

定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
當
時
の
道
敎
科
儀
は
實
際
に
梵
音
（
梵
天
音
）
で
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
唱
え

る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
道
敎
に
お
け
る
音
韻
の
分
類
か
ら
こ
の
問
題
を
考
察
し

て
み
た
い
。 

 

（
二
）
道
敎
に
お
け
る
梵
音
と
中
夏
音
の
成
立 

羅
天
玄
音
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
經
典
で
は
殆
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
は
架
空
の
音

韻
で
あ
ろ
う
。
道
敎
經
典
で
説
か
れ
て
い
る
音
韻
は
基
本
的
に
梵
音
（
梵
天
音
）
と
中
夏
音
の
二
種

類
で
あ
る
。 

梵
音
と
は
、
本
來
イ
ン
ド
の
梵
語
の
音
韻
で
あ
り
、
神
の
梵
天
が
そ
れ
を
考
案
し
た
と
い
う
傳
説

が
あ
る
の
で
、
梵
音
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
梵
天
と
は
大
梵
天
の
こ
と
で
あ
り
、

色
界
の
初
禪
天
の
主
で
あ
る
。
梵
語
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
唐
・
釋
道
世
『
法
苑
珠
林
』
卷
百
翻
譯

部
第
二
に
は
、 

何
得
經
書
乃
云
胡
語
。
佛
生
天
竺
、
彼
土
士
族
婆
羅
門
者
、
總
稱
爲
梵
。
梵
者
淸
淨
也
。
承
裔

光
音
色
天
。
其
光
音
天
梵
世
最
爲
下
。
劫
初
來
此
食
地
肥
者
、
身
重
不
去
、
因
即
爲
人
。
仍
其

本
名
、
故
稱
爲
梵
。
語
言
及
書
既
象
於
天
。
是
以
彼
云
梵
書
梵
語
。 

（
大
正
五
三
、
一
〇
一
九
ｃ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
梵
語
と
梵
書
は
梵
天
に
考
案
さ
れ
た
が
、
世
界
の
劫
初
の
時
に
光
音
天

が
地
上
の
世
界
に
下
っ
て
、
地
上
の
食
物
を
食
べ
、
體
が
重
く
な
っ
て
、
天
上
界
に
歸
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
、
人
閒
の
始
祖
と
な
り
、
彼
が
使
っ
て
い
た
梵
語
や
梵
書
を
人
閒
の
世
界
に
廣

が
っ
た
と
い
う
。 

梵
語
の
音
韻
に
お
い
て
は
、
十
二
多
摩
、
即
ち
十
二
轉
聲
が
あ
る
。
梵
語
の
音
韻
の
十
二
多
摩
は
、

歴
代
の
高
僧
に
漢
譯
さ
れ
て
お
り
、
隋
唐
以
前
に
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
東
晉
の
法
顯
が

譯
し
た
『
佛
説
大
般
泥
洹
經
』（
大
正
十
二
）
卷
五
文
字
品
第
十
四
、
北
涼
の
曇
無
讖
が
譯
し
た
『
大

般
涅
槃
經
』（
大
正
十
二
）
卷
八
如
來
性
品
第
四
、
梁
の
扶
南
國
の
僧
伽
婆
羅
が
譯
し
た
『
文
殊
師

利
問
經
』（
大
正
十
四
）
卷
上
字
母
品
第
十
四
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
十
二
多
摩
の
漢
譯
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
同
じ
音
を
表
記
す
る
場
合
で
も
、
各
譯

本
で
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
漢
字
で
梵
語
の
音
を
表
記
す
る

に
は
限
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漢
字
は
本
來
表
音
文
字
で
は
な
く
、
中
國
の
音
韻

體
系
と
し
て
の
華
夏
音
で
は
數
多
く
の
支
流
が
あ
っ
て
、
支
流
の
音
韻
の
違
い
に
よ
っ
て
同
じ
漢
字

の
發
音
も
異
な
る
の
で
、
漢
字
で
梵
語
の
音
を
正
確
に
傳
え
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
（
２
０
）
。

し
か
し
、
漢
字
が
象
形
文
字
と
し
て
標
音
の
單
語
を
表
記
す
る
の
は
、
も
と
も
と
イ
ン
ド
傳
來
の
佛

敎
の
影
響
で
あ
る
（
２
１
）。
漢
譯
佛
典
に
見
え
る
佛
陀
・
涅
槃
な
ど
の
單
語
は
、
つ
ま
り
梵
語
の

音
譯
で
あ
る
。 

東
晉
や
劉
宋
に
編
纂
さ
れ
た
上
淸
經
や
靈
寶
經
で
は
、
多
く
の
佛
敎
用
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の

で
（
２
２
）、
道
敎
經
典
で
は
梵
語
に
由
來
す
る
單
語
が
多
く
な
り
、
そ
し
て
梵
音
（
梵
天
音
）
の

概
念
が
道
敎
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
中
夏
音
に
つ
い
て
は
、
道
敎
側
は
古
代
中
國
の
音
韻
を
華
夏
音
と
總
稱
し
て
い
る
が
、
實
際

に
は
、
古
代
中
國
の
音
韻
は
統
一
さ
れ
た
音
韻
體
系
で
は
な
く
、
王
朝
の
更
迭
や
地
域
の
發
展
に
つ

れ
、
異
な
る
音
韻
體
系
が
交
代
に
中
夏
音
の
主
流
に
な
っ
た
。
殷
か
ら
後
漢
ま
で
の
閒
は
、
關
中
や
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洛
陽
を
代
表
と
す
る
二
つ
の
音
韻
體
系
が
中
夏
音
の
主
流
で
あ
り
、
三
國
の
孫
權
が
江
南
で
呉
を
作

っ
た
後
、
特
に
西
晉
の
永
嘉
の
亂
（
三
一
一
）
以
後
は
、
南
の
地
域
の
開
發
の
レ
ベ
ル
が
次
第
に
高

く
な
り
、
南
の
音
韻
體
系
が
北
の
音
韻
體
系
と
對
抗
す
る
音
韻
體
系
に
な
っ
た
（
２
３
）
。
つ
ま
り
、

南
朝
の
劉
宋
時
期
、
南
の
音
韻
體
系
は
、
當
時
の
中
夏
音
の
二
つ
の
主
流
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、

當
時
の
道
敎
に
お
け
る
中
夏
音
と
は
、
北
の
音
韻
體
系
と
南
の
音
韻
體
系
の
總
稱
で
あ
ろ
う
。 

梵
音
（
梵
天
音
）
と
中
夏
音
が
道
敎
經
典
を
讀
む
時
に
使
う
音
韻
で
あ
る
こ
と
に
關
し
て
は
、
仙

公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
隱
注
』
に
は
、 

縁
那
羅
衞
之
國
崑
崙
人
鳥
之
山
、
元
始
天
王
所
別
治
…
…
其
山
衆
聖
誦
經
、
皆
大
梵
天
制
音
。

不
哀
不
傷
、
不
遲
不
疾
、
弘
雅
要
妙
、
聞
者
融
然
。
崑
崙
山
上
諸
仙
、
多
作
中
夏
九
天
誦
詠
、

蕭
條
遠
暢
、
淸
音
泠
朗
、
聽
者
霄
絶
、
使
人
忘
情
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
九
ａ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

と
あ
る
。
人
鳥
山
の
上
に
い
る
衆
聖
は
大
梵
天
が
作
っ
た
梵
音
（
梵
天
音
）
で
經
典
を
讀
む
が
、
崑

崙
山
の
上
に
い
る
衆
聖
は
中
夏
音
で
經
典
を
讀
む
と
い
う
。
『
無
上
祕
要
』
卷
二
三
に
は
洞
玄
隱
注

經
と
い
う
經
典
名
で
『
太
極
隱
注
』
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
崑
崙
人
鳥
之
山
」
が
「
須
彌

靈
飛
人
鳥
之
山
」（
２
４
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
人
鳥
山
は
佛
敎
の
須
彌
山
と
同
一

視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
人
鳥
山
が
須
彌
山
に
相
當
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
山
の
上
に
い
る
衆

聖
が
佛
敎
の
梵
音
で
經
典
を
讀
む
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
五
世
紀
の
初
期

の
道
敎
は
、
梵
音
は
大
梵
天
が
作
っ
た
音
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
佛

典
に
は
早
く
も
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
三
國
呉
・
支
謙
の
「
法
句
經
序
」

に
は
、 又

諸
佛
興
皆
在
天
竺
、
天
竺
言
語
與
漢
異
音
、
云
其
書
爲
天
書
、
語
爲
天
語
、
名
物
不
同
、
傳

實
不
易
。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
   

 
   

  
（
大
正
四
、
五
六
六
ｂ
） 

と
あ
る
。
天
竺
の
音
韻
は
漢
語
の
音
韻
と
異
な
り
、
そ
の
書
は
天
書
で
あ
り
、
語
は
天
語
で
あ
る
の

で
、
翻
譯
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
梁
の
僧
祐
（
四
四
五
～
五
一
八
）
の
「
胡
漢
譯
經
音
義
同
異

記
」
に
も
、
梵
書
は
淨
天
（
梵
天
）
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る(

２
５)
。 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
讀
む
時
に
使
わ
れ
る
音
韻
は
、
梵
音
（
梵
天
音
）
と

中
夏
音
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
太
極
隱
注
』
に
は
、
梵
音
（
梵
天
音
）
と
中
夏
音
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

太
上
玉
經
隱
注
曰
、
讀
經
之
法
、
法
中
夏
之
音
、
此
是
九
天
之
正
音
也
。
第
六
十
四
大
梵
讚
經

諷
誦
制
聲
、
亦
是
正
音
。
讀
經
之
音
、
當
法
此
正
音
。 

仙
公
曰
、
老
子
西
化
胡
敎
外
國
讀
經
時
、
多
是
大
梵
天
音
也
。
適
道
士
所
好
者
耳
。 

（
六
ｂ
～
七
ａ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
經
典
を
朗
讀
す
る
時
に
使
う
中
夏
音
と
梵
音
（
梵
天
音
）
は
い
わ
ゆ
る
正
音
で
あ

り
、
道
士
が
個
人
の
好
み
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
で
は
、
な
ぜ
梵
音
（
梵
天
音
）

は
道
敎
の
正
音
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
葛
仙
公
（
葛
玄
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
梵
音

（
梵
天
音
）
は
老
子
化
胡
の
時
期
に
外
國
で
使
わ
れ
て
い
た
音
韻
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

老
子
化
胡
説
は
後
漢
の
時
期
に
既
に
説
か
れ
て
お
り
、
三
國
の
時
期
に
は
基
本
的
に
確
立
し
、
魏

晉
南
北
朝
の
時
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
（
２
６
）。
例
え
ば
、『
三
國
志
』
卷
三
十
東
夷
傳
の
裴

注
に
引
か
れ
て
い
る
曹
魏
魚
豢
の
『
魏
略
』
西
戎
（
２
７
）
に
は
、 

浮
屠
所
載
與
中
國
老
子
經
相
出
入
、
蓋
以
爲
老
子
西
出
關
、
過
西
域
之
天
竺
、
敎
胡
。 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
佛
經
の
内
容
が
老
子
の
『
道
德
經
』
と
異
な
る
の
は
、
佛
經
は
老
子
が

天
竺
に
行
っ
た
時
に
、
胡
人
に
敎
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

老
子
が
化
胡
の
際
に
梵
音
（
梵
天
音
）
を
使
っ
た
と
い
う
記
載
は
、
南
宋
・
謝
守
灝
が
編
纂
し
た

『
混
元
聖
紀
』（
Ｈ
Ｙ
七
六
九
）
卷
四
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

至
人
（
老
子
）
通
玄
究
微
、
應
諸
天
諸
地
、
異
域
方
言
、
以
至
異
類
音
聲
、
莫
不
洞
解
。
故
與
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胡
王
問
答
、
皆
隨
其
國
之
方
言
而
與
之
言
。
當
時
隨
侍
衆
眞
、
即
以
正
音
紀
録
之
、
還
傳
中
夏
。

後
人
目
曰
、
化
胡
經
也
。
猶
齊
人
能
爲
楚
人
言
者
、
遇
楚
人
則
操
南
音
與
之
言
、
及
其
紀
之
於

册
、
則
必
用
齊
語
矣
。
事
出
一
人
之
手
、
不
待
翻
譯
也
。 

 
 

 
 

 
 

（
五
ｂ
～
六
ａ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
老
子
は
各
地
の
方
言
に
通
じ
て
い
た
の
で
、
胡
王
と
會
談
し
た
時
に
、
そ
の
國
の

方
言
で
あ
る
梵
音
を
話
し
て
い
た
が
、
老
子
に
仕
え
る
衆
眞
た
ち
は
、
そ
の
内
容
を
中
夏
音
（
正
音
）

で
記
錄
し
て
、
中
國
に
傳
え
た
も
の
が
、
即
ち
老
子
化
胡
經
で
あ
る
と
い
う
。
化
胡
説
で
は
、
佛
敎

は
老
子
が
イ
ン
ド
に
着
い
た
後
に
作
ら
れ
た
と
説
く
が
、
こ
れ
に
對
し
て
、
な
ぜ
イ
ン
ド
の
佛
典
は

梵
語
で
書
か
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
當
然
起
こ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
道
敎
側
は
、
老
子
が
外
國

の
梵
音
で
説
敎
し
た
と
答
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
道
敎
が
梵
音
（
梵
天
音
）
を
正
音
と
す
る

の
は
、
た
だ
梵
語
に
由
來
す
る
單
語
が
經
典
に
存
在
し
て
い
る
理
由
を
説
明
す
る
の
だ
け
で
な
く
、

老
子
化
胡
説
と
深
く
關
係
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

梁
以
後
に
成
立
し
た
『
洞
玄
靈
寶
度
人
經
大
梵
隱
語
疏
義
』
（
Ｈ
Ｙ
九
四
）
（
２
８
）
は
、
『
度
人

經
』
に
記
さ
れ
て
い
る
諸
天
大
梵
隱
語
無
量
音
の
疏
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、 

問
曰
、
西
域
天
竺
之
音
、
多
與
梵
音
同
、
而
中
國
音
異
、
何
也
。
答
曰
、
音
故
是
眞
文
之
音
耳
。

道
以
音
化
彼
、
以
文
化
此
故
也
。
又
問
、
音
者
言
也
、
文
者
書
也
、
書
不
盡
言
、
文
則
爲
劣
。

答
曰
、
不
然
。
書
不
盡
言
、
是
世
閒
之
文
耳
。
眞
文
爲
三
才
之
本
、
言
敎
在
布
化
之
末
、
本
勝

末
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

と
あ
る
。
あ
る
人
が
、
な
ぜ
天
竺
の
音
は
梵
音
（
梵
天
音
）
と
同
じ
で
あ
り
、
中
夏
音
（
中
國
音
）

は
梵
音
（
梵
天
音
）
と
異
な
る
の
か
と
質
問
す
る
。
こ
れ
に
對
し
て
論
者
は
、「
道
」（
神
格
と
し
て

の
老
子
）（
２
９
）
は
音
で
胡
を
化
し
、
文
字
で
中
夏
を
化
し
た
の
で
、
梵
音
（
梵
天
音
）
が
天
竺

の
音
と
同
じ
で
あ
る
と
答
え
る
。
ま
た
、
音
は
語
言
で
あ
り
、
文
字
が
そ
れ
を
記
錄
す
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
も
し
語
言
を
記
錄
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
文
字
は
劣
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
質
問
す
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
語
言
を
完
全
に
記
錄
で
き
な
い
文
字
は
世
俗
の
文
字
で
あ
る
が
、
眞
文
は
三
才

（
天
・
地
・
人
）
の
本
で
あ
り
、
語
言
の
説
敎
は
そ
の
次
で
あ
り
、
本
と
し
て
の
眞
文
は
語
言
に
勝

る
と
答
え
る
。
因
み
に
、
道
敎
經
典
で
天
文
の
觀
念
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
中
國
と
イ
ン
ド
と
の
語

言
體
系
が
異
な
っ
て
お
り
、
梵
語
で
は
發
音
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、
漢
語
で
は
文
字
が

重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
、
道
敎
側
は
天
書
眞
文
の
觀
念
を
唱
え
、
梵
音
を
記
録
す
る
佛
典
よ
り
も
根

本
的
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

（
三
）
道
敎
に
お
け
る
梵
音
と
中
夏
音
の
使
用 

靈
寶
經
で
は
、
天
文
で
あ
る
祕
篆
文
と
隸
書
（
３
０
）
の
釋
文
が
一
緖
に
記
さ
れ
て
お
り
、
梵
音

（
梵
天
音
）
や
中
夏
音
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
洞
玄
靈
寶
玄
門
大
義
』（
Ｈ
Ｙ
一
一

一
六
）
の
釋
讚
頌
第
十
一
に
は
、 

凡
天
書
玉
字
、
雖
本
出
梵
音
、
至
於
行
敎
説
經
、
亦
隨
類
得
解
。
如
書
眞
文
、
本
是
三
元
八
會

梵
天
之
音
、
今
以
隸
書
、
又
以
此
音
譯
傳
書
、
則
篆
隸
兩
存
、
譯
則
此
顯
而
梵
隱
也
。
及
九
天

生
神
章
、
則
本
文
不
傳
、
梵
音
不
出
、
但
有
隸
字
、
而
此
音
（
中
夏
音
）
也
。
至
于
内
音
玉
字
、

則
有
異
同
。
同
者
亦
以
隸
字
傳
篆
書
。
異
者
、
不
以
此
音
（
中
夏
音
）
譯
梵
語
。
故
文
單
、
複

不
可
解
也
。
而
天
眞
皇
人
演
之
、
仍
用
大
梵
之
音
而
語
此
閒
。
即
以
此
閒
之
物
、
合
玄
都
之
事

故
。
知
眞
聖
之
音
、
音
可
以
通
施
衆
物
也
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
十
七
ｂ
～
十
八
ａ
） 

と
あ
る
。
天
書
は
梵
音
（
梵
天
音
）
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
隸
書
で
書
き
、
音
譯
で
天
書
を
記
録

す
れ
ば
、
祕
篆
文
と
隸
書
が
同
時
に
經
典
に
載
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
天
書
の
意
味
を
翻
譯
す
れ
ば

隸
書
の
み
が
あ
り
、
そ
こ
に
梵
音
（
梵
天
音
）
を
記
す
も
の
が
隱
れ
て
い
る
。
「
九
天
生
神
章
」
の

場
合
に
は
、
祕
篆
文
が
な
く
、
梵
音
（
梵
天
音
）
も
使
わ
れ
ず
、
隸
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
中
夏
音

が
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
の
場
合
に
は
、
隸
書
で
書
か
れ
た
祕
篆
文
の
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釋
文
が
見
え
る
が
、
翻
譯
し
た
時
に
梵
音
（
梵
天
音
）
を
音
譯
し
た
の
み
で
、
こ
れ
は
意
譯
で
は
な

い
の
で
、「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
の
隸
書
で
記
錄
さ
れ
た
梵
音
（
梵
天
音
）
の
音
譯
を
見
て
も
、

そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
天
眞
皇
人
は
梵
音
（
梵
天
音
）
で
三
十
二
天
の
内
音
玉
字
を

記
錄
し
た
が
、
中
夏
の
物
で
三
十
二
天
の
内
音
玉
字
の
意
味
を
解
説
し
た
と
い
う
。 

「
三
十
二
天
内
音
玉
字
」
は
靈
寶
經
の
『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
（
Ｈ
Ｙ
九
七
）
に
收

め
ら
れ
、
そ
の
中
に
梵
音
で
三
十
二
天
の
八
字
、
合
わ
せ
て
二
五
六
字
が
記
さ
れ
て
い
る
、
梵
音
の

單
語
の
意
味
を
解
説
す
る
代
表
的
な
靈
寶
經
で
あ
る
。『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
卷
三
の

大
梵
隱
語
無
量
洞
章
に
は
、 

天
聖
衆
同
時
閉
眼
、
伏
地
聽
命
。
…
…
忽
然
有
天
書
、
字
方
一
丈
、
自
然
而
見
、
空
玄
之
上
、

五
色
光
中
、
文
采
煥
爛
、
八
角
垂
芒
、
精
光
亂
眼
、
不
可
得
看
。
天
尊
普
問
四
座
大
衆
、
靈
書

八
會
、
字
無
正
形
、
其
趣
宛
奧
、
難
可
尋
詳
。
天
既
降
應
、
妙
道
宜
明
、
便
可
注
筆
、
解
其
正

音
、
使
皇
道
既
、
暢
澤
被
十
方
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
ａ
） 

と
あ
る
。
元
始
天
尊
が
三
十
二
天
の
二
五
六
字
の
大
梵
隱
語
無
量
の
音
を
開
示
し
た
が
、
天
書
は
理

解
し
難
い
の
で
、
天
眞
皇
人
に
そ
の
正
音
を
表
記
さ
せ
、
更
に
そ
の
意
味
を
解
明
さ
せ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
の
正
音
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
洞
玄
靈
寶
度
人
經
大
梵
隱
語
疏
義
』
は
次
の
よ
う
に
解
釋
し

て
い
る
。 

正
者
、
音
中
國
之
音
也
。
天
眞
皇
人
昔
書
其
文
以
爲
正
音
者
、
以
梵
音
名
地
上
物
、
仍
以
爲
中

國
之
正
音
也
。
論
其
音
、
在
天
上
則
爲
天
上
之
正
音
、
名
太
上
之
妙
物
、
在
他
方
國
土
亦
得
通

用
。
名
邊
國
之
異
物
、
無
所
偏
滯
、
此
同
是
正
音
、
但
名
物
異
耳
。
猶
如
外
國
亦
用
五
音
四
聲
、

中
華
亦
用
五
音
四
聲
、
物
名
不
同
、
而
出
聲
者
同
也
。 

 
 

 
 
 

（
二
十
ｂ
～
二
一
ａ
） 

こ
れ
に
よ
る
と
、
正
音
は
中
夏
音
（
中
國
の
音
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
洞
玄
靈
寶
玄
門
大
義
』
の
天

眞
皇
人
が
梵
音
で
諸
天
の
内
音
玉
字
を
記
録
し
た
と
い
う
記
載
と
矛
盾
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
兩

者
に
は
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
國
で
あ
れ
、
外
國
で
あ
れ
、
み
な
五
音

四
聲
（
３
１
）
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
事
物
の
名
稱
が
異
な
る
と
は
い
え
、
音
は
同
じ
五
音
四
聲

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
こ
ま
で
の
梵
音
（
梵
天
音
）
や
中
夏
音
に
對
す
る
考
察
に
よ
れ
ば
、
道
敎
は
化
胡
説
に
基
づ
い

て
、
梵
音
（
梵
天
音
）
と
中
夏
音
を
道
經
の
正
音
と
見
な
し
て
い
る
。
『
太
極
隱
注
』
に
よ
れ
ば
、

道
士
が
經
典
を
朗
讀
す
る
時
は
、
梵
音
（
梵
天
音
）
或
い
は
中
夏
音
を
使
う
べ
き
よ
う
で
あ
る
が
、

人
鳥
山
の
上
の
衆
聖
が
梵
音
（
梵
天
音
）
で
經
典
を
朗
讀
す
る
と
説
く
よ
う
な
、
梵
音
（
梵
天
音
）

の
使
用
は
た
だ
經
典
の
作
者
の
想
像
の
よ
う
で
あ
り
、
道
士
の
閒
で
は
使
わ
れ
た
記
載
が
な
い
。 

「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
内
容
は
、
直
接
讀
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
の
佛
敎
に
由
來
す
る
言
葉

は
「
法
輪
」（
第
一
首
）、「
諸
天
」（
第
二
首
）、「
散
香
花
」（
第
二
首
）
、「
劫
」（
第
二
首
）
、「
十
方
」

（
第
三
首
）、「
華
林
」（
第
三
首
）、「
大
乘
」（
第
三
首
）、「
六
度
」（
第
四
首
）
、「
梵
行
」（
第
四
首
）
、

「
宿
命
」（
第
四
首
）、「
魔
王
」（
第
四
首
）、「
宿
緣
」（
第
四
首
）
、「
舍
利
」（
第
六
首
）
な
ど
が
あ

る
（
３
２
）
の
で
、
『
小
劫
妙
經
』
で
は
道
士
が
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
唱
え
る
時
に
、
梵
音
（
梵
天

音
）
を
使
う
べ
き
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
對
し
て
、『
無
上
祕
要
』
卷
二
十
仙
歌
品

に
載
せ
る
陽
歌
九
章
や
陰
歌
六
章
に
は
、
劫
や
魔
な
ど
以
外
は
佛
敎
に
由
來
す
る
言
葉
が
少
な
い
の

で
、
洞
神
齋
法
で
は
中
夏
音
を
使
う
べ
き
と
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
洞
齋
法
に
羅
天
玄
音
が
配
當

さ
れ
、
靈
寶
齋
法
に
梵
音
（
梵
天
音
）
が
配
當
さ
れ
、
洞
神
齋
法
に
中
夏
音
が
配
當
さ
れ
る
と
い
う

對
應
關
係
は
た
だ
『
小
劫
妙
經
』
の
作
者
の
想
像
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
三
種
類
の
音
韻
を
揃
え

る
た
め
に
、
羅
天
玄
音
と
い
う
存
在
し
な
い
音
韻
が
新
た
に
作
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
道
敎
經
典
で

は
、
梵
音
（
梵
天
音
）
と
中
夏
音
の
區
別
が
あ
る
と
は
い
え
、
實
際
に
經
典
を
朗
讀
す
る
時
に
は
特

に
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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四
、
靈
寶
歩
虚
と
早
期
の
道
敎
音
樂 

 

（
一
）
早
期
道
敎
音
樂
に
お
け
る
「
靈
寶
歩
虚
辭
」 

天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
で
は
、
音
樂
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

是
時
諸
天
奏
樂
、
百
千
萬
妓
、
雲
璈
朗
徹
、
眞
妃
齊
唱
而
激
節
、
仙
童
澟
顏
而
淸
歌
、
玉
女

徐
進
而
跰
躚
、
放
窈
窕
而
流
舞
、
翩
翩
詵
詵
而
容
裔
也
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
ｂ
） 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
天
の
衆
聖
が
玉
京
山
七
寶
玄
臺
を
巡
っ
て
歩
虚
を
す
る
時
に
、
諸
天
が
曲
を
演

奏
し
、
そ
し
て
眞
妃
・
仙
童
・
玉
女
た
ち
が
唱
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
を
す
る
と
い
う
。
靈
寶
歩
虚
は
、

天
上
界
の
歩
虚
の
儀
式
の
模
倣
と
さ
れ
る
の
で
、
靈
寶
歩
虚
を
行
う
時
に
は
、
音
樂
を
演
奏
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
唱
え
る
こ
と
も
音
樂
の
一
つ
の
形
で
あ
る
の
で
、
次
に
靈

寶
歩
虚
と
早
期
道
敎
音
樂
と
の
關
係
を
見
て
み
た
い
。 

道
敎
音
樂
を
議
論
す
る
前
に
、
ま
ず
道
敎
音
樂
の
觀
念
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
道
敎
音
樂
と

い
う
觀
念
は
道
敎
の
固
有
の
觀
念
で
は
な
く
、
現
代
の
學
問
の
觀
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
用
い
て
道

敎
の
そ
の
方
面
の
實
態
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

道
敎
に
お
け
る
音
樂
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
道
敎
音
樂
と
は
、
道
敎
の
活
動
で
使
わ
れ
て
い
る
旋

律
の
あ
る
人
聲
、
或
い
は
樂
器
の
音
の
こ
と
を
指
す
。
そ
し
て
、
道
敎
音
樂
は
、
具
體
的
に
は
曲
調
・

器
樂
・
歌
詞
と
い
う
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
曲
調
と
は
、
人
が
歌
う
音
樂
で
あ
り
、
器
樂
と
は
樂

器
の
演
奏
で
あ
り
、
歌
詞
と
は
歌
う
内
容
で
あ
る
（
３
３
）
。
道
敎
音
樂
に
お
い
て
、
曲
調
と
器
樂

の
史
料
の
記
載
は
非
常
に
少
な
い
の
で
、
道
敎
音
樂
の
歴
史
を
考
察
す
る
に
は
基
本
的
に
は
歌
詞
に

基
づ
く
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
歌
詞
を
獨
立
す
る
部
分
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
音
樂
理
論
で
は
、
音
樂
の
定
義
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
小
稿
は
あ
く
ま

で
も
道
敎
音
樂
の
特
徴
に
基
づ
い
て
、
道
敎
音
樂
の
内
容
を
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。 

靈
寶
歩
虚
の
場
合
に
は
、
道
士
が
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
を
歌
う
時
の
メ
ロ
デ
ィ
が
「
曲
調
」
で
あ
り
、

使
わ
れ
て
い
る
樂
器
の
演
奏
が
「
器
樂
」
で
あ
り
、
歌
う
内
容
で
あ
る
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
が
「
歌
詞
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
靈
寶
歩
虚
を
歌
う
曲
調
に
つ
い
て
は
、
陸
修
靜
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度

儀
』
に
は
「
師
弟
子
遶
壇
梵
詠
」（
五
十
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、
佛
敎
の
梵
唄
に
似
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
（
３
４
）
、
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
道
敎
音
樂
の
研
究
に
お
い
て

は
、「
歩
虚
調
」
を
道
敎
音
樂
の
最
古
の
曲
調
の
一
つ
と
見
る
が(

３
５)

、
實
際
に
は
「
靈
寶
歩
虚

辭
」
と
對
應
す
る
決
ま
っ
た
曲
調
が
な
か
っ
た
の
で
、「
歩
虚
調
」
は
一
つ
の
曲
調
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
道
敎
で
は
、
本
來
曲
調
の
名
前
と
し
て
「
歩
虚
調
」
と
い
う
觀
念
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ

は
道
敎
音
樂
の
研
究
者
が
作
っ
た
觀
念
で
あ
る
。 

 

早
期
の
道
敎
音
樂
の
器
樂
に
つ
い
て
は
、
北
魏
・
寇
謙
之
の
『
雲
中
音
誦
新
科
經
戒
』
の
殘
卷
と

し
て
の
『
老
君
音
誦
誡
經
』（
Ｈ
Ｙ
七
八
四
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

老
君
曰
、
道
官
籙
生
初
受
誡
律
之
時
、
向
誡
經
八
拜
、
正
立
經
前
。
若
師
若
友
執
經
、
作
八
胤

樂
、
音
誦
。
受
者
伏
誦
經
意
卷
後
訖
、
後
八
拜
、
止
。
若
不
解
音
誦
者
、
但
直
誦
而
巳
。
其
誡

律
以
兩
若
相
成
之
、
常
當
恭
謹
。
若
展
轉
授
同
友
及
弟
子
、
按
法
傳
之
、
明
愼
奉
行
如
律
令
。 

 

（
一
ａ
） 

道
官
籙
生
は
『
老
君
音
誦
誡
經
』
を
授
か
る
時
に
、
八
胤
の
樂
を
演
奏
し
、
音
誦
と
い
う
方
法
で
經

典
の
内
容
を
歌
う
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
音
誦
の
で
き
な
い
人
は
、
直
接
に
讀
む
こ
と
も
認
め

ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
八
胤
と
は
、
恐
ら
く
八
佾
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
國
傳
統
の
禮
樂
で
あ
り
、

北
魏
時
期
の
皇
帝
が
祭
祀
を
行
う
時
に
使
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
唐
・
杜
祐
が
編
纂
し
た
『
通
典
』

卷
一
四
二
（
３
６
）
に
は
、   

天
興
元
年
冬
、
詔
尚
書
吏
部
郞
鄧
彦
海
定
律
呂
、
協
音
樂
。
及
追
尊
曾
祖
・
祖
・
考
諸
帝
、
樂
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用
八
佾
（
胤
）
、
舞
皇
始
舞
。
…
…
皇
帝
出
門
、
奏
總
章
、
次
奏
八
佾
（
胤
）
舞
、
次
奏
送
神

曲
道
武
。 

と
あ
る
。
北
魏
・
道
武
帝
（
三
八
六
～
四
〇
九
年
、
在
位
）
の
天
興
元
年
（
三
九
八
）
の
時
に
、
尚

書
吏
部
郞
で
あ
る
鄧
彦
海
が
禮
樂
の
規
範
を
制
定
し
、
皇
帝
が
祖
先
を
祭
る
禮
樂
に
は
八
佾
（
胤
）

と
皇
始
舞
を
用
い
、
皇
帝
が
門
を
出
る
時
に
、
ま
ず
總
章
を
演
奏
し
、
次
に
八
佾
（
胤
）
を
演
奏
し
、

最
後
に
は
送
神
曲
道
武
を
演
奏
す
る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
寇
謙
之
の
『
雲
中
音
誦
新
科
經
戒
』
の
音
誦
に
使
わ
れ
て
い
た
の
は
、
北

魏
の
禮
樂
の
八
佾
（
胤
）
で
あ
り
、
獨
創
的
な
道
敎
音
樂
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
（
３
７
）
。
八

佾
（
胤
）
以
外
に
、
六
朝
時
期
の
道
敎
經
典
に
は
器
樂
の
名
稱
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
が
、

『
無
上
祕
要
』
卷
二
十
仙
歌
品
で
は
、
東
晉
や
劉
宋
の
經
典
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
樂
器
が
記
さ

れ
て
い
る
。 

罐
：
昆
明
の
罐 

簫
：
鳳
鸞
の
簫
、
九
靈
簫
、
鳳
唳
の
簫
、
九
鳳
の
簫 

璈
：
雲
琅
の
璈
、
八
琅
の
璈
、
九
氣
の
璈 

笙
：
雲
和
の
笙
、
神
州
の
笙 

金
：
昆
庭
の
金 

璜
：
震
靈
の
璜 

石
：
流
金
の
石
、
吾
陵
の
石 

磬
：
洞
陰
の
磬 

鈞
：
纏
便
の
鈞 

琴
：
琴
、
五
合
の
琴 

鐘
：
西
盈
の
鍾 

節
：
九
合
玉
節 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
『
無
上
祕
要
』
卷
二
十
仙
歌
品
に
見
え
る
樂
器
は
、
み
な
天
上
界
の
衆

聖
や
玉
女
が
使
う
樂
器
で
あ
り
、
實
際
の
道
敎
儀
禮
で
用
い
ら
れ
た
樂
器
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

實
際
の
道
敎
儀
禮
で
用
い
ら
れ
た
樂
器
は
、
天
上
界
の
樂
器
よ
り
シ
ン
プ
ル
で
あ
ろ
う
。
『
正
一
威

儀
經
』（
Ｈ
Ｙ
七
九
〇
）
に
は
、
た
だ
「
正
一
鳴
鐘
威
儀
」
と
「
正
一
鳴
磬
威
儀
」
の
み
が
あ
っ
て
、

道
觀
で
日
常
的
に
使
う
樂
器
は
こ
の
二
種
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
３
８
）。
こ
の
た
め
、
寇

謙
之
が
説
い
て
い
る
八
佾
（
胤
）
の
よ
う
な
複
雜
な
禮
樂
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。『
玉
音
法
事
』（
Ｈ
Ｙ
六
〇
七
）
以
外
に
は
、
道
藏
で
は
樂
譜
を
記
録
す
る
經
典
が
見
え
ず
、

今
中
國
各
地
の
道
觀
で
、
儀
禮
を
行
う
時
に
演
奏
す
る
曲
も
統
一
の
樂
譜
を
持
っ
て
い
な
い
。
『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
天
上
界
の
衆
聖
が
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
い
る
場
面
を
記
し
て
い

る
が
、
早
期
の
靈
寶
歩
虚
と
い
う
儀
式
に
は
決
ま
っ
た
器
樂
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
道
敎
音
樂
に
お
け
る
歩
虚
の
議
論
は
、
實
は
歌
詞
と
し
て
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
早
期
の
道
敎
音
樂
に
お
け
る
歌
詞
を
見
て
み
た
い
。 

 

（
二
）「
靈
寶
歩
虚
辭
」
が
上
淸
經
の
讚
頌
に
與
え
た
影
響 

「
靈
寶
歩
虚
辭
」
は
早
期
道
敎
音
樂
の
代
表
的
な
歌
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
古
い
歌
詞

が
存
在
す
る
。
東
晉
の
上
淸
經
で
は
既
に
大
量
の
眞
人
歌
が
作
ら
れ
て
お
り
、
『
眞
誥
』
卷
三
に
收

め
ら
れ
て
い
る
英
王
夫
人
歌
・
紫
微
夫
人
答
英
歌
・
桐
柏
山
眞
人
歌
・
淸
靈
眞
人
歌
・
中
候
夫
人
歌
・

昭
靈
李
夫
人
歌
・
九
華
安
妃
歌
・
太
虚
南
嶽
眞
人
歌
・
方
諸
靑
童
君
歌
・
南
極
紫
元
夫
人
歌
な
ど
が

そ
の
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
眞
誥
』
卷
三
に
は
、 

臨
去
授
作
一
紙
詩
。
畢
、
乃
吟
歌
、 

雲
墉
帶
天
搆
、
七
氣
焕
神
馮
。
瓊
扇
啓
晨
鳴
、
九
音
絳
樞
中
。
紫
霞
興
朱
門
、
香
煙
生
綠
䆫
。
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四
駕
舞
虎
旂
、
靑
軿
擲
玄
空
。
華
蓋
隨
雲
倒
、
落
鳳
控
六
龍
、
策
景
五
嶽
阿
。
三
素
眄
君
房
、

適
聞
臊
穢
氣
。
萬
濁
蕩
我
胷
、
臭
物
薰
精
神
。
囂
塵
互
相
衝
、
明
王
皆
摧
爛
。
何
獨
盛
德
躬
、

高
揖
苦
不
早
、
坐
地
自
生
蟲
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
八
月
二
十
二
日
夜
靈
照
夫
人
授
作
此
詩
。
此
長
史
書
作
靈
照
夫
人
、
而
楊
君
書
多
其
照
靈
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

と
あ
る
。
こ
れ
は
靈
照
夫
人
が
天
上
に
戻
る
前
に
殘
し
た
歌
で
あ
り
、
興
寧
三
年
（
三
六
五
）
八
月

二
十
二
日
夜
に
記
録
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
が
作
っ
た
眞
人
歌
は
「
靈
寶
歩

虚
辭
」
よ
り
も
古
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
眞
人
歌
は
、
實
際
に
歌
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
天
上
界
の
眞
人
が
殘
し
た
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
、
早
期
の
道
敎
音
樂
の
歌

詞
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

  

靈
寶
歩
虚
が
考
案
さ
れ
た
後
に
、
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
、
上
淸
經
の
讚
頌

に
も
歩
虚
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、『
上
淸
諸
眞
章
頌
』（
Ｈ
Ｙ
六
〇
八
）
に
は
、
上

淸
歩
虚
三
契
頌
・
上
淸
旋
行
讚
・
歩
虚
憂
樂
慧
辭
・
洞
眞
徊
玄
章
・
金
章
十
二
篇
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
儀
禮
で
は
こ
れ
ら
の
讚
頌
の
使
い
方
は
靈
寶
歩
虚
に
似
て
い
て
、
更
に
上
淸
歩
虚
の
觀
念
が
作

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
上
淸
諸
眞
章
頌
』
に
載
せ
て
い
る
讚
頌
は
上
淸
の
儀
禮
を
行
う
時
に
歌
わ
れ

て
い
た
の
で
、
道
敎
音
樂
の
歌
詞
と
も
い
え
よ
う
。
次
に
、
『
上
淸
諸
眞
章
頌
』
に
見
え
る
歩
虚
の

觀
念
を
取
り
入
れ
た
幾
つ
か
の
上
淸
の
歌
詞
を
見
て
み
た
い
。 

上
淸
歩
虚
三
契
頌
は
上
淸
歩
虚
で
あ
る
が
、
元
始
系
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』

（
Ｈ
Ｙ
三
一
八
）
の
三
寶
大
有
金
書
の
三
寶
章
の
始
靑
淸
微
天
寶
章
・
元
白
禹
餘
靈
寶
章
・
玄
黄
太

赤
神
寶
章
に
相
當
す
る
。
こ
の
三
寶
章
が
上
淸
歩
虚
辭
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
恐
ら
く
上
淸
齋

法
で
あ
る
天
寶
齋
（
３
９
）
で
三
寶
章
が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

上
淸
旋
行
讚
は
、
上
淸
經
の
傳
授
儀
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
無
上
祕
要
』
卷
四
十
授

洞
眞
上
淸
儀
品
の
宿
露
の
項
に
、
復
爐
の
後
に
「
次
旋
行
頌
一
周
。」（
四
ｂ
）
と
あ
っ
て
、
旋
行
し
、

上
淸
旋
行
讚
を
讀
む
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
靈
寶
歩
虚
と
同
じ
よ
う
に
旋
行
す
る
の
で
、
上
淸

旋
行
讚
が
上
淸
歩
虚
辭
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

歩
虚
憂
樂
慧
辭
は
、
上
淸
經
『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
一
）（
４
０
）
の

「
髙
上
玉
晨
曲
素
憂
樂
慧
辭
」
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に

は
、 

如
是
上
天
萬
眞
及
五
嶽
飛
仙
、
悉
以
月
五
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日
、
一
月
三
登
鳳
臺
、
宴
禮

遊
香
、
誦
詠
憂
樂
之
辭
也
。
…
…
凡
上
宫
巳
成
眞
人
及
始
學
爲
仙
者
、
莫
不
備
修
九
天
鳳
氣
玄

丘
眞
書
、
誦
憂
樂
之
曲
也
。
…
…
得
誦
憂
樂
之
辭
、
超
身
九
玄
、
遊
宴
玉
京
。（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

と
あ
り
、
天
上
の
衆
聖
、
每
月
の
五
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日
に
三
回
鳳
臺
に
登
り
、
憂
樂
の
辭
を

歌
う
と
い
う
。
ま
た
、
憂
樂
の
辭
を
歌
う
と
、
玉
京
山
に
誘
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
説
く
。『
洞
玄

靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
で
は
衆
聖
が
每
月
三
回
七
寶
玄
臺
を
め
ぐ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
、

『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
が
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 
 

五
、
結
語 

 

以
上
、
靈
寶
歩
虚
の
儀
式
に
關
し
て
、
そ
の
作
法
や
音
韻
や
音
樂
な
ど
に
關
す
る
問
題
を
考
察
し

て
き
た
。
論
じ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。 

ま
ず
、
靈
寶
歩
虚
の
原
型
は
天
上
界
の
儀
式
で
あ
る
が
、
劉
宋
の
初
期
に
成
立
し
た
『
敷
齋
經
』

に
記
さ
れ
て
い
る
「
靈
寶
齋
法
」
を
は
じ
め
と
す
る
齋
法
儀
禮
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
齋
法
儀
禮
で

は
、
靈
寶
歩
虚
を
行
う
た
め
の
、
叩
齒
・
存
思
・
命
魔
密
呪
・
歩
虚
と
い
う
儀
式
の
流
れ
は
劉
宋
の



159 
 

初
期
に
成
立
し
た
自
然
齋
法
か
ら
定
着
し
た
が
、
そ
れ
は
東
晉
の
上
淸
經
の
歩
罡
で
の
叩
齒
・
存

思
・
密
呪
・
歩
罡
の
儀
式
の
流
れ
を
模
倣
し
て
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
上
淸
經
の
『
太
上

飛
行
九
晨
玉
經
』
で
は
歩
罡
を
行
う
時
に
三
篇
の
「
徘
徊
游
行
九
晨
羽
章
」
が
歌
わ
れ
る
が
、
「
靈

寶
歩
虚
辭
」
は
そ
の
啓
發
を
受
け
て
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
靈
寶
歩
虚
と
東
晉
の
上

淸
經
の
歩
罡
と
は
違
っ
て
、
靈
寶
歩
虚
の
際
に
は
道
士
が
星
圖
に
よ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
な
く
、

そ
の
代
わ
り
に
香
爐
或
い
は
香
燈
を
め
ぐ
っ
て
旋
行
す
る
。
こ
の
靈
寶
歩
虚
で
の
旋
行
は
、
佛
敎
の

繞
佛
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
佛
敎
で
は
右
繞
で
あ
る
が
、
道
敎
で
は
「
左
主
生
、
右
主
死
」
の

觀
念
に
基
づ
い
て
、
左
繞
に
變
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
梁
末
や
唐
の
初
期
に
成
立
し
た
靈
寶
經
の
『
小
劫
妙
經
』
で
は
、
梵
音
（
梵
天
音
）
で
「
靈

寶
歩
虚
辭
」
を
唱
え
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
道
敎
に
お
け
る
華
夏
音
・
梵
音
（
梵
天
音
）
と
い

う
二
つ
の
音
韻
の
成
立
と
使
用
の
考
察
を
通
し
て
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
道
敎
側
は
老
子

が
外
國
の
梵
音
で
説
敎
し
た
と
説
き
、
梵
音
（
梵
天
音
）
も
華
夏
音
と
と
も
に
道
敎
經
典
を
讀
む
時

の
正
音
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
太
極
隱
注
』
で
は
、
人
鳥
山
の
上
の
衆
聖
が
梵
音
（
梵
天
音
）
で

經
典
を
朗
讀
す
る
と
説
く
よ
う
に
、
梵
音
（
梵
天
音
）
の
使
用
は
た
だ
經
典
の
作
者
の
想
像
の
よ
う

で
あ
り
、
道
士
の
閒
で
使
わ
れ
て
い
た
記
載
が
見
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
大
洞
齋
法
に
羅

天
玄
音
が
配
當
さ
れ
、
靈
寶
齋
法
に
梵
音
（
梵
天
音
）
が
配
當
さ
れ
、
洞
神
齋
法
に
中
夏
音
が
配
當

さ
れ
る
と
い
う
對
應
關
係
は
、
た
だ
の
想
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

最
後
に
、
道
敎
音
樂
の
曲
調
・
器
樂
・
歌
詞
と
い
う
三
つ
の
方
面
か
ら
、
靈
寶
歩
虚
と
早
期
の
道

敎
音
樂
と
の
關
係
を
見
て
き
た
。「
靈
寶
歩
虚
辭
」
と
對
應
す
る
決
ま
っ
た
曲
調
は
な
い
の
で
、
い

わ
ゆ
る
「
歩
虚
調
」
と
は
一
つ
の
曲
調
で
は
な
く
、
ま
た
、
靈
寶
歩
虚
と
い
う
儀
式
で
演
奏
す
る
決

ま
っ
た
器
樂
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
敎
音
樂
に
お
け
る
歩
虚
の
議
論
は
、
實

は
歌
詞
と
し
て
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
歌
詞
と

し
て
の
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
が
作
ら
れ
る
前
に
、
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
は
既
に
大
量
の
眞
人
歌
を

作
っ
た
が
、『
上
淸
諸
眞
章
頌
』
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、「
靈
寶
歩
虚
辭
」
の
影
響
が
大
き
く
な

る
に
從
っ
て
、
上
淸
經
の
讚
頌
で
も
歩
虚
の
觀
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
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 （
１
）K

risto
fer S

ch
ip

p
er

氏
は
歩
虚
の
起
源
や
作
法
や
靈
寶
歩
虚
の
出
典
、
及
び
ほ
か
の
儀
禮
に

見
え
る
歩
虚
や
中
國
文
學
に
お
け
る
歩
虚
辭
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
そ
れ
は
歩
虚
に
つ

い
て
の
概
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ま
た
、
中
國
語
譯
施
舟
人
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

）
作
、
廖
文
英
・
曾
于
眞
譯
、
丁
煌
校
「
步
虛
的
研
究
―
―
文
學
的
贊
美
詩
和
舞
蹈
」

（
『
道
敎
學
探
索
』
第
二
號
、
國
立
成
功
大
學
歷
史
系
道
敎
研
究
室
、
一
九
八
九
年
、
四
三
七

～
四
五
〇
頁
）
を
參
照
。
ま
た
、
陳
國
符
氏
は
論
文
「
道
樂
考
略
稿
」
で
は
華
夏
讚
と
歩
虚
聲

を
最
古
の
道
樂
と
指
摘
し
た
が
、
歩
虚
の
儀
式
そ
の
も
の
に
關
し
て
は
考
察
し
て
い
な
い
。
陳

國
符
『
道
藏
源
流
考
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
十
二
月
增
訂
版
）
附
三
「
道
樂
考

略
稿
」
を
參
照
。
鄭
燦
山
氏
も
歩
虚
の
成
立
に
つ
い
て
研
究
會
で
發
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
鄭

燦
山
「
六
朝
道
敎
歩
虚
的
原
型
及
其
發
展
―
―
從
上
淸
派
到
靈
寶
派
」(T

h
e 

sy
m

p
o
siu

m
 

“A
ffiliatio

n
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issio
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 D
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.)

た
だ
し
、
筆
者
は
鄭
燦
山
氏
本
人
に
そ
の
論
文
の
内
容
を

尋
ね
た
が
、
ま
だ
正
式
に
發
表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。 
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（
２
）
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
三
篇
第
一
章
「
道
藏

本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
」
を
參
照
。 

（
３
）「
靈
寶
齋
法
」
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
「
靈
寶
齋
法
の
成
立
と
展
開
」（
小
林
正
美
編
著
『
道

敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
所
收
、
東
京:

知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
を
參
照
。 

（
４
）
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と

靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に
―
」
注
（
４
１
）
を
參
照
。 

（
５
）
陸
修
靜
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
に
は
、「
其
六
法
、
自
然
齋
。
普
濟
之
法
、
内
以
修
身
、
外

以
救
物
、
消
災
祈
福
、
適
意
所
宜
。」（
六
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、
自
然
齋
法
の
存
在
が
確
認
で
き

る
。 

（
６
）
敦
煌
資
料
の
『
靈
寶
自
然
齋
儀
（
擬
）』
に
つ
い
て
は
、
周
西
波
氏
は
、
自
然
朝
の
箇
所
は

隋
唐
の
道
士
が
入
れ
た
可
能
性
は
高
い
が
、
そ
れ
以
外
の
内
容
は
基
本
的
に
は
六
朝
の
自
然
齋

儀
と
變
わ
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
周
西
波
「
敦
煌
寫
本
『
靈
寶
自
然
齋
儀
』
考
論
」（『
敦
煌
學
』

第
二
十
四
輯
、
臺
北
：
敦
煌
學
會
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
を
參
照
。 

（
７
）
梁
の
武
帝
末
期
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
）

卷
四
の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
に
は
、
「
靈
寶
百
姓
齋
威
儀
一
卷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
陸
修

靜
『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』
に
は
百
姓
齋
法
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、
百
姓
齋
法
は
梁
の

初
期
頃
に
考
案
さ
れ
た
靈
寶
齋
法
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

（
８
）
歩
虚
の
前
に
行
わ
れ
る
命
魔
密
呪
の
儀
式
に
つ
い
て
は
、
小
稿
第
二
篇
第
三
章
「
道
敎
の
齋

法
儀
禮
に
お
け
る
命
魔
の
觀
念
」
を
參
照
。 

（
９
）
歩
罡
に
つ
い
て
は
、P

o
u
l A

n
d
ersen

氏
の
論
文
を
參
照
。P

o
u
l A

n
d
ersen

, “T
h
e P

ractice o
f 

B
u
g
an

g
,” C

a
h
iers d

’E
xtrêm

e-A
sie 5

 (1
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p
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（
１
０
）
禹
歩
に
つ
い
て
は
、
藤
野
岩
友
「
禹
歩
考
」（
『
中
國
の
文
學
と
禮
俗
』
、
東
京
：
角
川
書

店
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）、
胡
新
生
「
禹
步
探
源
」（『
文
史
哲
』、
一
九
九
六
年
第
一
期
）
及

び
李
劍
國
・
張
玉
蓮
「
禹
步
考
論
」（『
求
是
學
刊
』、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
を
參
照
。 

（
１
１
）『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
は
、
東
晉
の
上
淸
經
で
あ
る
『
洞
眞
迴
元
九
道
飛
行
羽
經
』
の

一
部
で
あ
り
、
後
に
獨
立
し
た
經
典
に
な
っ
た
。『
無
上
祕
要
』
卷
三
や
卷
三
二
に
引
用
さ
れ

て
い
る
『
洞
眞
迴
元
九
道
飛
行
羽
經
』
の
内
容
は
、
『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』
に
も
見
え
る
。 

（
１
２
）
陶
弘
景
『
眞
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）
卷
五
「
道
授
」
に
載
せ
る
七
部
の
在
世
の
上
淸
經

で
は
、「
飛
歩
七
元
天
綱
之
經
」
と
い
う
經
典
が
あ
り
、『
歩
天
綱
飛
地
紀
經
』
は
そ
れ
に
相
當

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
『
歩
天
綱
飛
地
紀
經
』
は
東
晉
中
期
の
經
典
そ
の
ま
ま
で

は
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
東
晉
中
期
の
内
容
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
『
歩
天
綱
飛
地
紀
經
』

の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
李
靜
「
古
上
淸
經
若
干
問
題
的
考
辨
」
（
復
旦
大
學
博
士
論
文
、

二
〇
〇
九
年
四
月
）
一
二
四
～
一
二
五
頁
を
參
照
。 

（
１
３
）『
眞
誥
』
卷
九
恊
昌
期
第
一
で
は
、
五
星
を
歩
む
法
に
關
す
る
記
載
が
あ
っ
て
、
小
稿
で

次
に
引
い
た
『
太
上
飛
歩
五
星
經
』
の
内
容
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
『
太
上
飛
歩
五
星
經
』

の
内
容
は
東
晉
中
期
に
既
に
成
立
し
た
と
推
測
で
き
る
。 

（
１
４
）『
歩
天
綱
飛
地
紀
經
』
に
は
、『
太
上
飛
歩
五
星
經
』
に
な
い
五
星
圖
が
收
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
東
晉
の
時
期
の
上
淸
經
『
太
上
飛
歩
五
星
經
』
と
合
わ
せ
て
使
う
可
能
性
が
高
い
。 

（
１
５
）「
高
臺
銘
」
の
成
立
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
東
晉
末
や
劉
宋
初
期
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
１
６
）
呂
鵬
志
氏
は
、
歩
虚
が
左
旋
で
あ
る
の
は
『
三
天
内
解
經
』
に
見
え
る
「
左
主
生
、
右
主

死
。」
の
觀
念
と
關
係
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
呂
鵬
志
『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』（
北
京
：
中

華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
一
六
二
頁
を
參
照
。 

（
１
７
）『
小
劫
妙
經
』
は
、
梁
の
武
帝
末
期
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
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の
「
靈
寶
中
盟
經
目
」
で
は
ま
だ
收
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
梁
の
武
帝
末
以
後
に
編
纂
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
誡
營
始
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正

美
『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』
（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
第
二
章
「
天
師
道

に
お
け
る
受
法
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
道
士
の
位
階
制
度
」
注
（
１
１
）
を
參
照
。
唐
・
法
琳
の

『
辯
正
論
』
に
よ
れ
ば
、
當
時
「
未
出
」
と
さ
れ
た
靈
寶
經
は
全
部
在
世
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
の
で
、
『
小
劫
妙
經
』
は
梁
末
か
ら
唐
初
ま
で
の
閒
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
１
８
）
道
敎
經
典
で
は
、
一
般
的
に
は
梵
音
を
梵
天
音
と
解
釋
し
、
イ
ン
ド
の
梵
語
の
音
を
意
味

し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
ド
で
も
梵
音
は
神
の
梵
天
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、

小
稿
で
は
兩
者
を
區
別
す
る
た
め
に
、
道
敎
經
典
に
お
け
る
梵
音
を
梵
音
（
梵
天
音
）
と
表
記

す
る
。 

（
１
９
）
大
淵
忍
爾
『
道
敎
と
そ
の
經
典
』
（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
二
五
二
頁

を
參
照
。 

（
２
０
）
漢
字
で
梵
語
の
音
韻
を
表
記
す
る
歷
史
に
つ
い
て
は
、
水
谷
眞
成
「
梵
語
音
を
表
わ
す
漢

字
に
お
け
る
聲
調
の
機
能
―
―
聲
調
史
究
研
の
一
資
料
」（
『
名
古
屋
大
學
文
學
部
二
十
周
年
記

念
論
集
』、
名
古
屋
大
學
文
學
部
、
一
九
六
八
年
十
二
月
）
を
參
照
。 

（
２
１
）
漢
字
が
象
形
文
字
と
し
て
、
外
國
の
語
言
の
影
響
で
標
音
の
單
語
を
大
量
に
作
っ
た
の
に

は
二
つ
の
時
期
が
あ
る
。
一
つ
は
、
後
漢
か
ら
唐
宋
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
は
主
に
イ
ン

ド
傳
來
の
佛
敎
に
由
來
し
、
も
う
一
つ
は
明
淸
か
ら
現
在
ま
で
の
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
は
西
洋

や
東
洋
の
外
來
文
化
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
松
本
丁
俊
「
佛
典
か
ら
見
た
中
國
音
韻
と
梵

音
の
關
係
」
（『
東
洋
學
論
叢
：
飯
田
利
行
博
士
古
稀
記
念
』
、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
八

一
年
一
月
）
を
參
照
。 

（
２
２
）Z

ü
rch

er

氏
は
後
漢
か
ら
六
世
紀
ま
で
の
百
以
上
の
道
書
に
見
え
る
佛
敎
の
影
響
を
檢
討

し
、
上
淸
經
や
靈
寶
經
で
の
佛
敎
に
由
來
す
る
觀
念
を
指
摘
さ
し
た
。Erik
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（
２
３
）
古
代
の
中
國
の
音
韻
體
系
に
つ
い
て
は
、
賴
惟
勤
『
中
國
音
韻
論
集
』（
東
京
：
汲
古
書

院
、
一
九
八
九
年
二
月
）
總
論
「
中
國
語
の
系
統
」
を
參
照
。 

（
２
４
）
道
敎
經
典
で
は
、
佛
敎
側
の
非
難
を
避
け
る
た
め
に
、
原
本
の
「
須
彌
」
を
「
崑
崙
」
に

置
き
換
え
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
陶
弘
景
『
眞
誥
』
卷
三
に
見
え
る
「
芥
子
忽
萬
頃
、
中

有
須
彌
山
。
」（
四
ａ
）
は
、『
雲
笈
七
籤
』
卷
九
七
中
で
は
「
芥
子
忽
萬
頃
、
中
有
崑
崙
山
。
」

(

七
ａ)

に
變
わ
っ
て
い
る
。
原
本
の
『
太
極
隱
注
』
で
は
「
須
彌
靈
飛
人
鳥
之
山
」
と
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

（
２
５
）
六
朝
の
時
期
の
佛
敎
の
梵
語
に
關
す
る
記
載
は
、
謝
世
維
『
天
界
之
文
―
魏
晉
南
北
朝
靈

寶
經
典
研
究
―
』
（
臺
北
：
臺
灣
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）
第
二
章
の
「
三
、
佛

敎
中
的
天
書
觀
念
」
を
參
照
。 

（
２
６
）
老
子
化
胡
説
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
義
豐
「
老
子
化
胡
經
の
原
初
形
態
」
（
『
道
敎
と
佛
敎
』

第
三
所
收
、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
六
年
）、
楠
山
春
樹
『
老
子
傳
説
の
研
究
』（
東
京
：

創
文
社
、
一
九
七
九
年
二
月
）
後
篇
「
老
君
傳
の
研
究 

第
六
章 

化
胡
説
話
の
諸
相
」
、
鎌

田
茂
雄
『
新
中
國
佛
敎
史
』（
東
京
：
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）
第
二
章
「
魏
晉
の

佛
敎  

四
、
道
敎
の
成
立
と
佛
敎 

『
老
子
化
胡
經
』」
を
參
照
。 

（
２
７
）『
三
國
志
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
）
八
六
〇
～
八
六
一
頁
に
よ
る
。 

（
２
８
）『
洞
玄
靈
寶
度
人
經
大
梵
隱
語
疏
義
』
で
は
梁
の
頃
に
確
立
し
た
五
音
四
聲
の
觀
念
が
見

え
る
の
で
、
梁
以
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
五
音
四
聲
の
成
立
年
代
に
つ

い
て
は
、
小
稿
注
（
３
１
）
を
參
照
。 

（
２
９
）
こ
こ
で
の
「
道
」
は
神
格
と
し
て
の
老
子
の
意
味
で
あ
る
の
で
、
老
子
が
化
胡
し
た
こ
と
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が
「
道
」
が
化
胡
し
た
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
道
」
に
は
神
格
と
し
て
の
老
子
の
意
味
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
中
國
の
道
敎
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
）

序
章
「
道
敎
の
構
造 

一
、「
道
敎
」
の
成
立
」
を
參
照
。 

（
３
０
）
隸
書
に
は
、
古
隸
（
秦
隸
）
と
今
隸
（
漢
隸
）
の
違
い
が
あ
る
が
、
靈
寶
經
に
見
え
る
隸

書
は
今
隸
（
漢
隸
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。 

（
３
１
）
五
音
と
は
、
宮
・
商
・
角
・
徵
・
羽
と
い
う
聲
韻
學
の
五
つ
の
音
階
を
指
す
。
梁
・
顧
野

王
の
『
玉
篇
』
の
卷
末
の
反
紐
圖
（
沙
門
神
珙
撰
）、
及
び
北
宋
・
陳
彭
年
ら
が
編
纂
し
た
『
廣

韻
』
の
卷
末
の
辨
音
五
字
法
を
參
照
。
四
聲
と
は
、
古
代
漢
語
で
は
平
・
上
・
去
・
入
の
四
聲

を
指
し
、
そ
の
成
立
時
期
に
關
し
て
は
ま
だ
異
議
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
南
朝
の
成
立
と
思

わ
れ
る
。
陳
寅
恪
「
四
聲
三
問
」（『
淸
華
大
學
學
報
（
自
然
科
學
版
）』
、
一
九
三
四
年
第
二
期
）、

高
華
平
「「
四
聲
之
目
」
的
發
明
時
閒
及
創
始
人
再
議
」（
『
文
學
遺
産
』、
二
〇
〇
五
年
第
五
期
）

を
參
照
。 

（
３
２
）S

ch
ip

p
er

前
掲
論
文
で
は
、
「
靈
寶
歩
虚
辭
」
に
見
え
る
法
輪
・
大
乘
・
宿
緣
・
舍
利
な

ど
の
單
語
が
佛
敎
經
典
に
由
來
す
る
と
指
摘
す
る
。 

（
３
３
）
道
敎
音
樂
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
野
口
鐵
郞
編
集
代
表
、
丸
山
宏
・
田
中
文
雄
・
淺
野
春

二
編
集
講
座
道
敎
・
第
２
卷
『
道
敎
の
敎
團
と
儀
禮
』
（
東
京
：
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

五
月
）
「Ⅱ

道
敎
の
儀
禮 

第
５
章
儀
禮
と
音
樂 
二
道
敎
音
樂
の
構
成
」
を
參
照
。
そ
こ
で

は
、
道
敎
音
樂
を
道
曲
（
曲
調
）
と
器
樂
の
二
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。 

（
３
４
）
當
時
の
道
敎
で
は
佛
敎
の
梵
唄
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
、
靈
寶
歩
虚
の
時
の
曲
調
は
、

梵
唄
に
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
敎
の
歩
虚
と
梵
唄
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、S

ch
ip

p
er

氏
前
掲
論
文
を
參
照
。 

(

３
５)

陳
國
符
氏
は
、
「
唐
代
ま
で
に
、
張
萬
福
・
杜
光
庭
の
齋
醮
儀
に
記
さ
れ
た
、
道
樂
曲
調
の

確
か
な
も
の
は
、
華
夏
讚
と
歩
虚
詞
の
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。」
と
指
摘
す
る
。
陳
國
符
前
掲

「
道
樂
考
略
稿
」
二
九
四
頁
を
參
照
。 

（
３
６
）
王
文
錦
等
點
校
『
通
典
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
三
六
一
二
頁
に
よ
る
。

そ
の
注
（
２
７
）
に
よ
れ
ば
、
「
佾
」
の
字
は
北
宋
本
・
傅
校
本
・
明
抄
本
・
明
刻
本
な
ど
多

く
の
版
本
に
は
「
胤
」
に
作
る
。
因
み
に
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
で
も
「
胤
」
に
作
る
。 

（
３
７
）
陳
國
符
前
掲
「
道
樂
考
略
稿
」
で
は
、
寇
謙
之
の
雲
中
音
誦
は
つ
ま
り
華
夏
讚
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
し
か
し
、
唐
・
杜
光
庭
『
太
上
黄
籙
齋
儀
』
卷
一
で
は
、
華
夏
讚
の
出
典
に
つ
い

て
は
「
華
夏
讚
出
玉
匱
明
眞
經
」（
一
ａ
）
と
あ
る
。『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』

で
は
、
飛
天
神
が
人
十
善
因
縁
功
德
報
應
を
説
い
た
後
に
作
っ
た
頌
は
、
南
宋
・
蔣
叔
輿
編
『
無

上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
）
卷
三
二
華
夏
讚
一
條
や
『
三
洞
讚
頌
靈
章
』（
Ｈ
Ｙ
三

一
四
）
な
ど
の
經
典
に
載
せ
る
華
夏
讚
の
内
容
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
華
夏
讚
は
寇
謙

之
の
雲
中
音
誦
で
は
な
く
、
更
に
曲
調
で
は
な
く
、
靈
寶
經
に
載
せ
る
讚
頌
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。 

（
３
８
）
陳
國
符
氏
は
、「
唐
代
及
び
唐
以
前
の
齋
戒
に
使
う
樂
器
は
、
道
藏
に
見
え
る
も
の
は
、

た
だ
鐘
・
磬
の
二
種
の
み
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。
陳
國
符
前
掲
「
道
樂
考
略
稿
」
二
九
六

頁
を
參
照
。 

（
３
９
）『
上
淸
天
寶
齋
初
夜
儀
』（
Ｈ
Ｙ
二
一
六
）
に
は
、「
次
朗
誦
元
始
三
天
章
」（
七
ａ
）
と
あ

っ
て
、
『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』
の
三
寶
大
有
金
書
の
三
寶
章
で
あ
る
始
靑
淸
微
天

寶
章
・
元
白
禹
餘
靈
寶
章
・
玄
黄
太
赤
神
寶
章
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

（
４
０
）『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
に
は
、
東
晉
の
上
淸
經
の
編
纂
者
が
作
っ
た
部
分
が

あ
る
が
、
劉
宋
の
頃
に
作
ら
れ
た
部
分
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
眞
誥
』
卷
五
道
授
に
は
、「
君

曰
、
仙
道
有
曲
素
決
辭
、
以
招
六
天
之
鬼
。
在
世
。」
（
三
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、
『
上
淸
髙
上
玉
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晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
の
六
天
の
鬼
を
招
す
る
曲
素
訣
辭
の
部
分
は
東
晉
の
時
期
に
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
梁
の
頃
に
編
纂
さ
れ
た
『
太
眞
玉
帝
四
極
明
科
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
八
四
）
卷

三
に
は
、「
太
玄
都
四
極
明
科
曰
、
曲
素
訣
辭
・
優
樂
之
曲
・
五
行
祕
符
、
太
上
大
道
君
所
受
。」

（
十
一
ｂ
）
と
あ
る
の
で
、『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』
の
内
容
は
全
部
揃
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。 
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補
論 

「
枕
中
書
」
の
眞
僞
に
關
す
る
考
察 

 

一
、
序
言 

 

道
藏
本
『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』（
Ｈ
Ｙ
一
六
六
）
の
冒
頭
に
は
、「
枕
中
書
」
と
い
う
題
目
が
記
さ

れ
て
お
り
、
更
に
「
枕
中
書
」
の
前
に
、
葛
洪
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
枕
中
書
」
が
葛

洪
（
二
八
四
～
三
六
四
）
の
眞
作
で
あ
れ
ば
、
葛
洪
の
思
想
を
研
究
上
で
高
い
價
値
が
あ
ろ
う
。
ま

た
、
そ
の
中
に
は
玉
京
山
の
上
に
元
始
天
王
が
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
玉
京
山
や
元
始
天
王
は
靈

寶
經
と
は
深
い
關
係
が
あ
る
。
梁
・
宋
文
明
『
通
門
論
（
擬
）
』（
１
）
の
載
せ
る
「
靈
寶
經
目
」
に

は
「
十
部
妙
經
三
十
六
卷
、
皆
剋
金
爲
字
、
書
於
玉
簡
之
上
、
題
其
篇
目
於
紫
微
宮
南
軒
。
太
玄
都

玉
京
山
、
亦
具
記
其
文
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
靈
寶
經
の
元
始
舊
經
は
玉
京
山
に
保
管
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
る
。
元
始
天
王
の
神
格
名
は
『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』(

Ｈ
Ｙ
一
三
九
六)

や
『
太
上
洞

玄
靈
寶
眞
文
要
解
上
經
』(

Ｈ
Ｙ
三
三
〇)

な
ど
の
靈
寶
經
に
見
え
る
。
特
に
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山

歩
虚
經
』
を
は
じ
め
と
す
る
靈
寶
經
の
成
立
の
經
緯
を
研
究
す
る
に
は
、
玉
京
山
や
元
始
天
王
の
成

立
年
代
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
貴
重
な
資
料
と
も
い
え
よ
う
（
２
）。
更
に
、
近
年
、
道
敎
の
宇
宙

論
の
研
究
に
お
い
て
も
、「
枕
中
書
」
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
道
敎
の
創
世
紀
と
す
る
説
が

あ
る
（
３
）。 

こ
れ
ま
で
長
い
閒
、
葛
洪
「
枕
中
書
」
の
眞
僞
に
關
し
て
は
定
説
が
な
い
。『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』

の
中
に
、
葛
洪
の
後
に
亡
く
な
っ
た
許
謐
（
許
穆
）
と
許
翽
（
許
玉
斧
）
が
仙
人
に
な
っ
た
話
を
載

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
枕
中
書
」
が
僞
作
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

二
十
年
前
か
ら
、「
枕
中
書
」
を
葛
洪
の
眞
作
と
し
て
認
め
る
説
が
現
れ
始
め
た
（
５
）
。
な
ぜ
な
ら

ば
、『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』
の
内
容
は
、
實
は
序
・
眞
書
・
眞
記
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
許
謐

と
許
翽
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
眞
記
の
部
分
は
確
か
に
葛
洪
の
眞
作
で
は
な
い
が
、
序
と
眞
書
の
部

分
は
葛
洪
の
「
枕
中
書
」
に
相
當
し
、
こ
の
部
分
は
僞
作
で
あ
る
と
い
う
確
か
な
根
據
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
小
稿
は
「
枕
中
書
」
の
宇
宙
論
を
中
心
に
、
そ
の
思
想
と
葛
洪
の
思
想
と
の
相
違
を
考

察
し
、
そ
の
眞
僞
を
判
定
し
て
み
た
い
。
宇
宙
論
に
注
目
す
る
の
は
、「
枕
中
書
」
の
内
容
の
大
半

は
宇
宙
の
生
成
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
葛
洪
が
持
っ
て
い
る
宇
宙
論
は
、
『
晉
書
』
天
文
志

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
兩
者
を
比
較
す
る
の
は
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

二
、「
枕
中
書
」
と
『
三
五
曆
紀
』
の
關
係 

 

「
枕
中
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
宇
宙
論
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

眞
書
曰
、
昔
二
儀
未
分
、
溟
涬
鴻
濛
、
未
有
成
形
、
天
地
日
月
未
具
、
狀
如
鷄
子
、
混
沌
玄
黃
。

已
有
盤
古
眞
人
、
天
地
之
精
、
自
號
元
始
天
王
、
遊
乎
其
中
溟
涬
。
經
四
劫
、
天
形
如
巨
蓋
、

上
無
所
係
、
下
無
所
根
。
天
地
之
外
、
遼
屬
無
端
。
玄
玄
太
空
、
無
響
無
聲
。
元
氣
浩
浩
、
如

水
之
形
。
下
無
山
嶽
、
上
無
列
星
。
積
氣
堅
剛
、
大
柔
服
結
。
天
地
浮
其
中
、
展
轉
無
方
。
若

無
此
氣
、
天
地
不
生
。
天
者
如
龍
、
旋
迴
雲
中
。
復
經
四
劫
、
二
儀
始
分
、
相
去
三
萬
六
千
里
。

…
…
天
皇
受
號
十
三
頭
、
後
生
地
皇
。
地
皇
十
一
頭
。
地
皇
生
人
皇
九
頭
。
各
治
三
萬
六
千
歳
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
昔
は
天
地
の
區
別
が
な
く
、
宇
宙
は
混
沌
の
状
態
に
あ
り
、
鷄
子
（
た
ま
ご
）

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
盤
古
眞
人
が
お
り
、
元
始
天
王
と
稱
す
る
。
四
劫

が
經
つ
と
、
天
は
巨
大
な
蓋
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
、
更
に
四
劫
が
經
つ
と
、
地
が
形
成
さ
れ
た
。
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十
三
個
の
頭
を
持
つ
天
皇
と
十
一
個
の
頭
を
持
つ
地
皇
と
九
個
の
頭
を
持
つ
人
皇
は
そ
れ
ぞ
れ
三

萬
六
千
年
宇
宙
を
支
配
し
た
、
と
い
う
。 

先
行
研
究
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
枕
中
書
」
の
宇
宙
論
に
近
い
も
の
は
、
三
國
呉
・
徐

整
の
『
三
五
曆
紀
』
に
も
見
え
る
（
６
）。『
三
五
曆
紀
』
の
全
文
は
已
に
散
佚
し
た
が
、
ほ
か
の
典

籍
に
載
せ
て
い
る
逸
文
か
ら
そ
の
宇
宙
論
の
基
本
的
な
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

北
宋
・
李
昉
ら
が
主
編
の
『
太
平
御
覽
』（
７
）
卷
一
に
は
、 

三
五
曆
紀
曰
、
未
有
天
地
之
時
、
混
沌
狀
如
鷄
子
。
溟
涬
始
牙
、
濛
鴻
滋
萌
。
歳
在
攝
提
、
元

氣
肇
始
。
又
曰
淸
輕
者
上
爲
天
、
濁
重
者
下
爲
地
、
沖
和
氣
者
爲
人
。
故
天
地
含
精
萬
物
化
生
。 

と
あ
る
。
ま
た
、
卷
二
に
は
、 

徐
整
三
五
曆
紀
曰
、
天
地
渾
沌
如
鷄
子
、
盤
古
生
其
中
。
萬
八
千
歳
、
天
地
開
闢
。
陽
淸
爲
天
、

陰
濁
爲
地
。
盤
古
在
其
中
、
一
日
九
變
、
神
於
天
、
聖
於
地
。
天
日
髙
一
丈
、
地
日
厚
一
丈
、

盤
古
日
長
一
丈
。
如
此
萬
八
千
歳
、
天
數
極
髙
、
地
數
極
深
、
盤
古
極
長
。
後
乃
有
三
皇
。
數

起
於
一
、
立
於
三
、
成
於
五
、
盛
於
七
、
處
於
九
。
故
天
去
地
九
萬
里
。 

と
あ
る
。 

『
太
平
御
覽
』
卷
二
に
引
か
れ
て
い
る
『
三
五
曆
紀
』
の
逸
文
は
、
唐
・
歐
陽
詢
の
『
藝
文
類
聚
』

に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
藝
文
類
聚
』（
８
）
卷
十
一
に
は
、 

三
五
曆
紀
云
、
歳
起
攝
提
、
元
氣
肇
、
有
神
靈
一
人
、
有
十
三
頭
、
號
天
皇
。 

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
十
三
個
の
頭
を
持
つ
天
皇
の
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
三
五
曆
紀
』

に
は
地
皇
と
人
皇
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

「
枕
中
書
」
と
『
三
五
曆
紀
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
兩
者
の
宇
宙
論
に
お
け
る
三
つ
の
要
素
が

殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
は
、
天
地
が
ま
だ
分
離
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
に
、
宇
宙
は

鷄
子
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
。
二
は
、
混
沌
の
中
に
は
盤
古
眞
人
が
い
た
。
三
は
、
盤
古
の
後
に
、

天
皇
・
地
皇
・
人
皇
の
三
皇
が
生
ま
れ
た
。 

『
三
五
曆
紀
』
の
天
地
混
沌
説
は
、
前
漢
淮
南
王
劉
安
（
前
一
七
九
～
前
一
二
二
）
が
編
纂
し
た

『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
・
地
皇
・
人
皇
の
三
皇
の
觀
念
は
、「
易

緯
坤
靈
圖
」
や
「
春
秋
緯
命
曆
序
」
な
ど
の
書
物
に
見
え
、
漢
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
（
９
）。

し
か
し
、
葛
洪
の
時
代
以
前
の
書
物
に
は
、
『
三
五
曆
紀
』
以
外
に
こ
の
三
つ
の
要
素
が
全
部
揃
っ

て
い
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
梁
・
任
昉(

四
六
〇
～
五
〇
八)

の
『
述
異
記
』
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
秦
漢
時
期
に
は
盤
古
の
説
話
は
民
閒
で
流
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
書
物

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
三
國
呉
・
徐
整
『
三
五
曆
紀
』
が
最
初
で
あ
る
。 

『
三
五
曆
紀
』
と
「
枕
中
書
」
の
表
現
を
見
る
と
、
そ
の
類
似
性
が
確
か
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

『
三
五
曆
紀
』
に
は
、
鷄
子
・
溟
涬
・
濛
鴻
な
ど
の
表
現
を
使
っ
て
、
宇
宙
の
混
沌
の
狀
態
を
表
し

て
い
る
が
、「
枕
中
書
」
で
も
鷄
子
・
溟
涬
・
鴻
濛
な
ど
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。『
三
五
曆
紀
』

に
は
、
宇
宙
は
「
萬
八
千
歳
」
お
き
に
二
回
變
化
し
て
天
地
が
形
成
し
た
と
あ
る
が
、
「
枕
中
書
」

に
は
、
宇
宙
は
「
四
劫
」
お
き
に
二
回
變
化
し
た
と
記
し
て
い
る
。
『
三
五
曆
紀
』
に
は
、
天
皇
が

十
三
個
の
頭
を
持
っ
て
い
る
と
あ
る
が
、「
枕
中
書
」
に
も
同
じ
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。 

「
枕
中
書
」
の
宇
宙
論
に
關
す
る
内
容
は
、
文
章
の
構
成
や
表
現
な
ど
は
『
三
五
曆
紀
』
と
極
め

て
類
似
し
て
い
る
の
で
、「
枕
中
書
」
の
宇
宙
論
は
『
三
五
曆
紀
』
に
由
來
す
る
に
違
い
な
い
。
民

閒
で
は
盤
古
の
説
話
は
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
「
枕
中
書
」
の
盤
古
の
説
話
は
民
閒
の
口
頭
の
説

話
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
民
閒
の
盤
古
の
説
話
に
關
し
て
は
、『
述
異
記
』（
１

０
）
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

昔
盤
古
氏
之
死
也
、
頭
爲
四
岳
、
目
爲
日
月
、
脂
膏
爲
江
海
、
毛
髮
爲
草
木
。
秦
漢
閒
俗
説
、

盤
古
氏
頭
爲
東
岳
、
腹
爲
中
岳
、
左
臂
爲
南
岳
、
右
臂
爲
北
岳
、
足
爲
西
岳
。
先
儒
説
、
盤
古

氏
泣
爲
江
河
、
氣
爲
風
、
聲
爲
雷
、
目
瞳
爲
電
。
古
説
、
盤
古
氏
喜
爲
晴
、
怒
爲
陰
。
呉
楚
閒
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説
、
盤
古
氏
夫
妻
、
陰
陽
之
始
也
。 

こ
こ
で
擧
げ
ら
れ
て
い
る
秦
漢
民
閒
俗
説
・
先
儒
説
・
古
説
・
呉
楚
民
閒
説
か
ら
見
れ
ば
、「
枕

中
書
」
に
は
こ
れ
ら
の
説
話
の
影
響
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
樣
々
な
民
閒
の
説
話
で
は
、
盤
古
が
天

地
を
作
り
、
或
い
は
萬
物
に
變
身
し
た
が
、
一
方
の
「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
で
は
、
た
だ
盤

古
が
天
地
混
沌
の
時
に
既
に
存
在
し
て
い
た
と
説
く
だ
け
で
あ
り
、
盤
古
に
關
す
る
記
述
に
は
右
の

民
閒
説
話
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、
宋
代
道
士
陳
葆
光
が
撰
集
し
た
『
三

洞
群
仙
録
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
三
八
）
卷
一
の
盤
古
物
祖
黃
帝
道
宗
の
一
條
に
は
、『
三
五
曆
紀
』
と
「
枕

中
書
」
を
擧
げ
る
が
、
こ
れ
は
陳
葆
光
が
『
三
五
曆
紀
』
と
「
枕
中
書
」
と
の
類
似
性
に
注
目
し
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
枕
中
書
」
に
は
、
天
が
地
よ
り
先
に
形
成
し
た
こ
と
を
説
く
が
、『
三

五
曆
紀
』
に
は
、
そ
れ
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
天
地
が
形
成
す
る
前
の
混
沌
の
狀
態
に
つ
い
て

は
、『
淮
南
子
』（
１
１
）
天
文
訓
に
は
、 

天
墜
未
形
、
馮
馮
翼
翼
、
洞
洞
眺
眺
、
故
曰
太
昭
。
道
始
於
虚
霩
、
虚
霩
生
宇
宙
、
宇
宙
生
氣
、

氣
有
涯
垠
。
淸
陽
者
薄
靡
而
爲
天
、
重
濁
者
凝
滯
而
爲
地
。
淸
妙
之
合
專
易
、
重
濁
之
凝
竭
難
。

故
天
先
成
、
而
地
後
定
。 

と
あ
る
。
宇
宙
か
ら
生
れ
た
氣
の
う
ち
、
淸
な
る
氣
は
天
と
な
り
、
濁
な
る
氣
は
地
と
な
る
が
、
天

は
地
よ
り
先
に
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
。『
三
五
曆
紀
』
の
「
元
氣
肇
始
。
又
淸
輕
者
上
爲
天
、
濁

重
者
下
爲
地
。」
と
い
う
考
え
は
『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、『
三
五
曆
紀
』

に
は
本
來
、
天
は
地
よ
り
先
に
形
成
さ
れ
た
と
い
う
内
容
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
枕
中
書
」
と
『
三
五
曆
紀
』
と
は
同
じ
宇
宙
論
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
兩
者
を
合
わ
せ
て
考
察

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
の
宇
宙
論
と
葛
洪
が
持

っ
て
い
る
宇
宙
論
と
を
比
較
す
れ
ば
、「
枕
中
書
」
が
葛
洪
の
眞
作
で
あ
る
か
ど
う
か
は
推
測
で
き

よ
う
。
次
に
、
漢
や
魏
晉
の
幾
つ
か
の
宇
宙
論
を
見
な
が
ら
、「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
の
宇

宙
論
は
ど
の
よ
う
な
宇
宙
論
で
あ
る
か
を
檢
討
し
た
い
。 

 

三
、
漢
や
魏
晉
の
時
期
の
宇
宙
論
に
お
け
る
「
枕
中
書
」
の
位
置
づ
け 

 

漢
や
魏
晉
の
時
期
の
宇
宙
論
（
１
２
）
に
つ
い
て
は
、『
晉
書
』（
１
３
）
天
文
志
に
は
、 

古
言
天
者
有
三
家
、
一
曰
蓋
天
、
二
曰
宣
夜
、
三
曰
渾
天
。 

と
あ
る
。
蓋
天
説
・
宣
夜
説
・
渾
天
説
は
、
漢
や
魏
晉
の
時
期
に
流
行
し
て
い
た
宇
宙
論
の
三
大
學

説
で
あ
る
。 

宣
夜
説
に
關
し
て
は
、『
晉
書
』
天
文
志
に
よ
れ
ば
、
漢
の
靈
帝
（
一
六
八
～
一
八
九
、
在
位
）

の
時
に
、
蔡
邕(

一
三
三
～
一
九
二)

は
朔
方
郡
で
上
書
し
て
「
宣
夜
之
學
、
絶
無
師
法
。」
と
述
べ

て
い
る
の
で
、
宣
夜
説
は
後
漢
の
時
代
に
消
滅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宣
夜
説
に
つ
い
て
は
、
『
晉

書
』
天
文
志
に
記
さ
れ
て
い
る
祕
書
郞
郗
萌
の
記
錄
に
は
、 

    

天
了
無
質
、
仰
而
瞻
之
、
髙
遠
無
極
。
眼
瞀
精
絶
、
故
蒼
蒼
然
也
。
…
…
日
月
衆
星
、
自
然
浮

生
虚
空
之
中
、
其
行
其
止
皆
須
氣
焉
。
是
以
七
曜
或
逝
、
或
住
、
或
順
、
或
逆
、
伏
見
無
常
、

進
退
不
同
、
由
乎
無
所
根
繫
、
故
各
異
也
。
故
辰
極
常
居
其
所
、
而
北
斗
不
與
衆
星
西
沒
也
。

攝
提
・
填
星
、
皆
東
行
、
日
行
一
度
、
月
行
十
三
度
、
遲
疾
任
情
、
其
無
所
繋
著
可
知
矣
。
若

綴
附
天
體
、
不
得
爾
也
。 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
は
限
り
無
く
高
遠
で
あ
り
、
日
月
星
辰
は
自
然
に
虚
空
の
中
に
浮
い

て
い
て
、
天
に
附
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
運
行
も
天
と
無
關
係
で
あ
る
、
と
説
く
の
が
、
宣
夜
説

の
特
徵
の
よ
う
で
あ
る
。 

漢
の
成
帝
（
前
三
三
～
前
七
、
在
位
）
の
時
に
、
會
稽
の
虞
喜
が
宣
夜
説
に
基
づ
き
、
安
天
説
を
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考
案
し
た
。
こ
の
こ
と
に
關
し
て
は
、『
晉
書
』
天
文
志
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

    
成
帝
咸
康
中
、
會
稽
虞
喜
因
宣
夜
之
説
作
安
天
論
。
以
爲
天
髙
窮
於
無
窮
、
地
深
測
於
不
測
。

天
確
乎
在
上
、
有
常
安
之
形
。
地
塊
焉
在
下
、
有
居
靜
之
體
。
當
相
覆
冒
、
方
則
倶
方
、
員
則

倶
員
。
無
方
員
不
同
之
義
也
。
其
光
曜
布
列
、
各
自
運
行
、
猶
江
海
之
有
潮
汐
、
萬
品
之
有
行

藏
也
。 

そ
の
内
容
は
宣
夜
説
と
基
本
的
に
は
一
致
し
て
お
り
、
天
は
上
に
あ
り
、
地
は
下
に
あ
っ
て
、
天

地
自
身
は
動
か
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
理
論
は
日
月
星
辰
が
天
に
附
せ
ず
、
自
ら
運
行
し
て
い
る
と

説
く
が
、『
晉
書
』
天
文
志
に
よ
れ
ば
、
葛
洪
が
次
の
よ
う
に
安
天
説
に
反
論
す
る
。 

葛
洪
聞
而
譏
之
曰
、
苟
辰
宿
不
麗
於
天
、
天
爲
無
用
、
便
可
言
無
。
何
必
復
云
有
之
而
不
動
乎
。 

も
し
安
天
説
の
言
う
よ
う
に
、
星
辰
は
天
に
附
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
天
の
存
在
の
意
義
は
な

く
な
る
の
で
、
虞
喜
が
天
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
、
天
を
動
か
な
い
も
の
と
見
る
の
は
お
か
し
い
、

と
い
う
。
安
天
説
は
宣
夜
説
に
基
づ
く
理
論
で
あ
る
の
で
、
安
天
説
を
笑
う
葛
洪
は
當
然
宣
夜
説
に

贊
成
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 

虞
喜
の
安
天
説
以
外
に
、
虞
聳
が
考
案
し
た
穹
天
説
や
姚
信
が
考
案
し
た
昕
天
説
な
ど
が
あ
る
が
、

『
晉
書
』
天
文
志
に
は
「
自
虞
喜
・
虞
聳
・
姚
信
、
皆
好
奇
徇
異
之
説
、
非
極
數
談
天
者
也
。
」
と

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
説
は
當
時
で
は
殆
ど
認
め
ら
れ
ず
、
天
文
學
者
の
閒
で
は
相
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
流
の
宇
宙
論
は
蓋
天
説
と
渾
天
説
の
み
で
あ
る
。 

蓋
天
説
に
つ
い
て
は
、『
晉
書
』
天
文
志
に
は
、 

蔡
邕
所
謂
周
髀
者
、
即
蓋
天
之
説
也
。
其
本
庖
犧
氏
立
周
天
暦
度
、
其
所
傳
則
周
公
受
於
殷
商
、

周
人
志
之
、
故
曰
周
髀
。
髀
、
股
也
。
股
者
、
表
也
。
其
言
天
似
蓋
笠
、
地
法
覆
槃
。 

と
あ
る
。
蓋
天
説
は
庖
犧
氏
が
周
天
に
曆
度
を
立
て
た
こ
と
に
由
來
し
、
周
公
が
殷
や
商
の
人
か
ら

こ
れ
を
受
け
、
周
の
人
が
こ
れ
を
記
録
し
た
の
で
、「
周
髀
」（
１
４
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
蓋
天
説

で
は
、「
天
似
蓋
笠
、
地
法
覆
槃
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
お
り
、
天
は
笠
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

地
は
逆
さ
の
皿
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。 

蓋
天
説
は
發
展
し
、
後
に
三
種
類
に
な
っ
た
。
梁
・
祖
暅
の
『
天
文
錄
』
に
は
、 

蓋
天
之
説
又
有
三
體
。
一
云
、
天
如
車
蓋
、
遊
乎
八
極
之
中
。
一
云
、
天
形
如
笠
、
中
央
髙
而

四
邉
下
。
一
云
、
天
如
欹
車
蓋
、
南
髙
北
下
。（
明
・
陳
耀
文
『
天
中
記
』
（
１
５
）
卷
一
） 

と
あ
る
。
第
一
は
、
天
は
地
と
平
行
し
て
い
る
車
蓋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
第
二
は
、
天

は
笠
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
中
心
は
高
く
、
四
周
は
低
い
と
説
く
。
第
三
は
、
天
は
傾
斜
の
車
蓋

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
南
は
高
く
、
北
は
低
い
と
説
く
。
こ
の
三
種
類
の
考
え
は
、
蓋
の
形
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、
天
は
上
に
あ
っ
て
蓋
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
地
は
下
に

あ
る
と
説
く
點
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。 

さ
て
、
渾
天
説
は
ど
の
よ
う
な
宇
宙
論
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
渾
天
説
と
蓋
天
説
と
は
對
立
す
る
宇

宙
論
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

蓋
天
説
は
、
天
は
上
に
あ
り
、
地
は
下
に
あ
る
、
と
説
く
の
に
對
し
、
渾
天
説
は
、
天
は
外
に
あ

り
、
地
は
天
の
内
に
あ
っ
て
、
天
が
地
を
覆
っ
て
い
る
と
説
く
の
が
、
兩
者
の
最
大
の
違
い
と
も
い

え
よ
う
。
張
衡
『
靈
憲
』
に
は
、 

    

於
是
元
氣
剖
判
、
剛
柔
始
分
、
淸
濁
異
位
。
天
成
於
外
、
地
定
於
内
。 

（『
唐
開
元
占
經
』（
１
６
）
卷
一
） 

と
あ
る
。
張
衡
は
、
宇
宙
は
混
沌
の
状
態
か
ら
淸
と
濁
が
分
離
し
た
經
緯
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て

お
り
、
た
だ
分
離
し
た
後
の
天
地
の
位
置
關
係
に
つ
い
て
は
、
地
は
天
の
内
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

蓋
天
説
と
渾
天
説
と
の
論
爭
に
關
し
て
は
、『
晉
書
』
天
文
志
に
は 

漢
王
仲
任
據
蓋
天
之
説
、
以
駁
渾
儀
。
云
、
舊
説
天
轉
從
地
下
過
、
今
掘
地
一
丈
輒
有
水
、
天

何
得
從
水
中
行
乎
。
甚
不
然
也
。
日
隨
天
而
轉
、
非
入
地
。 
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と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
漢
の
王
充
は
渾
天
説
の
天
は
地
の
下
を
通
る
、
と
い
う
考
え
に
贊
同
せ

ず
、
地
を
一
丈
ぐ
ら
い
掘
る
と
、
即
ち
水
が
湧
い
て
出
る
の
で
、
天
は
水
の
中
を
通
る
の
は
あ
り
得

な
い
、
と
指
摘
す
る
。
更
に
、
太
陽
は
天
と
と
も
に
運
行
す
る
が
、
地
下
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
、

と
説
く
。
渾
天
説
を
信
奉
し
て
い
た
葛
洪
は
、
蓋
天
説
を
支
持
し
て
い
た
王
充
に
反
論
す
る
た
め
に
、

張
衡
の
『
渾
天
儀
注
』
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

故
丹
楊
葛
洪
釋
之
曰
、
渾
天
儀
注
云
、
天
如
鷄
子
、
地
如
鷄
中
黃
、
孤
居
於
天
内
、
天
大
而
地

小
。
天
表
裏
有
水
、
天
地
各
乘
氣
而
立
、
載
水
而
行
。
周
天
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一
、
又

中
分
之
、
則
半
覆
地
上
、
半
繞
地
下
。
故
二
十
八
宿
半
見
半
隱
、
天
轉
如
車
轂
之
運
也
。 

天
は
鷄
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
地
は
鷄
子
の
卵
黄
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
地
は
天
の
内
に

あ
る
。
天
は
大
き
く
、
地
は
小
さ
い
。
天
の
中
に
水
が
あ
り
、
天
地
は
そ
れ
ぞ
れ
氣
に
乘
っ
て
立
ち
、

水
を
載
せ
て
運
行
す
る
。
周
天
は
三
百
六
十
五
度
四
分
の
一
度
が
あ
る
が
、
そ
の
半
分
は
上
に
大
地

を
覆
い
、
半
分
は
下
に
大
地
を
包
む
。
そ
の
故
に
、
二
十
八
宿
は
常
に
半
分
表
れ
、
半
分
隱
れ
て
い

て
、
天
の
運
行
は
車
轂
の
回
轉
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
。 

更
に
、『
晉
書
』
天
文
志
に
は
、 

至
呉
時
、
中
常
侍
廬
江
王
蕃
善
數
術
、
傳
劉
洪
乾
象
暦
、
依
其
法
而
制
渾
儀
、
立
論
考
度
曰
、

前
儒
舊
説
、
天
地
之
體
、
狀
如
鳥
卵
、
天
包
地
外
、
猶
殼
之
裹
黃
也
。
周
旋
無
端
、
其
形
渾
渾

然
。
故
曰
渾
天
也
。
周
天
三
百
六
十
五
度
五
百
八
十
九
分
度
之
百
四
十
五
、
半
覆
地
上
、
半
在

地
下
。
其
二
端
謂
之
南
極
・
北
極
。 

と
あ
る
。
三
國
呉
の
時
に
、
王
蕃
が
渾
天
儀
を
製
作
し
、
更
に
渾
天
説
に
關
す
る
考
論
を
書
い
た
が
、

そ
れ
は
『
渾
天
儀
注
』
の
内
容
と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
地
如
鷄
中
黃
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
渾
天
説
で
は
大
地
は
球
體
で
あ

る
と
解
釋
し
か
ね
な
い
が
、
實
際
に
は
、
渾
天
説
で
あ
れ
、
蓋
天
説
で
あ
れ
、
み
な
大
地
は
板
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
張
衡
『
靈
憲
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「
天
體
於
陽
、

故
圓
以
動
。
地
體
於
陰
、
故
平
以
靜
。」
（『
唐
開
元
占
經
』
卷
一
）
の
一
句
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

つ
ま
り
、
張
衡
は
、
天
は
球
體
で
あ
り
、
常
に
運
行
し
て
い
る
が
、
地
は
平
面
の
も
の
で
あ
り
、
常

に
靜
止
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
更
に
、
元
の
趙
友
欽
『
革
象
新
書
』（
１
７
）
卷
一
に
は
、  

如
是
則
知
地
在
天
内
、
天
如
雞
子
、
地
如
中
黄
。
然
雞
子
形
不
正
圓
、
古
人
非
以
天
形
相
肖
而

比
之
、
但
喩
天
包
地
外
而
已
。
以
此
觀
之
、
天
如
蹴
毬
、
内
盛
半
毬
之
水
、
水
上
浮
一
木
板
、

比
似
人
閒
地
平
、
板
上
雜
置
微
細
之
物
、
比
如
萬
類
。
蹴
毬
雖
圓
轉
不
已
、
板
上
之
物
、
倶
不

覺
知
。 

と
あ
る
。
渾
天
説
の
鷄
子
の
比
喩
は
、
た
だ
天
は
地
を
包
ん
で
い
る
狀
態
を
表
わ
す
も
の
の
み
で
あ

る
、
と
い
う
。
趙
友
欽
は
、
蹴
毬
の
中
に
半
分
水
が
注
が
れ
、
上
に
一
つ
の
板
が
浮
か
ん
で
い
る
、

と
い
う
表
現
で
渾
天
説
の
天
地
の
狀
態
を
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
比
喩
は
、
鷄
子
の
比
喩
よ
り
も

っ
と
渾
天
説
の
宇
宙
の
模
型
に
近
い
と
も
い
え
よ
う
。 

假
に
、
渾
天
説
の
宇
宙
を
一
つ
の
圖
で
表
す
と
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 
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比
較
す
る
た
め
に
、
「
枕
中
書
」
と
『
三
五
曆
紀
』
に
見
え
る
宇
宙
生
成
の
經
緯
を
次
の
二
つ
の

圖
で
表
す
。 

               

 

「
枕
中
書
」
の
圖
に
見
え
る
よ
う
に
、
天
地
の
二
儀
は
ま
だ
分
離
さ
れ
て
い
な
い
時
に
、
宇
宙
の

混
沌
の
状
態
は
鷄
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
四
劫
の
後
に
、
形
は
巨
蓋
の
よ
う
な
天
は
先
に
形

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
四
劫
の
後
に
、
天
と
地
と
は
分
離
し
、
淸
な
る
も
の
が
天
と
な
り
、
濁
な

る
も
の
が
地
と
な
る
、
と
い
う
。 

ま
た
、『
三
五
曆
紀
』
の
圖
に
見
え
る
よ
う
に
、
天
地
の
二
儀
は
ま
だ
分
離
さ
れ
て
い
な
い
時
に
、

宇
宙
の
混
沌
の
状
態
は
鷄
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
萬
八
千
年
の
後
に
、
天
地
が
開
か
れ
、

淸
な
る
も
の
が
天
と
な
り
、
濁
な
る
も
の
が
地
と
な
り
、
天
は
毎
日
一
丈
ほ
ど
高
く
な
り
、
地
は
毎

日
一
丈
ほ
ど
厚
く
な
る
。
一
萬
八
千
年
の
後
に
、
天
は
極
め
て
高
く
、
地
は
極
め
て
厚
い
、
と
い
う
。 

「
枕
中
書
」
を
『
三
五
曆
紀
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
枕
中
書
」
に

は
、
巨
蓋
の
よ
う
な
天
が
地
よ
り
先
に
形
成
さ
れ
た
と
説
く
が
、
『
三
五
曆
紀
』
で
は
そ
れ
が
見
え

な
い
。
ま
た
『
三
五
曆
紀
』
で
は
天
地
が
分
離
し
た
後
に
天
は
益
々
高
く
な
り
、
地
は
益
々
厚
く
な

る
と
説
く
が
、
「
枕
中
書
」
に
は
そ
れ
が
見
え
な
い
。
こ
の
二
點
に
お
い
て
兩
者
の
違
い
で
あ
る
こ
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と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
細
か
い
所
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、「
枕
中
書
」
と
『
三
五
曆
紀
』
と
は

宇
宙
の
生
成
の
經
緯
に
關
し
て
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
兩
者
は
互
い
に
補
う
關
係

に
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。 

「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
の
宇
宙
の
生
成
の
經
緯
を
表
す
圖
を
、
渾
天
説
を
表
す
圖
と
比
較

す
れ
ば
、「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
の
宇
宙
論
は
渾
天
説
で
は
な
く
、
渾
天
説
と
對
立
し
て
い

る
蓋
天
説
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
枕
中
書
」
に
は
「
天
形
如
巨
蓋
」
と
あ
っ
て
、
天
の

形
が
「
蓋
」
の
如
し
と
あ
る
以
上
、
天
の
形
は
半
圓
で
あ
り
、
地
を
包
む
完
全
の
圓
で
は
な
い
。
特

に
、
巨
蓋
と
い
う
表
現
で
天
を
表
す
の
は
、
蓋
天
説
の
特
徵
で
あ
り
、
そ
れ
と
對
立
す
る
渾
天
説
に

は
適
應
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
「
枕
中
書
」
の
宇
宙
論
は
渾
天
説
で
は
な
く
、
蓋
天
説
で
あ
る
。 

 

四
、「
枕
中
書
」
に
お
け
る
鷄
子
の
比
喩 

 

『
晉
書
』
天
文
志
で
は
、
葛
洪
が
蓋
天
説
を
支
持
し
て
い
た
王
充
に
反
論
し
た
時
に
、
張
衡
の
『
渾

天
儀
注
』
を
引
用
し
、
天
は
鷄
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
地
は
鷄
子
の
卵
黄
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
説
い
た
。
こ
れ
が
「
枕
中
書
」
に
見
え
る
鷄
子
の
比
喩
と
同
一
視
さ
れ
、
「
枕
中
書
」
も
葛
洪

の
作
で
あ
る
と
主
張
す
る
説
が
あ
る
（
１
８
）。 

『
三
五
曆
紀
』
の
鷄
子
の
比
喩
は
、
古
代
の
學
者
に
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。
明
・
周
琦
の
『
東
溪

日
談
録
』（
１
９
）
卷
八
に
は
、  

    

三
五
曆
記
天
地
混
沌
如
鷄
子
之
説
、
既
如
鷄
子
、
便
有
淸
濁
之
分
、
非
混
沌
時
矣
。
混
沌
蓋
淸

濁
之
未
分
、
而
鷄
子
之
黃
與
白
尚
混
爲
一
處
時
也
。 

と
あ
っ
て
、『
三
五
曆
紀
』
が
鷄
子
の
比
喩
を
使
っ
て
、
天
地
混
沌
の
状
態
を
表
す
の
は
誤
解
さ
れ

や
す
い
と
指
摘
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
鷄
子
で
あ
れ
ば
、
卵
黄
と
卵
白
の
區
分
が
あ
る
は
ず
で

あ
り
、
淸
濁
が
混
合
さ
れ
て
い
る
状
態
で
は
な
い
の
で
、
天
地
の
混
沌
の
状
態
と
は
異
な
る
か
ら
で

あ
る
。
周
琦
の
解
釋
に
よ
れ
ば
、『
三
五
曆
紀
』
の
い
う
鷄
子
は
ま
だ
鷄
の
體
内
に
あ
る
卵
黄
と
卵

白
が
ま
だ
區
分
さ
れ
て
い
な
い
混
沌
の
状
態
の
鷄
子
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。「
枕
中
書
」
に
は
、「
狀

如
鷄
子
、
混
沌
玄
黃
」
と
あ
る
が
、『
易
』
坤
卦
に
は
、「
夫
玄
黄
者
、
天
地
之
雜
也
。
天
玄
而
地
黄
。」

と
あ
る
の
で
、
玄
は
天
の
色
で
あ
り
、
黄
は
地
の
色
で
あ
り
、
玄
黃
は
天
地
を
指
し
、
混
沌
玄
黃
と

は
天
地
が
混
沌
未
分
の
狀
態
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
「
枕
中
書
」
に
お
け
る
鷄

子
の
意
味
は
卵
黄
と
卵
白
の
區
分
の
な
い
、
混
沌
の
状
態
の
鷄
子
で
あ
る
。 

天
地
の
混
沌
の
狀
態
を
鷄
子
に
喩
え
る
例
は
、
劉
宋
初
期
の
天
師
道
の
道
士
徐
氏
が
作
っ
た
『
三

天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

老
君
布
散
玄
元
始
氣
、
淸
濁
不
分
、
混
沌
狀
如
鷄
子
中
黃
。
因
而
分
散
、
玄
氣
淸
淳
、
上
昇
爲

天
、
始
氣
濃
濁
、
凝
下
爲
地
、
元
氣
輕
微
、
通
流
爲
水
、
日
月
星
辰
、
於
此
列
布
。
老
君
因
沖

和
氣
、
化
爲
九
國
、
置
九
人
三
男
六
女
。     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
二
ｂ
～
三
ａ
） 

こ
こ
で
は
、
天
地
の
混
沌
の
狀
態
は
鷄
子
の
中
の
卵
黄
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
天
は
上

に
あ
り
、
玄
氣
か
ら
構
成
さ
れ
、
地
は
下
に
あ
り
、
始
氣
か
ら
構
成
さ
れ
、
水
・
日
月
・
星
辰
は
中

閒
に
あ
っ
て
、
元
氣
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
玄
・
元
・
始
の
三
氣
の
觀
念
を
用
い
て
宇

宙
の
生
成
の
經
緯
と
構
成
を
解
説
す
る
の
は
、
道
敎
經
典
で
あ
る
『
三
天
内
解
經
』
の
特
徴
で
あ
り
、

『
淮
南
子
』
天
文
訓
や
『
三
五
曆
紀
』
な
ど
に
は
玄
・
元
・
始
の
三
氣
の
觀
念
は
見
え
な
い
。
た
だ

し
、『
三
天
内
解
經
』
の
宇
宙
論
は
、
基
本
的
に
は
『
淮
南
子
』
天
文
訓
や
『
三
五
曆
紀
』
な
ど
と

一
致
し
て
い
る
。
天
地
は
上
下
の
關
係
に
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
見
れ
ば
、
『
三
天
内
解
經
』
の
宇

宙
論
は
渾
天
説
で
は
な
く
、
蓋
天
説
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

ほ
か
の
道
敎
經
典
に
も
、
宇
宙
の
混
沌
の
状
態
を
解
説
す
る
時
に
、
鷄
子
の
比
喩
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
場
合
の
天
地
は
ま
だ
分
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
・
朱
權
が
編
纂
し
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た
『
天
皇
至
道
太
淸
玉
册
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
七
二
）
の
開
闢
天
地
章
の
元
氣
の
條
に
は
、 

未
有
天
地
之
時
、
其
氣
混
沌
如
鷄
子
。
溟
涬
始
芽
、
鴻
濛
滋
明
、
太
極
元
氣
函
三
爲
一
極
中
也
。

元
始
也
。
淸
輕
者
上
爲
天
、
濁
重
者
下
爲
地
、
冲
和
之
氣
爲
人
、
芒
雜
之
氣
爲
物
。 

（
四
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
天
地
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
時
に
、
そ
の
氣
は
鷄
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
後

に
淸
輕
な
る
も
の
は
昇
っ
て
天
と
な
り
、
濁
重
な
る
も
の
は
下
っ
て
地
と
な
り
、
冲
和
の
氣
は
人
と

な
り
、
芒
雜
の
氣
は
萬
物
と
な
っ
た
、
と
い
う
。 

ま
た
、
元
・
衞
琪
注
『
玉
淸
無
極
總
眞
文
昌
大
洞
仙
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
三
）
卷
七
の
注
に
は
、 

昔
天
地
未
判
、
元
氣
始
凝
、
形
如
雞
子
、
中
有
混
沌
氏
生
焉
。
盤
踞
中
央
、
自
分
淸
濁
陰
陽
二

氣
於
上
下
、
頭
乘
乾
天
、
腹
盤
坤
地
。
混
沌
氏
日
長
一
丈
、
天
地
亦
長
一
丈
。
如
此
九
萬
九
千

九
百
九
十
億
萬
劫
、
兩
儀
方
定
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
三
十
ａ
～
ｂ
） 

と
あ
る
。
天
地
が
ま
だ
分
離
さ
れ
て
い
な
い
時
に
、
宇
宙
の
元
氣
は
固
ま
り
、
鷄
子
の
よ
う
な
形
に

な
り
、
そ
の
中
に
混
沌
氏
が
生
ま
れ
、
中
央
に
お
り
、
淸
濁
の
二
氣
を
分
け
た
。
こ
の
混
沌
氏
は
一

日
一
丈
背
が
伸
び
、
天
地
も
一
丈
成
長
し
、
九
萬
九
千
九
百
九
十
億
萬
劫
後
に
、
天
地
の
成
長
が
止

ま
っ
て
、
今
の
天
地
の
状
態
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
こ
こ
に
見
え
る
混
沌
氏
と
は
、
盤
古
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。 

こ
れ
ま
で
の
例
を
見
る
と
、
天
地
の
混
沌
の
状
態
を
鷄
子
に
喩
え
る
の
は
一
般
的
で
あ
り
、
こ
の

場
合
の
鷄
子
は
卵
黄
と
卵
白
が
ま
だ
區
分
さ
れ
て
い
な
い
混
沌
の
状
態
の
鷄
子
、
或
い
は
鷄
子
の
中

の
卵
黄
、
或
い
は
鷄
子
の
ボ
ー
ル
の
形
を
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

一
方
の
葛
洪
に
引
か
れ
た
『
渾
天
儀
注
』
を
見
れ
ば
、
宇
宙
の
構
造
を
鷄
子
に
喩
え
る
の
は
渾
天

説
の
特
徵
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
鷄
子
は
卵
黄
と
卵
白
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
鷄
子
で

あ
る
。
「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
な
ど
の
鷄
子
は
天
地
の
混
沌
の
狀
態
を
指
し
て
い
る
が
、
渾

天
説
の
鷄
子
は
天
地
が
別
れ
て
い
る
狀
態
を
指
し
て
い
る
の
で
、
兩
者
を
混
同
す
る
こ
と
は
な
い
。 

ま
た
、
先
の
「
枕
中
書
」
や
『
三
五
曆
紀
』
の
宇
宙
論
を
表
す
圖
か
ら
も
、
そ
こ
に
見
え
る
鷄
子

の
比
喩
は
渾
天
説
の
鷄
子
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
、
「
枕
中
書
」
や
『
三

五
曆
紀
』
の
鷄
子
は
渾
天
説
に
見
え
る
鷄
子
と
同
じ
、
天
地
が
既
に
分
か
れ
て
い
る
狀
態
を
表
し
て

い
る
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
「
四
劫
」
或
い
は
「
萬
八
千
歳
」
の
後
に
、
混
沌
の
状
態
か
ら
天
地
が
分

離
さ
れ
る
狀
態
に
變
わ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
鷄
子
の
比
喩
の
意
味
か
ら
は
、

「
枕
中
書
」
が
葛
洪
の
眞
作
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

 

五
、「
枕
中
書
」
に
見
え
る
天
地
の
距
離 

 

「
枕
中
書
」
の
宇
宙
論
に
は
天
地
の
距
離
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
載
か
ら
も
「
枕
中
書
」

が
葛
洪
の
眞
作
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

「
枕
中
書
」
に
は
、 

二
儀
始
分
、
相
去
三
萬
六
千
里
。 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
枕
中
書
」
の
作
者
は
天
地
の
距
離
は
三
萬
六
千
里
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
天
地
の
距
離
は
な
ぜ
三
萬
六
千
里
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、「
枕
中
書
」

は
特
に
説
明
し
て
い
な
い
。
さ
て
、
漢
や
魏
晉
の
時
期
に
、
天
地
の
距
離
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
、
代
表
的
な
幾
つ
か
の
説
を
見
て
み
た
い
。 

第
一
、
六
萬
餘
里
説
。
後
漢
・
王
充
『
論
衡
』（
２
０
）
卷
十
一
談
天
篇
に
は 

祕
傳
或
言
天
之
離
天
下
六
萬
餘
里
、
數
家
計
之
、
三
百
六
十
五
度
一
。 

と
あ
る
。
王
充
の
時
代
に
天
地
の
距
離
を
お
よ
そ
六
萬
里
と
考
え
る
説
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。 
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第
二
、
八
萬
里
説
。『
周
髀
』
に
は 

天
象
蓋
笠
、
地
法
覆
槃
、
天
離
地
八
萬
里
。 

 
 
 
 
 
 

（『
周
髀
算
經
』（
２
１
）
卷
下
） 

と
あ
る
。
蓋
天
説
を
唱
え
る
『
周
髀
』
は
、
數
學
の
方
法
を
使
っ
て
、
天
地
の
距
離
を
計
算
し
、
天

地
の
距
離
は
約
八
萬
里
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。 

  

第
三
、
九
萬
里
説
。『
三
五
曆
紀
』
に
は
、 

數
起
於
一
、
立
於
三
、
成
於
五
、
盛
於
七
、
處
於
九
。
故
天
去
地
九
萬
里
。 

（『
太
平
御
覽
』
卷
二
） 

と
あ
る
。
數
字
の
中
に
、
九
は
最
大
の
數
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
地
の
距
離
を
九
萬
里
と
推
測
し

て
い
る
。 

九
萬
里
説
は
、
梁
の
武
帝
頃
に
編
纂
さ
れ
た
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
天
地
運
度
自
然
妙
經
』

（
Ｈ
Ｙ
三
二
二
）（
２
２
）
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

道
言
、
太
上
靈
寶
、
先
天
地
而
生
、
然
後
有
天
地
。
數
起
於
一
、
立
於
三
、
成
於
五
、
盛
於
七
、

極
於
九
。
故
天
去
地
九
萬
里
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
一
ａ
） 

そ
の
文
章
は
『
三
五
曆
紀
』
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
『
三
五
曆
紀
』
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ

う
。 第

四
、
十
一
萬
餘
里
説
。
渾
天
説
を
信
奉
し
て
い
た
張
衡
は
『
靈
憲
』
の
中
に
は
、 

八
極
地
維
、
徑
二
億
三
萬
二
千
三
百
里
、
南
北
則
短
減
千
里
、
東
西
則
廣
增
千
里
。
自
地
至
天
、

半
於
八
極
。
則
地
之
深
亦
如
之
。
通
而
度
之
、
則
是
渾
也
。 

 
 

（
『
唐
開
元
占
經
』
卷
一
） 

と
あ
る
。
八
極
（
大
地
）
の
直
徑
は
二
十
三
萬
二
千
三
百
里
（
２
３
）
で
あ
り
、
天
地
の
距
離
は
八

極
（
大
地
）
の
直
徑
の
半
分
で
あ
り
、
計
算
す
れ
ば
、
十
一
萬
六
千
一
百
五
十
里
で
あ
る
と
い
う
。 

天
地
の
距
離
を
十
一
萬
餘
里
と
説
く
こ
と
は
、
三
國
魏
・
張
揖
『
廣
雅
』
（
２
４
）
の
「
九
天
」

の
條
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

天
圜
闢
南
北
二
億
三
萬
三
千
五
百
里
七
十
五
歩
、
東
西
短
減
四
歩
。
周
六
億
十
萬
七
百
里
二
十

五
歩
。
從
地
至
天
一
億
一
萬
六
千
七
百
八
十
七
里
。
下
度
地
之
厚
與
天
髙
等
。 

天
地
の
距
離
を
十
一
萬
六
千
七
百
八
十
七
里
と
記
し
て
い
る
。 

第
五
、
十
五
萬
里
説
。
前
漢
の
緯
書
で
あ
る
『
詩
含
神
霧
』（
２
５
）
に
は
、 

詩
含
神
霧
曰
、
天
地
東
西
二
億
三
萬
三
千
里
、
南
北
二
億
三
萬
一
千
五
百
里
、
天
地
相
去
億
五

萬
里
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（『
唐
開
元
占
經
』
卷
四
） 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、『
詩
含
神
霧
』
で
は
天
地
の
距
離
が
十
五
萬
里
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。 第

六
、
十
七
萬
餘
里
説
。『
洛
書
』
甄
曜
度
（
２
６
）
に
は
、 

洛
書
甄
曜
度
曰
、
周
天
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一
、
一
度
爲
二
千
九
百
三
十
二
里
、
則
天
地

相
去
十
七
萬
八
千
五
百
里
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
唐
開
元
占
經
』
卷
三
） 

と
あ
る
。『
洛
書
』
甄
曜
度
に
は
、
天
地
の
距
離
を
十
七
萬
八
千
五
百
里
と
推
定
し
て
い
る
。 

ほ
か
に
は
、『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
は 

天
有
九
野
、
九
千
九
百
九
十
九
隅
、
去
地
五
億
萬
里
。 

と
あ
る
。
天
地
の
距
離
を
五
十
萬
里
と
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
が
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
天
地
の
距
離
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
識
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に

は
六
萬
里
か
ら
十
七
萬
里
ま
で
の
閒
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
、
「
枕
中
書
」
の
三
萬

六
千
里
は
、
出
典
が
な
く
、
更
に
理
由
も
解
説
さ
れ
て
い
な
い
。
三
萬
六
千
里
の
數
字
は
、
ほ
か
の

説
と
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
小
さ
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
渾
天
説
で
は
天
地
の
距
離
は
十

一
萬
六
千
一
百
五
十
里
で
あ
る
と
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
渾
天
説
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
葛
洪
が

勝
手
に
天
地
の
距
離
を
三
萬
六
千
里
に
變
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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六
、「
枕
中
書
」
の
成
立
時
期
と
作
者 

 
「
枕
中
書
」
が
僞
作
で
あ
れ
ば
、
そ
の
成
立
時
期
は
葛
洪
が
生
き
て
い
っ
た
東
晉
よ
り
後
の
時
期

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』
は
序
・
眞
書
・
眞
記
の
三
つ
の
部
分
か
ら
な
る
が
、

序
や
眞
書
の
部
分
は
「
枕
中
書
」
に
相
當
し
、
眞
記
は
そ
の
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
眞
記

の
内
容
は
、
梁
の
陶
弘
景
が
作
っ
た
『
眞
靈
位
業
圖
』（
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
眞
靈
位
業
圖
』、
Ｈ
Ｙ

一
六
七
）
に
通
じ
る
内
容
が
多
い
の
で
、
南
朝
の
梁
や
陳
の
成
立
で
あ
ろ
う
（
２
７
）
。
そ
う
す
る

と
、「
枕
中
書
」
は
眞
記
よ
り
少
し
早
い
時
期
の
劉
宋
末
や
梁
の
初
期
頃
に
作
ら
れ
た
と
推
測
で
き

る
。 ま

た
、
「
枕
中
書
」
の
作
者
を
考
察
す
る
に
は
、
ま
ず
南
北
朝
の
天
文
知
識
を
持
っ
て
い
た
高
名

な
道
士
で
あ
る
北
魏
の
寇
謙
之
と
梁
の
陶
弘
景
を
見
て
み
た
い
。 

『
魏
書
』
釋
老
志
（
２
８
）
に
は
、 

（
宼
謙
之
）
少
修
張
魯
之
術
、
服
食
餌
藥
、
歷
年
無
效
。
幽
誠
上
達
、
有
仙
人
成
公
興
、
不
知

何
許
人
、
至
謙
之
從
母
家
傭
賃
。
…
…
後
謙
之
算
七
曜
、
有
所
不
了
、
惘
然
自
失
。
興
謂
謙
之

曰
、
先
生
何
爲
不
懌
。
謙
之
曰
、
我
學
算
累
年
、
而
近
算
周
髀
不
合
、
以
此
自
愧
。
且
非
汝
所

知
、
何
勞
問
也
。
興
曰
、
先
生
試
隨
興
語
布
之
。
俄
然
便
決
。
謙
之
歎
伏
、
不
測
興
之
淺
深
、

請
師
事
之
。 

と
あ
る
。
道
士
寇
謙
之
は
『
周
髀
』
に
基
づ
き
、
星
の
運
行
を
推
算
し
た
が
、
正
確
な
結
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
を
惱
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
仙
人
成
公
興
が
す
ぐ
に
正
確
な
結
果
を
出
し
た
。
寇
謙
之
は

そ
れ
を
見
て
大
變
感
銘
を
受
け
た
、
と
い
う
。
寇
謙
之
は
『
周
髀
』
に
基
づ
い
て
星
の
運
行
を
計
算

す
る
の
で
、
彼
は
『
周
髀
』
に
説
か
れ
て
い
る
蓋
天
説
を
信
奉
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

梁
の
陶
弘
景
に
つ
い
て
は
、『
雲
笈
七
籤
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）
卷
五
に
載
せ
て
い
る
李
渤
「
眞
系
」

の
梁
茅
山
貞
白
陶
先
生
の
一
條
に
は
、 

及
尤
長
於
詮
正
僞
謬
、
地
理
曆
筭
、
文
不
空
發
、
成
即
爲
體
用
。
造
渾
天
儀
、
轉
之
與
天
相
會
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
九
ｂ
） 

と
あ
る
。
ま
た
、『
雲
笈
七
籤
』
卷
一
百
七
「
華
陽
隱
居
先
生
本
起
録
」
に
は
、 

又
作
渾
天
象
、
高
三
尺
許
、
地
居
中
央
、
天
轉
而
地
不
動
。
二
十
八
宿
度
數
、
七
曜
行
道
、
昏

明
中
星
見
伏
、
早
晩
以
機
轉
之
、
悉
與
天
相
會
。
云
此
修
道
所
須
、
非
但
史
官
家
用
。（
十
ｂ
） 

と
あ
る
。
渾
天
説
を
信
奉
し
て
い
た
陶
弘
景
は
、
自
ら
渾
天
儀
を
製
作
し
、
そ
の
運
轉
は
精
確
の
よ

う
で
あ
る
。 

 

寇
謙
之
は
蓋
天
説
を
信
奉
し
て
い
た
が
、
「
枕
中
書
」
の
よ
う
に
天
地
の
距
離
を
三
萬
六
千
里
で

あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
陶
弘
景
は
渾
天
説
を
信
奉
し
て
い
た
の
で
、
蓋
天
説

を
説
く
「
枕
中
書
」
の
作
者
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
枕
中
書
」
の
作
者
は
寇
謙
之

や
陶
弘
景
の
よ
う
な
天
文
知
識
の
持
っ
て
い
た
高
名
な
道
士
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

東
晉
末
か
ら
劉
宋
初
期
に
か
け
て
數
多
く
の
靈
寶
經
が
編
纂
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
靈
寶
經
の
中

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
玉
京
山
や
元
始
天
王
の
觀
念
は
「
枕
中
書
」
に
も
見
え
る
の
で
、「
枕
中
書
」

の
作
者
は
靈
寶
經
の
編
纂
者
と
は
同
一
人
、
或
い
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
で
あ
ろ
う
か
。 

實
際
に
は
、
靈
寶
經
の
中
に
は
「
枕
中
書
」
に
類
似
す
る
宇
宙
論
が
殆
ど
見
え
ず
、
靈
寶
經
自
體

は
宇
宙
の
生
成
の
經
緯
に
關
す
る
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
な
い
。
靈
寶
經
の
宇
宙
論
の
代
表
的
な

例
を
言
え
ば
、
次
の
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
）
の
内
容
が
擧
げ
ら
れ
る
。 

元
始
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
篇
眞
文
、
生
於
元
始
之
先
、
空
洞
之
中
。
天
地
未
根
、
日
月
未
光
、
幽

幽
冥
冥
、
無
祖
無
宗
、
靈
文
晻
藹
、
乍
存
乍
亡
。
二
儀
待
之
以
分
、
太
陽
待
之
以
明
。
靈
圖
革

運
、
玄
象
推
遷
、
乘
機
應
會
、
於
是
存
焉
。
天
地
得
之
而
分
判
、
三
景
得
之
而
發
光
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
一
ａ
～
ｂ
） 
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
は
宇
宙
が
始
ま
る
前
に
既
に
存
在
し
て
お
り
、
當
時
は
天

地
ま
だ
分
離
さ
れ
ず
、
日
月
も
出
來
て
い
な
い
、
全
て
は
混
沌
の
狀
態
に
あ
る
。
そ
し
て
、
「
靈
寶

五
篇
眞
文
」
に
よ
っ
て
、
天
地
が
分
離
し
、
日
月
星
の
三
景
も
光
り
始
め
る
。
こ
の
靈
寶
經
の
宇
宙

論
は
、
宇
宙
は
最
初
に
混
沌
の
狀
態
に
あ
り
、
天
地
は
分
離
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
點
に
お
い
て
は
、

通
常
の
宇
宙
論
と
一
致
す
る
が
、
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
の
力
で
天
地
が
分
離
し
、
日
月
星
な
ど
が
形

成
さ
れ
た
と
い
う
考
え
は
、
通
常
の
宇
宙
論
に
見
ら
れ
な
い
新
し
い
發
想
で
あ
る
。 

  

ま
た
、
靈
寶
經
の
『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
一
八
）（
２
９
）
の
三
寶
大
有
金

書
に
は
次
の
よ
う
な
宇
宙
論
が
見
え
る
。 

分
爲
玄
・
元
・
始
三
炁
而
治
。
三
寶
、
皆
三
氣
之
尊
神
、
號
生
三
氣
、
三
號
合
生
九
氣
。
九
氣

出
乎
太
空
之
先
、
隱
乎
空
洞
之
中
。
無
光
無
象
、
無
形
無
名
、
無
色
無
緖
、
無
音
無
聲
。
導
運

御
世
、
開
闢
玄
通
。
三
色
混
沌
、
乍
存
乍
亡
。
運
推
數
極
、
三
氣
開
光
。
氣
淸
髙
澄
、
積
陽
成

天
。
氣
結
凝
滯
、
積
滯
成
地
。
九
氣
列
正
、
日
月
星
宿
、
陰
陽
五
行
、
人
民
品
物
、
竝
受
生
成
。

天
地
萬
化
、
自
非
三
元
所
育
、
九
氣
所
導
、
莫
能
生
也
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
一
ｂ
～
二
ａ
） 

天
寶
君
・
靈
寶
君
・
神
寶
君
の
三
寶
君
は
そ
れ
ぞ
れ
玄
・
元
・
始
の
三
氣
、
あ
わ
せ
て
九
氣
で
宇

宙
を
治
め
て
い
る
。
こ
の
九
氣
は
宇
宙
の
源
と
な
り
、
天
地
・
日
月
・
星
・
陰
陽
五
行
・
人
民
な
ど

に
な
っ
た
、
と
い
う
。
三
寶
君
と
玄
・
元
・
始
三
氣
の
觀
念
を
使
っ
て
、
宇
宙
の
生
成
を
説
明
す
る

の
は
こ
の
宇
宙
論
の
特
徴
で
あ
る
が
、
三
氣
の
觀
念
を
取
り
入
れ
て
宇
宙
の
生
成
を
解
説
す
る
の
は
、

先
に
取
り
上
げ
た
『
三
天
内
解
經
』
の
宇
宙
論
に
由
來
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
靈
寶
經
の
宇
宙
論
は
「
枕
中
書
」
と
は
大
分
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
枕

中
書
」
の
作
者
は
靈
寶
經
の
作
者
と
は
同
一
人
、
或
い
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。 

『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』
の
眞
記
の
内
容
は
梁
の
陶
弘
景
が
作
っ
た
『
眞
靈
位
業
圖
』
に
通
じ
る
内

容
が
多
く
、
そ
の
作
者
は
上
淸
經
を
信
奉
し
て
い
た
道
士
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、「
枕
中
書
」

に
相
當
す
る
序
と
眞
書
の
部
分
も
上
淸
經
を
信
奉
し
て
い
た
道
士
の
閒
に
出
回
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
枕
中
書
」
の
作
者
は
劉
宋
末
や
梁
の
初
期
頃
の
上
淸
經
を
信
奉
し
て
い
た

道
士
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。 

 

七
、
結
語 

 

以
上
に
よ
り
、「
枕
中
書
」
の
内
容
は
三
國
呉
・
徐
整
の
『
三
五
曆
紀
』
に
類
似
し
、
兩
者
の
宇

宙
論
が
蓋
天
説
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
、「
枕
中
書
」
に
見
え
る
「
天
形
如
巨
蓋
」

と
い
う
表
現
は
、
蓋
天
説
の
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
「
枕
中
書
」
で
は
、
宇
宙
の
混
沌
の
狀

態
を
鷄
子
に
喩
え
て
お
り
、
渾
天
説
の
天
が
地
を
包
む
樣
子
を
喩
え
る
鷄
子
と
は
異
な
る
。
更
に
「
枕

中
書
」
に
は
、
天
地
の
距
離
は
「
三
萬
六
千
里
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
數
字
は
當

時
の
天
文
學
の
説
と
異
な
る
の
で
、
「
枕
中
書
」
の
作
者
は
あ
ま
り
天
文
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
人

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
「
枕
中
書
」
は
た
だ
の
説
話
で
あ
り
、
學
問
の
基
準
で
そ
の
内
容
を
檢
證
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
説
話
に
し
て
も
、
渾
天
説
を
信
奉
し
て
い
る

葛
洪
は
、
な
ぜ
渾
天
説
を
思
想
の
背
景
と
す
る
説
話
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、

「
枕
中
書
」
が
葛
洪
の
作
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

「
枕
中
書
」
は
僞
作
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
問
題
を
考
察
す
る
時
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。 

ま
ず
、
葛
洪
と
東
晉
末
や
劉
宋
初
期
の
靈
寶
經
と
の
關
係
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。
元
始
天
王
や

玉
京
山
な
ど
の
「
枕
中
書
」
に
記
さ
れ
て
い
る
觀
念
が
葛
洪
の
考
案
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
靈
寶

五
符
以
外
に
、
葛
洪
の
時
代
の
經
典
と
東
晉
末
や
劉
宋
初
期
の
靈
寶
經
と
の
思
想
的
な
繋
が
り
は
非
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常
に
少
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
靈
寶
經
の
編
纂
と
傳
授
に
お
い
て
は
、
葛
洪
か
ら
葛
巢
甫
ま
で
の
葛

氏
一
族
を
中
心
と
す
る
道
流
が
あ
っ
て
、
劉
宋
以
前
の
い
わ
ゆ
る
靈
寶
派
は
こ
の
葛
氏
道
（
３
０
）

の
別
稱
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
は
な
い
が
、
葛
巢
甫
以
前
の
葛
氏
一
族
で
は
、
靈
寶
經
だ
け
で
は

な
く
、
三
皇
内
文
や
五
嶽
眞
形
圖
な
ど
多
く
の
道
書
が
傳
え
ら
れ
、
靈
寶
經
と
い
え
る
も
の
は
、
靈

寶
五
符
を
代
表
と
す
る
一
部
の
經
典
に
過
ぎ
な
い
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
靈
寶
經
を
特
別
に
重
視
し

て
い
な
か
っ
た
葛
巢
甫
以
前
の
葛
氏
の
道
流
を
靈
寶
派
と
呼
ぶ
の
は
妥
當
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
次

に
、
玉
京
山
の
觀
念
は
、
葛
洪
の
時
代
に
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
恐
ら
く
『
眞
誥
』
卷
四
に

載
せ
る
太
和
元
年
（
三
六
六
）
五
月
頃
が
許
翽
が
記
錄
し
た
眞
人
の
詩
の
「
齊
德
秀
玉
京
、
何
用
世

閒
多
」
（
八
ａ
）
に
由
來
す
る
で
あ
ろ
う
。
東
晉
中
期
の
上
淸
經
に
は
玉
京
山
に
關
す
る
詳
細
な
記

載
が
見
え
な
い
が
、
し
か
し
靈
寶
經
で
は
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
觀
念
は
東
晉
末
の

葛
巢
甫
が
隆
安
年
閒
（
三
九
七
～
四
〇
一
）
に
靈
寶
經
を
造
構
し
た
時
に
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
葛
洪
が
佛
敎
側
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
受
け
た
か
と
い
う
問
題
に
も
關
係
す
る
（
３
１
）
。

「
枕
中
書
」
の
序
の
部
分
で
、
玄
都
太
眞
王
が
現
れ
た
時
の
樣
子
を
描
く
文
章
に
佛
敎
の
圓
光
の
表

現
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
「
枕
中
書
」
が
葛
洪
の
作
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
葛
洪
が
佛
典
を
參

照
し
た
證
據
に
は
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
道
敎
の
宇
宙
論
を
研
究
す
る
時
に
は
、「
枕
中
書
」
を
東

晉
の
葛
洪
の
作
と
し
て
は
な
く
、
劉
宋
末
や
梁
の
初
期
の
上
淸
經
を
信
奉
し
て
い
た
道
士
の
作
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

 

注 

 

（
１
）
梁
・
宋
文
明
の
『
通
門
論
（
擬
）』
に
關
す
る
研
究
は
、
小
稿
序
論
「
一
、
先
行
研
究
（
一
）

靈
寶
經
研
究
の
發
端
」
を
參
照
。 

（
２
）
道
藏
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
第
三
篇
第
一
章
「
道
藏
本
『
洞

玄
靈
寶
玉
京
山
歩
虚
經
』
の
成
立
」
を
參
照
。
靈
寶
經
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
『
六

朝
道
敎
史
研
究
』（
東
京:

創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
第
一
篇
第
三
章
「
靈
寶
經
の
形
成
」、

小
稿
第
一
篇
第
一
章
「
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
―
『
元
始
赤
書
眞
文
經
』
の
成
書
を
中
心
に

―
四
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
」
を
參
照
。 

（
３
）
柳
存
仁
氏
は
、
論
文
「
道
敎
前
史
二
章
」（『
道
敎
史
探
源
』、
北
京:

北
京
大
學
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
五
月
）
で
は
、
「
枕
中
書
」
が
葛
洪
の
作
で
あ
り
、
道
敎
の
創
世
紀
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。 

（
４
）
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
證
』
（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
五
月
）
卷
十
九
「
枕
中
書
」

の
條
を
參
照
。 

（
５
）
石
衍
豐
氏
は
、「
枕
中
書
」
は
眞
書
の
部
分
で
あ
り
、『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』
は
眞
記
の
部
分

で
あ
り
、
眞
記
の
部
分
に
許
謐
と
許
翽
の
事
迹
が
あ
る
と
は
い
え
、
眞
書
の
部
分
の
信
憑
性
を

否
定
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。
同
氏
論
文
「
『
枕
中
書
』
及
其
作
者
」（『
宗
敎
學
研
究
』
、
一
九

八
六
年
第
二
期
）
を
參
照
。
そ
の
後
、
王
卡
氏
は
、「
枕
中
書
」
に
載
せ
る
盤
古
眞
人
の
説
話

は
、
葛
洪
が
晚
年
活
動
し
て
い
た
羅
浮
山
地
區
で
廣
く
流
布
し
、
更
に
そ
の
宇
宙
論
も
葛
洪
の

時
代
に
流
行
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、「
枕
中
書
」
は
確
に
葛
洪
の
作
で
あ
る
と
主
張
す

る
。
同
氏
論
文
「
元
始
天
王
與
盤
古
氏
開
天
闢
地
」（
『
世
界
宗
敎
研
究
』
、
一
九
八
九
年
第
三

期
）
を
參
照
。
ほ
か
に
は
、
劉
仲
宇
氏
も
「
枕
中
書
」
を
葛
洪
の
作
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

劉
仲
宇
「
葛
洪
『
枕
中
書
』
初
探
」（『
中
國
道
敎
』、
中
國
道
敎
協
會
、
一
九
九
〇
年
第
四
期
）

を
參
照
。
王
承
文
氏
も
、
「
枕
中
書
」
を
葛
洪
の
晩
年
の
作
と
考
え
て
い
る
。
王
承
文
「
葛
洪

晚
年
隱
居
羅
浮
山
事
跡
釋
證
―
―
以
東
晉
袁
宏
『
羅
浮
記
』
爲
中
心
」
（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家

文
化
研
究
』
第
二
十
一
輯
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
を
參
照
。 
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（
６
）
王
卡
氏
前
掲
論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
７
）
影
印
本
『
太
平
御
覽
』（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
二
月
初
版
、
一
九
九
五
年
十
月
版
）

に
よ
る
。
以
下
同
樣
。 

（
８
）『
藝
文
類
聚
』（
上
海:

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
六
五
年
十
一
月
）
に
よ
る
。 

（
９
）
饒
宗
頤
氏
論
文
「
論
道
敎
創
世
紀
」（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
六
輯
、
北
京: 

生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
九
年
四
月
）
を
參
照
。 

（
１
０
）『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
第
一
〇
四
七
册
『
述

異
記
』
に
よ
る
。 

（
１
１
）
張
雙
棣
撰
『
淮
南
子
校
釋
』（
北
京:

北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
七
年
八
月
）
に
よ
る
。

以
下
同
樣
。 

（
１
２
）
漢
や
魏
晉
の
時
期
の
宇
宙
論
に
つ
い
て
は
、
山
田
慶
兒
「
梁
武
の
蓋
天
説
」（『
東
方
學
報
』

第
四
八
卷
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
七
五
年
十
二
月
）
、
藪
内
淸
責
任
編
集
科
學

の
名
著
２
『
中
國
天
文
學
・
數
學
集
』（
東
京:

朝
日
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
）
解
説
「
ひ

ら
か
れ
た
宇
宙
論
―
解
説
に
か
え
て
」、
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
（Jo

sep
h

 N
eed

h
am

）
著
『
中

國
の
科
學
と
文
明
』
第
五
卷
『
天
の
科
學
』（
東
京:

思
索
社
、
一
九
七
六
年
七
月
）
四
十
～
六

一
頁
、
姜
生
・
湯
偉
俠
主
編
『
中
國
道
敎
科
學
技
術
史
・
漢
魏
兩
晉
卷
』（
北
京
：
科
學
出
版

社
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）
第
二
五
章
「
宇
宙
演
化
論
」
と
第
二
六
章
「
天
地
結
構
説
和
「
天
人

感
應
論
」」
を
參
照
。 

（
１
３
）『
晉
書
』（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。
以
下
同
樣
。 

（
１
４
）『
周
髀
』
に
は
、
周
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
知
識
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐

の
初
期
に
は
、『
周
髀
』
を
國
子
監
明
算
科
の
敎
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
の
で
、『
周
髀
算
經
』

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
周
髀
』
の
成
立
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
藪
内
淸
責
任
編
集
科

學
の
名
著
２
『
中
國
天
文
學
・
數
學
集
』「
周
髀
算
經
」
を
參
照
。 

（
１
５
）『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
第
九
六
五
册
『
天
中

記
』
に
よ
る
。 

（
１
６
）『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
第
八
〇
七
册
『
唐
開

元
占
經
』
に
よ
る
。
以
下
同
樣
。 

（
１
７
）『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
第
七
八
六
册
『
原
本

革
象
新
書
』
に
よ
る
。 

（
１
８
）
王
卡
氏
は
、
前
掲
論
文
「
元
始
天
王
與
盤
古
氏
開
天
闢
地
」
で
「
此
の
説
（
「
枕
中
書
」

に
見
え
る
鷄
子
の
比
喩
）
は
、
元
氣
生
成
論
の
哲
學
思
想
に
基
づ
く
以
外
に
、
天
文
學
の
渾
天

説
と
深
い
關
係
が
あ
る
。
」
と
述
べ
て
、
葛
洪
を
晉
の
渾
天
説
の
代
表
的
人
物
と
見
た
上
で
、

葛
洪
が
「
枕
中
書
」
を
書
い
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
。 

（
１
９
）『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）
第
七
一
四
册
『
東
溪

日
談
録
』
に
よ
る
。 

（
２
０
）『
論
衡
』（
上
海:

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
四
年
九
月
）
に
よ
る
。 

（
２
１
）
戴
震
校
『
算
經
十
書
』（
上
海:

商
務
印
書
館
、
國
學
基
本
叢
書
、
一
九
三
〇
年
十
月
）「
一 

周
髀
算
經
卷
下
」
に
よ
る
。 

（
２
２
）
『
太
上
洞
玄
靈
寶
天
地
運
度
自
然
妙
經
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
六

朝
道
敎
史
研
究
』
第
一
篇
第
一
章
注
（
８
）
を
參
照
。 

（
２
３
）
古
代
の
算
術
で
は
、
「
億
」
と
は
一
般
的
に
は
十
萬
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
の
「
二

億
三
萬
二
千
三
百
里
」
は
二
十
三
萬
二
千
三
百
里
で
あ
る
。 

（
２
４
）
徐
復
主
編
『
廣
雅
詁
林
』
（
南
京:

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
七
月
）
に
よ
る
。 

（
２
５
）
前
漢
の
緯
書
の
『
詩
含
神
霧
』
は
散
逸
し
た
が
、
そ
の
逸
文
の
多
く
は
『
太
平
御
覽
』
や



177 
 

『
藝
文
類
聚
』
に
載
せ
る
。 

（
２
６
）『
洛
書
』
の
明
確
な
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
西
周
初
期
の
王
宮
史
官
記
載
の
『
尚

書
』
顧
命
篇
に
は
『
洛
書
』
の
名
が
見
え
る
。 

（
２
７
）K
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fer S
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 ed
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rica

l 

C
o
m

p
a
n
io

n
 to

 th
e D

a
o
za

n
g
, T

h
e U

n
iv

ersity
 o

f C
h
icag

o
 P

ress, 2
0
0
4

, p
. 1

0
7
. 

（
２
８
）『
魏
書
』（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
三
〇
四
九
～
五
〇
頁
に
よ
る
。 

（
２
９
）
『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』
の
構
成
と
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
林
正
美
前
掲
『
六

朝
道
敎
史
研
究
』
第
二
篇
第
一
章
「『
九
天
生
神
章
經
』」
を
參
照
。 

（
３
０
）
福
井
康
順
氏
は
學
術
用
語
と
し
て
の
葛
氏
道
と
い
う
道
派
の
觀
念
を
考
案
し
た
が
、
そ
れ

が
魏
晉
江
南
の
葛
玄
・
葛
洪
の
道
派
の
呼
び
名
で
あ
り
、
小
林
正
美
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
研
究
者
に
使
わ
れ
て
い
る
。
葛
氏
道
の
觀
念
に
つ
い
て
は
、
福
井
康
順
「
葛
氏
道
の
研
究
」

（『
東
洋
思
想
研
究
』
五
、
一
九
五
四
年
七
月
。『
福
井
康
順
著
作
集
』
第
二
卷
所
收
、
京
都
：

法
藏
館
、
一
九
八
七
年
）
を
參
照
。 

（
３
１
）
葛
洪
が
編
纂
し
た
『
字
苑
』
に
は
佛
敎
の
梵
の
字
を
收
め
て
い
る
の
で
、
葛
洪
が
佛
敎
經

典
を
讀
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
王
承
文
『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』（
北
京:

中
華

書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）
四
八
頁
を
參
照
。 
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結  

論 

 

以
上
に
よ
り
、
小
稿
は
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
・
『
玉
京
山
步
虛
經
』
と
い
う
三
つ
の

劉
宋
の
天
師
道
の
道
士
で
あ
る
陸
修
靜
が
敷
述
し
た
と
推
測
さ
れ
る
經
典
を
中
心
に
、
陸
修
靜
と
靈

寶
經
の
關
係
を
考
察
し
た
。
最
後
に
、
次
の
三
點
を
小
稿
の
結
論
と
し
て
ま
と
め
て
論
じ
た
い
。 

第
一
に
、
陸
修
靜
が
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い
る
靈
寶
經
の
編
纂
に
關
與
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

『
眞
誥
』
卷
二
十
よ
れ
ば
、
陸
修
靜
が
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
な
ど
の
靈
寶
經
を
敷
述

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
眞
文
赤
書
』
・
『
人
鳥
五
符
』
と
は
「
靈
寶
經
目
」
に
記
さ
れ
て
い

る
靈
寶
經
で
あ
り
、
「
敷
述
」
と
は
敷
演
・
撰
述
の
意
味
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
陸
修
靜
が
靈
寶
經

の
編
纂
に
關
與
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
史
料
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
小
稿
の
第
一
篇
と
第
二
篇
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
眞
文
赤
書
』
と
『
人
鳥
五
符
』

を
考
察
し
て
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。 

『
眞
文
赤
書
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に
元
始
系
靈
寶
經
の
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
『
元
始
五
老
赤

書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
相
當
し
、
そ
の
な
か
に
、
劉
宋
の
天
師
道
の
「
三
天
」
の
思
想
の
影
響
、

四
二
〇
年
代
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
天
師
道
の
經
典
で
あ
る
『
太
眞
科
』
の
元
始
天
尊
の
神
格
、
四
二

三
年
前
後
に
成
立
し
た
『
旨
敎
經
』
が
唱
え
た
六
齋
月
・
十
齋
日
の
觀
念
が
見
え
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
箇
所
は
東
晉
末
の
葛
巢
甫
の
作
で
は
な
く
、
陸
修
靜
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
特
に
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
の
十
日
齋
の
十
五
日
と
三
十
日
の
部
分
に
は
、「
太

淸
玄
元
上
三
天
無
極
大
道
」
や
「
正
一
盟
威
太
上
無
爲
大
道
」
と
い
う
劉
宋
の
天
師
道
の
「
三
天
」

の
思
想
に
由
來
す
る
神
格
や
觀
念
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
陸
修
靜
が
そ
の
十
日
齋
の
部
分
の
作
者
で

あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。 

ま
た
、
『
人
鳥
五
符
』
は
「
靈
寶
經
目
」
に
新
經
の
一
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
『
太
上
洞
玄
靈
寶

天
文
五
符
經
序
』
に
相
當
す
る
が
、
東
晉
末
に
成
立
し
た
三
卷
本
の
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に
な
い

人
鳥
山
の
眞
形
圖
に
關
す
る
内
容
や
生
策
五
符
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
し
た
。
そ
の
人
鳥

山
の
眞
形
圖
に
關
す
る
内
容
は
北
宋
・
張
君
房
『
雲
笈
七
籤
』
卷
八
十
「
元
覽
人
鳥
山
形
圖
」
に
相

當
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。『
人
鳥
五
符
』
に
載
せ
る
人
鳥
山
の
眞
形
圖
を
供
養
す
る
醮
祭
（
小

稿
で
は
「
人
鳥
山
醮
祭
」
と
呼
ぶ
）
に
は
、
存
思
・
鳴
鼓
・
發
爐
と
復
爐
な
ど
の
、
劉
宋
初
期
に
成

立
し
た
齋
法
儀
禮
の
儀
式
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
常
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
陸
修

靜
が
元
嘉
七
年
（
四
三
〇
）
か
ら
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
ま
で
の
閒
に
人
鳥
山
の
眞
形
圖
に
關
す

る
内
容
を
作
っ
て
、
東
晉
末
に
成
立
し
た
三
卷
本
の
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
に
插
入
し
て
、
『
人
鳥

五
符
』
を
敷
述
し
た
と
指
摘
し
た
。 

ほ
か
に
は
、
第
一
篇
第
二
章
に
よ
れ
ば
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
に
載
せ
て
い
る
「
靈

寶
五
篇
眞
文
」
の
字
數
は
正
確
な
六
七
二
字
で
あ
っ
た
が
、
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
が
成
立
し

た
後
に
、
陸
修
靜
が
そ
れ
を
六
六
八
字
の
も
の
に
改
竄
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
陸
修
靜

が
靈
寶
經
の
内
容
に
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
陸
修
靜
に
よ
っ
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
箇
所
が
、
全
て
の
靈
寶
經
に
存
在
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
第
三
篇
第
一
章
で
は
、
北
宋
『
崇
文
總
目
』
や
南
宋
『
通
志
』
な
ど
の
資
料
は
、
陸

修
靜
が
「
昇
玄
步
虛
章
」
を
編
纂
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
陸
修
靜
が
「
昇
玄
步
虛
章
」
或

い
は
そ
れ
を
載
せ
る
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
や
道
蔵
本
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛

經
』
の
作
者
で
は
な
い
こ
と
を
檢
證
し
た
。 

第
二
に
、
陸
修
靜
は
敷
演
と
い
う
手
法
で
靈
寶
經
に
編
纂
に
關
與
し
た
こ
と
で
あ
る
。 
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第
一
篇
第
一
章
と
第
二
篇
第
一
章
で
は
、
陸
修
靜
が
葛
巢
甫
の
作
っ
た
『
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文

（
假
）
』
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
を
敷
述
し
、
ま
た
東
晉
末
に
成

立
し
た
三
卷
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
を
『
人
鳥
五
符
』
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
を
考
察
し
た
。 

周
知
の
よ
う
に
、
東
晉
末
の
王
靈
期
は
、
楊
羲
や
許
謐
・
許
翽
が
殘
し
た
上
淸
經
の
原
本
を
利
用

し
て
、
同
じ
經
典
名
を
持
つ
大
量
の
僞
經
を
作
っ
た
が
、
後
の
人
が
そ
れ
を
見
分
け
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
梁
の
陶
弘
景
は
王
靈
期
の
僞
經
を
批
判
し
、
東
晉
の
中
頃
の
楊
羲
や
許
謐
・
許
翽

が
殘
し
た
上
淸
經
の
原
本
を
復
原
し
よ
う
と
し
た
。
從
來
、
陸
修
靜
と
靈
寶
經
の
關
係
は
、
陶
弘
景

と
上
淸
經
の
關
係
に
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
陸
修
靜
が
當
時
の
僞
經
か
ら

葛
巢
甫
が
造
構
し
た
靈
寶
經
を
選
別
し
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
小
稿
の
考
察
に
よ
れ
ば
、

靈
寶
經
の
編
纂
に
お
け
る
陸
修
靜
の
役
割
は
、
む
し
ろ
上
淸
經
の
僞
經
を
敷
演
し
た
王
靈
期
に
相
當

す
る
よ
う
で
あ
る
。 

因
み
に
、
第
三
篇
第
一
章
で
は
、
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
が
道
藏
本
『
洞
玄
靈

寶
玉
京
山
步
虛
經
』
に
敷
演
さ
れ
た
經
緯
を
考
察
し
た
。
唐
代
の
頃
に
「
太
上
智
慧
經
讚
」
な
ど
の

内
容
が
南
朝
本
『
太
上
説
太
上
玄
都
玉
京
山
經
』
に
加
え
ら
れ
、
『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
が
、
存
思
法
の
箇
所
は
明
の
頃
に
道
藏
本
に
入
れ
ら
れ
た
と
推
測
し
た
。
こ
の
經

典
で
は
、
陸
修
靜
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
箇
所
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

第
三
に
、
陸
修
靜
が
靈
寶
經
を
敷
演
し
た
目
的
の
一
つ
と
し
て
は
、
天
師
道
の
敎
法
や
儀
禮
を
靈

寶
經
と
融
合
さ
せ
、
同
時
に
靈
寶
經
に
よ
っ
て
天
師
道
の
敎
法
や
儀
禮
に
神
聖
性
を
與
え
る
こ
と
が

擧
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

第
一
篇
第
一
章
や
第
一
篇
補
論
で
は
、
靈
寶
經
に
見
え
る
天
師
道
の
經
典
で
あ
る
『
旨
敎
經
』
の

影
響
を
檢
討
し
て
、
次
の
結
論
を
得
た
。
六
月
齋
や
十
日
齋
の
觀
念
は
四
二
三
年
頃
に
成
立
し
た
『
旨

敎
經
』
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陸
修
靜
が
「
靈
寶
五
篇
眞
文
」
と
殆
ど
關
係
の
な
い

六
月
齋
や
十
日
齋
に
關
す
る
内
容
を
『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』
に
入
れ
た
の
は
、
六
月

齋
や
十
日
齋
の
觀
念
に
天
上
界
の
齋
日
と
い
う
神
聖
性
を
與
え
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
指
敎
齋
法
と
靈

寶
齋
法
の
關
係
か
ら
も
そ
の
意
圖
が
伺
え
る
。
第
一
章
補
論
で
は
、
仙
公
系
靈
寶
經
の
『
太
極
左
仙

公
請
問
經
』
及
び
『
正
一
論
』
に
お
け
る
指
敎
齋
法
と
靈
寶
齋
法
の
關
係
に
關
す
る
解
説
を
考
察
し
、

敎
理
上
で
は
、
指
敎
齋
法
が
天
書
の
靈
寶
經
に
載
せ
る
靈
寶
齋
法
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
と
見
せ
か

け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
靈
寶
齋
法
が
指
敎
齋
法
に
由
來
す
る
と
い
う
歴
史
の
事
實
を
隱
す

た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
。 

第
二
篇
第
二
章
で
は
、
『
人
鳥
五
符
』
に
載
せ
る
「
人
鳥
山
醮
祭
」
の
構
造
を
考
察
し
、
そ
の
な

か
の
發
爐
・
復
爐
の
儀
式
や
三
捻
香
の
儀
式
や
稱
名
位
の
儀
式
は
天
師
道
の
儀
禮
に
由
來
し
、
陸
修

靜
は
劉
宋
の
天
師
道
の
齋
法
儀
禮
の
儀
式
を
傳
統
の
醮
祭
に
い
れ
て
、
天
師
道
色
の
濃
い
新
型
醮
祭

を
作
っ
て
、
靈
寶
經
に
插
入
し
た
と
指
摘
し
た
。 

ほ
か
に
注
意
す
べ
き
は
、
靈
寶
經
で
は
佛
敎
に
由
來
す
る
思
想
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
直
接

に
佛
敎
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
點
で
あ
る
。
第
一
篇
第
一
章
で
は
、
靈
寶
經

に
見
え
る
六
月
齋
や
十
日
齋
の
概
念
、
及
び
元
始
天
尊
の
神
格
は
佛
敎
と
の
關
わ
り
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
は
劉
宋
天
師
道
の
經
典
を
經
由
し
て
、
陸
修
靜
に
よ
っ
て
靈
寶
經
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

以
上
が
本
論
の
考
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。 
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參
考
文
獻 

 

一
、
道
藏
文
獻 

※
道
藏
番
號
順
。
道
藏
番
號
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
イ
ェ
ン
チ
ン
研
究
所
の
索
引
『
道
藏
子
目
引
得
』

（
哈
佛
燕
京
學
社
引
得
２
５
）
に
よ
る
。
ま
た
、
以
下
の
『
道
藏
』
と
は
、『
道
藏
』（
文
物
出
版

社
・
上
海
書
店
・
天
津
古
籍
出
版
社
三
家
聯
合
出
版
、
一
九
八
八
年
三
月
）
を
指
す
。 

 『
高
上
玉
皇
本
行
集
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
、『
道
藏
』
第
一
册
所
收
） 

『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
眞
文
天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
、『
道
藏
』
第
一
册
所
收
） 

『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
二
三
、『
道
藏
』
第
一
册
所
收
） 

『
導
引
三
光
九
變
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
九
、『
道
藏
』
第
一
册
所
收
） 

『
太
上
玉
珮
金
璫
太
極
金
書
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
五
六
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
太
上
洞
眞
經
洞
章
符
』
（
Ｈ
Ｙ
八
五
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
經
四
注
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
度
人
經
大
梵
隱
語
疏
義
』（
Ｈ
Ｙ
九
四
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
太
上
靈
寶
諸
天
内
音
自
然
玉
字
』
（
Ｈ
Ｙ
九
七
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
玉
淸
無
極
總
眞
文
昌
大
洞
仙
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
三
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
太
上
求
仙
定
録
尺
素
眞
訣
玉
文
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
八
、『
道
藏
』
第
二
册
所
收
） 

『
元
始
上
眞
衆
仙
記
』（
Ｈ
Ｙ
一
六
六
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
眞
靈
位
業
圖
』（
Ｈ
Ｙ
一
七
六
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
太
上
洞
眞
智
慧
上
品
大
誡
』（
Ｈ
Ｙ
一
七
七
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
太
眞
玉
帝
四
極
明
科
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
八
四
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
玄
都
律
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
八
八
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
上
淸
天
寶
齋
初
夜
儀
』（
Ｈ
Ｙ
二
一
六
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
靈
寶
無
量
度
人
上
經
大
法
』
（
Ｈ
Ｙ
二
一
九
、『
道
藏
』
第
三
册
所
收
） 

『
三
洞
讚
頌
靈
章
』（
Ｈ
Ｙ
三
一
四
、『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
章
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
一
八
、『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
丹
水
飛
術
運
度
小
劫
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
二
〇
、
『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
諸
天
世
界
造
化
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
一
、『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
天
地
運
度
自
然
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
二
、『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
定
志
通
微
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
五
、『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
要
解
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
〇
、『
道
藏
』
第
五
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
業
報
因
緣
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
六
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
本
願
大
戒
上
品
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
四
、
『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
誡
業
本
行
上
品
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
五
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
勸
誡
法
輪
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
六
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
玄
一
眞
人
説
妙
通
轉
神
入
定
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
七
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
玄
一
眞
人
説
勸
誡
法
輪
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
八
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
八
威
召
龍
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
六
一
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
滅
度
五
錬
生
尸
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
六
九
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
（
Ｈ
Ｙ
三
八
八
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
大
綱
鈔
』（
Ｈ
Ｙ
三
九
三
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 
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『
洞
玄
靈
寶
自
然
九
天
生
神
玉
章
經
解
』（
Ｈ
Ｙ
三
九
七
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
靈
寶
衆
簡
文
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
〇
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
五
帝
醮
祭
招
眞
玉
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
一
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
上
淸
佩
符
文
靑
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
二
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
上
淸
佩
符
文
白
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
三
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
上
淸
佩
符
文
絳
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
四
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
上
淸
佩
符
文
黑
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
五
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
上
淸
佩
符
文
黄
劵
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
一
六
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
大
道
三
元
品
誡
謝
罪
上
法
』
（
Ｈ
Ｙ
四
一
七
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
登
眞
隱
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
一
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
上
淸
太
極
隱
注
玉
經
寶
訣
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
飛
行
九
晨
玉
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
八
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
（
Ｈ
Ｙ
四
三
四
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
五
嶽
古
本
眞
形
圖
并
序
』（
Ｈ
Ｙ
四
四
一
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
玄
一
眞
人
説
三
途
五
苦
勸
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
五
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
三
元
品
戒
功
德
輕
重
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
六
、
『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
七
、
『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
三
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
齋
戒
籙
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
四
、『
道
藏
』
第
六
册
所
收
） 

『
靈
寶
領
敎
濟
度
金
書
』（
Ｈ
Ｙ
四
六
六
、『
道
藏
』
第
七
・
八
册
所
收
） 

『
無
上
黄
籙
大
齋
立
成
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
、『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
太
上
靈
寶
玉
匱
明
眞
大
齋
言
功
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
〇
、『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
靈
寶
自
然
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
三
、『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
齋
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
四
、『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
太
上
洞
淵
三
昧
神
呪
齋
淸
旦
行
道
儀
』
（
Ｈ
Ｙ
五
二
六
、『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
二
八
、『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
戒
威
儀
諸
經
要
訣
』（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
、
『
道
藏
』
第
九
册
所
收
） 

『
太
上
靈
寶
淨
明
飛
仙
度
人
經
法
』（
Ｈ
Ｙ
五
六
三
、『
道
藏
』
第
十
册
所
收
） 

『
玉
音
法
事
』（
Ｈ
Ｙ
六
〇
七
、『
道
藏
』
第
十
一
册
所
收
） 

『
上
淸
諸
眞
章
頌
』（
Ｈ
Ｙ
六
〇
八
、『
道
藏
』
第
十
一
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
昇
玄
步
虛
章
序
疏
』（
Ｈ
Ｙ
六
一
四
、『
道
藏
』
第
十
一
册
所
收
） 

『
太
上
飛
歩
五
星
經
』（
Ｈ
Ｙ
六
三
七
、『
道
藏
』
第
十
一
册
所
收
） 

『
太
上
無
極
大
道
自
然
眞
一
五
稱
符
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
六
七
一
、
『
道
藏
』
第
十
一
册
所
收
） 

『
混
元
聖
紀
』（
Ｈ
Ｙ
七
六
九
、『
道
藏
』
第
十
一
册
所
收
） 

『
猶
龍
傳
』（
Ｈ
Ｙ
七
七
三
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
老
君
音
誦
誡
經
』（
Ｈ
Ｙ
七
八
四
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
女
靑
鬼
律
』（
Ｈ
Ｙ
七
八
九
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
正
一
威
儀
經
』（
Ｈ
Ｙ
七
九
〇
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
正
一
指
敎
齋
儀
』（
Ｈ
Ｙ
七
九
七
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
正
一
指
敎
齋
淸
旦
行
道
儀
』（
Ｈ
Ｙ
七
九
八
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
太
淸
金
液
神
丹
經
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
九
、『
道
藏
』
第
十
八
册
所
收
） 

『
金
鎖
流
珠
引
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
〇
九
、『
道
藏
』
第
二
十
册
所
收
） 

『
眞
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
、『
道
藏
』
第
二
十
册
所
收
） 

『
雲
笈
七
籤
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
、『
道
藏
』
第
二
二
册
所
收
） 
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『
至
言
緫
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
七
、『
道
藏
』
第
二
二
册
所
收
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
本
行
因
縁
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
七
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
一
切
道
經
音
義
妙
門
由
起
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
五
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
玄
門
大
義
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
六
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
三
洞
奉
道
科
戒
營
始
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
七
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
陸
先
生
道
門
科
略
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
一
九
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
道
門
經
法
相
承
次
序
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
〇
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
道
敎
義
樞
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
一
、『
道
藏
』
第
二
四
册
所
收
） 

『
無
上
祕
要
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
、『
道
藏
』
第
二
五
册
所
收
） 

『
三
洞
珠
囊
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
一
、『
道
藏
』
第
二
五
册
所
收
） 

『
抱
朴
子
』
内
篇
（
Ｈ
Ｙ
一
一
七
七
、『
道
藏
』
第
二
八
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
太
上
六
齋
十
直
聖
紀
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
一
、『
道
藏
』
第
二
八
册
所
收
） 

『
三
天
内
解
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
九
六
、
『
道
藏
』
第
二
八
册
所
收
） 

『
上
淸
靈
寶
大
法
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
一
、
王
契
眞
纂
、『
道
藏
』
第
三
十
册
所
收
） 

『
上
淸
靈
寶
大
法
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
二
、
金
允
中
纂
、『
道
藏
』
第
三
一
册
所
收
） 

『
道
門
通
敎
必
用
集
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
六
、『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
正
一
論
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
一
八
、『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
三
洞
群
仙
録
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
三
八
、『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
五
感
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
六
八
、『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
正
一
法
文
經
護
國
醮
海
品
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
七
七
、『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
上
淸
黃
書
過
度
儀
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
八
四
、『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
五
老
攝
召
北
豐
鬼
魔
赤
書
玉
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
一
二
八
七
、
『
道
藏
』
第
三
二
册
所
收
） 

『
洞
眞
高
上
玉
帝
大
洞
雌
一
玉
檢
五
老
寶
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
二
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
素
靈
洞
元
大
有
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
三
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
上
淸
太
微
帝
君
歩
天
綱
飛
地
紀
金
簡
玉
字
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
五
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所

收
） 

『
洞
眞
西
王
母
寶
神
起
居
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
〇
八
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
八
素
眞
經
修
習
功
業
妙
訣
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
〇
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
八
素
眞
經
服
食
日
月
皇
華
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
二
、
『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
八
道
命
籍
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
一
七
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
倉
元
上
録
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
二
九
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
説
智
慧
消
魔
眞
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
三
三
、
『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
洞
眞
太
上
太
霄
琅
書
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
四
一
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
上
淸
髙
上
金
元
羽
章
玉
淸
隱
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
四
七
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
上
淸
洞
眞
智
慧
觀
身
大
戒
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
五
三
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
上
淸
河
圖
内
玄
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
五
六
、『
道
藏
』
第
三
三
册
所
收
） 

『
上
淸
髙
上
玉
晨
鳳
臺
曲
素
上
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
一
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
上
淸
外
國
放
品
靑
童
内
文
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
六
二
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
上
淸
元
始
變
化
寶
眞
上
經
九
靈
太
妙
龜
山
玄
籙
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
八
二
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
眞
科
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
〇
〇
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
七
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
皇
經
集
註
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
二
八
、『
道
藏
』
第
三
四
册
所
收
） 

『
天
皇
至
道
太
淸
玉
册
』（
Ｈ
Ｙ
一
四
七
二
、『
道
藏
』
第
三
六
册
所
收
） 
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二
、
敦
煌
道
經
資
料 

 

※
以
下
の
敦
煌
道
經
資
料
の
題
目
と
順
番
は
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』（
岡
山
：
福
武

書
店
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。 

 

『
太
上
靈
寶
經
長
夜
九
幽
府
玉
匱
明
眞
科
』（
Ｐ
二
四
〇
六
、
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
四
七
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙
經
』（
Ｐ
三
〇
二
二
Ｖ
、
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
五
四
） 

『
太
極
左
仙
公
請
問
經
上
』（
Ｓ
一
三
五
一
、
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
八
六
） 

『
太
上
洞
玄
靈
寶
仙
人
請
問
本
行
因
縁
衆
聖
難
經
（
第
十
五
）
』
（
Ｐ
二
四
五
四
、『
敦
煌
道
經
・

圖
錄
篇
』
頁
八
九
） 

『
太
上
太
極
太
虚
上
眞
人
演
太
上
靈
寶
威
儀
洞
玄
眞
一
自
然
經
訣
上
（
擬
）』（
Ｐ
二
三
五
六
・
Ｐ
二

四
〇
三
・
Ｐ
二
四
五
二
、『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
一
一
六
） 

『
靈
寶
自
然
齋
儀(

擬)

』（
Ｓ
六
八
四
一
、『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
一
四
三
） 

『
太
上
靈
寶
經
昇
玄
內
敎
經
』（
Ｐ
二
四
七
四
・
Ｐ
二
四
四
五
、『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
二
六
二
・

二
七
八
） 

『
陶
公
傳
授
儀(

擬)

』（
Ｓ
三
七
五
〇
・
Ｐ
二
五
五
九
・
殘
片
Ｂ
Ｄ
一
一
二
五
二
・
Ｓ
六
三
〇
一
、『
敦

煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
七
二
一
） 

『
通
門
論
卷
下
（
擬
）』
（
Ｐ
二
八
六
一
・
Ｐ
二
二
五
六
、
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
七
二
五
） 

失
題
道
經
（
Ｐ
二
三
七
八
、『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
八
六
九
） 

失
題
道
經
類
書
（
Ｐ
二
四
五
九
、
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』
頁
八
〇
八
） 

 

三
、
佛
敎
文
獻 

 

※
佛
敎
文
獻
は
『
大
正
藏
』（
大
正
新
修
大
藏
經
）
の
册
數
と
順
番
に
よ
る
。 

 

後
秦
・
佛
陀
耶
舍
と
竺
佛
念
譯
『
長
阿
含
經
』(

『
大
正
藏
』
第
一
卷
所
收) 

西
晉
・
法
立
と
法
炬
譯
『
大
樓
炭
經
』(

『
大
正
藏
』
第
一
卷
所
收) 

三
國
呉
・
支
謙
譯
『
佛
説
齋
經
』(

『
大
正
藏
』
第
一
卷
所
收) 

東
晉
・
瞿
曇
僧
伽
提
婆
譯
『
增
一
阿
含
經
』(

『
大
正
藏
』
第
二
卷
所
收) 

三
國
呉
・
康
僧
會
譯
『
六
度
集
經
』(

『
大
正
藏
』
第
三
卷
所
收) 

西
晉
・
竺
法
護
譯
『
佛
説
普
曜
經
』（
『
大
正
藏
』
第
三
卷
所
收
） 

三
國
呉
・
支
謙
「
法
句
經
序
」
（『
大
正
藏
』
第
四
卷
所
收
） 

姚
秦
・
鳩
摩
羅
什
譯
『
佛
説
仁
王
般
若
波
羅
蜜
經
』(

『
大
正
藏
』
第
八
卷
所
收) 

北
涼
・
曇
無
讖
譯
『
大
般
涅
槃
經
』（『
大
正
藏
』
第
十
二
卷
所
收
） 

梁
・
僧
伽
婆
羅
譯
『
文
殊
師
利
問
經
』（『
大
正
藏
』
第
十
四
卷
所
收
） 

劉
宋
・
智
嚴
と
寶
雲
譯
『
佛
説
四
天
王
經
』(

『
大
正
藏
』
第
十
五
卷
所
收) 

東
晉
・
帛
尸
梨
蜜
多
羅
譯
『
佛
説
灌
頂
經
』(

『
大
正
藏
』
第
二
一
卷
所
收)  

後
秦
・
鳩
摩
羅
什
譯
『
大
智
度
論
』(

『
大
正
藏
』
第
二
五
卷
所
收) 

隋
・
智
顗
説
『
摩
訶
止
觀
』（『
大
正
藏
』
第
四
六
卷
所
收
） 

梁
・
僧
祐
撰
『
弘
明
集
』（『
大
正
藏
』
第
五
二
卷
所
收
） 

唐
・
釋
道
世
『
法
苑
珠
林
』(

『
大
正
藏
』
第
五
三
卷
所
收)

 

 

四
、
ほ
か
の
古
典
文
獻 

 

※
基
本
的
に
は
作
者
の
時
代
の
順
。 
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戰
國
『
竹
書
紀
年
』（
方
詩
銘
・
王
修
齡
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
證
』
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
一
年
二
月
） 

戰
國
・
孟
軻
『
孟
子
』
（
李
學
勤
主
編
『
十
三
經
注
疏
・
孟
子
注
疏
』
、
北
京
：
北
京
大
學
出
版
社
、

一
九
九
九
年
十
二
月
） 

前
漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
） 

前
漢
・
劉
安
『
淮
南
子
』（
張
雙
棣
撰
『
淮
南
子
校
釋
』、
北
京:

北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
七
年

八
月
） 

後
漢
・
王
充
『
論
衡
』（
上
海:

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
四
年
九
月
） 

三
國
魏
・
張
揖
『
廣
雅
』（
徐
復
主
編
『
廣
雅
詁
林
』
、
南
京:

江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
七

月
） 

西
晉
・
陳
夀
『
三
國
志
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
四
年
） 

梁
・
沈
約
『
宋
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
） 

梁
・
蕭
統
『
文
選
』（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
八
月
） 

梁
・
任
昉
『
述
異
記
』
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
〇
四
七
册
所
收
、
臺
北:

商
務
印
書
館
、

一
九
八
六
年
） 

北
齊
・
魏
收
『
魏
書
』（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
） 

唐
・
房
玄
齡
等
『
晉
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
） 

唐
・
歐
陽
詢
等
『
藝
文
類
聚
』（
上
海:

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
六
五
年
十
一
月
） 

唐
・
瞿
曇
悉
達
『
唐
開
元
占
經
』（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
收
、
臺
北:

商
務
印
書
館
、
一
九

八
六
年
）
第
八
〇
七
册
『
唐
開
元
占
經
』） 

唐
・
杜
祐
『
通
典
』（
王
文
錦
等
點
校
『
通
典
』、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
） 

北
宋
・
李
昉
等
『
太
平
御
覽
』
（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
二
月
初
版
、
一
九
九
五
年
十
月

版
） 

北
宋
『
崇
文
總
目
』（
叢
書
集
成
初
編
本
『
崇
文
總
目
』、
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
六
月
） 

南
宋
・
鄭
樵
『
通
志
』（
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
六
月
） 

元
・
趙
友
欽
『
革
象
新
書
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
七
八
六
册
所
收
、
臺
北:

商
務
印
書
館
、

一
九
八
六
年
） 

明
・
馮
琦
『
宋
史
紀
事
本
末
』
（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
） 

明
・
陳
耀
文
『
天
中
記
』（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
九
六
五
册
所
收
、
臺
北:

商
務
印
書
館
、

一
九
八
六
年
） 

明
・
周
琦
『
東
溪
日
談
録
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
七
一
四
册
所
收
、
臺
北:

商
務
印
書
館
、

一
九
八
六
年
） 

淸
・
戴
震
校
『
算
經
十
書
』（
上
海:

商
務
印
書
館
、
國
學
基
本
叢
書
、
一
九
三
〇
年
十
月
） 

淸
・
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
證
』（
北
京:

中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
五
月
） 

 

五
、
日
本
語
研
究
書
及
び
論
文 

 

※
著
者
も
し
く
は
編
者
の
名
前
の
五
十
音
順
。 

 

池
平
紀
子 

「
ス
タ
イ
ン
二
四
三
八
に
見
え
る
佛
敎
の
服
餌
辟
穀
法
受
容
に
つ
い
て
―
『
太
上
靈
寶

五
符
序
』
と
の
關
連
を
中
心
に
―
」(

麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
續
編
』、
京
都
大
學
人
文

科
學
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月) 

フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ヴ
ェ
レ
レ
ン
（F

ran
ciscu

s 
V

erellen

）
「
儀
禮
の
あ
か
り
―
陸
修
靜
の
齋
に
お

け
る
影
響
」
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
編
『
中
國
宗
敎
文
獻
研
究
』、
京
都
：
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
七
年
二
月
） 
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尾
崎
正
治 

「
六
朝
古
道
經
に
關
す
る
一
考
察
―
六
朝
末
～
初
唐
に
お
け
る
佛
道
論
爭
の
一
問
題
」

（『
集
刊
東
洋
學
』
三
十
六
號
、
東
北
大
學
中
國
文
史
哲
研
究
會
、
一
九
七
六
年
十
一
月
） 

大
淵
忍
爾 

『
道
敎
と
そ
の
經
典
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
七
年
十
一
月
） 

大
淵
忍
爾 
『
敦
煌
道
經
・
目
錄
篇
』（
岡
山
：
福
武
書
店
、
一
九
七
八
年
三
月
） 

大
淵
忍
爾 
『
敦
煌
道
經
・
圖
錄
篇
』（
岡
山
：
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
二
月
） 

大
淵
忍
爾 

『
中
國
人
の
宗
敎
儀
禮
―
道
敎
篇
』（
東
京
：
風
響
社
、
二
〇
〇
五
年
六
月
） 

垣
内
智
之 

「
道
敎
に
お
け
る
九
天
説
と
そ
の
周
邊
」(

麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
續
編
』、
京

都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月) 

鎌
田
茂
雄 

『
新
中
國
佛
敎
史
』（
東
京
：
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
七
月
） 

神
塚
淑
子 

『
六
朝
道
敎
思
想
の
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
九
年
二
月
） 

神
塚
淑
子 

「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
本
生
譚
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
國
中
世
社
會
と
宗
敎
』
、
京
都

大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
○
○
二
年
四
月
） 

神
塚
淑
子 

「
六
朝
靈
寶
經
に
見
え
る
葛
仙
公
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
』、
京
都
大
學
人

文
科
學
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
三
月
） 

神
塚
淑
子 

「
天
尊
像
・
元
始
天
尊
像
の
成
立
と
靈
寶
經
」（『
名
古
屋
大
學
中
國
哲
學
論
集
』
第
六

號
、
二
〇
〇
七
年
） 

神
塚
淑
子 

「
元
始
天
尊
を
め
ぐ
る
三
敎
交
渉
」(

麥
谷
邦
夫
編
『
三
敎
交
涉
論
叢
續
編
』
、
京
都
大

學
人
文
科
學
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
三
月) 

楠
山
春
樹 

「
道
敎
に
お
け
る
十
戒
」（
『
道
家
思
想
と
道
敎
』
、
東
京
：
平
河
出
版
社
、
一
九
九
二

年
七
月
） 

楠
山
春
樹 

「
淸
信
弟
子
考
―
道
士
の
階
級
に
關
す
る
一
試
論
―
」（
『
中
國
の
宗
敎
・
思
想
と
科
學: 

牧
尾
良
海
博
士
頌
壽
記
念
論
集
』、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
八
四
年
六
月
） 

楠
山
春
樹 

『
老
子
傳
説
の
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
七
九
年
二
月
） 

窪 

德
忠 

「
道
敎
の
宗
派
と
そ
の
源
流
（
要
旨
）」（『
宗
敎
研
究
』
一
三
一
號
、
一
九
五
二
年
） 

小
林
正
美 

「
劉
宋
に
お
け
る
靈
寶
經
の
形
成
」（『
東
洋
文
化
』
六
二
號
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
研

究
所
、
一
九
八
二
年
三
月
） 

小
林
正
美 

「
靈
寶
赤
書
五
篇
眞
文
の
思
想
と
成
立
」（
『
東
方
宗
敎
』
六
〇
號
、
日
本
道
敎
學
會
、

一
九
八
二
年
十
月
） 

小
林
正
美 

「
上
淸
經
と
靈
寶
經
の
終
末
論
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
七
六
號
、
一
九
八
九
年
十
二

月
） 

小
林
正
美 

『
六
朝
道
敎
史
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
） 

小
林
正
美 

『
中
國
の
道
敎
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
九
八
年
七
月
） 

小
林
正
美 

『
唐
代
の
道
敎
と
天
師
道
』（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
） 

小
林
正
美
編
著 

『
道
敎
の
齋
法
儀
禮
の
思
想
史
的
研
究
』
（
東
京
：
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
六
年
十

月
） 

小
林
正
美 

「
唐
代
道
敎
に
お
け
る
大
洞
三
景
弟
子
と
大
洞
法
師
の
法
位
の
形
成
」（『
東
方
學
』
第

百
十
五
輯
、
東
方
學
會
、
二
〇
〇
八
年
三
月
） 

小
林
正
美 

「
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
道
敎
史
の
妥
當
性
の
檢
證
」（
『
東
方
宗
敎
』
百
十
四
號
、
日
本
道
敎

學
會
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
） 

小
林
正
美 

「
『
昇
玄
經
』
と
『
太
上
洞
玄
靈
寶
中
和
經
』
と
『
正
一
法
文
天
師
敎
戒
科
經
』
の
編

纂
順
位
に
つ
い
て
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
第
二
七
號
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
、
二
〇

一
〇
年
三
月
） 

小
林
正
美 

「
東
晉
・
南
朝
に
お
け
る
「
佛
敎
」
と
「
道
敎
」
の
稱
呼
の
成
立
と
貴
族
社
會
」
（
渡

邉
義
浩
編
第
二
回
日
中
學
者
中
國
古
代
史
論
壇
論
文
集
『
魏
晉
南
北
朝
に
お
け
る
貴
族
制
の
形
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成
と
三
敎
・
文
學
―
―
歴
史
學
・
思
想
史
・
文
學
の
連
携
に
よ
る
―
―
』
所
收
、
東
京
：
汲
古

書
院
、
二
〇
一
一
年
九
月
） 

K

＝M
＝
シ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer S

ch
ip

p
er

）
作
、
福
井
重
雅
譯
「
「
都
講
」
の
職
能
に
關
す
る
二
、
三

の
考
察
」（
酒
井
忠
夫
編
『
道
敎
の
總
合
的
研
究
』
所
收
、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
七

年
三
月
） 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
シ
ッ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

）
作
、
福
井
文
雅
譯
「
敦
煌
文
書
に
み
え

る
道
士
の
法
位
階
梯
に
つ
い
て
」
（
講
座
敦
煌
４
『
敦
煌
と
中
國
道
敎
』
所
收
、
東
京
：
大
東

出
版
社
、
一
九
八
三
年
十
二
月
） 

ク
リ
ス
ト
フ
ャ
・
シ
ペ
ー
ル
（K

risto
fer S

ch
ip

p
er

）
作
、
山
田
利
明
譯
「
靈
寶
科
儀
の
展
開
」（
酒

井
忠
夫
・
福
井
文
雅
・
山
田
利
明
編
集
『
日
本
・
中
國
の
宗
敎
文
化
の
研
究
』
所
收
、
東
京
：

平
河
出
版
社
、
一
九
九
一
年
九
月
） 

ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
（Jo

sep
h
 N

eed
h
am

）『
中
國
の
科
學
と
文
明
』
第
五
卷
『
天
の
科
學
』（
東

京:

思
索
社
、
一
九
七
六
年
七
月
）。 

ミ
シ
ェ
ー
ル=

ス
ト
リ
ッ
ク
マ
ン
（M

ich
el S

trick
m

an
n

）
作
、
宮
川
尚
志
・
安
倍
道
子
共
譯
「
茅
山

に
お
け
る
啓
示
―
道
敎
と
貴
族
社
會
―
」
（
酒
井
忠
夫
編
『
道
敎
の
總
合
的
研
究
』
所
收
、
東

京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
七
年
三
月
） 

西
岡 

弘 

「
叩
齒
考
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
八
十
卷
七
號
、
一
九
七
九
年
七
月
） 

野
口
鐵
郞
編
集
代
表
、
丸
山
宏
・
田
中
文
雄
・
淺
野
春
二
編
集 
講
座
道
敎
・
第
２
卷
『
道
敎
の
敎

團
と
儀
禮
』（
東
京
：
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
） 

平
川 

彰 

『
原
始
佛
敎
の
研
究
：
敎
團
組
織
の
原
型
』（
東
京
：
春
秋
社
、
一
九
六
四
年
七
月
） 

深
澤
一
幸 

「
「
步
虛
詞
」
考
」（
吉
川
忠
夫
編
『
中
國
古
道
敎
史
硏
究
』、
京
都
：
同
朋
舍
、
一
九

九
二
年
二
月
） 

福
井
康
順 

「
道
敎
の
基
礎
的
硏
究
」（
東
京 

: 

理
想
社
、
一
九
五
二
年
五
月
。
『
福
井
康
順
著
作

集
』
第
一
卷
所
收
、
京
都
：
法
藏
館
、
一
九
八
七
年
十
一
月
） 

福
井
康
順 

「
靈
寶
經
の
研
究
」（
『
東
洋
思
想
研
究
』
四
、
一
九
五
〇
年
五
月
。
『
福
井
康
順
著
作

集
』
第
二
卷
所
收
、
京
都
：
法
藏
館
、
一
九
八
七
年
六
月
） 

福
井
康
順 

「
葛
氏
道
の
研
究
」（
『
東
洋
思
想
研
究
』
五
、
一
九
五
四
年
七
月
。
『
福
井
康
順
著
作

集
』
第
二
卷
所
收
） 

福
井
文
雅 

「「
都
講
」
の
職
能
と
起
源
―
中
國
・
イ
ン
ド
交
渉
の
一
接
點
―
」（『
高
僧
傳
の
研
究 : 

櫛
田
博
士
頌
壽
記
念
』
所
收
、
東
京
：
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
三
年
六
月
） 

福
井
文
雅 

「
道
敎
文
獻
に
見
え
る
頌
の
機
能
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
四
集
、
一
九
九
二

年
） 

福
永
光
司 

『
道
敎
思
想
史
研
究
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
九
月
） 

藤
野
岩
友 

「
禹
步
考
」（『
中
國
の
文
學
と
禮
俗
』、
東
京
：
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
十
二
月
） 

ス
テ
ィ
フ
ャ
ン
・
ボ
ー
ケ
ン
カ
ン
プ
（S

tep
h
en

 R
.B

o
k
en

k
am

p

） 

「
轉
經
―
古
靈
寶
派
の
宣
敎
方

法
」（
田
中
文
雄
、
テ
リ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ン
編
『
道
敎
と
共
生
思
想
』
所
收
、
東
京
：
大
河
書

房
、
二
〇
〇
九
年
十
月
） 

 

前
田
繁
樹 

「
所
謂
「
茅
山
派
道
敎
」
に
關
す
る
諸
問
題
」
（
『
中
國
―
―
社
會
と
文
化
』
第
二
號
、

一
九
八
七
年
六
月
） 

前
田
繁
樹 

『
初
期
道
敎
經
典
の
形
成
』（
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
五
月
） 

松
本
丁
俊 

「
佛
典
か
ら
見
た
中
國
音
韻
と
梵
音
の
關
係
」（『
東
洋
學
論
叢
：
飯
田
利
行
博
士
古
稀

記
念
』、
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
八
一
年
一
月
） 

ア
ン
リ
・
マ
ス
ぺ
ロ
（H

en
ri M

asp
ero

）
著
、
川
勝
義
雄
譯 

『
道
敎
：
不
死
の
探
究
』（
東
京
：
東

海
大
學
出
版
社
、
一
九
六
六
年
六
月
） 
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丸
山 

宏 

「
陸
修
靜
『
太
上
洞
玄
靈
寶
授
度
儀
』
初
探
」
（
第
一
屆
道
敎
仙
道
文
化
國
際
研
討
會
、

高
雄
：
中
山
大
學
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
） 

水
谷
眞
成 

「
梵
語
音
を
表
わ
す
漢
字
に
お
け
る
聲
調
の
機
能
―
―
聲
調
史
究
研
の
一
資
料
」
（『
名

古
屋
大
學
文
學
部
二
十
周
年
記
念
論
集
』
所
收
、
名
古
屋
大
學
文
學
部
、
一
九
六
八
年
十
二
月
） 

麥
谷
邦
夫 
「
道
敎
に
お
け
る
天
界
説
の
諸
相
―
道
敎
敎
理
の
體
系
化
の
試
み
と
の
關
連
で
―
」

（『
東
洋
學
術
研
究
』
第
二
十
七
卷
别
册
、
一
九
八
七
年
十
一
月
） 

望
月
信
亨 

『
佛
敎
經
典
成
立
史
論
』（
京
都
：
法
藏
館
、
一
九
六
四
年
三
月
） 

望
月
信
亨 

『
望
月
佛
敎
大
辭
典
』（
世
界
聖
書
刊
行
協
會
、
一
九
七
四
年
五
月
版
） 

藪
内
淸
責
任
編
集 

科
學
の
名
著
２
『
中
國
天
文
學
・
數
學
集
』（
東
京:

朝
日
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
十
一
月
） 

山
田
明
廣 

「
塗
炭
齋
考
―
陸
修
靜
の
三
元
塗
炭
齋
を
軸
と
し
て
―
」（『
東
方
宗
敎
』
第
百
號
、
日

本
道
敎
學
會
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
） 

山
田
慶
兒 

「
梁
武
の
蓋
天
説
」（『
東
方
學
報
』
第
四
八
卷
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九

七
五
年
十
二
月
） 

山
田
利
明 

「
靈
寶
經
と
大
乘
思
想
」（『
東
洋
大
學
中
國
哲
學
文
學
科
紀
要
』
六
號
、
一
九
九
八
年
） 

山
田
利
明 

『
六
朝
道
敎
儀
禮
の
研
究
』（
東
京
：
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
一
月
） 

吉
岡
義
豐 

『
道
敎
の
實
態
』（
興
亞
宗
敎
協
會
刊
、
一
九
四
一
年
。『
吉
岡
義
豐
著
作
集
』
別
卷
所

收
、
東
京
：
五
月
書
房
、
一
九
九
〇
年
二
月
） 

吉
岡
義
豐 

「
敦
煌
本
太
平
經
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
册
、
一
九
六

一
年
一
月
。
同
氏
『
道
敎
と
佛
敎
』
第
二
所
收
、
東
京 : 

豐
島
書
房
、
一
九
七
〇
年
二
月
） 

吉
岡
義
豐 

『
道
敎
經
典
史
論
』（
東
京 : 

道
敎
刊
行
會
、
一
九
五
五
年
九
月
。
『
吉
岡
義
豐
著
作

集
』
第
三
卷
、
東
京
：
五
月
書
房
、
一
九
八
八
年
十
月
） 

吉
岡
義
豐 

「
敦
煌
本
十
戒
經
に
つ
い
て
」
（『
塚
本
博
士
頌
壽
記
念
：
佛
敎
史
學
論
集
』
、
塚
本
博

士
頌
壽
記
念
會
、
一
九
六
一
年
二
月
） 

吉
岡
義
豐 

「
佛
敎
十
戒
思
想
の
中
國
的
受
容
」（『
宗
敎
研
究
』
一
六
八
號
、
日
本
宗
敎
學
會
、
一

九
六
一
年
六
月
） 

吉
岡
義
豐 

「
佛
敎
の
影
響
に
よ
る
道
敎
戒
の
形
成
―
特
に
十
戒
十
二
可
從
戒
を
中
心
と
し
て
―
」

（『
日
本
佛
敎
學
會
年
報
』、
日
本
佛
敎
學
會
、
一
九
六
七
年
三
月
） 

吉
岡
義
豐 

「
道
敎
敎
團
の
系
譜
」
（『
歷
史
敎
育
』
十
七
の
三
、
一
九
六
九
年
。
『
吉
岡
義
豐
著
作

集
』
第
二
卷
所
收
、
東
京
：
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
九
月
） 

吉
岡
義
豐 

『
道
敎
と
佛
敎
』
第
三
（
東
京
：
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
六
年
） 

吉
川
忠
夫 

「
佛
道
論
爭
の
な
か
の
陸
修
靜
」（『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
號
、
一
九
九
八
年
十

二
月
） 

賴
惟
勤 

『
中
國
音
韻
論
集
』（
東
京
：
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
二
月
） 

 

六
、
中
國
語
研
究
書
及
び
論
文 

※
著
者
も
し
く
は
編
者
の
名
前
の
劃
數
順
。 

 小
林
正
美 

「
三
洞
四
輔
與
「
道
敎
」
的
成
立
」
（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
六
輯
、

北
京: 

生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
九
年
四
月
） 

王
卡 

「
元
始
天
王
與
盤
古
氏
開
天
闢
地
」（『
世
界
宗
敎
研
究
』
、
一
九
八
九
年
第
三
期
） 

王
卡 

「
敦
煌
道
經
校
讀
三
則
」（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
三
輯
、
北
京
：
生
活
・

讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年
） 

王
卡 

「
敦
煌
本
『
陶
公
傳
授
儀
』
校
讀
記
」（
『
道
敎
經
史
論
叢
』
、
成
都
：
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
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七
年
） 

王
承
文 

「
敦
煌
本
「
太
極
左
仙
公
請
問
經
」
考
論
」（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
三

輯
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年
） 

王
承
文 
「
東
晉
南
朝
之
際
道
敎
對
民
閒
巫
道
的
批
判
―
―
以
天
師
道
和
古
靈
寶
經
爲
中
心
」（
『
中

山
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』、
二
〇
〇
一
年
第
四
期
） 

王
承
文 

「
道
敎
「
三
洞
」
學
説
的
思
想
淵
源
」（『
中
國
哲
學
史
』、
二
〇
〇
二
年
第
四
期
） 

王
承
文 

『
敦
煌
古
靈
寶
經
與
晉
唐
道
敎
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
） 

王
承
文 

「
敦
煌
古
靈
寶
經
與
道
敎
「
三
洞
經
書
」
和
「
三
乘
」
考
論
」
（
『
敦
煌
學
輯
刊
』
、
二
〇

〇
三
年
第
一
期
） 

王
承
文 

「
葛
洪
晚
年
隱
居
羅
浮
山
事
跡
釋
證
―
―
以
東
晉
袁
宏
『
羅
浮
記
』
爲
中
心
」
（
陳
鼓
應

主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
二
十
一
輯
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
六

年
） 

王
承
文 

「
論
中
古
時
期
道
敎
「
三
淸
」
神
靈
體
系
的
形
成
―
―
以
敦
煌
本
『
靈
寶
眞
文
度
人
本
行

妙
經
』
爲
中
心
的
考
察
」（『
中
山
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）
』
、
二
〇
〇
八
年
第
二
期
） 

王
承
文 

「
古
靈
寶
經
中
「
天
文
」
和
「
符
圖
」
的
釋
讀
與
研
究
」（
『
「
道
敎
研
究
的
新
視
野
：
道

敎
與
中
國
文
化
及
社
會
的
關
係
」
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』
、
香
港
中
文
大
學
、
二
〇
〇
九

年
十
一
月
） 

王
承
文 

「
古
靈
寶
經
與
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
等
佛
經
關
係
考
釋
」
（
『
文
史
』、
北
京
：
中
華
書

局
、
二
〇
一
一
年
第
三
期
） 

王
樂
・
趙
豐 

「
敦
煌
幡
的
實
物
分
析
與
研
究
」（『
敦
煌
研
究
』、
二
〇
〇
八
年
第
一
期
） 

石
衍
豐 

「『
枕
中
書
』
及
其
作
者
」（『
宗
敎
學
研
究
』、
一
九
八
六
年
第
二
期
） 

司
馬
虚 

（M
ich

el S
trick

m
an

n

）「
最
長
的
道
經
」（『
法
國
漢
學
』
第
七
輯
、
北
京
：
中
華
書
局
、

二
〇
〇
二
年
十
二
月
） 

李
劍
國
・
張
玉
蓮 

「
禹
步
考
論
」（『
求
是
學
刊
』、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
） 

李
靜 

「
古
上
淸
經
史
若
干
問
題
的
考
辨
」（
復
旦
大
學
博
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年
） 

李
豐
楙 

「
六
朝
道
敎
的
終
末
論
：
末
世
、
陽
九
百
六
與
劫
運
説
」（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研

究
』
第
九
輯
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
） 

呂
鵬
志 

「
早
期
道
敎
的
天
書
觀
」
（
郭
武
主
編
『
道
敎
敎
義
與
現
代
社
會
國
際
學
術
研
討
會
論
文

集
』、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

呂
鵬
志 

「
天
師
道
授
籙
科
儀
―
敦
煌
寫
本
Ｓ
．
二
〇
三
考
論
―
」（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究

所
集
刊
』
第
七
十
七
本
第
一
分
册
、
二
〇
〇
六
年
三
月
） 

呂
鵬
志 

『
唐
前
道
敎
儀
式
史
綱
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
） 

呂
鵬
志 

「
天
師
道
旨
敎
齋
考
（
上
篇
・
下
篇
）
」（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八

十
本
、
第
三
・
四
分
册
、
二
〇
〇
九
年
九
月
・
十
二
月
） 

呂
鵬
志
「
靈
寶
六
齋
考
」（
道
敎
國
際
學
術
研
討
會
研
究
報
告
、
香
港
中
文
大
學
、
二
〇
〇
九
年
十

一
月
）。 

呂
鵬
志 

「
攝
召
北
酆
鬼
魔
赤
書
玉
訣
與
靈
寶
五
篇
眞
文
―
―
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』

校
讀
拾
遺
」（『
宗
敎
學
研
究
』、
二
〇
一
〇
年
第
四
期
） 

周
西
波 

「
敦
煌
寫
本
『
靈
寶
自
然
齋
儀
』
考
論
」（『
敦
煌
學
』
第
二
十
四
輯
、
臺
北
：
敦
煌
學
會
、

二
〇
〇
三
年
六
月
） 

姜
生
・
湯
偉
俠
主
編
『
中
國
道
敎
科
學
技
術
史
・
漢
魏
兩
晉
卷
』
（
北
京
：
科
學
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
四
月
） 

施
舟
人
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

）
作
、
廖
文
英
・
曾
于
眞
譯
、
丁
煌
校 

「
步
虛
的
研
究
―
―
文
學

的
贊
美
詩
和
舞
蹈
」（『
道
敎
學
探
索
』
第
二
號
、
國
立
成
功
大
學
歷
史
系
道
敎
研
究
室
、
一
九
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八
九
年
） 

施
舟
人
（K

risto
fer 

S
ch

ip
p
er

） 

「
道
敎
的
淸
約
」（『
法
國
漢
學
』
第
七
輯
、
北
京
：
中
華
書
局
、

二
〇
〇
二
年
十
二
月
） 

柳
存
仁 
「
道
敎
前
史
二
章
」（『
道
敎
史
探
源
』、
北
京:

北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
） 

柏
夷
（S

tep
h
en

 R
.B

o
k
en

k
am

p

） 

「
天
師
道
婚
姻
儀
式
「
合
氣
」
在
上
淸
、
靈
寶
學
派
的
演
變
」

（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
六
輯
、
北
京
：
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一

九
九
九
年
四
月
） 

胡
新
生
「
禹
步
探
源
」（『
文
史
哲
』、
一
九
九
六
年
第
一
期
） 

卿
希
泰
主
編 

『
中
國
道
敎
史
』（
成
都
：
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
修
訂
版
） 

卿
希
泰
主
編 

『
中
國
道
敎
思
想
史
』
（
北
京
：
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
） 

陳
國
符 

『
道
藏
源
流
考
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
十
二
月
增
訂
版
） 

陳
昭
吟 

「
早
期
道
經
諸
天
結
構
研
究
―
―
以
道
藏
本
『
太
上
靈
寶
五
符
序
』
爲
中
心
」
（
山
東
大

學
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
五
月
） 

高
華
平 

「
「
四
聲
之
目
」
的
發
明
時
閒
及
創
始
人
再
議
」
（
『
文
學
遺
産
』
、
二
〇
〇
五
年
第
五
期
） 

陳
寅
恪 

「
四
聲
三
問
」（『
淸
華
大
學
學
報(

自
然
科
學
版)

』、
一
九
三
四
年
第
二
期
） 

張
繼
禹
主
編 

『
中
華
道
藏
』（
北
京
：
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
一
月
） 

揚
之
水 

「
幡
與
牙
旗
」（『
中
國
歷
史
文
物
』、
二
〇
〇
二
年
第
一
期
） 

曾
召
南 

「
三
十
六
天
説
是
怎
樣
形
成
的
」
（『
中
國
道
敎
』
、
中
國
道
敎
協
會
、
一
九
九
三
年
第
三

期
） 

黃
坤
農 

「
道
敎
五
行
空
閒
初
探
：
以
眞
文
赤
書
爲
例
」（『「
宗
敎
與
心
靈
改
革
研
討
會
」
論
文
集
』、 

高
雄
：
高
雄
道
德
院
、
一
九
九
八
年
） 

黃
坤
農 

「『
赤
書
玉
篇
』
與
『
赤
書
玉
訣
』
中
的
五
行
思
想
」
（
『
輔
仁
宗
敎
研
究
』
二
、
二
〇
〇

〇
年
） 

黃
坤
農 

「『
眞
文
赤
書
』
研
究
―
以
『
赤
書
玉
篇
』
與
『
赤
書
玉
訣
』
爲
主
的
考
察
―
」（
輔
仁
大

學
碩
士
論
文
、
中
國
宗
敎
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
） 

葉
貴
良 

『
敦
煌
本
「
太
上
洞
玄
靈
寶
無
量
度
人
上
品
妙
經
」
輯
校
』、
成
都
：
四
川
大
學
出
版
社

二
〇
一
二
年
三
月
） 

鄭
燦
山 

「
洞
玄
靈
寶
玉
京
山
步
虛
經
經
文
年
代
考
證
」（
國
立
政
治
大
學
宗
敎
研
究
所
・
臺
灣
道

敎
研
究
會
共
同
開
催
「
道
敎
經
典
與
儀
式
國
際
學
術
研
討
會
」
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
） 

鄭
燦
山 

「
六
朝
道
敎
步
虛
的
原
型
及
其
發
展
―
―
從
上
淸
派
到
靈
寶
派
」
（T

h
e 

sy
m

p
o
siu

m
 

“A
ffiliatio

n
 an

d
 T

ran
sm

issio
n
 

in 
D

ao
ism

.”,S
em

in
ar fu

er S
in

o
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g
ie,H

u
m

b
o

ld
t U

n
iv

er- 

sitaet zu
 B

erlin
, S

ek
retariat, 2

0
1
1
.

） 

鄭
燦
山 

『
六
朝
隋
唐
道
敎
文
獻
論
考
』（
臺
北
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
二
〇
一
二
年
二
月
） 

劉
仲
宇 

「
葛
洪
『
枕
中
書
』
初
探
」（『
中
國
道
敎
』、
中
國
道
敎
協
會
、
一
九
九
〇
年
第
四
期
） 

劉
屹 

「「
元
始
系
」
和
「
仙
公
系
」
靈
寶
經
的
先
後
問
題
―
―
以
「
古
靈
寶
經
」
中
的
「
天
尊
」

和
「
元
始
天
尊
」
爲
中
心
」（『
敦
煌
學
』
第
二
七
輯
、
二
〇
〇
八
年
二
月
） 

劉
屹 

「「
元
始
舊
經
」
與
「
仙
公
新
經
」
的
先
後
問
題
―
―
以
「
篇
章
所
見
」
古
靈
寶
經
爲
中
心
」

（『
首
都
師
範
大
學
學
報
』、
二
〇
〇
九
年
三
期
） 

劉
屹 

「
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目
錄
」
研
究
」（『
文
史
』、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
第
二
輯
） 

劉
屹 

「
論
古
靈
寶
經
『
昇
玄
步
虛
章
』
的
演
變
」（F

lo
rian

 C
.R

eiter ed
., F

o
u

n
d
atio

n
s o

f D
ao

ist 

R
itu

al: A
 B

erlin
 S

y
m

p
o
siu

m
, H

arrasso
w

itz V
erlag

, 2
0
0
9

, p
p

.1
8
9

-2
0

5
.

） 

劉
屹 

「
中
古
道
敎
神
學
體
系
的
建
構
與
發
展
―
―
以
元
始
天
尊
的
「
至
尊
性
」
和
「
佛
陀
化
」
爲

中
心
」（『
東
方
文
化
』
第
四
二
卷
一
・
二
期
、
香
港
大
學
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
） 

劉
屹 

「
古
靈
寶
經
「
未
出
一
卷
」
研
究
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
、
二
〇
一
〇
年
第
四
輯
） 
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劉
屹 

『
神
格
與
地
域
：
漢
唐
閒
道
敎
信
仰
世
界
研
究
』（
上
海
：
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一

年
三
月
） 

劉
屹 
「
古
靈
寶
經
出
世
論
―
―
以
葛
巢
甫
和
陸
修
靜
爲
中
心
」(

『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第
十
二

卷
、
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
七
月) 

劉
屹 

「
古
靈
寶
經
中
的
三
洞
説
」
（
慶
賀
饒
宗
頤
先
生
九
五
華
誕
敦
煌
學
國
際
學
術
研
討
會
、
莫

高
窟
敦
煌
研
究
院
、
二
〇
一
〇
年
八
月
八
～
十
一
日
） 

蕭
登
福 

「
漢
魏
六
朝
道
敎
之
天
界
説
（
上
）・（
下
）
」（『
東
方
雜
誌
』
二
三
：
二
・
三
、
一
九
八

九
年
） 

蕭
登
福 

「
道
敎
五
方
三
界
諸
天
「
氣
數
」
説
探
源
」（『
成
大
宗
敎
與
文
化
學
報
』
第
一
期
、
二
〇

〇
一
年
十
二
月
） 

蕭
登
福 

『
六
朝
道
敎
靈
寶
派
研
究
』（
臺
北
：
新
文
豐
出
版
公
司
、
二
〇
〇
八
年
五
月
） 

謝
世
維 

『
天
界
之
文
―
―
魏
晉
南
北
朝
靈
寶
經
典
研
究
』
（
臺
北
：
臺
灣
商
務
印
書
館
、
二
〇
一

〇
年
十
一
月
） 

羅
燚
英 

「
道
敎
山
嶽
眞
形
圖
略
論
」
（
『
中
山
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）
』
、
二
〇
〇
九
年
第

三
期
） 

羅
燚
英 

「
『
玄
覽
人
鳥
山
經
圖
』
成
書
年
代
、
神
學
思
想
考
論
」
（
『
求
是
學
刊
』
、
二
〇
一
〇

年
第
六
期
） 

饒
宗
頤 

「
論
道
敎
創
世
紀
」
（
陳
鼓
應
主
編
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
六
輯
、
北
京: 

生
活
・
讀

書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
九
年
四
月
） 

 

七
、
歐
文
研
究
書
及
び
論
文 

※
著
者
も
し
く
は
編
者
の
名
前
の
ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
ト
順
。 
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